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凡

例

一
、
宗
祖
の
著
作
お
よ
び
三
経
七
祖
関
係
の
文
は
、
漢
文
は
大
八
木
興
文
堂
発
行
の
『
真
宗
聖
教
全
書
』
に
よ
り
、
書
き
下
し
文
は
東
本
願
寺
出
版
部
発
行
の
『
真
宗

聖
典
』
に
よ
っ
た
。
但
し
、
本
文
中
の
『
真
宗
聖
教
全
書
』
な
ど
漢
文
体
の
引
用
は
、
で
き
る
だ
け
書
き
下
し
文
に
し
た
。

二
、
本
文
中
（
聖
典
○
頁
）
と
あ
る
の
は
東
本
願
寺
出
版
部
発
行
の
『
真
宗
聖
典
』
の
頁
数
、
ま
た
（
真
聖
全
○
頁
）
と
あ
る
の
は
『
真
宗
聖
教
全
書
』
の
頁
数
で
あ

る
。

三
、
旧
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
に
、
旧
漢
字
は
当
用
漢
字
に
改
め
た
。



- 1 -

第
一
講



- 2 -

第
一
講愚

禿
鈔

下

二

一

二

一

聞

賢
者
信

顕
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禿
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キ
キ
テ
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ク
ガ

ヲ

賢
者
信

内
賢

外
愚
也

ノ

ハ

ハ

ニ
シ
テ

ハ

ナ

リ

愚
禿

心

内
愚

外
賢
也

ト

ク
ガ

ハ

ハ

ニ
シ
テ

ハ

ナ

リ

唐
朝
光
明
寺
和
尚

『
観
経
義
』(

散
善
義)

云

「
先
就

上
品
上
生
位
中

、
乃
至

一
従

仏
告
阿
難

已
下
、
即
双

標

二
意

、
一

明

告
命

、
二
明

弁

定

其
位

。
此
即
修

学

大
乗
上

二

一

二

一

二

一

二

一

三

二

一

二

テ

ノ

ノ

ニ

ベ

テ

ス

ノ

ヲ

ニ

ハ

ス

ヲ

ス

コ
ト
ヲ

ノ

ヲ

ノ

ス

ル

ノ

善

凡
夫
人
也
。
三
従

若
有
衆
生

下
、
至

即
便
往
生

已
来

、
正
明

總

挙

有
生
之
類

、
即
有

其

四

、
一

明

能
信
之
人

、
二

一

二

一

二

一

三

二

一

二

一

二

一

ヲ

シ
モ

ル
マ
デ

コ
ノ
カ
タ
ハ

ク

ス

ジ

テ

コ
ト
ヲ

ヲ

リ

レ

ニ

ニ

ハ

ヲ

ニ

ハ

三

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

下

二

一

明

求

願

往
生

、
三

明
明

発
心
多
少

、
四

明

得
生
之
益

、
四

従

何
等
為
三

下
、
至

必
生
彼
国

已
来

、
正
明

弁

定

三
心

ス

コ
ト
ヲ

ヲ

ニ

ハ

ス

ノ

ヲ

ニ

ハ

ス

ヲ

ニ

ハ

マ

デ

ニ

ノ
カ
タ
ハ

ク

ス

シ

テ

ヲ

以
為

正
因

。
即
有

ニ
。
一
明

世
尊
随

機
顕

益
、
意
密

難

知
、
非

仏
自

問
自
徴

、
無

↓
由

得

解
。
二

明

如
来
還
自

中

上

レ

下

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

三

テ

コ
ト
ヲ

ト

リ

ハ

ス

テ

ニ

コ

ト

ヲ

コ
ト
ヲ

シ

リ

バ

ミ
ズ
カ
ラ

テ

シ
タ
マ
フ
ニ

キ
コ
ト
ヲ

ヲ

ニ

ハ

ス

テ

ラ

答

前
三
心
之
数

、

二

一

ヘ
タ
マ
フ
コ
ト
ヲ

ノ

カ

ズ

ヲ

レ

三

レ

二

一

レ

三

経
云
、
一
者
至
誠
心
。
至
者
真

、
誠
者
実

、
欲

明

一
切
衆
生
、
身
口
意
業
所

修

解
行
、
必
須

真
実
心
中
作

、
不

得

ニ

ク

ト

ハ

ナ

リ

ハ

ナ

リ

オ
モ
フ

サ
ン
ト

ニ

ス

ル

モ
チ
イ
ン
コ
ト
ヲ

ノ

ニ
ナ
シ
タ
マ
ヘ
ル
ヲ

レ

外
現

賢
善
精
進
之
相

、
内
懐

虚
仮

、
貪
瞋
邪
偽
、
奸
詐
百
端

、
悪
性
難

侵
。
事
同

蛇
蝎

、
雖

起

三
業

、
名
為

雑
毒
之
善

、

二

一

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

ニ

ズ

ル

コ
ト

ヲ

ヲ

ニ

レ
バ
ナ
リ

ヲ

ニ
シ
テ

シ

ヤ
メ

ジ

ニ

モ

ト

ヲ

テ

ス

ト

二

一

レ

二

一

二

レ

一

二

一

レ

二

一

亦
名

虚
仮
之
行

、
不

名

真
実
業

也
。
若
作

如

此
安
心
起
行

者
、
縦
使
苦

励

身
心

、
日
夜
十
二
時
、
急
走

急
作

如

灸

頭
燃

ク

ト

ズ

ノ

ト

シ
ナ
ス

キ

ノ

ヲ

ハ

タ
ト
ヒ

シ

テ

ヲ

ニ
モ
ト
メ

ニ

ス
コ
ト

ク
ス
ル

ハ
ラ
フ
ガ

ヲ

者
、
衆

名

雑
毒
之
善

。
欲

廻

此
雑
毒
之
行

、
求

生

彼
仏
浄
土

者
、
此
必
不
可
也
。
何
以
故
、
正

由

彼
阿
弥
陀
仏
、
因
中
行

二

一

下

二

一

中

上

下

ス

ベ

テ

ク

ク

オ

モ

フ

シ

テ

ノ

ノ

ヲ

セ
ン
ト

ニ

ハ

レ

ヲ

ノ

ニ

シ

ク

テ
ナ
リ

ノ

ニ

タ
マ
フ
シ

菩
薩
行

時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
、
三
業
所
修
、
皆
是
真
実
心
中
作

凡
所

施

為

趣
求

、
亦
皆
真
実

。
又
真
実
有

二
種

、
一
者
自

二

一

上

レ

二

一

二

一

ノ

ヲ

モ

ノ

ノ

ニ
ナ

シ

タ

マ

ヒ

シ

ニ

ソ

ロ

シ
タ
マ
フ
ナ
ス

ヲ

ナ
リ
ト

ニ

ニ

ハ

利
真
実
、
二
者
利
他
真
実

。
」
文

ニ

ハ

ナ
リ
ト

（
真
聖
全
二
・
四
六
四
～
四
六
五
頁
）

愚
禿
鈔

下
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賢
者
の
信
を
聞
き
て
、
愚
禿
が
心
を
顕
す
。

賢
者
の
信
は
、
内
は
賢
に
し
て
外
は
愚
な
り
、

愚
禿
が
心
は
、
内
は
愚
に
し
て
外
は
賢
な
り
。

唐
朝
の
光
明
寺
の
和
尚
の
『
観
経
義
』
に
云
わ
く
、

「
先
ず
上
品
上
生
の
位
の
中
に
つ
い
て
、
乃
至

一
に
「
仏
告
阿
難
」
よ
り
已
下
は
す
な
わ
ち
双
べ
て
二
の
意
を
標
す
。
一
に
告
命
を
明
か
す
。
二
に
そ
の
位
を
弁

定
す
る
こ
と
を
明
か
す
、
こ
れ
す
な
わ
ち
大
乗
の
上
善
を
修
学
す
る
凡
夫
人
な
り
。
二
に
「
若
有
衆
生
」
よ
り
下
「
即
便
往
生
」
に
至
る
ま
で
已
来
は
、
正
し
く
す

べ
て
有
生
の
類
を
挙
ぐ
る
こ
と
を
明
か
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
四
あ
り
。
一
に
は
能
信
の
人
を
明
か
す
。
二
に
は
往
生
を
求
願
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
三
に
は
発
心

の
多
少
を
明
か
す
。
四
に
は
得
生
の
益
を
明
か
す
。
三
に
は
「
何
等
為
三
」
よ
り
下
「
必
生
彼
国
」
に
至
る
ま
で
已
来
は
、
正
し
く
三
心
を
弁
定
し
て
も
っ
て
正
因

と
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
す
な
わ
ち
二
あ
り
。
一
は
世
尊
機
に
随
い
て
益
を
顕
す
こ
と
、
意
密
に
し
て
知
り
が
た
し
。
仏
自
ら
問
う
て
自
ら
徴
し
た
ま
う
に
あ
ら
ず

は
、
解
を
得
る
こ
と
由
な
き
こ
と
を
明
か
す
。
二
は
如
来
還
り
て
自
ら
前
の
三
心
の
数
を
答
え
た
ま
う
こ
と
を
明
か
す
。
『
経
』
に
云
わ
く
、
「
一
者
至
誠
心
」
。

至
と
は
真
な
り
、
誠
と
は
実
な
り
。
一
切
衆
生
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
ん
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
う
。

外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
ず
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
内
に

虚
仮
を
懐
き
て
、
貪
瞋
邪
偽
奸
詐
百
端
に
し
て
悪
性
侵
め
が
た
し
、
事
蛇
蝎
に
同
じ
。
三
業
を
起
こ
す
と
い
え
ど
も
、
名
づ
け
て
雑
毒
の
善
と
す
、
ま
た
虚
仮
の
行

と
名
づ
く
、
真
実
の
業
と
名
づ
け
ざ
る
な
り
。
も
し
か
く
の
ご
と
き
安
心
起
行
を
作
す
は
、
た
と
い
身
心
を
苦
励
し
て
日
夜
十
二
時
、
急
に
走
め
急
に
作
す
こ
と
、

頭
燃
を
炙
う
が
ご
と
く
す
る
は
、
す
べ
て
雑
毒
の
善
と
名
づ
く
。
こ
の
雑
毒
の
行
を
回
し
て
か
の
仏
の
浄
土
に
求
生
せ
ん
と
欲
う
は
、
こ
れ
必
ず
不
可
な
り
。
何
を

も
っ
て
の
故
に
、
正
し
く
か
の
阿
弥
陀
仏
因
中
に
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
三
業
の
所
修
、
み
な
こ
れ
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し

に
由
っ
て
な
り
。
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
と
。
ま
た
真
実
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
自
利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
な

り
」
と
。
文

（
聖
典
四
三
五
～
四
三
六
頁
）

一

■

下

巻

は

善

導

の

三

心

釈

の

検

討

『
愚
禿
鈔
』
下
巻
に
は
、
「
唐
朝
の
光
明
寺
の
和
尚
の
『
観
経
義
』
に
云
わ
く
」
と
、
「
散
善
義
」
の
三
心
釈
の
う
ち
の
至
誠
心
釈
が
ま
ず
最
初
に
引
か
れ
て
い
る

第一講 愚禿鈔 下
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わ
け
で
あ
り
ま
す
。
『
愚
禿
鈔
』
の
下
巻
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
善
導
大
師
の
三
心
釈
の
検
討
と
い
う
こ
と
が
中
心
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
で
、
三
心
釈
の
引
文

に
は
、
宗
祖
の
場
合
は
独
自
の
読
み
方
、
あ
る
い
は
読
み
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
と
く
に
こ
の
読
み
替
え
が
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が

こ
の
三
心
釈
で
ご
ざ
い
ま
す
。

善
導
大
師
が
『
観
経
疏
』
で
、

一
句
一
字
不

可

加
減

。
欲

写

者
、
一
如

経
法

。
応

知
。

レ

二

一

レ

二

一

レ

モ

カ

ラ

ス

ハ

ン

サ
ン
ト

ハ

ニ

ク
セ
ヨ

ノ

ニ

ル

（
一
句
一
字
も
加
減
す
べ
か
ら
ず
。
写
さ
ん
と
お
も
わ
ん
も
の
は
、
一
に
経
法
の
ご
と
く
せ
よ
。
応
に
知
る
べ
し
。
）

（
真
聖
全
一
・
五
六
〇
頁
）

と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
一
字
一
句
加
減
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
『
観
経
疏
』
を
読
む
場
合
の
基
本
的
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
い
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
祖
は
最
も
多
い
読
み
替
え
を
三
心
釈
の
中
で
集
中
的
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
「
信
巻
」
に
引
か
れ
て
い
る
「
散
善
義
」
の
文
、

一
切
衆
生
の
身
・
口
・
意
業
の
所
修
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
る
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
う
。

（
聖
典
二
一
五
頁
）

と
い
う
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
は
、
「
一
切
衆
生
の
身
口
意
業
に
修
す
る
所
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
す
須
き
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
」
（
『
浄
土
宗
全
書
』

震
旦
祖
釋
二
―
五
五
頁
参
照
）
と
い
う
読
み
方
を
「
須
」
の
一
字
を
開
い
て
、
「
も
ち
い
る
」
と
い
う
読
み
替
え
を
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
（
山
辺
・
赤
沼
著
『
教

行
信
証
講
義
』
「
信
証
の
巻
」
五
九
八
頁
で
は
、
「
欲

明

一
切
衆
生
身
口
意
業
所
修
解
行
、
必
須

真
実
心
中
作

」
）

レ

下

中

上

そ
れ
か
ら
次
の
、

外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
ず
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
内
に
虚
仮
を
懐
い
て
、
貪
瞋
邪
偽
、
奸
詐
百
端
に
し
て
、
悪
性
侵
め
難
し
、
事
、
蛇
蝎
に
同
じ
。

（
同

頁
）

と
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
も
と
も
と
、
「
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
内
に
虚
仮
を
懐
く
こ
と
を
得
ざ
れ
。
貪
瞋
邪
偽
奸
詐
百
端
に
し
て
、
悪
性
侵
め
難
く
、

事
、
蛇
蝎
に
同
じ
き
は
」
と
読
ま
れ
て
い
る
言
葉
な
の
で
す
。
こ
こ
に
も
「
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
ず
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
内
に
虚
仮
を
懐
け
ば
な
り
」
（
存
覚
写

本
・
聖
典
一
〇
四
八
頁
の31

）
と
い
う
宗
祖
の
読
み
替
え
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
少
し
後
の
と
こ
ろ
に
、

乃
至
一
念
一
刹
那
も
、
三
業
の
所
修
み
な
こ
れ
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
に
由
っ
て
な
り
、
と
。
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
、
ま
た
み
な
真

実
な
り
。

（
聖
典
二
一
五
頁
）

と
引
文
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
」
と
い
う
読
み
方
も
、
こ
れ
は
宗
祖
の
独
自
な
訓
点
に
よ
る
の
で
す
。

■ 下巻は善導の三心釈の検討
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そ
れ
か
ら
、
文
章
の
組
み
替
え
で
あ
り
ま
す
。
『
愚
禿
鈔
』
下
巻
に
は
、
「
ま
た
真
実
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
自
利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
な
り
」
と
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
次
に
、
「
利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。
一
に
は
…
…
、
二
に
は
…
…
」
と
あ
る
の
で
す
が
、
『
観
経
疏
』
を
見
ま
す
と
「
ま
た
真
実
に
二
種
あ

り
。
一
に
は
自
利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
「
利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。
一
に
は
…
…
、
二
に
は
…
…
」
と
い
う

文
章
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
「
二
に
は
利
他
真
実
な
り
」
と
い
う
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
い
っ
た
い
何
が
利
他
真
実
か
と
い
う
こ
と
は
『
観
経

疏
』
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
自
利
真
実
に
つ
い
て
の
み
、
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
『
愚
禿
鈔
』
で
は
、
「
利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
」
「
一
に
は
、
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
は
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
」

の
文
は
、
「
ま
た
真
実
に
二
種
あ
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
前
の
と
こ
ろ
に
出
て
く
る
文
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
「
二
に
は
、
不
善
の
三
業
は
必
ず
真
実
心
の
中
に

捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
、
ま
た
も
し
善
の
三
業
を
起
こ
さ
ば
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
を
須
い
て
、
内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
、
み
な
真
実
を
須
う
る
が
ゆ
え

に
、
至
誠
心
と
名
づ
く
」
の
文
は
、
こ
の
あ
と
に
自
利
真
実
二
種
の
文
が
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
『
観
経
疏
』
至
誠
心
釈
の
中
で
自
利
真
実
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
引

か
れ
て
い
る
文
章
で
す
。
こ
の
二
つ
の
文
章
を
利
他
真
実
で
あ
る
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
の
が
、
宗
祖
の
『
愚
禿
鈔
』
に
お
け
る
独
自
の
読
み
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
一
句
一
字
加
減
す
べ
か
ら
ず
」
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ま
さ
し
く
加
減
は
し
て
い
な
い
。
増
え
も
減
り
も
し
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
訓
点
の
と
り
方
に
よ
っ

て
、
文
章
の
内
容
が
が
ら
っ
と
違
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。
こ
う
い
う
訓
点
の
と
り
方
、
あ
る
い
は
文
章
の
組
み
替
え
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
た
ん
に
宗
祖
が
勝
手
に
読

み
替
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
善
導
大
師
が
ほ
ん
と
う
に
意
図
し
て
い
る
も
の
を
言
い
当
て
る
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二

先
日
、
『
中
外
日
報
』
に
、
西
尾
京
雄
氏
が
安
田
先
生
批
判
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
「
は
じ
め
に
名
号
あ
り
」
は
間
違
っ
て
い
る
。
間
違
っ
て
い
る
ゆ

え
ん
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
の
出
世
本
懐
の
文
と
い
わ
れ
る
「
道
教
を
光
闡
し
て
」
と
い
う
言
葉
の
「
道
教
」
の
意
味
の
取
り
違
え
だ
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
「
道
教
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
検
討
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
う
。
世
に
出
興
し
た
ま
う
所
以
は
、
道
教
を
光
闡
し
て
、
群
萌
を
拯
い
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
と
欲

し
て
な
り
。

（
聖
典
八
頁
）

と
い
う
、
あ
の
言
葉
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
「
道
教
」
と
い
う
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
聖
行
品
」
の
中
の
十
四
の
道
教
を
あ
げ
ら
れ
る
な
か
、
結
論
的
に
い
え
ば

第一講 愚禿鈔 下
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『
梵
天
経
』
だ
と
い
う
の
で
す
。
「
道
教
」
と
は
『
梵
天
経
』
で
あ
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
「
道
教
」
と
い
う
の
は
、
従
来
の
教
学
理
解
か
ら
申
し
ま
す
と
、
釈
迦
一
代
の
教
説
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
曽
我
先
生
も
安
田
先

生
も
、
こ
の
一
代
教
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
金
子
先
生
の
場
合
は
道
教
を
一
代
教
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
も
う
一
つ
意
を
尽
く
さ
な
い
よ

う
に
思
う
と
。
つ
ま
り
金
子
先
生
の
場
合
は
、
と
く
に
『
大
無
量
寿
経
』
の
中
に
「
光
闡
道
教
」
と
い
う
言
葉
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
う
と
、
「
道
教
」
と
い

う
の
は
「
本
願
の
教
え
」
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
西
尾
京
雄
氏
は
『
梵
天
経
』
で
あ
る
と
い
う
説
を
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
ね
。
西
尾
氏
は
、
原
始
仏
教
の
学
者
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
ご
検
討
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
文
章
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
文
字
の
検
討
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
文
章
は
こ
こ
ろ
を
伝
え

る
た
め
の
文
章
で
あ
り
ま
し
て
、
文
章
そ
の
も
の
を
伝
え
る
た
め
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
そ
こ
で
、
「
道
教
」
が
『
梵
天
経
』
で
あ
る
と
言
っ
た
と
き
に
、
逆
に
あ
の
文
章
全
体
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
る
わ
け
で
す
ね
。
と
く
に
「
道

教
」
と
い
う
言
葉
が
あ
そ
こ
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
は
、
「
如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
う
。
世
に
出
興
し
た
ま
う
所
以
は
」
と
、
つ
ま
り

世
に
出
ら
れ
た
意
味
で
す
ね
。
ま
さ
し
く
世
に
出
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
、
如
来
が
世
に
出
て
き
た
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
お
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
「
如
来
、

無
蓋
の
大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
う
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
出
て
こ
６
６
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
如
来
は
世
に
出
る
必
要
は
な
い
。
如
来
は
世

に
出
ず
る
も
出
で
ざ
る
も
真
実
は
真
実
で
あ
る
。
如
来
の
出
世
、
不
出
世
に
か
か
わ
ら
ず
、
真
理
は
真
理
で
あ
る
と
。
そ
れ
は
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
凡

夫
が
知
ろ
う
と
知
る
ま
い
と
、
真
理
は
真
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
「
如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
う
」
と
い
う
の

は
、
如
来
は
世
に
出
て
こ
ん
で
も
い
い
の
で
あ
る
。
「
無
蓋
の
大
悲
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
わ
ざ
わ
ざ
人
類
の
歴
史
の
上
に

如
来
が
出
て
く
る
必
要
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
出
興
し
た
ま
う
所
以
は
」
と
、
あ
え
て
出
て
き
た
こ
と
の
意
味
は
何
で
あ
る
か
、
そ
れ
が
『
大
無
量
寿
経
』
、
出
世

本
懐
の
独
自
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
法
華
経
』
な
ど
で
い
わ
れ
て
い
る
出
世
本
懐
な
ど
と
、
だ
い
ぶ
意
味
が
違
う
の
で
す
ね
。

つ
ま
り
釈
尊
が
世
に
出
て
き
た
こ
と
の
ゆ
え
ん
は
、
「
道
教
を
光
闡
し
て
、
群
萌
を
拯
い
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
」
と
。
と
く
に
「
群

萌
」
と
い
う
言
葉
が
使
っ
て
あ
り
ま
す
。
群
萌
と
は
一
人
前
で
な
い
も
の
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
凡
夫
を
救
う
の
だ
と
。
菩
薩
を
救
う
の
で
は
な
い
、
凡
夫
を
救
う
の

で
す
。
「
道
教
を
光
闡
し
て
、
群
萌
を
拯
い
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
」
、
つ
ま
り
一
代
教
は
説
い
て
み
た
と
。
「
道
教
を
光
闡
し
て
」
衆
生

を
救
お
う
と
し
た
と
。
し
た
け
ど
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
釈
尊
が
一
代
仏
教
自
身
を
自
己
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
、
ま
さ
し
く

「
世
に
出
興
し
た
ま
う
」
、
出
興
し
た
こ
と
の
釈
尊
の
真
意
が
は
じ
め
て
『
大
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
果
た
し
得
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
文
章
の
意
味
な
の
で
し
ょ

■ 下巻は善導の三心釈の検討
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う
。
「
道
教
」
を
も
っ
て
衆
生
を
恵
も
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
。
つ
ま
り
「
光
闡
道
教
、
欲
拯
群
萌
、
恵
以
真
実
之
利
」
で
し
ょ
う
。

「
欲
」
の
字
で
す
。
「
道
教
」
と
い
う
の
が
当
然
、
群
萌
を
救
う
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
果
た
し
得
な
か
っ
た
。
で
す
か
ら
「
道
教
」

と
い
う
言
葉
が
意
味
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
「
一
代
教
」
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
金
子
先
生
が
「
道
教
」
を
『
大
無
量
寿
経
』
そ
の
も
の
で
あ
る
、

本
願
の
教
え
で
あ
る
と
い
う
見
方
は
、
こ
の
出
世
本
懐
と
い
う
言
葉
を
語
っ
た
釈
尊
自
身
の
感
動
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
釈

尊
自
身
が
感
動
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

要
す
る
に
私
が
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
読
み
方
の
問
題
で
す
ね
。
こ
こ
に
『
梵
天
経
』
を
も
っ
て
き
た
ら
、
ど
う
な
る
の
で
す
か
ね
。
出
世
本
懐
を
あ
ら
わ
す
べ
き

本
意
が
『
梵
天
経
』
を
光
闡
し
て
群
萌
を
救
わ
ん
と
し
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
も
何
の
こ
と
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
文
章
そ
の
も
の
の
こ
こ
ろ
を
読
み
き
れ

ん
か
ぎ
り
、
文
字
面
を
ど
れ
ほ
ど
い
じ
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
か
え
っ
て
そ
の
文
章
の
こ
こ
ろ
、
文
章
の
い
わ
ん
と
す
る
も
の
が
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
つ
ま

り
西
尾
京
雄
氏
が
読
ん
で
い
る
「
光
闡
道
教
」
と
い
う
の
は
、
出
世
本
懐
と
は
何
の
関
係
も
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
文
章
を
読
む
と
き
の
大
事
な
意
味
な
の

で
す
。

三

■

宗

祖

の

読

み

替

え

至
誠
心
釈
を
宗
祖
の
『
愚
禿
鈔
』
引
文
の
上
に
見
な
が
ら
、
と
く
に
強
く
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
善
導
大
師
は
『
観
経
疏
』
の
上
で
自
利
真
実
し
か
展
開
し
て

お
ら
れ
な
い
。
自
利
真
実
し
か
明
示
し
て
お
ら
れ
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
祖
は
「
利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
」
と
、
自
利
真
実
の
前
に
も
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
勝
手
に
作
っ
た
の
で
は
な
い
。
す
で
に
善
導
大
師
の
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
分
類
し
た
の
で
し
ょ
う
。
利
他
真
実
と
し
て
取
り
出

し
た
の
で
す
。
そ
の
取
り
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
独
自
な
読
み
方
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
出
て
き
た
の
で
す
。
独
自
な
訓
点
を
与
え
た
の
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
独
自
な

訓
点
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
至
誠
心
釈
全
体
が
利
他
真
実
の
意
味
を
も
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
一
者
至
誠
心
」
。
至
と
は
真
な
り
、
誠
と
は
実
な
り
。
一
切
衆
生
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
ん
こ
と
を

明
か
さ
ん
と
欲
う
。

（
聖
典
四
三
六
頁
）

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
至
誠
心
に
つ
い
て
の
三
つ
の
釈
で
す
ね
。
至
誠
心
と
い
う
も
の
を
は
じ
め
に
「
至
」
と
「
誠
」
と
に
分
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
至
」
が

「
真
」
で
あ
り
、
「
誠
」
が
「
実
」
で
あ
る
と
読
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
読
み
方
自
体
、
辞
典
に
は
な
い
読
み
方
で
す
ね
。

第一講 愚禿鈔 下
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■

至

誠

心

釈

全

体

が

利

他

真

実

を

あ

ら

わ

す

そ
れ
か
ら
「
至
誠
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
を
ま
と
め
て
、
「
一
切
衆
生
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
ん
こ
と

を
明
か
さ
ん
と
欲
う
」
と
示
さ
れ
ま
す
。
一
切
衆
生
の
身
口
意
の
解
行
は
、
「
真
実
心
中
に
作
す
須
き
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
う
」
と
読
む
べ
き
と
こ
ろ
を
、
そ
の
作

す
須
き
こ
と
を
「
須
い
る
」
と
読
ん
だ
と
た
ん
に
、
も
う
こ
れ
は
至
誠
心
釈
全
体
が
利
他
真
実
を
あ
ら
わ
す
文
章
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
利
他
真
実
の
と

こ
ろ
で
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
は
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
」
と
い
う
、
こ
う
い
う
漢
文
の
読
み
方
は
ふ
つ
う
は
で
き
な

い
の
で
す
。

ふ
つ
う
の
読
み
方
で
す
と
、
「
凡
所
施
為
趣
求
亦
皆
真
実
」
で
す
か
ら
、
施
為
と
趣
求
で
す
。
つ
ま
り
施
為
は
菩
薩
の
行
で
す
。
趣
求
は
菩
薩
の
願
で
す
。
菩
薩
の

行
願
を
あ
ら
わ
す
の
で
す
。
菩
薩
の
行
願
が
施
為
趣
求
で
す
。

正
し
く
か
の
阿
弥
陀
仏
因
中
に
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
三
業
の
所
修
、
み
な
こ
れ
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
に
由
っ
て
な
り
。

（
聖
典
四
三
六
頁
）

こ
れ
は
菩
薩
の
行
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
善
導
大
師
の
至
誠
心
釈
の
全
体
を
読
み
ま
す
と
、
ふ
つ
う
な
ら
ば
菩
薩
の
行
に
な
ら
え
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

菩
薩
の
行
に
順
じ
よ
と
。
至
誠
心
と
は
、
真
実
心
中
に
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
行
業
は
、
つ
ま
り
、

行
住
座
臥
に
「
一
切
菩
薩
の
諸
悪
を
制
捨
す
る
に
同
じ
く
、
我
も
ま
た
か
く
の
ご
と
く
せ
ん
」
と
想
え
と
な
り
。

（
同

頁
）

と
、
こ
れ
は
自
利
真
実
で
し
ょ
う
。

身
口
意
の
三
業
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
口
業
に
つ
い
て
、

真
実
心
の
中
の
口
業
に
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
讃
嘆
す
べ
し
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
口
業
に
三
界
六
道
等
の
自
他
の
依
正
二
報
苦
悪
の
事
を
毀
厭
し
、

ま
た
一
切
衆
生
三
業
所
為
の
善
を
讃
嘆
す
べ
し
。

（
聖
典
四
三
七
頁
）

と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
身
口
意
の
三
業
は
、
厭
捨
す
る
こ
と
と
、
阿
弥
陀
仏
の
依
正
二
報
を
欣
求
す
る
こ
と
と
し
て
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
利
真
実
に
つ
い
て
厭
離
真
実
と
欣
求
真
実
と
い
う
こ
と
で
お
さ
え
ら
れ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
厭
う
こ
と
に
お
い
て
も
真
実
た
れ
、
欣
う
こ
と
に
お
い

て
も
真
実
た
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
真
実
を
欣
え
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
欣
求
に
お
い
て
真
実
で
あ
る
、
厭
離
に
お
い
て
真
実
で
あ
る
。
ほ
ん
と
う

に
娑
婆
を
厭
っ
て
い
る
の
か
、
ほ
ん
と
う
に
浄
土
を
欣
う
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
う
い
う
こ
と
が
、
自
利
真
実
、
利
他
真
実
と
い
う
言
葉
で
、
至
誠
心

釈
の
と
こ
ろ
で
は
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
「
お
お
よ
そ
施
為
趣
求
す
る
と
こ
ろ
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
」
、
つ
ま
り
施
為
と
趣
求
と
い
う

■ 至誠心釈全体が利他真実をあらわす
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こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
の
行
願
を
あ
ら
わ
す
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
ふ
つ
う
の
読
み
方
な
の
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
宗
祖
は
、
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
」
と
、
こ
う
読
む
の
で
す
。
こ
ん
な
読
み
方
は
漢
文
に
は
な
い
の
で

す
。
こ
う
な
り
ま
す
と
、
文
章
の
内
容
が
が
ら
っ
と
変
わ
る
。
つ
ま
り
、
善
導
大
師
が
展
開
し
た
至
誠
心
釈
と
い
う
の
は
、
法
の
真
実
、
「
阿
弥
陀
仏
因
中
に
菩
薩
の

行
」
で
す
か
ら
、
法
蔵
の
行
に
お
け
る
真
実
で
す
。
い
わ
ば
法
の
真
実
で
す
。
至
誠
心
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
善
導
大
師
が
真
実
だ
と
釈
し
た
と
こ
ろ

に
、
至
誠
心
を
真
実
心
と
釈
し
た
と
こ
ろ
に
、
あ
る
意
味
で
は
衆
生
の
意
志
を
添
え
る
こ
と
の
で
き
ぬ
ま
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

そ
れ
を
宗
祖
の
よ
う
に
、
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
」
と
、
こ
う
読
ん
で
み
ま
す
と
、
こ
う
な
る
と
そ
の
法
の
真
実
と
い
う
も
の
が
、
機
の
自

覚
の
上
に
お
か
れ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
「
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
」
と
い
う
の
は
、
与
え
ら
れ
た
も
の
し
か
求
め
ん
、
人
間
は
与

え
ら
れ
た
も
の
し
か
求
め
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
求
め
て
与
え
ざ
る
も
の
は
求
め
る
必
要
の
な
い
も
の
で
す
。
与
え
ら
れ
る
も
の

だ
け
が
、
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
清
沢
先
生
の
と
こ
ろ
で
は
「
爾
、
何
の
不
足
か
あ
る
」
（
「
絶
対
他
力
の
大
道
」
）
と
い
う
言
葉
に
な
っ
て
出
て
き
ま
す
ね
。
不

足
な
の
は
求
め
る
必
要
の
な
い
も
の
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
真
に
求
む
べ
き
も
の
は
与
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
利
他
真
実
と
い
わ
れ
る
意

味
が
読
み
取
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

四

■

利

他

真

実

の

課

題

じ
つ
は
こ
う
い
う
読
み
替
え
に
よ
っ
て
、
宗
祖
が
利
他
真
実
と
い
う
こ
と
を
、
つ
ま
り
善
導
大
師
が
「
一
に
は
自
利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
」
と
、
こ
う
い
い
な

が
ら
、
利
他
真
実
そ
の
も
の
を
明
確
に
し
得
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
、
こ
う
い
う
読
み
替
え
の
中
で
宗
祖
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
ね
。
こ
れ
が
後
に
な

っ
て
、
厭
離
真
実
、
欣
求
真
実
と
い
う
言
葉
に
な
っ
て
展
開
し
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

厭
離
と
か
欣
求
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
に
い
う
と
好
き
嫌
い
で
す
ね
。
好
き
嫌
い
と
い
え
ば
語
弊
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
の
厭
離
、
欣
求
と
い
う
中
で

真
実
と
い
う
も
の
を
お
さ
え
よ
う
と
さ
れ
て
お
る
と
こ
ろ
に
、
こ
う
い
う
読
み
替
え
が
宗
祖
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ゆ
え
ん
が
あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

利
他
真
実
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
」
と
い
う
こ
と
と
、
二
つ
に
は
「
内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
」
（
聖
典
二
二
七
頁
）
と

い
う
こ
と
が
出
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
「
内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
」
と
い
う
の
は
『
涅
槃
経
』
の
中
に
出
て
き
ま
す
、
出
世
、
世
間
と
い
う
、
出
世
が
内
で
あ
り
、
世

第一講 愚禿鈔 下
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間
が
外
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
「
内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
」
と
。
つ
ま
り
、
僧
も
俗
も
選
ば
な
い
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
従
来
か
ら
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
も

そ
う
い
う
解
釈
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
私
の
と
こ
ろ
で
は
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
明
確
に
な
り
か
ね
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
は
今
回
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
読
み
替
え
を
と
お
し

て
宗
祖
が
言
お
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
こ
ろ
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
九
七
九
年
一
月
）

■ 利他真実の課題
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第
二
講唐

朝
光
明
寺
和
尚

『
観
経
義
』(

散
善
義)

云

「
先
就

上
品
上
生
位
中

、
乃
至

一
従

仏
告
阿
難

已
下
、
即
双

標

二
意

、
一

明

告
命

、
二
明

弁

定

其
位

。
此
即
修

学

大
乗
上

二

一

二

一

二

一

二

一

三

二

一

二

テ

ノ

ノ

ニ

ベ

テ

ス

ノ

ヲ

ニ

ハ

ス

ヲ

ス

コ
ト
ヲ

ノ

ヲ

ノ

ス

ル

ノ

善

凡
夫
人
也
。
三
従

若
有
衆
生

下
、
至

即
便
往
生

已
来

、
正
明

總

挙

有
生
之
類

、
即
有

其

四

、
一

明

能
信
之
人

、
二

一

二

一

二

一

三

二

一

二

一

二

一

ヲ

シ
モ

ル
マ
デ

コ
ノ
カ
タ
ハ

ク

ス

ジ

テ

コ
ト
ヲ

ヲ

リ

レ

ニ

ニ

ハ

ヲ

ニ

ハ

三

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

下

二

一

明

求

願

往
生

、
三

明
明

発
心
多
少

、
四

明

得
生
之
益

、
四

従

何
等
為
三

下
、
至

必
生
彼
国

已
来

、
正
明

弁

定

三
心

ス

コ
ト
ヲ

ヲ

ニ

ハ

ス

ノ

ヲ

ニ

ハ

ス

ヲ

ニ

ハ

マ

デ

ニ

ノ
カ
タ
ハ

ク

ス

シ

テ

ヲ

以
為

正
因

。
即
有

ニ
。
一
明

世
尊
随

機
顕

益
、
意
密

難

知
、
非

仏
自

問
自
徴

、
無

↓
由

得

解
。
二

明

如
来
還
自

中

上

レ

下

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

三

テ

コ
ト
ヲ

ト

リ

ハ

ス

テ

ニ

コ

ト

ヲ

コ
ト
ヲ

シ

リ

バ

ミ
ズ
カ
ラ

テ

シ
タ
マ
フ
ニ

キ
コ
ト
ヲ

ヲ

ニ

ハ

ス

テ

ラ

答

前
三
心
之
数

、

二

一

ヘ
タ
マ
フ
コ
ト
ヲ

ノ

カ

ズ

ヲ

レ

三

レ

二

一

レ

三

経
云
、
一
者
至
誠
心
。
至
者
真

、
誠
者
実

、
欲

明

一
切
衆
生
、
身
口
意
業
所

修

解
行
、
必
須

真
実
心
中
作

、
不

得

ニ

ク

ト

ハ

ナ

リ

ハ

ナ

リ

オ
モ
フ

サ
ン
ト

ニ

ス

ル

モ
チ
イ
ン
コ
ト
ヲ

ノ

ニ
ナ
シ
タ
マ
ヘ
ル
ヲ

レ

外
現

賢
善
精
進
之
相

、
内
懐

虚
仮

、
貪
瞋
邪
偽
、
奸
詐
百
端

、
悪
性
難

侵
。
事
同

蛇
蝎

、
雖

起

三
業

、
名
為

雑
毒
之
善

、

二

一

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

ニ

ズ

ル

コ

ト

ヲ

ヲ

ニ

レ
バ
ナ
リ

ヲ

ニ
シ
テ

シ

ヤ
メ

ジ

ニ

モ

ト

ヲ

テ

ス

ト

二

一

レ

二

一

二

レ

一

二

一

レ

二

一

亦
名

虚
仮
之
行

、
不

名

真
実
業

也
。
若
作

如

此
安
心
起
行

者
、
縦
使
苦

励

身
心

、
日
夜
十
二
時
、
急
走

急
作

如

灸

頭
燃

ク

ト

ズ

ノ

ト

シ
ナ
ス

キ

ノ

ヲ

ハ

タ
ト
ヒ

シ

テ

ヲ

ニ
モ
ト
メ

ニ

ス
コ
ト

ク
ス
ル

ハ
ラ
フ
ガ

ヲ

者
、
衆

名

雑
毒
之
善

。
欲

廻

此
雑
毒
之
行

、
求

生

彼
仏
浄
土

者
、
此
必
不
可
也
。
何
以
故
、
正

由

彼
阿
弥
陀
仏
、
因
中
行

二

一

下

二

一

中

上

下

ス

ベ

テ

ク

ク

オ

モ

フ

シ

テ

ノ

ノ

ヲ

セ
ン
ト

ニ

ハ

レ

ヲ

ノ

ニ

シ

ク

テ
ナ
リ

ノ

ニ

タ
マ
フ
シ

菩
薩
行

時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
、
三
業
所
修
、
皆
是
真
実
心
中
作

凡
所

施

為

趣
求

、
亦
皆
真
実

。
又
真
実
有

二
種

、
一
者
自

二

一

上

レ

二

一

二

一

ノ

ヲ

モ

ノ

ノ

ニ
ナ

シ

タ

マ

ヒ

シ

ニ

ソ

ロ

シ
タ
マ
フ
ナ
ス

ヲ

ナ
リ
ト

ニ

ニ

ハ

利
真
実
、
二
者
利
他
真
実

。
」
文

（
真
聖
全
二
・
四
六
四
～
四
六
五
頁
）

ニ

ハ

ナ
リ
ト

唐
朝
の
光
明
寺
の
和
尚
の
『
観
経
義
』
に
云
わ
く
、

「
先
ず
上
品
上
生
の
位
の
中
に
つ
い
て
、
乃
至

一
に
「
仏
告
阿
難
」
よ
り
已
下
は
す
な
わ
ち
双
べ
て
二
の
意
を
標
す
。
一
に
告
命
を
明
か
す
。
二
に
そ
の
位
を
弁
定

す
る
こ
と
を
明
か
す
、
こ
れ
す
な
わ
ち
大
乗
の
上
善
を
修
学
す
る
凡
夫
人
な
り
。
二
に
「
若
有
衆
生
」
よ
り
下
「
即
便
往
生
」
に
至
る
ま
で
已
来
は
、
正
し
く
す
べ
て

有
生
の
類
を
挙
ぐ
る
こ
と
を
明
か
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
四
あ
り
。
一
に
は
能
信
の
人
を
明
か
す
。
二
に
は
往
生
を
求
願
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
三
に
は
発
心
の
多
少

を
明
か
す
。
四
に
は
得
生
の
益
を
明
か
す
。
三
に
は
「
何
等
為
三
」
よ
り
下
「
必
生
彼
国
」
に
至
る
ま
で
已
来
は
、
正
し
く
三
心
を
弁
定
し
て
も
っ
て
正
因
と
す
る
こ

と
を
明
か
す
。
す
な
わ
ち
二
あ
り
。
一
は
世
尊
機
に
随
い
て
益
を
顕
す
こ
と
、
意
密
に
し
て
知
り
が
た
し
。
仏
自
ら
問
う
て
自
ら
徴
し
た
ま
う
に
あ
ら
ず
は
、
解
を
得

る
こ
と
由
な
き
こ
と
を
明
か
す
。
二
は
如
来
還
り
て
自
ら
前
の
三
心
の
数
を
答
え
た
ま
う
こ
と
を
明
か
す
。
『
経
』
に
云
わ
く
、
「
一
者
至
誠
心
」
。
至
と
は
真
な
り
、

誠
と
は
実
な
り
。
一
切
衆
生
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
ん
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
う
。
外
に
賢
善
精
進
の
相
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を
現
ず
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
内
に
虚
仮
を
懐
き
て
、
貪
瞋
邪
偽
奸
詐
百
端
に
し
て
悪
性
侵
め
が
た
し
、
事
蛇
蝎
に
同
じ
。
三
業
を
起
こ
す
と
い
え
ど
も
、
名
づ
け
て
雑

毒
の
善
と
す
、
ま
た
虚
仮
の
行
と
名
づ
く
、
真
実
の
業
と
名
づ
け
ざ
る
な
り
。
も
し
か
く
の
ご
と
き
安
心
起
行
を
作
す
は
、
た
と
い
身
心
を
苦
励
し
て
日
夜
十
二
時
、

急
に
走
め
急
に
作
す
こ
と
、
頭
燃
を
炙
う
が
ご
と
く
す
る
は
、
す
べ
て
雑
毒
の
善
と
名
づ
く
。
こ
の
雑
毒
の
行
を
回
し
て
か
の
仏
の
浄
土
に
求
生
せ
ん
と
欲
う
は
、
こ

れ
必
ず
不
可
な
り
。
何
を
も
っ
て
の
故
に
、
正
し
く
か
の
阿
弥
陀
仏
因
中
に
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
三
業
の
所
修
、
み
な
こ
れ
真
実
心

の
中
に
作
し
た
ま
い
し
に
由
っ
て
な
り
。
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
と
。
ま
た
真
実
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
自
利
真
実
、
二

に
は
利
他
真
実
な
り
」
と
。
文

（
聖
典
四
三
五
～
四
三
六
頁
）

一

『
愚
禿
鈔
』
下
巻
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
三
心
釈
の
検
討
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
検
討
を
と
お
し
て
最
終
的
に
は
『
観
経
』
の
三
心
往
生
と
本
願
の
三
心
と
い
う
も

の
と
の
対
比
と
い
い
ま
す
か
、
基
本
的
に
は
真
実
と
い
う
も
の
と
方
便
と
の
交
渉
を
示
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
と
く
に
『
観
経
』
の
三
心
釈
と
い
う

も
の
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
検
討
さ
れ
る
の
は
…
…
、
『
観
経
』
の
三
心
釈
と
い
う
も
の
が
な
ぜ
そ
こ
ま
で
注
目
さ
れ
る
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
と
、

宗
祖
の
意
図
が
理
解
し
か
ね
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
『
観
経
』
の
三
心
と
い
う
の
は
、
『
観
無
量
寿
経
』
と
い
う
経
典
を
善
導
大
師
が
ど
の
よ
う
に
読

ん
だ
か
。
善
導
大
師
の
『
観
経
』
解
釈
が
根
底
に
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
諸
師
に
よ
り
ま
す
と
、
『
観
経
』
に
展
開
す
る
十
六
の
観
想
は
す
べ
て
定
善
観
で
す
ね
。
善
導
大
師
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
定
散
二
善
と
い
う
定
善
十
三
観
、

散
善
三
観
と
い
う
言
い
方
が
と
ら
れ
て
く
る
。
そ
う
い
う
定
散
二
善
を
明
ら
か
に
す
る
見
方
が
成
り
立
っ
た
の
は
、
『
観
経
』
の
対
告
で
あ
る
韋
提
希
の
と
ら
え
方
に

あ
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
『
観
経
』
と
い
う
経
典
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
独
自
な
性
格
を
も
っ
た
経
典
で
あ
り
ま
す
。
通
常
ど
う
い
う
経
典
で
あ
ろ
う
と
、
釈

尊
に
対
し
て
問
い
を
発
す
る
、
釈
尊
に
向
か
っ
て
問
い
を
発
し
た
そ
の
問
い
に
応
え
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
ら
れ
る
の
が
経
典
で
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
、
釈

尊
の
心
境
と
い
い
ま
す
か
、
自
内
証
と
い
い
ま
す
か
、
釈
尊
の
悟
り
の
内
容
と
い
う
、
そ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
問
い
を
発
し
た
も
の
が
、
つ
ま
り
問
い
を
発
し
う
る

も
の
で
な
け
れ
ば
、
釈
尊
の
対
告
、
お
相
手
を
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
諸
師
が
韋
提
希
を
大
権
の
聖
者
だ
と
い
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
こ

と
で
す
。
つ
ま
り
如
来
と
対
話
が
で
き
る
と
い
う
…
…
、
如
来
と
の
対
話
と
い
う
こ
と
が
経
典
と
い
う
も
の
が
展
開
す
る
基
本
的
形
式
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
。
釈

尊
と
、
そ
の
お
相
手
を
す
る
人
の
対
話
で
す
ね
、
如
来
と
衆
生
と
の
対
話
の
形
式
と
い
っ
て
も
い
い
。
対
話
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
釈
尊
の
自
内
証
に
触
れ
る
こ

第二講 唐朝光明寺和尚 『観経義』 散善義 云( )
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と
が
な
け
れ
ば
対
話
は
で
き
る
は
ず
の
な
い
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
い
う
と
、
常
識
的
に
は
韋
提
希
は
大
権
の
聖
者
で
あ
る
、
こ
う
い
う
の
は
当
然
で
あ
り

ま
す
。

と
こ
ろ
が
善
導
大
師
は
韋
提
希
を
実
業
の
凡
夫
だ
と
。
実
業
の
凡
夫
と
み
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
こ
の
経
典
の
独
自
な
性
格
が
見
開
か
れ
て
き
た
。
実
業
の
凡
夫
韋

提
希
と
み
た
。
そ
の
実
業
の
凡
夫
と
い
う
言
葉
に
…
…
、
つ
ま
り
求
道
者
で
な
い
の
だ
。
道
を
求
め
る
人
で
も
な
け
れ
ば
、
道
を
学
ぶ
人
で
も
な
い
。
別
に
仏
法
を
求

め
る
人
で
も
な
い
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
仏
法
を
学
ぶ
人
で
も
な
け
れ
ば
、
求
め
る
人
で
も
な
い
。
そ
う
い
う
人
を
凡
夫
と
。
し
か
も
そ
こ
に
実
業
と
い
う
言
葉
を
形

容
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
実
業
と
い
う
言
葉
に
女
人
と
い
う
、
女
性
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
非
常
に
現
実
主
義
者
で
す
ね
。
リ
ア
リ
ス
ト
と
い
う
よ
う

な
意
味
で
す
が
、
つ
ま
り
、
リ
ア
リ
ス
ト
と
い
う
の
は
理
想
主
義
的
な
求
道
精
神
を
も
た
な
い
。
理
想
の
国
を
求
め
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
が

一
番
端
的
に
出
て
い
ま
す
の
が
、
長
い
間
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
善
導
大
師
が
韋
提
希
の
「
別
選
所
求
」
と
い
う
こ
と
を
科
文
し
て
い
る
問
題
で
す
。

そ
の
時
に
世
尊
、
眉
間
の
光
を
放
ち
た
ま
う
。
そ
の
光
金
色
な
り
、
遍
く
十
方
無
量
の
世
界
を
照
ら
し
て
、
還
り
て
仏
の
頂
に
住
し
て
、
化
し
て
金
台
と
為
り
ぬ
。

須
弥
山
の
ご
と
し
。
十
方
諸
仏
の
浄
妙
の
国
土
、
み
な
中
に
お
い
て
現
ず
。
あ
る
い
は
国
土
あ
り
、
七
宝
合
成
せ
り
。
ま
た
国
土
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
蓮
華
な
り
。

ま
た
国
土
あ
り
、
自
在
天
宮
の
ご
と
し
。
ま
た
国
土
あ
り
、
玻
・
鏡
の
ご
と
し
。
十
方
の
国
土
、
み
な
中
に
お
い
て
現
ず
。
か
く
の
ご
と
き
ら
の
無
量
の
諸
仏
の
国

土
あ
り
。
厳
顕
に
し
て
観
つ
べ
し
。
韋
提
希
を
し
て
見
せ
し
め
た
ま
う
。
時
に
韋
提
希
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、
「
世
尊
、
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
仏
土
、
ま
た
清
浄
に

し
て
み
な
光
明
あ
り
と
い
え
ど
も
、
我
い
ま
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
所
に
生
ま
れ
ん
と
楽
う
。
唯
、
願
わ
く
は
世
尊
、
我
に
思
惟
を
教
え
た
ま
え
、
我
に
正
受
を

教
え
た
ま
え
。
」

（
聖
典
九
三
頁
）

■

な

ぜ

韋

提

希

は

阿

弥

陀

仏

の

浄

土

を

選

ん

だ

の

か

こ
れ
を
韋
提
希
の
別
選
所
求
と
。
と
く
に
こ
の
「
十
方
諸
仏
の
浄
妙
の
国
土
」
を
見
せ
ら
れ
た
な
か
か
ら
、
「
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
所
」
を
楽
生
す
る
。
つ
ま

り
阿
弥
陀
仏
の
国
を
ね
が
っ
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
し
か
し
な
ぜ
阿
弥
陀
仏
の
国
土
を
ね
が
っ
た
の
か
、
そ
こ
に
理
由
は
書
い
て
な
い
の
で
す
ね
。
し
か
も
韋
提
希
の

ね
が
っ
た
、
韋
提
希
の
選
ん
だ
国
に
対
し
て
、
「
そ
の
時
に
世
尊
、
す
な
わ
ち
微
笑
し
た
ま
う
」
と
、
こ
う
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
ね
。
心
に
か
な
っ
た
と
い
う
意
味

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
あ
こ
れ
を
別
選
所
求
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
韋
提
希
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
選
ん
だ
の
か
と
い
う
、
そ
の
理
由
が
経
典
に
も
書
い

て
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
理
解
で
き
ん
と
い
う
こ
と
は
諸
師
の
目
で
読
ん
で
い
る
か
ら
理
解
で
き
ん
の
で
あ
り
ま
し

て
…
…
。
韋
提
希
が
「
実
業
の
凡
夫
」
だ
と
い
う
言
い
方
の
中
に
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
所
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
ね
が
っ
た
と
い
う
意
味
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
は
韋
提
希
の
言
葉
と
し
て
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、

■ なぜ韋提希は阿弥陀仏の浄土を選んだのか
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そ
の
時
に
世
尊
、
韋
提
希
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
「
汝
い
ま
知
れ
り
や
い
な
や
、
阿
弥
陀
仏
、
此
を
去
り
た
ま
う
こ
と
遠
か
ら
ず
。
」

（
聖
典
九
四
頁
）

と
、
そ
こ
に
「
去
此
不
遠
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
い
ま
す
。
「
去
此
不
遠
」
と
い
う
の
は
、
「
此
を
去
り
た
ま
う
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と

韋
提
希
は
此
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
世
界
、
今
こ
こ
に
あ
る
世
界
で
す
ね
。
王
舎
城
そ
の
も
の
の
中
に
、
王
舎
城
の
現
実
の
中
に
浄
土
仏
国
を
求
め
た
と
。
そ
こ
に

実
業
と
い
う
言
葉
の
も
っ
て
い
る
現
実
性
、
つ
ま
り
現
実
の
浄
土
で
す
。
そ
れ
と
凡
夫
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
凡
夫
と
い
う
言
葉
は
同
時
に
夫
人
韋
提
希
、
女
性
で
す

ね
。
先
ほ
ど
の
「
十
方
の
国
土
」
と
い
う
の
は
、
十
方
の
世
界
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
理
想
の
国
家
で
す
。
理
想
の
国
で
あ
る
。
つ
ま
り
王
舎
城
を
逃
れ
て
、
王
舎
城

か
ら
別
の
所
へ
求
め
ら
れ
た
世
界
で
す
。
そ
れ
は
や
は
り
仏
法
を
聞
い
た
り
仏
道
を
修
行
し
た
り
す
る
人
た
ち
が
、
宗
教
の
一
つ
の
形
式
と
し
て
現
実
を
逃
避
す
る
か

た
ち
で
す
。

『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
は
厭
離
真
実
と
か
欣
求
真
実
と
い
う
言
葉
が
出
て
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
の
厭
離
真
実
で
す
ね
。
王
舎
城
の
現
実
を
逃
げ
出
し
、
王
舎
城
の
外
に

救
い
を
求
め
た
の
は
仏
法
を
聞
こ
う
と
す
る
人
た
ち
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
仏
道
を
修
行
す
る
人
た
ち
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
韋
提
希
は
そ
ん
な
極
楽
は
い
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
韋
提
希
に
と
っ
て
は
王
舎
城
と
い
う
の
は
夫
の
い
る
場
所
で
あ
り
、
我
が
子
の
い
る
場
所
で
す
ね
。
夫
が
苦
し
み
、
我
が
子
が
狂
乱
し
て

い
る
、
そ
う
い
う
現
実
を
見
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
い
う
現
実
の
中
で
韋
提
希
の
生
き
て
い
く
道
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
世
界
、
そ
れ
が
阿
弥
陀

仏
の
所
を
ね
が
う
と
。
此
を
去
ら
ず
し
て
此
に
開
か
れ
る
世
界
を
「
阿
弥
陀
仏
の
所
に
生
ま
れ
ん
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
釈
尊
は
即
便
微

笑
し
た
の
で
は
な
い
か
ね
。
も
し
現
実
を
捨
て
て
、
夫
や
子
供
を
捨
て
て
し
ま
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
蒸
発
し
て
救
わ
れ
る
よ
う
な
救
い
を
韋
提
希
が
求
め
た
と
す
る
な
ら
、

決
し
て
釈
尊
は
微
笑
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
善
導
大
師
が
実
業
の
凡
夫
韋
提
希
、
韋
提
希
を
実
業
の
凡
夫
と
見
た
と
き
に
『
観
経
』
全
体
の

性
格
が
…
…
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
を
求
め
、
仏
道
を
修
行
す
る
人
た
ち
の
た
め
の
経
典
で
は
な
い
の
だ
。
そ
う
す
る
と
十
六
の
観
想
と
い
う
も
の
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
、
十
六
の
観
想
が
す
べ
て
定
善
観
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■

依

報

荘

厳

と

正

報

荘

厳

と

の

間

に

華

座

観

そ
う
し
ま
す
と
、
十
六
観
の
性
格
で
あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
性
格
を
大
き
く
分
類
し
ま
す
と
、
ご
承
知
の
よ
う
に
『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
は
「
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二

報
」
と
い
う
言
葉
で
す
ね
。
極
楽
世
界
の
依
正
二
報
、
『
観
経
』
の
場
合
は
文
字
ど
お
り
依
報
が
先
で
正
報
が
後
に
な
り
ま
す
。
旧
訳
の
論
の
中
に
「
依
正
前
後
論
」

と
い
う
の
が
あ
る
の
を
ご
承
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
依
報
と
い
う
の
は
浄
土
の
環
境
で
あ
り
ま
す
。
正
報
と
い
う
の
は
浄
土
の
人
た
ち
、
浄
土
の
衆
生
荘
厳
で
す
。
環

境
を
先
に
説
く
の
か
、
人
間
を
先
に
説
く
の
か
。
依
正
の
順
番
に
展
開
し
て
い
る
経
典
も
あ
り
ま
す
し
、
正
依
の
順
番
に
な
っ
て
い
る
経
典
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、

『
観
経
』
の
場
合
は
典
型
的
な
依
正
前
後
の
荘
厳
の
展
開
で
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
こ
れ
も
善
導
大
師
の
指
南
で
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
依
報
荘
厳
を
説

第二講 唐朝光明寺和尚 『観経義』 散善義 云( )
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い
て
正
報
荘
厳
に
入
る
直
前
に
、
つ
ま
り
依
報
荘
厳
と
正
報
荘
厳
と
の
間
に
「
華
座
観
」
と
い
う
の
が
置
か
れ
て
い
る
。

■

華

座

観

に

お

い

て

韋

提

希

は

得

忍

依
報
荘
厳
も
正
報
荘
厳
も
、
と
も
に
浄
土
の
相
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
と
く
に
こ
の
『
観
経
』
の
場
合
は
、
第
七
華
座
観
と
い
う
…
…
。
と
く
に
善
導

大
師
は
韋
提
希
の
救
済
が
、
華
座
観
に
お
い
て
韋
提
希
は
得
忍
し
た
の
だ
と
。
華
座
観
の
得
忍
を
あ
ら
わ
す
の
が
空
中
に
無
量
寿
仏
を
見
た
、
見
仏
で
あ
り
ま
す
。
仏

を
見
た
。
簡
単
に
申
し
ま
す
と
華
座
と
い
う
の
は
座
を
見
い
だ
し
た
の
で
す
。
浄
土
の
座
を
見
い
だ
し
た
。
浄
土
の
座
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
王
舎
城
の
ど
真
中
に
あ

っ
て
韋
提
希
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
味
、
王
舎
城
の
現
実
に
あ
っ
て
韋
提
希
に
と
っ
て
の
存
在
の
意
味
は
、
座
で
す
ね
。
深
宮
に
押
し
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
か

ら
、
社
会
的
に
は
何
の
役
に
も
立
た
ん
わ
け
で
す
わ
ね
。
し
か
し
何
の
役
に
も
立
た
ん
と
思
う
て
い
る
自
分
が
、
じ
つ
は
浄
土
の
座
で
す
わ
。
王
妃
と
か
阿
闍
世
の
母

と
か
頻
婆
娑
羅
の
妻
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
意
味
を
超
え
て
一
人
の
人
間
と
し
て
の
存
在
の
意
義
、
つ
ま
り
存
在
の
座
で
す
ね
。
韋
提
希
の
存
在
の
意
義
が
は
じ
め

て
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
が
華
座
と
い
う
言
葉
の
も
っ
て
い
る
意
味
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

二

■

「

堪

任

不

退

の

信

」

こ
こ
に
喜
・
悟
・
信
の
三
忍
と
い
わ
れ
ま
す
ね
。
忍
は
無
生
法
忍
で
あ
り
ま
す
。
喜
・
悟
・
信
の
三
忍
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
喜
び
と
悟
り
と
信
と
、
三
つ
の

言
葉
で
善
導
は
あ
ら
わ
す
わ
け
で
す
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
喜
忍
・
悟
忍
・
信
忍
で
あ
り
ま
す
が
、
「
た
え
る
」
と
い
う
こ
と
、
忍
、
堪
忍
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
『
大

乗
起
信
論
』
に
、
『
起
信
論
』
を
説
く
因
縁
を
あ
ら
わ
す
中
に
大
乗
の
信
と
い
う
も
の
を
「
堪
任
不
退
の
信
」
と
。
そ
の
場
合
は
堪
忍
の
忍
で
は
な
く
、
責
任
の
任
で

あ
り
ま
す
。
た
だ
耐
え
る
の
で
は
な
い
。
耐
え
る
と
い
う
場
合
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
無
生
法
忍
と
い
う
言
葉
で
、
ま
あ
三
忍
全
体
が
無
生
法
忍
と
い
う
言
葉
で
あ
ら

わ
さ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
も
古
い
言
葉
使
い
の
意
味
か
ら
申
し
ま
す
と
、
「
生
忍
」
と
「
法
忍
」
と
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
生
忍
と
い
う
の
は
腹
が
立
つ
の
を

辛
抱
す
る
の
を
生
忍
と
い
う
。
法
忍
は
智
慧
の
悟
り
で
す
。
生
忍
と
い
う
の
は
腹
が
立
つ
の
を
耐
え
る
。
そ
れ
が
ふ
つ
う
堪
忍
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
大
乗
の

信
を
あ
ら
わ
す
場
合
に
は
「
か
ん
に
ん
」
の
「
に
ん
」
は
責
任
の
任
で
す
わ
。
堪
任
不
退
の
信
と
い
う
場
合
、
『
大
乗
起
信
論
』
に
よ
っ
て
言
い
表
そ
う
と
す
る
信
心

の
も
つ
性
格
や
ね
。
つ
ま
り
責
任
で
す
。
責
任
を
見
い
だ
し
た
と
き
に
人
間
は
い
か
な
る
も
の
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
す
か
ら
任
と
い
う
。
責
任
の
任
を
使

っ
て
い
る
場
合
に
は
一
つ
の
智
慧
で
す
ね
。
華
座
観
と
い
う
も
の
の
中
で
座
と
い
う
言
葉
が
使
っ
て
あ
る
の
は
、
自
分
の
存
在
の
座
、
座
の
も
つ
責
任
性
で
す
。
座
の

も
つ
責
任
性
を
は
じ
め
て
見
い
だ
し
た
も
の
の
さ
と
り
で
す
。
で
す
か
ら
第
七
華
座
観
に
お
け
る
最
も
象
徴
的
な
こ
と
は
、

■ 華座観において韋提希は得忍
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こ
の
語
を
説
き
た
ま
う
時
、
無
量
寿
仏
、
空
中
に
住
立
し
た
ま
う
。
観
世
音
・
大
勢
至
、
こ
の
二
の
大
士
、
左
右
に
侍
立
せ
り
。
光
明
熾
盛
な
り
、
具
に
見
る
べ
か

ら
ず
。
百
千
の
閻
浮
檀
金
色
も
比
と
す
る
こ
と
を
得
じ
。
時
に
韋
提
希
、
無
量
寿
仏
を
見
た
て
ま
つ
り
已
り
て
、
接
足
作
礼
し
て
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、
「
世
尊
、

我
い
ま
仏
力
に
因
る
が
ゆ
え
に
、
無
量
寿
仏
お
よ
び
二
菩
薩
を
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
を
得
つ
。
未
来
の
衆
生
、
当
に
い
か
に
し
て
か
無
量
寿
仏
お
よ
び
二
菩
薩
を
観

た
て
ま
つ
る
べ
き
。
」

（
聖
典
一
〇
一
頁
）

と
。
そ
こ
に
未
来
世
の
衆
生
、
未
来
の
衆
生
に
対
す
る
配
慮
が
あ
る
。
未
来
の
衆
生
と
い
う
の
は
韋
提
希
に
と
っ
て
は
阿
闍
世
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
未
来
の
衆

生
を
代
表
す
る
の
は
阿
闍
世
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
第
七
華
座
観
の
も
つ
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。
で
、
そ
の
第
七
華
座
観
を
境
に
し
て
正
報
荘
厳
が
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
ね
。
像
観
、
真
身
観
、
観
音
観
、
勢
至
観
、
普
観
、
雑
観
…
…
、
こ
う
い
う
展
開
を
示
し
て
く
る
。
そ
し
て
十
三
観
を
も
っ
て
浄
土
の
依
正
二
報
の
荘
厳
は
終

わ
る
。
浄
土
の
観
想
は
十
三
観
を
も
っ
て
終
わ
る
。

■

散

善

三

観

は

「

無

問

自

説

」

と
こ
ろ
が
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
残
っ
て
い
る
の
が
第
七
華
座
観
の
韋
提
希
の
問
い
に
対
す
る
答
え
で
す
。
い
か
に
も
華
座
を
観
想
す
べ
し
と
い
う
言
葉
で
、

釈
尊
は
韋
提
希
の
問
い
に
答
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
、
事
実
と
し
て
韋
提
希
の
問
い
は
浄
土
の
荘
厳
を
展
開
し
て
終
わ
っ
て
す
む
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま

り
散
善
三
観
、
九
品
三
観
と
い
う
も
の
が
説
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
え
ん
が
あ
る
。
こ
れ
を
善
導
大
師
は
「
無
問
自
説
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
。
韋

提
希
の
問
い
は
十
三
観
を
説
く
こ
と
に
お
い
て
終
わ
っ
た
。
し
か
し
九
品
三
観
は
釈
尊
が
自
ら
説
か
れ
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
善
導
大
師
は
見
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
無
問
自
説
と
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
問
い
の
根
は
第
七
華
座
観
に
あ
る
。
つ
ま
り
定
善
は
依
正
二
報
の
荘
厳
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
浄
土
の
心
が

明
ら
か
に
な
る
。
浄
土
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
。
浄
土
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
資
格
が
問
わ
れ
て
く
る
。
浄
土
に
生
ま
れ
て
く
る
資

格
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
大
学
受
験
み
た
い
な
も
の
で
、
大
学
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
と
、
ど
こ
の
大
学
を
受
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。
大

学
の
内
容
を
、
大
学
の
依
正
二
報
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
能
力
を
も
っ
た
も
の
が
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
散
善
九
品
三
観
の
展

開
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
十
六
の
観
想
と
い
う
も
の
は
、
自
ず
か
ら
定
善
散
善
と
い
う
二
重
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
二
重
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
善
導
大
師
は
は

じ
め
て
見
抜
い
た
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
『
観
経
』
の
三
心
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
定
善
十
三
観
が
終
わ
っ
て
九
品
三
観
が
説
か
れ
る
冒
頭
に
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

い
か
な
る
も
の
が
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
定
善
十
三
観
の
展
開
を
終
え
て
、
浄
土
依
正
二
報
の
荘

厳
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
、
い
か
な
る
も
の
が
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
問
い
に
は
じ
め
て
答
え
ら
れ
た
。

■

い

か

な

る

も

の

が

浄

土

に

生

ま

れ

る

の

か

。

善

導

は

九

品

唯

凡

第二講 唐朝光明寺和尚 『観経義』 散善義 云( )
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い
か
な
る
も
の
が
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
き
、
九
品
三
観
と
申
し
ま
し
て
も
資
格
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
一
応
は
九
品
と
い
う
と
人
間
の

資
格
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
し
か
し
資
格
で
あ
ら
わ
す
け
れ
ど
も
、
答
え
は
わ
か
っ
て
い
る
。
至
誠
心
、
深
心
、
回
向
発
願
心
の
三
心
、
こ
の
三
心
を
も
つ
も
の
は
必
ず

浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
す
か
ら
九
つ
に
人
間
を
分
類
し
た
け
れ
ど
も
、
九
つ
に
分
類
す
る
こ
と
は
決
し
て
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
は
な
い
。
大
学

入
試
の
一
次
試
験
と
か
二
次
試
験
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
人
間
の
資
格
を
決
め
る
も
の
…
…
、
む
し
ろ
人
間
を
こ
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
唯
凡
た
る
と

い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
九
品
唯
凡
。
で
す
か
ら
明
ら
か
に
善
導
大
師
は
「
唯
凡
」
と
言
い
切
る
わ
け
で
す
ね
。
話
が
広
が
り
す
ぎ
た
み
た
い
で
す
け
ど
…
…
。

三

そ
こ
に
定
善
と
散
善
と
の
二
重
構
造
で
『
観
経
』
を
み
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
心
、
つ
ま
り
三
心
と
い
う
も
の
、
『
観
経
』
の
三
心
と
い
う
も
の

が
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
意
味
を
も
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
三
心
と
い
う
も
の
が
説
か
れ
る
位
置
と
同
時
に
、
善
導
大
師
が
三
心
と
い
う
も
の
に
着
眼
し
た
ゆ

え
ん
を
背
景
と
し
ま
し
て
、
三
心
釈
と
い
う
も
の
が
展
開
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
宗
祖
は
『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
非
常
に
独
自
な
読
み
方
を
さ
れ
る
わ
け
で

す
。
善
導
大
師
は
た
だ
自
利
真
実
と
い
っ
て
い
る
文
章
を
、
宗
祖
は
さ
ら
に
そ
の
自
利
真
実
の
展
開
の
中
の
文
章
を
利
他
真
実
と
し
て
別
置
さ
れ
る
。
三
心
釈
と
い
う

も
の
を
宗
祖
が
と
ら
え
る
の
は
、
た
ん
に
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
の
三
心
釈
と
い
う
も
の
だ
け
で
な
く
て
、
そ
の
操
作
が
な
さ
れ
る
も
と
に
は
、
明
ら
か
に
七
祖
の

伝
統
の
中
に
お
け
る
『
観
経
』
の
三
心
釈
の
意
味
が
根
底
に
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
「
信
巻
」
に
引
か
れ
る
場
合
、
「
信
巻
」
は
ご
承
知
の
よ
う
に
三
心
一
心
問
答
が
中
心
課
題
で
す
。
は
な
は
だ
や
っ
か
い
で
あ
り
ま
す
が
、
「
信
巻
」
そ

の
も
の
が
如
来
の
大
行
、
「
行
巻
」
と
の
照
応
で
す
ね
。
照
ら
し
合
わ
せ
で
す
。
「
信
巻
」
は
「
至
心
信
楽
の
願

正
定
聚
の
機
」
と
明
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

機
の
問
題
で
す
ね
。
「
行
巻
」
は
法
で
す
。
教
行
は
法
で
あ
り
ま
す
。
法
に
対
し
て
そ
の
法
を
ま
さ
し
く
機
受
の
一
心
に
お
い
て
…
…
、
そ
の
課
題
が
「
信
巻
」
の
内

容
で
す
。

■

如

来

の

行

に

衆

生

が

い

か

に

相

応

し

う

る

か

で
す
か
ら
、
「
信
巻
」
の
は
じ
め
に
は
『
論
註
』
の
引
文
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
「
如
実
修
行
相
応
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
法
蔵
の
行
に
い
か
に
相
応
す
る
か
。

如
来
の
行
に
衆
生
が
い
か
に
相
応
し
う
る
か
。
い
か
に
す
れ
ば
相
応
す
る
の
か
。
そ
の
問
題
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
か
に
し
て
相
応
す
る
か
と
い
う
課
題

の
な
か
で
善
導
大
師
の
三
心
釈
は
そ
う
い
う
問
い
の
歴
史
で
す
ね
。
そ
う
い
う
問
い
の
歴
史
を
受
け
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

■ 如来の行に衆生がいかに相応しうるか
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た
だ
『
観
経
』
の
三
心
と
い
う
も
の
を
解
釈
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
『
観
経
』
の
三
心
と
い
う
も
の
自
体
を
、
如
来
の
法
に
衆
生
が
い
か
に
相
応
す
る
か
と

い
う
課
題
の
な
か
で
と
ら
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
『
論
』
の
場
合
は
、
『
論
』
『
論
註
』
を
と
お
し
て
真
実
、
法
と
い
う
も
の
を
あ
ら
わ
す
と
き
に
真
と

い
う
言
葉
は
使
わ
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
如
実
、
実
と
い
う
言
葉
の
ほ
う
に
ウ
ェ
イ
ト
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
如
来
の
行
と
い
う
も
の
が
い
か
に
し
て
衆
生
の

も
の
た
り
う
る
か
。
法
蔵
の
行
は
如
実
の
行
で
あ
る
。
如
実
修
行
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
如
来
の
行
自
体
が
い
か
に
し
て
衆
生
に
如
意
た
り
う
る
か
。
衆
生
の
心
に
か
な

う
か
。
つ
ま
り
如
実
で
す
。
如
実
は
当
然
「
真
如
実
」
で
あ
り
ま
す
。
真
が
真
な
る
ま
ま
に
お
い
て
、
絶
対
な
る
も
の
が
絶
対
な
る
も
の
に
お
い
て
相
対
化
し
う
る
。

如
来
が
如
来
の
ま
ま
に
お
い
て
、
如
来
が
如
来
で
あ
る
こ
と
を
歪
め
ず
し
て
衆
生
の
も
の
と
な
る
。
で
す
か
ら
如
実
と
い
い
ま
す
が
、
真
如
実
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
釈
家
に
な
り
ま
す
と
、
善
導
大
師
に
な
り
ま
す
と
、
如
実
と
い
う
よ
り
真
実
と
い
う
言
葉
の
ほ
う
が
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

■

如

は

衆

生

と

如

来

の

媒

介

概

念

「
信
巻
」
の
『
論
註
』
の
引
文
（
聖
典
二
一
四
頁
）
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
あ
と
の
「
散
善
義
」
の
三
心
釈
の
文
が
続
く
ま
で
に
「
定
善
義
」
の
文
が
引
い
て
あ
り

ま
す
。
「
「
如
意
」
と
言
う
は
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
衆
生
の
意
の
ご
と
し
」
、
そ
れ
か
ら
「
二
つ
に
は
弥
陀
の
意
の
ご
と
し
」
と
。
真
と
か
実
と
か
と
い
う
よ
り
も
、

如
と
い
う
言
葉
で
す
。
真
如
、
如
実
と
い
う
、
如
と
い
う
言
葉
で
す
ね
。
如
と
い
う
の
は
衆
生
と
如
来
と
の
関
係
概
念
で
あ
り
ま
す
。
衆
生
と
如
来
と
の
媒
介
概
念
と

い
っ
て
い
い
。
つ
ま
り
真
は
実
に
お
い
て
如
と
な
り
、
実
は
真
に
お
い
て
如
と
な
る
。
如
来
は
衆
生
に
お
い
て
如
来
と
な
り
、
衆
生
は
如
来
に
お
い
て
衆
生
と
な
る
。

そ
う
い
う
関
係
概
念
が
如
の
意
味
で
す
。
こ
の
引
文
を
一
つ
お
い
て
い
る
。
そ
れ
を
お
い
て
は
じ
め
て
『
観
経
』
の
三
心
釈
と
い
う
も
の
が
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た

「
如
実
修
行
相
応
」
と
い
う
よ
う
な
、
い
か
に
如
来
と
衆
生
と
が
相
応
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ
か
ら
言
い
ま
す
と
、
人
間
が
真
実
を
い
か
に
し

て
主
体
化
で
き
る
か
、
そ
う
い
う
課
題
に
お
い
て
私
の
中
で
三
心
釈
と
い
う
も
の
の
意
味
が
歴
史
的
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
『
愚
禿
鈔
』
に
お
け
る
三
心
釈
の
展
開
と
い
い
ま
す
の
は
決
し
て
三
心
釈
の
解
釈
と
か
、
三
心
釈
の
紹
介
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
こ
に
自
ず
か
ら
仏

教
の
歴
史
、
本
願
の
歴
史
そ
の
も
の
の
全
体
を
三
心
釈
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
本
願
の
歴
史
の
心
で
あ
り
ま
す
。
本
願
の
心
と
い
う
の
は
本
願
の
歴
史

の
心
で
す
。
そ
の
本
願
の
歴
史
の
心
と
は
本
願
の
信
心
で
す
。
信
心
そ
の
も
の
は
歴
史
的
な
も
の
で
す
。
個
人
的
な
確
信
で
は
な
い
。
歴
史
的
な
確
信
と
し
て
本
願
と

い
う
も
の
が
構
造
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
そ
れ
が
『
愚
禿
鈔
』
下
巻
の
三
心
釈
の
展
開
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
『
愚
禿
鈔
』
上
巻
の
冒
頭
に
展
開
さ
れ
た
教
相
判
釈
で
す
ね
。
教
相
判
釈
の
原
理
で
す
。
善
導
大
師
の
至
誠
心
釈
の
検
討
を
と
お
し
て
、
そ
れ
が
整
理
さ

れ
る
わ
け
で
す
。
『
愚
禿
鈔
』
上
巻
の
教
相
判
釈
の
原
理
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、

一
者
至
誠
心
と
い
う
は
、
至
と
は
真
な
り
。
誠
と
は
実
な
り
。
す
な
わ
ち
真
実
な
り
。

第二講 唐朝光明寺和尚 『観経義』 散善義 云( )
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真
実
に
二
種
あ
り
。

一
に
は
自
利
真
実
な
り
。

難
行
道

聖
道
門

竪
超

竪
出

二
に
は
利
他
真
実
な
り
。

易
行
道

浄
土
門

横
超

如
来
の
誓
願

他
力
な
り
。

横
出

他
力
中
の
自
力
な
り
。

定
散
諸
行
な
り
。

（
聖
典
四
三
七
～
四
三
八
頁
）

と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
ず
っ
と
二
雙
四
重
の
、
こ
う
い
う
二
教
の
教
判
が
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

四

で
す
か
ら
こ
れ
は
、
つ
ま
り
宗
祖
が
善
導
大
師
の
至
誠
心
釈
を
と
お
し
て
、
至
誠
心
釈
を
整
理
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
と
き
に
「
一
者
至
誠
心
と
い
う
は
、
至
と

は
真
な
り
。
誠
と
は
実
な
り
」
、
こ
れ
は
『
観
経
疏
』
の
中
の
至
誠
心
釈
そ
の
も
の
の
文
で
す
が
、
そ
の
次
に
「
す
な
わ
ち
真
実
な
り
」
と
。
こ
こ
に
は
真
実
心
と
は

い
っ
て
い
な
い
、
「
真
実
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
「
至
誠
心
と
い
う
は
」
と
い
っ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
「
真
実
心
な
り
」
と
い
い
た
い
の
で
す
が
、
「
真
実
な
り
」

と
い
っ
て
い
る
、
こ
う
い
う
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

■

至

誠

心

が

人

間

の

真

実

の

す

が

た

至
誠
心
を
「
真
実
な
り
」
と
い
っ
た
の
は
、
こ
れ
は
前
回
に
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
至
誠
心
を
真
実
と
訳
す
る
よ
う
な
こ
と
は
字
引
を
引
い
て
も
出
て
き
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
た
ん
な
る
解
釈
で
も
註
釈
で
も
な
い
。
む
し
ろ
至
誠
心
と
い
う
の
は
「
す
な
わ
ち
真
実
」
な
の
だ
。
至
誠
心
と
い
う
の
は
人
間
の
真
実
の
姿
な
の
だ
。

至
誠
心
に
な
る
の
で
は
な
い
。
至
誠
心
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
至
誠
心
と
い
う
あ
り
方
が
人
間
の
真
実
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
人
間
も
そ
の
人
間
そ

■ 至誠心が人間の真実のすがた
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の
も
の
の
あ
り
方
は
至
誠
心
だ
。
人
間
が
至
誠
心
に
な
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
至
誠
心
と
い
う
あ
り
方
が
真
実
な
る
人
間
の
あ
り
方
な
の
だ
。
人
間
の
真
実
の
姿
で

す
。
真
実
の
あ
り
方
な
の
だ
。
つ
ま
り
至
誠
心
に
な
る
の
で
は
な
い
、
至
誠
心
に
帰
る
の
だ
。
人
間
が
人
間
自
身
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
に
至
誠
心
が
あ
る
。
人
間
が
真
実

に
な
る
の
で
は
な
い
。
人
間
が
至
誠
心
に
な
る
の
で
は
な
い
、
至
誠
心
に
帰
る
の
で
す
。
至
誠
心
釈
の
中
に
「
阿
弥
陀
仏
因
中
に
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
因
な
の
で
し
ょ
う
。
上
品
上
生
と
か
下
品
下
生
と
か
と
い
う
と
、
人
間
が
九
品
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
九
品
の
因
は
至
誠

心
な
の
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
あ
り
ま
し
て
、
至
誠
心
は
真
実
に
な
れ
と
か
真
実
に
な
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
で
す
ね
。
そ
こ
に
基
本
的
な
誤
解
が
あ
る
。
至
誠
心

を
「
真
実
心
な
り
」
と
、
こ
う
い
っ
た
と
き
に
は
至
誠
心
を
真
実
心
と
説
明
す
る
の
で
あ
り
、
解
釈
す
る
。
た
ん
な
る
説
明
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
「
心
」
の
一
字
を

抜
い
た
途
端
に
、
そ
の
至
誠
心
と
い
う
も
の
が
、
た
ん
に
心
理
的
な
も
の
で
は
な
く
構
造
的
な
概
念
に
な
る
。

そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
み
ま
す
と
、
善
導
大
師
が
『
観
経
疏
』
の
中
で
「
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
ん
こ
と
を
明
か
」
す
と
い
う
言
葉
と
か
、
あ

る
い
は
「
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
に
由
っ
て
な
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
真
実
心
と
い
う
言
葉
が
使
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に

『
観
経
』
の
も
っ
て
い
る
、
韋
提
希
の
別
選
所
求
と
い
う
こ
と
を
と
お
し
て
示
さ
れ
ま
す
よ
う
な
、
た
ん
な
る
理
想
主
義
的
な
救
済
と
い
う
も
の
で
な
し
に
、
つ
ま
り

浄
土
と
い
う
も
の
を
理
想
主
義
的
に
み
る
か
、
自
覚
的
に
み
る
か
、
そ
う
い
う
二
重
の
性
格
で
す
ね
。
そ
れ
を
ど
う
し
て
も
払
拭
し
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
わ
け
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
を
読
ん
で
み
ま
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
『
観
経
疏
』
自
身
の
中
に
も
、
そ
う
い
う
理
想
主
義
的
な
浄
土
観
、
あ
る
い
は
自
覚

と
し
て
の
浄
土
観
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
親
鸞
が
あ
え
て
こ
の
検
討
を
と
お
し
て
教
判
と
い
う
も
の
の
原
理
を
こ
こ
に
出
し
て
く
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
こ
こ
に
「
真
実
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
自
利
真
実
な
り
。
難
行
道

聖
道
門
」
、
そ
れ
か
ら
「
二
に
は
利
他
真
実
な
り
。
易
行
道

浄
土
門
」
と
、
こ
う
い

う
ふ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
つ
ま
り
自
利
真
実
を
も
っ
て
難
行
聖
道
と
。
難
行
道
・
易
行
道
と
い
う
の
は
機
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
の
で
す
が
、
聖

道
門
・
浄
土
門
は
法
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
言
葉
で
す
。

そ
れ
で
ま
ず
自
利
・
利
他
と
い
う
二
つ
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
難
行
道
・
聖
道
門
、
つ
ま
り
自
利
真
実
と
い
う
場
合
は
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
理

想
主
義
的
な
浄
土
観
で
す
。
理
想
主
義
的
な
救
済
で
す
。
「
一
切
衆
生
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
ん
こ
と
を

明
か
さ
ん
と
欲
う
」
と
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
聖
道
門
の
も
っ
て
い
る
理
想
主
義
的
な
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
利
他
真
実
と
い
う
と
こ
ろ

に
易
行
道
・
浄
土
門
と
い
う
よ
う
に
配
当
さ
れ
る
の
で
す
が
、
「
利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。
一
に
は
、
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
は
、

ま
た
み
な
真
実
な
り
と
」
。
も
う
一
つ
は
「
不
善
の
三
業
は
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
い
る
。

「
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
」
と
。
真
実
心
中
に
捨
て
た
ま
い
し
も
の
を
捨
て
よ
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
真
実
心
中
に
捨
て
た
も
う
た
も
の
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を
須
い
よ
と
。
そ
こ
で
利
他
真
実
と
い
う
こ
と
が
自
覚
的
真
実
に
な
る
の
で
す
。

■

捨

て

ら

れ

た

も

の

を

須

い

よ

で
は
真
実
心
中
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
は
い
っ
た
い
何
か
。
僕
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
検
討
し
て
な
い
の
で
す
が
、
十
八
願
に
唯
除
の
文
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
捨

て
ら
れ
た
も
の
は
あ
れ
で
し
ょ
う
。
真
実
心
中
に
捨
て
た
も
う
た
も
の
、
五
逆
と
正
法
を
誹
謗
す
る
も
の
、
五
逆
と
正
法
を
誹
謗
す
る
も
の
を
須
い
よ
と
い
っ
て
い
る
。

捨
て
ら
れ
た
も
の
を
捨
て
る
の
で
な
い
、
捨
て
ら
れ
た
も
の
を
須
い
よ
と
。
如
来
の
捨
て
ら
れ
た
も
の
、
法
蔵
因
中
の
行
に
お
い
て
捨
て
た
も
う
た
も
の
に
こ
そ
、
捨

て
ら
れ
た
も
の
に
こ
そ
凡
夫
を
救
う
道
が
あ
る
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
龍
樹
菩
薩
に
お
き
ま
し
て
は
「

弱
怯
劣
」
（
真
聖
全
一
・
二
五
三
頁
）
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で

あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
な
軟
心
の
菩
薩
で
す
ね
。
つ
ま
り
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
菩
薩
に
お
い
て
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
『
浄
土
論
』
に
お
き
ま
し
て

は
ご
承
知
の
よ
う
に
三
種
不
生
で
す
。
女
人
、
根
欠
、
二
乗
種
で
す
ね
。
大
義
門
功
徳
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
や
は
り
捨
て
ら
れ
た
も
の
、
捨
て
ら
れ
た
も
の

を
須
い
よ
と
い
う
言
い
方
で
す
ね
。

前
回
は
こ
の
「
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
」
の
「
須
」
と
い
う
字
を
須
い
よ
と
い
う
ふ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
少
し
ふ
れ
た
の
で
す
が
、

と
こ
ろ
が
よ
く
読
ん
で
み
ま
す
と
、
「
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
」
捨
て
よ
で
は
な
し
に
、
「
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
」
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
お
よ
そ

善
導
大
師
の
三
心
釈
の
中
に
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
よ
う
な
驚
く
べ
き
転
換
が
あ
る
。
こ
の
一
字
の
用
い
方
の
な
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
真
実
と
い

う
言
葉
の
分
類
の
中
で
、
理
想
主
義
的
救
済
な
の
か
、
自
覚
的
救
済
な
の
か
の
違
い
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
修
道
の
形
式
と
い
た
し
ま
し
て
竪
超
・
竪
出
と
か
横
超
・
横
出
と
い
う
言
葉
で
…
…
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
が
、
理
想
と
い
う
の
は
竪
と
い
う
言
葉
の
も

つ
内
容
で
す
。
横
と
い
う
の
が
、
む
し
ろ
現
実
的
救
済
と
い
う
意
味
を
内
容
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
竪
超
は
即
身
是
仏
・
即
身
成
仏
で
す
。
こ
れ
は
救
済
の
即
時
性
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
竪
出
と
い
う
場
合
は
、
出
と
い
う
場
合
は
漸
教
で
す
。
漸
教
と
い
う
の
は
漸
進
性
で
あ
り
ま
す
。
即
時
性
に
対
し
て
漸
進
性
で
す
。
た
と

え
ば
『
華
厳
経
』
に
あ
る
よ
う
に
、
ご
承
知
の
よ
う
に
五
十
二
位
と
い
う
、
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
回
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
で
す
ね
。
五
十
二
位
で
す
。
唯
識

だ
と
四
十
一
位
で
す
ね
。
十
信
の
位
と
等
覚
と
を
抜
き
ま
す
か
ら
、
四
十
一
位
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
凡
と
賢
で
す
ね
、
あ
る
い
は
聖
で
す
。
「
凡
聖
逆
謗
斉
回
入
」

と
い
い
ま
す
が
、
凡
聖
と
い
う
の
は
五
十
二
位
、
あ
る
い
は
四
十
一
位
と
い
う
位
、
修
道
の
位
で
す
ね
。
修
道
の
漸
進
性
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
漸
教
で
あ

り
ま
す
。

マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
な
ど
は
ま
さ
し
く
漸
進
史
観
で
あ
り
ま
す
ね
。
人
類
の
社
会
を
縦
に
割
っ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
原
始
共
産
社
会
か
ら
古
代
奴
隷
制
社
会

へ
、
そ
れ
か
ら
古
代
奴
隷
制
社
会
か
ら
封
建
主
義
社
会
へ
、
封
建
主
義
社
会
か
ら
資
本
主
義
社
会
へ
。
資
本
主
義
社
会
か
ら
社
会
主
義
社
会
を
経
て
共
産
主
義
社
会
へ
。

■ 捨てられたものを須いよ
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こ
の
よ
う
に
唯
物
史
観
と
い
う
も
の
が
ま
さ
し
く
竪
出
の
史
観
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
終
戦
直
後
に
、
こ
れ
は
い
ま
だ
に
頭
の
底
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
曽
我
先

生
と
鈴
木
大
拙
師
と
の
対
談
（
『
教
化
研
究
』
）
の
中
で
鈴
木
先
生
が
、
「
共
産
主
義
の
い
う
理
想
国
家
と
い
う
の
は
、
わ
し
ら
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
は
間
に
あ
わ

ん
わ
い
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
い
ま
だ
に
忘
れ
ま
せ
ん
が
、
間
に
あ
わ
ん
。
つ
ま
り
歴
劫
修
行
と
い
う
こ
と
で
す
。

■

横

出

は

救

済

の

個

別

性

を

あ

ら

わ

す

そ
れ
に
対
し
て
横
出
と
い
う
の
は
、
「
定
散
諸
行
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
諸
機
各
別
と
い
う
意
味
で
す
。
救
済
の
個
別
性
と
い
い
ま
す
か
、
救
済

の
個
別
性
を
あ
ら
わ
す
の
が
横
出
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
竪
超
と
か
横
超
と
か
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
修
道
の
形
式
か
ら
申
し
ま

す
と
、
即
時
的
な
救
済
で
す
。
た
だ
そ
こ
で
聖
道
門
に
お
け
る
理
想
主
義
的
な
即
身
是
仏
と
か
即
身
成
仏
と
い
う
も
の
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
が
仏
で
あ
る
と
か
、
こ
の

身
こ
の
ま
ま
が
仏
に
な
る
の
だ
と
い
う
、
そ
う
い
う
一
種
の
理
想
主
義
的
超
越
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
易
行
道
浄
土
門
の
場
合
は
、
如
来
の
誓
願
、
他
力
を
う
け
る
、

他
力
回
向
に
あ
ず
か
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
つ
ま
り
自
覚
で
す
。
凡
夫
即
入
の
浄
土
と
い
い
ま
す
か
、
凡
夫
が
凡
夫
に
お
い
て
、
凡
夫
の
ま
ま
に
お
い
て
、
凡
夫
に
安

住
し
う
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
超
越
で
す
。

問
題
は
横
竪
二
超
・
二
出
の
教
判
よ
り
も
、
こ
こ
で
独
特
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
が
厭
離
・
欣
求
で
す
。
さ
ら
に
は
横
出
の
真
実
に
お
け
る
、
「
口
業
に
欣
求
真

実
、
口
業
に
厭
離
真
実
な
り
」
と
い
う
言
い
方
で
す
ね
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
。
厭
離
・
欣
求
ま
で
は
、
だ
い
た
い
ご
承
知
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
横
出
の

真
実
の
三
種
と
い
う
も
の
、
こ
れ
が
な
か
な
か
理
解
し
が
た
い
わ
け
で
す
。

一
応
今
日
は
三
心
釈
と
い
う
も
の
の
背
景
と
、
三
心
釈
を
と
お
し
て
宗
祖
が
『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
そ
の
検
討
を
と
お
し
な
が
ら
、
『
愚
禿
鈔
』
上
巻
の
教
相
判
釈
の

原
理
を
こ
う
い
う
か
た
ち
で
明
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
こ
の
後
の
「
自
利
真
実
に
つ
い
て
」
「
横

出
の
真
実
に
つ
い
て
」
と
い
う
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
面
倒
で
あ
り
ま
す
。

五

■

他

力

中

の

自

力

自
利
真
実
、
利
他
真
実
の
中
で
横
竪
二
出
と
こ
う
い
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
横
超
と
い
う
こ
と
は
簡
単
に
い
え
る
の
で
す
。
し
か
し
横
出
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は

容
易
に
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
が
『
観
経
』
の
も
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
他
力
中
の
自
力
」
で
す
ね
。
他
力
の
中
の
自
力
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
浄
土
真
宗
の
独
自
性
で
あ
り
、
同
時
に
『
観
経
』
と
い
う
経
典
が
も
っ
た
意
味
を
も
っ
と
も
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
な
概
念
で
す
。
で
す
か
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ら
竪
超
と
か
竪
出
と
か
横
超
と
い
う
よ
う
な
言
葉
は
、
む
し
ろ
横
出
と
い
う
こ
と
の
中
か
ら
出
て
く
る
こ
と
で
す
。
こ
の
後
の
「
自
利
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ

り
」
と
い
う
、
こ
れ
は
厭
離
真
実
・
欣
求
真
実
と
も
に
竪
出
・
横
出
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
最
後
に
「
横
出
の
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
三
種
あ
り
」
と
、
宗
祖
は
や
は

り
横
出
と
い
う
概
念
を
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
う
い
う
文
章
の
構
造
の
上
か
ら
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

■

宗

教

の

現

実

は

横

出

の

課

題

宗
教
の
現
実
と
い
う
の
は
横
出
の
課
題
な
の
で
す
。
横
出
と
い
う
の
は
横
ざ
ま
に
出
る
。
端
的
に
い
う
と
、
王
舎
城
の
中
に
い
て
王
舎
城
を
ど
う
出
る
か
。
深
宮
か

ら
出
た
ら
一
番
簡
単
な
の
だ
が
、
出
て
も
出
ら
れ
ん
も
の
が
あ
る
。
韋
提
希
に
と
っ
て
は
王
舎
城
の
現
実
は
い
や
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
こ
を
出
た

ら
救
わ
れ
る
か
と
い
う
と
、
出
た
っ
て
後
戻
り
す
る
。
出
て
も
出
ら
れ
ん
。
つ
ま
り
、
人
間
は
死
ね
た
ら
そ
う
た
い
し
て
苦
し
く
は
な
い
が
、
し
か
し
死
ぬ
に
死
ね
ん

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
生
き
る
こ
と
も
で
き
ん
が
死
ぬ
こ
と
も
で
き
ん
と
い
う
苦
し
み
。
そ
う
い
う
課
題
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
が
「
他
力
の
中
の
自
力
」
、
つ
ま

り
横
出
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
人
間
は
生
き
る
か
死
ぬ
か
と
い
う
、
あ
れ
か
こ
れ
か
と
い
う
選
び
。
あ
れ
で
も
な
い
こ
れ
で
も
な
い
。
あ
れ
も
救
い
に
な
ら
な
い
し
こ

れ
も
救
い
に
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
二
重
性
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
苦
悩
と
い
う
も
の
が
『
観
経
』
の
あ
ら
わ
し
て
い
る
実
業
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
至
誠
心
釈
か
ら
深
心
・
回
向
発
願
心
と
い
う
、
こ
の
問
題
。
『
愚
禿
鈔
』
下
巻
の
最
初
に
「
『
観
経
義
』
に
云
わ
く
」
と
さ
れ
ま
し
て
、
「
三
に
は

「
何
等
為
三
」
よ
り
下
「
必
生
彼
国
」
に
至
る
ま
で
已
来
は
、
正
し
く
三
心
を
弁
定
」
す
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
三
心
を
弁
定
す
る
。
弁
定
と

い
う
の
は
、
「
一
者
、
二
者
、
三
者
」
と
。
一
者
、
二
者
、
三
者
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
本
願
の
三
心
と
い
い
ま

す
が
、
至
心
信
楽
欲
生
と
い
う
の
は
弁
定
さ
れ
て
な
い
わ
け
で
す
。
本
願
の
三
心
と
い
う
の
は
、
あ
れ
は
三
心
と
読
め
ま
せ
ん
で
す
ね
。
「
設
い
我
仏
を
得
た
ら
ん
に
、

十
方
の
衆
生
、
心
を
至
し
信
楽
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
」
よ
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
二
つ
で
す
。
三
つ
に
は
な
ら
な
い
。
『
観
経
』
の
三
心
を
と
お
し
て
は
じ
め
て
本
願

の
三
心
が
三
つ
に
な
る
。
『
観
経
』
の
三
心
と
い
う
の
は
弁
定
さ
れ
て
い
る
、
一
者
、
二
者
、
三
者
と
独
立
し
て
い
る
。
独
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
一
つ
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
も
ち
な
が
ら
連
携
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
願
の
三
心
を
宗
祖
が
『
観
経
』
の
三
心
を
展
開
さ
れ
る

中
で
と
ら
え
る
と
き
に
、
「
利
他
回
向
の
至
心
を
も
っ
て
、
信
楽
の
体
と
す
る
な
り
」
（
聖
典
二
二
七
頁
）
「
真
実
の
信
楽
を
も
っ
て
欲
生
の
体
と
す
る
な
り
」
（
聖

典
二
三
二
頁
）
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
が
出
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
は
一
切
は
至
誠
心
か
ら
出
る
。
至
誠
心
を
体
と
し
て
深
心
が
あ
り
、
深
心
を
体
と
し
て
回

向
発
願
心
が
成
り
立
つ
、
そ
う
い
う
構
造
を
も
つ
の
で
す
。

三
心
そ
の
も
の
が
、
た
だ
ば
ら
ば
ら
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
三
心
弁
定
と
い
う
こ
と
は
一
つ
一
つ
が
独
立
し
な
が
ら
、
し
か
も
一
つ
一
つ
が
展
開
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
構
造
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
構
造
を
も
ち
な
が
ら
、
至
誠
心
が
横
竪
二
超
・
二
出
と
い
う
判
釈
の
原
理
に
な
る
。
一
番
の
問
題
は
先
ほ
ど
申
し
ま
し

■ 宗教の現実は横出の課題
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た
よ
う
に
、
横
出
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
横
出
と
い
う
言
葉
が
あ
ら
わ
す
の
は
、
宗
教
の
現
実
性
で
す
。
宗
教
心
の
も
つ
現
実
性
で
す
。
だ
か
ら
至
誠
心
釈
の
読

み
方
を
間
違
え
ま
す
と
、
三
心
釈
全
部
が
妙
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

（
一
九
七
九
年
二
月
）

第二講 唐朝光明寺和尚 『観経義』 散善義 云( )
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第
三
講

就

利
他
真
実

、
亦
有

二
種

、

二

一

二

一

テ

ニ

一
者
凡
所

施

為

趣
求

、
亦
皆
真
実

。

レ

二

一

ニ

ハ

ソ

ロ

シ
タ
マ
フ
ナ

ス

ハ

ヲ

ナ
リ
ト

二
者
不
善
三
業
必
須

真
実
心
中
捨

、
又
若
起

善
三
業

者
、
必
須

真
実
心
中
作

、
不

簡

内
外
明
闇

、
皆
須

真

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

ニ

ハ

ノ

ハ

ズ
モ
チ
イ
ヨ

ノ

ニ
ス
テ
タ
マ
ヒ
シ
ヲ

シ

コ
サ

ノ

ヲ

バ

ズ
モ
チ
イ
テ

ノ

ニ
ナ
シ
タ
マ
ヒ
シ
ヲ

バ

バ

ヲ

ミ
ナ
モ
チ
イ
ル
ガ

実

故
名

至
誠
心

。
文

（
真
聖
全
二
・
四
六
五
頁
）

一

二

一

ヲ

ニ

ク

ト

ト

利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。

一
に
は
、
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
は
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
」
と
。

二
に
は
、
「
不
善
の
三
業
は
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
、
ま
た
も
し
善
の
三
業
を
起
こ
さ
ば
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
を
須
い
て
、

内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
、
み
な
真
実
を
須
う
る
が
ゆ
え
に
、
至
誠
心
と
名
づ
く
」
と
。
文

（
聖
典
四
三
六
頁
）

一

前
回
の
藤
元
君
の
講
義
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
「
利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
」
と
い
う
中
で
、
宗
祖
の
読
み
で
い
う
と
、

一
に
は
、
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
は
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
」
と
。

二
に
は
、
「
不
善
の
三
業
は
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
、
ま
た
も
し
善
の
三
業
を
起
こ
さ
ば
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
を
須
い
て
、

内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
、
み
な
真
実
を
須
う
る
が
ゆ
え
に
、
至
誠
心
と
名
づ
く
」
と
。
文

（
聖
典
四
三
六
頁
）

と
、
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
の
「
不
善
の
三
業
は
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
」
と
い
う
言
葉
を
藤
元
君
は
、
捨
て
ら
れ
た
も
の
を
捨
て
よ
と

い
わ
ず
に
、
捨
て
ら
れ
た
も
の
を
須
い
よ
、
と
い
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
注
意
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■

捨

て

ら

れ

た

も

の

は

い

っ

た

い

何

か

そ
の
上
で
捨
て
ら
れ
た
も
の
は
い
っ
た
い
何
か
と
い
う
こ
と
で
藤
元
君
は
、
唯
除
の
文
を
そ
こ
に
み
て
い
る
。
法
蔵
菩
薩
の
因
中
の
行
に
お
い
て
捨
て
た
も
う
た
も

の
に
こ
そ
、
凡
夫
を
救
う
道
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
お
さ
え
て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
私
は
少
し
疑
問
な
の
で
す
。

■ 捨てられたものはいったい何か
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講
義
録
の
中
で
は
「
不
善
の
三
業
は
」
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
ら
ず
に
、
「
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や
は

り
「
不
善
の
三
業
は
」
と
い
わ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
「
不
善
の
三
業
は
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
…
…
。
善
導
大

師
ご
自
身
の
と
こ
ろ
で
は
、
不
善
の
三
業
は
「
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
」
よ
と
、
真
実
心
に
お
い
て
捨
て
よ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
必
須
と
い
う
言
葉
で
す
ね
、
「
必
ず
」
「
須
い
よ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
意
義
が
大
き
く
転
換
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
意
味
は
や
は
り

「
不
善
の
三
業
」
、
次
に
は
「
善
の
三
業
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
「
善
の
三
業
」
に
つ
い
て
は
「
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
を
須
い
」
よ
、
と
あ
る
わ
け

で
す
。
つ
ま
り
、
「
不
善
の
三
業
」
に
つ
い
て
は
「
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
」
、
「
善
の
三
業
」
に
つ
い
て
は
「
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
を

須
い
」
よ
、
と
宗
祖
は
読
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
簡
単
に
い
う
と
、
捨
て
る
の
も
作
す
の
も
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
仏
の
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
と

こ
ろ
を
須
い
よ
と
。
つ
ま
り
、
捨
て
る
の
も
捨
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
、
仏
の
捨
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
随
順
す
る
。

■

「

須

い

よ

」

を

ど

う

み

る

か

こ
の
捨
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
須
い
よ
の
「
須
い
よ
」
を
ど
う
み
る
か
で
す
が
、
こ
れ
は
一
月
の
藤
元
君
の
講
義
で
は
、
厭
離
に
お
い
て
の
真
実
、
欣
求
に
お

い
て
の
真
実
、
そ
の
こ
と
に
重
な
っ
て
…
…
。
こ
れ
は
『
論
註
』
の
衆
功
徳
、
大
衆
功
徳
で
す
。
仏
八
種
荘
厳
功
徳
の
中
の
衆
功
徳
で
す
。
そ
こ
に
曇
鸞
大
師
は
「
所

有
の
大
衆
の
諸
根
の
性
欲
種
種
不
同
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
根
性
欲
で
す
ね
。
根
と
性
と
欲
で
す
。
古
来
、
過
去
を
根
と
名
づ
け
、
根
欠
の
根
で
す
ね
。
現
在
を

欲
と
名
づ
け
、
未
来
を
性
と
名
づ
く
。
そ
う
い
う
根
性
欲
の
使
い
分
け
が
あ
り
ま
す
が
、
過
去
か
ら
の
歩
み
を
と
お
し
て
現
世
に
お
い
て
性
欲
と
い
う
も
の
が
定
ま
っ

て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
不
同
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
は
各
別
で
す
。
一
人
ひ
と
り
異
な
る
。

こ
の
曇
鸞
大
師
の
文
は

見

有
如
来
説

法
輪

下
、
所
有
大
衆
諸
根
性
欲
種
種
不
同
、
於

仏
智
慧

、
若
退
若
没
、
以

不

等
故
、
衆
不

純
浄

。
所
以
興

願
。

下

二

一

二

一

レ

レ

中

上

レ
（
真
聖
全
一
・
三
〇
二
頁
）

と
い
う
衆
功
徳
を
願
わ
れ
た
願
心
の
由
来
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
『
論
註
』
の
言
葉
に
よ
り
ま
す
と
、
種
種
不
同
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
同
じ
説
法
を

聞
い
て
も
一
人
ひ
と
り
根
性
欲
が
違
う
。
そ
れ
か
ら
、
同
じ
仏
の
智
慧
に
ふ
れ
て
も
、
も
し
は
二
乗
に
退
き
、
も
し
は
退
没
で
す
ね
、
「
等
し
か
ら
ざ
る
を
も
っ
て
の

故
に
」
と
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
『
論
註
』
の
文
の
中
に
「
衆
」
と
い
う
こ
と
、
大
衆
の
衆
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
衆
の
衆
は
ふ
つ
う
「
お
お
く
」
と
読
む
の
で

す
が
、
「
衆
純
浄
な
ら
ざ
る
を
見
そ
な
わ
す
」
の
「
衆
」
に
つ
い
て
、
宗
祖
は
「
す
べ
て
」
と
送
り
が
な
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
大
衆
の
衆
と
い
う
の
は
「
す
べ
て
」

と
は
読
め
な
い
。
そ
う
い
う
読
み
は
な
い
の
で
す
。
「
お
お
く
」
と
い
う
読
み
が
ふ
つ
う
の
読
み
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
宗
祖
は
あ
え
て
「
す
べ
て
」
と
読
ん
で
い

第三講 利他真実について、また二種あり。
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る
。
そ
の
こ
と
が
一
つ
注
意
を
ひ
く
わ
け
で
す
。

■

宗

祖

は

衆

を

す

べ

て

と

読

ん

だ

つ
ま
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
根
性
欲
に
よ
る
か
ぎ
り
純
浄
な
ら
ず
と
い
う
こ
と
が
、
そ
こ
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
の
で
す
。
「
衆
純
浄
な
ら
ざ

る
」
と
い
う
の
を
宗
祖
は
、
「
衆
純
浄
な
ら
ざ
る
」
と
読
ん
だ
。
自
分
の
根
性
欲
と
い
う
も
の
を
立
場
に
し
て
仏
法
に
ふ
れ
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
衆
純
浄
な
ら

ず
」
と
。
純
粋
で
な
い
。
純
粋
で
浄
ら
か
で
な
い
。
「
衆
」
と
い
う
字
を
「
す
べ
て
」
と
読
み
替
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
も
し
そ
こ
に
厭
離
と
い
い
欣
求
と
い
い
、
そ

の
い
ず
れ
で
あ
れ
、
自
己
の
根
性
欲
、
自
分
の
根
性
欲
と
い
う
と
こ
ろ
の
厭
離
、
欣
求
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
純
浄
で
な
い
。
そ
こ
に
「
捨
て
る
」
の

も
「
作
す
」
の
も
、
そ
れ
は
仏
意
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
言
葉
の
前
に
、
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
捨
て

る
」
の
も
「
作
す
」
の
も
「
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
」
に
よ
る
の
で
す
。

不
善
の
三
業
に
つ
い
て
宗
祖
は
、
「
信
巻
」
に
「
散
善
義
」
の
文
を
引
文
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

不
善
の
三
業
を
ば
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
え
る
を
須
い
よ
。
ま
た
、
も
し
善
の
三
業
を
起
こ
さ
ば
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
て
、

（
聖
典
二
二
六
頁
）

と
引
文
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
散
善
義
」
の
文
に
先
だ
っ
て
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
の
文
と
『
無
量
寿
如
来
会
』
の
文
で
す
ね
。
『
大
経
』

の
文
を
み
ま
す
と
、

欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
を
生
ぜ
ず
、
欲
想
・
瞋
想
・
害
想
を
起
こ
さ
ず
。
色
・
声
・
香
・
味
の
法
に
着
せ
ず
。
忍
力
成
就
し
て
衆
苦
を
計
ら
ず
。
（
聖
典
二
二
五
頁
）

と
。
そ
れ
か
ら
『
如
来
会
』
に
お
き
ま
し
て
は
、

初
め
て
未
だ
か
つ
て
貪
・
瞋
お
よ
び
痴
・
欲
・
害
・
恚
の
想
を
起
こ
さ
ず
。
色
・
声
・
香
・
味
・
触
の
想
を
起
こ
さ
ず
。

（
聖
典
二
二
六
頁
）

と
い
う
言
葉
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
不
善
の
三
業
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
『
大
経
』
の
文
と
、
『
如
来
会
』
の
文
で
う
け
と
め
る
べ
き
で
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

つ
ま
り
私
た
ち
の
問
題
意
識
の
あ
や
ふ
や
さ
と
い
い
ま
す
か
、
こ
の
ご
ろ
し
き
り
に
和
田
先
生
が
研
修
会
の
共
同
討
議
で
お
り
ご
と
に
い
わ
れ
ま
す
、
「
私
た
ち
は

～
と
思
う
」
「
～
と
感
ず
る
」
と
い
う
言
葉
で
問
題
を
投
げ
あ
っ
て
い
る
が
、
お
互
い
に
「
思
い
」
「
感
ず
る
」
こ
と
を
い
く
ら
言
っ
て
も
退
屈
す
る
だ
け
だ
。
教
法

に
正
し
く
向
か
う
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
じ
め
て
問
い
が
開
か
れ
て
く
る
。
教
法
に
正
し
く
向
か
う
姿
勢
な
し
に
、
お
互
い
に
「
こ
う
思
う
」
「
こ
う
感
ず
る
」
と
い
く

ら
言
っ
て
も
、
た
だ
虚
し
い
だ
け
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
を
和
田
先
生
は
こ
の
ご
ろ
し
き
り
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
聞
不
具
足
」
の
文
で
す
ね
。
十
二

■ 宗祖は衆をすべてと読んだ
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部
経
の
う
ち
六
部
を
信
じ
て
六
部
を
信
ぜ
ず
、
つ
ま
り
自
見
の
覚
悟
の
と
こ
ろ
で
し
か
聞
こ
う
と
は
し
な
い
。
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
わ
か
っ
た
こ
と
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
か
聞
か
な
い
し
、
問
わ
な
い
。
そ
う
い
う
私
ど
も
の
問
題
意
識
と
い
う
も
の
で
す
ね
。
そ
う
い
う
も
の
を
先
ほ
ど
の
『
論
註
』
の
言
葉
で
い
え
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
と
こ
ろ
で
の
根
性
欲
、
自
分
の
根
性
欲
と
い
う
も
の
を
立
場
に
し
て
「
と
思
う
」
「
と
感
ず
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ほ
ん
と
う
に

捨
て
る
こ
と
に
も
な
ら
ん
し
作
す
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。
捨
て
る
の
も
作
す
の
も
、
如
来
の
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
を
須
い
よ
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
成
り

立
つ
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
義
を
私
は
そ
こ
に
思
う
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
講
義
録
の
文
面
の
と
こ
ろ
だ
け
で
す
と
、
ち
ょ
っ
と
ひ
っ
か
か

り
ま
し
た
か
ら
少
し
話
し
た
わ
け
で
す
。

二

■

教

頓

機

漸

そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
二
雙
四
重
の
教
判
の
中
で
横
出
と
い
う
こ
と
が
と
く
に
問
題
で
あ
る
と
藤
元
君
は
指
摘
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
講
義
録
を
み
ま
す
と
、
「
竪

超
と
か
竪
出
と
か
横
超
と
い
う
よ
う
な
言
葉
は
、
む
し
ろ
横
出
と
い
う
こ
と
の
中
か
ら
出
て
く
る
」
と
い
う
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
す
。
横
出
と
い
う
言
葉
は
非
常
に
お
も

し
ろ
い
言
葉
で
す
ね
。
横
出
の
釈
の
中
に
「
他
力
中
の
自
力
な
り
」
（
聖
典
四
三
八
頁
）
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
宗
学
の
言
葉
で
は
「
教
頓
機
漸
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
教
は
頓
教
、
機
は
漸
機
で
す
。
ど
れ
も
非
常
に
微
妙
な
言
葉
で
す
ね
。
「
教
頓
機
漸
」
と
い
う
の
は
、
教
頓
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
教
頓
と
い
う

こ
と
は
、
文
字
ど
お
り
機
の
上
に
法
が
頓
速
に
成
就
す
る
。
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
教
頓
な
の
で
す
。
機
漸
が
機
漸
の
ま
ま
で
あ
っ
た
な
ら
ば
教
頓
と
い
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
教
と
し
て
頓
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
教
頓
機
漸
と
か
「
他
力
中
の
自
力
」
と
か
非
常
に
矛
盾
し
た
と
い
い

ま
す
か
、
分
裂
し
た
と
い
い
ま
す
か
、
横
ざ
ま
に
と
い
う
こ
と
と
、
出
は
一
歩
一
歩
で
す
ね
。
漸
出
で
す
か
ら
。
そ
の
こ
と
か
ら
い
え
ば
竪
出
と
い
う
言
葉
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
し
か
し
竪
出
の
場
合
は
、
竪
は
ご
承
知
の
よ
う
に
竪
（
た
て
）
と
い
う
の
は
、
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
手
で
ま
っ
す
ぐ
立
て
る
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。

講
義
録
の
中
に
は
、
理
想
主
義
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
自
分
の
掲
げ
た
も
の
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
。
し
か
し
横
出
の
場
合
は
そ
う
い
う
も
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
。
横
ざ
ま
で
す
。
と
同
時
に
、
一
歩
一
歩
だ
と
。
そ
の
よ
う
に
横
出
と
い
う
言
葉
は
、
非
常
に
問
題
を
含
ん
だ
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
が
思
わ
れ
る
わ

け
で
す
。
そ
の
場
合
に
「
化
身
土
巻
」
（
聖
典
三
三
四
頁
）
に
「
散
善
義
」
の
文
が
引
か
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
自
利
真
実
」
「
利
他
真
実
」
に

つ
い
て
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
先
ほ
ど
の
「
信
巻
」
に
重
ね
て
、
ま
た
「
化
身
土
巻
」
に
引
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
「
散
善
義
」
の
文

の
直
前
に
引
か
れ
て
お
り
ま
す
の
が
、
や
は
り
善
導
大
師
の
「
玄
義
分
」
と
「
序
分
義
」
の
文
で
あ
り
ま
す
。
「
玄
義
分
」
か
ら
ず
っ
と
『
観
経
疏
』
の
文
が
続
い
て

第三講 利他真実について、また二種あり。
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い
る
わ
け
で
す
が
、
「
玄
義
分
」
に
は
ま
ず
横
出
の
要
門
で
す
ね
。
そ
の
要
門
に
つ
い
て
、

要
門
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
『
観
経
』
の
定
散
二
門
こ
れ
な
り
。
定
は
す
な
わ
ち
慮
り
を
息
め
て
、
も
っ
て
心
を
凝
ら
す
。
散
は
す
な
わ
ち
悪
を
廃
し
て
、
も
っ
て

善
を
修
す
。
こ
の
二
行
を
回
し
て
、
往
生
を
求
願
せ
よ
と
な
り
。
弘
願
と
い
う
は
『
大
経
』
の
説
の
ご
と
し
、
と
い
え
り
。

（
聖
典
三
三
三
頁
）

と
い
う
釈
が
お
か
れ
ま
し
て
、
そ
こ
に
さ
ら
に
「
観
仏
三
昧
」
、
「
念
仏
三
昧
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
ま
い
り
ま
す
ね
。
そ
の
次
に
「
序
分
義
」
の
如
是
三
釈
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

■

如

是

三

釈

ま
た
云
わ
く
、
ま
た
「
如
是
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
は
法
を
指
す
、
定
散
両
門
な
り
。

（
同

頁
）

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
『
観
経
』
の
文
面
の
と
こ
ろ
で
如
是
と
い
う
言
葉
を
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
古
来
こ
れ
を
約
要
門
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

要
門
に
約
し
て
如
是
と
い
う
言
葉
を
お
さ
え
た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
、

「
是
」
と
は
す
な
わ
ち
定
む
る
辞
な
り
。
機
行
必
ず
益
す
。
こ
れ
は
如
来
の
所
説
の
言
、
錯
謬
な
き
こ
と
を
明
か
す
。
か
る
が
ゆ
え
に
「
如
是
」
と
名
づ
く
。

（
同

頁
）

と
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
次
に
、

ま
た
「
如
」
と
言
う
は
、
衆
生
の
意
の
ご
と
し
と
な
り
。
心
の
所
楽
に
随
い
て
仏
す
な
わ
ち
こ
れ
を
度
し
た
ま
う
。
機
教
相
応
せ
る
を
ま
た
称
し
て
「
是
」
と
す
。

か
る
が
ゆ
え
に
「
如
是
」
と
言
う
。

（
同

頁
）

と
、
こ
れ
が
第
二
の
釈
で
す
。
こ
れ
を
約
弘
願
と
い
い
ま
す
。
本
願
に
立
っ
て
如
是
と
い
う
言
葉
を
釈
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
如
と
い
う
の
は
「
衆
生
の
意
の

ご
と
し
と
な
り
。
心
の
所
楽
に
随
い
て
仏
す
な
わ
ち
こ
れ
を
度
し
た
ま
う
」
と
。
衆
生
に
随
順
し
て
機
教
相
応
の
法
で
す
ね
。
ま
た
次
に
、

ま
た
「
如
是
」
と
言
う
は
、
如
来
の
所
説
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
。
漸
を
説
く
こ
と
は
漸
の
ご
と
し
、
頓
を
説
く
こ
と
は
頓
の
ご
と
し
、
相
を
説
く
こ
と
相
の
ご
と
し
、

空
を
説
く
こ
と
空
の
ご
と
し
、
人
法
を
説
く
こ
と
人
法
の
ご
と
し
、
天
法
を
説
く
こ
と
天
法
の
ご
と
し
、
小
を
説
く
こ
と
小
の
ご
と
し
、
大
を
説
く
こ
と
大
の
ご
と

し
、
凡
を
説
く
こ
と
凡
の
ご
と
し
、
聖
を
説
く
こ
と
聖
の
ご
と
し
、
因
を
説
く
こ
と
因
の
ご
と
し
、
果
を
説
く
こ
と
果
の
ご
と
し
、
苦
を
説
く
こ
と
苦
の
ご
と
し
、

楽
を
説
く
こ
と
楽
の
ご
と
し
、
遠
を
説
く
こ
と
遠
の
ご
と
し
、
近
を
説
く
こ
と
近
の
ご
と
し
、
同
を
説
く
こ
と
同
の
ご
と
し
、
別
を
説
く
こ
と
別
の
ご
と
し
、
浄
を

説
く
こ
と
浄
の
ご
と
し
、
穢
を
説
く
こ
と
穢
の
ご
と
し
、

（
聖
典
三
三
三
～
三
三
四
頁
）

と
、
こ
れ
が
第
三
の
如
是
釈
で
す
。
こ
れ
を
約
諸
教
と
い
う
。
も
ろ
も
ろ
の
教
え
で
す
ね
。
諸
教
に
約
す
、
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
如
是
と
い
う
言
葉
を
み
る
の
で
す
。

■ 如是三釈
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講
録
な
ど
を
み
ま
す
と
、
約
諸
教
か
ら
約
要
門
、
約
要
門
か
ら
約
弘
願
と
、
そ
う
い
う
展
開
を
こ
こ
に
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
善
導
の
文
の
次
第
で
い
く
と
、

決
し
て
そ
う
は
読
め
な
い
の
で
す
。
約
要
門
か
ら
約
弘
願
、
約
弘
願
か
ら
約
諸
教
と
。
つ
ま
り
約
弘
願
に
お
い
て
諸
教
は
諸
教
と
い
う
意
義
を
も
つ
、
諸
教
と
し
て
成

就
す
る
。
だ
か
ら
あ
え
て
い
え
ば
、
一
代
教
の
中
か
ら
約
要
門
、
約
要
門
と
し
て
約
弘
願
、
約
弘
願
に
お
い
て
そ
の
一
代
教
が
諸
教
と
し
て
、
そ
の
意
味
を
ま
っ
と
う

し
て
い
く
。
こ
こ
に
十
の
法
門
、
十
対
の
法
門
を
こ
ん
な
に
く
ど
く
ど
し
く
で
す
ね
、
ず
っ
と
言
葉
を
あ
げ
て
あ
る
意
味
も
、
な
に
か
そ
う
い
う
こ
と
が
思
わ
れ
る
わ

け
で
す
。

つ
ま
り
十
対
の
法
門
を
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

一
切
の
法
を
説
く
こ
と
千
差
万
別
な
り
。
如
来
の
観
知
、
歴
歴
了
然
と
し
て
、
心
に
随
い
て
行
を
起
こ
し
て
、
お
の
お
の
益
す
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。
業
果
法
然
と

し
て
す
べ
て
錯
失
な
し
、
ま
た
称
し
て
「
是
」
と
す
。
か
る
が
ゆ
え
に
「
如
是
」
と
言
う
、
と
。

（
聖
典
三
三
四
頁
）

と
、
こ
う
い
う
言
葉
が
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
ま
い
り
ま
す
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
古
来
「
序
分
義
」
の
如
是
三
釈
と
い
う
も
の
を
、
第
一
は
約
要
門
、
第
二
は
約
弘

願
、
第
三
は
約
諸
教
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
つ
は
全
体
が
約
要
門
、
要
門
と
い
う
も
の
の
意
義
で
す
ね
。
つ
ま
り
約
要
門
と
い
う
の
は
、
文
字
ど
お
り
弘
願
へ
の

ま
な
こ
を
開
か
し
め
る
と
同
時
に
、
一
代
教
を
成
り
立
た
し
め
る
場
を
開
く
の
で
す
。
仏
一
代
の
説
法
が
教
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
く
る
の
で
す
。
本
願
を
く
ぐ
る

こ
と
に
お
い
て
開
い
て
く
る
。
そ
こ
に
開
か
れ
て
き
ま
す
も
の
が
、
講
義
録
の
中
で
は
、
救
済
の
個
別
性
と
い
う
表
現
が
と
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
の

「
一
切
の
法
を
説
く
こ
と
千
差
万
別
な
り
。
如
来
の
観
知
、
歴
歴
了
然
と
し
て
、
心
に
随
い
て
行
を
起
こ
し
て
、
お
の
お
の
益
す
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。
業
果
法
然
と

し
て
す
べ
て
錯
失
な
し
」
と
い
う
、
こ
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
救
済
の
個
別
性
と
い
う
意
義
を
そ
こ
に
開
い
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
次
に
、

ま
た
云
わ
く
、
「
欲
生
彼
国
者
」
よ
り
下
「
名
為
浄
業
」
に
至
る
ま
で
已
来
は
、
正
し
く
三
福
の
行
を
勧
修
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
こ
れ
は
一
切
衆
生
の
機
に
二
種

あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
一
つ
に
は
定
、
二
つ
に
は
散
な
り
。
も
し
定
行
に
依
れ
ば
、
す
な
わ
ち
生
を
摂
す
る
に
尽
き
ず
。
こ
れ
を
も
っ
て
如
来
、
方
便
し
て
三
福
を

顕
開
し
て
、
も
っ
て
散
動
の
根
機
に
応
じ
た
ま
え
り
、
と
。

（
聖
典
三
三
四
頁
）

と
、
そ
こ
に
「
定
行
に
依
れ
ば
、
す
な
わ
ち
生
を
摂
す
る
に
尽
き
ず
」
と
い
う
言
葉
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

■

衆

生

を

摂

取

す

る

に

尽

き

ず

横
出
の
世
界
が
開
か
れ
て
く
る
根
底
に
は
、
そ
う
い
う
「
生
を
摂
す
る
に
尽
き
ず
」
と
い
う
法
の
問
題
で
す
ね
。
生
を
摂
す
る
、
つ
ま
り
衆
生
を
摂
取
す
る
の
に
尽

く
せ
な
い
。
も
し
定
行
の
み
に
依
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
漏
れ
る
衆
生
が
残
さ
れ
る
。
い
わ
ば
漏
れ
る
衆
生
と
の
対
面
で
す
。
摂
生
不
尽
と
い
う
課
題
で
す
。
「
生
を
摂
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す
る
に
尽
き
ず
」
と
い
う
、
衆
生
を
摂
取
す
る
の
に
尽
き
ず
、
と
い
う
課
題
で
す
ね
。
仏
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

摂
生
不
尽
と
い
う
こ
の
言
葉
は
、
同
じ
善
導
大
師
の
言
葉
の
中
に
、
菩
提
心
に
つ
い
て
の
「
尽
衆
生
性
」
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
法
に
お
い
て
衆
生
性
を

尽
く
す
と
い
う
言
葉
で
善
導
大
師
は
お
さ
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
衆
生
性
を
尽
く
す
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
機
に
お
け
る
衆
生
性
を
尽
く
す
と
い
う
歩
み
と
、
法

に
お
け
る
摂
生
不
尽
と
い
う
歩
み
で
す
ね
。
機
に
お
け
る
衆
生
性
を
尽
く
す
歩
み
と
、
法
に
お
け
る
摂
生
不
尽
の
歩
み
と
し
て
、
仏
法
の
か
か
え
た
課
題
と
い
う
も
の

が
展
開
さ
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
横
出
で
す
。
横
出
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
「
化
身
土
巻
」
の
最
初
に
横
出
の
文
が
開
か
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
。

し
か
る
に
濁
世
の
群
萌
、
穢
悪
の
含
識
、
い
ま
し
九
十
五
種
の
邪
道
を
出
で
て
、
半
満
・
権
実
の
法
門
に
入
る
と
い
え
ど
も
、
真
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
難

く
、
実
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
希
な
り
。
偽
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
多
く
、
虚
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
滋
し
。
こ
こ
を
も
っ
て
釈
迦
牟
尼
仏
、

福
徳
蔵
を
顕
説
し
て
群
生
海
を
誘
引
し
、
阿
弥
陀
如
来
、
本
誓
願
を
発
し
て
あ
ま
ね
く
諸
有
海
を
化
し
た
ま
う
。
す
で
に
し
て
悲
願
い
ま
す
。
（
聖
典
三
二
六
頁
）

と
展
開
し
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
「
こ
こ
を
も
っ
て
」
と
い
う
一
句
の
中
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
荷
負
っ
た
課
題
と
い
う
も
の
が
、
つ
ま
り
摂
生
不
尽
と
い
う
課
題

が
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
こ
を
も
っ
て
」
と
い
う
言
葉
で
、
横
出
の
文
が
開
か
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
横
出
の
文
が
開
か
れ
な
け
れ
ば
、
仏
法
に
遇
っ
て
も
「
真

な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
難
く
、
実
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
希
な
り
。
偽
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
多
く
、
虚
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
滋

し
」
な
の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
横
出
の
文
と
い
う
も
の
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
竪
出
・
竪
超
と
い
う
も
の
は
す
べ
て
事
実
と
し
て
は
観
念
に
な
る
か
世
俗
に
堕

す
る
か
の
、
ど
ち
ら
か
な
の
で
す
。
横
出
と
い
う
歩
み
が
、
法
の
歩
み
が
頷
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
は
じ
め
て
仏
道
の
歴
史
と
い
う
も
の
が
頷
か
れ
て
く
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
横
出
と
し
て
の
歩
み
と
い
う
も
の
が
、
法
の
歩
み
と
い
う
も
の
が
頷
か
れ
な
け
れ
ば
、
仏
道
と
い
う
も
の
が
結
局
、
摂
生
不
尽
の
ま
ま
に
終
わ
る
の
で
す
。

「
こ
こ
を
も
っ
て
釈
迦
牟
尼
仏
」
と
い
う
、
そ
の
「
こ
こ
を
も
っ
て
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
摂
生
不
尽
と
私
は
読
む
わ
け
で
す
。
福
徳
蔵
が
顕
説
さ
れ
、
諸
有
海
を

化
し
た
も
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
摂
生
不
尽
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、
横
出
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
じ
め
て
、
竪
超
と
か
竪
出
、
横
超
と
い
う
言
葉
が
、
そ
の
中
か

ら
出
て
く
る
と
い
う
藤
元
君
の
指
摘
が
納
得
い
く
わ
け
で
す
。
『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
、
横
出
と
い
う
も
の
を
利
他
真
実
の
と
こ
ろ
で
明
か
し
、
さ
ら
に
自
利
真
実
の
中

の
欣
求
真
実
の
中
に
、
ま
た
横
出
を
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
横
出
と
い
う
も
の
に
注
意
さ
れ
る
宗
祖
の
ま
な
こ
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
意
味
を
も
つ
か
と
思
う
わ
け

で
す
。

三

■ 衆生を摂取するに尽きず
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■

信

心

の

教

判

二
雙
四
重
の
教
判
と
い
う
も
の
が
、
『
愚
禿
鈔
』
上
巻
の
一
番
最
初
に
ま
ず
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
下
巻
、
至
誠
心
釈
の
中
に
お
い
て
、
「
真
実

に
二
種
あ
り
」
と
し
て
、
そ
こ
に
自
利
・
利
他
の
言
葉
の
も
と
に
、
二
雙
四
重
の
教
判
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
上
巻
に
お
い
て
は
「
二
教
あ
り
」
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
、
い
わ
ば
そ
の
教
の
内
容
が
展
開
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
二
雙
四
重
の
教
判
と
い
う
も
の
が
ど
こ
ま
で
も
「
二
教
あ
り
」
と
い
う
、
つ
ま
り
教
の
上
に
二

雙
四
重
と
い
う
こ
と
が
判
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
下
巻
に
お
い
て
、
三
心
釈
の
至
誠
心
釈
の
中
で
二
雙
四
重
の
教
判
が
あ
ら
た
め
て
受
け
と
め
ら

れ
て
い
る
。
下
巻
の
ほ
う
に
お
い
て
は
、
文
字
ど
お
り
機
の
問
題
で
す
ね
。
信
心
の
問
題
と
し
て
仏
道
が
歩
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。
信
心
に
お
い
て
仏
道
が
歩
ま
れ
て

い
く
。
そ
の
歩
み
で
す
ね
。
具
体
的
に
人
間
が
仏
道
を
歩
ん
で
い
く
、
そ
の
歩
み
の
中
に
二
雙
四
重
の
教
判
と
い
う
も
の
の
展
開
が
頷
か
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
自
利
真
実
・
利
他
真
実
と
い
う
、
こ
の
自
利
・
利
他
で
す
が
、
こ
れ
は
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
こ
こ
に
お
け
る
自
利
・
利
他
と
い
う
の
は

自
力
・
他
力
と
い
う
言
い
方
で
す
ね
。
こ
れ
は
宗
祖
の
二
雙
四
重
の
教
判
に
、
自
利
真
実
に
つ
い
て
「
竪
超

即
身
是
仏

即
身
成
仏

自
力
な
り
。
竪
出

自
力
中

の
漸
教
、
歴
劫
修
行
な
り
」
と
。
利
他
の
ほ
う
で
は
、
「
横
超

如
来
の
誓
願

他
力
な
り
。
横
出

他
力
中
の
自
力
な
り
。
定
散
諸
行
な
り
」
と
、
そ
し
て
自
力
・

他
力
と
い
う
…
…
。
つ
ま
り
上
巻
の
ほ
う
で
は
二
超
二
出
の
そ
の
超
と
出
と
い
う
と
こ
ろ
で
二
雙
四
重
の
教
判
が
見
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
下
巻
に
お
い
て

は
、
二
竪
・
二
横
で
す
。
竪
と
横
と
い
う
相
対
に
お
い
て
、
つ
ま
り
自
力
・
他
力
と
い
う
中
に
お
い
て
二
雙
四
重
の
教
判
が
見
分
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
下
巻
で

は
竪
超
・
竪
出
、
横
超
・
横
出
で
す
。
上
巻
で
は
竪
超
・
横
超
、
竪
出
・
横
出
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
す
ね
。
下
巻
に
お
い
て
は
組
み
合
わ
せ
が
、
竪
超
・
竪
出
、
横

超
・
横
出
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
変
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
一
度
ふ
れ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
竪
超
の
と
こ
ろ
で
も
、
上
巻
で
は
「
即
身
是

仏
、
即
身
成
仏
等
の
証
果
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
等
の
証
果
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
下
巻
の
ほ
う
で
は
削
ら
れ
て
い
る
。
「
即
身
是
仏

即
身
成
仏
」
、
そ
し

て
「
自
力
な
り
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
「
等
の
証
果
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
除
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
竪
出
の
と
こ
ろ
で
も
、
上
巻
で
は
「
聖
道
、
歴
劫
修
行
の
証
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
証
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
下
巻
に
お
い

て
は
「
自
力
中
の
漸
教

歴
劫
修
行
な
り
」
と
の
み
あ
り
ま
し
て
、
「
証
な
り
」
と
い
う
文
字
は
そ
こ
に
お
か
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
具
体
的
な
、
そ
う
い
う
こ
の
至

誠
心
と
い
う
と
こ
ろ
で
見
定
め
ら
れ
て
い
く
と
き
、
竪
超
と
い
う
の
は
具
体
性
を
失
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
「
等
の
証
果
な
り
」
と
い
う
の
が
削
ら
れ
て
く
る
と
い

う
こ
と
は
具
体
性
を
失
う
わ
け
で
す
。
名
は
立
つ
け
れ
ど
も
具
体
性
が
証
さ
れ
な
い
。
そ
れ
こ
そ
行
証
さ
れ
な
い
、
竪
の
道
で
す
ね
。
竪
超
、
竪
出
と
も
に
「
証
果
な

り
」
「
証
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
削
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
下
巻
に
お
き
ま
し
て
、
「
真
実
に
二
種
あ
り
」
と
し
て
「
一
に
は
自
利
真
実
」
「
二
に
は
利
他
真
実
」
と
、
こ
ち
ら
で
は
、
難
行
道

聖
道
門
、
易
行
道
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浄
土
門
と
い
う
言
葉
が
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
自
利
真
実
の
中
に
「
ま
た
二
種
あ
り
」
と
し
て
、
今
度
は
厭
離
真
実

欣
求
真
実
が
出
さ
れ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
は
聖
道
門

難
行
道
、
浄
土
門

易
行
道
と
言
葉
の
次
第
が
変
わ
っ
て
い
る
。
厭
離
真
実
の
と
こ
ろ
で
は
聖
道
門

難
行
道
、
欣
求
真
実
の
と
こ
ろ
で
は
浄
土

門

易
行
道
と
、
そ
う
い
う
よ
う
に
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
回
の
藤
元
君
の
講
義
の
中
に
お
い
て
も
、
難
行
道
、
易
行
道
と
い
う
の
は
機
に
つ
い
て
い

わ
れ
、
聖
道
門
、
浄
土
門
は
法
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
と
い
う
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
す
。
す
る
と
、
こ
の
言
葉
が
、
「
真
実
に
二
種
あ
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
の
道
・
門
の

次
第
と
、
自
利
真
実
の
中
の
二
種
と
し
て
、
厭
離
真
実
・
欣
求
真
実
に
お
け
る
門
・
道
と
い
う
次
第
が
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
い
っ
た
い
何
を
あ
ら
わ
す

の
か
で
す
ね
。
宗
祖
が
わ
ざ
わ
ざ
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
何
か
意
図
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
落
ち
つ
か
ん
の
で
す
が
、
と
く
に
道
と
い
う
言
葉
を
下
に
も
っ
て
こ
ら
れ
る
、
自
利
真
実
の
な
か
の
二
種
で
す
ね
。
そ
れ
は
、
ど
こ
ま
で
も
聖
道
門
、
浄

土
門
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
そ
の
法
と
い
う
も
の
が
、
具
体
的
に
、
そ
れ
こ
そ
機
の
上
に
歩
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
歩
み
と
い
う
と
こ
ろ
に
視
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

歩
み
に
お
い
て
浄
土
門
な
り
聖
道
門
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
は
、
で
す
か
ら
「
自
利
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
」
（
聖
典
四
三
八
頁
）
の
中
で
、

「
竪
出
は
難
行
道
の
教
な
り
」
、
「
横
出
と
は
易
行
道
の
教
な
り
」
と
、
竪
出
、
横
出
と
い
う
も
の
を
、
そ
こ
で
は
難
行
道
の
教
、
易
行
道
の
教
と
い
う
言
葉
一
つ
に

お
さ
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
自
力
の
歩
み
、
自
利
真
実
と
い
う
も
の
が
具
体
的
に
機
の
上
に
歩
ま
れ
て
い
く
、
そ
の
歩
み
の
上
に
お
い
て
厭
離
真

実
・
難
行
道
と
い
う
も
の
と
、
欣
求
真
実
・
易
行
道
と
い
う
展
開
が
そ
こ
に
み
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
厭
離
真
実
、
欣
求
真
実
と
い
う
、
そ
の
二

つ
の
言
葉
が
、
「
厭
離
を
も
っ
て
本
と
す
」
「
欣
求
を
も
っ
て
本
と
す
」
と
。
そ
の
「
本
と
す
」
と
い
う
言
葉
で
、
細
註
の
と
こ
ろ
で
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
…

…
、
こ
れ
は
次
の
「
横
出
の
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
三
種
あ
り
」
の
後
で
す
ね
。
つ
ま
り
、

宗
師
の
釈
文
を
案
ず
る
に
「
一
者
真
実
心
中
」
已
下
よ
り
「
自
他
凡
聖
等
善
」
に
至
る
ま
で
は
、
厭
離
を
先
と
な
し
、
欣
求
を
後
と
な
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
難
行
道
、

自
力
竪
出
の
義
な
り
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
、
「
本
と
す
」
と
い
う
意
味
が
、
こ
こ
で
は
「
厭
離
を
先
と
な
し
」
、
「
欣
求
を
後
と
な
す
」
と
。
そ
れ
か
ら
「
「
真
実
心
中
口
業
」
已
下
よ
り
「
自
他
依
正
二

報
」
に
至
る
ま
で
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
易
行
道
、
他
力
横
出
の
義
な
り
」
と
、
そ
こ
に
お
さ
め
ら
れ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
聖
典
四
三
六
頁
の
一
番
最
後
の
行

か
ら
の
一
段
を
、
そ
こ
に
見
分
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

一
に
は
真
実
心
の
中
に
自
他
の
諸
悪
お
よ
び
穢
国
等
を
制
捨
し
て
、
行
住
座
臥
に
「
一
切
菩
薩
の
諸
悪
を
制
捨
す
る
に
同
じ
く
、
我
も
ま
た
か
く
の
ご
と
く
せ
ん
」

と
想
え
と
な
り
。
二
に
は
真
実
心
の
中
に
自
他
凡
聖
等
の
善
を
懃
修
す
べ
し
と
。

（
聖
典
四
三
六
頁
）

と
、
こ
こ
ま
で
が
「
難
行
道
、
自
力
竪
出
の
義
」
で
あ
る
と
。
そ
れ
か
ら
次
の
、

■ 信心の教判
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真
実
心
の
中
の
口
業
に
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
讃
嘆
す
べ
し
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
口
業
に
三
界
六
道
等
の
自
他
の
依
正
二
報
苦
悪
の
事
を
毀
厭
し
、

ま
た
一
切
衆
生
三
業
所
為
の
善
を
讃
嘆
す
べ
し
。
も
し
善
業
に
あ
ら
ず
は
敬
う
て
こ
れ
を
遠
ざ
か
れ
、
ま
た
随
喜
せ
ざ
れ
と
な
り
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
身
業
に
合

掌
し
礼
敬
し
て
四
事
等
を
し
て
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
供
養
し
た
て
ま
つ
れ
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
身
業
に
こ
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を

軽
慢
し
厭
捨
す
べ
し
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
意
業
に
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
思
想
し
観
察
し
憶
念
し
て
目
の
前
に
現
ぜ
る
が
ご
と
く
す
べ
し
。
ま
た
真

実
心
の
中
の
意
業
に
こ
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を
軽
賎
し
厭
捨
す
べ
し
と
な
り
。

（
聖
典
四
三
七
頁
）

の
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
こ
ま
で
の
文
を
「
易
行
道
、
他
力
横
出
の
義
」
と
。

そ
し
て
、
一
番
最
初
の
問
題
に
か
え
り
ま
す
と
、
「
厭
離
を
先
と
な
し
、
欣
求
を
後
と
な
す
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
言
葉
で
い
う
と
、
自
分

の
問
題
意
識
か
ら
出
発
す
る
。
つ
ま
り
娑
婆
を
捨
て
て
仏
法
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
娑
婆
を
捨
て
て
浄
土
を
求
め
る
。
世
間
を
捨
て
て
仏
法
を
求
め
る
の
で
す
。
そ
の

世
間
を
捨
て
る
心
そ
の
も
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
自
力
の
心
で
す
ね
。
人
間
の
心
を
も
っ
て
仏
法
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
歩
み
は
文
字
ど

お
り
「
頭
燃
を
炙
う
」
が
ご
と
く
ひ
た
す
ら
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
し
か
も
そ
れ
が
実
現
成
就
す
る
こ
と
難
し
と
い
う
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

■

浄

土

の

心

を

も

っ

て

娑

婆

が

厭

わ

れ

る

そ
れ
か
ら
欣
求
真
実
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
欣
求
だ
け
が
あ
っ
て
厭
離
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
厭
離
と
い
う
こ
と
が
欣
求
の
中
で
な
さ
れ
る
の
で
す
。
つ

ま
り
浄
土
の
心
を
も
っ
て
娑
婆
が
厭
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。
娑
婆
を
厭
う
が
ゆ
え
に
浄
土
を
求
め
る
の
で
は
な
い
。
娑
婆
を
厭
う
が
ゆ
え
に
浄
土
を
求
め
る
と
き
に
は
、

や
は
り
浄
土
は
理
想
に
な
る
。
自
分
の
問
題
意
識
に
応
え
る
世
界
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
理
想
的
な
も
の
が
立
て
ら
れ
て
く
る
。

欣
求
真
実
と
い
う
と
き
に
は
、
つ
ま
り
最
初
の
「
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
」
る
と
い
う
、
そ
の
捨
て
る
の
も
、
厭
う
の
も
「
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
」
に
よ
る
の
で
し

ょ
う
。
仏
の
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
願
力
に
お
い
て
厭
い
、
捨
て
ら
れ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
「
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
願
力
に
由
っ
て
生
死
を
厭
捨
せ
し

む
る
が
ゆ
え
な
り
」
（
聖
典
四
三
八
頁
）
と
、
こ
う
い
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
「
生
死
を
厭
捨
」
と
い
う
の
は
厭
離
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
の
「
生
死
を
厭
捨
」
す
る

の
も
願
力
に
よ
る
。
で
す
か
ら
「
欣
求
を
も
っ
て
本
と
す
、
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
願
力
に
由
っ
て
生
死
を
厭
捨
せ
し
む
る
が
ゆ
え
な
り
」
と
。
こ
れ
も
お
も
し
ろ

い
表
現
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
「
欣
求
を
も
っ
て
本
と
」
な
す
と
き
、
は
じ
め
て
厭
捨
生
死
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
願
力
に
よ
っ
て
浄
土
を
求
め
し
め
る
が
ゆ
え
に
で

は
な
く
て
、
願
力
に
よ
っ
て
欣
求
せ
し
む
る
が
ゆ
え
に
で
な
く
て
、
「
願
力
に
由
っ
て
生
死
を
厭
捨
せ
し
む
る
が
ゆ
え
な
り
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自

力
の
心
に
よ
る
と
き
に
は
、
厭
離
は
厭
離
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
厭
離
と
い
う
か
た
ち
の
理
想
主
義
に
な
る
。

■

人

間

に

根

深

く

あ

る

理

想

主

義

的

傾

向
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そ
う
い
う
理
想
的
な
対
象
、
理
想
と
し
て
立
て
ら
れ
る
対
象
を
求
め
て
は
じ
め
て
歩
み
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
の
中
に
根
深
く
あ
り
ま
す
ね
。
し
か
し
人

間
に
根
深
く
あ
る
理
想
主
義
的
な
傾
向
性
を
と
お
し
て
、
そ
れ
に
応
え
て
い
く
。
応
え
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
応
答
し
て
い
く
。
そ
こ
に
十
九
、
二
十
願
と
い
う
大

悲
の
世
界
で
す
ね
。
方
便
の
世
界
で
す
。
で
す
か
ら
十
九
願
の
ほ
う
で
は
、
や
は
り
希
求
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

一
つ
の
展
開
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
言
葉
の
表
現
を
と
お
し
て
た
ど
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
と
も
か
く
、
横
出
と
い
う
の
は
、
い
う
な
ら
ば
仏
道
の
最
後
の
課

題
で
す
。
文
字
ど
お
り
本
願
が
本
願
の
外
な
る
機
の
上
に
、
そ
の
法
を
開
い
て
い
く
歩
み
で
す
ね
。
摂
生
不
尽
と
い
う
課
題
を
展
開
し
て
い
っ
た
歩
み
、
そ
う
い
う
歩

み
と
し
て
、
こ
の
横
出
と
い
う
問
題
が
展
開
し
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
横
出
と
い
う
こ
と
が
真
に
明
ら
か
に
な
る
と
き
は
じ
め
て
、

文
字
ど
お
り
仏
道
の
…
…
、
藤
元
君
は
「
修
道
の
形
式
」
と
二
雙
四
重
の
教
判
に
つ
い
て
い
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
真
に
そ
う
い
う
形
式
が
成
り
立
つ
の
で
あ
り

ま
す
。

（
一
九
七
九
年
三
月
）

■ 人間に根深くある理想主義的傾向



- 39 -

第
四
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第
四
講就

利
他
真
実

、
亦
有

二
種

、

二

一

二

一

テ

ニ

一
者
凡
所

施

為

趣
求

、
亦
皆
真
実

。

レ

二

一

ニ

ハ

ソ

ロ

シ
タ
マ
フ
ナ

ス

ハ

ヲ

ナ
リ
ト

二
者
不
善
三
業
必
須

真
実
心
中
捨

、
又
若
起

善
三
業

者
、
必
須

真
実
心
中
作

、
不

簡

内
外
明
闇

、
皆
須

真

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

ニ

ハ

ノ

ハ

ズ
モ
チ
イ
ヨ

ノ

ニ
ス
テ
タ
マ
ヒ
シ
ヲ

シ

コ
サ

ノ

ヲ

バ

ズ
モ
チ
イ
テ

ノ

ニ
ナ
シ
タ
マ
ヒ
シ
ヲ

バ

バ

ヲ

ミ
ナ
モ
チ
イ
ル
ガ

実

故
名

至
誠
心

。
文

一

二

一

ヲ

ニ

ク

ト

ト

言

自
利
真
実

者
、
復
有

二
種

。
一
者
真
実
心
中
、
制

捨

自
他
諸
悪
及
穢
国
等

、
行
住
坐
臥
、
想

同

一
切
菩
薩
制

捨

諸
悪

、
我
亦

二

一

二

一

二

一

下

三

二

一

ト

リ

ニ

ハ

ノ

ニ

シ

テ

ノ

ヲ

ニ

フ

ジ

ク

ノ

シ

テ

ヲ

モ

如

是
也
。
二
者
真
実
心
中
、
勤

修
自
他
・
凡
聖
等
善

。
真
実
心
中
口
業
、
讃

嘆
彼
阿
弥
陀
仏
及
依
正
二
報

。
又
真
実
心
中
口
業
、
毀

厭
三
界

レ

二

一

二

一

二

ク
セ
ン
ト

ノ

ニ

ハ

ノ

ニ

ス

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

ノ

ニ

ニ

ス

・
六
道
等
自
他
依
正
二
報
、
苦
悪
之
事

、
亦
讃

嘆
一
切
衆
生
三
業
所
為
善

。
若
非

善
業

者
、
敬
而
遠

之
、
亦
不

随
喜

也
。
又
真
実
心
中

一

二

一

二

一

レ

二

一

ノ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

シ

ズ

ニ

バ

テ

ト
オ
ザ
カ
レ

ヲ

ザ
レ
ト

セ

ノ

ニ

身
業
、
合
掌
礼
敬

、
四
事
等

供

養

彼
阿
弥
陀
仏
及
依
正
二
報

、
又
真
実
心
中
身
業
、
軽

慢
厭

捨

此
生
死
三
界
等
自
他
依
正
二
報

。
又

二

一

二

三

一

ニ

シ

シ

テ

ヲ
モ
テ

シ
タ
テ
マ
ツ
レ

ノ

ビ

ヲ

ノ

ニ

ニ

シ

ス
ベ
シ

ノ

ノ

ノ

ヲ

真
実
心
中
意
業
、
思

想
観

察
憶

念

彼
阿
弥
陀
仏
及
依
正
二
報

、
如

現

目
前

。
又
真
実
心
中
意
業
、
軽

賎
厭

捨

此
生
死
三
界
等

二

三

四

一

レ

二

一

二

三

ノ

ニ

ニ

シ

シ

シ

テ

ノ

ヲ

ク
ス
ベ
シ

ゼ
ル
ガ

ノ

ニ

ノ

ニ

ニ

シ

ス
ベ
シ
ト
ナ
リ

ノ

自
他
依
正
二
報

。
文

一

ノ

ヲ

二

一

一
者
至
誠
心
者

、
至
者
真

、
誠
者
実

。
即
真
実
也
。
真
実
有

二
種

ト

イ
フ
ハ

ト

ハ

ナ

リ

ト

ハ

ナ

リ

チ

ニ

リ

一
者
自
利
真
実

ニ

ハ

ナ

リ

難
行
道

聖
道
門

竪
超
即
身
是
仏

竪
出
自
力
中
之
漸
教

即
身
成
仏
自
力
也

歴
劫
修
行
也

二
者
利
他
真
実

ニ

ハ

ナ

リ

易
行
道

浄
土
門

横
超
如
来
誓
願
他
力
也

横
出
他
力
中
之
自
力

ノ

ナ

リ

定
散
諸
行
也

二

一

二

一

就

自
利
真
実

復
有

二
種

テ

ニ

リ
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一
者
厭
離
真
実

聖
道
門

難
行
道

竪
出

自
力

竪
出
者
難
行
道
之
教

、
以

厭
離

為

本
、
自
力
之
心

故
也

二

一

レ

ト

ハ

ナ

リ

テ

テ

ス

ト

ナ
ル
ガ

ヘ
ナ
リ

二
者
欣
求
真
実

ニ

ハ浄
土
門

易
行
道

横
出

他
力

横
出
者
易
行
道
之
教

、
以

欣
求

為

本
、
何
以
故
、
由

願
力

令

厭

捨
生
死

之
故
也

二

一

レ

二

一

三

二

一

ナ

リ

テ

ヲ

ス

ト

ヲ

ノ

ニ

テ

ニ

ム
ル
ガ

セ

ヲ

ヘ
ナ
リ
ト

二

一

二

一

又
就

横
出
真
実

、
復
有

三
種

テ

ニ

リ

一
者
口
業
、
欣
求
真
実

ニ

ハ

ニ

口
業
厭
離
真
実

ニ

二
者
身
業
、
欣
求
真
実

ニ

身
業
厭
離
真
実

ニ

ナ

リ

三
者
意
業
、
欣
求
真
実

ニ

意
業
厭
離
真
実

ニ

ナ

リ

按

宗
師
釈
文

、
従

「
一
者
真
実
心
中
」
已
下

、
至

「
自
他
他
凡
聖
」
等
善

者
、
厭
離
為

先
、
欣
求
為

後
。
則
是
難
行
道
・
自
力
・
竪
出
之

二

一

二

一

二

一

レ

レ

ズ
ル
ニ

ノ

ヲ

リ

ル
マ
デ

ニ

ハ

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

チ

レ

義
也
。
従

「
真
実
心
中
口
業
」
已
下

、
至

「
自
他
他
依
正
二
報
」

者
、
則
是
易
行
道
・
他
力
・
横
出
之
義
也
。(

真
聖
全
二
・
四
六
五
～
四
六
七
頁
）

二

一

二

一

リ

ル
マ
デ

ニ

ハ

チ

レ

利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。

一
に
は
、
「
お
お
よ
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
は
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
」
と
。

二
に
は
、
「
不
善
の
三
業
は
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
、
ま
た
も
し
善
の
三
業
を
起
こ
さ
ば
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
を
須
い
て
、

内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
、
み
な
真
実
を
須
う
る
が
ゆ
え
に
、
至
誠
心
と
名
づ
く
」
と
。
文
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「
自
利
真
実
と
言
う
は
、
ま
た
二
種
あ
り
。

一
に
は
真
実
心
の
中
に
自
他
の
諸
悪
お
よ
び
穢
国
等
を
制
捨
し
て
、
行
住
座
臥
に
「
一
切
菩
薩
の
諸
悪
を
制
捨
す
る
に
同
じ
く
、
我
も
ま
た
か
く
の
ご
と
く
せ

ん
」
と
想
え
と
な
り
。
二
に
は
真
実
心
の
中
に
自
他
凡
聖
等
の
善
を
懃
修
す
べ
し
と
。
真
実
心
の
中
の
口
業
に
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
讃
嘆
す
べ
し
。

ま
た
真
実
心
の
中
の
口
業
に
三
界
六
道
等
の
自
他
の
依
正
二
報
苦
悪
の
事
を
毀
厭
し
、
ま
た
一
切
衆
生
三
業
所
為
の
善
を
讃
嘆
す
べ
し
。
も
し
善
業
に
あ
ら
ず
は
敬

う
て
こ
れ
を
遠
ざ
か
れ
、
ま
た
随
喜
せ
ざ
れ
と
な
り
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
身
業
に
合
掌
し
礼
敬
し
て
四
事
等
を
し
て
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
供
養
し

た
て
ま
つ
れ
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
身
業
に
こ
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を
軽
慢
し
厭
捨
す
べ
し
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
意
業
に
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び

依
正
二
報
を
思
想
し
観
察
し
憶
念
し
て
目
の
前
に
現
ぜ
る
が
ご
と
く
す
べ
し
。
ま
た
真
実
心
の
中
の
意
業
に
こ
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を
軽
賎
し
厭
捨

す
べ
し
と
な
り
。
」
文

一
者
至
誠
心
と
い
う
は
、
至
と
は
真
な
り
。
誠
と
は
実
な
り
。
す
な
わ
ち
真
実
な
り
。

真
実
に
二
種
あ
り
。

一
に
は
自
利
真
実
な
り
。

難
行
道

聖
道
門

竪
超

即
身
是
仏

即
身
成
仏

自
力
な
り
。

竪
出

自
力
中
の
漸
教

歴
劫
修
行
な
り
。

二
に
は
利
他
真
実
な
り
。

易
行
道

浄
土
門

横
超

如
来
の
誓
願

他
力
な
り
。

横
出

他
力
中
の
自
力
な
り
。

定
散
諸
行
な
り
。

自
利
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。
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一
に
は
厭
離
真
実

聖
道
門

難
行
道

竪
出

自
力

竪
出
は
難
行
道
の
教
な
り
、
厭
離
を
も
っ
て
本
と
す
、
自
力
の
心
な
る
が
ゆ
え
な
り
。

二
に
は
欣
求
真
実

浄
土
門

易
行
道

横
出

他
力

横
出
と
は
易
行
道
の
教
な
り
。
欣
求
を
も
っ
て
本
と
す
、
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
願
力
に
由
っ
て
生
死
を
厭
捨
せ
し
む
る
が
ゆ
え
な
り
と
。

ま
た
横
出
の
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
三
種
あ
り
。

一
に
は
口
業
に
欣
求
真
実

口
業
に
厭
離
真
実
な
り
、

二
に
は
身
業
に
欣
求
真
実

身
業
に
厭
離
真
実
な
り
、

三
に
は
意
業
に
欣
求
真
実

意
業
に
厭
離
真
実
な
り
。

宗
師
の
釈
文
を
案
ず
る
に
「
一
者
真
実
心
中
」
已
下
よ
り
「
自
他
凡
聖
等
善
」
に
至
る
ま
で
は
、
厭
離
を
先
と
な
し
、
欣
求
を
後
と
な
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
難
行

道
、
自
力
竪
出
の
義
な
り
。
「
真
実
心
中
口
業
」
已
下
よ
り
「
自
他
依
正
二
報
」
に
至
る
ま
で
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
易
行
道
、
他
力
横
出
の
義
な
り
。

（
聖
典
四
三
六
～
四
三
九
頁
）

一

前
回
の
宮
城
君
の
講
義
で
至
誠
心
釈
は
も
う
い
い
と
思
う
の
で
す
が
、
も
う
少
し
文
章
に
添
っ
て
整
理
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
し
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
た

第四講 利他真実について、また二種あり。
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い
と
思
い
ま
す
。

近
ご
ろ
思
う
こ
と
で
す
が
、
宗
祖
の
ご
本
書
で
す
ね
、
『
教
行
信
証
』
と
い
う
も
の
が
宗
祖
の
主
著
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
こ
ろ
が
、
ご
承
知
の
よ
う

に
『
愚
禿
鈔
』
と
い
う
の
は
自
ら
愚
禿
と
い
う
…
…
、
ま
あ
「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
む
し
ろ
法
然
上
人
の
『
選
択
集
』
、
法
然
の
伝
統

と
い
う
も
の
の
顕
現
が
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
親
鸞
聖
人
自
身
の
ほ
ん
と
う
の
気
持
は
、
親
鸞
聖
人
が
法
然
上
人
と
い
う
師
匠
の
眼
で
考
え
ら
れ

た
も
の
で
な
く
て
、
宗
祖
自
身
の
眼
を
も
っ
て
展
開
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
『
愚
禿
鈔
』
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
自
分
の
見
解
で
す
ね
、
つ
ま

り
鈔
の
題
と
し
て
自
ら
の
名
に
お
い
て
「
愚
禿
鈔
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
で
す
か
ら
『
教
行
信
証
』
を
読
む
と
き
の
感
動
と
は
違
っ
た
感
動
が
あ
る
。
『
愚
禿
鈔
』
を

読
む
と
き
に
は
、
な
ま
の
親
鸞
に
出
遇
う
。
文
類
も
や
は
り
御
自
釈
が
あ
り
ま
す
が
、
『
愚
禿
鈔
』
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
自
釈
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
な
ま

身
の
親
鸞
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
感
動
が
あ
る
。

■

教

相

判

釈

は

三

心

釈

か

ら

出

て

い

る

『
愚
禿
鈔
』
は
上
下
二
巻
と
い
う
け
ど
、
上
巻
は
ご
承
知
の
よ
う
に
教
相
判
釈
と
い
う
も
の
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
教
相
判
釈
の
内
容
は
じ
つ
は
三
心
釈

か
ら
出
て
い
る
。
下
巻
を
と
お
し
て
出
て
い
る
。
つ
ま
り
教
相
判
釈
は
た
ん
な
る
学
問
の
判
釈
と
い
う
も
の
で
な
し
に
、
信
仰
の
判
釈
で
あ
る
。
信
心
か
ら
出
た
一
代

教
の
判
釈
で
す
。
上
巻
の
中
に
展
開
す
る
一
代
仏
教
の
教
判
と
い
う
も
の
を
裏
づ
け
て
い
る
、
原
理
づ
け
て
い
る
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
宗
祖
の
信
心
で
あ
る
。
教
判
そ

れ
自
体
が
信
心
を
原
理
と
し
て
追
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
す
か
ら
上
下
二
巻
と
い
う
の
は
、
上
巻
は
一
代
仏
教
の
か
た
ち
、
構
造
で
す
ね
。
そ
う
い
う
構
造
が
示

さ
れ
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
じ
つ
は
そ
う
い
う
構
造
、
教
判
の
構
造
と
い
う
も
の
が
宗
祖
の
信
心
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
構
造
の
上
か
ら
も
理
解

で
き
る
わ
け
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
二
雙
四
重
の
教
判
と
い
う
も
の
は
御
本
書
の
中
に
も
展
開
は
し
て
い
る
の
で
す
が
、
御
本
書
の
中
の
場
合
の
展
開
の
し
か
た
と
い
う
の
は
、
そ

れ
は
ど
こ
ま
で
も
仏
法
に
立
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
『
愚
禿
鈔
』
の
場
合
は
機
で
す
ね
、
機
に
立
っ
て
い
る
。
求
道
心
に
立
っ
て
い
る
。
求
道
心
が
、
ま
あ
こ

の
三
心
の
問
題
と
い
う
の
は
菩
提
心
の
構
造
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
仏
法
を
求
め
る
そ
の
心
の
構
造
で
す
。
な
ぜ
仏
法
を
求
め
る
の
か
、

な
ぜ
真
実
を
求
め
る
の
か
。
な
ぜ
仏
法
を
求
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
さ
ら
に
仏
法
を
求
め
る
心
自
身
の
構
造
を
押
さ
え
て
い
く
わ
け
で
す
。
信
仰
を
し
た
ら
そ
れ

で
お
し
ま
い
と
い
う
の
で
は
な
し
に
、
信
心
す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
な
ぜ
信
じ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
信
仰
と
い
う
も
の
を
生
み
出
す
た
め
の
営
み
で
な

く
て
、
信
仰
そ
の
も
の
を
さ
ら
に
問
い
返
し
て
い
く
よ
う
な
信
心
が
あ
る
。
そ
う
い
う
親
鸞
の
魂
の
歩
み
が
『
教
行
信
証
』
よ
り
も
、
さ
ら
に
強
烈
な
か
た
ち
で
赤
裸

々
に
出
て
い
る
の
が
『
愚
禿
鈔
』
で
あ
る
。
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
読
め
ん
の
で
す
わ
。
曽
我
先
生
が
『
愚
禿
鈔
』
は
読
め
ん
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と

■ 教相判釈は三心釈から出ている
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う
に
読
め
ん
で
す
わ
。
親
鸞
聖
人
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
と
は
一
味
違
っ
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
ま
あ
、
そ
う
は
い
っ
て
も
読
め
ん
か
ら
と
い
っ
て
、
ほ
っ
と
く

わ
け
に
も
い
か
な
い
か
ら
読
め
ん
の
を
無
理
し
て
読
ま
ん
な
ら
ん
。

二

■

真

実

に

二

種

あ

り

そ
れ
で
ま
ず
問
題
に
な
り
ま
す
の
は
、
「
真
実
に
二
種
あ
り
」
と
い
う
言
い
方
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
二
種
は
自
利
利
他
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

自
利
利
他
と
い
う
の
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
『
論
』
の
言
葉
で
す
ね
。
『
論
』
の
言
葉
を
借
り
て
真
実
の
二
種
を
示
す
の
で
す
。
元
来
、
真
実
に
二
種
あ
る
は
ず
は
な

い
の
で
し
ょ
う
。
真
実
は
一
つ
で
す
。
二
つ
も
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
真
実
と
は
い
わ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
真
実
に
二
種
あ
り
」
と
こ
う
言
い
切
っ
た
と
き
に
、

い
わ
ば
そ
こ
に
善
導
大
師
の
教
学
と
い
う
も
の
を
言
い
尽
く
し
て
い
る
の
で
な
い
か
ね
。
つ
ま
り
従
来
は
一
種
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
種
だ
っ
た
真
実
を
な
ぜ
二
種

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
善
導
大
師
の
至
誠
心
釈
の
中
心
課
題
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
「
信
巻
」
（
聖
典
二
一
四
頁
）
を
見
ま
す
と
、
至

誠
心
釈
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
散
善
義
」
の
文
の
前
に
、
「
衆
生
の
意
の
ご
と
し
」
「
弥
陀
の
意
の
ご
と
し
」
と
二
つ
の
如
意
が
示
さ
れ
ま
す
ね
。
「
光
明
寺
の
『
観

経
義
』
（
定
善
義
）
に
云
わ
く
、
「
如
意
」
と
言
う
は
二
種
あ
り
」
と
。
こ
こ
ら
か
ら
「
真
実
に
二
種
あ
り
」
と
い
う
伏
線
が
お
か
れ
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
は
い
い

と
し
ま
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
は
よ
く
考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
「
真
実
に
二
種
あ
り
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
自
利
真
実
、
利
他
真

実
と
い
う
言
葉
は
天
親
菩
薩
、
曇
鸞
大
師
の
自
利
利
他
円
満
で
す
ね
。
自
利
に
お
い
て
利
他
、
利
他
に
お
い
て
自
利
が
成
就
す
る
。
そ
う
い
う
構
造
で
す
。
菩
薩
行
の

構
造
で
す
。
菩
薩
行
の
構
造
が
そ
う
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
借
り
て
き
ま
し
て
真
実
そ
の
も
の
に
二
種
を
お
く
わ
け
で
す
。

だ
け
ど
善
導
大
師
の
と
こ
ろ
ま
で
は
「
真
実
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
自
利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
な
り
」
と
い
い
ま
し
て
、
利
他
真
実
と
い
う
も
の
に
は
あ
ま
り

ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
一
貫
し
て
自
利
真
実
を
問
題
に
し
て
い
る
。
利
他
真
実
に
つ
い
て
は
真
っ
向
か
ら
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
取
り
上
げ
て
い
な

い
部
分
を
宗
祖
は
明
確
に
取
り
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
は
『
愚
禿
鈔
』
の
宗
祖
の
解
釈
の
中
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
注
意
し
て
お
か
ん
な
ら
ん
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
善

導
大
師
の
至
誠
心
釈
だ
け
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
す
。
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
て
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
明
確
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
宗
祖
は
再
釈
を
と
お
し
て
意

義
づ
け
て
く
る
。
そ
れ
が
「
一
に
は
自
利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
な
り
」
と
、
本
文
の
ほ
う
に
あ
る
部
分
を
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
て
、
「
一
に
は
自
利
真
実
な
り
。

難
行
道

聖
道
門

竪
超

竪
出

二
に
は
利
他
真
実
な
り
。
易
行
道

浄
土
門

横
超

横
出
」
と
。
こ
れ
は
一
に
は
自
利
真
実
な
り
、
一
に
は
利
他
真
実
な
り
と

い
う
見
方
で
は
な
い
。
一
に
は
自
利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
な
り
で
あ
る
。
一
に
は
云
々
、
一
に
は
云
々
で
は
な
く
、
一
に
は
云
々
、
二
に
は
云
々
と
な
っ
て
い
る
。

第四講 利他真実について、また二種あり。
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こ
れ
は
明
ら
か
に
善
導
大
師
の
至
誠
心
釈
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
一
に
は
自
利
真
実
な
り
、
一
に
は
利
他
真
実
な
り
と
言
っ
た
場
合
に
は
並

べ
る
わ
け
で
す
ね
。
並
列
的
に
お
く
わ
け
で
す
。
一
者
自
利
真
実
、
二
者
利
他
真
実
で
す
か
ら
、
つ
ま
り
意
図
は
二
者
に
あ
る
。
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
利
他
真
実

に
あ
る
。

元
来
、
利
他
真
実
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ん
こ
と
で
す
わ
。
自
利
と
か
利
他
と
か
と
い
っ
て
い
る
こ
と
の
内
容
は
何
か
と
い
う
と
自
力
他
力
で
す
。
こ
れ
は
そ
こ

ま
で
言
っ
て
い
い
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
自
力
真
実
、
他
力
真
実
と
言
い
切
っ
た
ほ
う
が
わ
か
り
よ
い
。
自
利
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、
私
た
ち
が
従
来

の
教
学
の
も
っ
て
い
る
、
従
来
の
教
学
に
縛
ら
れ
た
考
え
方
が
な
か
な
か
突
破
し
に
く
い
。
自
利
と
い
え
ば
間
違
い
や
と
思
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
た

と
え
ば
『
浄
土
論
』
を
見
ま
し
て
も
、
『
浄
土
論
』
の
二
十
九
種
荘
厳
の
大
半
、
国
土
十
七
種
荘
厳
の
中
の
十
五
種
に
至
る
ま
で
は
、
全
部
自
利
で
す
。
利
他
は
最
後

の
二
つ
だ
け
で
す
。
大
義
門
功
徳
と
一
切
所
求
満
足
功
徳
の
二
つ
だ
け
で
す
。
後
は
全
部
自
利
で
す
。
そ
の
自
利
を
成
就
す
る
の
で
す
。
自
利
を
ほ
ん
と
う
に
成
就
す

る
と
い
う
意
味
が
利
他
で
し
ょ
う
。

■

他

力

に

よ

っ

て

真

の

自

力

を

成

就

す

る

も
っ
と
端
的
に
い
え
ば
、
真
の
自
力
を
成
り
立
た
し
め
る
も
の
を
他
力
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
他
力
と
い
う
け
ど
他
力
が
何
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
え
ば
、
他
力
に

よ
っ
て
真
の
自
力
を
成
就
す
る
。
真
に
努
力
し
得
る
力
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
点
を
抜
い
た
ら
何
の
た
め
の
他
力
か
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
少
な
く

と
も
こ
こ
で
難
行
道
・
聖
道
門
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
仏
教
の
伝
統
で
す
。
難
行
で
な
い
よ
う
な
仏
教
、
仏
道
な
ん
て
な
い
の
で
す
。
昼
寝
し
と
っ
て
仏
道
、
仏
道
と

い
う
と
っ
て
も
そ
れ
は
だ
め
で
す
。
仏
道
と
い
う
の
は
元
来
、
難
行
で
す
。
難
と
い
う
の
は
た
だ
難
し
い
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
し
に
、
永
遠
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

つ
ま
り
永
遠
な
る
課
題
を
負
う
の
で
す
。
永
遠
な
る
課
題
を
負
う
こ
と
が
人
間
を
、
人
生
を
満
足
さ
せ
る
の
で
す
。
解
決
で
き
る
問
題
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
解
決

で
き
ん
問
題
を
見
い
だ
し
た
こ
と
の
喜
び
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
難
行
で
す
か
ら
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
難
行
で
な
い
よ
う
な
仏
法
は
あ
り
得
な
い
の
で
す
。
も
し
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
ん
な
も
の
は
真
実
と
は
い
え
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
難
行
道
・
聖
道
門
と
い
う
の
は
仏
道
の
本
道
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
「
二
種
あ

り
」
と
、
こ
う
言
い
切
っ
た
と
き
に
、
た
だ
真
実
に
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
利
他
真
実
と
い
う
こ
と
は
仏
道
で
は
考
え
ら
れ
ん
こ
と
を
考
え
た
の

で
す
。

三

■ 他力によって真の自力を成就する
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
真
理
概
念
と
い
う
の
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、Wa

h
r
he
i
t

で
す
ね
。
非
隠
蔽
性
、
つ
ま
り
蔽
わ
れ
て
い
る
状
態
の
そ
の
蔽
い
を
取
る
。
蔽
い
を
取
り
除

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
体
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
真
実
で
あ
る
と
。
ギ
リ
シ
ア
の
真
理
観
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
中
世
の
真
理
観
と
い
う
の
は
命
題
と
概
念
の
一
致

で
し
ょ
う
。
前
者
の
場
合
は
存
在
論
的
で
し
ょ
う
。
も
の
が
蔽
わ
れ
て
い
る
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
す
か
ら
。
在
る
も
の
を
在
る
が
ご
と
く
に
明
ら
か
に
す
る
。

そ
れ
は
一
つ
の
真
理
観
で
す
。
も
う
一
つ
は
命
題
と
の
一
致
で
す
か
ら
、
認
識
論
的
で
す
。
存
在
論
的
真
理
か
認
識
論
的
真
理
か
。
そ
れ
く
ら
い
し
か
考
え
ら
れ
の
で

は
な
い
で
す
か
ね
。

そ
れ
に
対
し
て
自
利
利
他
と
い
う
の
は
力
の
問
題
で
す
。
自
力
他
力
と
い
っ
た
ら
力
の
問
題
で
す
。
人
間
そ
の
も
の
を
転
換
し
て
く
る
よ
う
な
、
そ
れ
が
真
実
な
の

だ
。
人
間
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
よ
う
な
も
の
が
真
実
で
あ
る
。
人
間
が
涼
し
い
顔
を
し
て
納
得
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
真
実
で
は
な
い
。
人
間
そ
の
も
の
の
生
き
ざ

ま
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
よ
う
な
、
そ
う
い
う
力
を
真
実
と
い
う
。
つ
ま
り
言
っ
て
し
ま
え
ば
「
超
」
と
「
出
」
の
問
題
で
す
。
力
の
内
実
は
何
か
と
い
う
と
、
超
と
出

で
す
。
超
は
超
越
で
し
ょ
う
。
竪
超
で
し
ょ
う
。
竪
超
と
か
横
超
と
か
と
い
う
の
は
、
超
え
る
。
も
う
一
つ
は
出
で
す
か
ら
、
出
る
。
出
る
と
い
う
こ
と
は
内
か
ら
外

へ
い
く
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
超
と
か
出
と
か
と
い
う
の
は
人
間
が
ひ
っ
く
り
か
え
る
こ
と
で
す
。
超
え
る
と
い
う
場
合
は
即
時
的
な
の
で
し
ょ
う
。
即
得
往
生
と
い
い

ま
す
わ
ね
。
間
髪
を
入
れ
な
い
。
一
週
間
も
二
週
間
も
か
か
ら
な
い
。
廓
然
大
悟
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

出
と
い
う
場
合
は
漸
進
的
な
の
で
す
。
徐
々
に
い
く
。
今
日
の
言
葉
で
い
っ
た
ら
修
正
主
義
で
す
。
革
命
的
で
な
い
。
超
と
い
う
場
合
は
革
命
で
す
。
人
間
そ
の
も

の
の
革
命
で
す
。
出
と
い
う
場
合
は
修
正
主
義
的
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
あ
ら
た
め
て
い
く
。
そ
う
い
う
も
の
は
す
べ
て
力
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
力
と
し
て
成
立
し
て

い
る
も
の
で
す
。
竪
と
い
う
の
は
ま
と
も
と
い
う
こ
と
で
す
。
竪
超
と
か
竪
出
と
い
う
の
は
常
識
的
と
い
う
こ
と
で
す
。
理
想
主
義
的
と
い
う
言
い
方
も
あ
り
ま
す
が

…
…
。
横
と
い
う
場
合
は
非
常
識
な
の
で
す
。
非
常
識
と
い
う
よ
り
不
常
識
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
常
識
で
な
い
。
常
識
を
破
っ
て
い
る
。
常
識
で
は
考
え
ら
れ
ん

の
で
す
。
そ
う
い
う
力
で
す
。
横
と
い
う
言
葉
は
伝
統
的
な
用
語
に
従
え
ば
不
思
議
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
自
利
真
実
、
利
他
真
実
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
何
と
は
な
し
に
読
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
考
え
方
は
で
き
っ
こ
な
い
の
で
す
。

自
利
真
実
、
利
他
真
実
と
い
う
が
、
自
利
真
実
し
か
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
、
本
来
。
真
実
を
自
分
の
上
に
お
い
て
成
就
す
る
の
が
自
利
真
実
で
し
ょ
う
。
利
他

真
実
と
い
う
の
は
、
真
実
を
自
分
の
も
の
に
し
な
い
の
で
す
。
自
分
の
も
の
に
せ
ん
と
っ
て
、
自
分
の
も
の
に
す
る
。
真
実
を
私
有
化
せ
ず
し
て
自
己
の
も
の
に
す
る
。

そ
う
い
う
真
実
と
い
う
も
の
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
横
と
い
う
言
い
方
の
内
容
は
何
か
と
い
う
と
、
不
真
実
な
る
自
覚
を
求
め
る
の
で
す
。
真

実
を
自
己
の
も
の
に
す
る
の
で
は
な
い
。
不
真
実
な
る
自
覚
の
中
に
真
実
を
み
る
。
だ
か
ら
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
で
し
ょ
う
。

自
利
真
実
と
い
う
の
は
、
真
実
を
自
分
の
上
に
実
現
す
る
の
で
す
か
ら
真
実
を
自
分
の
も
の
に
す
る
。
私
有
化
す
る
。
と
こ
ろ
が
利
他
真
実
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ

第四講 利他真実について、また二種あり。
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ま
で
も
真
実
を
自
分
の
も
の
に
せ
ん
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
有
化
し
な
い
。
む
し
ろ
、
罪
悪
深
重
の
自
覚
の
中
に
真
実
を
み
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
横
と
い
う
言
葉

で
あ
ら
わ
す
。
一
番
簡
単
や
け
れ
ど
も
、
一
番
表
現
し
に
く
い
で
す
ね
。
今
日
の
言
葉
で
い
い
ま
す
と
、
逆
説
的
で
す
。
逆
説
的
真
実
で
す
。
機
の
深
信
を
曽
我
先
生

は
え
ら
い
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
機
の
深
信
と
い
う
の
が
真
実
を
獲
得
し
た
姿
で
し
ょ
う
。
横
超
的
獲
得
で
す
。
自
己
の
も
の
に
せ
ん
と
い
う
か
た
ち
に
お
い

て
獲
得
し
て
い
る
。
逆
説
的
に
所
有
し
て
い
る
ん
や
ね
。

■

真

理

は

逆

説

的

激

情

真
理
は
つ
ね
に
逆
説
的
激
情
で
す
。
逆
説
的
激
情
だ
。
逆
説
的
で
な
い
真
理
な
ん
て
な
い
。
あ
ま
り
逆
説
的
激
情
な
ん
て
言
葉
を
使
う
と
嫌
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

ね
。
お
こ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
信
仰
の
情
熱
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ね
。
そ
れ
が
横
と
い
う
言
葉
の
も
つ
内
容
で
す
。
何
度
言
っ
て

も
言
い
尽
く
せ
ん
の
で
す
が
、
自
利
真
実
と
利
他
真
実
と
分
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
分
け
ら
れ
ん
も
の
を
分
け
た
。
分
け
ら
れ
る
も
の
を
分
け
た
の
で
な
い
。
分

け
ら
れ
ん
も
の
を
分
け
た
。
そ
ん
な
考
え
方
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
僕
は
こ
ん
な
の
を
見
る
と
、
わ
く
わ
く
し
ま
す
わ
。
考
え
る
よ
り
も
先
に
嬉
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
そ
れ
で
考
え
ら
れ
ん
よ
う
に
な
る
。

今
度
、
北
海
道
へ
行
き
ま
し
て
、
ま
あ
、
た
ま
た
ま
会
っ
た
人
が
そ
う
や
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
イ
ヌ
に
チ
ャ
え
お
ら
な
い
ケ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ア
イ

ヌ
の
人
に
と
っ
て
チ
ャ
ラ
ン
ケ
と
い
う
言
葉
の
も
つ
内
容
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
協
会
に
何
か
問
題
が
起
こ
る
と
言
い
合
い
を
す
る
わ
け
で

す
。
そ
の
こ
と
で
飯
も
食
わ
ず
寝
も
せ
ず
に
二
晩
も
三
晩
も
や
り
続
け
る
の
で
す
。
民
主
主
義
の
精
神
と
い
う
の
は
こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
か
ね
。
飯
も
食
わ
ず
に
言

い
合
い
を
続
け
て
、
三
日
三
晩
く
ら
い
や
る
。
だ
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
と
日
本
人
と
の
歴
史
の
中
で
、
日
本
人
な
ら
日
本
人
が
も
し
ア
イ
ヌ
の
人
の
立
場
に
お
か
れ
た
ら
、

シ
ャ
モ
と
い
う
の
は
敵
だ
わ
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
敵
と
い
う
感
覚
を
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
か
と
い
う
と
、
チ
ャ
ラ
ン
ケ
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
本
人
と
チ
ャ
ラ
ン
ケ
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
そ
れ
か
ら
彼
ら
は
い
つ
で
も
人
の
心
を
大
事
に
し
ま
す
ね
。
だ
い
た
い
大
和
朝
廷
が
で

き
た
と
き
か
ら
日
本
人
の
一
番
大
事
な
精
神
が
抜
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
し
か
た
な
い
ね
。
だ
い
た
い
親
鸞
聖
人
に
お
い
て
も
道
教
の
思
想
が
ど
う
し
て
も
抜
け

が
た
く
入
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
に
は
横
と
い
う
よ
う
な
常
識
で
考
え
ら
れ
ん
こ
と
が
逆
に
そ
れ
が
自
然
な
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
常
識
で
考
え
て
い
る
自

然
だ
け
で
な
い
。
だ
か
ら
竪
超
、
横
超
と
い
う
二
超
の
考
え
方
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
わ
れ
わ
れ
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

四

■ 真理は逆説的激情
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そ
れ
で
、
そ
の
次
の
と
こ
ろ
に
な
る
と
、
二
雙
四
重
の
教
判
と
い
う
の
は
最
初
に
提
起
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
次
に
出
て
く
る
の
は
利
他
真
実
で
な
く
て
、
自

利
真
実
で
し
ょ
う
。
宗
祖
は
自
利
真
実
の
検
討
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
「
自
利
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
利
他
真
実
に
つ
い
て
二
種
と
は
書

い
て
い
な
い
。
で
す
か
ら
自
利
真
実
の
検
討
で
す
。

■

他

力

は

自

力

の

検

討

の

中

に

出

て

く

る

つ
ま
り
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
自
力
の
検
討
で
す
。
他
力
他
力
と
い
う
が
、
他
力
が
ど
こ
か
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
自
力
の
検
討
の
中
で
出
て
く
る
の
で
す
。

そ
れ
で
そ
の
自
利
真
実
の
二
種
の
一
つ
は
厭
離
真
実
と
、
も
う
一
つ
は
欣
求
真
実
で
す
。
と
こ
ろ
が
欣
求
真
実
と
い
う
も
の
が
な
ぜ
自
利
真
実
の
中
に
入
る
の
か
、
こ

れ
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
ね
。
「
二
に
は
欣
求
真
実

浄
土
門

易
行
道

横
出

他
力
」
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
前
の
二
雙
の
教
判
の
中
で
は
利
他
真
実
の
中
に
入

っ
て
い
る
。
利
他
真
実
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
自
利
真
実
に
つ
い
て
二
種
あ
り
」
の
中
に
欣
求
真
実
と
し
て
入
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
宗

祖
の
問
題
の
関
心
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
っ
た
ら
、
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
。

元
来
、
他
力
と
い
う
の
は
問
題
に
で
き
ん
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
自
力
の
悪
口
ば
っ
か
り
言
っ
て
、
他
力
他
力
と
い
っ
て
い
る
。
他
力
と
は
何
ぞ
や
と
い
う
こ
と
を

い
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
他
力
と
い
う
の
は
如
来
の
本
願
力
な
り
と
、
こ
う
い
わ
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
以
上
い
っ
た
ら
、
は
か
ら
い
で
す
。
で
す
か
ら
問
題
に
で
き
る
の
は
、
「
他
力
中
の
自
力
」
で
す
。
だ
か
ら
、
基
本
的
関
心
は
横
出
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

横
出
と
い
う
の
は
、
自
力
が
成
就
せ
ん
と
い
う
こ
と
で
な
い
か
ね
。
自
力
が
不
十
分
な
の
で
は
な
い
。
自
力
を
尽
く
せ
ば
尽
く
す
ほ
ど
自
力
が
じ
ゃ
ま
な
の
で
す
。
そ

う
で
は
な
い
か
ね
。
真
実
を
実
現
で
き
ん
の
は
自
力
が
不
十
分
な
の
で
は
な
い
。
尽
く
せ
ば
尽
く
す
ほ
ど
自
力
そ
の
も
の
が
障
碍
と
な
っ
て
い
る
事
実
に
気
が
つ
く
の

で
す
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
聖
道
門
を
捨
て
て
浄
土
門
に
入
る
と
い
っ
た
ら
、
自
力
が
不
十
分
だ
と
、
努
力
が
足
り
な
い
と
、
努
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ん
も
の

だ
と
い
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
尽
く
せ
ば
尽
く
す
ほ
ど
、
自
力
そ
の
も
の
が
真
実
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
自
力
が
不
十
分
な
の
で
は

な
い
。
自
力
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
す
。
自
力
そ
の
も
の
が
障
碍
だ
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
こ
の
厭
離
と
か
欣
求
と
い
う
分
類
の
し
か
た
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
自
力
だ
ろ
う
が
他
力
だ
ろ
う
が
、
自
利
だ
ろ
う
が
利
他
だ
ろ
う
が
菩
提
心
に
か
わ
り
は

な
い
。
菩
提
心
に
は
か
わ
り
が
な
い
が
、
動
機
と
そ
の
あ
り
方
の
違
い
で
す
。
厭
離
真
実
、
欣
求
真
実
と
宗
祖
は
こ
う
い
う
言
葉
に
し
て
し
も
う
と
る
か
ら
、
文
章
と

し
て
は
読
み
に
く
い
の
で
す
が
、
壊
し
た
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
「
散
善
義
」
の
中
に
は
、
厭
離
と
か
欣
求
と
い
う
言
葉
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
出
て
く
る
の

は
厭
離
の
か
わ
り
に
毀
厭
と
か
軽
慢
、
厭
捨
、
軽
賎
で
す
。
い
ち
い
ち
書
く
の
は
面
倒
く
さ
い
か
ら
や
め
て
い
る
の
だ
。
こ
う
い
う
表
現
の
仕
方
し
か
な
い
の
で
す
。

僕
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
、
宗
祖
が
こ
う
い
う
言
い
方
で
書
か
れ
る
の
は
。
前
後
あ
ら
へ
ん
の
で
す
わ
、
こ
れ
は
。
順
番
に
書
い
て
い
る
余
裕
は
あ
ら
へ
ん
。
ば
あ
っ
と

第四講 利他真実について、また二種あり。
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書
く
し
か
な
い
。
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
愚
禿
鈔
』
の
至
誠
心
釈
の
一
番
最
後
に
出
て
く
る
言
葉
か
ら
い
え
ば
、
「
宗
師
の
釈
文
を

案
ず
る
に
「
一
者
真
実
心
中
」
已
下
よ
り
「
自
他
凡
聖
等
善
」
に
至
る
ま
で
は
、
厭
離
を
先
と
な
し
、
欣
求
を
後
と
な
す
」
（
聖
典
四
三
九
頁
）
と
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
「
一
に
は
真
実
心
の
中
に
自
他
の
諸
悪
お
よ
び
穢
国
等
を
制
捨
し
て
、
行
住
座
臥
に
「
一
切
菩
薩
の
諸
悪
を
制
捨
す
る
に
同
じ
く
、
我
も
ま
た
か
く
の
ご
と

く
せ
ん
」
と
想
え
と
な
り
。
二
に
は
真
実
心
の
中
に
自
他
凡
聖
等
の
善
を
懃
修
す
べ
し
と
」
（
聖
典
四
三
六
頁
）
こ
こ
ま
で
で
す
。
こ
こ
ま
で
を
、
「
「
一
者
真
実
心

中
」
已
下
よ
り
「
自
他
凡
聖
等
善
」
に
至
る
ま
で
は
、
厭
離
を
先
と
な
し
、
欣
求
を
後
と
な
す
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
厭
離
と
い
う
の
は
制
捨
と
い
う
言
葉

で
出
て
い
る
。

文
章
（
宗
師
の
釈
文
）
の
順
番
か
ら
い
っ
た
ら
、
「
自
他
の
諸
悪
お
よ
び
穢
国
等
を
制
捨
し
て
」
、
そ
れ
か
ら
「
行
住
座
臥
に
「
一
切
菩
薩
の
諸
悪
を
制
捨
す
る
に

同
じ
く
、
我
も
ま
た
か
く
の
ご
と
く
せ
ん
」
と
想
え
と
な
り
」
と
、
そ
の
次
に
「
真
実
心
の
中
に
自
他
凡
聖
等
の
善
を
懃
修
す
べ
し
」
と
、
ま
さ
し
く
制
捨
が
先
で
懃

修
が
後
に
な
る
。
だ
か
ら
宗
祖
の
言
葉
と
し
て
は
「
厭
離
を
先
と
な
し
、
欣
求
を
後
と
な
す
」
の
順
番
と
し
て
、
こ
こ
で
は
書
か
れ
て
い
る
。

五

と
こ
ろ
が
次
の
文
章
に
な
る
と
、

す
な
わ
ち
こ
れ
難
行
道
、
自
力
竪
出
の
義
な
り
。
「
真
実
心
中
口
業
」
已
下
よ
り
「
自
他
依
正
二
報
」
に
至
る
ま
で
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
易
行
道
、
他
力
横
出
の
義

な
り
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
聖
典
の
四
三
七
頁
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
真
実
心
の
中
の
口
業
に
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
讃
嘆
す
べ

し
」
と
。
欣
求
が
先
に
あ
り
、
「
ま
た
真
実
心
の
中
の
口
業
に
三
界
六
道
等
の
自
他
の
依
正
二
報
苦
悪
の
事
を
毀
厭
し
」
と
、
厭
離
が
後
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
口

業
で
す
ね
。
次
に
身
業
の
ほ
う
は
、
「
ま
た
真
実
心
の
中
の
身
業
に
合
掌
し
礼
敬
し
て
四
事
等
を
し
て
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
供
養
し
た
て
ま
つ
れ
」
で

す
か
ら
、
欣
求
で
す
ね
。
合
掌
礼
敬
で
す
か
ら
。
そ
れ
か
ら
、
「
ま
た
真
実
心
の
中
の
身
業
に
こ
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を
軽
慢
し
厭
捨
す
べ
し
」
と
厭

離
が
後
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
次
に
意
業
で
す
。
意
業
も
同
じ
よ
う
に
、
「
ま
た
真
実
心
の
中
の
意
業
に
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
思
想
し
観
察
し
憶
念
し
て
」
と
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
欣
求
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
「
ま
た
真
実
心
の
中
の
意
業
に
こ
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を
軽
賎
し
厭
捨
す
べ
し
と
な
り
」
と
、
厭
離
を
後
に
し
て
い
る
。

■ 他力は自力の検討の中に出てくる
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そ
れ
が
聖
典
の
四
三
八
頁
の
終
わ
り
の
と
こ
ろ
に
、

ま
た
横
出
の
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
三
種
あ
り
。

一
に
は
口
業
に
欣
求
真
実

口
業
に
厭
離
真
実
な
り
、

（
聖
典
四
三
八
・
四
三
九
頁
）

と
い
う
順
番
に
な
っ
て
い
る
。
欣
求
が
先
で
厭
離
が
後
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
文
章
の
次
第
は
な
っ
て
い
る
。

で
す
か
ら
、
「
厭
離
を
先
と
な
し
、
欣
求
を
後
と
な
す
」
と
、
宗
師
の
釈
文
の
文
章
の
次
第
は
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
宗
祖
の
、
聖
典
の
四
三
八
頁
の

文
章
の
内
容
は
、

一
に
は
厭
離
真
実

聖
道
門

難
行
道

竪
出

自
力

竪
出
は
難
行
道
の
教
な
り
、
厭
離
を
も
っ
て
本
と
す

と
あ
る
で
し
ょ
う
。
「
厭
離
を
も
っ
て
先
と
す
」
で
な
い
。
そ
れ
か
ら
次
の
欣
求
真
実
の
と
こ
ろ
に
も
「
横
出
と
は
易
行
道
の
教
な
り
。
欣
求
を
も
っ
て
本
と
す
、
何

を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
願
力
に
由
っ
て
生
死
を
厭
捨
せ
し
む
る
が
ゆ
え
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
先
後
の
問
題
と
は
違
っ
て
、
今
度
は
本
末
の
問
題
に
置
き
換
え
ら
れ

て
い
る
。
た
ん
に
先
後
で
は
な
い
。
本
末
で
す
。

■

難

行

・

易

行

は

努

力

の

問

題

で

は

な

く

、

心

は

浅

深

の

問

題

つ
ま
り
こ
う
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
最
初
に
な
ぜ
「
厭
離
真
実
」
、
「
欣
求
真
実
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
で
真
実
を
示
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
も
う
一
歩
ふ
み
こ

ん
で
み
ま
す
と
、
龍
樹
菩
薩
の
難
行
・
易
行
で
す
ね
。
龍
樹
に
お
け
る
難
行
・
易
行
の
判
釈
の
基
準
は
ま
さ
し
く
陸
道
・
水
道
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
つ
ま
り

努
力
の
範
疇
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
厭
離
・
欣
求
の
範
疇
に
変
わ
っ
て
く
る
、
基
準
が
。
そ
う
す
る
と
難
行
・
易
行
と
い
う
内
容
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

人
間
の
努
力
の
問
題
で
は
な
い
。
人
間
の
努
力
の
問
題
で
難
行
道
・
易
行
道
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
欣
求
と
い
う
言
い
方
と
、
厭
離
と
い
う
言
い
方
で

す
ね
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
心
構
え
の
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
た
ん
に
努
力
の
問
題
で
は
な
い
。
も
っ
と
い
う
と
浅
深
の
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
浅
い
深
い
の
問
題
に
な

っ
て
く
る
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
真
実
と
い
う
も
の
は
、
人
間
の
心
が
浅
い
か
深
い
か
と
い
う
問
題
で
し
ょ
う
。
浅
深
の
問
題
に
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
至

誠
心
の
次
に
出
て
く
る
の
は
深
心
な
の
で
す
。

第四講 利他真実について、また二種あり。
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だ
い
た
い
三
心
釈
と
い
う
も
の
は
三
つ
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
一
者
至
誠
心
、
二
者
深
心
、
三
者
回
向
発
願
心
と
、
一
者
、
二
者
、
三
者
と
な
っ
て
い
る
。
一

者
、
一
者
、
一
者
で
は
な
い
。
だ
か
ら
聖
道
門
と
か
難
行
道
と
か
、
あ
る
い
は
浄
土
門
と
か
易
行
道
と
い
う
、
そ
の
言
葉
が
随
分
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
す
か

ね
。
難
行
道
・
聖
道
門
、
易
行
道
・
浄
土
門
と
い
う
言
葉
の
概
念
そ
の
も
の
の
内
容
が
随
分
大
き
く
変
化
し
て
く
る
。

宗
祖
の
こ
う
い
う
も
の
を
読
む
の
が
大
変
だ
と
い
う
の
は
、
こ
の
厭
離
真
実
と
い
う
と
き
に
は
欣
求
を
い
わ
ん
の
で
す
。
欣
求
真
実
の
と
き
に
は
厭
離
は
願
力
に
由

っ
て
厭
捨
す
る
。
厭
離
真
実
の
と
き
に
は
厭
離
し
か
な
い
。
欣
求
は
な
い
。
ふ
つ
う
考
え
て
い
る
の
は
欣
求
ば
っ
か
り
で
し
ょ
う
。
喧
嘩
し
と
っ
て
も
欣
求
や
な
い
か

ね
。
昔
か
ら
厭
離
為
本
と
か
欣
求
為
本
と
い
う
の
は
懴
悔
の
文
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
親
鸞
の
教
学
な
り
、
あ

る
い
は
そ
れ
に
先
立
つ
七
祖
の
教
学
な
ん
か
出
て
こ
ん
の
で
す
、
そ
う
い
う
言
葉
の
使
い
方
は
。
そ
れ
だ
け
に
逆
に
宗
祖
の
独
自
な
真
理
体
験
が
あ
る
。
従
来
の
教
学

用
語
で
は
間
に
あ
わ
ん
の
で
す
。
厭
離
と
か
欣
求
と
い
う
言
葉
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
厭
離
穢
土
と
か
欣
求
浄
土
と
い
う
よ
う
に
、
言
葉
の
類
型
と
し
て
は
あ
る
が
、

欣
求
真
実
と
か
厭
離
真
実
と
い
う
の
は
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
。

質

疑

自
利
利
他
と
い
う
概
念
は
菩
薩
行
と
い
い
ま
す
か
、
仏
道
の
基
本
的
な
、
大
乗
仏
教
の
基
本
概
念
で
し
ょ
う
。
自
利
利
他
円
満
す
る
の
が
目
標
と
い
い
ま
す
か
、

問

い

普
段
の
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
中
で
も
そ
れ
を
目
指
し
て
歩
み
、
あ
る
い
は
そ
う
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
く
る
と

い
う
よ
り
も
、
先
生
の
言
わ
れ
る
自
力
真
実
、
他
力
真
実
と
言
っ
た
ほ
う
が
、
自
利
利
他
が
は
っ
き
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

は
っ
き
り
す
る
け
ど
、
そ
う
し
ち
ゃ
あ
か
ん
の
で
す
。
菩
薩
の
概
念
を
も
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
つ
ま
り
仏
道
は
菩
薩
道
し
か
な
か
っ
た

藤

元

の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
凡
夫
道
と
し
て
開
こ
う
と
す
る
わ
け
だ
、
至
誠
心
釈
と
い
う
の
は
。
だ
か
ら
横
出
と
い
う
こ
と
が
中
心
概
念
に
な
る
。
菩
薩
道
だ
け
な
ら
聖
道

門
で
す
。
そ
れ
は
道
綽
で
は
明
確
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
道
綽
の
場
合
は
末
法
、
つ
ま
り
時
間
の
問
題
で
し
ょ
う
。
時
機
の
問
題
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
だ
い
た
い

三
心
釈
と
い
う
の
は
『
観
経
』
で
す
か
ら
韋
提
希
の
問
題
で
す
。
凡
夫
が
菩
薩
道
を
ど
う
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
仏
道
に
な
か
っ
た
概
念

で
し
ょ
う
。
凡
夫
な
ん
て
問
題
に
で
き
ん
。
真
実
を
求
め
る
も
の
に
し
か
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
大
乗
仏
教
で
す
、
菩
薩
道
で
す
か
ら
。
で
は
求
め
ん
も
の
は
ど
う
な

る
の
だ
。
だ
か
ら
そ
こ
が
自
利
利
他
…
…
、
曇
鸞
に
は
そ
こ
が
あ
る
、
利
他
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
。
菩
薩
道
だ
け
な
ら
自
利
利
他
で
い
い
。
自
利
利
他
円
満
で
す
。
し

か
し
自
利
利
他
円
満
と
い
う
の
は
回
向
門
の
中
に
出
て
く
る
の
で
す
か
ら
、
い
か
に
し
て
成
就
で
き
ん
も
の
を
、
真
実
を
求
め
ら
れ
ん
も
の
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問

■ 難行・易行は努力の問題ではなく、心は浅深の問題
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題
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
善
導
は
つ
か
む
の
で
す
。
利
他
な
る
真
実
の
あ
り
方
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
他
利
な
る
真
実
で
は
な
い
。
他
利
な
ら
菩
薩
道
で
い
い
。
利
他
で

す
。
だ
か
ら
横
出
の
課
題
な
ん
で
す
。
横
出
が
自
利
の
中
に
入
っ
て
く
る
の
で
す
。

乱
暴
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
自
力
の
中
に
成
就
し
た
他
力
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

問

い

い
や
自
力
の
中
の
他
力
は
な
い
。
親
鸞
は
そ
れ
は
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
。
他
力
の
中
に
自
力
は
あ
る
が
、
自
力
の
中
に
他
力
は
な
い
。
こ
れ
は
仮
名
聖
教
で

藤

元

も
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
僕
は
自
利
利
他
と
い
う
こ
と
を
何
と
か
他
の
言
葉
で
言
い
当
て
ら
れ
ん
か
と
思
う
の
で
す
が
ね
。
曽
我
先
生
は
、
あ
れ
は
曇
鸞
が
日
常
語

を
も
っ
て
き
た
も
の
だ
と
、
こ
う
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
あ
そ
れ
は
そ
の
通
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
ら
そ
れ
以
外
に
ど
う
い
う
表
現
が
あ
る
か
と
い
っ
た

ら
、
な
い
で
す
ね
。
曽
我
先
生
は
そ
う
言
わ
れ
る
だ
け
で
、
こ
う
い
う
言
葉
で
す
と
は
言
っ
て
お
ら
れ
な
い
。
他
に
言
葉
は
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
、
残
念
な
が

ら
。君

の
言
う
こ
と
は
い
っ
ぺ
ん
問
題
に
し
て
み
る
の
も
い
い
。
何
で
親
鸞
は
自
力
の
中
に
他
力
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
も
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。
『
観

経
』
と
い
う
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
あ
れ
は
。
『
観
経
』
の
隠
顕
、
顕
彰
隠
密
と
い
う
理
解
の
し
か
た
か
ら
い
え
ば
、
む
し
ろ
他
力
の
中
に
自
力
が
あ
る
と
い
う
よ

り
、
自
力
の
中
に
他
力
あ
り
と
言
っ
た
ほ
う
が
筋
が
通
る
。
そ
れ
を
親
鸞
は
な
ぜ
そ
う
い
わ
な
ん
だ
か
。
他
力
の
中
の
自
力
で
あ
り
、
自
力
の
中
の
他
力
で
は
な
い
と

な
ぜ
断
定
し
た
の
か
。

■

厭

離

は

退

屈

を

本

質

と

し

て

い

る

こ
の
厭
離
と
い
う
こ
と
は
、
僕
の
意
識
の
底
に
あ
る
の
は
厭
離
と
い
う
言
葉
よ
り
退
屈
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
欣
求
と
い
う
の
は
、
喜
び
で
し
ょ
う
。
喜
び
と
い

う
の
は
退
屈
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
厭
離
と
い
う
の
は
退
屈
を
本
質
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
む
し
ろ
厭
離
真
実
と
い
う
て
も
、
僕
の
言
葉
で
言
え
ば
、
そ
れ
は
厭
離
と
い

う
よ
り
退
屈
で
す
。
退
屈
は
死
で
す
。
魂
の
死
で
は
な
い
か
ね
。
宗
教
に
と
っ
て
求
道
に
と
っ
て
退
屈
と
い
う
の
は
三
定
死
で
は
な
い
か
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ち
ゃ

ん
と
心
得
て
お
か
ん
と
、
同
朋
会
運
動
で
も
十
五
年
経
っ
て
へ
た
ば
っ
て
き
た
と
い
う
け
ど
、
へ
た
ば
っ
て
き
た
と
い
う
よ
り
退
屈
し
て
き
た
の
だ
。
真
剣
に
求
め
ん

人
び
と
の
集
ま
り
な
ら
、
そ
り
ゃ
あ
同
朋
会
運
動
が
別
に
盛
ん
で
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
真
剣
に
求
め
る
人
が
退
屈
を
覚
え
て

き
た
と
い
う
こ
と
は
課
題
や
な
い
か
ね
。
た
だ
行
動
的
に
同
朋
会
運
動
が
へ
た
ば
っ
て
き
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
求
道
の
退
屈
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
ね
。
そ
れ
は
道
を
求
め
る
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
あ
る
。
求
め
ん
も
の
に
は
退
屈
も
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
れ
で
し
ょ
う
。
龍
樹
菩
薩
は
二
乗
地
に
堕
す
る
も
の
と
い
う

言
い
方
を
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
菩
薩
の
死
だ
と
。
地
獄
に
堕
ち
て
も
ま
た
這
い
上
が
っ
て
く
る
け
れ
ど
も
、
二
乗
地
に
堕
ち
た
ら
、
そ
れ
を
「
菩
薩
の
死
と
名
づ

く
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
退
屈
な
の
で
す
。
退
屈
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
自
力
で
は
で
き
ん
。
そ
の
自
力
を
失
っ
て
い
る
の
が
退
屈
で
す
か
ら
ね
。
一
生
懸

第四講 利他真実について、また二種あり。
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命
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
退
屈
す
る
。
自
力
の
本
質
と
い
う
も
の
を
一
番
象
徴
的
に
あ
ら
わ
す
な
ら
ば
、
厭
離
と
い
う
よ
り
退
屈
と
言
っ
た
ほ
う
が
僕
自
身
の
経
験
か
ら
い

う
と
い
い
。
道
元
が
そ
う
い
う
で
は
な
い
か
ね
。
「
仏
道
を
習
う
と
い
う
は
、
自
己
を
習
う
な
り
。
自
己
を
習
う
と
い
う
は
自
己
を
わ
す
る
る
な
り
」
（
『
正
法
眼

蔵
』
）
と
。
自
己
を
忘
る
る
と
い
う
の
は
退
屈
せ
ん
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
己
自
己
と
い
つ
も
言
っ
て
い
る
も
の
が
一
番
退
屈
し
て
い
る
の
で
す
。

「
自
己
を
忘
る
る
」
と
い
う
の
は
、
い
い
言
葉
で
す
ね
。
そ
れ
が
欣
求
で
し
ょ
う
。
浄
土
し
か
な
い
の
だ
、
欣
求
は
。
こ
な
い
だ
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
お
も
し
ろ
い

な
と
思
っ
た
の
は
、
何
の
番
組
か
忘
れ
た
が
、
人
間
、
腹
を
た
て
る
と
き
に
は
ほ
ん
ま
に
胃
袋
が
立
つ
ん
や
ね
。
横
に
な
っ
て
い
る
胃
袋
が
ピ
シ
ャ
ー
ッ
と
立
つ
。
そ

れ
か
ら
く
し
ゃ
く
し
ゃ
と
、
も
の
を
考
え
て
い
る
と
き
に
は
腸
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
る
ん
や
ね
。
あ
れ
で
は
胃
潰
瘍
に
な
る
わ
ね
。
（
笑
）

退
屈
の
反
対
概
念
と
い
っ
た
ら
、
何
で
し
ょ
う
か
。
厭
離
が
退
屈
と
す
る
な
ら
、
欣
求
の
ほ
う
は
…
…
。

問

い

感
動
だ
ろ
う
か
。

藤

元

反
対
概
念
と
い
う
考
え
方
は
い
か
ん
の
で
す
か
ね
。

問

い

そ
れ
は
い
か
ん
や
ろ
う
ね
。

藤

元

並
列
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

問

い

厭
離
と
い
う
場
合
に
は
ね
、
厭
離
は
力
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
欣
求
は
力
に
な
る
。
『
愚
禿
鈔
』
で
は
「
横
出
と
は
易
行
道
の
教
な
り
。
欣
求
を
も

藤

元

っ
て
本
と
す
、
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
願
力
に
由
っ
て
生
死
を
厭
捨
せ
し
む
る
が
ゆ
え
な
り
」
（
聖
典
四
三
八
頁
）
と
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
願
力
に
由
っ
て
」
と
あ

る
。
願
力
と
い
う
の
は
欣
求
力
の
こ
と
で
す
。
願
生
力
で
す
。
欣
求
が
そ
の
ま
ま
力
な
の
だ
。
お
経
に
書
い
た
本
願
み
た
い
な
こ
と
を
思
い
出
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な

こ
と
で
は
な
い
。
欣
求
と
い
う
願
生
力
、
願
生
力
だ
と
い
っ
て
い
い
ね
。
あ
な
た
方
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
い
や
な
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
と
き
に
酒
の
力
も
あ
る

が
、
酒
は
醒
め
た
ら
し
ま
い
だ
。
ほ
ん
と
う
に
喜
べ
た
ら
、
い
や
な
こ
と
は
忘
れ
る
で
し
ょ
う
。
い
や
な
こ
と
は
捨
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
奥
さ
ん
の
顔
み
た
ら
本
山

の
い
や
な
こ
と
は
忘
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ね
。
あ
ん
ま
り
例
え
は
上
等
で
は
な
い
が
…
…
。
（
笑
）

厭
離
と
い
う
の
は
厭
離
穢
土
で
す
か
。
言
葉
と
し
て
は
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
…
…
。

問

い

わ
か
ら
ん
わ
ね
。
そ
ん
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
わ
ね
。
欣
求
浄
土
や
ろ
。
僕
は
娑
婆
を
離
れ
る
の
は
い
や
や
。

藤

元

厭
離
真
実
と
い
う
言
い
方
の
ほ
う
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

問

い

そ
れ
は
こ
な
い
だ
宮
城
君
が
う
ま
い
こ
と
い
う
て
い
る
。
う
ま
い
こ
と
言
い
過
ぎ
て
よ
う
わ
か
ら
な
い
か
っ
た
が
…
…
。
厭
離
と
い
う
け
ど
厭
離
で
き
ん
の
で

藤

元

す
。
自
力
の
問
題
は
、
厭
離
も
で
き
な
く
な
る
。
つ
ま
り
少
な
く
と
も
退
屈
と
い
う
も
の
が
自
力
の
本
質
だ
と
い
う
こ
と
さ
え
心
得
て
も
ら
っ
て
お
け
ば
い
い
。
一
心

■ 厭離は退屈を本質としている



- 55 -

不
乱
に
や
っ
て
い
る
よ
う
や
け
ど
、
本
質
は
退
屈
な
の
だ
。
自
力
の
本
質
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
い
よ
う
に
な
る
。
退
屈
の

深
さ
と
い
う
の
は
退
屈
そ
の
も
の
も
で
き
ん
よ
う
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
か
ね
。
あ
ん
た
ら
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
か
ね
。
顔
見
て
い
る
と
退
屈
し
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
顔
し
て
い
る
。
（
笑
）

身
体
を
も
て
あ
ま
す
と
い
う
の
は
、
所
在
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
不
安
と
い
う
概
念
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
絶
望
す
ら
絶
望
し
て
い
る

状
況
で
す
、
退
屈
と
い
う
の
は
。
絶
望
す
ら
で
き
ん
よ
う
な
絶
望
で
す
。
何
か
に
絶
望
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
絶
望
に
も
絶
望
し
て
い
る
状
況
、
そ
う
い
う
、
つ
ま

り
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
死
ぬ
こ
と
も
で
き
ん
ほ
ど
の
苦
し
み
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
死
ぬ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

そ
れ
は
意
識
し
て
い
る
。
選
択
が
あ
る
。
し
か
し
死
ぬ
こ
と
も
で
き
ん
苦
し
み
が
あ
る
。
そ
れ
を
苦
と
い
う
の
で
す
。
三
定
死
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
ね
。
だ
か
ら
前
に
行
く
し
か
な
い
。
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
、
人
間
と
い
う
の
は
。
よ
く
よ
く
考
え
て
み
た
ら
前
に
行
く
し
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
我
今
回
ら
ば
ま
た
死
せ
ん
、
住
ま
ら
ば
ま
た
死
せ
ん
、
去
か
ば
ま
た
死
せ
ん
。
一
種
と
し
て
死
を
勉
れ
ざ
れ
ば
」
（
聖
典
二
一
九
頁
）
と
。
そ
う
す
る
と
前
に
行

く
し
か
な
い
。
い
ま
の
本
願
寺
み
た
い
や
。
い
ま
さ
ら
後
に
帰
る
こ
と
は
で
き
ん
。
嶺
藤
さ
ん
が
ど
っ
ち
に
転
ぼ
う
と
前
向
い
て
行
く
し
か
な
い
。
鬼
が
出
る
か
蛇
が

出
る
か
。
に
こ
に
こ
笑
っ
て
い
る
の
は
総
長
だ
け
や
。
あ
と
は
み
な
深
刻
な
顔
を
し
て
い
る
。
だ
け
ど
と
こ
と
ん
ま
で
考
え
て
み
る
と
、
人
間
と
い
う
の
は
い
つ
で
も

そ
う
い
う
場
所
に
立
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
前
を
向
い
て
行
く
し
か
な
い
。
で
す
か
ら
二
河
譬
で
も
、
あ
そ
こ
だ
け
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
我
「
前
に
向
こ
う
て
去
か
ん
」

と
。
そ
れ
ま
で
「
西
に
向
か
」
う
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
「
前
に
向
こ
う
て
去
か
ん
」
と
、
前
と
い
う
字
が
お
い
て
あ
る
。
だ
か
ら
欣
求
真
実
と
い
う
け
ど
、

そ
の
欣
求
と
い
う
の
は
「
前
に
向
こ
う
て
去
か
ん
」
と
い
う
内
容
を
も
っ
た
言
葉
で
す
ね
。
厭
離
と
い
う
の
は
後
向
き
に
歩
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

生
死
を
厭
捨
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
な
い
欣
求
は
な
い
。
つ
ま
り
「
前
に
向
こ
う
て
去
」
く
と
い
う
の
は
、
意
気
揚
々
と
行
く
わ
け
で
は
な
い
。
「
願
力
に

由
っ
て
生
死
を
厭
捨
せ
し
」
め
る
の
で
す
。
欣
求
と
い
う
と
喜
び
勇
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
け
ど
、
そ
う
で
は
な
い
。
歓
喜
で
も
そ
う
で
す
し
、
慶
喜
で
も
そ
う
で
す
。

内
容
は
や
は
り
「
願
力
に
由
っ
て
生
死
を
厭
捨
」
す
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
前
に
向
い
て
行
く
し
か
な
い
よ
う
な
状
況
に
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
生
死
の
経
験
を
、

生
死
を
厭
捨
す
る
と
い
う
も
の
を
、
去
か
ば
死
せ
ん
、
回
ら
ば
死
せ
ん
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
を
背
景
に
も
っ
た
言
葉
な
の
で
す
。
「
我
寧
く
こ
の
道
を
尋
ね
て

前
に
向
こ
う
て
去
か
ん
。
す
で
に
こ
の
道
あ
り
」
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
「
願
力
に
由
っ
て
生
死
を
厭
捨
せ
し
む
る
」
と
い
う
言
葉
を
内
容
と
し
た
と
き
に
、
は
じ
め
て

欣
求
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
こ
う
い
う
も
の
を
ぬ
き
に
欣
求
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

自
力
の
本
質
は
退
屈
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
退
屈
と
い
う
の
は
僕
は
避
け
る
（
忌
避
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

問

い

そ
れ
は
ま
あ
そ
う
で
す
。
自
力
と
い
う
の
は
、
だ
か
ら
退
屈
を
「
本
と
す
」
る
。
退
屈
と
い
う
こ
と
を
本
質
と
す
る
。
「
自
力
の
心
な
る
が
ゆ
え
に
」
と
い
っ

藤

元

第四講 利他真実について、また二種あり。
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た
場
合
に
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
逃
避
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

次
に
出
て
く
る
深
心
の
問
題
は
、
横
出
の
問
題
で
す
。
つ
ま
り
横
出
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
は
他
力
と
い
っ
て
い
る
け
ど
、
い
っ
ち
ま
え
ば
疑
惑
の
問
題
な
の
で
す
。

仏
智
を
疑
う
。
仏
智
が
信
じ
ら
れ
ん
。
信
じ
ら
れ
ん
と
い
う
け
ど
、
信
じ
ら
れ
ん
と
い
う
こ
と
は
理
解
の
問
題
で
は
な
い
。
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
や
め
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
念
仏
申
さ
ば
仏
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
。
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
に
な
ら
な
い
。
そ
の
問
題
の

追
求
で
す
。
深
心
、
回
向
発
願
心
と
い
う
の
は
一
貫
し
て
そ
の
問
題
を
追
求
し
て
い
る
。
結
論
は
出
て
い
る
の
で
す
。
結
論
は
先
に
あ
る
。
結
論
は
先
に
あ
る
が
身
が

つ
い
て
い
か
な
い
。
事
実
が
そ
う
な
ら
な
い
。
道
元
が
そ
う
で
は
な
い
で
す
か
。
「
本
来
自
性
心
」
、
つ
ま
り
本
来
、
人
間
は
仏
だ
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
は
天
台
の

教
学
で
す
。
し
か
る
に
な
ぜ
、
本
来
、
仏
な
ら
仏
に
な
ろ
う
と
す
る
努
力
が
い
る
の
か
。
そ
の
問
題
を
抱
え
て
わ
ざ
わ
ざ
中
国
ま
で
行
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
如
浄
に

会
う
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
な
ん
で
も
な
い
疑
問
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
大
変
な
問
題
で
す
ね
。
本
来
、
人
間
は
仏
だ
と
。
し
か
し
、
で
は
何
の
た
め
に
仏
に
な
る
努
力

が
い
る
の
か
。
そ
れ
を
解
決
し
た
言
葉
が
「
修
証
一
如
」
で
す
。
「
修
証
一
等
」
と
も
い
う
。
こ
れ
は
道
元
の
結
論
で
す
。
如
来
を
証
し
た
る
も
の
も
如
来
を
修
す
る

も
の
も
等
し
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
如
来
た
ら
ん
と
す
る
も
の
も
仏
で
あ
る
。
迷
う
て
い
る
仏
だ
と
い
う
言
い
方
で
す
。
ど
こ
か
道
元
に
は
僕
は
あ
い
い
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
僕
は
や
は
り
親
鸞
の
ほ
う
が
好
き
だ
な
あ
。
読
ん
で
い
る
と
、
ど
う
も
甘
い
ね
。

『
愚
禿
鈔
』
の
下
巻
は
疑
惑
を
問
題
に
し
て
い
る
。
信
じ
ら
れ
ん
自
分
を
み
つ
め
て
い
く
。
つ
ま
り
な
ぜ
、
如
来
を
疑
う
の
か
。
信
ず
る
よ
り
先
に
、
な
ぜ
如
来
を

疑
う
の
か
。
仏
法
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
仏
法
を
学
ぶ
こ
と
だ
。
だ
か
ら
仏
法
を
学
ぶ
。
信
じ
ら
れ
ん
の
な
ら
仏
法
を
学
ぶ
の
を
や
め
た
ら
い
い
の
だ
が
、
し
か
し
や

め
ら
れ
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
は
何
で
や
。
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
信
じ
ら
れ
ん
か
ら
と
い
っ
て
や
め
と
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

念
仏
し
た
ら
仏
に
成
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
至
誠
心
釈
の
と
こ
ろ
で
い
わ
れ
て
い
る
と

問

い

い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
れ
か
ら
深
心
釈
か
ら
横
出
の
問
題
だ
と
…
…
。

そ
れ
は
至
誠
心
は
「
真
実
な
り
」
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
深
心
と
い
っ
た
っ
て
回
向
発
願
心
と
い
っ
た
っ
て
、
そ
れ
は
至
誠
心
で
し
ょ
う
。
至
誠
心
の
外
に
あ

藤

元

り
ゃ
せ
ん
。
至
誠
心
を
「
真
実
な
り
」
と
訳
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
真
実
心
と
は
訳
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
善
導
自
身
が
そ
う
で
す
。
真
実
心
と
い
っ
た
ら
い
い
よ
う

な
も
の
だ
が
、
そ
う
い
っ
て
い
な
い
。
真
と
い
う
の
は
価
値
観
で
す
。
実
と
い
う
の
は
存
在
観
な
の
で
す
。
だ
か
ら
真
は
ど
う
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
実
が
あ
る
。

何
か
知
ら
な
い
が
、
あ
る
。
何
か
知
ら
な
い
が
は
な
さ
ん
も
の
が
あ
る
。

わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
は
理
で
い
う
念
仏
と
い
う
か
、
理
で
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
事
に
な
ら
な
い
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

問

い

そ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

藤

元

■ 厭離は退屈を本質としている
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至
誠
心
か
ら
の
展
開
で
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

問

い

だ
か
ら
『
大
経
』
の
「
至
心
信
楽
欲
生
我
国
」
の
至
心
の
「
心
」
を
宗
祖
は
「
種
」
と
訳
し
て
い
る
。
「
真
実
誠
種
の
心
」
と
。
種
と
い
う
の
は
核
で
す
。
核

藤

元

心
で
す
。
中
核
派
と
い
う
ね
。
核
、
種
で
す
。
心
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
真
理
に
種
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
真
理
が
種
で
す
。
真
理
が
核
で
す
。
だ
か
ら
至
誠
心

の
「
心
」
を
あ
え
て
省
く
の
で
す
。
「
至
誠
心
」
と
は
「
真
実
な
り
」
と
。
も
っ
と
い
え
ば
人
生
の
核
で
す
。
人
間
を
歩
ま
せ
て
い
る
も
の
。
た
と
え
ば
僕
な
ら
僕
と

い
う
人
間
が
生
き
て
い
る
と
い
う
核
で
す
。
こ
の
一
点
を
抜
い
た
ら
藤
元
正
樹
な
ん
て
屁
の
突
っ
張
り
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
人
間
が
生
き
て
い
る
こ
と

の
全
体
を
一
点
で
押
さ
え
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
至
心
で
な
い
か
ね
。
そ
れ
は
そ
の
人
が
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
至
心
が
そ
の
人
を
生
か
し
め
て
い
る
。

つ
ま
り
梅
な
ら
梅
の
核
ね
。
そ
れ
が
実
で
し
ょ
う
。
真
実
の
実
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
ら
求
道
な
ん
て
な
い
の
で
し
ょ
う
。
い
わ
ば
柿
の
種
が
柿
の
芽
を

ふ
き
、
柿
の
種
が
柿
の
木
と
な
り
、
柿
の
花
と
な
り
、
柿
の
実
と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
結
局
、
種
に
な
る
。
種
で
す
わ
。
種
が
な
か
っ
た
ら
生
き
て
い
る
と
は
い
え

ん
。
結
論
か
ら
結
論
へ
。
柿
の
種
は
柿
の
種
に
な
る
。
わ
か
っ
た
こ
と
だ
。
け
ど
柿
の
種
が
柿
の
種
に
な
る
た
め
に
は
芽
を
ふ
き
、
木
と
な
り
、
花
と
な
り
、
実
と
な

る
。
そ
し
て
種
と
な
る
。
そ
う
い
う
も
の
で
す
。
柿
の
種
か
ら
ス
イ
カ
が
で
き
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
酬
報
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
君
は
阿
弥
陀
さ
ん
に
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
君
は
君
に
な
る
。
そ
れ
は
わ
か
っ
て
い
る
。
あ
ん
た
自
身
が
何
か
に
な
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
の
も
の
に
な
っ
た
ら
変
や
な
い
か
ね
。
そ
れ

が
求
道
で
し
ょ
う
。
自
分
は
自
分
以
外
の
何
か
に
な
る
の
で
は
な
い
。
自
分
は
自
分
に
な
る
。
自
分
で
自
分
に
な
ろ
う
と
す
る
の
を
自
力
と
い
い
、
自
分
を
自
分
に
す

る
の
は
他
力
で
す
。
そ
う
で
は
な
い
か
ね
。
だ
か
ら
本
と
か
末
と
か
い
う
。

厭
離
を
本
と
し
て
自
分
に
な
ろ
う
と
す
る
。
欣
求
を
本
と
し
て
己
れ
と
な
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
や
は
り
ね
、
自
分
の
外
に
真
実
と
い
う
も
の
を
考
え
る
か
ら
、
厭

離
真
実
と
か
、
欣
求
真
実
と
か
を
。
し
か
し
厭
離
も
欣
求
も
自
分
の
内
容
で
し
ょ
う
。
厭
離
と
か
欣
求
と
か
と
い
う
の
は
自
分
の
心
に
起
こ
る
状
況
で
し
ょ
う
。
自
分

が
い
や
だ
と
い
う
と
こ
ろ
で
自
分
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
か
く
あ
り
た
い
と
い
う
か
た
ち
で
自
分
に
な
ろ
う
と
い
う
の
か
。
そ
の
起
こ
っ
て
く
る
欣

求
も
自
分
の
心
で
し
ょ
う
。
外
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
の
心
で
す
。
だ
か
ら
、
ど
ち
ら
を
本
と
す
る
の
か
と
い
う
の
が
あ
る
わ
け
だ
。
真
実
と
い
う
け
ど
、
僕

は
不
真
実
で
ど
こ
か
に
僕
で
な
い
真
実
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
が
私
に
お
い
て
真
実
で
あ
る
か
、
私
が
私
に
お
い
て
真
実
で
な
い
あ
り
方
を
し
て
い
る
か
で
し
ょ

う
。
い
わ
ば
背
伸
び
を
し
て
い
る
か
、
大
地
に
足
を
着
け
て
い
る
か
で
す
。
自
分
ほ
ど
自
分
が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
違
う
か
ね
。
い
っ
ち
ま
え
ば
柿
の
種
が
柿
の
木

に
な
っ
て
い
る
と
き
は
柿
の
種
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
違
う
あ
り
方
を
と
っ
て
い
る
。
違
う
あ
り
方
を
と
り
な
が
ら
、
し
か
し
柿
の
種
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
本
来
な
ら
に
ゃ
い
か
ん
。
な
ら
ず
に
終
わ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
中
夭
で
し
ょ
う
ね
。
つ
ま
り
無
量
寿
で
は
な
い
わ
ね
。
し
か
し
柿
の
木
に
な
ら
ん
か
っ
た
ら
柿
に
な

ら
な
い
。
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
柿
と
い
う
事
実
だ
け
は
一
貫
し
て
い
る
。
柿
が
栗
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

第四講 利他真実について、また二種あり。
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至
誠
心
と
い
う
の
は
種
か
ら
種
に
な
る
ま
で
一
貫
し
て
柿
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
わ
ば
柿
が
木
の
芽
に
な
ろ
う
と
花
を
咲
か
そ
う
と
大
木
に
な
ろ
う
と
、
そ
れ
は

全
部
至
誠
心
に
一
貫
さ
れ
て
い
る
。

人
間
が
心
身
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
も
つ
。
そ
し
て
一
切
が
…
…
。

問

い

至
誠
心
が
な
か
っ
た
ら
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
を
も
た
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
も
た
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
も
た
な
い
。
そ
の
一
点
を
押
さ
え
よ
う
と
す
る
。

藤

元

そ
の
一
点
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
し
ょ
う
。
禅
宗
の
公
案
に
「
仏
道
は
自
己
に
あ
る
」
と
い
っ
た
ら
、
「
お
前
は
自
分
を
知
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
が

人
間
を
知
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
た
と
。
こ
う
い
う
こ
と
は
大
事
や
ね
。
自
己
は
知
り
得
た
か
も
知
ら
な
い
が
人
間
は
知
っ
と
ら
ん
。
つ
ま
り
ね
、
う
ま
く
言
え
ん
が
、

人
間
を
知
っ
て
い
る
の
を
仏
と
い
う
の
で
は
な
い
か
ね
。
人
間
と
い
う
の
は
皆
人
間
だ
。
つ
ま
り
柿
の
種
は
一
つ
だ
け
ど
も
、
よ
お
け
種
は
な
る
わ
ね
。
し
か
し
み
な

一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
自
分
が
成
就
す
る
。
自
分
は
自
分
だ
け
で
成
就
す
る
の
で
な
い
。
人
間
だ
と
い
う

こ
と
。
誰
か
忘
れ
た
が
禅
の
有
名
な
坊
さ
ん
の
公
案
な
の
で
す
が
、
「
汝
は
自
己
を
知
れ
ど
も
、
未
だ
人
間
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
」
と
。
そ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
人

間
や
ね
。

至
誠
心
と
か
深
心
と
か
回
向
発
願
心
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
『
観
経
』
の
「
三
世
の
諸
仏
の
浄
業
の
正
因
」
（
聖
典
九
四
頁
）
と
し
て
の
三
福
と
違
う
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
違
う
。
三
世
諸
仏
と
い
う
場
合
は
、
ば
ら
ば
ら
で
す
。
そ
の
人
そ
の
人
の
定
散
二
善
の
浄
業
の
処
し
方
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。
「
自
己
を
知
る
を
諸
仏
と
名

づ
く
」
る
の
で
す
が
、
し
か
し
禅
の
坊
さ
ん
が
い
っ
て
い
る
「
汝
は
自
己
を
知
れ
ど
も
、
未
だ
人
間
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
」
と
い
う
言
い
方
は
非
常
に
…
…
、
人
間

で
す
。
む
し
ろ
諸
仏
そ
の
も
の
を
根
拠
づ
け
て
い
る
、
阿
弥
陀
仏
や
ね
。
そ
れ
は
自
己
と
は
い
え
ん
も
の
で
す
、
は
っ
き
り
い
う
と
。
つ
ま
り
至
誠
心
と
い
う
の
は
端

的
に
い
う
と
願
心
で
し
ょ
う
。
本
願
で
す
。
本
願
そ
の
も
の
で
す
。

言
葉
の
種
類
は
違
い
ま
す
ね
。
真
実
と
い
う
言
葉
と
願
と
い
う
の
は
…
…
。

問

い

至
誠
心
や
ろ
。

藤

元

え
え
。

問

い

そ
り
ゃ
違
う
わ
ね
。
至
誠
心
と
い
う
の
は
道
教
の
言
葉
で
す
。
漢
民
族
や
か
ら
、
こ
う
い
う
言
葉
を
使
う
の
だ
。
至
誠
通
天
と
い
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
言

藤

元

葉
し
か
な
い
か
ら
、
至
誠
心
と
い
う
。
漢
民
族
や
か
ら
、
こ
う
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
す
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
も
と
も
と
中
国
に
仏
教
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
あ
ら
わ
す
言
葉
が
な
い
。
『
大
経
』
の
中
に
も
道
教
と
い
う
言
葉
が
あ
る
わ
ね
。
道
教
と
い
う
言
葉
が
一
番
仏
教
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と

し
て
用
い
ら
れ
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
は
し
か
た
な
い
。
至
誠
心
と
い
う
の
は
僕
ら
で
も
違
和
感
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
し
か
た
な
い
で
す
、
翻
訳
し
た
言
葉
で
す
か
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ら
。
あ
な
た
方
は
そ
ん
な
こ
と
は
感
じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
僕
ら
が
中
学
時
代
に
至
誠
と
い
っ
た
ら
新
撰
組
や
ね
。
新
撰
組
が
『
観
経
』
の
三
心
の
一
番
最
初

に
出
て
く
る
と
、
何
か
お
か
し
か
っ
た
な
（
笑
）
。
義
に
依
り
て
語
に
依
る
な
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
心
得
て
お
か
な
い
か
な
い
で
す
ね
。

（
一
九
七
九
年
四
月
）
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宮
城

顗

述

第
五
講

第四講 利他真実について、また二種あり。
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第
五
講「

二
者
深
心
。
言

深
心

者
、
即
是
深
信
之
心
也
。
亦
有

二
種

、
一
者
決
定

深

信
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、
曠
劫

已
来
、
常
没
常
流
転

、

二

一

二

一

二

イ
フ

ト

ハ

チ

レ

シ
ム

リ

ニ

ハ

シ

テ

ス

ハ

ニ

レ

ノ

ヨ

リ
コ
ノ
カ
タ

ニ

シ

ニ

シ

テ

無

有

出
離
之
縁

。
二
者
決
定

深

信

彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願

摂

受

衆
生

、
無

疑
無

慮

、
乗

彼
願
力

、
定
得

往
生

二

一

下

二

一

レ

レ

二

一

中

シ

ト

コ

ト

ニ

ハ

シ

テ

ス

ト

ノ

ヲ
モ
テ

シ
タ
マ
フ

ヲ

ク

ヒ

ク

オ
モ
ン
パ
カ
リ

ズ
レ
バ

ノ

ニ

テ
ウ
ト

ヲ

。
」
文(
散
善
義)

上

今
斯
深
信
者
、
他
力
至
極
之
金
剛
心
、
一
乗
無
上
之
真
実
信
海
也

イ
マ
コ
ノ

ハ

二

一

二

一

二

一

二

一

按

文
意

、
就

深
信

有

七
深
信

、
有

六
決
定

ズ
ル
ニ

ノ

ヲ

テ

ニ

リ

リ

七
深
信
者

第
一
深
信
、
決
定

深

信

自
身

、
即
是
自
利
信
心
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

第
二
深
信
、
決
定

深

信

乗
彼
願
力

、
即
是
利
他
信
海
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

二

一

第
三

決
定

深

信
『
観
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

二

一

第
四

決
定

深

信
『
弥
陀
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

第
五

唯
信

仏
語

決
定

依

行

二

一

レ

ニ

ハ

ジ

ヲ

シ

テ

ル

ニ

第
六

依

此
経

深
信

二

一

ニ

ハ

テ

ノ

ヲ

ス

第
七

又
深
心
深
信
者
、
決
定

建

立

自
心

（
真
聖
全
二
・
四
六
七
頁
）

二

一

ニ

ハ

ノ

ハ

シ

テ

セ
ヨ
ト

ヲ

「
二
に
は
深
心
、
深
心
と
言
う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
。
ま
た
二
種
あ
り
。

一
に
は
決
定
し
て
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
深
信
す
べ
し
。
二
に
は
決

定
し
て
「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
、
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
、
疑
い
な
く
慮
な
く
か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
深
信
せ
よ
と
な
り
。
」
文

今
こ
の
深
信
は
他
力
至
極
の
金
剛
心
、
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
な
り
。

文
の
意
を
案
ず
る
に
深
信
に
つ
い
て
、
七
深
信
あ
り
、
六
決
定
あ
り
。

七
深
信
と
は
、
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第
一
の
深
信
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
な
り
。

第
二
の
深
信
は
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
信
海
な
り
。

第
三
に
は
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。
」

第
四
に
は
「
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
。
」

第
五
に
は
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
。
」

第
六
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。
」

第
七
に
は
「
ま
た
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。

（
聖
典
四
三
九
～
四
四
〇
頁
）

一

■

深

心

釈

今
回
か
ら
深
心
釈
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
深
心
釈
は
大
変
長
う
ご
ざ
い
ま
し
て
、
四
三
九
頁
か
ら
四
四
九
頁
ま
で
が
深
心
釈
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
長
い
釈
で
あ
り

ま
す
。
二
種
深
信
か
ら
、
さ
ら
に
開
い
て
七
深
信
と
い
う
こ
と
が
深
心
釈
の
内
容
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
七
深
信
の
う
ち
そ
の
第
一
が
機
の
深

信
、
二
か
ら
七
は
法
の
深
信
で
す
。
つ
ま
り
法
の
深
信
の
内
景
と
い
う
も
の
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
、
「
信
巻
」
（
聖
典
二
一
五
頁
）
に
深
心
釈
が
引
文

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
、
第
七
深
信
だ
け
が
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
一
七
頁
の
一
行
目
、
「
往
生
の
大
益
を
廃
失
す
べ
か
ら
ざ
れ
と
な
り
」
ま
で
が
第
六
深
信
、

そ
れ
か
ら
「
乃
至
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
「
乃
至
」
は
第
七
深
信
で
す
。
第
七
深
信
は
「
信
巻
」
に
は
引
か
れ
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
第
六
ま
で
で
す
ね
。
こ
の
第
七

深
信
は
、
「
化
身
土
巻
」
に
、

ま
た
深
心
の
深
信
と
は
、
決
定
し
て
自
心
を
建
立
し
て
、
教
に
順
じ
て
修
行
し
、
永
く
疑
錯
を
除
き
て
、
一
切
の
別
解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
・
異
執
の
た
め
に
退

失
傾
動
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
、
と
。

（
聖
典
三
三
五
頁
）

と
引
か
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
前
の
三
行
目
の
下
、
「
ま
た
決
定
し
て
」
か
ら
四
行
目
の
「
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
と
深
信
す
、
と
。
」
ま
で
が
第
三

深
信
で
す
。
つ
ま
り
第
三
深
信
は
「
化
身
土
巻
」
と
「
信
巻
」
の
両
方
に
出
て
い
る
。
そ
れ
が
三
三
五
頁
の
五
行
目
ま
で
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
乃
至
」
が
あ
っ
て
、

「
ま
た
深
心
の
深
信
と
は
」
と
、
第
七
深
信
が
出
て
く
る
。
第
七
深
信
は
こ
こ
に
だ
け
出
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
三
四
九
頁
の
三
行
目
に
、
「
ま
た
云
わ
く
、

ま
た
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
の
中
に
」
と
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
第
四
深
信
で
す
。
で
す
か
ら
第
三
と
第
四
は
、
「
信
巻
」
「
化
身
土
巻
」
の
両
方
に
出
て
い
る
。

第五講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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し
か
し
第
七
は
「
化
身
土
巻
」
だ
け
、
あ
と
は
「
信
巻
」
で
す
。
第
三
と
第
四
は
、
で
す
か
ら
自
力
と
他
力
と
、
い
わ
ゆ
る
隠
顕
の
両
方
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
り
ま
す
。
隠
顕
両
義
を
含
む
。
一
応
、
七
深
信
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
ま
ず
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
頭
に
お
い
て
も
ら
っ
て
話
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

の
至
誠
心
釈
か
ら
深
心
釈
へ
移
る
、
そ
の
関
わ
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
回
に
藤
元
君
が
「
た
ん
に
努
力
の
問
題
で
は
な
い
。
も
っ
と
い
う
と
浅
深
の
問
題
に
な

っ
て
く
る
。
浅
い
深
い
の
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
…
…
だ
か
ら
至
誠
心
の
次
に
出
て
く
る
の
は
深
心
な
の
で
す
」
と
、
ふ
れ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
浅
深
の
問
題

で
す
。
人
間
の
心
が
浅
い
か
深
い
か
と
い
う
言
い
方
に
な
っ
て
い
ま
す
が
…
…
。

■

信

心

に

浅

い

深

い

が

あ

る

文
に
即
し
て
い
う
と
、
信
心
が
浅
い
か
深
い
か
と
い
う
問
題
で
す
。
も
っ
と
い
い
ま
す
と
、
深
心
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
善
導
大
師
は
信
心
の
浅
い
深
い
と
い
う
問

題
を
み
た
。
信
心
に
浅
い
深
い
が
あ
る
。
信
心
と
い
え
ば
深
心
と
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
そ
こ
に
浅
い
あ
り
方
、
深
い
あ
り
方
が
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
こ
と
が
決
定

的
な
意
味
を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
、
深
心
と
い
う
経
典
の
言
葉
の
中
に
読
み
と
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
「
二
に
は
深
心
、
深
心
と
言
う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信

の
心
な
り
」
と
、
ま
ず
深
心
釈
の
最
初
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
「
す
な
わ
ち
こ
れ
」
と
い
う
の
は
善
導
の
発
見
で
す
。
善
導
が
見
い
だ
し
た
。
深
い

心
と
い
う
は
「
す
な
わ
ち
こ
れ
」
深
く
信
ず
る
心
だ
と
、
「
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
」
と
。
そ
こ
に
、
こ
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
善
導
の
う
な
ず
き
が
「
即

是
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
そ
こ
に
、
「
深
信
の
心
」
、
深
く
信
ず
る
心
と
い
う
、
そ
の
信
ず
る
と
い
う
の
は
、
「
至
心
信
楽
欲
生
」
の
信
楽
で
す
ね
。
こ
の
信
楽
と
い
う
言
葉
で
直

接
釈
さ
れ
て
い
ま
す
の
は
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
の
一
番
最
初
で
す
ね
。
十
八
願
文
が
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
釈
文
に
、

信
楽
と
い
う
は
、
如
来
の
本
願
、
真
実
に
ま
し
ま
す
を
、
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
ふ
か
く
信
じ
て
う
た
が
わ
ざ
れ
ば
、
信
楽
と
も
う
す
な
り
。

（
聖
典
五
一
二
頁
）

と
、
そ
こ
に
「
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
ふ
か
く
信
じ
て
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て
宗
祖
は
釈
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
も
と
づ
く
と
こ
ろ
は
善
導
大
師
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
『
文
類
聚
鈔
』
の
ほ
う
で
は
、
「
深
心
す
な
わ
ち
こ
れ
真
実
の
信
心
な
り
」
（
聖
典
四
一
九
頁
）
と
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
ヵ
所
「
信
巻
」
に
「
二
つ
に
は
深
心
、

す
な
わ
ち
こ
れ
真
実
の
信
心
な
り
」
（
聖
典
二
二
二
頁
）
と
。
深
心
は
、
真
実
の
信
心
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
ま
ず
注
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
直
接
に
は
「
深
」
と
い
う
言
葉
を
お
さ
え
て
「
化
身
土
巻
」
に
、

こ
こ
を
も
っ
て
『
大
経
』
に
は
「
信
楽
」
と
言
え
り
。
如
来
の
誓
願
疑
蓋
雑
わ
る
こ
と
な
き
が
ゆ
え
に
「
信
」
と
言
え
る
な
り
。
『
観
経
』
に
は
「
深
心
」
と
説
け

り
。

（
聖
典
三
四
〇
頁
）

■ 信心に浅い深いがある
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と
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
楽
が
深
心
だ
と
。
そ
し
て
「
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
が
ゆ
え
に
「
深
」
と
言
え
る
な
り
」
と
。
深
い
と
い
う
の
は
諸
機
の
浅
信
、
浅
い
信
心

に
対
し
て
深
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
小
本
』
に
は
「
一
心
」
と
言
え
り
、
二
行
雑
わ
る
こ
と
な
き
が
ゆ
え
に
「
一
」
と
言
え
る
な
り
。
ま
た
一
心
に
つ
い
て
深
あ
り
浅
あ
り
。
「
深
」
と
は
利
他
真
実

の
心
こ
れ
な
り
、
「
浅
」
と
は
定
散
自
利
の
心
こ
れ
な
り
。

（
聖
典
三
四
〇
頁
）

と
。
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
言
葉
で
「
化
身
土
巻
」
の
深
心
の
「
深
」
の
御
自
釈
が
注
意
を
ひ
く
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
「
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
が
ゆ
え
に
」
と
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
諸
機
に
浅
い
信
心
、
浅
信
と
深
信
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
諸
機
の
信
心
に
浅
い
信
心
と
深
い
信
心
と
両
方
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち

の
浅
い
ほ
う
に
対
し
て
深
信
と
い
う
の
で
は
な
い
。
言
う
な
ら
ば
諸
機
の
信
心
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
浅
い
の
だ
と
い
う
意
味
が
あ
る
わ
け
で
す
。
『
論
註
』
の
仏
荘
厳

八
種
の
中
の
衆
功
徳
成
就
の
と
こ
ろ
に
、
「
所
有
の
大
衆
の
諸
根
の
性
欲
種
種
不
同
な
り
」
（
真
聖
全
一
・
三
〇
二
頁
）
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
諸
機
の
諸
根
性
欲

種
種
不
同
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
そ
の
後
に
「
衆
不
純
浄
」
と
。
そ
の
「
衆
」
と
い
う
字
に
「
す
べ
て
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
い
る
。
す
べ
て
純
浄
な
ら
ず
と
。
つ
ま
り
諸
根
性
欲
種
種
不

同
だ
と
。
大
衆
の
、
人
び
と
の
根
性
欲
で
す
。
根
は
根
機
、
性
は
本
性
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
こ
の
身
に
そ
な
わ
っ
た
性
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
未
来
に
向
っ
て

の
意
欲
で
す
ね
、
そ
れ
が
欲
。
そ
の
根
性
欲
と
い
う
も
の
は
種
種
不
同
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
衆
て
純
浄
な
ら
ず
」
と
。
こ
の
「
衆
」
と
い
う
字
は
ふ
つ
う
は
「
お
お

く
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
衆
生
の
衆
と
い
う
字
に
は
「
す
べ
て
」
と
い
う
意
味
は
な
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
ふ
つ
う
に
読
め
ば
「
お
お
く
純
浄
な
ら
ず
」
で
す
。

純
浄
な
る
も
の
も
お
る
が
、
だ
い
た
い
、
お
お
く
は
純
浄
で
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
親
鸞
聖
人
は
そ
れ
を
「
す
べ
て
」
と
ル
ビ
を
ふ
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か

ら
、
そ
こ
に
は
根
性
欲
、
つ
ま
り
人
間
の
根
性
欲
を
立
場
と
す
る
か
ぎ
り
純
浄
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
諸
機
の
浅
信
」
（
聖
典
三
四
〇
頁
）
と
あ
り
ま
す
が
、

「
諸
機
」
は
そ
れ
ぞ
れ
上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
根
機
に
は
不
同
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
個
人
的
な
根
機
を
立
場
と
す
る
か
ぎ
り
、

そ
の
信
心
は
不
純
だ
と
、
純
浄
な
ら
ず
と
。
『
論
註
』
の
衆
功
徳
成
就
に
お
け
る
宗
祖
の
こ
う
い
う
読
み
で
す
ね
。
人
間
の
根
性
欲
に
立
つ
か
ぎ
り
純
浄
で
な
い
、
す

べ
て
純
浄
で
な
い
。

■

人

間

の

根

機

を

根

拠

と

す

る

信

心

で

あ

る

か

ぎ

り

浅

信

つ
ま
り
、
根
機
が
す
ぐ
れ
て
い
よ
う
が
、
劣
っ
て
い
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
自
力
に
立
つ
か
ぎ
り
純
浄
で
な
い
。
純
粋
で
清
ら
か
で
な
い
。
そ
の
意
味
を
お
さ

え
ま
す
と
、
い
ま
の
「
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
」
と
い
う
、
そ
の
言
葉
は
諸
機
の
中
の
浅
深
と
い
う
の
で
な
い
。
お
お
よ
そ
諸
機
の
信
は
浅
信
だ
。
人
間
を
根
拠
と
す

る
、
人
間
の
力
、
人
間
の
根
機
を
根
拠
と
す
る
信
心
で
あ
る
か
ぎ
り
「
浅
信
」
だ
と
。

第五講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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藤
元
君
の
講
義
で
は
、
「
自
利
真
実
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
真
実
を
自
分
の
も
の
に
す
る
、
私
有
化
と
い
う
こ
と
、
真
実
を
私
有
化
し
て
し
ま
う
。
自
利
真
実
で
す
。

つ
ま
り
自
力
に
立
つ
か
ぎ
り
、
真
実
を
自
分
の
も
の
に
す
る
、
私
有
化
す
る
。
自
分
の
上
に
実
現
す
る
。
で
す
か
ら
宗
祖
は
浅
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
「
浅
と
は

定
散
自
利
の
心
こ
れ
な
り
」
（
聖
典
三
四
〇
頁
）
と
。
定
散
自
利
の
心
と
い
う
の
は
、
自
力
に
お
け
る
宗
教
心
の
す
べ
て
で
し
ょ
う
。
い
わ
ゆ
る
宗
教
心
と
い
う
の
は
、

定
散
自
利
の
心
に
お
さ
ま
る
。
定
善
・
散
善
、
そ
れ
を
す
べ
て
「
浅
」
と
お
さ
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
自
己
関
心
を
離
れ
な
い
。
信
心
と
い
っ
て
も
信
心
が
ど
こ
ま
で

も
自
己
関
心
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
罪
福
の
心
で
す
。
罪
福
信
で
す
。
つ
ま
り
、
罪
を
お
か
せ
ば
悪
い
報
い
を
う
け
、
福
を
植
え
れ
ば
善
い
結
果
を
う
る
と

い
う
、
そ
の
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
の
こ
と
を
期
待
し
て
罪
を
お
そ
れ
、
福
を
主
張
す
る
。
善
根
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
そ
こ
で
は
善
悪
の
分
別
と
い
う
も
の
が
離
れ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
深
心
釈
と
い
う
も
の
が
、
端
的
な
言
葉
と
し
て
は
『
歎
異
抄
』
の
後
序
の
文
に
、

聖
人
の
つ
ね
の
お
お
せ
に
は
、
「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。
さ
れ
ば
、
そ
く
ば
く
の
業
を
も
ち
け

る
身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ
よ
」
と
御
述
懐
そ
う
ら
い
し
こ
と
を
、
い
ま
ま
た
案
ず
る
に
、
善
導
の
、

「
自
身
は
こ
れ
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
つ
ね
に
し
ず
み
、
つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
身
と
し
れ
」
（
散
善
義
）
と
い

う
金
言
に
、
す
こ
し
も
た
が
わ
せ
お
わ
し
ま
さ
ず
。
さ
れ
ば
、
か
た
じ
け
な
く
、
わ
が
御
身
に
ひ
き
か
け
て
、
わ
れ
ら
が
、
身
の
罪
悪
の
ふ
か
き
ほ
ど
を
も
し
ら
ず
、

如
来
の
御
恩
の
た
か
き
こ
と
を
も
し
ら
ず
し
て
ま
よ
え
る
を
、
お
も
い
し
ら
せ
ん
が
た
め
に
て
そ
う
ら
い
け
り
。
ま
こ
と
に
如
来
の
御
恩
と
い
う
こ
と
を
ば
さ
た
な

く
し
て
、
わ
れ
も
ひ
と
も
、
よ
し
あ
し
と
い
う
こ
と
を
の
み
も
う
し
あ
え
り
。

（
聖
典
六
四
〇
頁
）

と
。
こ
れ
が
浅
信
で
す
ね
。
「
ま
こ
と
に
如
来
の
御
恩
と
い
う
こ
と
を
ば
さ
た
な
く
し
て
、
わ
れ
も
ひ
と
も
、
よ
し
あ
し
と
い
う
こ
と
を
の
み
も
う
し
あ
え
り
」
と
、

こ
れ
は
罪
福
信
で
し
ょ
う
。

■

機

の

深

信

が

罪

福

信

を

破

る

つ
ね
に
善
悪
で
す
。
つ
ま
り
、
よ
し
あ
し
を
分
別
す
る
。
つ
ま
り
機
の
深
信
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
罪
福
信
を
破
る
信
心
の
す
が
た
で
す
。
機
の
深
信
が
罪
福
信

を
破
る
。
機
の
深
信
と
い
う
の
で
す
が
、
自
分
な
ん
て
見
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
自
分
な
ん
て
も
の
は
見
え
な
い
し
、
見
て
も
見
え
な
い
。
自
分
の
ほ
ん
と
う

の
姿
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
い
る
か
ら
大
き
な
顔
を
し
て
生
き
て
お
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
意
味
か
ら
い
え
ば
、
自
分
を
み
つ
め
る
な
ん
て
こ
と
は
、
ど
ん
な
バ
ケ
モ
ノ
よ
り
も
お
っ
か
な
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
醜
い
も
の
よ
り
も
醜
い
も
の

で
す
。
「
ガ
マ
の
油
」
の
話
が
あ
り
ま
す
が
、
ガ
マ
を
鏡
の
中
に
入
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
四
方
八
方
ど
っ
ち
を
向
い
て
も
自
分
の
姿
し
か
見
え
な
い
。

そ
う
す
る
と
自
分
の
醜
い
姿
を
見
て
油
汗
を
流
す
。
そ
こ
で
ガ
マ
の
油
を
と
る
の
だ
そ
う
で
す
ね
。
な
ん
と
お
っ
か
な
い
も
の
が
お
る
の
だ
ろ
う
と
、
汗
ダ
ラ
ダ
ラ
流

■ 機の深信が罪福信を破る
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し
て
い
る
。
し
か
し
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
そ
れ
は
自
分
自
身
の
姿
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
自
己
を
み
つ
め
る
と
い
っ
て
も
、
み
つ
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
し
か
、
わ
れ
わ
れ
は
み
つ
め
な
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
自
己
の
姿
と
い
う
も
の
を
宗
祖
は
地
獄
一
定
と
い
わ
れ
た
。
地
獄
一
定
と
い
う
こ
と
は
、
浄
土
の
願
力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
地
獄
一
定
と
い
う

こ
と
は
い
え
な
い
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
自
分
を
み
つ
め
て
お
る
つ
も
り
で
、
そ
れ
こ
そ
前
に
申
し
ま
し
た
曇
鸞
大
師
の
お
言
葉
の
「
長
寝
大
夢
」
（
真

聖
全
一
・
二
八
七
頁
）
で
す
。
長
く
大
夢
に
寝
る
。
求
め
努
力
し
て
お
る
つ
も
り
で
、
じ
つ
は
大
夢
に
寝
て
お
る
。
大
き
な
夢
の
中
に
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
。
自
己
幻
想

を
一
歩
も
出
な
い
。
自
己
へ
の
期
待
、
自
己
へ
の
執
心
を
一
歩
も
出
な
い
。
そ
こ
に
深
心
釈
の
機
の
深
信
の
文
に
、

「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
深
信
す
べ
し
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
、
こ
う
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
決
し
て
自
分
と
い
う
も
の
を
「
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
云
々
と
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
と
い
う
も
の
は

そ
う
い
う
も
の
だ
と
解
釈
す
る
の
で
は
な
い
。
分
別
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
端
的
に
、
先
ほ
ど
見
ま
し
た
七
深
信
、
宗
祖
が
『
愚
禿
鈔
』
で
あ
げ
ら
れ
ま
す
、
七

深
信
の
と
こ
ろ
で
は
、
第
一
の
深
信
は
簡
単
に
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
（
聖
典
四
四
〇
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
の
あ
る
姿
を
深
信
す
る
の

で
は
な
い
。
見
る
の
で
は
な
い
。
自
身
は
何
々
で
あ
る
、
と
信
ず
る
の
で
は
な
い
。
宗
祖
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
、
あ
と
の
言
葉
を
削
っ
て
し
ま
わ
れ

た
。
機
の
深
信
の
文
か
ら
で
す
ね
。
「
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
」
と
い
う
そ
の
言
葉
を
全
部
削
っ
て
、
端
的
に
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
。
長

い
か
ら
省
略
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
以
外
に
自
身
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
己
を
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
分
別
す
る
の
で
は
な
く
て
、
ま
さ

に
そ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
自
己
を
信
ず
る
の
だ
。

二

ち
ょ
っ
と
元
へ
戻
り
ま
し
て
、
「
深
心
と
言
う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
」
（
聖
典
四
三
九
頁
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
て
、
「
ま
た
二
種
あ
り
」
と
い

う
言
葉
が
お
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
ま
た
二
種
あ
り
」
と
い
う
の
は
、
前
の
至
誠
心
釈
に
も
二
種
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
至
誠
心
釈
で
は
「
ま
た
真
実
に
二
種
あ

り
。
一
に
は
自
利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
な
り
」
（
聖
典
四
三
六
頁
）
と
い
う
、
こ
の
こ
と
を
う
け
て
、
深
心
釈
に
も
「
ま
た
二
種
あ
り
」
と
。
「
ま
た
二
種
」
と

い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
灘
本
愛
慈
氏
の
『
愚
禿
鈔
』
講
義
で
は
、
こ
の
深
心
釈
の
二
種
は
、
至
誠
心
釈
の
真
実
に
二
種
あ
り
と
い
う
自
利
真
実
・
利
他
真
実
に
対
し
て
、
こ
の
後
に
、

第五講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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機
の
深
信
・
法
の
深
信
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
こ
の
二
種
は
、
信
機
・
信
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
至
誠
心
釈
の
二
種
は
自
利
と
利
他
で
す
。
深
心
釈
の
二
種
は
信

機
・
信
法
、
機
を
信
ず
る
の
と
、
法
を
信
ず
る
の
二
種
だ
と
、
こ
う
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
で
な
い
と
は
い
え
な
い

の
で
す
が
、
し
か
し
同
時
に
注
意
を
引
き
ま
す
の
は
、
第
一
の
機
の
深
信
の
と
こ
ろ
を
「
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
」
、
第
二
の
法
の
深
信
の
と
こ
ろ
を
「
す
な
わ

ち
こ
れ
利
他
の
信
海
」
と
、
そ
こ
に
自
利
・
利
他
と
い
う
言
葉
を
お
い
て
あ
る
。
や
は
り
そ
こ
に
自
利
・
利
他
の
二
種
を
み
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
そ
の
自
利
・
利
他
は
、
い
ま
ま
で
読
ん
で
き
ま
し
た
と
こ
ろ
で
了
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
『
愚
禿
鈔
』
に
お
き
ま
す
自
利
・
利
他
は
、
自
力
と

他
力
で
す
ね
。
自
利
・
利
他
は
自
力
と
他
力
を
あ
ら
わ
す
。
こ
こ
で
有
名
な
能
登
の
頓
成
の
異
安
心
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
機
の
深
信
は
自
利
の
信
心
で

あ
る
。

こ
の
自
利
と
い
う
の
は
自
力
で
す
。
だ
か
ら
機
の
深
信
は
自
力
だ
と
い
う
こ
と
で
頓
成
の
異
安
心
問
題
が
や
か
ま
し
く
起
こ
っ
た
。
で
す
か
ら
機
の
深
信
は
自
利
の

信
心
と
い
う
、
こ
の
言
葉
が
大
変
や
っ
か
い
な
言
葉
と
し
て
い
ま
ま
で
問
題
に
さ
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

南
条
神
興
師
な
ど
は
、
こ
れ
を
会
通
し
ま
し
て
、
こ
の
自
利
の
信
心
と
い
う
の
は
、
自
力
無
効
と
信
ず
る
信
心
だ
と
、
そ
う
い
う
あ
る
意
味
で
は
た
く
み
な
会
通
を

し
た
。
そ
こ
で
こ
の
自
力
で
す
が
、
そ
こ
に
注
意
を
ひ
き
ま
す
の
は
、
宗
祖
が
四
三
九
頁
の
最
後
の
行
に
二
種
深
信
を
ま
ず
あ
げ
て
、
そ
こ
で
御
自
釈
が
お
い
て
あ
り

ま
す
ね
、

今
こ
の
深
信
は
他
力
至
極
の
金
剛
心
、
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
な
り
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
二
種
深
信
と
二
種
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
二
つ
別
々
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
で
な
い
。
二
種
深
信
の
体
は
一
つ
、
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
」
だ
。

「
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
」
で
す
。
他
力
至
極
の
金
剛
心
の
い
わ
ば
相
と
い
い
ま
す
か
、
意
義
か
ら
い
え
ば
二
つ
、
機
の
深
信
・
法
の
深
信
。
機
の
深
信
は
自
力
で
法

の
深
信
は
他
力
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
、
と
も
に
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
」
で
す
。
つ
ま
り
他
力
回
向
の
大
信
心
で
す
ね
。
他
力
回
向
の
信
心
で
す
。
他
力
回
向

の
信
と
い
う
も
の
を
、
意
義
を
も
っ
て
二
つ
に
分
け
た
。
機
・
法
二
種
深
信
と
し
て
二
つ
に
分
け
る
。
二
つ
に
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
力
回
向
の
信
と
い
う
一
つ
の

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

■

深

信

の

問

題

は

横

出

の

問

題

そ
こ
に
機
の
深
信
の
む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
に
藤
元
君
が
「
深
信
の
問
題
は
横
出
の
問
題
だ
」
と
注
意
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
二
十
願
の
問
題
だ
と
。
つ

ま
り
、
他
力
の
中
の
自
力
で
す
。
横
出
と
い
う
こ
と
が
む
ず
か
し
い
問
題
な
ん
で
す
。
な
に
か
は
じ
め
に
問
題
ば
か
り
を
い
ろ
い
ろ
と
ふ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

あ
ら
た
め
て
深
信
の
問
題
は
横
出
の
問
題
だ
と
い
う
藤
元
君
の
指
摘
は
、
じ
つ
は
こ
こ
の
「
自
利
の
信
心
」
、
「
利
他
の
信
海
」
と
い
う
表
現
で
展
開
し
て
い
る
こ
と

■ 深信の問題は横出の問題
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を
ま
ず
み
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

三

こ
の
自
力
と
い
う
言
葉
は
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
能
登
の
頓
成
の
異
安
心
問
題
な
ど
も
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
曽
我
先
生
は
自
力
と
い
う
言
葉
に
二

つ
の
意
義
を
み
て
お
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
妄
念
妄
想
と
し
て
の
自
力
、
自
己
の
分
別
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
自
利
真
実
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
自
力
と
い
う

の
は
真
実
、
つ
ま
り
真
実
の
自
力
で
す
。
真
実
の
自
力
と
い
う
の
は
、
他
力
が
私
の
力
と
な
る
。
本
願
力
回
向
の
信
が
私
の
上
に
、
私
の
力
と
し
て
成
就
す
る
。
つ
ま

り
回
向
の
力
を
真
実
の
自
力
と
い
っ
た
。
他
力
が
他
力
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
な
ら
回
向
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

他
力
回
向
と
は
、
他
力
が
私
の
力
と
し
て
は
た
ら
く
。
私
の
上
に
は
た
ら
く
。
つ
ま
り
、
こ
の
あ
と
に
、
法
の
深
信
の
と
こ
ろ
で
乗
彼
願
力
で
す
ね
。
「
疑
い
な
く

慮
な
く
か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば
」
（
聖
典
四
三
九
頁
）
と
あ
り
ま
す
が
、
疑
い
な
く
慮
な
く
か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば
願
力
が
私
の
力
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
自
利
の

信
心
、
自
力
と
、
こ
う
曽
我
先
生
が
自
力
と
い
う
言
葉
に
…
…
。
自
力
と
い
え
ば
全
部
、
妄
念
妄
想
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
他
力
回
向
の
大
信
海
の
力
だ
と
。
で
す

か
ら
そ
こ
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
お
さ
え
て
み
ま
す
と
、
二
種
深
信
と
い
っ
て
も
、
機
の
深
信
が
肝
要
な
ん
で
し
ょ
う
。
他
力
が
私
の
上
に
私
の
力
と
し
て
は
た
ら

く
…
…
。
で
す
か
ら
二
種
深
信
と
い
い
ま
し
て
も
、
そ
の
肝
要
は
機
の
深
信
で
す
。
機
の
深
信
に
お
い
て
法
が
具
体
化
す
る
。
そ
う
い
う
点
で
二
種
深
信
の
お
言
葉
を

み
ま
す
と
、
宗
祖
が
、
機
の
深
信
の
ほ
う
は
、

一
に
は
決
定
し
て
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
深
信
す
べ
し
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
、
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
法
の
深
信
の
ほ
う
で
は
、

二
に
は
決
定
し
て
「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
、
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
、
疑
い
な
く
、
慮
な
く
か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
深
信
せ
よ
と
な

り
。

（
同

頁
）

と
。
法
の
深
信
で
は
「
深
信
せ
よ
と
な
り
」
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
意
味
で
は
非
常
に
間
接
的
で
す
ね
。
機
の
深
信
の
ほ
う
は
「
深
信
す
べ
し
」
と
、
直
接
命
令
で
す
。

直
接
形
で
す
。
法
の
深
信
の
ほ
う
は
「
深
信
せ
よ
と
な
り
」
と
表
現
が
間
接
的
で
す
。
つ
ま
り
具
体
的
に
は
機
の
深
信
で
す
。
機
の
深
信
に
お
い
て
法
は
は
た
ら
く
。

機
の
深
信
の
背
景
、
あ
る
い
は
根
拠
が
法
の
深
信
で
す
。
二
つ
横
に
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
並
ん
で
お
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
藤
元
君
が
く
り
か
え
し

第五講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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「
一
者
、
二
者
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
ま
す
が
、
並
ん
で
い
る
の
な
ら
「
一
者
、
一
者
」
で
す
。
一
つ
に
は
何
々
、
一
つ
に
は
何
々
と
。
そ
う
で
な
く
て
、

一
者
、
二
者
で
す
。
そ
れ
は
横
に
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
有
機
的
な
連
関
で
す
。
一
つ
の
も
の
の
展
開
で
す
。

二
種
深
信
に
お
き
ま
し
て
も
、
法
の
深
信
と
い
う
も
の
が
機
の
深
信
と
し
て
具
体
化
す
る
。
機
の
深
信
の
背
景
、
機
の
深
信
の
根
拠
が
法
の
深
信
で
す
。
こ
れ
は
曽

我
先
生
は
、
ご
承
知
の
清
沢
満
之
先
生
の
「
絶
対
他
力
の
大
道
」
で
す
ね
。
あ
れ
が
二
種
深
信
だ
と
。

自
己
と
は
他
な
し
、
絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
託
し
て
任
運
に
法
爾
に
、
此
の
現
前
の
境
遇
に
落
在
せ
る
も
の
、
即
ち
是
な
り
。

只
だ
夫
れ
絶
対
無
限
に
乗
託
す
。
故
に
死
生
の
事
、
亦
た
憂
う
る
に
足
ら
ず
。
死
生
尚
ほ
且
つ
憂
う
る
に
足
ら
ず
、
如
何
に
況
ん
や
之
よ
り
而
下
な
る
事
項
に
於

い
て
を
や
。
追
放
可
な
り
。
牢
獄
甘
ん
ず
べ
し
。
誹
謗
擯
斥
許
多
の
凌
辱
豈
に
意
に
介
す
べ
き
も
の
あ
ら
ん
や
。
我
等
は
寧
ろ
、
只
管
絶
対
無
限
の
我
等
に
賦
与
せ

る
も
の
を
楽
し
ま
ん
か
な
。

（
『
清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻
）

と
。
そ
こ
に
法
の
深
信
の
具
体
化
と
し
て
の
機
の
深
信
で
す
。
機
の
深
信
と
い
う
と
、
隅
っ
こ
で
頭
を
か
か
え
て
い
る
の
が
機
の
深
信
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で

は
な
い
。
法
の
実
現
な
の
だ
と
。

で
す
か
ら
清
沢
満
之
は
「
我
等
は
寧
ろ
只
管
絶
対
無
限
の
我
等
に
賦
与
せ
る
も
の
を
楽
し
ま
ん
か
な
」
と
。
絶
対
無
限
の
我
等
に
賦
与
せ
る
も
の
を
楽
し
む
。
そ
れ

が
機
の
深
信
で
す
。
そ
の
絶
対
無
限
の
我
等
に
賦
与
せ
る
も
の
と
は
一
切
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
い
わ
ば
そ
の
中
の
い
い
と
こ
取
り
を
す
る
。
自
分
の
も
の
さ
し
で
い
い

と
こ
取
り
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
の
さ
し
と
い
う
も
の
が
一
切
す
て
ら
れ
て
、
賦
与
せ
る
も
の
す
べ
て
を
楽
し
む
。
私
の
一
切
を
生
き
る
。
曽
我
先
生
は
「
絶
対

他
力
の
大
道
」
の
最
初
の
こ
の
言
葉
に
、
機
法
二
種
深
信
、
具
体
的
な
二
種
深
信
の
表
白
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
で
す
か
ら
、
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
す
が
、

絶
対
無
限
の
妙
用
へ
の
自
覚
な
し
に
機
の
深
信
は
な
い
。
機
の
深
信
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
自
己
反
省
で
は
な
い
。

四

二
種
深
信
と
い
い
ま
し
て
も
、
そ
の
肝
要
は
機
の
深
信
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
。
機
の
深
信
に
お
き
ま
し
て
、
そ
こ
に
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た

横
出
、
二
十
願
の
問
題
が
出
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
り
深
心
は
二
十
願
の
問
題
で
す
。
十
八
願
、
十
九
願
と
い
う
の
は
他
力
と
自
力
と
は
っ
き
り
見
定
め

が
つ
く
の
で
し
ょ
う
。
十
八
願
と
十
九
願
は
自
力
か
他
力
か
き
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。
し
か
し
二
十
願
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
半
自
力
半
他
力
と
い
う
よ
う
な
言
い
方

が
さ
れ
ま
す
ね
。
他
力
の
中
の
自
力
で
す
。

■ 深信の問題は横出の問題
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こ
の
半
他
力
半
自
力
と
い
う
言
葉
は
、
他
力
の
信
心
を
批
判
す
る
と
き
に
は
半
自
力
半
他
力
と
い
え
る
が
…
…
。
つ
ま
り
他
力
と
し
て
も
徹
底
し
て
お
ら
な
い
ぞ
、

と
い
う
こ
と
は
い
え
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
宗
教
体
験
に
お
い
て
半
々
な
ん
て
あ
り
え
な
い
で
す
ね
。
半
分
自
力
で
半
分
他
力
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
自

力
で
も
な
い
し
他
力
で
も
な
い
。
で
す
か
ら
半
自
力
と
か
半
他
力
と
い
う
こ
と
は
、
言
葉
と
し
て
は
、
概
念
と
し
て
は
成
り
立
た
ん
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
宗
教
体

験
の
事
実
と
し
て
半
自
力
半
他
力
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
い
う
あ
り
方
を
意
味
す
る
の
か
で
す
ね
。
二
十
願
、
つ
ま
り
半
自
力
半
他
力
と
い
う
こ
と
は
決
着
が
つ
か
ん

と
い
う
こ
と
で
す
。
問
題
が
永
遠
に
続
い
て
い
く
の
で
す
。
ス
パ
ー
ッ
と
決
ま
ら
な
い
。
永
遠
に
問
題
が
続
い
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
深
心
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

深
い
と
い
う
こ
と
は
ど
こ
で
い
え
る
の
か
と
い
う
と
、
深
い
と
い
っ
て
も
底
が
見
え
た
ら
浅
い
の
で
す
。
深
く
な
い
の
で
す
。
ど
ん
な
に
深
い
と
い
っ
て
も
、
底
ま
で

い
け
る
も
の
な
ら
深
く
は
な
い
の
で
す
。
深
い
と
い
う
こ
と
は
底
が
な
い
。
底
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
深
い
と
い
う
の
で
す
。
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
い
う
、
そ
の
具
足

と
い
う
の
は
底
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

■

深

い

心

と

は

無

底

の

体

験

い
ま
あ
る
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
底
が
な
い
深
心
、
つ
ま
り
深
い
心
と
は
無
底
の
体
験
で
す
。
底
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
体
験
で
す
。
そ

の
意
味
で
藤
元
君
は
、
横
出
の
横
に
つ
い
て
「
逆
説
的
に
所
有
し
て
い
る
」
と
い
う
、
逆
説
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
。
「
だ
か
ら
横
と
い
う
言
い
方
の
内
容
は
何

か
と
い
う
と
、
不
真
実
な
る
自
覚
を
求
め
る
の
で
す
。
真
実
を
自
己
の
も
の
に
す
る
の
で
は
な
い
。
不
真
実
な
る
自
覚
の
中
に
真
実
を
み
る
。
だ
か
ら
常
識
で
は
考
え

ら
れ
な
い
」
「
自
利
真
実
と
い
う
の
は
真
実
を
只
今
の
上
に
実
現
す
る
の
で
す
か
ら
…
…
逆
説
的
に
所
有
し
て
い
る
」
と
、
こ
う
い
う
よ
う
に
い
っ
て
い
る
、
逆
説
的

所
有
と
。
そ
し
て
「
真
理
は
常
に
逆
説
的
激
情
だ
」
と
、
宗
教
的
な
情
熱
は
逆
説
的
激
情
だ
と
。
そ
こ
に
、
深
い
と
い
う
の
は
底
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
深
さ
が
わ

か
ら
な
い
と
、
自
覚
と
し
て
深
さ
が
。
わ
れ
わ
れ
に
わ
か
る
よ
う
な
深
さ
な
ら
浅
い
の
で
す
。
分
別
で
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
な
深
さ
な
ら
、
深
い
と
い
っ
て
も
浅
い
の

で
す
。

そ
れ
は
比
較
の
話
で
す
。
で
す
か
ら
信
仰
の
体
験
は
つ
ね
に
二
重
の
翻
り
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と

い
う
、
そ
の
「
現
に
」
と
い
う
、
一
度
目
覚
め
て
そ
れ
で
「
現
に
」
と
い
う
の
は
絶
対
現
在
で
す
。
永
遠
に
「
現
に
」
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
そ
の
後
に
「
曠
劫
よ
り
已

来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
深
信
す
べ
し
」
と
あ
り
ま
す
。
「
曠
劫
よ
り
已
来
」
で
す
。
「
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
」
を
内
容
と
し
て
い
る

「
現
に
」
な
の
で
す
。
「
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
」
と
い
う
自
覚
が
「
現
に
」
で
す
。

■

二

十

願

の

自

覚

と

し

て

の

三

願

転

入

法
に
目
覚
め
て
み
れ
ば
い
つ
で
も
「
現
に
」
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
「
自
身
は
現
に
こ
れ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
深
心
と
い
う
も
の
が
終
わ
り
の
な
い
歩
み
だ
と
い
う
、

第五講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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つ
ま
り
二
十
願
を
出
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
わ
ね
。
つ
ね
に
二
十
願
の
自
覚
に
か
え
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
十
八
願
と
い
う
も
の
が
生
き
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

そ
れ
が
藤
元
君
の
い
う
「
逆
説
的
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
不
真
実
な
る
自
覚
と
し
て
の
み
真
実
が
あ
る
。
生
き
ら
れ
て
く
る
。
不
真
実
な
る
自
覚
を
卒
業

す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
で
す
か
ら
三
願
転
入
と
い
う
こ
と
自
体
は
真
門
釈
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
二
十
願
の
自
覚
と
し
て
三
願
転
入
が
お

か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
十
九
願
の
と
こ
ろ
に
は
出
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
「
化
身
土
巻
」
に
、

こ
こ
を
も
っ
て
、
愚
禿
釈
の
鸞
、
論
主
の
解
義
を
仰
ぎ
、
宗
師
の
勧
化
に
依
っ
て
、
久
し
く
万
行
・
諸
善
の
仮
門
を
出
で
て
、
永
く
双
樹
林
下
の
往
生
を
離
る
、

（
聖
典
三
五
六
頁
）

そ
こ
に
は
っ
き
り
と
「
離
る
」
と
。
そ
し
て
、

善
本
・
徳
本
の
真
門
に
回
入
し
て
、
ひ
と
え
に
難
思
往
生
の
心
を
発
し
き
。
し
か
る
に
い
ま
特
に
方
便
の
真
門
を
出
で
て
、
選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
、
速
や
か
に

難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
。

（
同

頁
）

と
。
そ
こ
に
「
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
、
十
八
願
に
入
っ
た
と
は
書
い
て
い
な
い
。
難
思
議
往
生
に
入
っ
た
と
は
書
い
て
い
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
「
遂
げ
ん
と
欲
う
」
で

す
。
あ
く
ま
で
も
不
真
実
な
る
自
覚
を
離
れ
な
い
。
不
真
実
な
る
も
の
の
自
覚
を
離
れ
て
真
実
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
「
速
や
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ

て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」
で
す
。
そ
こ
に
二
十
願
の
意
義
、
そ
こ
に
深
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
深
心
釈
は
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
非
常
に
長
く
、

一
つ
一
つ
い
ろ
い
ろ
と
言
葉
の
概
念
が
出
さ
れ
て
釈
さ
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
に
深
心
と
い
う
こ
と
を
み
て
い
き
ま
す
に
つ
い
て
、
三
四
〇
頁
に
あ
り
ま
し
た
「
化

身
土
巻
」
の
御
自
釈
の
中
に
あ
り
ま
す
深
心
釈
で
す
ね
、
そ
の
言
葉
を
中
心
に
お
い
て
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
一
応
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。

質

疑

こ
の
七
深
信
を
並
べ
あ
げ
て
、
ま
た
あ
ら
た
め
て
第
五
の
深
信
、
第
六
、
第
七
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
え
に
、
第
五
の
と
こ
ろ
に
は
「
利
他

宮

城

信
心
」
、
第
六
は
「
観
経
に
依
る
」
、
第
七
に
は
「
自
利
信
心
」
と
、
そ
う
い
う
言
葉
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

先
ほ
ど
い
わ
れ
た
「
化
身
土
巻
」
（
聖
典
三
四
〇
頁
）
の
「
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
が
ゆ
え
に
」
と
い
う
、
そ
の
「
諸
機
の
浅
信
」
と
い
う
の
は
、
機
の
上
に

問

い

お
い
て
の
浅
信
と
か
深
信
で
な
く
て
、
自
力
で
あ
る
か
ぎ
り
浅
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

は
い
。
曇
鸞
の
言
葉
で
い
う
と
、
根
性
欲
に
立
つ
か
ぎ
り
と
い
う
こ
と
、
自
分
の
根
性
欲
を
根
拠
と
す
る
信
心
で
あ
る
か
ぎ
り
浅
信
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

宮

城

■ 二十願の自覚としての三願転入
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し
か
し
、
こ
こ
で
、
「
諸
機
の
浅
信
」
と
い
う
言
葉
を
あ
え
て
お
い
て
あ
る
の
は
お
も
し
ろ
い
な
と
思
う
の
で
す
が
、
お
っ
し
ゃ
る
言
葉
か
ら
い
う
と
自
力
の

問

い

信
に
対
す
る
が
故
に
深
と
い
う
な
り
、
と
、
そ
う
い
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
「
諸
機
の
信
」
と
も
い
わ
ず
、
あ
え
て
こ
こ
に

「
浅
」
の
一
字
を
入
れ
た
…
…
。

諸
機
が
、
そ
の
次
の
と
こ
ろ
へ
い
く
と
、
八
万
四
千
の
法
門
と
し
て
出
て
く
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
諸
機
に
対
す
る
の
が
、
「
八
万
四
千
に
余
れ
り
」
と
い
う
こ

宮

城

と
は
、
宗
祖
は
門
余
釈
を
た
て
、
八
万
四
千
は
す
べ
て
仮
門
だ
と
。
聖
典
三
四
一
頁
に
「
「
門
余
」
と
言
う
は
、
「
門
」
は
す
な
わ
ち
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
」
と
。

こ
の
門
余
釈
と
重
ね
て
僕
は
み
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
諸
機
の
上
に
開
か
れ
た
の
は
八
万
四
千
の
法
門
で
す
わ
ね
。
八
万
四
千
の
法
門
す
べ
て
が
仮
門
だ
と
、
宗
祖
は
お
さ
え
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
善
導
の
言
葉
づ

か
い
か
ら
い
え
ば
、
八
万
四
千
の
以
外
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
言
葉
で
す
。
だ
か
ら
八
万
四
千
の
法
門
の
中
に
は
、
そ
れ
こ
そ
定
善
・
散
善
、
九
品
の
す
べ
て
が
入
る

わ
け
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
そ
の
意
味
で
は
そ
こ
に
浅
信
が
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
全
部
ひ
っ
く
る
め
て
仮
門
だ
と
、
僕
は
そ
う
み
ま
す
ね
。

お
話
を
聞
い
て
い
る
と
わ
か
る
の
で
す
が
、
言
葉
か
ら
す
る
と
非
常
に
不
自
然
な
言
葉
を
お
い
て
あ
る
で
し
ょ
う
。

問

い

宗
祖
の
引
文
の
さ
れ
方
と
い
う
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
こ
ま
か
い
で
す
ね
。
深
心
釈
の
と
こ
ろ
の
第
七
深
信
は
「
化
身
土
巻
」
に
し
か
お
い
て
な
い
し
…
…
。

宮

城

「
行
巻
」
に
、
教
に
つ
い
て
と
機
に
つ
い
て
の
対
論
が
出
て
く
る
中
に
、
浅
深
と
い
う
の
は
教
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
機
の
と
こ
ろ
に
は
な
い
。
い
ま
こ
こ
の

問

い

「
化
身
土
巻
」
に
は
「
諸
機
の
浅
信
」
と
出
て
く
る
こ
う
い
う
見
方
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
教
に
つ
い
て
は
一
九
九
頁
の
深
浅
対
と

あ
り
、
次
の
二
〇
〇
頁
に
機
に
つ
い
て
の
対
論
に
は
深
浅
と
い
う
こ
と
が
出
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
三
四
〇
頁
で
い
え
ば
、
機
の
と
こ
ろ
に
深
浅
が
出
て
く
る
と
考
え

て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

い
や
、
だ
か
ら
諸
機
を
立
場
と
す
る
、
繰
り
返
し
て
い
え
ば
、
曇
鸞
の
い
う
根
性
欲
を
立
場
と
す
る
信
心
で
あ
る
か
ぎ
り
浅
い
。
だ
か
ら
浅
深
と
い
う
こ
と
は

宮

城

法
に
つ
い
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
機
は
諸
機
と
お
さ
え
て
あ
る
わ
け
で
す
。

浅
深
は
法
に
つ
く
と
。

問

い

諸
機
の
上
に
組
み
立
て
ら
れ
た
法
は
す
べ
て
浅
信
だ
と
い
う
意
味
で
す
。

宮

城

そ
の
意
味
で
い
っ
た
ら
「
正
信
偈
」
の
源
信
の
と
こ
ろ
で
は
「
専
雑
執
心
判
浅
深
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
浅
深
で
し
ょ
う
。

問

い

そ
う
で
す
ね
。

宮

城

や
は
り
源
信
の
浅
深
も
、
い
ま
の
こ
の
深
心
を
う
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

問

い

第五講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。



- 74 -

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
機
の
上
に
浅
深
を
み
な
い
と
い
う
こ
と
が
浄
土
門
仏
教
の
根
本
的
な
姿
勢
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
聖
道
門
の
場
合
は
、
機
の
上
に
浅
深
を
み

宮

城

る
の
で
し
ょ
う
。
浄
土
門
仏
教
に
お
い
て
は
機
の
上
に
浅
深
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
れ
こ
そ
真
偽
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
機
の
上
に
組
み
立
て
る
と
き
に
は

浅
深
が
問
題
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

他
力
回
向
の
信
に
お
い
て
は
機
の
浅
深
は
み
ら
れ
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
罪
福
信
と
い
う
の
は
機
の
浅
深
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

機
の
上
に
み
る
と
い
う
場
合
、
諸
機
の
自
力
心
の
中
に
お
い
て
深
い
信
心
か
浅
い
信
心
か
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。

問

い

い
や
浅
い
信
心
、
深
い
信
心
と
い
う
よ
り
も
、
機
そ
の
も
の
に
浅
い
機
・
深
い
機
が
あ
る
の
で
ね
。
文
字
ど
お
り
機
そ
の
も
の
の
優
劣
を
問
う
て
い
る
と
い
う

宮

城

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
善
導
は
九
品
す
べ
て
凡
夫
と
お
さ
え
る
わ
け
で
す
わ
ね
。
法
に
遇
う
縁
を
問
題
に
し
て
い
る
、
上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
。
と
も

か
く
、
こ
の
「
諸
機
の
浅
信
」
と
い
う
言
葉
は
、
機
の
上
に
浅
深
を
み
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
諸
機
の
上
に
成
り
立
つ
法
の
浅
深
を
問
題
に
し
て
お
る
。

先
ほ
ど
『
観
経
疏
』
の
機
の
深
信
の
言
葉
の
中
で
、
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と

問

い

な
し
」
と
い
う
こ
れ
だ
け
の
言
葉
が
、
後
の
七
深
信
の
宗
祖
の
釈
に
選
択
さ
れ
て
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
、
そ
う
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
だ

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
話
の
中
で
、
機
の
深
信
が
「
こ
う
い
う
私
で
あ
る
」
と
い
う
私
の
姿
を
み
る
の
で
も
な
い
し
、
「
自
身
は
何
々
で

あ
る
」
と
信
ず
る
の
で
も
な
い
と
。
ま
さ
に
そ
れ
以
外
に
な
い
自
己
を
信
ず
る
こ
と
だ
と
い
う
言
葉
で
い
わ
れ
た
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
…
…
。

ご
く
簡
単
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
決
し
て
自
己
解
釈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
自
分
と
い
う
も
の
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
解
釈
す
る
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

宮

城

わ
れ
わ
れ
の
場
合
は
機
の
深
信
と
い
う
も
の
が
解
釈
に
な
る
わ
け
で
す
よ
。
し
か
し
解
釈
し
て
い
る
自
分
と
い
う
も
の
は
残
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
捨
て
る
と

い
う
か
た
ち
で
拾
っ
て
い
る
。
自
分
を
捨
て
る
と
い
う
か
た
ち
で
自
分
を
立
て
て
い
る
姿
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
ど
こ
ま
で
も
、
宗
祖
が
自
身
を
深
信
す
る
。
で
す
か
ら
曽
我
先
生
は
こ
の
言
葉
を
注
意
し
て
、
善
導
大
師
の
言
葉
も
「
自
身
は
」
と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
こ
れ
は
「
自
身
を
」
だ
と
。
自
身
を
深
信
す
る
。
ど
う
深
信
す
る
か
と
い
え
ば
、
「
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
云
々
と
深
信
す
る
と
。
で
も
僕
は
、
そ
れ
も

余
分
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。
ど
う
深
信
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
…
…
、
ま
あ
意
味
は
同
じ
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
…
…
。
『
論
註
』
の
中
で
器
世
間
荘

厳
の
一
番
最
後
の
一
切
所
求
満
足
功
徳
と
い
う
、
そ
の
一
切
と
い
う
言
葉
。
安
田
先
生
は
一
切
と
い
う
言
葉
を
強
調
さ
れ
ま
す
ね
。
曇
鸞
、
親
鸞
は
こ
の
「
一
切
」
と

い
う
言
葉
に
感
動
し
た
の
だ
と
。
た
と
え
ば
自
分
の
宗
教
的
要
請
が
満
足
し
た
と
か
、
菩
提
心
が
満
足
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
現
世
的
な
欲
望
が
満
足
し
た
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
一
切
が
満
足
し
た
。
自
己
の
一
切
が
満
足
す
る
の
だ
。
こ
の
一
切
と
い
う
言
葉
に
曇
鸞
、
そ
し
て
親
鸞
聖
人
は
非
常
に
深
く
心
を
止
め
ら
れ
た
。

「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
も
、
自
身
の
一
切
を
深
信
す
る
の
で
し
ょ
う
。
自
己
の
一
面
を
深
信
す
る
の
で
は
な
い
。
自
身
の
一
切
を
深
信
す
る
。

■ 二十願の自覚としての三願転入



- 75 -

言
い
か
え
れ
ば
「
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
以
外
の
私
は
な
い
こ
と
の
ほ
ん
と
う
の
う
な
ず
き
で
す
。
私
を
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
深
信
す
る
と
い
う
の
で
な
い
。

そ
れ
が
私
の
一
切
だ
と
深
信
す
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
「
現
に
こ
れ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
存
在
の
重
さ
が
あ
る
。
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
。
ど

う
解
釈
し
よ
う
と
動
か
ん
存
在
性
で
す
。
存
在
の
重
さ
で
す
。
つ
ま
り
、
「
現
に
こ
れ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
一
切
の
解
釈
を
は
ね
と
ば
す
存
在
の
重
さ
が
あ
る
。
実

在
性
で
す
ね
。
そ
れ
以
外
の
自
身
は
な
い
、
そ
れ
以
外
の
自
己
は
な
い
と
い
う
、
そ
の
自
覚
に
お
い
て
、
宗
祖
は
こ
の
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
表
現

を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
、
六
決
定
と
か
ら
み
合
わ
せ
て
で
す
が
、
あ
え
て
こ
こ
で
「
決
定
し
て
」
「
決
定
し
て
」
と
い
う
言
葉
が
お
い
て
あ
る
の
は
、
何
か
わ
か
っ
た
よ
う

問

い

で
わ
か
ら
な
い
言
葉
な
の
で
す
が
。

「
決
定
し
て
」
「
決
定
し
て
」
と
い
う
言
葉
が
お
い
て
あ
る
の
は
決
定
で
き
ん
と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
深
心
釈
に
は
終
わ
り
が
な
い
の
で
し
ょ
う
。

宮

城

つ
ね
に
い
ま
決
定
す
る
の
で
し
ょ
う
。
い
ち
い
ち
「
決
定
し
て
」
と
い
う
言
葉
が
お
い
て
あ
る
の
は
、
決
定
し
て
お
ら
な
い
、
決
定
で
き
ず
に
お
る
と
い
う
事
実
が
ど

こ
ま
で
も
…
…
。
自
身
が
き
っ
ぱ
り
と
分
け
ら
れ
る
心
な
ら
、
い
ち
い
ち
必
要
な
い
の
で
し
ょ
う
。
た
え
ざ
る
決
定
で
す
わ
。
決
定
し
て
終
わ
り
と
い
う
の
で
な
い
。

た
え
ざ
る
決
定
で
す
。
た
え
ず
そ
こ
へ
か
え
ら
ん
な
ら
ん
。
た
え
ず
そ
こ
に
立
つ
、
立
た
し
め
ら
れ
る
の
で
す
。
永
遠
に
「
現
に
」
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
い
え
ば

「
現
に
」
は
「
今
あ
ら
た
に
」
で
す
。
つ
ね
に
「
今
あ
ら
た
に
」
で
す
。
だ
か
ら
、
逆
説
的
真
理
、
逆
説
的
と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
に
立
場
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
ね
。
不
真
実
な
る
自
覚
の
中
に
真
実
を
み
る
と
い
っ
て
も
、
不
真
実
な
る
自
覚
を
立
場
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
つ
ね
に
あ
ら
た
に
不

真
実
性
を
自
覚
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
し
か
真
実
は
生
き
ら
れ
な
い
の
だ
と
。
真
実
を
一
歩
も
離
れ
ず
に
生
き
て
い
る
の
で
す
が
…
…
。
そ
れ
は
つ
ね

に
不
真
実
な
る
自
己
を
つ
ね
に
あ
ら
た
に
自
覚
す
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
し
か
生
き
ら
れ
な
い
の
で
す
。
不
真
実
な
る
自
覚
の
中
に
真
実
を
み
る
、
と
い
う
立
場
に

た
っ
た
ら
逆
説
で
も
な
ん
で
も
な
い
。

逆
説
で
も
な
ん
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
。

問

い

解
釈
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
。
不
真
実
な
る
自
覚
の
中
に
真
実
を
み
る
と
い
う
こ
と
を
一
つ
の
解
釈
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
逆
説
で
も
な
ん
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

宮

城

逆
説
的
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ね
に
引
き
裂
か
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
宗
教
体
験
と
し
て
は
「
い
え
ど
も
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
自
分
の
ひ
る
が
え
り
が
…
…
。

源
信
の
「
正
信
偈
」
の
上
で
い
え
ば
、
源
信
僧
都
の
言
葉
と
い
う
も
の
は
、
信
心
の
具
体
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
か
と
思
う
。
そ
こ
に
二
重
の
「
い
え

ど
も
」
と
い
う
言
葉
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

極
重
の
悪
人
は
、
た
だ
仏
を
称
す
べ
し
。
我
ま
た
、
か
の
摂
取
の
中
に
あ
れ
ど
も
、
煩
悩
、
眼
を
障
え
て
見
た
て
ま
つ
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
大
悲
倦
き
こ
と
な
く
、
常

第五講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。



- 76 -

に
我
を
照
し
た
ま
う
、
と
い
え
り
。

（
聖
典
二
〇
七
頁
）

と
。
そ
こ
に
「
い
え
ど
も
」
と
。
ふ
つ
う
の
文
章
な
ら
「
我
ま
た
、
か
の
摂
取
の
中
に
あ
れ
ど
も
、
煩
悩
、
眼
を
障
え
て
見
た
て
ま
つ
ら
ず
」
に
な
る
。
と
こ
ろ
が

「
と
い
え
ど
も
」
と
ひ
っ
く
り
か
え
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
両
方
が
ず
っ
と
無
限
に
深
ま
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
「
摂
取
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
う
な
ず
き
と
、

「
煩
悩
に
眼
障
え
ら
れ
て
見
た
て
ま
つ
ら
ず
」
と
い
う
機
の
自
覚
と
永
遠
に
両
方
と
も
深
ま
っ
て
い
く
。
「
煩
悩
、
眼
を
障
え
て
見
た
て
ま
つ
ら
ず
」
と
し
て
の
自
覚

と
し
て
の
み
、
摂
取
の
中
に
あ
る
と
い
う
う
な
ず
き
が
あ
る
の
で
す
。
今
日
は
こ
こ
ま
で
に
し
と
き
ま
し
ょ
う
か
。

（
一
九
七
九
年
五
月
）

■ 二十願の自覚としての三願転入
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宗

正

元

述

第
六
講

第五講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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第
六
講

七
深
信
者第

一
深
信
、
決
定

深

信

自
身

、
即
是
自
利
信
心
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

第
二
深
信
、
決
定

深

信

乗
彼
願
力

、
即
是
利
他
信
海
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

二

一

第
三

決
定

深

信
『
観
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

二

一

第
四

決
定

深

信
『
弥
陀
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

第
五

唯
信

仏
語

決
定

依

行

二

一

レ

ニ

ハ

ジ

ヲ

シ

テ

ル

ニ

第
六

依

此
経

深
信

二

一

ニ

ハ

テ

ノ

ヲ

ス

第
七

又
深
心
深
信
者
、
決
定

建

立

自
心

（
真
聖
全
二
・
四
六
七
頁
）

二

一

ニ

ハ

ノ

ハ

シ

テ

セ
ヨ
ト

ヲ

七
深
信
と
は
、

第
一
の
深
信
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
な
り
。

第
二
の
深
信
は
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
信
海
な
り
。

第
三
に
は
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。
」

第
四
に
は
「
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
。
」

第
五
に
は
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
。
」

第
六
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。
」

第
七
に
は
「
ま
た
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

一

前
回
の
講
義
録
を
み
ま
す
と
、
宮
城
君
が
深
心
に
つ
い
て
の
中
心
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
機
の
深
信
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
第
一
深
信
を
中
心
に
し
て
、
一
応
、
七
深
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信
全
体
の
見
通
し
と
、
そ
れ
か
ら
第
一
の
深
信
を
話
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
て
今
回
は
七
深
信
の
こ
と
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
少
し
内
容
を
話

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■

深

心

は

菩

薩

の

菩

提

心

を

あ

ら

わ

す

言

葉

そ
こ
に
「
七
深
信
と
は
」
と
あ
っ
て
、
第
一
の
深
信
か
ら
第
七
ま
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
親
鸞
聖
人
が
わ
ざ
わ
ざ
七
深
信
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ

た
と
い
う
よ
り
も
、
善
導
大
師
の
文
が
は
じ
め
に
引
か
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

二
に
は
深
心
、
深
心
と
言
う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
、
『
観
経
』
に
説
か
れ
て
お
り
ま
す
「
一
者
至
誠
心
」
「
二
者
深
心
」
と
、
そ
の
深
心
に
つ
い
て
「
深
信
の
心
な
り
」
と
、
こ
う
い
う
解
釈
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で

す
。
そ
し
て
「
ま
た
二
種
あ
り
」
と
。
こ
の
「
深
信
の
心
な
り
」
と
い
う
解
釈
が
非
常
に
大
事
な
の
は
、
深
い
心
と
書
い
た
深
心
と
い
う
言
葉
に
は
伝
統
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
れ
は
も
と
も
と
菩
薩
の
菩
提
心
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
す
ね
。

こ
れ
は
『
維
摩
経
』
に
も
「
直
心
、
深
心
」
と
い
っ
て
い
る
。
と
く
に
深
心
と
い
う
言
葉
は
『
華
厳
経
』
に
出
て
き
ま
す
ね
。
十
地
の
菩
薩
の
と
こ
ろ
で
第
二
地
の

菩
薩
が
、
や
が
て
第
三
地
に
入
る
に
つ
い
て
十
種
の
深
心
と
。
深
心
と
い
う
言
葉
が
『
華
厳
経
』
の
中
に
出
て
き
て
い
る
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
も
と
も
と
深

心
と
い
え
ば
古
来
、
仏
教
で
は
菩
薩
の
菩
提
心
で
す
ね
。
菩
薩
の
菩
提
心
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
一
方
に
ふ
ま
え
て
み
ま
す
と
、
深
心
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
善
導
大
師
が
「
深
信
の
心
な
り
」
と
、
深
く
信
ず
る
と
い
う
、
そ
の
信
と
い
う
字
を
お
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
意
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
に
一
応
、
経
文
を
み
る
と
、
こ
れ
は
後
か
ら
出
て
き
ま
す
が
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
至
誠
心
、
深
心
、
回
向
発
願
心
を
他
の
大
乗
経
典
に
よ
っ

て
解
釈
し
ま
す
と
、
深
心
と
い
う
の
は
菩
薩
の
菩
提
心
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
他
の
経
典
、
あ
る
い
は
論
に
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』
の
教
説
を
解

釈
す
る
と
い
う
の
で
は
な
し
に
、
『
観
無
量
寿
経
』
自
身
、
『
観
無
量
寿
経
』
の
教
説
自
身
の
中
か
ら
深
心
と
い
わ
れ
て
い
る
意
義
を
善
導
大
師
は
明
ら
か
に
し
て
お

ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
大
事
な
こ
と
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
あ
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
重
ね
て
ふ
れ
ま
せ
ん
が
、
要
す
る
に
そ
こ
に
「
深
信
の
心
な
り
」
と
、
こ
う
い
わ
れ
て
「
ま

た
二
種
あ
り
」
と
、
こ
う
あ
る
の
で
す
が
、
善
導
大
師
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
七
深
信
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
言
い
表
し
方
で
は
な
く
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
二
種

で
す
ね
。
「
深
信
の
心
」
に
つ
い
て
「
二
種
あ
り
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
善
導
大
師
は
い
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
善
導
大
師
の
教
え
を
受
け
て
親
鸞
聖
人

は
『
愚
禿
鈔
』
で
七
深
信
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
言
い
表
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

■

『

観

無

量

寿

経

』

の

一

巻

の

眼

目

第六講 七深信者
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こ
の
善
導
の
三
心
釈
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
お
り
ま
す
至
誠
心
、
深
心
、
回
向
発
願
心
に
つ
い
て
の
解
釈
が
こ
こ
で
引
か
れ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

善
導
大
師
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
三
心
を
、
と
く
に
『
観
無
量
寿
経
』
一
巻
の
眼
目
と
し
て
、
「
経
に
云
わ
く
、
一
者
至
誠
心
…
…
」
と
わ
ざ
わ
ざ
解

釈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
『
観
無
量
寿
経
』
と
い
う
経
典
が
ま
さ
し
く
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
三
心
に
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
に
善
導
大
師
が
着
眼
し

て
お
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
い
っ
た
い
念
仏
に
よ
っ
て
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
、
こ
う
い
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
念
仏
に
よ
っ
て
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。
も
っ
と
言
葉
を
か
え
て
申
し
ま
す
と
、
念
仏
に
よ
っ
て
衆
生
の
上
に
ど
う
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
了
解
さ
れ
て
く
る
の
か
。
念
仏
往
生
と
い
い
ま
し
て

も
、
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。

二

こ
れ
は
近
い
と
こ
ろ
で
は
親
鸞
聖
人
自
身
が
そ
う
い
う
問
題
に
直
面
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
法
然
上
人
の
教
え
を
受
け
て
で
す
ね
。
そ
の
法
然
上
人
が
明
ら

か
に
な
さ
っ
た
の
は
念
仏
往
生
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
念
仏
に
よ
っ
て
一
切
の
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
念
仏
は
阿
弥
陀
の
選
択

本
願
だ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
法
然
上
人
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
ど
う
い
う
問
題
が
出
て
く
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
法
然
上
人
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
念
仏
が
選
択
本
願
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
そ
の
選
択
本
願
で
す
ね
。
念
仏
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
の
本
願
が
い
っ
た
い
わ
れ
わ
れ
に
ど
の
よ
う
に
了
解
さ
れ

る
の
か
。
そ
の
こ
と
が
了
解
さ
れ
な
け
れ
ば
、
念
仏
は
本
願
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
一
切
の
衆
生
を
浄
土
に
往
生
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
法
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
て
も
、
そ
の
選
択
本
願
の
心
で
す
ね
、
念
仏
を
選
択
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
そ
う
い
う
選
択
本
願
の
心
が
わ
れ
わ
れ
に
了
解
さ
れ
な

い
な
ら
ば
、
ち
ょ
う
ど
鳩
が
豆
鉄
砲
を
喰
ら
っ
て
お
る
よ
う
な
も
の
で
す
わ
ね
。
そ
う
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
善
導
の
三
心
釈
を
う
け
て
親
鸞
は
、
さ
ら
に
『
教
行
信
証
』
で
は
「
信
巻
」
に
三
心
一
心
の
問
答
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
本
願
の
三
心
と

天
親
菩
薩
の
一
心
で
す
ね
。
そ
の
三
心
一
心
の
問
答
を
展
開
さ
れ
て
あ
り
ま
す
ね
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
じ
つ
は
念
仏
が
選
択
本
願
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
れ
わ
れ
に
了
解
さ
れ
な
け
れ
ば
、
念
仏
が
選
択
本
願
で
あ
る
こ
と
も
成
就
し
な
い
わ
け
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
念
仏
に
よ
っ
て
一
切
の
衆
生
が
浄
土
に
往

生
す
る
と
い
う
こ
と
も
成
就
し
な
い
。
つ
ま
り
端
的
に
い
え
ば
神
秘
的
な
も
の
に
な
る
。
念
仏
に
よ
っ
て
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
わ
れ
ま
し
て
も
、
神
秘
的
な

も
の
に
な
る
。
選
択
本
願
の
い
わ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
は
わ
か
ら
な
い
。
一
方
的
に
選
択
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
そ
の
心
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う

■ 『観無量寿経』の一巻の眼目
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こ
と
に
な
れ
ば
、
念
仏
そ
の
も
の
が
非
常
に
神
秘
的
な
も
の
に
な
る
の
で
す
。

ま
た
念
仏
往
生
と
い
い
ま
し
て
も
、
そ
の
念
仏
往
生
と
い
う
こ
と
が
、
や
は
り
神
秘
的
な
も
の
に
な
る
。
は
っ
き
り
と
念
仏
往
生
と
、
こ
う
い
わ
れ
る
そ
の
教
え
が

わ
れ
わ
れ
の
上
で
自
覚
で
き
な
い
。
つ
ま
り
了
解
で
き
な
い
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
念
仏
往
生
と
い
う
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
上
に
き
ち
っ
と
了
解
さ
れ
て

く
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
選
択
本
願
の
そ
の
心
が
、
わ
れ
わ
れ
の
上
に
ど
の
よ
う
に
了
解
さ
れ
て
く
る
の
か
で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
上
に
は
っ
き
り
と
了
解
さ
れ
て
く
る
、

ま
た
了
解
せ
し
め
て
く
る
。
そ
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
善
導
大
師
が
『
観
無
量
寿
経
』
の
三
心
に
つ
い
て
…
…
。
そ
れ
が
『
観
経
』
一
巻
の
眼
目
に
な
る
と
い
う
こ
と

に
着
眼
を
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
先
だ
っ
て
は
善
導
で
す
け
れ
ど
も
、
親
鸞
が
さ
ら
に
そ
の
こ
と
を
厳
密
に
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
が
親

鸞
の
教
学
な
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
の
こ
と
を
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
念
仏
の
教
法
に
よ
っ
て
人
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
体
験
す
る
の
か
で
す
ね
。
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
了
解
す
る
人
に
な
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
了
解
し
理
解
す
る
人
に
な
る
の
か
。
あ
る
い
は
も
っ
と
い
う
と
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
い
っ
た
い
人
が
念

仏
に
お
い
て
ど
う
い
う
体
験
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
あ
そ
の
体
験
と
い
い
ま
し
て
も
歴
史
的
な
で
す
ね
…
…
。

■

自

分

の

生

涯

が

決

定

し

て

く

る

よ

う

な

体

験

体
験
と
い
え
ば
日
々
の
生
活
が
で
す
よ
、
毎
日
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
ま
あ
何
か
を
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
こ
で
体
験
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
い
い
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
、
い
っ
た
い
何
を
体
験
し
た
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
う
い
う
こ
と
も
定
か
で
は
な
い
の
で
す
。
何
か
い
ろ
ん
な
体
験
を
し
た

と
私
ど
も
は
い
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
を
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
体
験
し
た
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
い
い
ま
す
が
、
そ
の
い
ろ
ん
な
こ
と
を
体
験
し
た
と
い
う

の
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
い
う
け
れ
ど
も
、
結
局
、
何
を
体
験
し
た
の
か
。
こ
の
世
に
生
を
う
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
暮
ら
し
と
い
い
ま
す
か
、
い
ろ
ん
な
出
来
事
に
出

会
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
生
活
を
し
て
き
た
と
は
い
っ
て
も
、
そ
こ
で
そ
う
い
う
か
た
ち
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
た
と
い
う
け
れ
ど
も
、
い
っ
た
い
何
を
体
験
し

た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
な
か
な
か
定
か
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
い
い
ま
す
と
、
念
仏
に
よ
っ
て
決
定
的
な
体
験
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
決
定

的
な
と
い
う
意
味
は
、
自
分
の
一
生
涯
が
決
定
し
て
く
る
よ
う
な
、
定
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
体
験
で
す
。
自
分
の
一
生
涯
が
確
実
に
自
覚
さ
れ
て
く
る
よ
う
な
体
験
、

そ
う
い
う
決
定
的
な
体
験
で
す
。

つ
ま
り
、
そ
の
こ
と
を
体
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
が
決
定
し
て
く
る
。
自
己
の
一
生
涯
が
定
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
体
験
で
す
。
日
々
に
体
験
し
て
お
る
こ
と
と

は
別
に
何
か
特
別
な
、
あ
る
い
は
特
殊
な
意
味
と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
日
々
に
体
験
し
て
お
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
体
験
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

何
を
体
験
し
て
お
る
の
か
が
定
か
で
な
い
。
つ
ま
り
混
沌
と
し
て
い
る
。
闇
に
葬
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
混
沌
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
定
か
で
な
か
っ
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た
も
の
が
、
定
か
で
な
か
っ
た
日
々
の
体
験
が
、
は
っ
き
り
と
そ
こ
に
統
一
さ
れ
て
く
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
大
事
な
内
容
に
な
っ
て
く
る
。

三

で
す
か
ら
三
心
釈
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
念
仏
に
よ
っ
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
に
了
解
さ
れ
て
く
る
の
か
。
三
一
問
答
、
三
心
一
心
問
答

で
は
、
「
愚
鈍
の
衆
生
、
解
了
易
か
ら
し
め
ん
が
た
め
に
」
（
聖
典
二
二
三
頁
）
と
い
う
言
葉
が
出
て
い
ま
す
ね
。
解
了
と
。
逆
さ
ま
に
読
め
ば
了
解
で
す
ね
。
解
了

せ
し
め
る
。
「
愚
鈍
の
衆
生
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
愚
悪
の
衆
生
の
た
め
に
」
と
。
そ
の
第
一
問
答
の
ほ
う
で
は
、

如
来
の
本
願
、
す
で
に
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
誓
い
を
発
し
た
ま
え
り
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
論
主
「
一
心
」
と
言
う
や
。
答
う
。
愚
鈍
の
衆
生
、
解
了
易
か
ら

し
め
ん
が
た
め
に
、

（
聖
典
二
二
三
頁
）

と
、
こ
の
場
合
は
一
心
に
つ
い
て
で
す
ね
。

今
度
は
逆
に
そ
れ
を
う
け
て
続
い
て
第
二
の
問
答
が
出
て
き
ま
す
が
、

ま
た
問
う
。
字
訓
の
ご
と
き
、
論
主
の
意
、
三
を
も
っ
て
一
と
せ
る
義
、
そ
の
理
し
か
る
べ
し
と
い
え
ど
も
、
愚
悪
の
衆
生
の
た
め
に
、
阿
弥
陀
如
来
す
で
に
三
心

の
願
を
発
し
た
ま
え
り
、

（
聖
典
二
二
四
頁
）

と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
言
い
表
し
て
い
る
。
や
は
り
そ
こ
に
、
「
愚
悪
の
衆
生
の
た
め
に
、
阿
弥
陀
如
来
す
で
に
三
心
の
願
を
発
し
た
ま
え
り
」
と
。
そ
う
い
う
こ
と

が
三
心
全
体
に
わ
た
っ
て
い
る
大
事
な
意
味
な
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
親
鸞
聖
人
が
善
導
の
深
心
釈
を
う
け
て
七
深
信
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
で
ま
ず
第
一
の
深
信
で
す
が
、

第
一
の
深
信
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
な
り
。

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

と
、
こ
れ
は
前
回
こ
こ
を
重
点
に
講
義
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
善
導
大
師
の
言
葉
で
は
、

「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
深
信
す
べ
し
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
う
け
て
第
一
の
深
信
と
し
て
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
。
曽
我
先
生
は
、
こ
の
善
導
大
師
の
文
を
「
自
身
は
」
と
あ
る
の

を
「
自
身
を
ば
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
自
身
を
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
。
「
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁

あ
る
こ
と
な
し
」
と
「
自
身
を
ば
」
と
深
信
す
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
も
っ
と
つ
づ
め
て
い
え
ば
、
要
す
る
に
自
身
を
深
信
す
る
。
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
。
ま
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あ
こ
の
こ
と
は
前
回
に
言
わ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
簡
単
に
し
て
お
き
ま
す
。

続
い
て
第
二
の
深
信
に
つ
い
て
で
す
が
、

第
二
の
深
信
は
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
信
海
な
り
。

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

と
。
そ
れ
か
ら
そ
の
前
に
一
言
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
に
第
一
、
第
二
、
第
三
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
な
に
も
横
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
ね
。
第
一
の
深
信
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
し
て
第
二
、
第
三
の
深
信
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
展
開
し
て
お
る
わ
け
で
す
。
で
、
こ
の
第
二
の
深
信
で
す
が
、

「
第
二
の
深
信
は
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
信
海
な
り
」
と
。
こ
の
文
章
は
読
み
に
く
い
で
す
ね
。
「
決
定
し
て
か
の

願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
」
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
訓
を
打
つ
と
「
か
の
願
力
に
乗
じ
て
」
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
二
回
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
な
い
で
す
か

ね
。
彼
の
願
力
に
乗
じ
て
乗
彼
願
力
を
深
信
す
る
と
。
つ
ま
り
彼
の
願
力
に
乗
ず
る
身
だ
と
深
信
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
彼
の
願
力
に
乗
じ
て
い
る
。
つ
ま
り

自
身
を
乗
ぜ
し
め
て
い
る
。
自
身
を
願
力
に
乗
ぜ
し
め
て
お
る
。
自
身
を
一
乗
た
ら
し
め
て
い
る
。
自
身
は
つ
ね
な
る
自
身
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
「
自
身
を
深
信
す

る
」
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
そ
の
自
身
と
い
う
の
は
一
乗
で
す
ね
。
こ
こ
で
は
一
乗
の
身
を
深
信
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
自
身
を
一
乗
の
身
た
ら
し
め
て
い
る
。

つ
ま
り
平
た
い
言
葉
で
い
え
ば
、
乗
せ
て
い
る
願
力
で
す
。
自
身
を
乗
せ
て
い
る
願
力
で
す
。
自
身
の
ほ
う
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
願
力
に
乗
る
唯
一
の
一
で
す
。
た
だ

そ
の
願
力
に
乗
る
。
願
力
に
乗
ず
る
。
自
身
の
ほ
う
か
ら
い
え
ば
で
す
よ
。
だ
け
ど
こ
こ
で
深
信
す
る
と
い
う
意
味
は
、
そ
う
い
う
自
身
を
深
信
す
る
と
い
う
の
で
は

な
く
て
、
む
し
ろ
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
展
開
し
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
自
身
を
一
乗
の
身
た
ら
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
乗
彼
願

力
」
で
す
。
自
身
を
背
負
っ
て
い
る
願
力
で
す
。
乗
せ
て
い
る
願
力
で
す
。
そ
こ
に
一
乗
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
す
ね
。
善
導
の
文
章
で
は
、

「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
、
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
、
疑
い
な
く
慮
な
く
か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
深
信
せ
よ
と
な
り
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
。
前
回
の
講
義
録
を
み
る
と
、
機
の
深
信
の
ほ
う
は
「
深
信
す
べ
し
」
と
直
接
的
で
、
法
の
深
信
の
ほ
う
は
「
深
信
せ
よ
と
な
り
」
と
間
接
的
だ
と
宮
城
さ
ん
は
注

意
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
後
の
ほ
う
は
法
の
ほ
う
を
い
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
端
的
に
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
な
る
と
直
接
で
す
わ
ね
。
間
接
的
な
表
現
に
な
っ
て

い
る
の
は
法
の
ほ
う
を
い
っ
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。
自
身
を
、
い
わ
ば
前
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
そ
う
い
う
自
身
を
、
こ
の
文
章
で
い
え
ば
摂
め
取
っ
て
い
る
、

自
身
を
荷
負
っ
て
い
る
願
力
で
す
。
そ
こ
に
「
疑
い
な
く
慮
な
く
」
と
あ
る
「
疑
い
な
く
」
と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
衆
生
を
摂
受
し
て
、
疑
い
な
く

と
、
こ
の
文
章
で
い
え
ば
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
衆
生
を
摂
受
し
て
い
る
、
衆
生
を
摂
受
し
て
お
る
と
こ
ろ
の
阿
弥
陀
の
四
十
八
願
、
つ
ま
り
法
に
つ
い
て
「
疑
い

な
く
」
で
す
。
「
慮
な
く
」
の
ほ
う
は
摂
受
さ
れ
て
い
る
衆
生
で
す
、
機
で
す
。
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
が
衆
生
を
摂
受
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
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衆
生
を
摂
受
し
て
お
る
と
こ
ろ
の
、
摂
め
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
疑
い
が
な
い
と
。
同
時
に
そ
の
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
摂
受
さ
れ
て
い
る
衆
生
、

自
分
自
身
に
慮
り
が
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
ん
な
自
分
が
摂
め
取
ら
れ
て
お
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
自
分
の
ほ
う
を
慮
ろ
う
と
し
ま
す
ね
。
本
願
の
ほ
う
は
一
切
の
衆
生
を

摂
受
す
る
。
か
り
に
そ
れ
に
疑
い
な
し
と
、
こ
う
い
い
ま
し
て
も
、
そ
の
疑
い
な
し
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
今
度
は
機
の
ほ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
摂
め
取
ら
れ
て
い

る
そ
の
機
に
慮
り
が
な
い
。

よ
く
譬
え
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
。
本
願
に
つ
い
て
の
譬
え
で
、
そ
の
船
に
乗
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
け
る
だ
ろ
う
か
、
行
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
。
乗
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
り
に
疑
い
が
な
く
て
も
、
乗
せ
ら
れ
て
お
り
な
が
ら
、
乗
っ
て
お
り
な
が
ら
、
行
け
る
だ
ろ
う
か
、
行
け
な
い
だ
ろ
う
か
と
自
分
を

慮
る
。

聖
覚
法
印
の
お
言
葉
が
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
引
か
れ
て
あ
り
ま
す
が
、

「
誠
知

無
明
長
夜
之
大
燈
炬
也

何
悲
智
眼
闇
」
と
い
う
は
、
誠
知
は
、
ま
こ
と
に
し
り
ぬ
と
い
う
。
弥
陀
の
誓
願
は
無
明
長
夜
の
お
お
き
な
る
と
も
し
び
な
り
。

な
ん
ぞ
智
慧
の
ま
な
こ
く
ら
し
と
か
な
し
ま
ん
や
、
と
お
も
え
と
な
り
。
「
生
死
大
海
之
大
船
筏
也

豈
煩
業
障
重
」
と
い
う
は
、
弥
陀
の
願
力
は
生
死
大
海
の
お

お
き
な
る
ふ
ね
、
い
か
だ
な
り
。
極
悪
深
重
の
み
な
り
と
な
げ
く
べ
か
ら
ず
と
の
た
ま
え
る
な
り
。

（
聖
典
五
三
〇
頁
）

と
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
機
へ
の
慮
り
を
い
ま
し
め
て
い
る
。
つ
ま
り
智
慧
の
眼
が
闇
い
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
も
悲
し
ん
だ
り
慮
っ
た
り
す
る

必
要
が
な
い
。
罪
悪
深
重
の
身
だ
と
い
う
こ
と
を
嘆
い
て
、
こ
れ
で
は
浄
土
に
往
生
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
か
、
自
分
の
罪
業
を
い
た
ず
ら
に
慮
る
こ
と
は

い
ら
な
い
。
罪
業
、
業
を
い
ろ
い
ろ
慮
る
必
要
が
な
い
。

要
す
る
に
第
一
深
信
は
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
続
い
て
第
二
深
信
は
「
乗
彼
願
力
」
で
す
ね
。
乗
彼
願
力
を
深
信
す
る
。

つ
ま
り
、
い
ま
の
こ
の
こ
と
で
い
う
な
ら
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
念
仏
に
よ
っ
て
い
か
な
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
上
に
了
解
さ
れ
て
く
る
の
か
、

そ
う
い
う
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
法
然
上
人
で
は
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
ま

で
は
っ
き
り
教
え
て
お
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
が
、
念
仏
往
生
と
い
う
場
合
で
す
ね
。
念
仏
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
に
つ
く
の
か
、
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
の
か
ど
う
か
が

は
っ
き
り
し
な
い
の
で
す
ね
。

四
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法
然
上
人
は
不
回
向
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
ど
う
も
わ
れ
わ
れ
が
回
向
す
る
と
こ
ろ
の
行
で
は
な
い
。
念
仏
往
生
と
い
う
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ

に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
。
不
回
向
と
。
『
選
択
集
』
の
中
に
ち
ょ
う
ど
こ
の
会
で
『
選
択
集
』
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
「
二
門
章
」
で
す
か
ら
出
て
き
ま

せ
ん
が
、
続
い
て
「
二
行
章
」
が
出
て
、
そ
こ
で
正
行
と
雑
行
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
正
行
と
雑
行
の
二
行
を
比
較
し
ま
し
て
、
五
番
の

相
対
と
し
て
比
較
し
て
あ
る
。
『
愚
禿
鈔
』
に
は
二
教
対
（
聖
典
四
二
九
頁
）
が
あ
り
ま
す
が
、
『
選
択
集
』
に
出
て
い
る
順
番
で
い
い
ま
す
と
、
五
番
の
相
対
の
最

後
が
純
雑
対
で
す
ね
。

一
番
目
が
親
疎
対
、
こ
の
親
疎
対
が
『
選
択
集
』
で
は
一
番
最
初
に
あ
げ
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
近
遠
対
が
二
番
目
、
三
番
目
に
有
間
無
間
対
、
次
に
回
向
不
回

向
対
と
あ
り
、
そ
し
て
最
後
に
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
純
雑
対
と
、
こ
の
五
つ
が
出
て
き
ま
す
。

こ
う
い
う
ふ
う
に
法
然
上
人
自
身
も
念
仏
に
つ
い
て
、
行
に
つ
い
て
不
回
向
の
行
で
あ
る
と
。
他
の
行
は
回
向
す
る
行
だ
と
。
念
仏
は
わ
れ
わ
れ
が
回
向
す
る
行
で

は
な
い
。
こ
う
い
う
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
す
る
と
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
自
力
に
属
す
る
も
の
で
は

な
い
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
わ
れ
わ
れ
に
い
っ
た
い
何
が
属
す
る
の
か
、
こ
う
い
う
こ
と
が
明
解
で
は
な
い
。

■

生

活

全

体

が

往

生

と

い

う

意

義

を

も

っ

て

開

か

れ

て

く

る

そ
こ
に
親
鸞
聖
人
は
法
然
上
人
の
教
え
を
う
け
て
、
も
ち
ろ
ん
行
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
、
そ
の
か
わ
り
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
も
の
と

し
て
信
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
だ
か
ら
念
仏
往
生
と
い
う
こ
と
は
、
念
仏
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
念
仏
を
称
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
念
仏
を
称
え
る
よ
う
な
人
に

な
る
と
い
う
意
味
が
そ
こ
に
…
…
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
信
を
獲
得
す
る
、
人
に
信
を
。
そ
の
信
が
ど
の
よ
う
な
信
か
と
い
う
こ
と
は
三
心

釈
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
信
を
獲
得
す
る
、
そ
う
い
う
意
味
の
念
仏
が
称
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
念
仏
を
称
え
る
人
に
な
る
。
念
仏
者
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
う

い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
念
仏
者
に
な
る
と
い
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
の
は
信
だ
。
な
る
ほ
ど
念
仏
は
称
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
称
え
ら
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
称
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
そ
の
行
を
も
っ
て
、
往
生
が
決
定
す
る
の
で
は
な
い
。
称
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
念
仏
に
お
い
て
信
を
獲
得
す
る
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
往
生
と
い
う
意
義
が
決
定
す
る
わ
け
で
す
。
往
生
と
い
う
意
義
が
そ
こ
に
開
か
れ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
生
活
全
体
が
往
生
と
い
う
意
義

を
も
っ
て
開
か
れ
て
く
る
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
、
い
ま
こ
こ
の
第
一
深
信
・
第
二
深
信
と
い
う
こ
と
も
、
言
っ
て
み
れ
ば
念
仏
に
よ
っ
て
で
す
ね
、
念
仏
往
生
と
い
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
念
仏
往
生
と

い
わ
れ
る
の
は
、
い
っ
た
い
わ
れ
わ
れ
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
了
解
さ
れ
て
く
る
の
か
と
い
う
と
、
第
一
の
深
信
と
し
て
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ

と
が
決
定
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
身
を
知
っ
て
か
ら
、
そ
れ
か
ら
何
か
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
。

第六講 七深信者
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わ
れ
わ
れ
の
人
生
が
そ
う
い
う
人
生
と
し
て
決
定
し
て
く
る
わ
け
で
す
。
自
身
を
深
信
す
る
と
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
自
分
の
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
自
身
、

身
で
す
わ
ね
。
こ
の
ご
ろ
主
体
的
に
生
き
る
と
か
と
い
い
ま
し
て
、
自
分
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
に
忠
実
で
あ
る
の
が
、
そ
れ
が
い
か
に
も
主
体
的
で
あ
る
か
の
よ
う
な

で
す
ね
…
…
。
そ
う
い
う
思
想
に
も
な
ら
な
い
恐
る
べ
き
思
想
で
す
ね
。
そ
う
い
う
も
の
が
思
想
と
い
え
ば
…
…
。

■

第

一

深

信

が

な

け

れ

ば

第

二

以

下

の

深

信

は

な

い

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
。
そ
の
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
、
そ
れ
を
さ
ら
に
内
に
開
い
て
く
る
、
そ

れ
が
第
二
の
深
信
で
す
。
だ
か
ら
第
一
の
深
信
が
な
け
れ
ば
第
二
は
な
い
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
ね
。
第
一
の
深
信
が
な
け
れ
ば
、
第
二
・
第
三
・
第

四
・
第
五
・
第
六
・
第
七
の
深
信
は
あ
り
ゃ
せ
ん
の
で
す
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
い
う
と
、
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
、
え
ら
い
何
か
小
さ
く
見
え
ま

す
が
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
が
第
二
・
第
三
・
第
四
・
第
五
・
第
六
・
第
七
を
展
開
し
て
く
る
。
こ
れ
は
内
容
を
読
ん
で
い
く

と
わ
か
り
ま
す
が
、
非
常
に
大
き
な
歴
史
的
な
体
験
が
内
容
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
展
開
が
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
。

三
心
釈
を
と
お
し
て
い
う
な
ら
ば
、
至
誠
心
か
ら
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
至
誠
心
に
つ
い
て
善
導
が
、

「
一
者
至
誠
心
」
。
至
と
は
真
な
り
、
誠
と
は
実
な
り
。
一
切
衆
生
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
ん
こ
と
を

明
か
さ
ん
と
欲
う
。
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
ず
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
内
に
虚
仮
を
懐
き
て
、
貪
瞋
邪
偽
奸
詐
百
端
に
し
て
悪
性
侵
め
が
た
し
、
事
蛇
蝎
に
同
じ
。

三
業
を
起
こ
す
と
い
え
ど
も
、
名
づ
け
て
雑
毒
の
善
と
す
、
ま
た
虚
仮
の
行
と
名
づ
く
、
真
実
の
業
と
名
づ
け
ざ
る
な
り
。
も
し
か
く
の
ご
と
き
安
心
起
行
を
作
す

は
、
た
と
い
身
心
を
苦
励
し
て
日
夜
十
二
時
、
急
に
走
め
急
に
作
す
こ
と
、
頭
燃
を
炙
う
が
ご
と
く
す
る
は
、
す
べ
て
雑
毒
の
善
と
名
づ
く
。
こ
の
雑
毒
の
行
を
回

し
て
か
の
仏
の
浄
土
に
求
生
せ
ん
と
欲
う
は
、
こ
れ
必
ず
不
可
な
り
。
何
を
も
っ
て
の
故
に
、

（
聖
典
四
三
六
頁
）

と
、
こ
う
い
っ
て
至
誠
心
の
解
釈
が
出
て
き
ま
す
が
、
こ
の
「
た
と
い
身
心
を
苦
励
し
て
日
夜
十
二
時
、
急
に
走
め
急
に
作
す
こ
と
、
頭
燃
を
炙
う
が
ご
と
く
す
る
は
、

す
べ
て
雑
毒
の
善
と
名
づ
く
。
こ
の
雑
毒
の
行
を
回
し
て
か
の
仏
の
浄
土
に
求
生
せ
ん
と
欲
う
は
、
こ
れ
必
ず
不
可
な
り
」
と
、
こ
う
い
う
よ
う
に
至
誠
心
か
ら
出
て

く
る
の
が
深
心
、
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
。
自
身
を
深
信
す
る
と
い
っ
て
も
内
容
が
あ
り
ま
す
わ
ね
。
自
身
を
深
信
す
る
と
い
っ
て
も
。
最
後
の
言
葉
だ
け
で
い
う

と
、
「
こ
れ
必
ず
不
可
な
り
」
と
言
い
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
容
易
な
ら
ん
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

一
生
懸
命
に
身
心
を
苦
励
し
て
で
す
よ
。
一
生
懸
命
に
努
め
て
い
っ
た
こ
と
の
全
体
が
雑
毒
の
善
、
虚
仮
の
行
と
。
こ
う
い
う
自
覚
を
も
っ
て
と
い
う
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
の
反
省
か
ら
出
て
こ
な
い
言
葉
で
す
よ
ね
。
む
し
ろ
こ
こ
で
い
う
な
ら
ば
「
一
者
至
誠
心
」
と
い
う
こ
の
至
誠
心
、
つ
ま
り
真
実
を
い
わ
ゆ
る
仏
陀
の
教
え
、

お
お
せ
を
う
け
て
、
そ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
て
く
る
自
身
で
す
。
至
誠
心
と
い
う
の
に
ふ
れ
て
…
…
。

■ 第一深信がなければ第二以下の深信はない
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だ
か
ら
至
誠
心
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
三
心
で
い
う
な
ら
ば
、
至
誠
心
に
ふ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
「
自
身
を
深
信
す

る
」
と
い
う
こ
と
は
出
て
こ
な
い
の
で
し
ょ
う
。
ど
こ
か
ら
い
っ
た
い
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
や
み
く
も
に

「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
出
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。
や
み
く
も
に
何
が
な
ん
で
も
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
至

誠
心
、
真
実
心
を
ぬ
き
に
し
て
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

で
、
さ
ら
に
そ
の
第
一
の
深
信
か
ら
第
二
の
深
信
が
展
開
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
」
と
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
言
い

ま
し
た
よ
う
に
、
こ
う
い
う
読
み
下
し
に
す
る
と
文
章
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
、
何
を
深
信
す
る
の
か
が
。
「
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
」
と
、
ど
う
も

文
章
と
し
て
は
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。
あ
え
て
も
う
一
度
い
う
な
ら
、
彼
の
願
力
に
乗
ぜ
ず
し
て
願
力
を
深
信
す
る
の
で
は
な
く
て
、
つ
ま
り
彼
の
願
力
に
乗
ず
る
と
い

う
こ
と
が
、
も
う
す
で
に
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
「
か
の
願
力
に
乗
ず
る
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
真
実
で
あ
れ
と
呼
び
か
け
て
く
る
そ
う
い

う
人
に
遇
い
、
そ
の
呼
び
か
け
の
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
な
し
に
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
も
う
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
願
力
に
乗
ず
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

■

乗

彼

願

力

を

深

信

す

る

だ
か
ら
本
願
の
外
か
ら
本
願
を
信
ず
る
の
で
は
な
く
て
、
「
願
力
に
乗
じ
て
」
、
そ
の
乗
彼
願
力
を
深
信
す
る
わ
け
で
す
。
広
く
い
え
ば
一
切
の
衆
生
を
乗
せ
る
と

こ
ろ
の
、
荷
負
っ
て
い
く
と
こ
ろ
の
願
力
を
深
信
す
る
の
で
す
。

も
っ
と
端
的
に
い
え
ば
、
一
人
を
荷
負
う
の
で
す
。
い
か
な
る
人
、
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
人
を
唯
一
の
人
と
し
て
一
と
し
て
荷
負
う
わ
け
で
す
。

荷
負
う
べ
き
一
と
し
て
で
す
よ
。
そ
う
い
う
意
味
で
ど
の
よ
う
な
人
も
平
等
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
一
乗
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
す
わ
ね
。
一
と
し
て
…
…
。

そ
れ
を
荷
負
う
本
願
に
お
け
る
唯
一
の
機
で
す
わ
ね
。

だ
か
ら
、
そ
こ
で
は
善
人
と
か
悪
人
と
か
、
ふ
つ
う
機
と
い
え
ば
諸
機
と
い
っ
て
機
に
差
別
が
あ
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
機
類
、
諸
の
機
で
す
。
た
と
え

ば
『
観
経
』
で
す
と
九
品
で
す
。
上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
九
品
に
分
か
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
。
『
大
経
』
で
は
上
輩
・
中
輩
・
下
輩
と
三
輩
に
分
け
て
い
ま

す
ね
。
そ
う
い
う
機
類
で
す
。
そ
こ
に
聖
者
と
か
凡
夫
と
か
。
凡
夫
に
つ
い
て
も
善
の
凡
夫
、
悪
の
凡
夫
と
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
機
類
に
分
か
れ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
う
い
う
も
ろ
も
ろ
の
機
、
機
の
差
別
を
こ
え
て
一
機
、
唯
一
の
機
に
な
る
わ
け
で
す
。
唯
一
の
機
で
す
。
何
に
お
け
る
唯
一
の
機
か
と
い
う
と
本
願
が
荷
負
う
唯
一

の
機
で
す
。
こ
れ
は
善
悪
を
こ
え
る
わ
け
で
す
ね
。
善
悪
と
か
上
下
と
か
と
い
う
差
別
を
こ
え
る
。
そ
う
い
う
乗
彼
願
力
で
す
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
そ
れ
が
『
大

無
量
寿
経
』
の
教
説
で
す
ね
。
『
大
無
量
寿
経
』
の
教
説
を
生
ん
で
き
た
歴
史
で
す
。

第六講 七深信者
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つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
れ
、
そ
の
人
を
唯
一
の
機
と
し
て
、
た
だ
一
つ
の
、
あ
る
い
は
た
だ
一
度
、
そ
う
い
う
機
と
し
て
荷
負
っ
て
い
く
本
願
の
歴
史
で
す
。

そ
の
本
願
の
歴
史
の
真
実
な
る
こ
と
を
深
信
す
る
の
で
す
。

五

第
三
に
今
度
は
、

「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。
」

と
。
で
す
か
ら
こ
う
い
う
『
観
経
』
、
そ
れ
か
ら
次
に
『
阿
弥
陀
経
』
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
い
う
と
、
第
二
の
深
信
と
い
う
の
は
乗
彼
願
力
を
深

信
す
る
。
経
典
で
い
う
な
ら
『
大
無
量
寿
経
』
で
す
。
「
第
三
に
は
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
」
。
こ
の
内
容
が
「
信
巻
」
に
出
て
き
ま
す
ね
。

ま
た
決
定
し
て
深
く
、
「
釈
迦
仏
、
こ
の
『
観
経
』
に
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
き
て
、
か
の
仏
の
依
正
二
報
を
証
讃
し
て
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
」
と
信

ず
。

（
聖
典
二
一
六
頁
）

と
。
つ
ま
り
釈
迦
仏
が
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
こ
の
『
観
経
』
に
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
い
て
、
彼
の
仏
、
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
で
す
ね
。
阿
弥
陀
仏
の
依
正
二
報
を

証
讃
し
て
、
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
本
願
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
世
界
と
い
う
も
の
は
本
願
に
お
い
て
開
か
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

証
明
し
讃
嘆
す
る
。
そ
し
て
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
。
欣
い
慕
わ
せ
し
む
。
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
。
つ
ま
り
『
観
経
』
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
人
を
し
て
阿
弥

陀
仏
の
本
願
を
欣
慕
せ
し
め
る
た
め
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
仏
と
な
っ
て
教
え
を
説
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
の
経
典
で
あ
る
。

だ
か
ら
『
観
経
』
を
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
教
え
、
釈
尊
の
教
え
と
い
う
の
は
ど
こ
ま
で
も
往
生
浄
土
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
人
を
し
て
往
生
せ

し
め
よ
う
と
、
ひ
た
す
ら
そ
の
往
生
浄
土
の
道
を
説
か
ん
が
た
め
に
仏
と
な
れ
り
と
。
つ
ま
り
釈
迦
牟
尼
仏
が
仏
と
な
ら
れ
た
ゆ
え
ん
で
す
ね
。
仏
と
な
っ
て
教
え
を

説
か
れ
た
の
が
、
ど
う
い
う
教
え
を
説
か
れ
た
の
か
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
『
観
経
』
で
す
ね
。
そ
の
『
観
経
』
を
深
信
す
る
と
。

そ
れ
か
ら
、

第
四
に
は
「
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
。
」

と
。
そ
れ
は
そ
の
次
に
「
信
巻
」
に
、

ま
た
決
定
し
て
、
「
『
弥
陀
経
』
の
中
に
、
十
方
恒
沙
の
諸
仏
、
一
切
凡
夫
を
証
勧
し
て
決
定
し
て
生
ま
る
る
こ
と
を
得
」
と
深
信
す
る
な
り
。

■ 乗彼願力を深信する
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（
聖
典
二
一
六
頁
）

と
。
勧
は
す
す
め
る
、
証
は
証
明
、
つ
ま
り
十
方
恒
沙
の
諸
仏
が
一
切
の
凡
夫
に
阿
弥
陀
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
勧
め
る
、
あ
る
い
は
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
証
明
し
て
く
だ
さ
る
。
そ
う
い
う
十
方
諸
仏
の
証
勧
、
証
明
、
あ
る
い
は
勧
め
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
が
『
阿
弥
陀
経
』
で
あ
る
。
そ
う
い
う

『
阿
弥
陀
経
』
を
深
信
す
る
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
こ
こ
に
三
経
が
出
て
い
る
。
そ
し
て
、

第
五
に
は
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
。
」

と
い
う
こ
と
で
三
経
全
体
を
お
さ
め
て
い
る
。
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
と
。
こ
れ
を
「
信
巻
」
で
は
、

ま
た
深
信
す
る
者
、
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
一
切
行
者
等
、
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
ず
、
決
定
し
て
行
に
依
っ
て
、
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
う
を
ば
す
な

わ
ち
捨
て
、
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
行
ず
。
仏
の
去
て
し
め
た
ま
う
処
を
ば
す
な
わ
ち
去
つ
。
こ
れ
を
「
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
す
」
と
名

づ
く
。
こ
れ
を
「
仏
願
に
随
順
す
」
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
「
真
の
仏
弟
子
」
と
名
づ
く
。

（
聖
典
二
一
六
頁
）

と
、
こ
こ
ま
で
で
す
ね
。
こ
こ
ま
で
を
「
第
五
に
は
」
と
い
う
こ
と
で
第
五
深
信
で
す
ね
。
「
第
五
に
は
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
」
」
と
。
こ
の
場

合
の
「
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
」
と
い
わ
れ
る
仏
語
と
い
う
の
は
、
前
の
『
観
経
』
『
弥
陀
経
』
、
さ
ら
に
は
乗
彼
願
力
を
深
信
す
る
と
い
う
の
は
『
大
無
量
寿

経
』
に
お
さ
ま
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
い
え
ば
三
経
全
体
で
す
ね
。
経
典
で
い
え
ば
三
経
全
体
で
す
。
浄
土
三
経
に
わ
た
っ
て
、
つ
ま
り
弥
陀
の
教
え
で
す

ね
。
弥
陀
の
教
え
と
い
い
ま
し
て
も
弥
陀
の
招
喚
の
勅
命
で
す
。
さ
ら
に
釈
尊
の
教
え
、
発
遣
の
教
え
で
す
ね
。
ま
た
さ
ら
に
十
方
諸
仏
の
証
讃
で
す
ね
。
証
誠
・
証

讃
で
す
。
そ
う
い
う
弥
陀
と
釈
迦
と
諸
仏
の
言
を
信
ず
る
と
。

だ
か
ら
仏
語
と
い
う
と
こ
ろ
に
す
で
に
弥
陀
の
勅
命
、
つ
ま
り
弥
陀
の
言
で
す
ね
。
さ
ら
に
釈
尊
に
代
表
さ
れ
る
発
遣
の
言
、
さ
ら
に
諸
仏
の
証
讃
の
言
で
す
ね
。

そ
う
い
う
内
容
が
仏
語
と
い
う
一
語
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
仏
語
と
い
っ
て
い
る
。
何
を
も
っ
て
仏
語
と
い
っ
て
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
わ
れ
わ

れ
を
招
喚
す
る
弥
陀
の
勅
命
、
本
願
の
言
、
わ
れ
ら
を
発
遣
す
る
釈
迦
に
代
表
さ
れ
る
お
お
せ
で
す
ね
。
人
の
お
お
せ
で
す
。
さ
ら
に
今
度
は
十
方
諸
仏
の
証
讃
で
す
。

こ
の
三
つ
は
離
れ
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
よ
き
人
の
お
お
せ
を
聞
く
と
い
う
場
合
で
も
、
よ
き
人
だ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
十
方
諸
仏
の
証
誠
・
証

讃
の
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
と
同
時
で
す
わ
ね
。
そ
の
十
方
諸
仏
は
田
舎
の
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
も
う
す
で
に
こ
の
世
に
い
な
い
人
で
あ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
未
来
の
諸
仏
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
た
だ
よ
き
人
だ
け
が
個
人
的
に
ぽ
つ
ん
と
…
…
。
よ
き
人
の
お
お
せ
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
仏
語
を

信
ず
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
こ
そ
善
知
識
だ
の
み
み
た
い
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
先
生
を
崇
め
た
て
ま
つ
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
、

そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す
ね
。
そ
こ
に
釈
迦
に
代
表
さ
れ
る
よ
き
師
の
お
お
せ
と
同
時
に
十
方
諸
仏
の
、
三
世
十
方
で
す
ね
。
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世

第六講 七深信者
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十
方
の
諸
仏
の
証
讃
、
さ
ら
に
本
願
の
勅
命
と
。
こ
う
い
う
弥
陀
、
釈
迦
、
諸
仏
で
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
三
仏
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
内
容

を
も
っ
て
い
る
の
が
仏
語
で
す
。
「
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
ず
、
決
定
し
て
行
に
依
っ
て
」
と
、
こ
こ
で
「
行
に
依
っ
て
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
仏

願
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
念
仏
の
一
行
で
す
。
具
体
的
に
は
、

決
定
し
て
行
に
依
っ
て
、
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
捨
て
、
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
行
ず
。
仏
の
去
て
し
め
た
ま
う
処
を
ば
す
な
わ
ち

去
つ
。

（
聖
典
二
一
六
頁
）

と
。
「
決
定
し
て
行
に
依
っ
て
、
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
捨
て
」
と
あ
る
の
は
、
こ
こ
で
は
行
で
す
か
ら
諸
善
万
行
で
す
ね
。
「
仏
の
捨
て
し
め
た
ま

う
を
ば
す
な
わ
ち
捨
て
、
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
行
ず
。
仏
の
去
て
し
め
た
ま
う
処
を
ば
す
な
わ
ち
去
つ
」
。
後
の
去
て
る
は
「
去
る
」
と
い
う
字
で

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
「
と
こ
ろ
」
で
す
ね
。
つ
ま
り
穢
土
を
去
て
る
、
穢
土
を
厭
う
、
と
。

仏
の
去
て
し
め
た
ま
う
処
を
ば
す
な
わ
ち
去
つ
。
こ
れ
を
「
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
す
」
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
「
仏
願
に
随
順
す
」
と
名
づ
く
。

（
同

頁
）

と
。
「
仏
教
に
随
順
し
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
仏
語
と
同
じ
で
し
て
、
や
は
り
三
仏
を
内
容
と
す
る
の
で
す
。
仏
教
に
随
順
し
、
仏
の
こ
こ
ろ
に
随
順
す
る
。

で
、
仏
教
に
随
順
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
釈
迦
の
発
遣
の
教
え
に
か
ぎ
っ
て
解
釈
し
て
あ
る
講
録
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
し
に
、
そ
う
い
う
お
お
せ
、

な
ら
び
に
十
方
諸
仏
の
証
讃
、
さ
ら
に
は
招
喚
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
な
か
に
お
さ
め
ら
れ
る
と
解
釈
し
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
「
「
仏
教
に
随
順
し
、

仏
意
に
随
順
す
」
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
「
仏
願
に
随
順
す
」
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
「
真
の
仏
弟
子
」
と
名
づ
く
」
と
。
つ
ま
り
『
愚
禿
鈔
』
で
は
「
た
だ
仏
語
を
信
じ

決
定
し
て
行
に
依
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
真
の
仏
弟
子
」
に
つ
い
て
『
愚
禿
鈔
』
で
は
そ
の
後
の
ほ
う
に
出
て
き
ま
す
ね
。
「
第
五
の
唯
信
仏
語
に
つ
い
て
、
三
遣

・
三
随
順
・
三
是
名
あ
り
」
（
聖
典
四
四
〇
頁
）
と
、
こ
う
い
っ
て
第
五
の
唯
信
仏
語
を
取
り
出
し
て
、
「
真
の
仏
弟
子
」
と
い
う
こ
と
が
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
出
て
い

ま
す
ね
。

で
す
か
ら
、
そ
こ
に
こ
の
浄
土
の
三
経
の
教
説
と
し
て
物
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
世
界
で
す
ね
。
あ
る
い
は
浄
土
の
三
経
と
し
て
、
そ
こ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
世
界
、
歴
史
…
…
、
そ
う
い
う
も
の
を
深
信
す
る
。
つ
ま
り
浄
土
の
三
経
に
物
語
ら
れ
る
よ
う
な
世
界
、
あ
る
い
は
歴
史
が
わ
れ
わ
れ
に
了
解
さ
れ
て
く
る
。
逆
に

い
え
ば
、
そ
の
歴
史
、
世
界
が
顕
現
さ
れ
て
く
る
。
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
た
ん
な
る
物
語
で
は
な
く
て
で
す
ね
。
そ
し
て
そ
こ
に
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行

に
依
る
」
と
、
こ
う
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
真
の
仏
弟
子
と
し
て
の
自
覚
で
す
ね
。
真
の
仏
弟
子
た
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
自
覚
が
そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

■ 乗彼願力を深信する
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六

そ
れ
か
ら
、

第
六
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。
」

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

と
。
「
信
巻
」
で
は
、

ま
た
一
切
の
行
者
、
た
だ
よ
く
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
者
は
、
必
ず
衆
生
を
誤
ら
ざ
る
な
り
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
仏
は
こ
れ
満
足
大
悲
の
人
な
る

が
ゆ
え
に
、
実
語
な
る
が
ゆ
え
に
。
仏
を
除
き
て
已
還
は
、
智
行
未
だ
満
た
ず
。
そ
れ
学
地
に
あ
り
て
、
正
習
の
二
障
あ
り
て
、
未
だ
除
か
ら
ざ
る
に
由
っ
て
、
果

願
未
だ
円
な
ら
ず
。
こ
れ
ら
の
凡
聖
は
、
た
と
い
諸
仏
の
教
意
を
測
量
す
れ
ど
も
、
未
だ
よ
く
決
了
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
平
章
あ
り
と
い
え
ど
も
、
か
な
ら
ず
須

ら
く
仏
証
を
請
う
て
定
と
す
べ
き
な
り
。
も
し
仏
意
に
称
え
ば
、
す
な
わ
ち
印
可
し
て
「
如
是
如
是
」
と
言
う
。
も
し
仏
意
に
可
わ
ざ
れ
ば
、(

聖
典
二
一
六
頁
）

と
、
さ
ら
に
ず
っ
と
長
い
文
な
の
で
す
が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
す
ね
。
こ
の
「
た
だ
よ
く
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
」
と
い
う
、
こ
の
場
合
の
「
行
を
深
信
す
る

者
」
は
仏
弟
子
で
す
け
れ
ど
も
、
「
こ
の
経
」
は
『
観
無
量
寿
経
』
で
す
ね
。
こ
れ
は
『
観
経
』
三
心
釈
の
と
こ
ろ
で
す
か
ら
。
「
た
だ
よ
く
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を

深
信
す
る
者
は
、
必
ず
衆
生
を
誤
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
直
接
に
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
と
い
う
こ
と
で
、
浄
土
の
三
経
が
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
浄
土
の
三
経
以
外
の
経
に
よ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
ど
う
い
う
こ
と
が
中

心
か
と
い
う
と
、
こ
の
文
章
に
出
て
い
ま
す
が
、
「
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
仏
は
こ
れ
満
足
大
悲
の
人
な
る
が
ゆ
え
に
、
実
語
な
る
が
ゆ
え
に
」
と
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
つ
ま
り
、
こ
の
経
は
仏
説
だ
と
。
先
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
仏
語
だ
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
あ
る
。

そ
の
後
に
、

仏
を
除
き
て
已
還
は
、
智
行
未
だ
満
た
ず
。
そ
れ
学
地
に
あ
り
て
、
正
習
の
二
障
あ
り
て
、
未
だ
除
か
ら
ざ
る
に
由
っ
て
、
果
願
未
だ
円
な
ら
ず
。
こ
れ
ら
の
凡
聖

は
、
た
と
い
諸
仏
の
教
意
を
測
量
す
れ
ど
も
、
未
だ
よ
く
決
了
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
平
章
あ
り
と
い
え
ど
も
、
か
な
ら
ず
須
ら
く
仏
証
を
請
う
て
定
と
す
べ
き
な

り
。

（
同

頁
）

と
、
こ
う
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
の
他
の
、
つ
ま
り
浄
土
三
経
以
外
の
経
に
仏
の
徳
が
説
か
れ
て
お
っ
て
も
、
仏
の
世
界
が
説
か
れ
て
お
っ
て
も
、
そ
の
説
か
れ
て
い

る
の
は
そ
れ
を
い
た
だ
く
人
、
そ
れ
を
聞
く
人
、
そ
れ
を
聞
き
取
っ
た
人
が
、
い
わ
ゆ
る
そ
こ
で
は
凡
夫
で
は
な
く
て
聖
者
で
す
ね
。
菩
薩
と
か
二
乗
の
聖
者
で
あ
る

と
か
、
つ
ま
り
、
自
分
自
身
に
お
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
の
仏
の
世
界
、
そ
こ
で
仏
の
徳
と
い
う
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
経
典
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
い
ま
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だ
仏
で
は
な
い
の
で
す
。
聖
者
と
い
っ
て
も
仏
で
は
な
い
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
「
仏
を
除
き
て
已
還
は
、
智
行

未
だ
満
た
ず
。
そ
れ
学
地
に
あ
り
て
、
正
習
の
二
障
あ
り
て
、
未
だ
除
か
ら
ざ
る
に
由
っ
て
、
果
願
未
だ
円
な
ら
ず
」
と
。
つ
ま
り
、
ま
だ
仏
の
さ
と
り
を
得
て
い
な

い
人
が
、
自
分
自
身
の
内
に
了
解
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
仏
の
さ
と
り
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
浄
土
三
部
経
以
外
の
経
典
は
仏
説
で
は
な
い
と
。

仏
語
と
い
い
ま
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
仏
陀
が
説
か
れ
た
と
こ
ろ
の
教
説
…
…
、
そ
れ
が
『
観
経
』
で
す
。
『
観
経
』
は
仏
陀
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
、
こ
う
い
う
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
経
に
依
っ
て
念
仏
を
深
信
す
る
と
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
必
ず
衆
生
を
誤
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
経
に
依
ら
ず
し
て
念

仏
を
受
け
と
ろ
う
と
す
る
と
、
必
ず
自
ら
迷
い
、
衆
生
を
誤
ら
せ
る
。
こ
う
い
う
意
味
が
言
い
表
し
て
あ
る
の
で
す
ね
。

こ
の
問
題
は
『
愚
禿
鈔
』
の
そ
の
あ
と
の
「
二
了
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
出
て
き
ま
す
ね
。

一
に
は
「
も
し
仏
の
所
説
は
す
な
わ
ち
こ
れ
了
教
な
り
。
」

二
に
は
「
菩
薩
等
の
説
は
こ
と
ご
と
く
不
了
教
と
名
づ
く
る
な
り
。
」
知
る
べ
し
。

（
聖
典
四
四
三
頁
）

と
。
そ
こ
に
菩
薩
の
説
、
仏
の
所
説
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
信
巻
」
に
説
か
れ
て
い
る
善
導
の
文
で
は
、
「
も
し
仏
の
所
有
の
言
説
は
」
（
聖
典
二
一
六

頁
）
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
い
っ
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
広
く
浄
土
三
部
経
を
含
め
て
言
い
表
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
仏
の
所
有
の
言
説
と
。
そ
の
他
の
経
は
仏
の
所

有
の
言
説
で
は
な
い
。
つ
ま
り
仏
の
所
説
で
は
な
い
。
仏
が
説
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
菩
薩
が
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
菩
薩
な
ど
が
仏
陀
の
徳
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
不
了
教
だ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ま
さ
し
く
仏
の
教
え
と
、
そ
う
で
な
い
不
了
教
で
す
ね
。
そ
う
い
う
も
の
が
は
っ
き
り
と
見
分
け
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
容
易
な
ら
ん
こ
と
で
は
な
い
で

す
か
ね
。
そ
の
教
え
が
仏
の
教
え
で
あ
る
か
あ
ら
ざ
る
か
を
ど
こ
で
い
っ
た
い
見
分
け
る
の
か
、
こ
れ
は
容
易
な
ら
な
い
こ
と
で
す
ね
。

■

了

教

・

不

了

教

の

真

偽

そ
し
て
し
か
も
、
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
見
分
け
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、
も
し
見
分
け
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
宗
教
に
お
け
る
根
本
問
題
な
の

だ
。
宗
教
に
お
い
て
、
そ
の
教
え
の
真
偽
と
い
う
も
の
は
運
命
に
か
か
わ
る
根
本
問
題
な
の
で
す
。
真
偽
が
い
か
に
し
て
見
分
け
ら
れ
る
か
。
い
ま
こ
こ
で
は
了
教
、

不
了
教
で
す
が
ね
。
さ
ら
に
も
っ
と
い
え
ば
真
偽
で
す
。
仏
教
と
い
う
な
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
に
お
い
て
ま
さ
に
仏
教
で
あ
る
の
か
。
ま
さ
し
く
真
実
の
仏
教
と
虚
偽

の
仏
教
が
ど
こ
で
見
分
け
ら
れ
る
の
か
で
す
ね
。
了
教
と
不
了
教
と
い
う
こ
と
が
ど
こ
で
見
分
け
ら
れ
る
の
か
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
大
事
な
の
で
す
が
、
宗
教
に
お
い
て
は
と
く
に
根
本
的
な
問
題
な
の
で
す
。
つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
の
い
う
阿
片
に

な
る
か
ど
う
か
の
境
目
の
問
題
で
す
。
だ
か
ら
宗
教
問
題
と
い
う
の
は
非
常
に
危
険
な
の
で
し
ょ
う
。
宗
教
問
題
が
誤
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
が

■ 了教・不了教の真偽
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滅
び
る
の
で
す
。
人
間
が
滅
ん
で
し
ま
う
。
生
け
る
屍
に
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
非
常
に
重
大
な
問
題
で
し
ょ
う
。

わ
れ
わ
れ
に
お
け
る
宗
教
問
題
と
は
何
か
、
問
題
で
い
う
な
ら
宗
教
問
題
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
か
し
な
い
か
が
、
そ
の
人
を
し
て
、
そ
の
人
が

生
け
る
屍
に
な
る
か
、
生
き
る
人
に
な
る
か
の
運
命
を
決
す
る
非
常
に
重
要
な
問
題
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
今
日
、
宗
教
問
題
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
ん
に
大
谷
派
の
た
め
に
大
事
な
の
で
は
な
く
て
人
間
の
運
命
に
か
か

わ
る
か
ら
で
す
。
今
日
の
人
間
に
お
け
る
根
源
的
な
問
題
は
何
か
と
。
今
日
、
問
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
そ
の
問
題
を
一
貫
し
て
い
る
そ
の

根
源
的
な
問
題
、
そ
う
い
う
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い
か
は
、
今
日
の
人
間
の
運
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
宗
教
問
題
を
明
ら
か
に
し
う
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
教
え
で
あ
る
と
す
る
な
ら
で
す
よ
、
親
鸞
の
教
え
が
。
そ
う
い
う
教
え
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
親
鸞

の
教
え
を
そ
の
よ
う
な
教
え
と
し
て
回
復
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
た
ん
に
大
谷
派
だ
け
の
問
題
で
な
い
。
大
谷
派
が
親
鸞
の
教
え
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
を
回
復
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
た
ん
に
大
谷
派
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
非
常
に
重
要
で
し
ょ
う
。
問
題
と
し
て
い
え
ば
そ

う
い
う
こ
と
で
す
。
教
え
の
う
え
で
い
え
ば
、
こ
こ
で
い
う
了
教
か
不
了
教
か
と
い
う
、
こ
う
い
う
判
別
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

■

建

立

自

心

は

自

ら

の

信

心

を

建

立

せ

よ

と

い

う

こ

と

一
応
、
今
日
は
七
深
信
を
と
お
し
て
読
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
最
後
に
、

第
七
に
は
「
ま
た
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

と
あ
り
ま
す
ね
。
「
建
立
せ
よ
」
と
。
こ
の
自
心
と
い
う
の
は
自
ら
の
信
心
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
ら
の
信
心
を
建
立
せ
よ
と
。
こ
れ
も
ま
た
別
に
項
目
を
も
う
け
て
、

す
ぐ
後
に
そ
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
か
ら
、
後
に
譲
る
と
し
て
、
い
ま
こ
こ
の
七
深
信
に
直
接
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
範
囲
だ
け
で
申
し
ま
す
と
、
は
じ
め

に
、
「
第
一
の
深
信
は
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
「
ま
た
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。
そ
こ
に
一
つ

の
使
命
感
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
わ
ね
。
自
心
を
建
立
せ
よ
と
。
た
ん
に
自
身
を
深
信
す
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
な
い
。
自
身
を
深
信
す
と
い
う
こ
と
が
三
経
の
世

界
、
三
経
の
歴
史
と
い
う
も
の
を
内
に
自
覚
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
う
い
う
世
界
を
も
ち
、
歴
史
を
も
つ
身
に
な
っ
て
真
の
仏
弟
子
た
ら
し
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
う
い

う
自
覚
の
内
容
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
こ
か
ら
仏
の
了
教
、
不
了
教
の
決
判
で
す
ね
。
仏
説
に
依
る
と
。
そ
う
い
う
宗
教
の
根
本
問

題
に
か
か
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
大
き
な
見
極
め
が
第
六
深
信
に
出
て
く
る
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
第
七
に
、
自
ら
の
心
を
建
立
せ
よ
と
、
こ
う
い
う
広
く
外
に
呼
び
か
け
て
い
る
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
自
ら
に
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
…
…
。

内
に
呼
び
か
け
、
外
に
呼
び
か
け
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
言
い
表
し
方
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
自
ら
の
心
を
建
立
す
る
と
い
う
大
事
業
で
す
ね
。
そ
う
い
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う
こ
と
が
第
七
の
深
信
と
し
て
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
目
を
と
め
て
、
さ
ら
に
第
五
、
第
六
、
第
七
に
つ
い
て
内
容
を
具
体
的
に
展
開
し
て
お
る
す
が
た
、
そ
の
内

容
を
み
て
い
け
ば
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
そ
こ
で
さ
ら
に
親
鸞
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
ま
た
次
に
譲
っ
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質

疑

第
一
深
信
の
と
こ
ろ
で
、
「
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
な
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
前
の
自
利
真
実
の
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
自
力
・
他
力
と
い
う
言
葉

問

い

と
し
て
お
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
至
誠
心
か
ら
展
開
し
て
、
そ
う
い
う
真
実
に
ふ
れ
て
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ん

で
「
自
利
の
信
心
」
、
つ
ま
り
自
利
と
い
う
こ
と
に
親
鸞
は
疑
問
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
か
。
つ
ま
り
自
力
で
な
く
て
他
力
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
自
利
の
信
心
」
と
い
う
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
信
心
と
い
う
意
味
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
だ
け
は
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
の
だ

宗と
。
そ
こ
が
突
破
口
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
「
利
他
の
信
海
」
と
い
う
、
本
願
に
か
え
し
た
ら
、
本
願
の
三
心
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。
「
利
他
の
信
海
」
と
。
そ
れ
を
た
ま

わ
る
の
で
す
。
利
他
の
信
海
そ
の
も
の
は
本
願
の
三
心
で
す
。
こ
こ
で
い
え
ば
三
心
で
す
ね
。
本
願
の
三
心
と
い
う
と
如
来
の
方
に
属
す
る
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は

こ
の
一
者
至
誠
心
、
二
者
深
心
と
い
う
こ
と
は
、
仏
の
お
お
せ
の
方
、
つ
ま
り
仏
の
方
に
属
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
こ
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
の
方
に
属
し
て
い
る
言
葉

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
仏
の
方
に
属
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
方
に
属
し
て
く
る
も
の
が
、
一
者
至
誠
心
・
二
者
深
心
、
深
い
心
と
。
わ
れ

わ
れ
の
方
に
属
し
て
く
る
も
の
と
し
て
「
深
信
の
心
」
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
ね
。

至
誠
心
の
と
こ
ろ
で
は
「
必
ず
不
可
な
り
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
方
に
属
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に
面
倒
な
…
…
。

「
自
利
の
信
心
」
と
い
う
言
葉
は
親
鸞
聖
人
の
言
葉
づ
か
い
の
中
で
は
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
自
力
の
心
と
か
、
自
力
の
信
心
と
い
う
と
き
は
、
す
て
る
べ
き

も
の
と
し
て
言
い
表
し
て
あ
る
。

こ
こ
で
は
す
て
る
べ
き
意
味
で
自
利
の
信
心
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
自
利
利
他
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
文
脈
か
ら
い
け
ば
自
力

他
力
、
こ
う
解
釈
し
て
い
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
自
力
、
他
力
、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
方
と
本
願
に
属
す
る
方
と
分
け
て
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
場
合

に
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
わ
れ
わ
れ
の
心
を
す
て
る
と
い
う
意
味
で
、
自
力
の
こ
こ
ろ
を
す
て
て
と
か
、
す
て
し
め
る
と
か
ね
、
そ
う
い
う
表
現
が
と
ら
れ
る
と
き
も
あ

る
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
す
て
る
と
い
う
意
味
を
言
い
表
し
て
あ
る
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
す
て
る
意
味
と
い
う
よ
り
も
、
わ
れ
わ
れ
の
上
に
成
り
立
つ
。

■ 建立自心は自らの信心を建立せよということ
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わ
れ
に
お
い
て
成
り
立
つ
。
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
、
そ
う
い
う
意
味
が
主
眼
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
ず
い
ぶ
ん
こ
こ
を
苦
労
し
て
講

録
で
は
解
釈
し
て
あ
り
ま
す
が
ね
。

先
ほ
ど
の
自
利
真
実
と
い
う
こ
と
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
る
の
で
す
か
。

問

い

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
が
大
き
な
媒
介
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
す
て
る
と
い
う
こ
と
も
ね
。
す
て
る
と
い
う
意
味
は
、
す
て
る
と
い
う

宗言
葉
で
自
力
の
信
心
が
成
り
立
つ
わ
け
や
ね
。
自
力
の
信
心
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
上
に
成
立
し
て
い
る
の
か
。
い
ま
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

す
よ
。
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
、
こ
の
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
。
ふ
つ
う
自
力
の
信
心
と
い
う
場
合
で
す
。
か
な
り
概
念
を
も
て
あ
そ
ぶ
よ
う
な
恰

好
に
流
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
点
で
は
も
っ
と
は
っ
き
り
し
て
い
か
ん
な
ら
ん
こ
と
で
す
ね
。

他
力
の
信
心
と
い
う
と
わ
か
っ
た
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
「
他
力
を
た
の
む
信
心
」
（
聖
典
六
三
四
頁
）
と
『
歎
異
抄
』
で
は
い
っ
て
い
ま
す
が
、
『
愚
禿
鈔
』

で
は
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
」
（
聖
典
四
三
九
頁
）
と
。
他
力
と
い
う
と
法
に
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
法
を
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
も
の
に
し
た
場
合
に
自
力

と
、
こ
う
い
う
言
い
方
も
あ
る
し
。
だ
か
ら
自
力
他
力
と
い
う
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
面
倒
で
す
ね
。
か
な
り
言
葉
が
混
乱
し
て
あ
ふ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
信
心
と
い
う
意
味
で
自
力
の
信
心
と
。
自
利
の
信
心
を
自
力
の
信
心
と
、
こ

う
い
う
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
意
味
で
理
解
し
て
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
は
っ
き
り
と
わ
れ
わ
れ
に
属
す
る
と
。
そ
こ
で
大
事
な
の
は
自
利
利
他
と
い
う
の
は
対
概

念
で
す
か
ら
ね
。
自
利
と
利
他
と
別
々
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
体
は
一
つ
で
し
ょ
う
。
対
概
念
だ
か
ら
、
関
係
概
念
で
す
。
対
に
な
っ
て
い
る
関
係
概
念
で
す
か
ら
、

も
の
が
ら
は
一
つ
や
わ
ね
。
自
利
利
他
と
い
う
関
係
で
す
。
も
の
が
ら
は
一
つ
で
し
ょ
う
。

し
か
し
そ
こ
に
自
利
利
他
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
ど
ち
ら
に
属
し
て
い
る
か
、
ち
ょ
う
ど
行
と
信
に
つ
い
て
、
体
は
一
つ
だ
と
い
っ
て
も
用
と
し
て
二
つ
に
分
け
ら

れ
る
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
と
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
で
す
ね
。
そ
う
い
う
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
念
仏
と
い
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が
努
力
す
る
行
の
よ

う
に
思
わ
れ
た
り
、
信
心
と
い
う
と
念
仏
の
外
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
心
を
加
え
る
。
念
仏
に
お
い
て
開
か
れ
て
く
る
の
で
は
な
く
て
、
念
仏
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
が
い
わ

ゆ
る
わ
れ
わ
れ
の
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
信
ず
る
と
。

念
仏
を
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
対
象
と
し
て
信
の
対
象
に
す
る
。
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
信
と
行
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
。
念
仏
を
わ
れ
わ
れ
の
信
の
対
象
と
し

て
信
じ
、
そ
の
念
仏
を
わ
れ
わ
れ
の
努
力
で
行
ず
る
と
、
そ
う
す
る
と
行
は
わ
れ
わ
れ
に
属
し
て
し
ま
っ
て
、
同
時
に
信
は
そ
の
行
と
離
れ
た
も
の
と
な
る
。
行
と
信

が
…
…
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
起
こ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
な
る
と
信
が
行
と
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
自
力
の
行
に
な
っ
て
く
る
。
念
仏
が
易
行

で
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
こ
そ
難
行
に
な
る
。
あ
る
い
は
神
秘
的
な
行
に
な
っ
て
く
る
。

第六講 七深信者
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「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
『
教
行
信
証
』
で
は
「
化
身
土
巻
」
の
は
じ
め
の
ほ
う
を
思
い
浮
か
べ
て
も
ら
う
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ

に
、

半
満
・
権
実
の
法
門
に
入
る
と
い
え
ど
も
、
真
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
難
く
、
実
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
希
な
り
。
偽
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て

多
く
、
虚
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
滋
し
。

（
聖
典
三
二
六
頁
）

と
、
こ
う
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
、
そ
れ
を
釈
迦
如
来
が
誘
引
し
た
も
う
た
の
が
『
観
経
』
だ
と
、
こ
う
い
う
意
味
が
「
化
身
土
巻
」
の
は
じ
め
の
ほ
う
に
出
て
い
ま
す
。

あ
そ
こ
に
あ
る
真
偽
で
す
ね
。
「
半
満
・
権
実
の
法
門
に
入
る
と
い
え
ど
も
」
ね
。
つ
ま
り
仏
門
、
仏
教
で
し
ょ
う
。
「
真
な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
難
く
、
実

な
る
者
は
、
は
な
は
だ
も
っ
て
希
な
り
」
と
。
こ
れ
は
も
う
宗
教
の
根
本
問
題
で
し
ょ
う
。
安
閑
と
し
と
れ
ん
の
で
す
わ
。
一
刻
も
猶
予
な
ら
な
い
。
真
な
る
も
の
が

わ
か
ら
な
け
れ
ば
偽
な
る
も
の
を
真
と
す
る
の
で
す
。
根
源
的
な
こ
と
は
冷
静
に
考
え
て
か
ら
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
わ
ね
。
た
え
ず
差
し
迫
っ
て
く
る
の
で
す

か
ら
。
真
が
わ
か
ら
な
く
て
、
真
が
わ
か
ら
な
い
と
保
留
し
て
ね
、
根
源
的
な
問
題
を
保
留
し
て
お
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
何
か
を
必
ず
根

源
的
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。

決
ま
ら
な
い
で
は
お
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
邪
定
と
か
不
定
と
い
う
こ
と
は
ね
。
他
の
問
題
は
…
…
。
ま
あ
現
実
問
題
と
い
う
も
の
は
必
ず
態
度
決
定
を
迫
っ
て
く

る
か
ら
、
現
実
問
題
そ
れ
自
身
が
そ
う
い
う
こ
と
を
も
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
だ
け
れ
ど
も
ね
、
結
果
的
に
は
。
そ
こ
で
た
え
ず
何
ら
か
の
態
度
決
定
を
迫
っ
て
き

ま
す
わ
ね
。
中
間
と
い
う
の
は
な
い
わ
ね
。

態
度
を
保
留
し
た
と
い
う
こ
と
も
何
ら
か
の
態
度
決
定
に
な
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
現
実
問
題
に
あ
り
ま
す
。
宗
教
問
題
が
た
え
ず
猶
予
な
ら
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
が
存
外
気
が
つ
か
ん
の
や
な
い
で
す
か
ね
。
宗
教
問
題
と
い
う
の
は
根
源
的
な
問
題
や
ね
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
究
極
的
な
問
題
と
い
う
の
は
一
刻
も

猶
予
で
き
な
い
。
た
え
ず
ど
う
い
う
よ
う
な
日
常
茶
飯
事
の
中
に
も
一
貫
し
て
流
れ
て
く
る
よ
う
な
根
源
的
な
問
題
と
い
う
も
の
は
猶
予
で
き
な
い
。
わ
か
ら
な
い
か

ら
し
ば
ら
く
保
留
し
て
お
こ
う
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
か
り
に
真
と
な
る
も
の
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
わ
か
っ
た
も
の
を
真
と
す
る
。
何

か
を
依
り
所
と
す
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
真
に
依
り
所
に
な
る
も
の
だ
と
い
う
も
の
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
保
留
し
て

生
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
て
何
か
を
依
り
所
に
す
る
。
ち
ょ
っ
と
た
と
え
て
み
よ
う
が
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
か
り
に
た
と
え
れ
ば
、
親
を
た
よ
り

と
し
た
り
、
自
分
の
心
を
た
よ
り
と
し
た
り
、
そ
の
と
き
ど
き
に
依
り
所
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
猶
予
し
て
ね
。
依
り
所
が
自
分
に

は
な
い
か
ら
お
手
上
げ
バ
イ
ザ
イ
と
い
っ
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
バ
ン
ザ
イ
と
言
い
な
が
ら
バ
ン
ザ
イ
の
依
り
所
を
ち
ゃ
ん
と
…
…
。
猶
予
で

き
な
い
。
宗
教
問
題
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
問
題
な
の
で
す
。
何
か
宗
教
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
と
も
う
特
殊
な
領
域
に
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
場
で
は
特
殊
の

■ 建立自心は自らの信心を建立せよということ
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領
域
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
宗
教
と
い
う
言
葉
で
も
す
ぐ
特
殊
な
、
日
常
の
生
活
で
は
特
殊
な
領
域
だ
と
考
え
て
し
ま
う
。
今
日
そ
う
い
う
一
つ
の
制
約
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
宗
教
と
い
う
名
が
出
る
と
ね
、
私
は
宗
教
に
関
係
な
い
の
だ
と
い
っ
て
特
殊
な
領
域
の
も
の
と
し
て
考
え
る
か
ら
、
い
か
に
も
関
係
な
い
と
、
こ
う
い

う
が
で
す
ね
。
関
係
な
い
と
い
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
根
源
的
な
問
題
は
猶
予
し
と
れ
ん
の
で
す
。
だ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
の
貼
ら
れ
た
も
の

に
は
直
接
関
係
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
宗
教
的
な
問
題
と
い
う
の
は
猶
予
で
き
る
は
ず
は
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
そ
う
い
う
問
題
を
真
に
宗
教
な
る
も
の
と
し
て
、
浄
土
真
宗
と
い
わ
れ
る
宗
教
は
、
だ
か
ら
二
重
で
す
ね
。
一
つ
は
宗
教
と
い
う
特
殊
な
領
域
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
考
え
を
破
っ
て
、
人
間
の
根
源
的
な
問
題
、
た
え
ず
猶
予
し
て
お
ら
れ
な
い
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

た
え
ず
依
り
所
を
生
き
る
も
の
自
身
が
依
り
所
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
猶
予
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
方
で
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
度
は
そ

う
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
く
る
宗
教
の
真
偽
で
す
ね
。
真
実
か
虚
偽
か
と
。
こ
れ
が
ま
た
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

だ
か
ら
宗
教
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
特
殊
な
領
域
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ど
ん
な
人
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
も
う
猶
予
で
き
な
い
。
ど
ん
な
生
活
者
で
あ
ろ
う
と
猶

予
で
き
な
い
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
く
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
一
つ
明
確
に
し
て
く
る
次
元
と
、
同
時
に
そ
こ
に
宗
教
の
真
偽
性
、
そ
れ
ゆ
え
に
宗
教
の
真
偽
性
は
非

常
に
重
大
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
が
ど
こ
で
了
別
さ
れ
る
の
か
ね
。
は
っ
き
り
と
見
分
け
ら
れ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
が
見
分
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
結
局
、
宗

教
が
人
間
を
だ
ま
し
、
つ
ま
り
生
け
る
屍
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
だ
け
ど
宗
教
を
や
め
た
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
生
け
る
屍
を
つ
く
る
か
ら
、
宗
教
を
全
部
抹
殺
し
て
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
偽
な
る
も
の
、
虚
な
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
な
ら
な
い
と
い
え
ば
容
易
な
ら
ん
こ
と

で
す
わ
ね
。
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
な
ん
か
も
、
そ
う
い
う
問
題
を
と
ら
え
て
い
る
わ
け
や
け
れ
ど
も
、
ど
う
で
す
か
ね
。
も
う
一
つ
徹
底
で
き
ん
の
で
は
な

い
で
す
か
ね
。
し
か
し
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
う
い
う
問
題
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
「
化
身
土
巻
」
に
は
、
「
す
で
に
し
て
悲
願
い
ま
す
」
と
、
そ
う
い
う
悲
願
の
一
つ
の
す
が
た
だ
と
い
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
今
日

は
社
会
科
学
に
お
い
て
、
そ
の
方
法
を
駆
使
し
て
虚
偽
性
と
い
う
も
の
を
暴
露
し
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ
で
真
実
か
虚
偽
か
の
区
別
が
は
っ
き
り
す
る
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
も
残
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
親
鸞
は
こ
こ
で
は
『
観
無
量
寿
経
』
を
そ
う
い
う
教
説
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
一
九
七
九
年
七
月
）

第六講 七深信者
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デ
ノ

シ

ル

利
他
信
心

二

一

二

一

就

第
五
唯
信
仏
語

、
有

三
遣
・
三
随
順
・
三
是
名

ノ

リ

三
遣
者ハ

一

仏
遣

捨
者
即
捨
、
二
仏
遣

行
者
即
行
、
三
仏
遣

去
処

却
去

（
真
聖
全
二
・
四
六
八
頁
）

レ

レ

レ

ニ

ハ

シ
メ
タ
マ
フ
ヲ

バ

チ
ス
ツ

ヲ

シ
メ
タ
マ
フ
ヲ

ゼ

バ

チ

ズ

ノ

シ

マ
タ

マ

フ

ヲ

バ

サ
ル
ト
ナ
リ

六
決
定
と
は
、
已
上
次
い
で
の
ご
と
し
、
知
る
べ
し
。

利
他
信
心

第
五
の
唯
信
仏
語
に
つ
い
て
、
三
遣
・
三
随
順
・
三
是
名
あ
り
。

三
遣
と
は
、

一
に
は
「
仏
の
捨
て
遣
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
捨
つ
。
」

二
に
は
「
仏
の
行
ぜ
遣
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
行
ず
。
」

三
に
は
「
仏
の
去
ら
遣
め
た
ま
う
処
を
ば
す
な
わ
ち
去
る
」
と
な
り
。

（
聖
典
四
四
〇
～
四
四
一
頁
）

一

第
五
の
深
信
に
つ
い
て
「
信
巻
」
に
本
文
が
あ
が
っ
て
お
る
の
で
、
そ
こ
を
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み
ま
す
と
、

ま
た
深
信
す
る
者
、
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
一
切
行
者
等
、
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
ず
、
決
定
し
て
行
に
依
っ
て
、
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ

ち
捨
て
、
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
行
ず
。
仏
の
去
て
し
め
た
ま
う
処
を
ば
す
な
わ
ち
去
つ
。
こ
れ
を
「
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
す
」
と
名
づ
く
。

こ
れ
を
「
仏
願
に
随
順
す
」
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
「
真
の
仏
弟
子
」
と
名
づ
く
。
（
聖
典
二
一
六
頁
）
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と
。
こ
こ
が
こ
れ
ま
で
七
深
信
の
と
こ
ろ
を
展
開
し
て
き
た
の
で
す
が
、
第
五
の
深
信
で
す
ね
。
第
五
の
深
信
に
つ
い
て
『
愚
禿
鈔
』
で
は
「
唯
信
仏
語
に
つ
い
て
」

と
。
た
だ
仏
語
を
信
ず
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
と
く
に
注
意
を
は
ら
っ
て
あ
っ
て
、

■

唯

信

仏

語

に

つ

い

て

第
五
の
唯
信
仏
語
に
つ
い
て
、
三
遣
・
三
随
順
・
三
是
名
あ
り
。

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

と
。
『
愚
禿
鈔
』
の
文
類
で
注
意
を
う
け
ま
す
の
は
、
「
信
巻
」
に
引
か
れ
て
あ
る
「
散
善
義
」
の
文
の
こ
と
で
す
ね
。
三
随
順
の
と
こ
ろ
が
「
散
善
義
」
の
文
は
、

「
「
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
す
」
と
名
づ
く
」
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
読
ん
で
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
『
愚
禿
鈔
』
で
は
、
「
こ
れ
を
仏
教
に
随
順
す
と
名

づ
く
。
」
（
聖
典
四
四
一
頁
）
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
仏
教
の
と
こ
ろ
で
「
名
づ
く
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

二
に
は
「
仏
意
に
随
順
す
。
」

三
に
は
「
こ
れ
を
仏
願
に
随
順
す
と
名
づ
く
」
と
。

（
聖
典
四
四
一
頁
）

こ
う
い
う
ふ
う
に
読
み
方
が
違
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
「
信
巻
」
で
読
ま
れ
て
い
る
読
み
方
と
、
わ
ざ
わ
ざ
違
え
て
読
ん
で
い
る
わ
け
で
す
ね
。
ど
う
い
う
わ
け
で
違

え
て
読
ん
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
『
愚
禿
鈔
』
が
法
然
上
人
の
教
え
と
い
う
も
の
に
も
と
づ
い
て
、
親
鸞
聖
人
が
メ
モ
的
に
そ
の
要

を
取
り
出
さ
れ
た
と
、
そ
う
い
う
意
味
で
『
愚
禿
鈔
』
を
読
み
ま
す
と
、
法
然
上
人
の
「
和
語
燈
録
」
の
中
に
『
往
生
大
要
鈔
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
聖

教
全
書
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
『
往
生
大
要
鈔
』
の
中
に
善
導
の
「
散
善
義
」
の
い
わ
ゆ
る
三
心
釈
の
文
に
つ
い
て
往
生
の
大
要
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う

意
味
で
法
然
上
人
が
解
釈
を
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
法
然
上
人
が
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
言
葉
を
見
ま
す
と
、
そ
の
仏
教
に
随
順
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
釈
尊
の
教

え
に
随
順
す
と
。
仏
願
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
弥
陀
の
本
願
に
随
順
す
と
、
そ
う
い
う
釈
尊
の
教
え
に
随
順
し
、
弥
陀
の
本
願
に
随
順
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
二
尊
の
御
心
に
か
な
う
と
。
そ
れ
を
仏
意
に
随
順
す
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
、
こ
う
い
う
意
味
の
解
釈
が
出
て
お
り
ま
す
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
『
往
生
大
要

鈔
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
る
法
然
上
人
の
教
え
を
う
け
て
、
『
愚
禿
鈔
』
の
ほ
う
は
わ
ざ
わ
ざ
仏
教
に
随
順
す
と
名
づ
く
と
い
う
こ
と
と
仏
願
に
随
順
す
と
名
づ
く
と
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
二
つ
に
分
け
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
三
つ
並
べ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
も
あ
ろ
う
か
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。

そ
し
て
、
そ
の
後
に
、

三
是
名
と
は
、

一
に
は
「
こ
れ
を
真
の
仏
弟
子
と
名
づ
く
。
」

上
の
是
名
と
こ
れ
と
合
し
て
三
是
名
な
り
。

（
聖
典
四
四
一
頁
）

第七講 六決定とは、已上次いでのごとし、知るべし。
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と
、
こ
う
い
っ
て
上
の
是
名
と
い
う
の
は
「
こ
れ
を
仏
教
に
随
順
す
と
名
づ
く
」
。
そ
れ
か
ら
「
こ
れ
を
仏
願
に
随
順
す
と
名
づ
く
」
と
、
こ
の
二
つ
の
是
名
と
、

「
こ
れ
を
真
の
仏
弟
子
と
名
づ
く
」
と
い
う
、
こ
の
是
名
で
す
ね
。
こ
れ
を
合
わ
せ
て
三
是
名
と
い
う
の
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
非

常
に
注
意
を
う
け
る
解
釈
で
す
ね
。

つ
ま
り
唯
信
仏
語
に
つ
い
て
、
三
遣
・
三
随
順
・
三
是
名
と
い
う
こ
と
を
『
愚
禿
鈔
』
が
明
ら
か
に
し
て
お
る
の
で
す
。
で
、
非
常
に
大
事
な
こ
と
は
、
こ
の
第
五

の
深
信
に
つ
い
て
、
と
く
に
親
鸞
聖
人
が
『
愚
禿
鈔
』
で
「
唯
信
仏
語
」
と
、
こ
う
い
う
言
葉
で
す
ね
。
た
だ
仏
語
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
じ
つ
は
深
信
な
の
だ

と
。
と
く
に
こ
の
第
五
の
深
信
に
つ
い
て
は
、
「
利
他
信
心
」
と
い
う
ふ
う
に
註
を
打
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
他
力
の
信
心
で
す
ね
。
他
力
の
信
心
の

面
目
を
語
っ
て
お
る
の
は
、
こ
の
第
五
の
「
唯
信
仏
語
」
と
い
う
こ
と
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
『
唯
信
鈔
』
と
い
う
の
も
唯
信
仏
語
と
い
う
こ
と
か
ら
出
た
言
葉

で
し
ょ
う
。
第
五
深
信
か
ら
で
す
ね
。
『
唯
信
鈔
』
と
。
親
鸞
聖
人
は
『
唯
信
鈔
』
は
聖
覚
法
印
が
書
か
れ
た
の
で
す
が
、
し
き
り
に
関
東
の
同
行
に
『
唯
信
鈔
』
を

読
み
な
さ
い
と
い
う
こ
と
を
勧
め
て
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
『
唯
信
鈔
』
と
い
う
あ
あ
い
う
題
目
そ
の
も
の
で
す
ね
。
じ
つ
は
そ
の
『
唯
信
鈔
』
と
い
う
の
は
唯

信
仏
語
だ
と
、
い
わ
ば
わ
れ
わ
れ
が
浄
土
に
往
生
す
る
要
と
な
る
の
で
す
ね
。
問
題
は
何
か
と
い
う
と
、
た
だ
仏
語
を
信
ず
る
と
い
う
、
こ
こ
に
極
ま
っ
て
く
る
わ
け

で
す
ね
。
た
だ
仏
語
を
信
ず
る
と
い
う
、
そ
の
仏
語
と
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
三
遣
で
す
ね
。
ま
あ
内
容
は
「
仏
の
捨

て
遣
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
捨
つ
」
、
「
仏
の
行
ぜ
遣
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
行
ず
」
。
「
仏
の
去
ら
遣
め
た
ま
う
処
を
ば
す
な
わ
ち
去
る
」
と
、
こ
う
い
う
三

つ
の
内
容
で
示
さ
れ
て
お
る
の
で
す
が
、
い
ず
れ
も
捨
て
遣
め
た
ま
う
と
か
、
行
ぜ
遣
め
た
ま
う
と
か
、
去
ら
遣
め
た
ま
う
と
か
、
そ
う
い
う
三
遣
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。
つ
ま
り
仏
力
で
す
ね
。
他
力
と
か
仏
力
と
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
そ
の
仏
力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
わ
れ

わ
れ
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
た
だ
そ
の
浄
土
を
願
う
と
。
ま
あ
浄
土
と
い
い
ま
し
て

も
、
安
楽
な
世
界
と
か
、
そ
う
い
う
意
味
で
安
楽
浄
土
を
願
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
仏
力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
。

■

往

生

浄

土

の

内

容

わ
れ
わ
れ
が
浄
土
を
願
う
と
い
う
、
安
楽
な
世
界
を
願
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
な
ら
、
そ
こ
に
そ
の
往
生
浄
土
に
つ
い
て
と
く
に
仏
力
を
必
要
と
す
る
と
か
、

仏
力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
往
生
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
往
生
浄
土
と
い
う
の
は
浄
土
に
往
生
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

な
い
か
ら
で
す
ね
。
内
容
が
浄
土
か
ら
穢
土
に
還
る
と
。
つ
ま
り
往
相
、
還
相
と
い
う
、
親
鸞
に
き
て
そ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
還
相
で
す
ね
。
言
っ

て
み
れ
ば
浄
土
に
生
ま
れ
る
も
の
は
、
同
時
に
ま
た
浄
土
か
ら
穢
土
に
還
る
、
こ
う
い
う
こ
と
が
往
生
浄
土
の
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
ね
。

具
体
的
に
い
い
ま
す
と
、
こ
の
五
濁
の
世
に
還
る
と
い
う
、
あ
る
い
は
五
濁
の
世
に
還
り
苦
悩
の
衆
生
に
随
順
す
る
。
だ
い
た
い
随
順
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す

■ 往生浄土の内容
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の
は
、
還
相
と
い
う
課
題
の
と
こ
ろ
か
ら
出
て
く
る
。
こ
れ
は
『
大
無
量
寿
経
』
の
序
分
の
は
じ
め
に
八
相
成
道
と
い
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
釈
尊
の
八
相
成
道
の
す
が

た
が
説
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
は
じ
め
の
ほ
う
に
出
て
き
ま
す
が
、
「
五
濁
の
刹
に
現
じ
て
群
生
に
随
順
す
」
（
聖
典
三
頁
）
と
。
つ
ま
り
一
切
の
群
生
に
し
た
が
い
、

一
切
の
群
生
に
逆
ら
わ
な
い
。
一
切
の
群
生
に
随
順
す
る
な
り
と
。
そ
こ
に
も
ち
ろ
ん
群
生
と
い
え
ば
、
苦
悩
す
る
群
生
で
す
が
、
苦
し
ん
だ
り
悩
ん
だ
り
す
る
、
そ

う
い
う
衆
生
で
す
ね
。
そ
う
い
う
衆
生
に
随
順
す
る
。
つ
ま
り
苦
し
ん
だ
り
悩
ん
だ
り
す
る
衆
生
を
捨
て
て
い
く
の
で
は
な
く
て
、
ま
あ
煩
悩
を
断
ず
る
と
い
う
言
葉

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
苦
悩
を
捨
て
、
あ
る
い
は
煩
悩
を
断
じ
て
さ
と
る
人
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
ま
あ
そ
う
い
う
こ
と
も
実
際
に
は
容
易
で
な
い
わ
け
で
す

が
、
た
ん
に
自
分
の
煩
い
や
悩
み
を
ま
ぬ
が
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
自
分
の
煩
悩
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
け
な
ら
必
ず
し
も
仏
力
を
必
要
と
し
な
い
。

つ
ま
り
、
そ
う
い
う
煩
い
や
悩
み
か
ら
逃
避
し
て
、
あ
る
い
は
煩
っ
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
、
そ
う
い
う
も
の
を
一
時
的
に
で
も
忘
れ
て
苦
悩
の
身
か
ら
逃
避
す
る
。

あ
る
い
は
苦
悩
の
身
を
捨
て
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
。
ま
あ
容
易
な
ら
な
い
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
力
で
手
に
負

え
な
い
の
は
、
そ
の
苦
悩
す
る
ま
ま
に
苦
し
ん
だ
り
悩
ん
だ
り
す
る
そ
れ
を
捨
て
ず
に
、
そ
の
苦
悩
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
道
を
見
い
だ
す
。
苦
悩
の
中
に
道
を
見
い
だ

す
と
い
う
こ
と
が
、
じ
つ
は
わ
れ
わ
れ
の
力
で
は
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
積
極
的
な
意
味
で
い
い
ま
す
と
、
そ
う
い
う
苦
悩
の
世
界
に
随
順
し

て
い
く
と
。
随
順
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
た
だ
随
順
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
随
順
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
う
す
で
に
、
そ
こ
に
道
を
見
い
だ

し
て
い
く
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
道
を
開
く
。
随
順
と
い
う
道
を
開
い
て
い
く
。
い
わ
ば
そ
う
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
力
の
及
ば
ん
と
こ
ろ

で
す
ね
。

だ
か
ら
、
欲
を
棄
て
家
を
捨
て
修
行
し
て
、
仏
の
世
界
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
な
ら
ば
必
ず
し
も
仏
力
を
必
要
と
し
な
い
。
必
ず
し
も
で
す
よ
。
し
か
し
欲

も
多
い
苦
悩
す
る
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
苦
悩
を
捨
て
ず
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
。
苦
悩
を
捨
て
ず
し
て
、
し
か

も
仏
の
世
界
に
生
ま
れ
る
。
仏
の
世
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
苦
悩
の
世
界
に
随
順
し
、
そ
こ
に
道
を
見
い
だ
す
。
こ
う
い
う
往
相
還
相
の
二
回
向
で
す
ね
。
こ

れ
は
親
鸞
に
な
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
力
で
は
及
ば
ん
こ
と
に
な
る
。

で
す
か
ら
、
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
凡
夫
と
い
え
ば
苦
悩
の
衆
生
で
す
け
れ
ど
も
、
苦
悩
の
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
仏
力
と
。
仏
力
を
た
の
ま
ず
し
て
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
す
。
も
し
仏
力
を
た
の

ま
ず
し
て
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
も
う
仏
道
に
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す

る
と
い
う
往
生
浄
土
の
教
え
、
浄
土
真
宗
と
い
わ
れ
る
、
そ
の
教
え
に
お
い
て
は
仏
力
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
、
ま
た
そ
の
仏
力
を
た
の
む
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
凡
夫
往
生
と
い
う
こ
と
は
決
定
し
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
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だ
か
ら
、
こ
れ
は
後
で
も
第
六
深
信
に
な
る
と
、
「
六
即
・
三
印
・
三
無
・
六
正
・
二
了
」
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
出
て
き
ま
す
け
れ
ど
ね
。
真
宗
の
教
え

で
教
相
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
や
か
ま
し
く
な
る
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
す
よ
。
教
相
、
こ
れ
は
第
六
深
信
で
は
「
仏
所
有
」
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す
ね
。
仏
の

所
有
、
ふ
つ
う
は
教
証
と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
『
教
行
信
証
』
自
身
が
文
類
で
し
ょ
う
。
教
証
が
並
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
、
文
類
と
し
て
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
考
え

る
と
、
え
ら
い
釈
尊
の
言
葉
か
ら
七
高
僧
の
言
葉
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
、
と
に
か
く
引
か
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
が
引
か
れ
て
く
る
の
か
、
な
ん

か
あ
る
意
味
で
は
そ
う
い
う
言
葉
に
た
よ
っ
て
、
い
っ
こ
う
に
自
分
の
意
見
も
あ
ま
り
述
べ
な
い
。
全
然
述
べ
て
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
ど
ね
。
『
教
行
信
証
』
に
親

鸞
聖
人
自
身
の
言
葉
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、
む
し
ろ
分
量
か
ら
い
っ
た
ら
比
較
に
な
ら
な
い
で
す
ね
。
大
部
分
は
文
類
、
親
鸞
聖
人
以
外
の
方
々
の
言
葉
が
ず

っ
と
出
て
き
ま
す
。
な
ん
か
え
ら
い
主
体
性
が
な
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
十
分
に
考
え
て
お
か
ん
な
ら
ん
こ
と
で
す
ね
。

二

ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
非
常
に
真
面
目
な
の
は
宮
城
君
で
す
ね
。
僕
は
い
つ
も
感
心
す
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
教
証
を
丹
念
に
、
諸
先
生
の
言
葉
を
丹
念
に
読
み
ま

す
ね
。
僕
な
ん
か
は
ル
ー
ズ
で
す
か
ら
、
な
か
な
か
丹
念
に
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
じ
つ
は
あ
そ
こ
に
宮
城
君
の
非
常
に
…
…
。
こ
れ
は
ま
た
下
手
に
真
似

を
し
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
諸
先
生
の
言
葉
を
も
っ
て
き
て
、
な
ん
か
物
事
を
考
え
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
け
ど
ね
、
そ
う
で
は
な
い
。
教
証
と
い
う
の

は
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
の
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
そ
れ
を
失
っ
た
ら
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
成
り
立
た
ん
の
で
す
。

こ
れ
は
『
教
行
信
証
』
に
直
接
そ
の
言
葉
は
引
か
れ
て
こ
な
い
の
で
す
が
、
「
化
身
土
末
巻
」
の
は
じ
め
に
『
涅
槃
経
』
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
の

文
の
は
じ
め
に
ど
う
い
う
言
葉
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
「
方
等
経
は
、
猶
し
甘
露
の
如
く
、
亦
毒
薬
の
如
し
」
。
ま
あ
大
乗
の
教
え
で
す
ね
。
こ
う
い
う
言
葉
が
前

に
出
て
く
る
。
三
帰
依
を
勧
め
て
、
「
仏
に
帰
依
せ
ば
、
終
に
ま
た
そ
の
余
の
諸
天
神
に
帰
依
せ
ざ
れ
」
（
聖
典
三
六
八
頁
）
と
、
こ
の
前
に
、
ど
う
い
う
こ
と
か
ら

こ
う
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
か
と
い
う
と
、
「
方
等
経
は
、
猶
し
甘
露
の
如
く
、
亦
毒
薬
の
如
し
」
、
「
服
し
て
消
す
れ
ば
則
ち
薬
な
り
。
消
せ
ざ
れ
ば
則
ち
毒
と

な
る
が
如
し
」
。
「
消
す
れ
ば
」
は
消
化
す
れ
ば
で
す
。
消
化
で
き
な
け
れ
ば
毒
と
な
る
。
消
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
血
と
な
り
肉
と
な
る
。
血
と
な
り

肉
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
薬
と
な
る
。
し
か
し
消
化
し
き
れ
な
か
っ
た
ら
「
消
せ
ざ
れ
ば
則
ち
毒
と
な
る
」
と
、
こ
う
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
う
し
た

ら
毒
と
な
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
三
帰
依
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
仏
法
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
。
こ
の
こ
と
が
な
か
っ

た
ら
、
つ
ま
り
服
し
て
消
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
仏
法
僧
の
三
宝
に
帰
依
せ
よ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
後
に
出
て
お
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
親
鸞
聖
人
は
省
略
し

■ 往生浄土の内容
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て
読
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
ら
、
原
文
を
み
ら
れ
る
と
わ
か
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
大
乗
の
教
え
と
い
う
の
は
一
切
の
衆
生
に
こ
と
ご
と
く
仏
性
を
、
つ
ま
り
一
切
の
衆
生
が
仏
と
な
っ
て
い
く
道
を
説
い
て
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
う
っ
か
り
す
る
と
毒
に
な
る
。
そ
う
い
う
点
で
い
え
ば
小
乗
と
い
わ
れ
る
経
典
の
ほ
う
が
倫
理
的
で
す
か
ら
ね
。
あ
る
意
味
で
倫
理
的
で
す
か

ら
危
く
な
い
の
だ
け
ど
、
大
乗
の
ほ
う
は
一
切
の
衆
生
が
ど
う
い
う
人
で
も
た
す
か
る
の
だ
と
、
た
す
か
る
と
い
う
意
味
が
仏
に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
が
、
ど
う
い

う
人
で
も
平
等
に
た
す
か
る
、
そ
う
い
う
道
を
明
ら
か
に
し
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
不
消
化
で
あ
る
と
毒
に
な
る
。
ま
あ
不
健
康
に
な
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
を

い
か
に
し
て
ま
ぬ
が
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
『
涅
槃
経
』
の
「
如
来
性
品
」
で
は
三
帰
依
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
あ
る
。
三
帰
依
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
な
か

っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
直
接
大
乗
の
教
え
を
消
化
し
よ
う
と
し
て
も
消
化
し
き
れ
な
い
。
い
わ
ば
そ
う
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
と
く
に
浄
土
の
教
え
と
い
う
の
は
、
家
を
捨
て
欲
を
棄
て
て
修
行
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
根
本
に
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
煩
い
や
悩
み
の
多
い
、
そ
う
い

う
凡
夫
が
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
教
え
だ
け
に
、
そ
こ
に
仏
力
に
よ
っ
て
住
持
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
、
も
っ

と
広
げ
て
い
え
ば
三
帰
依
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
仏
力
に
よ
っ
て
住
持
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
…
…
。
そ
う
い
う
教
え
を
凡
情
で
往
生
と
い
う
こ
と
を

受
け
取
ら
れ
る
と
、
つ
ま
り
凡
夫
が
凡
情
で
受
け
取
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
仏
道
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
毒
に
な
る
、
そ
う
い
う
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
。

■

唯

信

仏

語

が

他

力

の

信

心

を

明

ら

か

に

し

て

く

る

だ
か
ら
、
そ
の
「
唯
信
仏
語
」
と
い
う
こ
と
が
他
力
の
信
心
を
明
ら
か
に
し
て
く
る
。
こ
れ
は
第
五
深
信
と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
第
五
深
信
に
出
て

く
る
唯
信
仏
語
と
い
う
こ
と
を
親
鸞
が
注
目
し
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
て
お
る
の
は
非
常
に
大
事
な
意
味
が
あ
る
と
。
だ
か
ら
浄
土
真
宗
の
教
相
は
総
じ
て
い

え
ば
教
に
お
さ
ま
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
、
ま
あ
真
宗
と
い
う
な
ら
真
宗
、
具
体
的
に
い
え
ば
念
仏
で
す
が
、
念
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
教
え
ら

れ
る
、
そ
れ
が
教
相
で
す
ね
。
念
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
自
身
の
上
に
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
教
え
が
か
た
ち
を
と
っ
た
。
つ
ま
り
教
え
ら
れ
た
。
い
っ
た
い

念
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
、
念
仏
の
教
え
を
受
け
た
人
の
上
に
ど
う
い
う
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
き
た
か
。
そ
う
い
う
教
え
ら
れ
て
く
る
こ
と
、
だ
か
ら
相
と
い
う
の
は
教

え
ら
れ
た
人
に
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
教
え
を
受
け
た
人
、
つ
ま
り
、
そ
の
教
え
が
そ
の
人
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
、
そ
の
人
の
生
活
を
開
い
て
き
た
、
そ
う
い
う
人

の
上
に
教
相
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。
教
相
判
釈
と
い
う
の
は
親
鸞
聖
人
以
前
の
言
葉
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
約
束
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
真

宗
の
教
相
と
い
う
と
き
に
特
別
に
引
き
つ
け
て
い
い
ま
す
と
、
そ
う
い
う
意
味
に
な
る
の
で
す
ね
。
だ
い
た
い
親
鸞
聖
人
自
身
に
教
相
と
い
う
言
葉
は
出
て
き
ま
せ
ん

か
ら
ね
。
ち
ょ
っ
と
や
っ
か
い
で
す
け
ど
ね
。
で
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
と
、
『
教
行
信
証
』
と
い
う
の
は
浄
土
真
宗
の
教
相

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
言
葉
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
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『
教
行
信
証
』
と
は
い
っ
た
い
何
ぞ
や
。
そ
れ
は
念
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
く
る
教
え
、
は
っ
き
り
と
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
身
に
教
え
ら
れ
て
く
る

と
こ
ろ
の
教
え
で
す
ね
、
そ
れ
が
教
行
信
証
で
あ
る
と
。
で
、
そ
れ
は
開
け
ば
文
字
ど
お
り
教
・
行
・
信
・
証
で
す
が
、
そ
こ
に
さ
ら
に
真
仏
土
・
化
身
土
が
入
り
ま

す
。
狭
い
意
味
で
い
わ
れ
る
と
き
は
教
・
行
・
信
・
証
で
す
が
、
さ
ら
に
真
仏
土
・
化
身
土
ま
で
入
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
念
仏
の
教
え
を
わ
れ
わ
れ
が
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
ど
う
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
。
教
え
が
明
ら
か
に
な
る
。
真
実
の
教
え
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

教
え
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
い
つ
も
教
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
教
え
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
眺
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
は
じ
め
て
自
分
を

指
し
示
し
て
い
く
。
自
分
の
人
生
に
た
え
ず
い
つ
い
か
な
る
と
き
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
道
を
教
え
る
、
そ
の
教
え
と
い
う
の
が
明
ら
か
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
内
容
は
、
で
は
ど
う
い
う
教
え
か
と
。
と
に
か
く
教
え
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
行
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
一
つ
目
を
と
め
て
お
か
ん

な
ら
ん
で
す
わ
ね
。
行
が
明
ら
か
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
行
と
い
う
の
を
知
ら
な
い
で
生
き
て
い
る
の
で
す
よ
。
な
に
か
予
定
概
念
と
し
て
言
葉
は
知
っ
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
で
す
ね
。
行
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
じ
め
て
「
こ
れ
が
行
で
あ
る
」
と
、
は
じ
め
て
行
と
い
う
も

の
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
か
ら
信
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
証
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
お
さ
ま
る
の
で
す
が
、
真
仏
土
・
化
身
土
と
い
う
こ
と
も
入
っ
て
き
ま
す
わ
ね
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
内
容
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
行
と
い
っ
て
も
、
こ
の
場
合
、
だ
か
ら
標
挙
な
ん
か
注
意
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
諸
仏
称
名
の
願
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
そ
し
て
「
信
巻
」
に
は
至
心
信
楽
の
願
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
こ
に
願
名
が
出
て
い
る
で
し
ょ
う
。
は
じ
め
て
願
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

『
教
行
信
証
』
の
も
っ
て
い
る
内
容
は
細
か
く
読
ま
な
く
て
も
、
パ
ラ
パ
ラ
と
題
目
と
ね
、
各
巻
の
標
挙
を
み
る
だ
け
で
も
、
じ
つ
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。

教
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
…
…
。
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
教
は
教
相
の
中
の
一
つ
と
い
う
意
味
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
全
体
の

総
じ
て

で
す
。
ち

ょ
う
ど
「
願
生
偈
」
に
は
浄
土
を
二
十
九
種
に
荘
厳
し
て
あ
る
の
が
、
そ
の
場
合
に
最
初
の
清
浄
功
徳
が

総
じ
て

、
つ
ま
り
二
十
九
種
の
内
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
意
味
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
二
十
九
種
の
全
体
を
貫
い
て
い
る
。
そ
れ
が
清
浄
功
徳
、
こ
う
い
う
意
味
が
二
十
九
種
の
荘
厳
功
徳
の
場
合
の
最
初
の
清
浄
功
徳
に
あ
り

ま
す
ね
。
あ
あ
い
う
意
味
と
同
じ
よ
う
に
、
じ
つ
は
そ
の
教
と
い
う
こ
と
が
あ
る
意
味
で
は
、
四
つ
で
お
さ
め
て
い
え
ば
、
教
行
信
証
と
い
う
四
つ
の
教
相
の
内
の
一

つ
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
と
も
に
全
体
を
総
じ
て
お
る
、
教
は
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
「
教
巻
」
を
み
れ
ば
わ
か
る
の
で
す
が
、
も
う
「
教
巻
」
の
標
挙
が
そ

う
な
っ
て
い
る
。
総
序
の
文
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
「
大
無
量
寿
経

真
実
の
教

浄
土
真
宗
」
と
、
こ
う
い
う
標
挙
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
真
実
の
教
、
真
実

の
行
、
真
実
の
信
と
全
部
に
通
じ
て
い
る
標
挙
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
、
標
挙
そ
の
も
の
が
ね
。
六
巻
に
通
じ
て
い
る
標
挙
に
な
っ
て
お
る
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
行
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
通
じ
て
お
る
の
は
教
と
い
う
意
味
が
通
じ
て
い
る
。
行
と
い
っ
て
も
教
な
の
で
す
。
教
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
抜
き
に
行
が
あ

■ 唯信仏語が他力の信心を明らかにしてくる
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る
の
で
は
な
い
。
行
と
い
っ
て
も
教
え
ら
れ
て
く
る
。
信
と
い
っ
て
も
そ
う
な
ん
で
す
。
得
る
の
は
わ
れ
わ
れ
な
の
だ
か
ら
。
勝
手
に
、
得
て
勝
手
に
と
い
う
の
で
は

な
い
の
だ
ね
。
得
る
の
は
た
し
か
に
わ
れ
わ
れ
だ
け
ど
、
し
か
し
、
そ
の
得
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
得
た
信
が
そ
こ
で
成
長
し
展
開
し
て
い
く
の
も
で

す
よ
、
教
と
い
う
、
教
え
が
ず
っ
と
一
貫
し
て
お
る
。
い
わ
ば
言
っ
て
み
れ
ば
三
帰
依
が
一
貫
し
て
お
る
わ
け
で
す
、
開
い
て
い
え
ば
。
証
に
し
て
も
そ
う
で
す
。
だ

か
ら
総
じ
て
い
う
な
ら
ば
、
真
宗
の
教
相
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
、
「
大
無
量
寿
経
」
と
、
こ
う
い
う
標
挙
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
『
大
無
量
寿
経
』
と
い
う
経
典

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
真
実
の
教
え
と
い
う
も
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
上
に
確
立
し
て
く
る
。
総
じ
て
い
え
ば
そ
れ
で
尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら

そ
う
い
う
意
味
で
い
え
ば
、
は
じ
め
て
真
実
の
教
え
に
教
え
ら
れ
る
人
、
真
実
の
教
え
を
聞
く
人
に
な
る
と
い
う
意
味
で
尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ
人
間
が

念
仏
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
な
ら
、
真
実
の
教
え
を
う
け
る
人
に
な
る
。
真
実
の
教
え
を
聞
く
人
に
な
る
、
そ
の
よ
う
な
人
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
で

尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
を
さ
ら
に
開
い
て
い
け
ば
、
行
、
信
、
証
と
。
真
実
の
教
え
を
聞
き
、
真
実
の
教
え
に
よ
っ
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
と
、
も
っ
と
具

体
的
に
開
い
て
く
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
そ
れ
こ
そ
真

宗
と
い
う
名
で
語
ら
れ
る
仏
教
の
大
き
な
特
色
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
真
宗
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
む
し
ろ
自
分
で
…
…
、
ま
あ
禅
な
ん
か
で
す
と
そ
う
で
す
わ
ね
。
自

ら
悟
る
。
何
も
仏
の
教
え
に
よ
る
と
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
自
ら
さ
と
り
を
開
く
、
ま
あ
証
明
し
て
も
ら
う
の
に
仏
の
証
明
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。
む
し
ろ
真
宗
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
く
る
の
は
、
真
実
の
仏
の
教
え
を
見
い
だ
し
て
く
る
。
仏
の
教
え
を
聞
く
人
に
な
る
。
だ
か
ら
、
そ

こ
に
前
提
と
し
て
仏
の
教
え
を
見
い
だ
す
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
い
っ
た
い
仏
語
と
は
何
だ
、
真
実
の
教
え
と
は
何
だ
。
そ
の
真
実
の
教
え
を
見
い
だ
し
て
く

る
。
真
実
の
教
え
を
見
い
だ
し
、
真
実
の
教
え
を
聞
く
人
に
な
る
。

三

ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
「
唯
信
仏
語
」
と
い
う
こ
と
は
注
意
さ
れ
ん
な
ら
ん
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
と
く
に
そ
の
三
遣
、
だ
か
ら
、
そ
の
三
遣
と
い
う
こ
と
も
、

「
仏
の
捨
て
遣
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
捨
つ
」
（
聖
典
四
四
一
頁
）
の
は
、
仏
力
に
よ
っ
て
捨
て
る
と
い
う
意
味
で
す
。
仏
力
を
得
ず
し
て
捨
て
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
内
容
は
こ
こ
で
、
「
仏
の
捨
て
遣
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
捨
つ
」
と
い
う
の
で
す
が
、
仏
の
捨
て
遣
め
た
ま
う
も
の
は
何
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
言

い
ま
し
た
法
然
上
人
の
『
往
生
大
要
鈔
』
の
中
で
い
わ
れ
て
い
る
の
は
「
雑
修
雑
行
」
で
す
ね
。
「
仏
の
捨
て
遣
め
た
ま
う
」
の
は
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
て
い

第七講 六決定とは、已上次いでのごとし、知るべし。
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ま
す
。
雑
修
雑
行
を
捨
て
る
と
い
う
の
は
人
間
が
捨
て
る
の
か
。
人
間
の
力
で
捨
て
う
る
の
か
。
そ
れ
か
ら
「
仏
の
行
ぜ
遣
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
行
ず
」
と
い
う

の
は
、
『
往
生
大
要
鈔
』
で
は
「
専
修
正
行
」
で
す
。
正
行
を
専
ら
修
す
る
。
つ
ま
り
念
仏
の
一
行
を
修
め
る
と
。
そ
れ
か
ら
、
「
仏
の
去
ら
遣
め
た
ま
う
処
を
ば
す

な
わ
ち
去
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
往
生
大
要
鈔
』
で
は
「
異
学
異
解
雑
縁
乱
動
の
と
こ
ろ
」
と
、
そ
う
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
「
異
学
異
解
」
で

す
ね
。
異
な
っ
た
学
、
そ
れ
か
ら
「
雑
縁
」
、
外
の
雑
縁
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
雑
縁
乱
動
」
す
。
乱
れ
動
く
。
「
雑
縁
乱
動
の
と
こ
ろ
」
を
ば
去
る
と
、
そ
う
い

う
解
釈
を
法
然
上
人
は
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ま
あ
内
容
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
の
「
雑
修
雑
行
を
捨
て
る
」
と
い
う
こ
と

が
仏
力
に
よ
る
。
「
仏
の
捨
て
遣
め
た
ま
う
を
ば
」
捨
て
る
と
い
う
の
が
三
遣
で
す
わ
ね
。

な
に
か
、
こ
う
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
、
た
と
え
ば
本
に
書
い
て
あ
る
か
ら
、
「
雑
修
雑
行
を
捨
て
よ
」
と
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
ね
、
そ
れ
な
ら
捨
て
よ
う
か
と
、

す
る
と
そ
れ
は
三
遣
で
は
な
い
で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ
が
何
か
は
か
ら
っ
て
捨
て
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
は
か
ら
い
に
お
い
て
は
捨
て
よ
う
に

も
捨
て
ら
れ
ん
も
の
が
雑
修
雑
行
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
捨
て
よ
う
に
も
捨
て
ら
れ
な
い
雑
修
雑
行
を
捨
て
し
め
る
。
つ
ま
り
仏
力
を
た
の
む
。
だ
か
ら
、
そ

こ
で
雑
修
雑
行
が
捨
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る
必
要
が
な
い
。
自
分
に
雑
修
雑
行
が
捨
て
ら
れ
た
か
否
か
を
自
分
が
問
題
に
す
る
必
要
が
な
い
の
で
す
。

む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
捨
て
よ
う
に
も
捨
て
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
現
実
生
活
は
捨
て
よ
う
に
も
捨
て
ら
れ
ん
も
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
だ
め
だ
と

い
う
の
で
は
な
い
。

仏
の
捨
て
遣
め
た
ま
う
。
そ
こ
に
ど
こ
ま
で
も
仏
力
を
た
の
む
。
そ
こ
に
立
場
の
転
換
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
三
遣
と
い
う
の
は
一
貫
し
て
そ
う
で
す
ね
。

「
仏
の
行
ぜ
遣
め
た
ま
う
を
ば
す
な
わ
ち
行
ず
」
と
。
専
修
念
仏
だ
と
、
こ
う
い
わ
れ
て
い
る
が
、
い
か
に
し
て
専
修
念
仏
が
わ
れ
わ
れ
に
行
じ
ら
れ
て
い
る
か
で
す

ね
。専

修
念
仏
と
、
か
ね
が
ね
教
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
心
に
か
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
努
力
は
し
て
み
る
け
れ
ど
も
、
専
修
念
仏
に
な
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
た
そ
こ

に
問
題
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
自
分
の
力
で
や
る
か
や
ら
ん
か
で
は
な
く
て
、
ど
こ
ま
で
も
専
修
念
仏
を
勧
め
る
。
そ
う
い
う
仏
力
に
よ
っ
て
い

る
。
ま
あ
三
遣
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
く
ま
で
も
仏
の
力
、
わ
れ
わ
れ
を
し
て
そ
う
せ
し
め
る
。
そ
う
い
う
力
に
よ
っ
て
た
つ
と
い
う
こ
と
が
唯
信
仏
語
の
内
容
と
し
て

非
常
に
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
が
三
遣
と
い
う
言
葉
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
ね
。
そ
こ
に
仏
語
を
信
じ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
仏
語
を
聞
く
と
い

う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
仏
語
を
聞
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
上
で
い
え
ば
大
き
な
転
換
を
必
要
と
す
る
の
で
す
ね
。

■

雪

山

童

子

の

意

味

す

る

も

の

そ
う
い
う
意
味
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
雪
山
童
子
で
す
ね
。
こ
れ
は
や
は
り
『
涅
槃
経
』
の
「
聖
行
品
」
、
つ
ま
り
そ
れ
を
聖
行
と
、
こ
う
い
っ
て
い
ま
す
ね
。
聖

■ 雪山童子の意味するもの



- 109 -

な
る
行
と
。
こ
れ
は
「
聖
行
品
」
の
文
を
親
鸞
聖
人
は
「
真
仏
土
巻
」
に
引
い
て
い
ま
す
ね
。
ま
あ
一
応
、
釈
尊
の
前
生
譚
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。
い
ま
だ
仏

が
こ
の
世
に
出
て
い
な
い
以
前
に
一
人
の
修
行
者
が
、
大
乗
を
求
め
て
、
そ
こ
に
一
切
の
衆
生
が
救
わ
れ
て
い
く
、
そ
う
い
う
大
乗
の
教
え
と
い
う
も
の
を
求
め
て
雪

山
で
修
行
す
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
雪
山
童
子
と
い
う
わ
け
で
す
。
非
常
に
荒
行
を
や
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
「
聖
行
品
」
の
中
に
出
て
き
ま
す
。
つ

ま
り
聖
行
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
る
『
涅
槃
経
』
の
「
聖
行
品
」
で
す
ね
。
雪
山
と
い
う
の
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
す
ね
。
雪
山
と
い
う
と
こ
ろ
に
一
人
立
て
こ
も

っ
て
、
そ
こ
で
修
行
し
て
い
る
姿
を
帝
釈
天
が
み
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
非
常
に
驚
く
わ
け
で
す
。
と
同
時
に
怪
し
む
の
で
す
。
い
っ
た
い
あ
の
修
行
者
は
ほ
ん
と

う
に
無
上
菩
提
の
道
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
天
上
界
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
ま
あ
一
つ
は
驚
く
わ
け
で
す
。
と
て
も
人
の
な
し
え
な

い
よ
う
な
修
行
に
身
を
挺
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
驚
く
の
で
す
が
、
し
か
し
、
そ
の
修
行
者
は
い
っ
た
い
無
上
菩
提
を
求
め
て
い
る
の
か
。
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
の
大
重
擔
を
荷
負
す
る
に
堪
任
す
る
や
」
と
、
つ
ま
り
無
上
菩
提
の
重
擔
で
す
ね
。
そ
れ
を
担
っ
て
立
と
う
と
し
て
お
る
修
行
者
な
の
か
、
そ
れ
と
も
天
上
界
に

上
ろ
う
と
し
て
お
る
修
行
者
な
の
か
と
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
見
極
め
よ
う
と
帝
釈
天
が
天
人
と
一
緒
に
話
し
合
っ
て
、
こ
の
修
行
者
は
ど
う
だ
ろ
う
、
ひ
と
つ
見
極
め
て

み
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
有
名
な
三
試
で
す
ね
。
三
つ
の
試
み
で
す
ね
。
そ
こ
に
比
喩
が
出
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
真
金
、
ほ
ん
と
う
の
金
で
あ
る
か
ど

う
か
を
試
す
の
に
三
つ
の
試
練
を
く
ぐ
る
。
三
つ
の
試
練
を
く
ぐ
っ
て
真
の
金
は
そ
の
真
な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
三
つ
の
試
練
の
比
喩
と
し
て
は
シ
ョ
ウ
（
焼

く
）
、
そ
れ
か
ら
チ
ョ
ウ
（
打
つ
）
、
そ
れ
か
ら
マ
（
磨
く
）
、
こ
の
三
つ
の
試
練
で
す
。
つ
ま
り
金
の
こ
と
で
す
か
ら
錬
磨
す
る
の
で
す
ね
。

で
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
試
み
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
帝
釈
天
が
羅
刹
の
姿
で
、
経
典
の
中
で
は
雪
山
童
子
と
い
う
言
葉
は
出
て
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
。
い
つ
頃
か
ら

雪
山
童
子
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
雪
山
で
修
行
し
た
修
行
僧
で
す
か
ら
雪
山
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
雪
山
童
子
の

も
と
に
羅
刹
の
姿
を
と
っ
て
、
そ
し
て
有
名
な
「
諸
行
は
無
常
に
し
て
是
れ
生
滅
の
法
な
り
」
と
。
そ
れ
か
ら
後
、
ま
た
二
句
あ
る
で
し
ょ
う
。
偈
文
で
す
ね
。
そ
の

前
半
の
偈
文
を
と
な
え
る
わ
け
で
す
。
で
、
そ
の
前
半
の
偈
文
を
聞
い
た
雪
山
童
子
が
非
常
に
喜
ぶ
わ
け
で
す
。
雪
山
で
悪
戦
苦
闘
し
て
修
行
し
て
い
た
雪
山
童
子
の

耳
に
妙
な
る
仏
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
経
典
で
は
非
常
に
歓
喜
し
た
様
子
が
こ
れ
ま
た
比
喩
で
い
ろ
い
ろ
書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
。
ち
ょ
う
ど
険
し
い

道
を
夜
中
に
友
達
と
二
人
で
歩
い
て
お
っ
て
、
友
達
に
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
て
非
常
に
恐
し
い
思
い
を
し
て
お
っ
た
と
こ
ろ
が
再
び
そ
の
友
に
出
遇
っ
た
よ
う
な
喜
び
と

か
で
す
ね
。
海
の
中
に
落
ち
て
い
ま
や
溺
れ
よ
う
と
し
て
お
っ
た
者
が
ち
ょ
う
ど
船
が
そ
こ
に
通
り
か
か
っ
た
、
こ
う
い
う
思
い
で
そ
の
半
偈
を
聞
く
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
で
非
常
に
喜
ぶ
わ
け
で
す
。
何
か
そ
こ
に
道
を
予
感
し
た
の
で
し
ょ
う
。
い
ま
ま
で
求
め
て
お
っ
た
大
乗
の
道
と
い
う
も
の
が
ど
こ
に
開
か
れ
る
の
か
と
、
そ
れ

で
ど
こ
か
ら
声
が
す
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
あ
た
り
を
み
た
ら
羅
刹
の
姿
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
疑
い
が
生
ず
る
。
ま
ず
雪
山
童
子
の
疑
い
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
疑
い
か
と
い
う
と
、
た
し
か
に
聞
い
た
声
は
仏
の
精
神
を
伝
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
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う
仏
の
言
葉
を
口
に
す
る
よ
う
な
も
の
が
、
あ
あ
い
う
恐
ろ
し
い
醜
い
羅
刹
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
も
解
せ
ん
と
。
少
な
く
と
も
、
そ
う
い
う

清
ら
か
な
仏
の
教
え
を
聞
い
て
お
る
も
の
な
ら
、
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
姿
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
、
こ
う
い
う
疑
い
が
起
こ
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
そ
う
い
う

疑
い
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
雪
山
童
子
は
気
が
つ
く
の
で
す
ね
。
ど
う
い
う
こ
と
に
気
が
つ
く
か
と
い
う
と
、
経
典
で
す
か
ら
非
常
に
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
「
我

今
無
智
な
り
」
と
。
自
分
は
ま
っ
た
く
真
実
が
わ
か
ら
な
い
無
智
な
身
だ
と
、
い
ま
苦
行
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
は
「
我
今
無
智
な
り
」
。
疑
い
が
起
こ
る
の
だ
け
れ

ど
も
、
我
は
い
ま
無
智
の
身
だ
と
、
雪
山
童
子
は
無
智
に
か
え
る
の
で
す
。
「
ま
さ
に
聞
く
べ
し
」
と
、
や
は
り
あ
の
羅
刹
に
尋
ね
よ
う
と
…
…
。
そ
う
い
う
こ
と
で

羅
刹
に
何
か
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
、
い
ま
語
っ
た
偈
文
と
い
う
の
は
ど
こ
で
聞
い
た
の
か
、
ど
こ
で
仏
さ
ま
に
遇
っ
た
の
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
聞

く
の
で
す
。
そ
し
て
ま
だ
後
半
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
、
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
問
う
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
、
い
わ
ゆ
る
三
試
が
連
続
し
て
出
て
く
る
わ
け
で

す
。
自
分
は
い
ま
飢
渇
、
つ
ま
り
喉
が
渇
き
飢
え
て
お
る
。
食
べ
る
も
の
が
な
く
て
、
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
て
お
る
の
で
心
が
錯
乱
し
て
お
る
の
だ
と
。
あ
な
た
か
ら

そ
う
い
う
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
て
も
、
な
ん
で
自
分
が
い
ま
「
諸
行
は
無
常
な
り
。
是
れ
生
滅
の
法
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
口
を
つ
い
て
出
て
き
た
か
わ
か
ら
な
い
と
、

自
分
は
も
う
ひ
も
じ
い
ば
か
り
だ
と
。
そ
れ
で
答
え
な
い
の
で
す
ね
。

そ
れ
で
雪
山
童
子
は
ま
た
「
い
や
、
そ
う
い
う
こ
と
を
い
わ
ず
に
な
ん
と
か
。
あ
な
た
の
弟
子
に
な
る
か
ら
」
と
、
そ
こ
で
終
身
の
弟
子
に
な
る
か
ら
と
、
こ
う
い

う
の
で
す
。
身
が
終
わ
る
ま
で
一
生
涯
あ
な
た
の
弟
子
に
な
る
か
ら
教
え
て
く
れ
と
。
す
る
と
「
汝
は
甚
だ
智
に
す
ぐ
れ
て
い
る
」
と
、
こ
う
い
う
の
で
す
ね
。
つ
ま

り
、
あ
な
た
は
智
慧
は
す
ぐ
れ
て
い
る
と
。
た
だ
自
ら
の
身
を
憂
う
と
、
自
分
の
身
を
憂
い
て
お
る
と
。
も
は
や
後
の
句
を
説
く
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
ひ
も
じ
い
思

い
を
し
て
い
る
こ
の
自
分
の
こ
と
は
何
も
心
に
か
け
て
い
な
い
で
は
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
の
で
す
ね
。
自
分
が
聞
き
た
い
ば
か
り
に
「
終
身
の
弟
子
に
な
る
か
ら
教

え
て
く
れ
」
と
、
え
ら
い
気
負
い
こ
ん
で
た
の
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
羅
刹
の
ほ
う
は
冷
や
や
か
に
そ
う
い
う
の
で
す
。
汝
は
甚
だ
智
に
す
ぐ
れ
て
い
る
、
自
ら

の
身
を
憂
い
て
、
そ
し
て
結
局
、
自
分
の
身
を
憂
い
て
お
る
だ
け
で
な
い
か
。
で
、
こ
こ
に
い
ま
次
の
句
も
い
え
ず
に
、
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
て
い
る
自
分
の
こ
と
は

何
も
念
じ
て
い
な
い
で
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
雪
山
童
子
が
そ
こ
で
は
っ
と
ま
た
驚
い
て
、
こ
れ
は
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。
「
い
っ
た
い
あ
な
た
は
ど
う
い
う
も
の
を
食
べ
る
の
か
」
と
、
ど
う
い
う
も
の
を
食
べ
た
い
の
だ
と
聞
く
の
で
す
。
羅
刹
は
言
わ
な
い
の
で
す
ね
。
そ
れ

を
答
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も
し
答
え
る
と
多
く
の
人
た
ち
が
恐
れ
を
な
す
と
、
こ
う
い
う
の
で
す
。

で
、
そ
う
い
わ
れ
て
ど
ん
ど
ん
試
さ
れ
て
い
く
の
で
す
ね
。
け
れ
ど
も
雪
山
童
子
は
、
こ
こ
に
は
一
人
し
か
い
な
い
。
他
に
恐
れ
る
人
も
い
な
い
し
、
自
分
も
決
し

て
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
ど
う
か
言
っ
て
く
れ
と
、
こ
う
言
い
ま
し
た
ら
、
羅
刹
が
い
う
わ
け
で
す
。
自
分
は
人
の
温
か
い
肉
を
食
べ
物
と
し
て
い
る
。
飲
む
も

の
は
人
の
熱
い
血
を
飲
み
物
と
し
て
い
る
と
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
て
あ
あ
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
か
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
人
に
福
徳
が
多
く
て
、
福
徳
が
あ
る
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と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
ど
う
し
て
も
自
分
の
力
で
人
間
を
殺
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
間
に
福
徳
が
あ
る
か
ら
自
分
の
力
で
殺
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
今
日
ま
で

何
も
食
べ
ら
れ
ず
に
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
て
お
っ
た
と
、
羅
刹
が
こ
う
い
う
返
事
を
す
る
の
で
す
ね
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
つ
い
に
雪
山
童
子
が
そ
れ
な
ら
ば
自
分
の
身
を
あ
な
た
に
捧
げ
る
、
ど
う
か
残
り
の
言
葉
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
す
が
、
ま
た
跳
ね
返

っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
ど
う
し
て
信
じ
ら
れ
る
か
と
、
た
だ
あ
と
の
二
句
を
聞
く
た
め
に
い
の
ち
を
捧
げ
る
な
ん
て
こ
と
を
い
わ
れ
て
も
、
ど
う
し
て
そ

れ
が
信
じ
ら
れ
る
か
と
羅
刹
が
や
り
返
す
わ
け
で
す
。
す
る
と
、
そ
こ
ま
で
問
い
つ
め
ら
れ
て
雪
山
童
子
が
い
う
の
は
、
自
分
の
い
わ
ゆ
る
無
常
の
身
、
不
堅
の
身
を

捨
て
て
金
剛
身
を
、
凡
器
を
施
し
て
七
宝
の
器
を
い
た
だ
き
た
い
か
ら
だ
と
、
こ
う
い
っ
て
、
そ
こ
に
残
り
の
言
葉
を
聞
き
た
い
の
は
、
自
分
の
こ
の
壊
れ
て
い
く
身

は
捨
て
て
金
剛
の
身
を
い
た
だ
き
た
い
と
答
え
る
わ
け
で
す
ね
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
答
え
に
応
じ
て
よ
う
や
く
羅
刹
は
そ
れ
な
ら
と
い
っ
て
、
後
の
「
生
滅
滅
已

寂

滅
為
楽
」
と
吐
く
の
で
す
ね
。
そ
れ
を
雪
山
童
子
は
聞
い
て
自
分
の
身
は
羅
刹
に
捧
げ
る
と
い
っ
て
、
こ
の
偈
を
石
や
木
や
な
ん
か
に
刻
み
込
ん
で
、
そ
し
て
高
い
木

か
ら
飛
び
降
り
て
、
そ
の
身
を
投
げ
る
と
。
投
げ
た
と
こ
ろ
で
羅
刹
が
帝
釈
天
に
変
わ
る
わ
け
で
す
が
。

そ
れ
を
『
涅
槃
経
』
で
は
「
聖
行
」
と
い
い
ま
す
ね
。
つ
ま
り
教
え
を
聞
く
と
。
ほ
ん
と
う
に
教
え
を
聞
く
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

人
の
上
に
仏
の
教
え
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
こ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
『
涅
槃
経
』
の
比
喩
と
し
て
語
ら
れ
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。

こ
の
唯
信
仏
語
の
と
こ
ろ
に
は
、

一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
ず
、

（
聖
典
二
一
六
頁
）

と
、
身
命
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
わ
れ
わ
れ
の
身
を
捨
て
さ
せ
て
く
る
よ
う
な
教
え
で
す
ね
。
も
っ
と
い
え
ば
捨
て
る
と
い
っ
て

も
、
わ
れ
わ
れ
の
身
を
捧
げ
る
と
い
い
ま
す
か
ね
。
自
身
を
捧
げ
て
悔
い
る
こ
と
の
な
い
、
そ
う
い
う
力
を
も
っ
て
い
る
教
え
で
す
ね
。
そ
う
い
う
教
え
を
こ
こ
で
仏

語
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。

四

■

苦

悩

す

る

一

切

の

衆

生

に

随

順

す

る

仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
し
、
仏
願
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
三
随
順
と
し
て
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
仏
教
に
随
順
す
る
と
か
、
仏
意
に
随

順
す
る
と
か
、
仏
願
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
仏
教
と
い
え
ば
釈
尊
の
教
え
、
仏
願
と
い
え
ば
阿
弥
陀
の
本
願
、
仏
意
と
い
え
ば

諸
仏
と
か
、
あ
る
い
は
『
往
生
大
要
鈔
』
で
は
二
尊
の
御
心
と
あ
ら
わ
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
解
釈
が
で
き
る
の
で
す
け
ど
、
内
容
は
何
か
と
い
う
と
、
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そ
の
随
順
の
内
容
は
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
衆
生
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
が
内
容
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
し
、
仏
願
に
随
順

す
る
と
い
う
、
そ
の
三
随
順
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
も
ち
ろ
ん
よ
き
人
の
仰
せ
に
随
順
す
る
と
。
あ
る
い
は
本
願
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
け
ど
。
そ
の
内
容

は
仏
教
に
随
順
す
る
と
か
、
仏
意
に
随
順
す
る
と
か
、
仏
願
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
に
随
順
す
る
と

い
う
内
容
が
出
て
く
る
の
で
す
ね
。
つ
ま
り
衆
生
と
い
っ
て
も
一
切
の
衆
生
で
す
ね
。
苦
悩
す
る
一
切
の
衆
生
に
随
順
す
る
。

こ
れ
は
「
証
巻
」
に
『
論
註
』
の
文
が
引
か
れ
て
、
こ
れ
は
還
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
文
と
し
て
引
か
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
「
順
菩
提
門
」
と
い
う
の
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
菩
提
門
に
随
順
す
る
。
前
に
障
菩
提
門
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
に
続
い
て
随
順
菩
提
門
が
あ
り
ま
す
。

「
障
菩
提
門
」
と
は
、
「
菩
薩
、
か
く
の
ご
と
き
、
善
く
回
向
成
就
し
た
ま
え
る
を
知
れ
ば
、
す
な
わ
ち
よ
く
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
る
な
り
。
何
等
か

三
種
。
一
つ
に
は
智
慧
門
に
依
り
て
自
楽
を
求
め
ず
、
我
心
、
自
身
に
貪
着
す
る
を
遠
離
せ
る
が
ゆ
え
に
」
（
論
）
と
の
た
ま
え
り
。
進
む
を
知
り
て
退
く
を
守
る
を

智
と
曰
う
。
空
無
我
を
知
る
を
慧
と
曰
う
。
智
に
依
る
が
ゆ
え
に
自
楽
を
求
め
ず
、
慧
に
依
る
が
ゆ
え
に
我
心
、
自
身
に
貪
着
す
る
を
遠
離
せ
り
。
「
二
つ
に
は
慈
悲

門
に
依
れ
り
。
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
い
て
、
無
安
衆
生
心
を
遠
離
せ
る
が
ゆ
え
に
」
（
論
）
と
の
た
ま
え
り
。
苦
を
抜
く
を
慈
と
曰
う
。
楽
を
与
う
る
を
悲
と
曰
う
。

慈
に
依
る
が
ゆ
え
に
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
く
。
悲
に
依
る
が
ゆ
え
に
無
安
衆
生
心
を
遠
離
せ
り
。
「
三
つ
に
は
方
便
門
に
依
れ
り
。
一
切
衆
生
を
憐
愍
し
た
ま
う
心
な

り
。
自
身
を
供
養
し
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
せ
る
が
ゆ
え
に
」
（
論
）
と
の
た
ま
え
り
。
正
直
を
方
と
曰
う
。
外
己
を
便
と
曰
う
。
正
直
に
依
る
が
ゆ
え
に
、
一
切
衆
生

を
憐
愍
す
る
心
を
生
ず
。
外
己
に
依
る
が
ゆ
え
に
自
身
を
供
養
し
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
せ
り
。
こ
れ
を
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
と
名
づ
く
。

（
聖
典
二
九
三
・
二
九
四
頁
）

と
、
こ
う
い
う
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
と
い
う
の
で
す
ね
。
つ
ま
り
智
慧
門
・
慈
悲
門
・
方
便
門
と
く
ぐ
っ
て
、
そ
こ
に
随
順
菩
提
門
が
開
か
れ
て
く
る
。

そ
の
随
順
菩
提
門
に
つ
い
て
、

「
順
菩
提
門
」
と
は
、
「
菩
薩
は
、
か
く
の
ご
と
き
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
し
て
、
三
種
の
随
順
菩
提
門
の
法
満
足
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
ゆ
え
に
。

何
等
か
三
種
。
一
つ
に
は
無
染
清
浄
心
。
自
身
の
た
め
に
諸
楽
を
求
め
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
」
（
論
）
と
の
た
ま
え
り
。

（
聖
典
二
九
四
頁
）

と
。
無
染
清
浄
心
と
安
清
浄
心
、
そ
れ
に
楽
清
浄
心
と
、
こ
う
い
う
言
葉
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
る
の
で
す
が
、
内
容
は
無
染
清
浄
心
が
や
は
り
自
身
の
た
め
に
諸
楽

を
求
め
ず
と
、
ち
ょ
う
ど
障
菩
提
門
を
く
ぐ
っ
て
き
て
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
智
慧
門
・
慈
悲
門
・
方
便
門
が
出
て
く
る
内
容
が
展
開
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
こ
を
み
て

も
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
つ
ま
り
そ
こ
に
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
し
、
仏
願
に
随
順
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ま
ず
『
論
註
』
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
よ
っ
て
い
う
な
ら
、
い
わ
ゆ
る
自
楽
を
求
め
ず
と
、
さ
ら
に
慈
悲
門
で
い
え
ば
苦
悩
す
る
一
切
衆
生
の
立
場
に
立
つ
わ
け
で
す
ね
。
ま
あ
、
そ
こ
に
苦
を
抜
く
と
か
、

■ 苦悩する一切の衆生に随順する
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楽
を
与
え
る
と
か
と
い
う
言
葉
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
や
は
り
そ
こ
に
あ
る
の
は
苦
悩
す
る
一
切
の
衆
生
を
理
解
す
る
、
了
解
す
る
。
一
切
衆
生
を
了
解
す
る
。
そ
れ

が
苦
を
抜
く
と
か
、
楽
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

自
身
の
楽
を
求
め
ず
一
切
衆
生
を
了
解
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
衆
生
を
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
苦
し
い
も
の
が
苦
し
ま
ざ
る
を
え
な
い
、

そ
う
い
う
苦
悩
の
衆
生
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
一
切
衆
生
の
立
場
に
た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
手
だ
て
を
尽
く
す
と
い
う
意
味
が
方
便
門
に
出
て

き
ま
す
ね
。
自
分
の
立
場
に
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
手
だ
て
を
尽
く
す
の
で
は
な
く
て
、
苦
悩
す
る
一
切
衆
生
の
立
場
に
た
つ
、
そ
う
い
う
内
容
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
が
一
切
衆
生
に
随
順
す
る
と
い
う
意
味
な
の
で
す
ね
。
ま
あ
大
悲
同
感
す
る
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
一
切
の
衆
生
に
随
順
し
て
い
く
、
そ
れ
が

そ
の
ま
ま
道
な
の
で
し
ょ
う
。
随
順
と
い
う
こ
と
が
。

真
宗
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
と
い
う
、
あ
あ
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
切
の
衆
生
の
ほ

ん
と
う
の
生
き
方
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
言
い
当
て
て
い
る
言
葉
で
な
い
で
す
か
ね
。
個
人
個
人
の
と
こ
ろ
で
み
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
煩
い
や
悩
み
が
あ
れ

ば
逃
げ
て
い
き
た
い
と
、
な
ん
と
か
そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
み
た
り
、
そ
う
い
う
努
力
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
煩
い
や
悩
み
を
避
け
て
楽
な
と
こ
ろ
を

求
め
て
い
こ
う
と
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
気
持
は
個
人
個
人
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
一
切
衆
生
の
現
実
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
い
う
煩
い
や
悩
み
の
な
い

と
こ
ろ
に
い
っ
て
し
ま
え
る
も
の
で
は
な
く
て
、
た
え
ず
煩
い
や
悩
み
の
中
に
あ
る
。
そ
う
い
う
中
に
お
い
て
涅
槃
を
得
る
よ
う
な
、
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
の
で
す

が
、
し
か
し
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
と
い
う
の
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
て
、
ま
さ
に
一
切
の
衆
生
が
文
字
ど
お
り
そ
の
よ
う
に
し
て
生
き
よ
う
と
し
て
い

る
。
個
々
の
意
識
は
煩
い
や
悩
み
を
避
け
て
、
そ
う
い
う
も
の
の
な
い
と
こ
ろ
へ
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
現
実
の
生
活
は
そ
れ
を
も
う
ま
ぬ
が
れ
な
い

の
で
す
。
ど
う
い
う
生
活
を
し
て
お
り
ま
し
て
も
。

■

一

切

衆

生

の

根

底

に

あ

る

志

願

だ
か
ら
、
そ
の
ま
ぬ
が
れ
ん
と
こ
ろ
に
涅
槃
を
み
つ
け
て
い
く
。
外
に
み
つ
け
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
に
一
切
衆
生
の
根
底
に
あ
る
志
願
で
は
な
い

で
す
か
ね
。
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
言
い
当
て
て
い
る
言
葉
だ
と
思
う
の
で
す
ね
。
煩
悩
を
断
じ
て
涅
槃
を
得

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
…
…
、
だ
か
ら
煩
悩
を
な
く
し
て
安
ら
か
な
境
地
を
得
る
と
い
う
の
は
特
別
な
人
の
考
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
実
に
生
き
る
者
は
気
持
ち

に
は
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
て
も
、
実
際
の
生
活
は
…
…
。
た
だ
そ
こ
に
そ
う
い
う
志
願
が
満
た
さ
れ
な
い
。
そ
こ
に
確
信
が
も
て
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
か
に

あ
る
わ
ね
。
辛
か
っ
た
り
切
な
か
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
る
わ
け
で
す
が
、
い
わ
ば
ほ
ん
と
う
の
意
味
の
衆
生
の
現
実
に
立
ち
か
え
っ
て
く
る
。

そ
れ
が
た
だ
自
分
の
力
で
ど
う
し
て
も
立
ち
か
え
れ
ん
の
で
す
。

第七講 六決定とは、已上次いでのごとし、知るべし。
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そ
こ
に
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
し
、
仏
願
に
随
順
す
る
と
、
こ
う
い
う
か
た
ち
で
は
じ
め
て
一
切
の
衆
生
に
随
順
し
て
い
け
る
、
こ
う
い
う
道
が
開
か
れ
て

く
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
い
ま
『
愚
禿
鈔
』
は
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
お
る
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

五

■

三

是

名

は

讃

嘆

の

意

味

そ
う
し
て
三
是
名
と
い
う
言
葉
で
、
そ
こ
に
「
真
の
仏
弟
子
」
と
。
つ
ま
り
三
是
名
と
い
う
の
は
真
の
仏
弟
子
、
ま
あ
内
容
と
し
て
は
そ
こ
に
真
の
仏
弟
子
た
ら
し

め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
三
是
名
と
い
う
こ
と
は
讃
嘆
の
意
味
で
す
ね
。
喜
び
で
す
ね
。
非
に
対
し
て
是
と
。
つ
ま
り
無
上
の
喜
び
を
語
ろ
う
と

し
て
お
る
の
で
は
な
い
で
す
か
、
三
是
名
と
。
つ
ま
り
唯
信
仏
語
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の
無
上
の
喜
び
で
す
。
そ
れ
は
『
愚
禿
鈔
』
の
文
で

い
っ
て
み
れ
ば
、
仏
教
に
随
順
す
、
仏
願
に
随
順
す
、
真
の
仏
弟
子
、
こ
う
い
う
三
つ
の
言
葉
に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
三
つ
の
言
葉
で
無
上
の
喜
び
と
い

う
も
の
を
讃
嘆
の
か
た
ち
で
明
ら
か
に
し
て
お
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
ど
う
も
な
か
な
か
『
愚
禿
鈔
』
の
文
は
読
め
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
い
た
い
唯
信

仏
語
に
つ
い
て
三
遣
、
三
随
順
、
三
是
名
と
い
う
こ
と
を
、
と
く
に
取
り
出
し
て
あ
る
意
味
に
つ
い
て
、
い
く
ら
か
感
じ
た
と
こ
ろ
を
お
話
し
し
た
ま
で
の
こ
と
で
す
。

仏
語
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
「
散
善
義
」
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
い
え
ば
『
観
無
量
寿
経
』
の
流
通
分
の
言
葉
に
も
と
づ
く

の
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
「
汝
好
持
是
語
」
（
聖
典
一
二
二
頁
）
と
、
そ
こ
に
仏
語
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
そ
し
て
そ
の
前
の
締
め
く
く
り
の
と
こ

ろ
に
も
、
「
こ
の
語
を
説
き
た
ま
う
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
語
を
説
き
た
ま
う
時
に
、
韋
提
希
、
五
百
の
侍
女
と
、
仏
の
所
説
を
聞
き
て
、
時
に
応
じ
て
す
な
わ
ち
極
楽
世
界
の
広
長
の
相
を
見
た
て
ま
つ
る
。
仏
身
お
よ

び
二
菩
薩
を
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
を
得
て
、
心
に
歓
喜
を
生
ず
。
未
曾
有
な
り
と
歎
ず
。
廓
然
と
し
て
大
き
に
悟
り
て
、
無
生
忍
を
得
。

（
聖
典
一
二
一
頁
）

と
。
つ
ま
り
、
そ
の
仏
語
と
い
う
の
は
廓
然
と
し
て
無
生
忍
を
得
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
言
葉
で
す
ね
。
『
歎
異
抄
』
で
い
え
ば
第
四
章
に
出
て
く
る

で
し
ょ
う
。

浄
土
の
慈
悲
と
い
う
は
、
念
仏
し
て
、
い
そ
ぎ
仏
に
な
り
て
、

（
聖
典
六
二
八
頁
）

と
、
そ
れ
が
仏
語
な
の
で
す
。
そ
こ
に
唯
信
仏
語
と
い
う
意
味
が
じ
つ
は
語
ら
れ
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。
「
い
そ
ぎ
仏
に
な
り
て
」
と
。
我
ら
を
し
て
い
そ
ぎ
仏
た
ら

し
め
る
、
そ
れ
を
仏
語
と
、
そ
う
い
う
こ
と
が
内
容
と
し
て
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
ね
。
具
体
的
に
は
、

■ 三是名は讃嘆の意味
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「
汝
好
く
こ
の
語
を
持
て
。
こ
の
語
を
持
て
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
と
な
り
。
」

仏
こ
の
語
を
説
き
た
ま
う
時
に
、
尊
者
目

連
・

阿
難
お
よ
び
韋
提
希
等
、
仏
の
所
説
を
聞
き
て
、
み
な
大
き
に
歓
喜
す
。

（
聖
典
一
二
二
頁
）

と
、
こ
う
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
文
字
ど
お
り
仏
語
と
出
て
き
ま
す
ね
。
「
仏
説
此
語
時
」
（
仏
こ
の
語
を
説
き
た
ま
う
時
）
と
、
つ
ま
り
仏
語
を
説
く
、
「
汝
好
持
是

語
」
「
仏
説
此
語
時
」
と
、
こ
う
出
て
く
る
。
そ
の
一
段
で
す
ね
。
そ
れ
が
仏
語
と
し
て
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
「
散
善
義
」
に
、
「
一
心
に

た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
ず
、
決
定
し
て
行
に
依
っ
て
」
（
聖
典
二
一
六
頁
）
と
、
こ
う
い
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。

次
の
第
六
深
信
に
い
き
ま
す
と
、
そ
れ
が
実
語
と
い
う
言
葉
で
出
て
き
ま
す
ね
。
本
文
の
ほ
う
を
見
る
と
、
「
仏
は
こ
れ
満
足
大
悲
の
人
な
る
が
ゆ
え
に
、
実
語
な

る
が
ゆ
え
に
」
（
聖
典
二
一
六
頁
）
と
、
そ
の
後
の
締
め
く
く
り
に
、
「
正
教
・
正
義
・
正
行
・
正
解
・
正
業
・
正
智
な
り
。
」
（
同

頁
）
と
、
こ
う
い
う
言
葉
で

言
い
表
し
て
あ
り
ま
す
ね
。

■

血

と

な

り

肉

と

な

る

よ

う

な

教

え

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
の
身
に
つ
い
て
い
く
よ
う
な
で
す
ね
、
直
ち
に
ま
さ
し
く
教
え
に
な
る
。
何
か
対
象
的
な
も
の
で
は
な
く
て
教
え
が
ま
さ
し
く
教
え
に
な
る
。

三
遣
と
、
こ
う
い
わ
れ
る
よ
う
な
ま
さ
し
く
教
え
に
な
る
。
正
義
・
正
行
、
直
ち
に
ま
さ
し
く
行
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
身
に
つ
い
て
く
る
。
わ
れ
わ

れ
の
身
を
動
か
し
て
く
る
。
文
学
的
に
い
え
ば
血
と
な
り
肉
と
な
る
よ
う
な
教
え
で
す
。
ま
た
そ
う
い
う
教
え
に
生
き
る
人
で
す
。
人
と
か
教
え
と
い
う
こ
と
が
出
て

き
ま
す
が
、
唯
信
仏
語
の
と
き
に
…
…
。
「
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
ず
、
決
定
し
て
行
に
依
る
」
と
。
「
仏
語
を
信
じ
て
」
の
ほ
う
が
後
で
や
が
て

就
人
立
信
と
、
人
に
つ
い
て
信
を
立
て
る
、
仰
せ
で
す
ね
。
人
と
い
っ
て
も
、
た
ん
に
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
す
ね
。
『
愚
禿
鈔
』
の
と
こ
ろ
で
は
、
「
こ
れ
を
人

に
つ
い
て
信
を
立
つ
と
名
づ
く
る
な
り
、
知
る
べ
し
と
。
次
に
行
に
つ
い
て
信
を
立
つ
と
は
」
（
聖
典
四
四
五
頁
）
と
。
つ
ま
り
信
を
、
人
に
つ
い
て
立
て
る
の
と
、

行
に
つ
い
て
立
て
る
の
と
…
…
。
『
歎
異
抄
』
第
二
章
で
い
え
ば
、
前
半
の
ほ
う
が
人
に
つ
い
て
信
を
立
て
て
い
る
の
で
す
ね
。

親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
を
か
ぶ
り
て
、
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
。

（
聖
典
六
二
七
頁
）

で
し
ょ
う
。
後
半
に
く
る
と
、

弥
陀
の
本
願
ま
こ
と
に
お
わ
し
ま
さ
ば
、
釈
尊
の
説
教
、
虚
言
な
る
べ
か
ら
ず
。
仏
説
ま
こ
と
に
お
わ
し
ま
さ
ば
、
善
導
の
御
釈
、
虚
言
し
た
ま
う
べ
か
ら
ず
。
善

導
の
御
釈
ま
こ
と
な
ら
ば
、
法
然
の
お
お
せ
そ
ら
ご
と
な
ら
ん
や
。
法
然
の
お
お
せ
ま
こ
と
な
ら
ば
、
親
鸞
が
も
う
す
む
ね
、
ま
た
も
っ
て
、
む
な
し
か
る
べ
か
ら

ず
そ
う
ろ
う
か
。

（
同

頁
）
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と
、
行
に
つ
い
て
信
を
立
て
て
い
る
。
あ
あ
い
う
就
人
立
信
・
就
行
立
信
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
す
で
に
第
五
の
深
信
の
中
に
、
「
た
だ

仏
語
を
信
じ
て
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
就
人
立
信
で
す
ね
。
我
ら
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
い
く
よ
う
な
仰
せ
で
す
ね
。

質

疑

念
仏
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
一
つ
の
問
題
か
ら
真
実
の
教
え
を
生
き
る
と
か
、
真
実
の
教
え
を
聞
く
人
に
な
る
の
だ
と
。
た
だ
そ
れ
が

問

い

確
か
に
そ
う
い
う
こ
と
が
う
な
ず
け
て
く
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
本
物
で
あ
る
の
か
見
当
は
ず
れ
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
じ
つ
は
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
「
証
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
「
真
実
証
」
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
た
ら
い
い
の
で
す
か
。

ま
ず
真
実
の
教
え
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
教
証
、
そ
う
い
う
も
の
を
『
教
行
信
証
』
は
「
教
巻
」
に
あ
げ
て
い
る
。
だ

宗か
ら
教
証
と
い
う
意
味
と
真
実
証
と
い
う
と
き
の
証
は
ま
た
違
い
ま
す
よ
ね
。
証
は
証
で
も
。
真
実
証
と
い
う
と
き
に
は
教
証
ね
。
教
証
と
い
う
の
は
全
体
を
通
じ
て

い
る
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
、
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
手
っ
取
り
早
く
い
え
ば
、
親
鸞
聖
人
が
明
ら
か
に
し
た
大
事
業
と
い
う
の
は
、
念
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
わ
れ
わ

れ
に
ど
う
い
う
こ
と
が
そ
こ
に
教
え
ら
れ
て
く
る
の
か
。
ど
う
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
『
教
行
信
証
』
に
よ
っ
て
公
開
し
た
わ
け
で

す
ね
。
誰
の
身
に
も
わ
か
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
念
仏
道
が
秘
密
の
も
の
で
は
な
く
て
、
何
か
個
人
的
に
ち
ょ
う
ど
禅
の
悟
り
み
た
い
に
ね
。
た
し
か
に
あ
る
程
度
、
安

心
が
得
ら
れ
る
が
、
誰
も
分
け
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
も
の
で
は
な
し
に
誰
に
で
も
公
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
道
し
る
べ
に
な
っ
て
、

そ
こ
に
誤
り
な
り
、
問
題
な
り
が
そ
こ
で
見
つ
か
っ
て
い
く
、
こ
う
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
真
実
の
教
え
と
い
う
も
の
が
開
か
れ
る
。

ど
う
い
う
教
え
を
聞
く
よ
う
に
な
る
の
か
と
、
出
世
の
大
事
と
。
は
じ
め
て
出
世
の
大
事
を
聞
く
、
教
証
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
真
実
の
教
え
を
聞
く

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
を
明
か
し
て
く
る
よ
う
な
問
題
、
そ
れ
が
「
行
巻
」
で
は
行
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
行
と
い
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
う
い

う
も
の
が
行
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
、
そ
れ
を
も
う
ひ
と
つ
ち
ゃ
ん
と
照
ら
し
て
く
る
よ
う
な
、
教
証
が
ず
っ
と
「
行
巻
」
に
あ
が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
意
味
の
証
と
、
そ
れ
か
ら
真
実
証
と
い
わ
れ
る
と
き
の
証
と
は
、
こ
ん
ど
は
わ
れ
わ
れ
の
身
に
証
し
さ
れ
て
く
る
も
の
…
…
。

そ
の
こ
と
が
よ
う
わ
か
ら
ん
で
す
。
証
し
さ
れ
て
く
る
証
で
す
か
。

問

い

つ
ま
り
、
そ
の
前
に
内
容
が
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
身
に
証
し
さ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の
涅
槃
、
涅
槃
と
い
う
の
が
証
し
さ
れ
て
く
る
。
涅
槃
と
い
う
こ
と
は

宗言
葉
は
知
っ
て
い
る
け
ど
ね
。
い
ろ
い
ろ
あ
あ
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
一
応
、
言
葉
を
と
お
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
が
あ
る

の
だ
け
ど
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
身
に
お
い
て
証
し
さ
れ
て
く
る
よ
う
な
、
つ
ま
り
そ
こ
で
真
実
証
と
い
う
と
き
に
は
、
も
う
涅
槃
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
お
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- 117 -

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
念
仏
者
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
こ
の
現
実
の
上
に
証
し
さ
れ
て
く
る
涅
槃
で
す
。
涅
槃
が
証
し
さ
れ
て
く
る
、
そ
う
い
う
わ
れ
わ
れ
の
身
に

証
し
さ
れ
て
く
る
よ
う
な
涅
槃
と
い
う
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
く
る
。

そ
の
こ
と
と
念
仏
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
真
実
の
教
え
に
生
き
る
人
に
な
る
の
だ
と
。
そ
れ
と
、
そ
う
い
う
人
に
な
る
と
い
う
こ
と

問

い

と
涅
槃
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
関
係
、
そ
う
い
う
生
き
方
を
す
る
人
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
涅
槃
を
開
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
か
。

わ
れ
わ
れ
の
身
に
お
い
て
証
し
さ
れ
て
く
る
よ
う
な
涅
槃
、
架
空
の
涅
槃
で
な
く
て
。

宗

そ
れ
が
念
仏
の
証
し
で
あ
る
と
…
…
。

問

い

い
や
、
念
仏
の
証
し
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
念
仏
申
す
人
、
念
仏
の
教
え
を
身
に
う
け
た
、
そ
う
い
う
身
に
証
し
さ
れ
て
く
る
念
仏
で
す
。
念
仏
の
証
し

宗と
い
う
の
で
は
な
く
て
。
だ
か
ら
念
仏
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
人
は
ど
う
な
る
の
だ
と
。
教
行
信
証
と
順
番
に
い
け
る
わ
ね
。
一
応
、
秩
序
立
て
て
い
く
と
、
ま

ず
総
じ
て
い
う
な
ら
ば
、
教
え
を
聞
く
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う
人
に
な
れ
る
。
じ
ゃ
あ
、
そ
の
教
え
を
聞
く
と
い
え
ば
ど
ん
な
教
え
だ
と
。
も
っ
と
具
体
的
に
内
容

が
あ
る
わ
ね
。
す
る
と
、
そ
こ
に
出
世
の
大
事
と
い
う
よ
う
な
内
容
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
教
え
は
教
え
で
も
、
そ
こ
に
は
じ
め
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
き
た
一

大
事
を
聞
く
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
か
ら
二
大
事
、
三
大
事
が
整
理
さ
れ
て
く
る
。
一
大
事
と
い
っ
て
も
、
つ
か
ん
で
こ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
一
大
事
と
い
う
そ
の
一
大
事
に
身
が
定
ま
っ
て
く
る
。
一
大
事
が
ひ
と
つ
決
ま
れ
ば
他
の
も
の
は
二
大
事
、
三
大
事
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
う
い
う
意
味
で
出
世
の
一
大
事
と
い
う
の
は
内
容
に
な
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
に
連
れ
だ
っ
て
い
う
な
ら
行
、
そ
こ
に
行
が
開
か
れ
て
く
る
。
行
か
ら
信
・
証
と
ひ
と
つ
の
順
序
…
…
、
系
統
だ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
あ
る
わ
ね
。

そ
れ
が
大
き
な
道
し
る
べ
で
は
な
い
で
す
か
。

こ
の
前
の
講
義
の
中
で
疑
い
と
慮
る
で
す
か
ね
。
そ
の
問
題
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
た
と
え
ば
願
力
に
乗
じ
て
お
っ
て
も
、
ほ
ん
と
う
に
乗
じ
て
お
る
の

問

い

だ
ろ
う
か
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
慮
り
が
あ
る
と
、
そ
こ
ら
へ
ん
が
、
そ
れ
で
は
、
そ
の
こ
と
は
い
つ
の
場
合
で
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
確
か
に
そ
う
い
う

教
え
を
聞
く
身
に
な
っ
て
お
る
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
う
な
ず
い
て
い
け
る
か
と
い
う
か
、
確
か
な
の
だ
と
い
え
る
の
は
ど
こ
で
い
え
る
の
か
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
問
題

に
な
る
わ
け
で
す
け
ど
ね
。
そ
ん
な
こ
と
は
い
う
必
要
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
け
ど
…
…
。

ど
こ
で
い
え
る
の
か
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
慮
っ
て
お
る
、
そ
の
慮
り
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
信
で
す
わ
ね
。
そ
こ
に
は
じ
め
て
信
と
い

宗う
も
の
が
わ
れ
わ
れ
の
上
に
実
証
さ
れ
て
く
る
の
で
す
。
慮
っ
て
い
る
姿
、
そ
う
い
う
も
の
が
見
え
て
く
る
。
慮
っ
て
い
る
姿
が
見
え
て
く
る
の
が
信
の
実
証
で
あ
る
。

だ
か
ら
慮
っ
た
ら
い
か
ん
と
い
う
意
味
で
は
な
い
の
で
す
わ
ね
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
慮
ら
な
い
よ
う
に
な
り
、
煩
悩
や
ら
い
ろ
い
ろ
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
な
る
と
信
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は
実
証
さ
れ
ん
。
だ
か
ら
最
初
に
第
一
深
信
と
い
う
の
が
あ
が
っ
て
く
る
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
い
ま
信
が
主

題
で
す
か
ら
、
な
ん
と
い
っ
て
も
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
な
り
と
、
そ
こ
を
い
つ
の
ま
に
か
離
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
慮
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
よ
い
よ
第
一
深

信
が
深
ま
る
。

い
よ
い
よ
と
い
う
こ
と
で
す
が
。
つ
ま
り
慮
っ
て
い
る
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
見
え
た
と
い
う
、
そ
の
こ
と
が
見
え
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
し
ま
う

問

い

の
で
は
な
い
と
。

そ
れ
は
止
ま
ら
せ
ん
わ
ね
。
止
ま
る
の
は
そ
う
い
う
こ
と
ば
か
り
慮
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
止
ま
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
慮
り
を
や
め
た
い
と
い
う
心

宗が
の
ぞ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
止
ま
ら
な
い
と
き
に
は
、
も
う
見
え
た
途
端
に
第
一
深
信
に
か
え
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
道
を
歩
み
続
け
て
き
た
歴
史
全
体
に

託
し
て
い
く
。
つ
ま
り
慮
っ
た
と
き
に
何
か
ご
信
心
の
主
役
に
な
り
た
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
す
。
自
分
は
信
心
を
得
た
の
だ
と
い
う
主
役
に
、
そ
う
い
う
信
の

道
を
歩
い
て
き
た
歴
史
に
生
き
る
と
、
歴
史
に
全
権
を
託
す
る
と
。
藤
元
君
も
い
う
が
金
子
先
生
も
い
わ
れ
る
わ
ね
。
金
子
先
生
が
も
と
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
、
脇
役

と
。
つ
ま
り
自
分
が
主
役
に
な
る
の
で
は
な
い
、
脇
役
で
す
ね
。
脇
役
と
い
う
の
は
語
弊
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
舞
台
で
た
と
え
れ
ば
そ
う
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
そ
の

全
体
の
舞
台
を
生
か
す
の
で
あ
っ
て
、
自
分
が
主
人
公
に
な
っ
て
生
き
て
い
く
の
で
は
な
く
て
、
道
を
求
め
て
き
た
そ
の
舞
台
、
そ
の
歴
史
を
ほ
ん
と
う
に
生
か
す
。

お
ま
え
み
た
い
な
へ
な
ち
ょ
こ
は
と
言
わ
れ
て
も
か
ま
わ
ん
。
そ
の
舞
台
が
生
き
れ
ば
、
そ
の
舞
台
が
拍
手
喝
采
さ
れ
て
、
そ
こ
に
親
鸞
の
名
が
一
人
あ
れ
ば
、
そ
れ

で
十
分
な
の
だ
わ
。

■

親

鸞

一

人

の

名

で

十

分

親
鸞
の
名
が
主
人
公
に
な
っ
て
お
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
な
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の
名
が
そ
こ
に
出
て
い
な
け
れ
ば
承
知
で
き
ん
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
親
鸞

の
名
に
よ
っ
て
象
ら
れ
て
き
た
求
道
の
舞
台
の
歴
史
、
そ
の
中
に
加
わ
り
、
そ
れ
が
生
き
て
い
く
よ
う
な
、
そ
こ
に
帰
れ
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
第
一
深
信
に
帰
る
と
は

…
…
。
と
こ
ろ
が
、
何
か
自
分
が
主
役
に
な
っ
て
い
く
、
自
分
が
信
心
の
第
一
人
者
に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
大
安
心
で
あ
る
か
の
よ
う
に
…
…
、
個
人
的
に
な
っ
て

く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
で
は
な
い
、
信
心
の
第
一
人
者
と
い
う
な
ら
、
も
う
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
で
言
う
な
ら
、
も
う
親
鸞
の
名
一
人
で
十
分
で
し
ょ
う
。
も
う
そ
の

名
で
主
役
は
代
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
が
輝
い
て
い
る
。
親
鸞
の
名
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
そ
の
舞
台
、
そ
の
歴
史
が
い
よ
い
よ
輝
い
て
い
く
。
そ
こ
に
自

分
を
尽
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
は
十
分
と
、
た
と
え
自
分
が
ど
れ
だ
け
疑
惑
を
も
ち
、
ど
れ
だ
け
い
ろ
ん
な
こ
と
に
つ
ら
い
思
い
を
せ
ん
な
ら
ん
と
し
て

も
、
そ
れ
で
十
分
と
い
う
の
は
第
一
深
信
が
深
ま
る
。
だ
か
ら
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
そ
う
な
る
わ
ね
。
こ
ち
ら
の
身
は
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
。
金
子
先
生
は

能
の
シ
テ
か
、
な
ん
か
に
た
と
え
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
る
、
脇
役
の
非
常
に
容
易
な
ら
な
い
こ
と
を
。
主
役
以
上
に
脇
役
の
大
変
な
仕
事
と
い
う
か
、

■ 親鸞一人の名で十分



- 119 -

全
舞
台
を
浮
き
立
た
せ
て
い
く
と
。

ま
あ
、
さ
っ
き
の
話
し
に
戻
る
と
、
真
実
証
と
い
う
こ
と
が
ひ
っ
か
か
っ
て
…
…
。

問

い

真
実
証
と
い
う
と
き
に
は
や
は
り
、
そ
も
そ
も
教
行
証
と
い
う
こ
と
が
仏
教
の
特
別
な
言
葉
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
大
涅
槃
と
い
う
の
が
証
だ
と
い
う
こ
と
は
、

宗前
提
に
な
っ
て
い
る
わ
ね
。
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
に
お
い
て
ま
さ
し
く
わ
れ
わ
れ
の
身
に
証
し
さ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の
涅
槃
と
、
わ
れ
わ
れ
の
身
に
涅
槃
が
証
し
さ
れ

る
の
だ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
い
お
う
と
し
て
お
る
の
だ
と
。
だ
か
ら
、
そ
の
へ
ん
君
が
い
う
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
広
く
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
。
念
仏
に
よ

っ
て
ど
う
い
う
証
を
得
る
の
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
い
う
と
、
教
え
に
遇
う
た
と
い
う
こ
と
が
証
し
に
な
る
の
で
す
。
だ
け
ど
真
実
証
と
い
う
と
き
に
は
、
証
と
い

う
言
葉
に
前
提
が
あ
る
。
つ
ま
り
涅
槃
を
証
す
る
こ
と
が
証
し
な
の
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
念
仏
者
に
お
い
て
ま
さ
し
く
証
さ
れ
る
。
で
は
証
さ
れ
る
涅
槃
と
は

ど
う
い
う
涅
槃
か
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
語
る
の
で
す
。
涅
槃
は
涅
槃
で
も
、
ま
さ
し
く
念
仏
者
の
身
に
証
し
さ
れ
る
涅
槃
が
あ
る
。
他
の
涅
槃
は
い
ざ
知
ら
ず
。

そ
こ
に
は
や
は
り
証
に
縛
ら
れ
て
い
る
わ
け
や
か
ら
、
だ
か
ら
念
仏
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
が
証
し
さ
れ
る
の
か
と
。
広
く
い
え
ば
『
教
行
信
証
』
全
体
に
通
じ
る

わ
ね
。
教
に
も
行
に
も
通
じ
て
い
る
。
行
が
見
い
だ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
ま
さ
に
一
つ
の
証
し
に
な
る
。
行
が
見
い
だ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
信
が
そ
こ
に
一
つ
は

っ
き
り
し
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
証
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
証
し
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
広
く
全
体
に
通
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味

で
い
え
ば
親
鸞
聖
人
は
「
念
仏
者
の
し
る
し
に
は
」
と
か
と
い
う
と
き
に
は
必
ず
し
も
真
実
証
の
こ
と
だ
け
を
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
行
の
こ
と
を

い
っ
た
り
し
て
お
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
念
仏
に
よ
っ
て
証
し
さ
れ
る
の
は
教
で
あ
り
行
で
あ
り
信
で
あ
る
と
い
う
、
そ
れ
を
総
じ
て
や
は
り
一
つ
の
そ
の
世
界
の
中
に
生
き
る
人
と
な
る
と

問

い

い
う
意
味
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
具
体
的
に
そ
の
行
信
証
と
い
う
こ
と
で
も
証
し
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
総
じ
て
そ
の
世
界
の
中
に
生
き
る
人
間

に
な
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
や
は
り
真
実
証
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
世
界
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
真
仏
土
と
か
化
身
土
と
か
と
い
う
こ
と
ま
で
包
ん
で
い
え
ば
、
念
仏
者
に
よ
っ
て
証
し
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
涅

宗槃
な
の
だ
と
。
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
世
界
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
真
仏
土
・
化
身
土
と
。
念
仏
者
の
証
し
と
い
う
も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
は
先

だ
っ
て
い
え
ば
行
信
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
行
信
に
よ
っ
て
さ
ら
に
ど
う
い
う
こ
と
が
証
し
さ
れ
て
く
る
の
だ
と
い
う
と
、
証
・
真
仏
土
・
化
身
土
と
、
こ
う

い
う
ふ
う
に
開
か
れ
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
ど
こ
の
と
こ
ろ
を
お
さ
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
考
究
の
し
か
た
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

随
順
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
こ
こ
で
は
行
者
が
仏
意
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
が
、
先
生
は
仏
が
衆
生
に
随
順
す
る
の
だ
と
い
わ
れ

問

い

た
の
で
す
が
。
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そ
の
行
者
が
仏
意
に
随
順
す
る
と
か
、
仏
願
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
具
体
的
な
内
容
を
も
っ
て
お
る
か
と
い
う
な
ら
ば
、
衆
生
に
随
順
す
る

宗と
い
う
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
も
っ
と
い
え
ば
仏
教
に
随
順
す
、
仏
願
に
随
順
す
と
い
う
と
き
に
は
、
『
論
』
で
い
う
な
ら
ば
随
順
菩
提
門
と
あ
り
ま
す
が
、
菩
提
に

随
順
す
る
。
菩
提
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

具
体
的
に
は
そ
う
い
う
こ
と
を
内
容
に
し
て
い
る
と
。

問

い

そ
う
い
う
こ
と
を
少
し
言
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
ね
。
つ
ま
り
仏
教
に
随
順
す
る
と
か
、
仏
願
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
衆
生
に
随
順
す
る
と

宗い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
わ
ざ
わ
ざ
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
衆
生
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
な
の
で
す
。

仏
教
に
随
順
し
、
仏
願
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
な
し
に
衆
生
に
随
順
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
ね
。
到
底
で
き
な
い
こ
と
。
そ
う
い
う
問
題
を
そ
こ
に
お
い
て

み
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
だ
か
ら
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、

な
ん
で
仏
教
や
ら
仏
願
に
随
順
せ
ん
な
ら
な
い
の
か
ね
。
そ
う
せ
ん
で
も
生
き
て
い
け
る
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
問
い
を
出
し
て
あ
り
ま
す
ね
。

（
一
九
七
九
年
九
月
）
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第
八
講
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第
八
講「

二
者
深
心
。
言

深
心

者
、
即
是
深
信
之
心
也
。
亦
有

二
種

、
一
者
決
定

深

信
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、
曠
劫

已
来
、
常
没
常
流
転

、

二

一

二

一

二

イ
フ

ト

ハ

チ

レ

シ
ム

リ

ニ

ハ

シ

テ

ス

ハ

ニ

レ

ノ

ヨ

リ
コ
ノ
カ
タ

ニ

シ

ニ

シ

テ

無

有

出
離
之
縁

。
二
者
決
定

深

信

彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願

摂

受

衆
生

、
無

疑
無

慮

、
乗

彼
願
力

、
定
得

往
生

二

一

下

二

一

レ

レ

二

一

中

シ

ト

コ

ト

ニ

ハ

シ

テ

ス

ト

ノ

ヲ
モ
テ

シ
タ
マ
フ

ヲ

ク

ヒ

ク

オ
モ
ン
パ
カ
リ

ズ
レ
バ

ノ

ニ

テ
ウ
ト

ヲ

。
」
文(
散
善
義)

上

今
斯
深
信
者
、
他
力
至
極
之
金
剛
心
、
一
乗
無
上
之
真
実
信
海
也

イ
マ
コ
ノ

ハ

二

一

二

一

二

一

二

一

按

文
意

、
就

深
信

有

七
深
信

、
有

六
決
定

ズ
ル
ニ

ノ

ヲ

テ

ニ

リ

リ

七
深
信
者

第
一
深
信
、
決
定

深

信

自
身

、
即
是
自
利
信
心
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

第
二
深
信
、
決
定

深

信

乗
彼
願
力

、
即
是
利
他
信
海
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

二

一

第
三

決
定

深

信
『
観
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

二

一

第
四

決
定

深

信
『
弥
陀
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

第
五

唯
信

仏
語

決
定

依

行

二

一

レ

ニ

ハ

ジ

ヲ

シ

テ

ル

ニ

第
六

依

此
経

深
信

二

一

ニ

ハ

テ

ノ

ヲ

ス

第
七

又
深
心
深
信
者
、
決
定

建

立

自
心

（
真
聖
全
二
・
四
六
七
頁
）

二

一

ニ

ハ

ノ

ハ

シ

テ

セ
ヨ
ト

ヲ

「
二
に
は
深
心
、
深
心
と
言
う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
。
ま
た
二
種
あ
り
。

一
に
は
決
定
し
て
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
深
信
す
べ
し
。
二
に
は
決
定

し
て
「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
、
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
、
疑
い
な
く
慮
な
く
か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
深
信
せ
よ
と
な
り
。
」
文

今
こ
の
深
信
は
他
力
至
極
の
金
剛
心
、
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
な
り
。

文
の
意
を
案
ず
る
に
深
信
に
つ
い
て
、
七
深
信
あ
り
、
六
決
定
あ
り
。
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七
深
信
と
は
、

第
一
の
深
信
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
な
り
。

第
二
の
深
信
は
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
信
海
な
り
。

第
三
に
は
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。
」

第
四
に
は
「
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
。
」

第
五
に
は
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
。
」

第
六
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。
」

第
七
に
は
「
ま
た
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。

（
聖
典
四
三
九
・
四
四
〇
頁
）

一

¦
¦

宗
さ
ん
の
話
で
は
、
第
五
深
信
釈
ま
で
い
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
『
愚
禿
鈔
』
と
申
し
ま
す
の
は
、
い
つ
も
繰
り
返
し
て
言
っ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
『
教

行
信
証
』
の
中
で
展
開
さ
れ
る
も
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、
私
自
身
が
『
愚
禿
鈔
』
を
な
か
な
か
読
み
き
れ
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
高
倉
の
教
学
と
い
わ
れ
る
学
的
方
法
、
高
倉
教
学
の
学
問
的
方
法
と
い
う
の
は
会
通
で
す
ね
、
会
通
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
片
一
方
に
は
信

に
つ
い
て
宗
祖
は
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
信
は
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
言
葉
と
言
葉
の
と
り
か

え
っ
こ
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
考
え
方
で
は
ど
う
し
て
も
…
…
。

そ
う
い
う
学
問
的
方
法
を
許
さ
ん
も
の
が
『
愚
禿
鈔
』
に
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
自
ら
愚
禿
と
い
う
名
の
り
を
も
っ
て
、
い
わ
ば
自
ら
の
姓

を
も
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
親
鸞
聖
人
自
身
の
宗
教
体
験
と
い
う
も
の
が
十
分
に
読
み
き

れ
ま
せ
ん
と
、
文
章
全
体
が
暗
号
、
暗
号
文
で
す
ね
。
親
鸞
の
宗
教
的
心
情
と
い
う
も
の
が
、
そ
う
い
う
も
の
の
深
い
と
こ
ろ
か
ら
、
と
き
ど
き
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
も

の
が
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
わ
ば
暗
号
の
よ
う
な
も
の
を
こ
ち
ら
が
受
け
取
る
だ
け
の
用
意
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
、
い
わ
ゆ
る
教
学
と
い
う
よ
う
な
理

論
的
操
作
だ
け
で
は
通
用
せ
ん
も
の
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
『
愚
禿
鈔
』
講
義
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
私
は
失
敗
だ
と
思
い
ま
す
。
一
番
定
評
の
あ
り
ま
す
、
村
上
専
精
師
の

第八講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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『
愚
禿
鈔
の
愚
禿
草
』
と
い
う
書
物
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
通
常
の
学
的
方
法
を
駆
使
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
曽
我
先
生
で
す
ら
私
の
力
の
及
ぶ
と
こ

ろ
に
あ
ら
ず
と
い
わ
れ
た
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
よ
じ
登
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
『
愚
禿
鈔
』
に
ぶ
つ
か
れ
ば
ぶ
つ
か
る
ほ
ど
強
く

感
じ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
宮
城
君
と
宗
さ
ん
と
私
と
入
れ
替
わ
り
た
ち
か
わ
り
少
し
ず
つ
前
に
進
む
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、
別
に
宗
さ
ん
が
話
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
『
愚
禿
鈔
』
が
あ
っ
て
い
い
と
思
う
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
自

分
の
歩
み
、
私
は
自
分
が
納
得
せ
ん
と
前
に
進
め
ん
も
の
で
す
か
ら
、
ま
た
後
戻
り
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。■

深

心

は

深

く

信

ず

る

が

原

点

宗
祖
は
『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
、
と
く
に
こ
の
深
心
釈
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
さ
か
れ
ま
し
て
、
ほ
と
ん
ど
『
愚
禿
鈔
』
下
巻
の
大
半
を
占
め
る
ほ
ど
の
内
容
で
展
開
さ
れ

て
お
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
宗
祖
が
善
導
大
師
の
深
心
釈
と
い
う
も
の
を
、
い
か
に
厳
密
に
、
し
か
も
自
ら
の
宗
教
体
験
と
い
う
も
の
を
と
お
し
な
が
ら

検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
善
導
大
師
自
身
は
深
心
を
取
り
上
げ
る
場
合
に
、
「
「
深
心
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信

の
心
な
り
」
と
、
深
い
心
と
い
う
は
深
く
信
ず
る
心
で
あ
る
、
こ
う
お
さ
え
た
と
こ
ろ
に
深
心
釈
全
体
の
原
点
が
あ
る
。
深
い
心
と
い
う
の
は
…
…
、
七
深
信
の
一
番

最
後
に
「
深
心
の
深
信
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。
「
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
（
聖
典
四
四
〇
頁
）
と
、
こ
れ
が
深
心
と
い
わ
れ
る
も
の

の
結
論
で
あ
り
ま
す
。
建
立
自
心
で
す
。
下
手
に
他
力
心
と
い
う
こ
と
は
い
わ
ん
の
で
す
。
自
心
を
建
立
す
る
。
教
え
を
建
立
す
る
と
か
信
心
を
建
立
す
る
こ
と
で
な

い
。
自
心
を
建
立
す
る
の
だ
。
善
導
大
師
は
七
深
信
な
ん
て
い
わ
ん
の
で
す
。
が
、
し
か
し
善
導
大
師
の
深
心
釈
と
い
う
も
の
を
整
理
す
る
と
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に

七
深
信
の
か
た
ち
に
な
る
。
整
理
す
る
と
こ
う
な
る
。

で
す
か
ら
自
心
を
建
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
結
論
だ
と
い
う
の
は
、
「
定
散
の
自
心
」
で
あ
る
と
か
「
自
性
唯
心
に
沈
む
」
と
い
う
こ
と
が
、
ま
さ
し
く
宗
祖
が

「
信
巻
」
に
批
判
さ
れ
た
、
と
も
に
自
心
の
問
題
な
の
で
あ
り
ま
す
。

■

深

心

釈

の

結

論

は

「

自

心

を

建

立

」

す

る

こ

と

そ
れ
に
対
し
て
、
深
心
釈
の
結
論
は
「
自
心
を
建
立
」
す
る
こ
と
だ
と
、
こ
う
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
に
じ
つ
は
『
愚
禿
鈔
』
の
深
心
釈
全
体
の
も
つ
…
…
。
最
初
か

ら
深
い
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
二
種
の
深
信
を
読
ん
で
い
く
過
程
の
中
で
お
い
お
い
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

深
い
心
で
す
ね
。
ま
ず
深
心
と
い
う
の
は
、
深
く
信
ず
る
心
で
あ
る
。
深
い
心
は
た
だ
た
ん
に
浅
い
心
に
対
し
て
深
い
心
で
は
な
い
。
深
い
と
い
う
の
は
、
深
く
信

ず
る
心
で
あ
る
。
通
常
、
深
い
心
と
い
い
ま
し
た
場
合
に
は
、
深
層
心
理
学
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
深
層
心
理
と
い
う
よ
う
に
と
ら
れ
や
す
い
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
、
深
い
心
と
は
、
深
く
信
ず
る
心
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
深
い
心
の
本
質
を
真
理
と
い
う
の
で
す
。

■ 深心は深く信ずるが原点
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そ
う
す
る
と
、
こ
の
深
い
と
い
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
内
容
は
い
っ
た
い
何
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
真
実
と
申
し
ま
し
て
も
、
心
理
的
な
も
の
で
は
な

く
て
、
構
造
的
な
も
の
を
あ
ら
わ
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
深
い
と
い
う
言
葉
の
意
味
す
る
も
の
は
明
確
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
や
は
り
根
本
に
あ
る
の
は
、
善
導
大
師
は
深
心
に
二
種
あ
り
と
さ
れ

て
お
り
ま
し
て
、
一
つ
に
は
ふ
つ
う
機
の
深
信
と
こ
う
い
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
二
つ
に
は
と
申
さ
れ
ま
し
て
ね
、
あ
ま
り
私
は
好
き
で
は
な
い
の
で
使
い
た
く
な

い
の
で
す
。
機
の
深
信
、
法
の
深
信
と
い
う
言
葉
は
。

■

深

い

人

間

観

と

真

理

観

そ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
、
ま
あ
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
の
で
す
が
、
機
の
深
信
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
展
開
し
て
い
る
の
は
、
深
い
人
間
観
で
し
ょ
う
。
法

の
深
信
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
い
わ
ば
真
理
観
で
す
。
人
間
と
は
い
っ
た
い
何
か
、
宗
教
的
人
間
と
は
何
か
、
こ
う
い
っ
た
と
き
に
、
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死

の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
（
聖
典
四
三
九
頁
）
と
。
そ
こ
に
宗
教
的
人
間
観
と
い
う
も
の
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
法
の
深
信
と
こ
う
い
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
真
理
観
で
す
ね
。
機
の
深
信
は
人
間
観
で
す
。
も
っ
と
い
う
と
人
間
そ
の
も
の
、
法
の
深
信
は
真
理
そ

の
も
の
で
す
。

人
間
に
よ
っ
て
人
間
を
と
ら
え
た
の
で
は
な
い
、
如
来
に
よ
っ
て
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
如
来
の
明
ら
か
に
し
た
も
う
た
人
間
観
で
す
。
如
来
の
明
ら
か
に
し
た
真

理
観
で
す
。
だ
か
ら
何
か
こ
う
信
仰
と
い
う
の
は
で
す
ね
…
…
。

こ
の
二
種
と
い
わ
れ
る
の
は
如
来
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
人
間
観
、
如
来
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
真
理
と
い
う
も
の
を
深
く
決
定
し
て
信
ぜ
よ
。
こ
う
い

う
と
こ
ろ
に
深
心
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
善
導
大
師
の
人
間
観
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。
同
時
に
善
導
大
師
の
真
理
観
が
あ
る
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、

『
観
経
』
自
体
に
は
、
三
心
を
た
だ
並
べ
て
、
至
誠
心
、
深
心
、
回
向
発
願
心
と
い
っ
て
あ
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
を
善
導
は
註
釈
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

「
信
巻
」
（
聖
典
二
一
五
頁
）
に
深
心
釈
が
引
か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
話
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
し
ま
す
が
、
宗
祖
は
『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
、
深
心
釈
を
検
討
す
る

場
合
に
は
、
最
初
に
深
心
に
「
ま
た
二
種
あ
り
」
と
し
ま
し
て
、
一
者
、
二
者
と
い
う
か
た
ち
で
、
機
と
法
の
深
信
を
展
開
し
て
、
そ
し
て
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
、

一
乗
無
上
の
真
実
信
海
な
り
」
と
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
し
て
こ
の
「
文
の
意
を
案
ず
る
に
」
「
七
深
信
、
六
決
定
」
と
、
こ
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。

こ
の
整
理
の
し
か
た
が
く
せ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
確
か
に
善
導
大
師
の
展
開
自
体
が
、
は
じ
め
の
二
つ
の
信
心
と
い
う
も
の
は
、
一
者
、
二
者
と
お
か
れ
ま
し
て
、

あ
と
は
「
ま
た
」
「
ま
た
」
と
し
て
展
開
し
て
お
る
。
そ
う
す
る
と
、
一
者
、
二
者
と
い
う
言
葉
を
お
か
れ
て
お
る
か
ぎ
り
、
善
導
大
師
自
身
に
と
っ
て
は
、
深
心
と

い
う
の
は
二
つ
し
か
な
い
。

第八講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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二

だ
か
ら
善
導
大
師
の
「
散
善
義
」
を
そ
の
ま
ま
整
理
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
す
。
一
応
は
み
え
る
。
し
か
し
再
応
は
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

善
導
大
師
に
と
っ
て
は
深
心
は
二
つ
な
の
で
し
ょ
う
。
一
者
、
二
者
と
。
「
一
に
は
」
「
二
に
は
」
と
二
種
に
分
け
た
。
分
け
る
と
い
う
こ
と
が
深
心
の
内
容
を
示
し

て
お
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
『
観
経
』
に
は
た
だ
「
深
心
」
と
書
い
て
あ
る
だ
け
で
す
。
深
心
と
書
い
て
あ
る
も
の
を
な
ぜ
善
導
大
師
は
二
種
に
展
開
し
た
か
。
つ

ま
り
、
そ
こ
に
は
善
導
大
師
の
『
観
経
』
の
読
み
方
が
あ
る
。
善
導
の
『
観
経
』
の
読
み
方
は
善
導
大
師
が
「
韋
提
と
等
し
く
三
忍
を
獲
る
」
と
い
う
、
韋
提
希
と
等

し
く
『
観
経
』
を
実
践
し
た
善
導
が
あ
る
わ
け
で
す
。

■

二

種

深

信

は

韋

提

希

の

信

つ
ま
り
、
韋
提
希
と
い
う
一
人
の
人
間
観
の
中
に
自
分
を
み
て
お
っ
た
。
善
導
大
師
に
と
っ
て
は
二
種
深
信
と
い
い
ま
す
が
、
善
導
大
師
に
と
っ
て
の
人
間
観
と
い

う
の
は
韋
提
希
で
し
ょ
う
。
い
わ
ば
二
種
深
信
と
い
う
の
は
韋
提
の
信
で
す
。
つ
ま
り
、
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
、
常
に
没
し
常
に

流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
そ
の
信
は
、
韋
提
の
信
で
す
。
韋
提
の
信
で
あ
り
、
同
時
に
善
導
大
師
の
信
で
あ
る
、
人
間
観
で
す
。

韋
提
希
と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
「
実
業
の
凡
夫
」
と
善
導
は
読
む
。
実
業
の
凡
夫
の
内
容
は
何
か
と
い
う
と
、
さ
ら
に
お
し
て
み
れ
ば
「
不
能
遠
観
」
で
す
。

遠
く
を
観
る
こ
と
あ
た
わ
ず
で
し
ょ
う
。
「
未
だ
天
眼
を
得
ず
」
だ
、
「
未
得
天
眼
」
で
す
ね
、
天
の
眼
を
得
ず
で
す
。
だ
か
ら
遠
く
を
観
る
こ
と
あ
た
わ
ず
と
。
こ

れ
が
実
業
の
内
容
で
す
。
実
業
と
い
う
の
は
リ
ア
リ
ス
ト
で
す
。
韋
提
希
の
問
題
で
す
。
つ
ま
り
目
先
の
こ
と
し
か
み
え
ん
の
で
す
。
目
先
の
こ
と
し
か
み
え
ん
か
ら

や
っ
て
い
る
こ
と
は
み
ん
な
応
急
手
当
で
す
。
遠
く
を
観
る
こ
と
あ
た
わ
ず
で
す
。

浄
土
が
遠
い
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
遠
く
が
み
え
る
。
西
方
十
万
億
土
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
遠
い
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
だ
。
遠

観
で
す
。
遠
く
を
観
る
と
い
う
こ
と
は
、
厭
離
す
る
と
い
う
意
味
を
あ
ら
わ
す
。
現
実
を
離
れ
て
、
そ
し
て
現
実
を
観
る
。
現
実
の
中
で
現
実
を
観
て
い
る
の
で
な
い
。

現
実
を
こ
え
て
現
実
を
観
る
。
韋
提
希
に
は
そ
れ
が
で
き
ん
の
で
す
。
そ
れ
が
実
業
の
凡
夫
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。
つ
ま
り
応
急
手
当
を
し
て
お
っ
た
ら
、
い
つ

も
応
急
手
当
に
お
わ
れ
る
。
根
本
的
な
解
決
が
な
い
。
毎
日
そ
の
日
そ
の
日
何
か
解
決
し
と
か
ん
な
ら
ん
。
死
ぬ
ま
で
忙
し
い
の
で
す
。
根
本
的
な
解
決
と
い
う
の
は

何
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

■

依

報

荘

厳

は

現

実

の

対

極

■ 二種深信は韋提希の信
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ご
承
知
の
よ
う
に
善
導
大
師
は
第
七
華
座
観
を
大
事
に
し
た
。
韋
提
希
の
得
忍
と
い
い
ま
す
。
無
量
寿
仏
を
空
中
に
見
た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
第
七
華
座
観
ま
で

は
何
か
と
い
う
と
依
報
荘
厳
で
す
。
浄
土
の
依
報
荘
厳
で
す
。
初
観
か
ら
第
六
観
ま
で
が
依
報
荘
厳
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
王
舎
城
の
現
実
の
対

極
な
の
で
す
。
現
実
の
対
極
だ
。
現
実
そ
の
も
の
に
対
す
る
真
理
そ
の
も
の
の
か
た
ち
な
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
そ
れ
を
一
言
で
あ

ら
わ
せ
ば
、
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
常
没
流
転
の
自
己
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
浄
土
を
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

現
実
に
は
救
い
は
な
い
の
だ
。
救
い
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
妄
想
な
の
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
が
得
忍
で
し
ょ
う
。
僕
は
忍
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
好
き

な
の
で
す
。
忍
と
い
う
言
葉
に
は
、
無
生
法
忍
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
法
忍
と
生
忍
と
二
つ
あ
る
。
生
忍
と
い
う
の
は
腹
を
立
て
ん
の
で
す
。
腹
を
立
て
る
心
を
お
こ

さ
ん
、
そ
れ
が
無
生
忍
で
す
。
法
忍
と
い
う
の
は
真
理
を
覚
る
。
生
忍
と
い
う
言
い
方
が
大
事
で
す
。
腹
を
立
て
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
腹
を
立
て
て
腹
を
立
て

た
こ
と
に
耐
え
る
の
で
す
。
辛
抱
す
る
の
で
す
。
耐
え
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
。
こ
れ
は
不
退
の
位
と
い
う
で
し
ょ
う
。
不
退
の
位
を
得
る
と
か
不
退
転
に
入
る
と

か
。
不
退
転
と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
堪
忍
で
す
。
た
え
る
の
だ
。
た
え
る
の
は
力
で
は
な
い
、
智
慧
な
の
だ
。

だ
か
ら
忍
と
い
う
の
で
す
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
第
七
観
に
お
い
て
韋
提
希
の
得
忍
、
仏
を
見
た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て

い
る
深
心
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
ね
、
親
鸞
の
場
合
は
、
も
う
一
つ
あ
る
の
で
す
。
善
導
の
お
さ
え
た
人
間
観
で
は
な
い
、
も
う
一
つ
の
人
間
観
で
す
。
そ
れ
は
何
か

と
い
う
と
法
然
で
す
。
法
然
の
深
心
釈
で
す
。
こ
れ
は
『
選
択
集
』
を
読
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
ご
承
知
で
し
ょ
う
が
ね
、
そ
れ
は
「
正
信
偈
」
に
出
て
い
ま
す
。

生
死
輪
転
の
家
に
還
来
る
こ
と
は
、
決
す
る
に
疑
情
を
も
っ
て
所
止
と
す
。

（
聖
典
二
〇
七
頁
）

と
。
こ
れ
が
機
の
深
信
で
す
。
生
死
輪
転
と
い
う
、
輪
転
と
い
う
の
は
流
転
で
す
。
生
死
流
転
の
家
は
疑
情
を
も
っ
て
所
止
と
な
す
。
疑
情
と
い
う
の
で
す
か
ら
法
の

深
信
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
実
業
の
凡
夫
の
本
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
人
間
の
本
質
を
疑
情
と
し
て
お
さ
え
る
。
こ
れ
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
疑
情
の
対

極
に
あ
る
も
の
が
信
心
で
す
。
つ
ま
り
「
寂
静
無
為
の
楽
に
入
る
こ
と
は
、
必
ず
信
心
を
も
っ
て
能
入
と
す
」
で
し
ょ
う
。
こ
の
と
き
に
人
間
像
、
宗
教
的
人
間
観
の

把
握
の
し
か
た
が
違
っ
て
く
る
。
善
導
の
お
さ
え
た
人
間
観
と
法
然
の
お
さ
え
た
人
間
の
本
質
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
。
法
然
は
人
間
を
疑
情
だ
と
み
た
。

こ
れ
は
す
ご
い
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
疑
情
が
人
生
の
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
の
本
質
だ
と
。

こ
れ
は
、
た
だ
疑
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
疑
情
な
の
で
す
わ
。
疑
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
疑
い
が
本
質
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
も
っ

と
言
い
か
え
る
と
、
信
ず
べ
き
も
の
を
疑
う
。
こ
れ
は
た
ん
な
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
も
の
は
、
人
間
の
本
質
を
人
間

性
と
み
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
人
間
性
と
は
何
か
と
い
う
と
愛
情
な
の
で
す
。
人
間
の
本
質
を
愛
情
と
み
る
の
が
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
は
な
い
か
ね
。

そ
れ
に
対
し
て
法
然
は
、
疑
情
だ
と
お
さ
え
た
。
愛
情
そ
の
も
の
が
疑
情
を
本
質
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
善
導
大
師
の
と
こ
ろ
で
は
、
人
間
の
も
っ
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て
い
る
実
業
の
凡
夫
と
い
わ
れ
る
女
人
性
や
ね
。
女
人
性
み
た
い
な
も
の
が
罪
業
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
法
然
の
と
こ
ろ
へ
く
る
と
罪
業
と
は
疑
情
だ
。
仏
智
疑
う
罪
深
し
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
た
ん
に
悪
い
こ
と
を
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
仏
智

を
疑
う
て
き
た
罪
で
す
。
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
」
き
た
の
は
疑
情
な
の
で
す
。
疑
情
こ
そ
が
罪
悪
の
本

質
と
み
る
わ
け
で
す
。
仏
を
疑
う
て
き
た
の
で
す
。
だ
か
ら
法
然
上
人
が
疑
情
を
罪
悪
生
死
の
本
質
と
み
た
と
い
う
の
は
、
じ
つ
は
、
む
し
ろ
法
の
深
信
だ
ね
。
「
か

の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
衆
生
を
摂
受
し
て
、
疑
い
な
く
慮
り
な
く
」
（
聖
典
二
一
五
頁
）
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
深
信
は
無
疑
無
慮
だ
。
無
疑
無
慮
に
対
し
て
罪
悪

生
死
の
凡
夫
の
ゆ
え
ん
は
疑
情
に
あ
る
の
だ
と
、
こ
う
み
た
の
で
す
。

■

法

然

上

人

は

法

か

ら

機

を

見

た

だ
か
ら
法
然
上
人
の
場
合
は
、
第
一
の
深
信
か
ら
第
二
の
深
信
を
み
て
い
る
の
で
な
い
。
逆
転
し
て
い
る
。
法
か
ら
機
を
み
た
。
だ
か
ら
還
来
生
死
だ
。
法
か
ら
機

を
み
た
。
そ
こ
に
法
然
上
人
の
「
偏
依
善
導
」
と
い
わ
れ
た
ゆ
え
ん
も
あ
る
け
ど
、
そ
こ
に
法
然
の
甘
さ
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

そ
れ
に
対
し
て
、
問
題
は
親
鸞
聖
人
は
ど
う
み
た
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
七
深
信
を
展
開
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、

親
鸞
は
や
っ
ぱ
り
自
覚
と
み
た
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
信
と
い
う
け
ど
、
信
は
自
覚
だ
と
。
信
と
い
う
も
の
は
、
自
身
が
自
身
を
証
明
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。
自
証

す
る
も
の
だ
。
自
分
が
自
分
に
納
得
す
る
こ
と
だ
。
自
分
が
自
分
に
納
得
す
る
の
を
機
の
深
信
と
い
う
の
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
問
題
は
…
…
。
問
題
は
自
分
が
自
分
を
証
す
る
。
自
己
が
自
己
自
身
を
証
す
る
。
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
、
こ
う
い
っ
て
あ
り
ま
す
が
、

自
己
が
自
己
に
納
得
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
法
が
法
に
納
得
す
る
、
真
理
が
真
理
に
納
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
一
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
自
己
が
自
己
に

納
得
す
る
と
い
う
だ
け
な
ら
、
そ
れ
を
地
獄
一
定
法
門
と
い
う
の
で
す
。

■

六

角

堂

参

籠

は

絶

望

の

体

験

昔
の
人
は
お
も
し
ろ
い
言
葉
を
考
え
た
も
の
や
。
地
獄
一
定
法
門
と
、
こ
れ
は
異
安
心
の
一
つ
で
す
。
機
の
深
信
だ
け
を
主
張
す
る
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
だ
と
。
そ

う
い
う
人
に
会
っ
た
ら
、
あ
ん
た
は
地
獄
一
定
法
門
や
と
い
っ
た
ら
い
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
親
鸞
の
宗
教
体
験
が
あ
る
の
で
す
。
善
導
と
か
法
然
と
は
違

う
独
自
の
宗
祖
の
宗
教
体
験
が
あ
る
。
こ
れ
を
僕
は
六
角
堂
参
籠
だ
と
思
う
ね
。
絶
望
の
体
験
で
す
。
そ
れ
は
善
導
だ
と
か
法
然
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

思
う
ね
。

三

■ 法然上人は法から機を見た
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「
他
力
至
極
の
金
剛
心
、
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
た
だ
言
葉
を
重
ね
た
と
い
う
だ
け
で
な
い
。
そ
の
二
句
が
機
法
二
種
深
信
の
全
体
を
お
さ

え
た
言
葉
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
他
力
至
極
と
は
何
か
と
い
う
と
、
他
力
そ
の
も
の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
」
と
い
う
の
は
、
如
来
そ

の
も
の
で
す
。
「
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
」
と
い
う
の
は
純
粋
な
る
信
心
そ
の
も
の
で
す
。
も
っ
と
も
純
粋
な
る
如
来
で
あ
り
、
も
っ
と
も
純
粋
な
る
信
心
で
あ
る
。

だ
か
ら
そ
れ
は
た
だ
、
言
葉
を
重
複
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
」
は
法
の
深
信
を
あ
ら
わ
し
、
「
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
」
は
機
の
深
信
を
表

明
し
て
い
る
。
深
心
釈
は
こ
の
二
句
に
尽
き
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
の
次
に
、
「
文
の
意
を
案
ず
る
に
」
と
い
う
で
し
ょ
う
。
た
だ
善
導
大
師
の
「
散
善
義
」
の
深
心
釈
を
整
理
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
「
文
の
意
を

案
ず
る
」
の
で
す
。
文
章
を
整
理
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
「
文
の
意
を
案
ず
る
」
の
で
す
。
そ
の
「
文
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
、
一
乗

無
上
の
真
実
信
海
」
の
文
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
如
来
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
信
心
と
い
う
の
は
人
間
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
や
な
い
か
ね
。
そ
れ
は
信
ず
る
と

か
信
じ
ん
と
い
う
こ
と
す
ら
な
い
の
だ
。

絶
対
事
実
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
ん
な
も
ん
、
わ
し
信
じ
ま
せ
ん
言
う
た
っ
て
か
ま
へ
ん
で
す
。
信
ず
る
と
か
信
じ
ん
と
か
、
も
は
や
そ
う
い
う
も
の
を
超
え
て
い

る
。
だ
か
ら
ね
、
「
行
巻
」
に
大
行
釈
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
を
何
で
諸
仏
称
名
と
い
う
か
で
す
ね
。
「
行
巻
」
に
は
五
願
名
が
出
さ
れ
て
い
る
ね
、
五
つ
の
願
名

が
。
五
つ
の
願
名
と
い
う
の
は
願
の
名
前
で
す
け
ど
ね
。
願
と
い
う
が
、
願
に
い
ろ
い
ろ
形
容
詞
が
つ
い
て
い
る
。
誓
願
と
か
悲
願
と
か
ね
。
あ
る
い
は
大
願
と
か
宿

願
と
か
上
願
と
か
と
あ
る
が
、
親
鸞
独
自
の
形
容
が
あ
る
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
う
か
と
い
う
と
、
名
願
と
い
う
の
で
す
。
た
っ
た
一
つ
ご
和
讃
の
中
に
あ
る
、
「
弥

陀
の
名
願
に
よ
ら
ざ
れ
ば
」
（
聖
典
四
九
五
頁
）
と
、
女
人
往
生
の
願
を
誓
う
と
き
に
名
願
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
ね
、
願
名
…
…
。
仏
願
と
か
宿
願
と

か
と
い
う
願
の
内
面
を
あ
ら
わ
す
本
質
を
名
願
と
い
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
願
そ
の
も
の
が
弥
陀
と
い
う
名
前
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
願
そ
の
も
の
が
弥
陀
の
独
自
性
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
な
意
味
を
お
さ
え
て
名
願
と
い
う
。
だ
か
ら
願
名
論
と
い
う
、
各
標
挙
の
願
に
対
し
て
願
名
論
と
い
う
、
そ
れ
は
た
だ
願
の
名
前
と
い
う
だ
け

で
な
い
。
名
前
そ
の
も
の
、
願
そ
の
も
の
が
弥
陀
の
名
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
願
な
の
だ
。
独
自
性
で
す
。
願
そ
の
も
の
で
す
。
願
が
成
就
し
て
と
い
う
の
で
は
な
い
。

願
そ
の
も
の
が
弥
陀
の
名
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
願
で
す
。

そ
れ
が
宗
祖
が
願
名
を
並
べ
た
ゆ
え
ん
な
の
で
す
。
諸
仏
称
揚
の
願
、
諸
仏
称
名
の
願
、
諸
仏
咨
嗟
の
願
、
往
相
回
向
の
願
、
選
択
称
名
の
願
と
、
五
つ
並
ん
で
い

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
上
の
三
つ
と
も
諸
仏
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
諸
仏
と
。
な
ぜ
諸
仏
称
揚
の
願
、
な
ぜ
諸
仏
称
名
の
願
、
な
ぜ
諸
仏
咨
嗟
の
願
と
。
肝
心
の
衆
生
は
ど
こ

に
い
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
は
な
い
か
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
ち
ゃ
ん
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
わ
ね
。
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僕
は
『
御
文
』
の
中
で
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
文
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
何
か
と
い
っ
た
ら
ね
、
五
帖
目
の
四
通
に
、

い
ま
の
時
分
は
末
代
悪
世
な
れ
ば
、
諸
仏
の
御
ち
か
ら
に
て
は
中
々
か
な
わ
ざ
る
時
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
阿
弥
陀
如
来
と
申
し
奉
る
は
、
諸
仏
に
す
ぐ
れ
て
、

十
悪
五
逆
の
罪
人
を
、
我
た
す
け
ん
と
い
う
大
願
を
お
こ
し
ま
し
ま
し
て
、
阿
弥
陀
仏
と
な
り
給
え
り
。

（
聖
典
八
三
三
・
八
三
四
頁
）

と
あ
り
ま
す
。

■

諸

仏

を

諸

仏

た

ら

し

め

る

阿

弥

陀

そ
こ
に
諸
仏
と
阿
弥
陀
と
の
対
比
が
あ
る
の
で
す
。
諸
仏
と
阿
弥
陀
と
比
べ
て
ね
、
お
前
ら
の
仏
さ
ん
よ
り
わ
し
ら
の
仏
さ
ん
の
ほ
う
が
立
派
な
仏
さ
ん
や
と
い
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
諸
仏
称
名
や
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
諸
仏
を
し
て
諸
仏
た
ら
し
め
て
お
る
よ
う
な
阿
弥
陀
で
す
。
そ

う
で
な
か
っ
た
ら
称
名
、
咨
嗟
な
ん
て
な
い
わ
。
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
の
は
諸
々
の
真
理
だ
。
諸
々
の
真
理
で
す
。
科
学
的
真
理
、
哲
学
的
真
理
、
社
会
的
真
理
、

宗
教
的
真
理
と
、
全
部
諸
々
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
諸
々
の
真
理
を
追
っ
か
け
て
い
る
だ
け
で
し
ょ
う
。
真
理
そ
の
も
の
を
、
真
理
の
真
理
…
…
。
科
学
的
真
理
と
い

っ
て
お
る
、
そ
の
真
理
そ
の
も
の
は
い
っ
た
い
何
だ
、
そ
れ
が
阿
弥
陀
で
な
い
か
ね
。

■

あ

ら

ゆ

る

も

の

が

真

理

の

顔

を

す

る

末

代

つ
ま
り
、
真
理
真
理
と
い
う
て
、
真
理
を
追
っ
か
け
て
い
る
と
ね
、
次
々
に
真
理
を
総
合
し
て
い
く
し
か
手
は
な
い
で
し
ょ
う
。
真
理
を
か
き
集
め
て
い
く
し
か
な

い
。
そ
れ
が
流
転
で
は
な
い
か
ね
。
真
理
は
な
い
か
、
真
理
は
な
い
か
と
。
そ
れ
は
な
ん
ぼ
で
も
真
理
は
あ
る
け
ど
ね
、
あ
っ
て
も
あ
っ
て
も
真
理
、
真
理
と
い
っ
て

い
る
だ
け
で
迷
っ
て
い
る
の
だ
。
真
理
に
流
転
し
て
お
る
の
だ
。
だ
い
た
い
末
代
と
は
何
か
と
い
う
と
、
末
代
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
真
理
の
顔
を
し
て
首
を
出
し

て
く
る
と
き
で
す
。
真
理
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
真
理
の
顔
を
す
る
。
だ
か
ら
真
理
に
迷
う
の
で
す
。
真
理
そ
の
も
の
に
ふ
れ
な
の
だ
ら
、
真

理
で
な
い
も
の
を
真
理
と
せ
ん
と
お
れ
ん
の
で
す
。
そ
れ
が
流
転
で
す
。
こ
れ
が
真
理
だ
ぁ
っ
と
。
真
理
そ
の
も
の
に
ふ
れ
た
ら
、
も
う
真
理
も
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
ね
。
探
す
必
要
が
な
い
。

つ
ま
り
、
そ
れ
が
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
」
だ
。
他
力
至
極
と
い
う
の
は
他
力
そ
の
も
の
で
す
。
つ
ま
り
諸
仏
と
阿
弥
陀
と
の
関
係
で
す
。
諸
仏
が
讃
嘆
す
る
と
い

う
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
諸
仏
が
諸
仏
の
法
を
真
理
と
し
て
証
し
て
い
る
。
真
理
と
し
て
証
明
す
る
の
が
真
理
そ
の
も
の
で
す
。
真
理
そ
の
も
の
と
い
う

の
は
、
真
理
が
真
理
自
身
に
証
明
さ
れ
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
を
真
如
三
昧
と
い
う
の
で
す
ね
。
今
日
の
言
葉
で
い
っ
た
ら
、
う
な
ず
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
自

己
自
身
に
う
な
ず
く
。
深
信
と
い
っ
て
も
そ
う
で
は
な
い
か
ね
。
決
定
深
信
と
い
う
の
は
。
決
定
深
信
と
い
う
の
は
う
な
ず
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
納
得
す
る
と
い
う

こ
と
だ
。
だ
か
ら
第
一
の
深
信
は
自
身
を
信
じ
た
。
第
一
の
深
信
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、
救
わ
れ
ん
自
己
の
発
見
で
す
。
久
遠
已
来
、
尽
未
来
際
に
至
る
ま
で
救
わ
れ

■ 諸仏を諸仏たらしめる阿弥陀
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ん
自
己
に
自
己
を
発
見
し
た
。

そ
れ
を
納
得
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
誰
や
、
つ
ま
り
そ
れ
は
法
蔵
で
し
ょ
う
が
。
も
っ
と
も
救
わ
れ
ぬ
自
己
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
法
蔵
で
な
い
か

ね
。
そ
う
で
な
い
と
本
願
な
ん
て
意
味
な
い
わ
。
も
っ
と
も
救
わ
れ
ぬ
自
己
を
自
覚
し
た
と
き
に
、
本
願
に
ふ
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
救
い
得
る
道
が
、
そ
こ
に
見

い
だ
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
機
の
深
信
と
い
う
け
ど
、
そ
れ
は
本
願
の
深
信
で
す
。
本
願
の
自
覚
で
す
。
本
願
が
本
願
自
身
を
自
覚
し
た
。

そ
れ
は
、
「
無
有
出
離
之
縁
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
で
す
。
そ
こ
ま
で
人
間
の
自
覚
を
徹
底
し
た
。
そ
れ
は
サ
ル
ト
ル
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
、
私
は
私
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
私
で
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
表
現
に
な
る
。
私
は
私
で
あ
り
得
る
の
で
な
い
。
私
は
私
で
は
あ
り
得
な

い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
私
で
あ
る
。
そ
れ
は
無
有
出
離
之
縁
で
し
ょ
う
。
永
劫
の
空
過
で
す
。
つ
ま
り
言
い
か
え
る
と
、
そ
れ
は
法
蔵
と
苦
悩
を
共
に
す

る
の
だ
。
本
願
に
ふ
れ
る
と
い
う
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
法
蔵
の
苦
悩
に
ふ
れ
る
の
だ
。
苦
悩
を
共
に
す
る
の
だ
。

■

機

の

深

信

は

法

蔵

の

懺

悔

言
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
は
も
っ
と
も
深
い
懺
悔
で
す
。
曽
我
先
生
は
、
「
機
の
深
信
と
い
う
の
は
、
法
蔵
の
懺
悔
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
。
僕
は

懺
悔
と
い
う
の
は
少
し
弱
い
と
思
う
ね
。
し
か
し
、
そ
の
懺
悔
は
た
ん
な
る
後
悔
で
は
な
い
。
懺
悔
と
い
う
の
は
許
さ
れ
た
も
の
の
発
見
が
な
い
と
懺
悔
と
い
う
こ
と

は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
懺
悔
を
裏
づ
け
て
い
る
の
が
法
で
は
な
い
か
ね
、
法
の
深
信
で
す
。
つ
ま
り
讃
嘆
で
す
。
諸
仏
の
讃
嘆
で
す
。
讃
嘆
の
な
い
懺
悔
と
い

う
の
は
、
そ
れ
は
後
悔
だ
、
そ
ん
な
の
は
人
間
の
…
…
。

だ
か
ら
親
鸞
聖
人
は
救
わ
れ
ざ
る
自
己
の
発
見
と
同
時
に
「
自
利
」
だ
と
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
第
二
深
信
を
「
利
他
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
僕
も

い
ま
十
分
に
そ
こ
の
と
こ
ろ
ま
で
言
い
切
れ
な
い
の
で
す
が
ね
。
第
一
深
信
は
「
自
身
は
現
に
」
だ
、
自
己
だ
、
自
己
自
身
だ
。
法
の
深
信
、
第
二
の
深
信
は
衆
生
で

し
ょ
う
、
「
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
、
疑
い
な
く
慮
な
く
」
と
、
こ
う
な
っ
て
い
る
。
機
と
か
法
だ
け
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
思
い
ま
す
が
、
清
沢
先
生

は
そ
う
い
っ
て
い
ま
す
ね
。

清
沢
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
意
味
が
違
っ
て
ね
。
第
一
深
信
と
第
二
深
信
の
違
い
と
い
う
の
は
、
自
己
の
信
と
衆
生
の
信
で
す
。
つ
ま
り
法
蔵
の

自
己
と
い
う
も
の
は
衆
生
な
の
で
す
。
法
蔵
は
衆
生
を
も
っ
て
自
己
と
し
て
い
る
。
自
己
個
人
を
も
っ
て
自
己
と
し
て
い
る
の
で
な
い
。
そ
の
自
己
の
自
覚
内
容
は
十

方
衆
生
で
す
。
衆
生
を
も
っ
て
自
己
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
、
第
一
深
信
と
第
二
深
信
と
の
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
る
。
親
鸞
が
い
お
う
と
し
て
い
る
信
仰
、

い
ま
は
僕
の
妄
想
み
た
い
な
も
の
だ
け
ど
ね
、
信
心
と
い
う
も
の
自
体
の
も
っ
て
お
る
共
同
体
性
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
何
か
そ
こ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
論
理
づ
け
ら

れ
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
モ
ヤ
モ
ヤ
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
の
で
す
が
ね
。
皆
さ
ん
方
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
一
つ
考
え
て
欲
し
い
と
思
う
の
で
す
が
ね
。
た
だ
ね
、
注
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意
し
と
か
ん
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
一
深
信
と
第
二
深
信
と
い
う
の
は
、
本
来
は
一
つ
だ
。
本
来
は
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
考
え
た
の
は
西
山
で

す
ね
。
機
法
一
体
と
い
っ
て
い
る
。
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
だ
。
つ
ま
り
如
来
と
衆
生
と
の
同
一
性
で
す
。
信
に
お
い
て
同
一
な
る
も
の
で
す
。
信
に
お
い
て
こ

そ
、
は
じ
め
て
衆
生
と
如
来
が
一
体
と
な
る
。
衆
生
の
心
と
如
来
の
心
、
つ
ま
り
如
来
の
心
と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
本
願
で
す
。
衆
生
の
心
と
如
来
の
心
と
が
一

体
と
な
る
。
同
一
性
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
実
現
し
て
い
る
の
が
信
心
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
『
歎
異
抄
』
で
は
、
こ
れ
も
わ
か
ら
な
い
言
葉
で
す
が
、
十
八
章
で
す
。

「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。
さ
れ
ば
、
そ
く
ば
く
の
業
を
も
ち
け
る
身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け

ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ
よ
」
と
御
述
懐
そ
う
ら
い
し
こ
と
を
、
い
ま
ま
た
案
ず
る
に
、
善
導
の
、
「
自
身
は
こ
れ
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、

曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
つ
ね
に
し
ず
み
、
つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
身
と
し
れ
」
（
散
善
義
）
と
い
う
金
言
に
、
す
こ
し
も
た
が
わ
せ
お
わ
し
ま

さ
ず
。

（
聖
典
六
四
〇
頁
）

と
、
そ
こ
に
た
が
わ
ず
と
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

何
で
た
が
わ
ず
と
い
っ
て
い
る
の
か
、
何
で
た
が
わ
な
い
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ね
。
二
種
深
信
の
ポ
イ
ン
ト
は
た
ん
に
信
仰
心
理
で
は
な
い
。

深
い
人
間
観
で
す
。
宗
教
的
人
間
観
で
す
。
如
来
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
人
間
観
と
如
来
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
真
理
観
で
す
。
そ
れ
が
一
つ
だ
と
い
う
の
で
す
。

つ
ま
り
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
」
と
「
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
」
と
は
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
宗
祖
の
『
愚
禿
鈔
』
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
れ
が
二
種
深
信
の
と
っ
か
か
り
で
す
。
深
心
釈
の
と
っ
か
か
り
で
す
。
今
日
は
疲
れ
た
か
ら
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

四

こ
の
「
文
の
意
を
案
ず
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
て
く
る
、
七
深
信
・
六
決
定
、
こ
れ
は
善
導
大
師
の
場
合
に
は
、
第
一
、
第
二
、
「
一
つ
に
は
」
「
二
つ
に

は
」
と
し
て
、
あ
と
は
、
「
ま
た
」
「
ま
た
」
と
、
並
列
的
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

親
鸞
聖
人
の
場
合
は
並
列
と
い
え
る
か
ど
う
か
ね
。
つ
ま
り
、
む
し
ろ
深
信
と
い
う
も
の
を
、
善
導
大
師
の
場
合
は
韋
提
希
の
求
道
体
験
、
つ
ま
り
十
三
観
、
定
善

観
と
い
う
も
の
の
中
か
ら
深
心
と
い
う
も
の
を
お
さ
え
て
く
る
の
で
す
け
ど
も
、
宗
祖
の
場
合
は
、
む
し
ろ
逆
に
深
心
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
七
深
信
、
六
決
定
を
展
開

し
て
い
く
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
た
だ
構
造
が
そ
う
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
い
え
な

■ 機の深信は法蔵の懺悔
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い
。
そ
の
こ
と
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
は
な
は
だ
楽
し
み
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
何
か
問
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

■

深

心

に

立

っ

た

本

願

選

択

つ
ま
り
法
蔵
の
懺
悔
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
曽
我
先
生
が
さ
れ
る
場
合
に
は
、
深
心
と
い
う
も
の
が
本
願
選
択
の
心
で
し
ょ
う
。
機
械
的
に
諸
仏
の
国
土
の
善
悪

を
選
ん
だ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
ど
こ
に
立
っ
て
本
願
を
選
択
し
た
か
と
い
う
と
、
深
心
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
な
か
っ
た
ら
本
願
の
選
択
も
あ
り
ゃ
せ
ん
。
こ

っ
ち
の
ほ
う
が
い
い
さ
か
い
に
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
自
分
に
関
係
あ
り
ゃ
せ
ん
の
で
す
。
傍
観
し
て
い
る
の
で
す
。
傍
観
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
本
願
な
ん
て

も
の
は
、
そ
ん
な
も
の
は
た
ん
な
る
理
念
で
し
ょ
う
。
ど
こ
に
立
っ
て
選
択
し
た
か
、
ど
こ
に
立
っ
て
自
己
を
選
ん
だ
か
、
深
心
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

法
蔵
は
救
わ
れ
る
自
己
を
見
い
だ
し
た
の
で
は
な
い
、
救
わ
れ
ん
自
己
を
見
い
だ
し
た
の
だ
。
永
劫
に
救
わ
れ
ざ
る
自
己
と
い
う
も
の
に
立
っ
て
、
は
じ
め
て
選
択

と
い
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
し
ょ
う
。
な
ん
と
か
な
る
わ
い
と
い
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
こ
と
で
選
ん
で
い
る
の
で
な
い
。
深
心
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
本
願
選
択
の
精

神
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
す
。
だ
か
ら
大
事
な
の
で
す
。
だ
か
ら
仏
法
を
聞
い
た
ら
み
ん
な
救
わ
れ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
仏
法
を
聞
け
ば
聞

く
ほ
ど
浄
土
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
す
。
浄
土
が
遠
く
な
る
。
そ
う
や
な
い
か
ね
。
近
づ
い
て
い
る
と
思
っ
た
ら
大
き
な
間
違
い
だ
。
遠
く
な
っ
て
き
た
ら
浄
土
が
み

え
て
く
る
の
で
す
。
目
の
前
に
お
い
と
る
さ
か
い
に
み
え
ん
。
灯
台
も
と
暗
し
だ
。
救
わ
れ
る
自
己
を
発
見
し
て
い
く
の
で
な
い
、
救
わ
れ
ん
自
己
を
発
見
し
て
い
く
。

そ
れ
が
自
己
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ね
。

■

救

わ

れ

ざ

る

自

己

の

発

見

救
わ
れ
ざ
る
自
己
の
発
見
と
い
う
も
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
救
わ
ず
に
は
お
か
ん
と
い
う
、
そ
う
い
う
心
に
転
じ
て
い
く
の
で
す
。
転
ず
る
と
い
う
よ
り
も
救
わ

れ
ざ
る
自
己
の
発
見
の
ほ
か
に
救
う
も
の
の
発
見
は
な
い
の
で
す
け
ど
ね
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
救
わ
ず
に
お
か
ん
と
い
う
ね
。
そ
れ
は
救
わ
れ
ざ
る
も
の
に
共
に
生
き

る
い
の
ち
を
見
い
だ
す
。
救
わ
れ
ん
も
の
を
救
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
は
宗
教
で
は
な
い
。
本
願
選
択
の
精
神
と
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
浄
土
の
思
想
の
独
自
性
で

は
な
い
で
す
か
ね
。
救
わ
れ
ん
も
の
を
救
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
は
聖
道
門
で
す
。
そ
う
で
な
く
て
救
わ
れ
ん
も
の
の
正
覚
で
す
。
救
わ
れ
ん
も
の
の
さ
と
り

だ
。
そ
れ
が
機
法
二
種
深
信
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
自
利
、
利
他
で
し
ょ
う
。
第
一
、
第
二
。
自
利
利
他
が
信
心
の
基
本
構
造
で
す
。
自
利
利
他
の
な
い
信
心
と
い
う
の
は
、
信
心
と
は
い
え
ん
。
自
利
利
他

が
人
間
を
救
う
の
だ
。
自
利
利
他
の
精
神
で
す
。
自
利
利
他
の
精
神
が
成
り
立
っ
た
と
き
に
人
間
は
は
じ
め
て
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
も
必
要
と
せ
ん
自
分
を
見
い
だ

す
。
そ
こ
に
信
心
そ
れ
自
身
の
も
つ
共
同
的
精
神
と
い
う
か
ね
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ね
。

こ
れ
は
い
い
足
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
三
心
釈
と
い
う
け
ど
、
宗
祖
が
『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
展
開
し
て
い
る
三
心
釈
と
い
う
の
は
、
「
信
巻
」
に
展
開
し
て
い
る
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三
心
釈
と
は
違
い
ま
し
て
、
三
心
と
い
う
の
は
並
列
的
に
な
ら
べ
て
い
る
の
で
な
し
に
重
層
的
な
の
で
す
わ
、
『
愚
禿
鈔
』
の
場
合
は
ね
。
至
誠
心
、
深
心
、
回
向
発

願
心
と
い
う
の
は
、
至
誠
心
が
深
心
を
開
く
の
で
す
。
至
誠
心
、
深
心
、
回
向
発
願
心
と
い
う
の
は
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
至
誠
心
が
深
心
を
開
い
て
い
く
。
そ

の
深
心
が
自
ず
か
ら
回
向
発
願
心
を
開
い
て
い
く
。
発
願
回
向
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
構
造
が
重
層
的
な
の
で
す
。
至
誠
心
と
深
心
と
回
向
発
願
心
が
バ
ラ
バ
ラ
に
あ
る

の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
」
と
ち
ゃ
ん
と
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
真
実
心
な
の
だ
。

深
心
と
い
う
け
ど
、
深
心
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
信
は
真
実
心
で
す
。
至
誠
心
で
す
。
至
誠
心
の
中
で
展
開
し
た
真
実
心
な
の
だ
、
こ
う
い
う
言
い
方
な
の
で
す
。

至
誠
心
の
中
に
如
来
心
を
開
く
と
い
う
の
で
す
。
如
来
に
見
い
だ
さ
れ
た
心
な
の
だ
。
だ
か
ら
深
い
。

凡
夫
が
見
い
だ
し
た
自
覚
な
ん
て
い
う
の
は
、
凡
夫
が
い
っ
て
い
る
自
覚
な
ん
て
い
う
の
は
、
凡
夫
が
自
分
で
勝
手
に
自
覚
、
自
覚
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ん
。

楽
し
い
で
す
ね
、
『
愚
禿
鈔
』
と
い
う
の
は
。
読
ん
で
も
読
ん
で
も
終
わ
ら
な
い
と
い
う
の
は
楽
し
い
や
な
い
か
ね
。
読
ん
だ
ら
終
わ
り
や
、
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
い
う
こ
と
が
お
も
し
ろ
い
や
な
い
か
ね
。

質

疑

思
い
出
す
の
で
す
け
ど
ね
、
機
の
深
信
と
い
う
こ
と
で
曽
我
先
生
が
人
間
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
、
人
間
は
尊
い
の
だ
と
い

問

い

う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
…
…
。

な
ん
で
尊
い
ん
や
。
人
間
の
尊
厳
性
を
言
い
当
て
た
言
葉
だ
と
い
う
て
は
る
わ
な
、
そ
れ
は
ど
こ
で
い
う
て
い
る
ん
や
。

藤

元

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
至
誠
心
か
ら
の
展
開
と
い
う
か
。

問

い

人
間
が
人
間
を
尊
い
と
い
っ
て
い
る
ん
や
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
や
っ
た
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
す
。
だ
か
ら
、
も
っ
と
も
深
く
愛
さ
れ
て
い

藤

元

る
と
い
う
こ
と
だ
、
深
心
と
い
う
の
は
。
も
っ
と
も
深
く
如
来
に
信
じ
ら
れ
、
も
っ
と
も
深
く
如
来
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
発
見
や
ろ
、
言
葉
を
換
え
た
ら
、
救
わ

れ
ざ
る
自
己
の
発
見
と
い
う
の
は
。
そ
れ
が
法
の
深
信
だ
。
仏
に
愛
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
な
ん
で
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
な
ん
て
い
え
る

か
ね
。
ど
こ
か
で
ご
ま
か
す
わ
ね
、
人
間
な
ん
て
も
の
は
。
仏
に
愛
さ
れ
、
仏
に
信
じ
ら
れ
て
お
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
い
え
る
こ
と
で
す
、
救
わ
れ

ん
で
も
い
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
法
の
深
信
な
の
だ
。

『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
第
一
の
深
信
は
自
利
の
信
心
と
、
第
二
は
利
他
の
信
海
と
。
そ
こ
に
自
利
利
他
と
い
う
言
葉
を
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
自
力
・

問

い
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他
力
と
い
う
て
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
ね
、
第
五
・
第
七
。
第
五
を
利
他
信
心
、
第
七
で
自
利
信
心
と
、
逆
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
順
序
が
。
そ
こ
へ
移
し
た
の
で
す
。
そ
ん
な
に
早
う

藤

元

結
論
を
求
め
な
さ
ん
な
。
曽
我
先
生
が
二
種
深
信
、
二
種
深
信
と
、
も
の
凄
く
、
真
宗
の
眼
目
は
二
種
深
信
に
あ
り
、
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
、

そ
れ
が
頭
に
こ
び
り
つ
い
ち
ゃ
っ
て
ね
、
曽
我
先
生
み
た
い
な
人
が
出
る
の
は
え
え
こ
と
も
あ
る
が
悪
い
こ
と
も
あ
る
。
何
や
も
う
三
心
の
中
で
も
二
種
深
信
だ
け
を

だ
あ
っ
と
い
わ
れ
る
、
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
僕
は
や
っ
ぱ
り
中
心
は
欲
生
心
釈
だ
。
そ
こ
ら
が
ち
ょ
っ
と
違
う
。
曽
我
先
生
が
二
種
深
信
と
い
っ
た
ら
、
も
う

有
無
を
い
わ
さ
ん
よ
う
な
感
じ
が
し
て
し
ま
っ
て
い
る
け
ど
ね
、
そ
う
で
は
な
い
。
三
心
の
中
心
課
題
は
わ
れ
わ
れ
に
欲
生
心
が
お
こ
る
か
ど
う
か
で
す
。
欲
生
心
が

回
向
心
で
し
ょ
う
。
深
心
と
い
う
の
は
人
間
が
死
ぬ
こ
と
や
ろ
、
い
っ
ち
ま
え
ば
。
如
来
の
真
実
心
で
す
。
願
に
生
き
る
と
い
っ
た
ら
欲
生
心
だ
。
願
に
生
き
る
身
を

獲
得
す
る
か
ど
う
か
だ
。
だ
か
ら
深
信
、
深
信
と
あ
ま
り
や
か
ま
し
く
い
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
な
ん
や
し
ん
ど
う
な
っ
て
く
る
ね
。
そ
れ
が
お
も
し
ろ
い
ん
や
。

■

建

立

自

心

が

な

け

れ

ば

欲

生

心

は

出

て

こ

な

い

と
こ
ろ
が
親
鸞
聖
人
は
、
欲
生
心
、
欲
生
心
と
い
っ
て
、
回
向
発
願
心
を
解
釈
す
る
の
に
二
河
譬
で
一
貫
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
深
心
と
い
う
け
ど
、
こ
れ

は
最
初
に
い
っ
た
建
立
自
心
に
あ
る
ん
で
し
ょ
う
。
建
立
自
心
が
な
け
れ
ば
欲
生
心
な
ん
て
出
て
こ
り
ゃ
せ
ん
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
「
さ
ら
ば
よ
し
、
も
う
一
度
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
ね
。
「
こ
れ
が
人
生
で
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
ば
よ
し
、
も
う
一
度
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
ね
。
あ
れ
は
ニ
ー
チ
ェ
で
す
か
ね
。
は
じ
め
て

あ
そ
こ
で
人
間
を
回
復
す
る
。
人
間
を
回
復
す
る
と
い
う
の
は
凡
夫
を
回
復
す
る
。
も
っ
と
い
っ
た
ら
如
来
な
ん
か
い
ら
な
い
と
い
え
る
。
だ
か
ら
『
愚
禿
鈔
』
と
い

う
の
は
『
選
択
集
』
を
超
え
て
い
る
と
い
う
意
味
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
ね
。

い
ま
、
自
心
建
立
と
い
う
こ
と
が
三
心
の
結
論
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
七
深
信
の
ほ
う
、
「
信
巻
」
を
読
の
で
も
順
番
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
結
論
と

問

い

い
う
こ
と
に
な
る
な
ら
、
第
二
の
ほ
う
に
な
る
の
で
す
か
。
自
心
建
立
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
に
ゃ
な
ら
ん
。

そ
れ
は
三
心
釈
の
結
論
と
い
う
意
味
で
は
な
し
に
、
深
心
釈
の
結
論
だ
。

藤

元

そ
う
で
す
け
ど
も
…
…
。

問

い

第
一
、
第
二
は
本
質
で
し
ょ
う
。
信
と
い
わ
れ
る
も
の
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
れ
は
善
導
大
師
の
と
こ
ろ
で
は
一
者
、
二
者
で
す
。
で
、

藤

元

あ
と
は
か
た
ち
で
し
ょ
う
。
し
か
し
最
後
は
そ
う
で
は
な
い
。
欲
生
心
を
除
い
て
い
る
の
で
す
。

結
論
と
い
う
の
は
、
第
二
以
降
の
結
論
と
い
う
意
味
で
す
か
。
そ
れ
と
も
第
一
を
と
お
し
て
の
結
論
と
い
う
意
味
で
す
か
。

問

い

そ
り
ゃ
そ
う
で
す
。
第
一
を
と
お
し
た
結
論
で
す
。
一
と
い
う
の
は
ど
う
い
っ
て
い
い
か
ね
、
い
っ
ち
ま
え
ば
、
一
、
二
が
一
つ
で
し
ょ
う
。
一
、
二
は
別
で

藤

元
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は
な
い
、
本
来
一
つ
で
す
。
そ
れ
を
二
つ
に
し
て
み
た
と
き
に
自
覚
に
な
る
。
二
つ
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
自
覚
だ
と
い
う
こ
と
を
い
い
た
い
の
で
し
ょ
う
。
鰯
の
頭

を
信
心
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
信
心
が
信
心
を
、
深
心
が
深
心
自
身
を
明
ら
か
に
し
た
ら
二
つ
に
な
っ
た
。
そ
り
ゃ
あ
ね
、
も
っ
と
い
っ
ち
ま
え
ば
、
ど

ん
な
信
心
で
も
、
ど
ん
な
信
仰
で
も
こ
の
二
つ
な
の
で
す
。
二
つ
の
信
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
な
い
。
信
心
を
明
ら
か
に
し
て
い
け
ば
こ
の
二
つ
な
の
で
す
。
た
と

え
ば
、
鰯
の
頭
や
お
大
師
さ
ん
、
何
で
も
い
い
わ
ね
。
信
心
し
て
い
る
心
そ
の
も
の
を
開
い
て
い
く
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。
開
け
る
か
開
け
ん
か
や
。
あ
ん
な
も
の

は
わ
し
ら
の
信
心
と
違
う
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
信
心
で
も
信
心
そ
の
も
の
は
、
信
心
を
明
ら
か
に
し
て
い
け
ば
こ
の
二
つ
だ
。
建
立
自
心
な
ん
て

い
う
の
は
、
い
っ
ち
ま
え
ば
真
の
自
力
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
ほ
ん
と
う
の
自
力
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ね
。
だ
か
ら
、
第
二
の
信
心
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
信

心
と
い
っ
て
も
主
体
的
な
信
で
は
な
く
て
、
信
海
と
い
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
信
心
が
開
い
て
い
る
世
界
な
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
救
わ
れ
る
よ
う
な

世
界
を
見
い
だ
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
だ
け
が
救
わ
れ
た
世
界
を
見
い
だ
し
た
の
で
は
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
救
わ
れ
て
い
く
世
界
を
見
い
だ
し
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
、
法
然
の
場
合
は
第
一
深
信
か
ら
第
二
深
信
で
な
い
と
。
い
わ
ゆ
る
法
か
ら
機
を
み
た
と
。
そ
こ
に
偏
依
善
導
と
い
い
な
が
ら
、
し
か
し
そ
こ
に
法
然

問

い

の
甘
さ
が
あ
る
の
で
な
い
か
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
法
然
の
甘
さ
と
い
う
の
は
。

最
後
ま
で
腹
を
据
え
る
と
い
う
こ
と
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。
念
仏
で
救
わ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
ね
。
念
仏
を
や
っ
ぱ
り
最
後
の
と
こ

藤

元

ろ
で
専
修
念
仏
に
な
る
ね
。
ま
あ
そ
れ
は
善
導
大
師
に
も
一
行
三
昧
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
吹
っ
切
れ
な
ん
だ
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
ん
な
こ

と
を
い
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
僕
は
そ
う
感
じ
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
法
に
酔
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

問

い

は
い
。
そ
れ
は
還
来
生
死
と
い
う
、
還
来
と
い
う
言
葉
を
宗
祖
は
く
っ
つ
け
ま
し
た
わ
ね
、
「
正
信
偈
」
の
中
に
。
あ
れ
は
た
だ
字
が
足
ら
な
い
か
ら
く
っ
つ

藤

元

け
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
還
来
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
宗
祖
の
法
然
和
讃
の
最
後
の
、
「
往
生
み
た
び
に
な
り
ぬ
る
に

こ
の
た
び
こ
と
に
と
げ
や
す
し
」
（
聖
典
四

九
九
頁
）
と
、
そ
う
い
う
言
い
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
三
生
果
遂
で
す
。
果
遂
の
願
、
一
生
果
遂
で
な
い
、
三
生
果
遂
で
す
。
霊
鷲
山
の
声
聞
僧
に
ま
じ
わ
っ
て
お
っ

た
。
お
そ
ら
く
あ
あ
い
う
こ
と
を
法
然
は
い
う
と
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
わ
し
は
今
度
で
三
遍
目
の
往
生
を
遂
げ
る
と
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
僕
は
や
っ
ぱ
り

ね
、
法
と
い
う
も
の
を
、
つ
ま
り
一
種
の
体
験
主
義
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
宗
教
な
ん
て
も
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど
ん
な
経
験
も
役

に
立
た
ん
の
で
す
。
ど
ん
な
経
験
も
、
い
か
な
る
経
験
も
役
に
立
た
ん
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
…
…
。
な
ん
か
経
験
を
あ
て
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
、
そ

う
い
う
意
味
で
は
。
わ
し
は
こ
ん
な
経
験
を
し
て
き
た
と
、
そ
う
い
う
経
験
を
あ
て
に
す
る
と
こ
ろ
に
ね
、
僕
は
甘
さ
を
思
わ
ず
に
は
お
れ
ん
ね
。
法
の
前
に
立
っ
た
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と
き
に
は
、
人
間
の
経
験
な
ん
て
吹
っ
飛
ん
じ
ゃ
う
の
で
す
。
何
の
役
に
も
立
た
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
い
う
と
、
仏
法
の
前
に
立
つ
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
新
し
い

い
の
ち
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
た
ら
浄
土
宗
の
人
は
怒
る
か
も
し
れ
ん
ね
。

至
誠
心
釈
の
と
こ
ろ
で
す
ね
。
先
生
が
前
に
い
わ
れ
て
ま
し
た
、
い
わ
ゆ
る
横
出
の
課
題
と
い
う
こ
と
と
関
係
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
人
間
の
は
か
ら
い
と
い
い

問

い

ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
一
切
捨
て
て
し
ま
っ
て
…
…
。

捨
て
る
と
い
う
よ
り
、
役
に
立
た
ん
の
で
し
ょ
う
。

藤

元

た
だ
、
役
に
立
た
ん
で
も
、
そ
こ
に
腰
を
据
え
て
…
…
。

問

い

そ
れ
は
勝
手
で
す
。
煩
悩
を
あ
て
に
す
る
こ
と
を
、
決
し
て
悪
い
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
煩
悩
の
ま
ま
に
生
き
た
っ
て
い
い
の
で
す
。

藤

元

煩
悩
の
ま
ま
に
生
き
る
と
い
う
よ
り
も
、

他
力
と
い
う
の
は
本
願
力
な
り

と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
と
。
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
る
と
、
つ

問

い

ま
り
求
道
す
る
人
間
の
ほ
う
か
ら
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
と
。

求
道
す
る
人
間
、
求
道
な
ん
か
し
と
ら
へ
ん
で
す
。
何
が
求
道
し
て
ま
す
か
ね
。
滝
に
う
た
れ
た
り
、
千
日
回
峯
行
な
ん
て
や
っ
て
い
る
け
ど
、
あ
ん
な
も
の

藤

元

修
行
か
ね
、
求
道
か
ね
。
い
っ
ち
ゃ
悪
い
け
ど
。

道
元
が
そ
う
い
う
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
山
で
修
行
す
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
、
巷
で
苦
悩
し
て
い
る
人
と
比
べ
た
ら
問
題
に
な
ら
な
い
と
。

問

い

そ
な
い
い
う
て
自
分
は
山
の
中
に
お
る
。
君
が
い
う
の
は
主
体
性
の
問
題
で
し
ょ
う
。

藤

元

つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
至
誠
心
釈
の
中
の
、
自
利
と
利
他
と
二
種
の
真
実
を
あ
げ
て
、
そ
の
後
さ
ら
に
ま
た
、
自
利
真
実
に
二
種
あ
り
、
と
い
う
か
た
ち
で
自
力

問

い

の
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
で
し
ょ
う
。
そ
の
展
開
の
中
で
、
深
心
釈
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
う
と
き
に
も
う
一
つ
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
、
も
う
少
し
し
た
ら
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
ん
説
明
し
よ
う
っ
た
っ
て
説
明
し
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
が
ま
あ
、
親
鸞
の
課
題
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

藤

元

深
心
釈
の
展
開
の
。
そ
の
自
利
真
実
、
利
他
真
実
と
い
う
も
の
が
主
体
化
さ
れ
た
、
そ
の
真
実
心
が
主
体
化
さ
れ
た
の
が
自
利
と
か
利
他
と
い
う
言
葉
で
第
一
、
第
二

に
お
か
れ
、
そ
れ
が
ま
た
さ
ら
に
法
に
も
っ
て
い
か
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
至
誠
心
、
深
心
、
回
向
発
願
心
と
い
う
の
は
、
バ
ラ
バ
ラ
の
も
の
で
は
な
い
の
で

す
。
重
層
的
な
展
開
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
あ
ま
り
、
そ
う
早
う
あ
せ
ら
ん
と
。
今
日
は
こ
れ
ま
で
。

（
一
九
七
九
年
十
月
）

第八講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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■ 救われざる自己の発見
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宮
城

顗

述

第
九
講

第八講 「二には深心、深心と言うはすなわちこれ深信の心なり。また二種あり。
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第
九
講

第
六

依

此
経

深
信

（
真
聖
全
二
・
四
六
七
頁
）

二

一

ニ

ハ

テ

ノ

ヲ

ス

第
六
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。
」

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

一

毎
月
の
講
義
録
を
苦
労
し
て
作
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
お
か
げ
で
欠
席
し
て
お
り
ま
し
た
間
の
講
義
の
内
容
に
目
を
通
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
る
わ
け
で
す

が
、
七
月
と
九
月
は
宗
さ
ん
が
総
説
的
に
七
深
信
を
と
お
し
て
の
話
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
前
回
あ
ら
た
め
て
藤
元
君
が
深
心
と
い
う
そ
の
根
本
の
と
こ
ろ
で
、
そ
れ

こ
そ
再
応
の
話
が
あ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
私
は
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
お
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
第
六
の
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
」
と

い
う
、
こ
れ
が
私
に
は
気
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
「
こ
の
経
に
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
は
次
の
頁
（
聖
典
四
四
一
頁
）
に
、
「
第
六
に
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
あ
る
、
そ
の
右
肩
に
「
観
経
に
依
る
」
と
宗
祖

は
細
註
を
ほ
ど
こ
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
あ
、
そ
れ
に
よ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
『
観
経
疏
』
の
中
の
言
葉
で
す
か
ら
、
当
然
「
こ
の
経
」
と
い
う
の
は
『
観
経
』
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
「
第
三
に
は
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
」
と
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
第
六
に
、
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
」
と
出
て
く
る
わ

け
で
す
ね
。
こ
れ
は
だ
い
た
い
第
一
、
第
二
の
二
種
深
信
。
そ
し
て
さ
ら
に
『
観
経
』
、
『
小
経
』
、
い
わ
ば
こ
の
三
部
経
に
よ
る
深
信
と
い
う
も
の
を
、
そ
の
三
部

経
に
即
し
て
す
で
に
あ
げ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
し
て
、
そ
れ
を
第
五
番
目
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
、
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
」
と
あ
げ
て
お
ら
れ
ま

す
。第

五
深
信
と
い
う
も
の
が
前
の
四
つ
ま
で
を
、
全
体
を
受
け
と
め
て
い
る
。
い
わ
ば
そ
こ
で
一
度
終
わ
る
。
そ
の
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
あ
ら
た
め
て
第
六
に
「
こ

の
経
に
依
っ
て
深
信
す
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
だ
い
た
い
、
こ
れ
は
も
と
の
『
観
経
疏
』
（
聖
典
二
一
六
頁
）
の
そ
の
文
に
よ
り
ま
す
と
、

第
五
で
す
ね
、
「
ま
た
深
信
す
る
者
、
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
一
切
行
者
等
」
と
、
こ
こ
か
ら
が
第
五
で
す
ね
。
第
五
深
信
で
す
。

そ
し
て
間
を
お
き
ま
し
て
、
「
ま
た
一
切
の
行
者
、
た
だ
よ
く
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
者
は
、
必
ず
衆
生
を
誤
ら
ざ
る
な
り
。
」
（
同

頁
）
と
、
こ
う
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出
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
こ
に
両
方
と
も
、
「
一
切
の
行
者
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ
る
。
と
く
に
第
五
の
ほ
う
に
は
、
「
ま
た
深
信
す
る
者
、
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
一
切

行
者
等
」
と
。
「
仰
ぎ
願
わ
く
は
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
願
い
の
す
べ
て
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
点
を
誤
っ
て
く
れ
る
な
と
い
う
、
そ
う
い
う
思
い
を
こ

め
た
呼
び
か
け
が
「
仰
ぎ
願
わ
く
は
」
と
い
う
言
葉
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

■

深

信

す

る

人

が

問

わ

れ

て

い

る

さ
ら
に
申
し
ま
す
と
、
三
行
目
の
第
五
の
「
ま
た
深
信
す
る
者
、
仰
ぎ
願
わ
く
は
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ふ
つ
う
は
「
深
信
と
は
」
と
、
深
信
者
と
あ
る
と
こ

ろ
を
宗
祖
は
「
深
信
す
る
者
」
と
「
す
る
」
と
い
う
送
り
仮
名
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
一
貫
し
て
人
が
問
わ
れ
て
い
る
。
深
信
の
内
容
で
な
く
て
深

信
す
る
人
が
問
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
第
六
の
深
信
は
「
ま
た
一
切
の
行
者
、
た
だ
よ
く
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
者
は
」
か
ら
、
ず
っ
と
い
き
ま
し
て
二
一
七
頁
の
一
行
目
ま
で
が
第
六

の
深
信
で
す
ね
。

そ
し
て
第
七
深
信
だ
け
は
「
乃
至
」
さ
れ
て
「
化
身
土
巻
」
の
ほ
う
に
出
し
て
あ
る
。
第
七
深
信
は
化
身
土
、
自
力
の
信
心
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
乃
至
」
さ
れ
て

い
る
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
二
一
六
頁
の
後
ろ
二
行
目
の
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
こ
に
繰
り
返
し
て
、

こ
の
ゆ
え
に
、
今
の
時
、
仰
ぎ
て
一
切
有
縁
の
往
生
人
等
を
勧
む
。
た
だ
仏
語
を
深
信
し
て
専
注
奉
行
す
べ
し
、
菩
薩
等
の
不
相
応
の
教
を
信
用
し
て
も
っ
て
疑
碍

を
為
し
、
惑
を
抱
い
て
自
ら
迷
い
て
、
往
生
の
大
益
を
廃
失
す
べ
か
ら
ざ
れ
と
な
り
。

（
聖
典
二
一
六
～
二
一
七
頁
）

と
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に
「
一
切
の
行
者
」
と
い
い
、
結
び
に
「
今
の
時
、
仰
ぎ
て
一
切
有
縁
の
往
生
人
等
を
勧
む
」
と
。
第
五
、
第
六
と
い
う
の
は
、
と
く
に
深
信
す
る
者
、
行

者
へ
の
呼
び
か
け
で
す
。

も
う
一
つ
言
い
ま
す
と
、
仏
法
に
生
き
る
者
の
姿
勢
で
す
ね
。
態
度
で
す
。
仏
法
に
生
き
る
者
の
姿
勢
、
あ
る
い
は
態
度
と
い
う
も
の
が
そ
こ
で
問
わ
れ
願
わ
れ
て

お
る
。
本
来
、
信
心
と
い
う
も
の
は
、
人
間
と
し
て
生
き
る
態
度
と
か
姿
勢
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
ね
。
そ
う
い
う
姿
勢
と
か
態
度
を
抜
き
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
ん

な
る
教
理
で
し
か
な
い
。
「
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
一
切
行
者
等
」
と
い
う
、
そ
う
い
う
言
葉
に
は
、
行
者
へ
の
深
い
尊
敬
の
念
と
と
も
に
深
い
憂
慮
で
す
ね
。
深
い
尊
敬

と
深
い
憂
慮
、
憂
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
七
月
の
講
義
で
宗
さ
ん
が
、
「
信
仰
の
問
題
は
人
間
の
運
命
に
か
か
わ
る
問
題
だ
」
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
そ
う
い
う
信
心
に
生
き
る
者
の
姿
勢
、
態
度
と
い
う
も
の
を
つ
ね
に
憂
慮
さ
れ
る
。

で
、
と
く
に
こ
の
第
五
、
第
六
で
は
、
と
も
に
「
依
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
「
行
に
依
っ
て
」
「
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
。
こ
の
「
依
る
」
と
い
う
言
葉

第九講 第六には「この経に依って深信す。」
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は
嶺
藤
総
長
が
一
時
期
挨
拶
の
た
び
に
言
っ
て
お
ら
れ
た
「
三
依
」
で
す
ね
。
『
論
註
』
に
三
依
の
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
こ
に
依
る
の
か
、
い
か
に
依
る
の
か
、

な
ぜ
依
る
の
か
。
つ
ま
り
「
依
」
と
い
う
言
葉
で
実
践
を
問
う
。
実
践
が
問
わ
れ
て
お
る
。
歩
み
が
問
わ
れ
て
お
る
。
歩
み
を
問
う
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
に
先

に
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
す
で
に
第
三
に
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
」
と
あ
る
。
そ
の
第
三
の
場
合
は
、
で
す
か
ら
定
散
二
善
の
法
で
す
ね
。
『
観
経
』
所
説

の
法
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
釈
迦
仏
、
こ
の
『
観
経
』
に
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
き
て
、
か
の
仏
の
依
正
二
報
を
証
讃
し
て
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
」
と
信
ず
。

（
聖
典
二
一
六
頁
）

と
。
そ
こ
に
『
観
経
』
所
説
の
法
を
信
ず
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
第
六
は
と
く
に
往
生
人
の
姿
勢
と
い
う
も
の
を
定
め
る
。
そ
こ
に
『
観
経
』
の
意
義
が
、
つ

ま
り
行
者
と
し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
導
き
と
な
る
も
の
と
し
て
『
観
経
』
と
い
う
も
の
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
『
観
経
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
お
る
と
い
う
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
第
六
深
信
で
す
ね
。

た
だ
よ
く
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
者
は
、
必
ず
衆
生
を
誤
ら
ざ
る
な
り
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
仏
は
こ
れ
満
足
大
悲
の
人
な
る
が
ゆ
え
に
、
実
語
な

る
が
ゆ
え
に
。
仏
を
除
き
て
已
還
は
、
智
行
未
だ
満
た
ず
。
そ
れ
学
地
に
あ
り
て
、
正
習
の
二
障
あ
り
て
、
未
だ
除
か
ら
ざ
る
に
由
っ
て
、
果
願
未
だ
円
な
ら
ず
。

こ
れ
ら
の
凡
聖
は
、
た
と
い
諸
仏
の
教
意
を
測
量
す
れ
ど
も
、
未
だ
よ
く
決
了
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
平
章
あ
り
と
い
え
ど
も
、
か
な
ら
ず
須
ら
く
仏
証
を
請
う
て

定
と
す
べ
き
な
り
。

（
聖
典
二
一
六
頁
）

云
々
と
ご
ざ
い
ま
し
て
、
後
ろ
三
行
目
の
、
「
も
し
仏
の
所
説
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
「
了
教
」
な
り
、
菩
薩
等
の
説
は
、
こ
と
ご
と
く
「
不
了
教
」
と
名
づ
く
る
な

り
」
（
同
頁
）
と
。
こ
こ
に
仏
説
と
菩
薩
の
説
を
対
比
し
て
仏
説
に
依
れ
と
、
経
に
依
れ
と
、
経
典
に
依
れ
と
。
論
に
依
る
な
と
い
う
こ
と
を
『
観
経
疏
』
で
は
問
題

に
し
て
お
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ご
承
知
の
別
時
意
で
す
ね
。
別
時
意
の
難
と
い
う
も
の
が
、
こ
の
言
葉
の
背
後
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
古
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。二

■

別

時

意

の

難

別
時
意
の
難
と
い
う
の
は
、
摂
論
宗
と
も
、
あ
る
い
は
摂
論
、
宗
派
と
し
て
は
摂
論
宗
で
す
ね
。
摂
論
学
派
の
説
で
す
。
無
著
の
『
摂
大
乗
論
』
な
ど
摂
論
学
派
に

よ
り
ま
す
別
時
意
の
説
で
す
ね
。
だ
い
た
い
『
摂
大
乗
論
』
と
い
い
ま
す
の
は
、
蓬
茨
先
生
は
仏
教
統
一
論
だ
と
い
う
見
方
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
経
典
が
次
か
ら
次

■ 別時意の難
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へ
と
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
に
次
々
に
出
て
く
る
経
典
の
間
で
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
。
く
い
違
う
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
。
そ
れ
を
い
か
に
そ
の
矛
盾

を
会
通
す
る
か
。
い
か
に
矛
盾
を
つ
つ
ん
で
一
つ
に
仏
説
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
る
か
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
が
『
摂
大
乗
論
』
で
す
。
そ
の
意
味
で

仏
教
統
一
論
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
主
題
と
し
た
論
だ
と
い
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。
そ
の
『
摂
大
乗
論
』
な
ど
で
別
時
意
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
た
。

別
時
意
と
い
う
の
は
文
字
ど
お
り
別
の
時
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
『
観
経
』
と
い
う
も
の
の
、
『
観
経
』
の
下
々
品
で
す
ね
、
下
品
下
生
の
と
こ
ろ
に
、
い
わ

ゆ
る
臨
終
の
下
品
の
機
が
善
知
識
に
た
す
け
ら
れ
て
「
具
足
十
念
」
で
す
ね
。
臨
終
の
悪
人
が
十
念
を
具
足
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
す
。

具
足
十
念
、
称
南
無
阿
弥
陀
仏
。
称
仏
名
故
、
於
念
念
中
、
除
八
十
億
劫

生
死
之
罪
。
命
終
之
時
、
見
金
蓮
華
。
猶
如
日
輪
、
住
其
人
前
。

（
聖
典
一
二
〇
～
一
二
一
頁
）

と
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
問
題
に
し
ま
し
て
、
わ
ず
か
臨
終
の
十
念
の
称
名
で
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
往
生
は
は
る
か
未
来
の
こ
と
だ
。

遠
い
将
来
の
こ
と
だ
。
つ
ま
り
念
仏
し
た
時
と
救
わ
れ
る
時
と
は
別
な
の
だ
。
は
る
か
将
来
い
つ
か
と
い
う
こ
と
は
、
来
る
か
来
ん
か
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。
け
れ
ど

も
念
仏
す
れ
ば
救
わ
れ
る
ぞ
と
す
す
め
る
こ
と
で
、
た
と
え
十
声
の
念
仏
で
も
、
そ
の
功
を
積
ま
せ
る
。
往
生
の
た
め
の
善
根
を
積
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
を
願
い
と
し

て
説
か
れ
て
お
る
。
は
じ
め
か
ら

念
仏
し
て
お
け
ば
い
つ
か
は

な
ん
て
言
っ
て
い
て
も
誰
も
し
な
い
か
ら
十
声
す
れ
ば
救
わ
れ
る
ぞ
と
言
っ
て
説
い
て
あ
る
。
下

品
下
生
の
機
に
称
名
の
徳
を
植
え
さ
せ
る
た
め
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
別
の
時
な
の
だ
と
。
念
仏
の
時
と
は
別
の
遠
い
将
来
に
お
い
て
は
じ
め
て
救
わ
れ
る
の

だ
。
そ
う
い
う
説
が
別
時
意
の
説
で
あ
り
ま
す
。

だ
い
た
い
『
観
経
』
下
々
品
を
一
番
最
初
に
取
り
上
げ
た
と
い
え
る
の
が
曇
鸞
大
師
で
あ
り
ま
す
。
『
論
註
』
の
八
番
問
答
の
第
一
番
目
に
、
こ
の
下
品
下
生
の
文

を
取
り
上
げ
て
下
品
の
凡
夫
、
広
く
い
え
ば
在
家
者
で
す
ね
。
曇
鸞
ま
で
は
出
家
の
仏
教
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
在
家
の
生
活
の
中
で
仏
道
に
お
う
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
い
う
道
を
『
観
経
』
が
…
…
。

『
観
経
』
を
は
じ
め
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
曇
鸞
大
師
、
『
論
註
』
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
ま
ず
八
番
問
答
で
下
品
下
生
の
経
文
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
当
時
、
念
仏
の
声
が
非
常
に
盛
ん
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
摂
論
宗
の
別
時
意
の
難
が
出
て
か
ら
、

そ
れ
が
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
遠
い
将
来
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
た
と
え
十
声
で
も
念
仏
さ
せ
る
の
だ
。
そ
う
言
わ
れ
て
、
そ
れ
で
は
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
は
な
か
な
か
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
言
わ
れ
た
ら
そ
ん
な
こ
と
な
ら
ば
、
そ
ん
な
た
よ
り
な
い
こ
と
な
ら
ば
と
い
う
こ
と
で
、
念
仏
の
声
が

絶
え
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
別
時
意
の
難
に
対
し
て
、
最
初
に
応
え
る
の
が
道
綽
で
す
。
『
安
楽
集
』
の
「
第
二
大
門
」
の
中
で
、
異
見
邪
執
を
破
す
る
と
い
う
個
所
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
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そ
の
第
九
番
目
、
一
番
最
後
に
摂
論
宗
の
別
時
意
の
説
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
い
っ
て
お
り
ま
す
の
が
、
「
隠
始
顕
終
、
没
因
談
果
」
（
真

聖
全
一
・
三
九
八
頁
）
で
す
。
始
め
を
隠
し
て
終
わ
り
を
顕
す
。
因
を
没
し
て
果
を
談
ず
と
。
つ
ま
り
道
綽
禅
師
は
経
典
も
真
実
な
れ
ば
菩
薩
の
論
も
真
実
だ
。
菩
薩

が
あ
や
ま
っ
た
こ
と
を
言
わ
れ
る
わ
け
が
な
い
。
「
若
有
論
文
違
経
者
無
有
是
處
」
（
真
聖
全
一
・
同
頁
）
。
「
も
し
論
文
経
に
違
う
こ
と
あ
ら
ば
、
こ
の
處

あ
る
こ

と
な
し
」
と
い
う
言
葉
を
出
し
て
い
る
。
論
の
言
葉
が
経
文
と
違
う
、
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
道
理
が
な
い
。
だ
か
ら
『
摂
大
乗
論
』
に
説
か
れ
る
も
の
も
、

『
観
経
』
に
説
か
れ
て
お
る
も
の
も
真
実
だ
。
『
観
経
』
が
臨
終
の
一
念
で
救
わ
れ
る
と
説
い
て
お
る
の
も
真
実
、
論
に
お
い
て
、
そ
ん
な
一
念
ぐ
ら
い
で
救
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
も
真
実
だ
。
経
も
論
も
真
実
だ
。
で
は
、
そ
れ
を
ど
う
み
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
「
隠
始
顕
終
、
没
因
談
果
」
と
い
う
こ
と
を
出
す
わ
け

で
す
。

つ
ま
り
『
観
経
』
の
、
臨
終
に
善
知
識
に
遇
い
、
称
名
を
勧
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
も
う
な
み
な
み
な
ら
ぬ
宿
因
だ
。
臨
終
に
善
知
識
に
遇
い
、
念
仏

を
勧
め
ら
れ
る
な
ん
て
こ
と
は
、
そ
こ
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
宿
因
が
あ
る
。
長
い
過
去
世
の
歴
史
が
あ
っ
て
、
今
臨
終
に
念
仏
し
て
い
る
の
だ
。
た
ん
に
い
ま
始
ま
っ

た
の
で
は
な
い
。
臨
終
の
一
念
が
歩
み
の
終
わ
り
な
の
だ
。
臨
終
の
一
念
か
ら
始
ま
る
な
ら
、
な
る
ほ
ど
救
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
臨
終
の
一
念
は
歩
み
の
結

果
、
終
わ
り
な
の
だ
。
始
め
は
隠
さ
れ
て
お
り
、
因
は
没
し
て
い
る
。
文
に
顕
わ
さ
れ
て
い
な
い
で
、
経
典
に
は
終
わ
り
だ
け
が
顕
れ
、
果
だ
け
が
談
じ
ら
れ
て
い
る
。

終
わ
り
と
い
う
の
は
臨
終
の
一
念
に
称
名
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
果
で
あ
り
、
終
わ
り
だ
。
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
果
を
得

た
の
だ
。
決
し
て
そ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
言
い
方
で
、
道
綽
は
経
と
論
を
会
通
す
る
わ
け
で
す
。
い
わ
ば
永
遠
の
努
力
の
果
て

に
、
始
め
て
臨
終
の
善
知
識
に
遇
う
と
い
う
縁
を
成
就
し
て
い
る
。
終
わ
り
と
か
果
と
い
う
の
は
、
善
知
識
に
遇
っ
て
称
名
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
始
め
に

と
い
う
の
は
宿
因
で
す
。
宿
因
を
隠
し
て
善
知
識
に
遇
う
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
は
果
だ
と
。

そ
れ
を
受
け
て
善
導
大
師
は
、
こ
の
文
を
出
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
善
導
大
師
に
な
る
と
は
っ
き
り
と
、
い
ま
さ
っ
き
読
み
ま
し
た
よ
う
に
、
仏
説
に
依
る
べ

き
で
あ
っ
て
菩
薩
の
説
に
依
る
べ
き
で
な
い
と
。
は
っ
き
り
と
菩
薩
の
説
を
否
定
す
る
の
で
す
。
道
綽
は
ど
ち
ら
も
間
違
い
な
い
。
菩
薩
が
間
違
っ
た
こ
と
を
お
っ
し

ゃ
る
わ
け
が
な
い
、
と
い
っ
て
会
通
す
る
わ
け
で
す
。

善
導
は
菩
薩
の
教
は
不
了
教
、
仏
の
教
は
了
教
。
そ
う
い
う
不
相
応
の
教
で
あ
り
、
不
了
の
教
で
あ
る
と
、
菩
薩
の
説
を
否
定
す
る
。
そ
れ
に
依
る
な
ら
ば
自
ら
も

損
じ
他
も
損
な
う
。
自
損
損
他
と
、
大
変
き
つ
く
そ
の
こ
と
を
戒
め
ら
れ
て
お
る
。
こ
れ
は
経
と
論
と
違
う
と
き
に
は
、
論
を
捨
て
て
経
に
依
れ
と
。
あ
る
意
味
か
ら

い
う
と
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
な
の
で
す
。
そ
れ
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
極
端
な
言
い
方
を
し
ま
す
と
、
仏
教
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
と
、
仏
教
に
つ
い
て
学
ぶ
と

い
う
こ
と
と
の
違
い
で
す
ね
。
論
と
い
う
も
の
、
菩
薩
の
説
と
い
う
も
の
を
ど
う
お
さ
え
る
か
。
た
と
え
ば
三
経
一
論
。
論
と
は
影
傍
で
し
ょ
う
。
影
と
し
て
そ
え
る

■ 別時意の難
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の
が
論
で
す
。
論
を
造
っ
て
経
に
影
傍
す
る
。
論
は
経
の
影
な
の
で
す
。

■

影

現

と

い

う

言

葉

影
と
い
う
の
は
、
私
の
上
に
映
っ
た
経
な
の
で
す
。
人
間
の
上
に
映
っ
た
経
で
す
。
『
論
註
』
の
中
に
「
如
日
在
天
上
而
影
現
百
川
」
（
真
聖
全
一
・
三
〇
五
頁
）

と
あ
り
ま
す
。
「
日
天
上
に
あ
り
て
、
影
百
川
に
現
ず
る
が
如
し
」
と
。
影
現
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
影
と
い
う
の
は
物
の
影
で
は
な
い
。
月
影
、
日
影
と

い
う
の
は
、
月
そ
の
も
の
、
日
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
す
。
「
月
影
さ
や
か
に
」
と
い
う
と
き
の
月
影
と
い
う
の
は
月
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。
月
の
光
を

身
に
浴
び
て
あ
る
も
の
に
お
い
て
い
っ
て
い
る
の
が
月
影
で
す
。
遇
う
た
も
の
の
上
に
お
い
て
月
を
語
る
。
あ
る
意
味
で
、
百
川
に
影
現
し
た
も
の
が
論
だ
。
仏
説
は

天
上
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
仏
説
が
菩
薩
の
上
に
影
現
し
た
も
の
が
論
で
あ
る
。
影
現
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
具
体
化
す
る
。
具
体
的
な
存
在
と
な
る
。
つ
ま
り
、

身
に
つ
け
て
お
る
も
の
に
お
い
て
語
ら
れ
る
の
で
す
。
遇
う
た
も
の
に
お
い
て
語
ら
れ
る
。
遇
う
た
も
の
が
語
ら
れ
て
お
る
。
遇
い
え
た
も
の
が
遇
い
え
た
法
を
語
っ

て
お
る
。
そ
れ
が
論
と
い
う
も
の
で
す
。
だ
か
ら
安
田
先
生
は
、
論
は
経
典
の
歩
み
出
し
だ
と
。
一
歩
歩
み
出
て
き
た
。
経
典
が
人
の
上
に
歩
み
出
て
き
た
も
の
が
論

だ
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

三

論
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
こ
で
は
善
導
大
師
は
菩
薩
の
説
と
い
う
も
の
を
ま
っ
た
く
不
了
教
、
不
相
応
教
と
い
う
言
葉
で
…
…
。
そ
こ
に
「
智
行
未
だ
満

た
ず
」
（
聖
典
二
一
六
頁
）
と
。
智
慧
も
行
も
未
だ
満
た
ず
と
い
い
、
ま
た
「
そ
れ
学
地
に
あ
り
て
」
と
ご
ざ
い
ま
す
。
学
地
に
あ
り
て
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
勉
強

せ
ん
な
ら
ん
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
地
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
有
学
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
ご
承
知
の
よ
う
に
有
学
位
、
無
学
位
と
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
は
無
学
と
有
学
と
ま
っ
た
く
逆
で
す
け
ど
。
現
在
、
無
学
と
い
っ
た
ら
学
が
な
い
こ
と
で
す
ね
。

仏
教
で
無
学
と
い
っ
た
ら
学
ぶ
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
ぶ
こ
と
が
な
い
ほ
ど
学
び
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
有
学
と
い
う
こ
と
は
勉
強
せ
ん
な
ら
ん

こ
と
を
ま
だ
残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
だ
未
熟
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
有
学
位
の
ほ
う
が
低
い
の
で
す
。
ど
こ
で
ど
う
間
違
っ
た
か
、
娑
婆
で
は
有

学
位
が
上
で
無
学
位
が
下
で
す
が
。

そ
う
い
う
有
学
位
の
論
だ
と
。
ま
だ
達
せ
ざ
る
も
の
の
言
葉
だ
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
に
依
る
な
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
や
は
り
善
導
大
師
は
こ

の
当
時
、
摂
論
宗
と
真
っ
向
か
ら
闘
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
摂
論
学
派
、
つ
ま
り
学
者
で
す
。
町
の
学
者
で
す
。
善
導
は
田
舎
の
念
仏
者
で
す
。
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田
舎
の
念
仏
者
と
い
っ
た
ら
し
か
ら
れ
ま
す
け
ど
、
蓬
茨
先
生
が
京
都
へ
出
て
こ
ら
れ
る
ま
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
出
山
の
釈
迦
み
た
い
で
す
ね
。
ほ
ん
と
う
に
あ
の

と
き
の
印
象
と
い
う
も
の
が
強
烈
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
山
に
こ
も
っ
て
お
ら
れ
た
人
が
、
は
じ
め
て
町
へ
出
て
き
た
と
い
う
感
じ
の
姿
で
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
は

じ
め
て
お
会
い
し
た
と
き
に
勉
強
の
し
か
た
を
た
ま
た
ま
問
う
た
ら
、
「
私
は
寺
に
帰
っ
て
、
三
年
間
聖
典
ば
か
り
読
ん
で
お
り
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
な
ん
か
善
導
大
師
も
そ
ん
な
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
す
る
の
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
聖
典
ば
か
り
、
文
字
ど
お
り
経
典
ば
か
り
読
ん
で
お

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

学
者
、
摂
論
学
派
の
学
者
に
対
し
て
…
…
。
学
者
は
い
ろ
い
ろ
な
教
説
を
も
ち
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
仏
教
に
つ
い
て
の
学
問
で
は
な
い
、
仏
教
を
学

問
さ
れ
た
。
仏
教
を
学
ば
れ
た
。
自
ら
仏
説
に
ぶ
つ
か
ら
れ
た
。
そ
こ
に
「
善
導
独
明
仏
正
意
」
と
い
う
、
存
在
を
あ
げ
て
仏
説
に
対
峙
さ
れ
た
の
が
善
導
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
。
そ
こ
に
論
に
依
る
な
と
い
う
、
い
わ
ば
烈
々
た
る
気
魄
で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
ま
ま
二
種
深
信
に
対
応
す
る
も
の
で
す
が
。
つ
ま
り
、
仏
を
信

じ
、
自
己
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
分
が
信
じ
ら
れ
ん
と
学
説
を
探
さ
ん
な
ら
ん
。
自
分
の
感
ず
る
と
こ
ろ
、
自
分
の
感
ず
る
と
こ
ろ
を
信
ず
る
。
私
た
ち
は
何
か
を
勉
強
す
る
と
き
に
、
ま
ず
参
考

書
か
ら
入
る
。
参
考
書
か
ら
入
ら
ん
と
、
ど
う
も
不
安
な
の
で
す
ね
。
本
来
、
科
文
と
い
う
も
の
で
も
、
そ
れ
は
昔
の
人
が
自
分
で
読
ん
だ
あ
と
な
の
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
自
分
で
科
文
を
つ
け
る
の
で
す
。

い
ま
は
先
生
方
の
科
文
を
定
規
に
し
て
読
む
の
で
す
。
僕
自
身
が
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
読
み
方
に
な
る
だ
け
に
、
何
か
こ
こ
に
、
善
導
が
言
葉
を
重
ね
て
、
菩
薩

の
言
葉
に
依
る
な
と
。
そ
こ
に
は
具
体
的
に
摂
論
宗
の
人
び
と
と
の
、
仏
教
と
は
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
か
け
て
の
論
争
、
論
争
と
い
う
と
ま
た
学
問
沙
汰
に
な
り
ま

す
が
、
文
字
ど
お
り
仏
教
の
命
運
を
か
け
た
闘
い
を
善
導
は
一
人
で
や
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
「
善
導
独
明
仏
正
意
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
う
闘
い
の
あ
と
な

の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
か
ら
言
い
ま
す
と
、
私
た
ち
が
聞
法
、
学
習
と
い
う
と
き
に
、
考
え
て
み
る
と
ど
う
も
、
自
分
の
生
活
に
間
に
合
う
、
あ
る
い
は
自
分
の
感
覚
に
合

う
言
葉
を
探
し
て
い
る
。
聞
法
学
習
と
い
う
こ
と
が
、
自
分
の
生
活
に
間
に
合
い
、
自
分
の
感
覚
に
響
く
言
葉
を
探
す
。
し
か
し
、
聞
法
と
は
、
逆
に
自
分
の
生
活
を

照
ら
し
出
す
言
葉
を
生
活
の
中
に
も
つ
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
間
に
合
う
言
葉
を
探
す
の
で
は
な
い
。
逆
に
言
葉
に
よ
っ
て
照
ら
し
出
さ
れ
る
。
つ
ね
に
私
の
生
活

を
照
ら
し
出
す
言
葉
を
生
活
の
中
に
も
つ
と
い
う
こ
と
が
聞
法
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で
善
導
大
師
が
経
典
は
鏡
だ
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
ね
。

経
典
に
よ
っ
て
自
分
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
く
る
。
私
を
照
ら
す
言
葉
な
ん
で
す
。
そ
こ
に
「
経
教
は
こ
れ
を
喩
う
る
に
鏡
の
如
し
、
数
々
読
み
、
数
々
尋
ぬ
れ
ば
、
智

慧
を
開
発
す
。
」
（
真
聖
全
一
・
四
九
三
頁
）
と
。

■ 影現という言葉
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四

■

「

深

信

行

者

」

の

読

み

替

え

第
六
深
信
の
「
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
い
う
そ
の
言
葉
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
善
導
大
師
の
も
と
の
『
観
経
疏
』
の
文
を
み
ま
す
と
、
こ
れ
は
「
信
巻
」
で

は
、
「
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
者
は
」
（
聖
典
二
一
六
頁
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
ね
。
「
た
だ
よ
く
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
者
は
、
必
ず
衆
生
を

誤
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
宗
祖
は
そ
の
「
行
を
」
と
い
う
言
葉
を
『
愚
禿
鈔
』
で
は
削
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
『
観
経
疏
』
の
「
行
を
深
信
す
る
者
は
」
と
い
う
こ
れ
も
、
そ
も
そ
も
宗
祖
の
読
み
で
す
。
坂
東
本
の
読
み
で
あ
り
ま
す
。
『
六
要
会
本
』
な
ど
を
み
ま
す
と
、

こ
れ
は
「
深
信
す
る
行
者
は
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
坂
東
本
で
は
、
「
行
を
深
信
す
る
」
と
い
う
「
を
」
と
い
う
送
り
仮
名
と
、
一
と
二
と
い
う
返
り
点
が
わ
ざ
わ

ざ
朱
で
入
っ
て
お
り
ま
す
。
後
か
ら
朱
で
入
れ
て
あ
る
。
「
行
を
深
信
す
る
」
と
い
う
と
き
の
行
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
念
仏
の
大
行
で
し
ょ
う
。
そ
の
念
仏
の
大
行

と
い
う
も
の
を
『
観
経
』
に
依
っ
て
深
信
す
る
。

『
大
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
念
仏
の
大
行
を
『
観
経
』
に
依
っ
て
深
信
す
る
の
で
す
。
『
観
経
』
を
通
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
わ
ば
行
者
の
願
わ
れ
る

べ
き
姿
と
し
て
願
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
一
切
の
行
者
等
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
は
「
必
ず
衆
生
を
誤
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
「
こ
の

経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
者
は
、
必
ず
衆
生
を
誤
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
そ
こ
に
、
た
だ
自
分
が
明
ら
か
に
な
る
だ
け
で
は
な
い
。
衆
生
も
誤
ら
せ
な
い
。
こ
れ
は
善

導
大
師
は
摂
論
宗
の
説
に
対
し
て
「
自
損
損
他
」
（
『
般
舟
讃
』
）
と
、
「
自
失
誤
他
」
（
「
玄
義
分
」
）
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
自
ら
失
し
他
を
誤

ら
す
。
摂
論
宗
の
見
方
と
い
う
も
の
を
「
自
失
誤
他
」
と
批
判
し
て
、
「
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
者
は
、
必
ず
衆
生
を
誤
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
何
か
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
」
と
い
う
こ
と
に
つ
き
な
い
問
題
を
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
菩
薩
の
論
に
依
る
な
、
仏
言
に
依
れ
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
経
典
が

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
「
行
を
深
信
す
る
」
と
い
う
と
き
に
は
必
ず
こ
の
経
に
依
れ
と
。
そ
こ
に
仏
言
、
仏
語
と
い
え
ど
も
、
仏
語
の
中
で
も
こ
の
経
に
依
れ
と
い

う
こ
と
が
重
ね
て
願
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
前
回
、
藤
元
君
が
注
意
し
て
お
り
ま
す
善
導
の
『
観
経
』
の
見
方
、
読
み
方
の
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

藤
元
君
は
深
信
と
書
い
て
あ
る
も
の
を
な
ぜ
善
導
大
師
は
七
種
に
展
開
し
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
は
善
導
大
師
の
『
観
経
』
の
読
み
方
が
あ
る
と
。
そ
れ

は
韋
提
希
と
等
し
く
『
観
経
』
を
実
践
し
た
善
導
が
そ
こ
に
お
る
と
い
う
指
摘
を
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
韋
提
希
は
そ
こ
に
出
て
き
ま
す
よ
う
に
実
業
の
凡
夫
で
す
。

実
業
の
凡
夫
と
い
う
の
が
善
導
大
師
の
人
間
観
で
あ
っ
た
、
そ
う
い
う
指
摘
が
そ
こ
に
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
念
仏
の
大
行
と
い
う
も
の
の
正
機
、
い
か
な

る
も
の
の
た
め
の
行
か
と
い
う
、
古
来
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
機
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
が
『
観
経
』
だ
。
法
と
い
う
も
の
は
法
の
機
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ

第九講 第六には「この経に依って深信す。」
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と
に
お
い
て
道
と
な
る
。
そ
こ
に
『
観
経
』
と
い
う
も
の
は
『
大
経
』
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
ん
け
れ
ど
も
、
同
時
に
『
大
経
』
は
『
観
経
』
が
な
け
れ
ば
具
体
化
し

な
い
。

曽
我
先
生
は
『
大
経
』
は
大
空
を
ゆ
う
ゆ
う
と
飛
ん
で
い
る
飛
行
機
だ
、
自
在
無
碍
に
飛
ん
で
い
る
飛
行
機
だ
。
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
見
上
げ
て
い
る
け
れ
ど
も
自
分

と
関
係
が
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
す
ね
。
関
係
が
も
て
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
『
観
経
』
は
潜
航
艇
だ
と
。
煩
悩
の
大
海
を
く
ぐ
る
潜
航
艇
、
潜
水
艦
で
す
ね
。
た
し

か
『
小
経
』
は
、
水
面
を
走
る
水
上
艇
だ
っ
た
か
な
。
と
も
か
く
そ
こ
に
ゆ
う
ゆ
う
た
る
『
大
経
』
の
本
願
の
法
と
い
う
も
の
が
衆
生
の
煩
悩
の
大
海
の
中
に
自
ら
表

現
し
て
き
た
の
が
『
観
経
』
だ
と
。
そ
れ
で
『
観
経
』
の
意
義
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
『
観
経
』
の
意
義
と
い
う
も
の
を
、
そ
れ
こ
そ
古
今
楷
定
さ

れ
た
の
が
善
導
大
師
で
す
わ
ね
。
善
導
大
師
の
事
業
、
そ
れ
は
古
来
の
『
観
経
』
観
を
ま
っ
た
く
根
底
か
ら
見
直
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■

古

今

楷

定

の

事

業

古
今
楷
定
の
事
業
と
い
う
こ
と
が
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
古
今
楷
定
の
事
業
の
根
本
に
あ
る
も
の
は
、
善
導
大
師
の
「
本
為
凡
夫
兼
為
聖
人
」
と
い
う
仏
教

史
観
で
す
ね
。
仏
教
は
凡
夫
の
た
め
の
道
で
あ
っ
て
兼
ね
て
聖
人
を
救
う
の
だ
。
聖
人
の
た
め
の
仏
教
、
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
善
導
大
師
以
前
に
あ
っ
て
は
、
「
本

為
聖
人
兼
為
凡
夫
」
だ
っ
た
。
凡
夫
は
お
ち
こ
ぼ
れ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
凡
夫
こ
そ
が
民
衆
で
あ
り
人
間
で
あ
る
。
そ
こ
に
立
っ
て
仏
教
の
歴
史
と
い
う
も
の
を

見
直
し
た
。
仏
意
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
事
業
が
古
今
楷
定
の
事
業
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
『
観
経
』
の
九
品
の
見
方
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
諸
師
の
見
方
と
い
う
も
の
と
、
ま
っ
た
く
違
っ
て
く
る
。
諸
師
の
見
方

で
は
、
上
品
は
大
乗
の
聖
人
で
す
ね
。
上
品
上
生
・
上
品
中
生
・
上
品
下
生
と
い
う
の
は
大
乗
の
聖
人
で
す
。
そ
れ
か
ら
中
品
は
小
乗
の
聖
人
で
す
。
そ
し
て
下
品
が

大
乗
始
学
の
凡
夫
で
す
。
そ
う
い
う
の
が
だ
い
た
い
諸
師
の
九
品
の
見
方
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
善
導
大
師
は
、
上
品
は
遇
大
の
凡
夫
、
つ
ま
り
大
乗
に
遇
う
縁
を

も
っ
た
凡
夫
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
中
品
は
遇
小
の
凡
夫
で
す
、
小
乗
に
遇
う
縁
を
も
っ
た
凡
夫
で
す
。
そ
し
て
下
品
は
遇
悪
の
凡
夫
で
あ
る
。
と
も
に
凡
夫
で
す
。
等

し
く
凡
夫
で
す
。
た
だ
遇
う
縁
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

す
べ
て
等
し
く
五
濁
の
凡
夫
で
す
け
れ
ど
も
、
「
た
だ
し
縁
に
遇
う
に
異
あ
る
を
も
っ
て
」
（
真
聖
全
一
・
四
五
三
頁
）
、
つ
ま
り
遇
縁
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
り

あ
り
と
。
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
遇
縁
の
違
い
で
す
、
上
品
・
中
品
・
下
品
と
い
う
の
は
。
等
し
く
五
濁
の
凡
夫
で
す
。
で
す
か
ら
諸
師
は
、
迷
い
、
生
活
上
の
悶
え
、

そ
う
い
う
も
の
を
離
れ
た
立
場
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
離
れ
た
立
場
を
想
定
し
て
、
そ
の
立
場
か
ら
仏
教
を
見
る
。
生
活
上
の
い
ろ
い
ろ
な

煩
悶
を
離
れ
う
る
場
、
離
れ
た
場
、
そ
れ
を
視
座
と
し
て
仏
教
を
見
る
。
そ
れ
に
対
し
て
善
導
大
師
は
ど
こ
ま
で
も
実
業
の
凡
夫
と
い
う
と
こ
ろ
に
仏
教
を
み
る
視
点

を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
実
業
の
凡
夫
と
い
う
こ
と
を
藤
元
君
は
「
不
能
遠
観
」
と
お
さ
え
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
だ
い
た
い
『
観
経
』
と
い
う
の
は
凡
夫
の
自
覚

■ 古今楷定の事業
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を
う
な
が
し
て
い
る
経
典
で
す
ね
。
「
不
能
遠
観
」
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
定
善
示
観
縁
、
つ
ま
り
序
分
の
一
番
最
後
に
出
て
く
る
言
葉
で
す
。

仏
告
韋
提
希
。
汝
是
凡
夫
、
心
想
羸
劣
、
未
得
天
眼
、
不
能
遠
観
。

（
聖
典
九
五
頁
）

と
。
こ
れ
は
い
つ
も
申
し
ま
す
よ
う
に
、
こ
の
言
葉
は
凡
夫
と
い
う
概
念
を
一
番
端
的
に
示
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
「
心
想
羸
劣
」
と
い
う
の
は
状
況
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ

て
い
る
、
直
接
的
に
は
意
志
薄
弱
で
す
が
、
つ
ま
り
方
向
が
定
ま
ら
な
い
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
藤
元
君
が
「
不
能
遠
観
」
と
い
う
こ
と
を
応
急
処
置
か
、
応
急
手
当
か
、
そ
う
い
う
言
葉
で
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
の
場
そ
の
場
、
目
先
の
応
急
手

当
し
か
で
き
な
い
。
応
急
手
当
に
追
わ
れ
て
、
ま
さ
に
追
わ
れ
追
わ
れ
て
一
生
を
終
わ
る
。
そ
う
い
う
姿
を
み
て
お
り
ま
す
が
、
凡
夫
と
い
う
の
は
ま
さ
に
そ
う
い
う

こ
と
で
す
が
、
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
心
想
羸
劣
の
ほ
う
に
、
そ
う
い
う
意
味
を
感
じ
ま
す
、
応
急
手
当
と
い
う
の
は
。
い
つ
も
応
急
手
当
で
し
か
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
「
未
得
天
眼
、
不
能
遠
観
」
の
ほ
う
は
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
よ
う
に
第
六
願
で
す
ね
。
本
願
文
の
第
六
願
に
天
眼
智
通
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
本
願

文
に
よ
れ
ば
、
天
眼
と
い
う
の
は
、
「
下
、
百
千
億
那
由
他
の
諸
仏
の
国
を
見
」
る
。
つ
ま
り
天
眼
と
い
う
の
は
無
量
無
数
の
諸
仏
の
国
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
眼
で

し
ょ
う
。
諸
仏
を
見
い
だ
す
眼
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
か
ら
い
い
ま
す
と
、
不
能
遠
観
と
い
う
の
は
、
遠
く
を
観
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
を
藤
元
君
は
目
先

と
お
さ
え
て
く
れ
た
の
で
す
が
。
目
先
の
こ
と
し
か
見
え
な
い
。
自
分
の
思
い
し
か
見
え
な
い
。
諸
仏
の
国
土
が
見
え
な
い
、
諸
仏
が
見
え
な
い
。

つ
ま
り
遠
く
と
は
自
分
の
思
い
を
離
れ
て
、
自
分
の
思
い
を
こ
え
て
…
…
。
藤
元
君
は
「
現
実
を
超
え
て
現
実
を
見
る
」
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
「
人
間
に
よ
っ

て
人
間
を
と
ら
え
た
の
で
は
な
い
。
如
来
に
よ
っ
て
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
如
来
の
明
ら
か
に
し
た
も
う
た
人
間
観
、
如
来
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
真
理
観
」
と

い
う
言
い
方
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
遠
観
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
如
来
に
よ
っ
て
と
ら
え
た
人
間
観
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
思
い
に
よ
っ
て
と
ら
え
た
人
間
観

し
か
な
い
。
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
自
分
の
思
い
を
こ
え
な
い
。
そ
こ
に
六
神
通
の
場
合
は
第
十
願
の
漏
尽
智
通
と
い
う
の
が
一
番
根
本
で
す
が
、
そ
こ
に
「
想
念
」
と

い
う
言
葉
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
別
に
違
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
言
葉
尻
で
い
い
ま
す
と
、
ち
ょ
っ
と
言
い
か
え
た
い
思
い
が
あ
る
の

で
す
が
、
と
も
か
く
、
そ
こ
に
「
汝
は
こ
れ
凡
夫
」
と
、
こ
れ
は
自
覚
を
う
な
が
す
言
葉
で
す
わ
ね
。
お
ま
え
は
凡
夫
だ
ぞ
と
。
だ
か
ら
実
業
の
凡
夫
と
い
う
の
は
凡

夫
と
い
う
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
の
で
す
ね
。
凡
夫
で
あ
る
こ
と
が
自
覚
で
き
な
い
ほ
ど
凡
夫
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
そ
こ
に
ま
ず
定
善
示
観
縁
、
つ
ま
り
序
分
の
一
番

最
後
に
、
「
汝
は
こ
れ
凡
夫
」
と
う
な
が
し
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
逆
に
、
そ
れ
こ
そ
日
想
観
か
ら
の
浄
土
を
観
ず
る
と
い
う
こ
と
が
、
藤
元
君
の
い
う
如

来
の
眼
に
よ
っ
て
自
己
を
観
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
浄
土
を
と
お
し
て
自
己
が
明
ら
か
に
な
る
。
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五

で
す
か
ら
定
善
示
観
縁
の
書
き
出
し
と
ま
っ
た
く
同
じ
書
き
出
し
で
、
こ
の
華
座
観
で
す
ね
。
第
七
華
座
観
が
説
か
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
「
仏
告
阿
難

及
韋
提
希
、

諦
聴
諦
聴
、
善
思
念
之
」
（
聖
典
一
〇
〇
頁
）
と
、
定
善
示
観
縁
と
同
じ
よ
う
な
書
き
出
し
で
す
。
九
四
頁
の
最
後
の
行
に
も
、
「
仏
告
阿
難

及
韋
提
希
、
諦
聴
諦

聴
、
善
思
念
之
」
と
あ
い
響
き
あ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
諸
師
方
は
華
座
観
の
最
初
の
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
は
こ
の
後
の
浄
土
の
正
報
で
す
ね
。
こ
こ
か
ら
後
は
仏

・
菩
薩
が
観
じ
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
浄
土
の
正
報
を
観
ず
る
序
分
で
あ
る
と
。
定
善
示
観
縁
の
ほ
う
は
浄
土
の
依
報
、
浄
土
の
池
だ
と
か
大
地
だ
と
か
を
観
ず
る

序
分
だ
と
。
依
報
の
序
分
、
正
報
の
序
分
、
そ
う
い
う
言
い
方
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
善
導
大
師
は
そ
こ
か
ら
を
序
分
と
見
ず
に
華
座
観
と
ご
覧
に
な
り
ま
す
。

諸
師
は
そ
の
後
に
出
て
く
る
住
立
空
中
尊
と
い
う
の
を
華
座
の
は
た
ら
き
と
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
序
分
だ
と
。
つ
ま
り
諸
師
は
、
「
仏
、
韋
提
希
に
告

げ
た
ま
わ
く
、
か
の
仏
を
観
ん
と
欲
わ
ば
、
当
に
想
念
を
起
こ
す
べ
し
」
（
聖
典
一
〇
一
頁
）
と
、
こ
こ
か
ら
を
華
座
観
と
み
る
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
序
分
だ
と
。

正
報
の
序
分
で
す
ね
。
最
初
の
定
善
示
観
縁
は
依
報
の
序
分
と
。
し
か
し
善
導
大
師
は
そ
う
い
う
諸
師
の
見
方
を
破
っ
て
最
初
か
ら
華
座
観
だ
と
。

で
、
そ
こ
に
注
意
さ
れ
ま
す
の
が
、
華
座
観
の
最
初
の
、

仏
、
当
に
汝
が
た
め
に
、
苦
悩
を
除
く
法
を
分
別
し
解
説
し
た
ま
う
べ
し
。
汝
等
、
憶
持
し
て
、
広
く
大
衆
の
た
め
に
分
別
し
解
説
す
べ
し
。
（
聖
典
一
〇
〇
頁
）

と
い
う
言
葉
で
す
ね
。
「
汝
」
と
い
う
言
葉
は
、
前
の
「
汝
は
こ
れ
凡
夫
」
と
い
う
言
葉
に
響
き
お
う
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
も
こ
こ
で
は
「
汝
が
た
め
に
、
苦

悩
を
除
く
法
を
分
別
し
」
と
い
う
苦
悩
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
そ
の
苦
悩
は
自
覚
さ
れ
た
苦
悩
で
す
。
前
の
ほ
う
で
は
「
汝
は
こ
れ
凡
夫
」
と
う
な
が
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
こ
こ
で
は
凡
夫
と
し
て
の
苦
悩
を
か
か
え
て
い
る
の
で
す
。
苦
悩
を
自
覚
し
て
き
て
い
る
。
苦
悩
を
自
覚
し
て
い
る
も
の
が
日
想
観
か
ら
宝
楼
観
ま
で
の

浄
土
の
観
法
で
す
。
浄
土
を
観
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
機
の
深
信
、
逆
に
自
己
を
見
い
だ
し
て
き
た
。
そ
の
苦
悩
の
自
覚
が
住
立
空
中
尊
を
仰
が
せ
し
め
る
。

■

韋

提

希

の

苦

悩

の

深

さ

に

応

え

て

仏

は

立

っ

て

い

る

つ
ま
り
、
こ
れ
は
住
立
空
中
尊
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
何
度
も
言
い
ま
す
よ
う
に
、
三
昧
に
住
し
て
お
る
べ
き
仏
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
仏
と
し
て
の
軽

挙
を
あ
え
て
さ
し
て
い
る
の
は
、
三
悪
の
火

に
臨
々
と
し
て
入
ら
ん
と
し
て
い
る
韋
提
希
の
す
が
た
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
一
瞬
を
逃
し
た
ら
三
悪
の
火

に

沈
む
ほ
か
な
い
。
そ
の
韋
提
希
の
苦
悩
の
深
さ
に
応
え
て
仏
は
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
「
立
撮
即
行
」
（
真
聖
全
一
・
五
一
四
頁
）
で
す
。
住
立
空
中
。
立
ち
上
が

っ
て
い
る
仏
の
す
が
た
で
す
。
そ
こ
に
、
「
三
悪
の
火

臨
臨
と
し
て
入
り
な
ん
と
欲
す
」
（
同
頁
）
と
い
う
、
そ
れ
は
仏
の
見
た
韋
提
希
の
す
が
た
で
あ
り
、
同
時

に
住
立
空
中
尊
を
仰
ぎ
見
る
韋
提
希
の
自
覚
な
の
で
す
。
苦
悩
の
内
容
で
す
。
善
導
大
師
の
『
観
経
』
観
と
い
う
の
は
、
実
業
の
凡
夫
韋
提
希
の
上
に
人
間
の
事
実
を

■ 韋提希の苦悩の深さに応えて仏は立っている
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み
る
。
そ
こ
か
ら
ず
っ
と
仏
教
の
歴
史
が
見
直
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
善
導
大
師
の
古
今
楷
定
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
面
で
い
ろ
ん
な
か
た
ち

で
、
善
導
の
『
観
経
』
観
が
こ
の
『
観
経
疏
』
の
中
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
古
今
楷
定
と
い
う
も
の
の
貫
く
意
義
だ
と
い
っ
て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

■

「

こ

の

経

に

依

っ

て

」

と

は

「

本

為

凡

夫

」

の

仏

教

史

観

で
す
か
ら
、
も
と
に
帰
り
ま
す
と
、
「
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
い
う
こ
と
は
「
本
為
凡
夫
」
の
仏
教
史
観
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
経
に
依
る
と
い
う
こ
と
、

こ
の
経
に
依
っ
て
仏
教
を
信
ず
る
、
こ
の
経
に
依
っ
て
信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
初
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
『
観
経
』
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
定
散
二
善
の
法

に
よ
っ
て
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
も
う
前
に
出
て
い
る
第
三
の
深
信
が
そ
う
い
う
定
散
の
二
善
に
依
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

第
六
の
深
信
に
あ
る
の
は
、
経
に
向
か
う
こ
ち
ら
の
視
点
と
申
し
ま
す
か
、
姿
勢
で
す
ね
。
そ
こ
に
実
業
の
凡
夫
の
上
に
自
ら
を
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
こ
の

経
に
依
っ
て
深
信
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
韋
提
希
を
自
ら
と
し
て
、
藤
元
君
は
善
導
大
師
が
韋
提
希
を
、
韋
提
希
と
い
う
一
人
の
人
間
観
の
中
に
自
分
を
見
て
い
た
と

指
摘
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
勧
め
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
、
「
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
い
う
こ
と
は
。

仏
教
を
ど
う
み
る
か
、
そ
こ
に
善
導
大
師
の
言
葉
で
は
、
仏
語
と
い
う
も
の
を
「
仏
は
こ
れ
満
足
大
悲
の
人
な
る
が
ゆ
え
に
」
（
聖
典
二
一
六
頁
）
と
い
う
言
葉
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
最
初
に
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
別
時
意
の
難
に
対
す
る
応
答
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
の
で
す
が
、

し
か
し
、
そ
こ
に
「
満
足
大
悲
の
人
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
の
は
、
凡
夫
と
い
う
こ
と
に
対
置
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
「
満
足
大
悲
」
、
大
悲
を
満
足
す
る
と

い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
存
在
の
全
肯
定
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
よ
そ
い
か
な
る
存
在
で
あ
れ
、
そ
れ
が
衆
生
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
を
捨
て
ず
と

い
う
、
つ
ま
り
存
在
の
全
肯
定
で
し
ょ
う
。
す
べ
て
を
肯
定
す
る
。
満
足
大
悲
者
と
は
存
在
の
全
肯
定
者
で
す
。
す
べ
て
を
肯
定
す
る
も
の
で
す
。
逆
に
申
し
ま
す
と
、

満
足
大
悲
者
を
仰
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
自
分
を
三
悪
の
火

に
臨
々
と
し
て
入
ら
ん
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
見
い
だ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
ら
が
三
悪
の

火

に
臨
々
と
し
て
入
ら
ん
と
し
て
い
る
も
の
、
そ
う
い
う
こ
と
を
抜
き
に
し
た
ら
満
足
大
悲
と
い
う
こ
と
は
意
味
が
な
い
。
満
足
大
悲
者
と
い
う
こ
と
が
う
な
ず
か

れ
る
の
は
、
こ
ち
ら
か
ら
は
一
歩
も
足
が
出
な
い
も
の
に
と
っ
て
で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
か
ら
一
歩
も
足
が
出
な
い
も
の
に
と
っ
て
、
仏
は
こ
れ
満
足
大
悲
者
と
い
う
こ

と
が
う
な
ず
か
れ
る
の
で
す
。

■

諦

語

・

実

語

・

時

語

で
す
か
ら
満
足
大
悲
者
と
い
う
こ
と
は
、
仏
の
衆
生
に
対
す
る
全
肯
定
だ
、
絶
対
肯
定
だ
。
衆
生
か
ら
い
え
ば
仏
を
満
足
大
悲
者
と
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏

の
絶
対
肯
定
で
す
。
仏
へ
の
絶
対
帰
依
で
す
。
仏
を
満
足
大
悲
者
と
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
ち
ら
か
ら
条
件
は
つ
け
ら
れ
ん
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
「
実

語
な
る
が
ゆ
え
に
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
何
度
か
申
し
ま
し
た
が
、
実
語
と
い
う
の
は
『
十
地
経
論
』
な
ど
に
正
語
の
内
容
と
し
て
、
諦
語
・
実
語
・
時
語
、
こ

第九講 第六には「この経に依って深信す。」



- 152 -

の
三
つ
の
条
件
を
そ
な
え
た
言
葉
を
正
語
と
い
う
。
諦
語
は
真
実
を
言
い
表
し
て
い
る
言
葉
、
真
理
を
言
い
表
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
だ
か
ら
諦
語
は
法
の
深
信
に
か

か
わ
る
の
で
し
ょ
う
。
法
に
か
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
実
語
は
実
意
の
あ
る
言
葉
で
す
。
満
足
大
悲
の
言
葉
で
す
。
つ
ま
り
機
の
深
信
に
か
か
わ
る
。
だ
か
ら
諦
語
は

法
を
明
ら
か
に
す
る
言
葉
で
す
が
、
実
語
は
自
分
を
手
渡
す
言
葉
で
す
。
本
願
の
満
足
大
悲
の
言
葉
で
す
。
本
願
の
言
葉
と
い
う
の
は
、
仏
が
仏
を
、
仏
自
身
を
衆
生

に
手
渡
す
言
葉
で
す
。
誓
い
な
の
で
す
。

し
か
も
さ
ら
に
時
語
、
時
に
か
な
う
。
時
と
い
う
問
題
で
す
。
人
間
は
時
に
お
い
て
具
体
的
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
諦
語
は
真
理
、
実
語
は
自
己
を
手
渡
す
言
葉
で

す
か
ら
、
時
語
と
い
う
の
は
ま
さ
し
く
配
慮
で
す
。
語
る
べ
き
時
、
語
る
べ
き
と
こ
ろ
を
配
慮
す
る
。
そ
う
い
う
言
葉
だ
け
が
正
語
で
す
。
つ
ま
り
人
を
生
か
す
言
葉

と
な
る
。
正
語
と
い
う
の
は
人
を
生
か
す
言
葉
で
す
。
人
を
生
み
だ
す
言
葉
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
が
そ
う
い
う
実
語
、
満
足
大
悲
の
言
葉
を
信
ず
る
、

本
願
を
信
ず
る
と
こ
ろ
に
た
ま
わ
る
現
生
の
利
益
、
現
生
の
利
益
と
い
う
も
の
は
存
在
へ
の
勇
気
、
存
在
へ
の
情
熱
を
た
ま
わ
る
。
現
生
の
利
益
と
は
自
己
が
自
己
の

存
在
へ
の
勇
気
を
た
ま
わ
る
。
情
熱
を
た
ま
わ
る
、
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
そ
う
い
う
こ
と
を
思
う
わ
け
で
す
。

だ
い
た
い
第
一
の
深
信
が
機
の
深
信
、
第
二
か
ら
第
七
ま
で
が
法
の
深
信
と
古
来
科
文
さ
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
第
六
は
機
の
姿
勢
に
か
か
わ
る
、
そ
う
い

う
意
味
が
私
に
は
思
わ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

質

疑

前
回
の
藤
元
君
の
と
こ
ろ
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
「
七
深
信
の
一
番
最
後
に
「
深
心
の
深
信
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。
「
深
心
の
深
信
は

宮

城

決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。
こ
れ
が
深
心
と
い
わ
れ
る
も
の
の
結
論
で
あ
り
ま
す
」
と
。
深
心
の
結
論
…
…
。
こ
の
こ
と
と
深
心
の
結
論
が
自
心
を
建
立
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
が
「
定
散
自
力
の
心
」
で
あ
り
「
自
性
唯
心
に
沈
む
」
と
。
「
で
す
か
ら
自
心
を
建
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
結
論
だ
と
い
う
と
こ
ろ
は
「
定
散
自
力
の

心
」
で
あ
る
と
か
「
自
性
唯
心
に
沈
む
」
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
宗
祖
が
「
信
巻
」
に
批
判
さ
れ
た
、
と
も
に
自
心
の
問
題
な
の
で
あ
り
ま
す
」
と
な
る
と
、
ど

う
も
…
…
。
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
そ
の
言
葉
を
書
い
て
し
ま
う
と
、
逆
に
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
…
…
。
彼
の
こ
と
や
か
ら
深
い
意
味
で
読
ん
で
く
れ
た
の
か
も
わ

か
ら
な
い
が
。
そ
れ
に
し
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
宗
祖
は
第
七
深
信
だ
け
は
「
化
身
土
巻
」
に
引
い
て
い
る
わ
ね
。

前
回
の
講
義
で
「
信
巻
」
で
は
自
性
唯
心
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
批
判
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
対
し
て
、
い
ま
こ
の
深
心
釈
の
最
後
は
自
心
を
建
立

問

い

す
る
と
い
う
こ
と
が
結
論
だ
と
。
そ
の
提
起
で
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
だ
問
題
性
か
ら
い
え
ば
、
「
信
巻
」
で
は
自
性
唯
心
と
し
て
批
判
的
に
い
わ
れ

■ 諦語・実語・時語
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て
い
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
七
深
信
の
第
七
に
、
「
ま
た
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。
そ
の
こ
と
と
の
対
比
と
い
い
ま
す
か
…
…
。
そ

の
後
は
僕
の
ノ
ー
ト
で
も
深
心
と
い
う
こ
と
の
釈
に
入
ら
れ
て
、
深
心
と
い
う
は
浅
い
心
に
対
し
て
深
い
心
で
な
い
。
深
い
と
い
う
の
は
深
く
信
ず
る
心
だ
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
展
開
で
す
。
こ
こ
で
、
藤
元
先
生
は
、
あ
く
ま
で
『
愚
禿
鈔
』
の
自
心
を
建
立
せ
よ
と
い
う
、
こ
の
言
葉
が
重
い
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
。

「
せ
よ
」
と
い
う
、
こ
れ
が
ひ
っ
か
か
る
。
そ
こ
を
も
う
少
し
し
ゃ
べ
っ
て
も
ら
わ
ん
と
い
か
ん
な
。

宮

城

そ
う
で
す
ね
。
む
し
ろ
だ
か
ら
『
愚
禿
鈔
』
で
は
肯
定
的
に
出
し
て
あ
り
、
「
信
巻
」
で
は
否
定
的
に
出
さ
れ
て
い
る
。
『
愚
禿
鈔
』
で
は
か
え
っ
て
…
…
。

問

い

こ
れ
を
結
論
と
い
う
の
は
、
七
深
信
の
結
論
は
自
心
を
建
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
、
そ
う
い
う
提
起
は
後
の
話
の
中
で
も
お
っ
し
ゃ
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
僕
も
そ
の
へ
ん
ひ
っ
か
か
っ
て
お
っ
た
も
の
で
、
後
の
質
問
で
言
っ
た
ら
、
急
ぐ
な
と
い
わ
れ
て
…
…
。

急
ぐ
な
と
言
う
ん
や
か
ら
、
や
っ
て
く
れ
る
ん
や
ろ
。
（
笑
）

宮

城

前
回
、
聞
い
た
の
で
は
七
深
信
と
は
善
導
は
い
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
一
者
、
二
者
と
い
う
か
た
ち
で
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
第
一
と
第
二
の
一
、
二
で
あ
っ

問

い

て
、
あ
と
の
残
り
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
親
鸞
が
あ
え
て
三
、
四
、
五
、
六
、
七
と
印
を
立
て
た
親
鸞
の
課
題
、
そ
う
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
む
し

ろ
中
心
課
題
と
し
て
あ
っ
て
、
深
い
と
い
う
の
は
そ
れ
が
た
ん
な
る
深
層
心
理
で
は
な
い
の
だ
と
。
む
し
ろ
信
と
い
う
も
の
を
構
造
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
、
そ
う

い
う
話
で
し
た
。

こ
れ
は
ま
あ
し
か
し
、
後
の
第
五
深
信
に
つ
い
て
の
三
遣
と
か
三
随
順
と
か
三
是
名
と
か
、
と
い
う
の
は
『
観
経
疏
』
自
体
に
は
そ
う
い
う
の
は
な
い
わ
け
や

宮

城

わ
ね
。
そ
れ
を
宗
祖
は
『
愚
禿
鈔
』
で
三
遣
・
三
随
順
・
三
是
名
と
た
て
て
い
か
れ
る
わ
け
で
、
『
愚
禿
鈔
』
全
体
を
貫
く
、
宗
祖
が
『
愚
禿
鈔
』
を
書
い
て
お
ら
れ

る
意
図
と
い
う
も
の
が
か
ら
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
が
ね
。
七
深
信
の
と
こ
ろ
だ
け
で
な
し
に
。

今
日
の
講
義
の
と
こ
ろ
で
「
第
三
に
は
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。
」
」
と
あ
る
こ
と
と
、
「
第
六
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。
」
」
と
。
簡

問

い

単
に
み
た
場
合
に
は
、
こ
の
後
の
、
第
六
の
「
こ
の
経
」
は
『
観
経
』
で
あ
る
と
。
そ
う
す
る
と
、
同
じ
こ
と
が
二
度
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
第
三
の
場

合
に
は
『
観
経
』
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
第
六
の
ほ
う
か
ら
い
え
ば
『
観
経
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
こ
ろ
の
、
先
ほ
ど
の
話
か
ら
言
い
ま

す
と
、
凡
夫
と
い
う
課
題
を
機
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
こ
と
を
『
観
経
』
に
依
っ
て
深
信
す
る
と
。
先
の
第
三
は
、
法
と
機
と
分
け
て
み
て
よ
ろ
し
い
わ
け
で
す
か
。

二
一
六
頁
の
一
行
目
か
ら
が
先
ほ
ど
少
し
ふ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
第
三
で
す
ね
。
こ
こ
で
は
、

宮

城

「
ま
た
決
定
し
て
深
く
、
「
釈
迦
仏
、
こ
の
『
観
経
』
に
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
き
て
、
か
の
仏
の
依
正
二
報
を
証
讃
し
て
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
」
と
信

第九講 第六には「この経に依って深信す。」
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ず
」
と
、
こ
れ
が
説
法
の
内
容
で
し
ょ
う
。
そ
の
説
法
の
内
容
を
信
ず
る
の
で
し
ょ
う
。
説
法
の
内
容
に
お
い
て
『
観
経
』
と
い
う
経
典
が
深
信
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
第
六
の
ほ
う
は
、
そ
の
意
味
で
前
の
第
五
の
「
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
し
、
仏
願
に
随
順
す
」
と
、
そ
う
い
う
も
の
を
う
け
て
『
観
経
』
と
い
う
か
た
ち

で
展
開
し
て
い
る
仏
願
・
仏
意
・
仏
教
で
す
わ
ね
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
先
ほ
ど
言
っ
た
こ
と
で
い
え
ば
善
導
が
見
た
仏
教
史
観
で
す
。
『
観
経
』
に
ま
で
あ
ら
わ
れ
て

い
る
仏
意
に
随
順
し
て
い
く
。
『
観
経
』
に
ま
で
あ
ら
わ
れ
た
仏
意
に
よ
っ
て
行
じ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
を
思
う
わ
け
で
す
。
行
者
の
姿
勢
で
す
ね
。
行
者
の
歩
み

の
姿
勢
に
か
か
わ
っ
て
第
五
・
第
六
が
出
て
き
た
。

そ
う
な
っ
た
場
合
に
、
第
三
の
「
『
観
経
』
を
深
信
す
」
と
い
う
、
こ
の
内
容
を
包
括
し
て
…
…
、
い
ま
の
話
だ
と
。
む
し
ろ
第
六
の
ほ
う
が
仏
教
な
り
、
仏

問

い

意
な
り
、
仏
願
と
い
う
意
味
ま
で
も
つ
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
第
三
の
こ
と
が
ら
は
第
六
に
重
な
る
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
で
す
か
。

重
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
当
然
重
な
っ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
藤
元
君
が
言
っ
て
く
れ
て
い
る
、
善
導
の
見
た
『
観
経
』
、
つ
ま
り
そ
れ
は
実
業
の
凡

宮

城

夫
韋
提
希
に
自
分
を
み
る
。
そ
こ
に
身
を
す
え
て
法
を
聞
く
と
。
そ
の
こ
と
や
と
思
う
け
ど
な
。
ど
こ
に
自
分
を
す
え
て
み
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

二
か
ら
七
ま
で
と
い
う
の
は
、
法
の
深
信
の
内
容
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
自
体
は
『
観
経
疏
』
で
の
「
一
つ
に
は
」
「
二
つ
に
は
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
機

問

い

の
深
信
、
法
の
深
信
と
い
わ
れ
、
あ
と
は
「
ま
た
」
と
い
う
言
葉
で
続
く
わ
け
で
す
か
ら
、
だ
か
ら
第
二
の
深
信
が
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
と
く

に
宗
祖
が
三
、
四
、
五
、
六
、
七
と
、
あ
え
て
独
立
さ
せ
て
七
深
信
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
今
日
の
…
…
。

つ
ま
り
『
観
経
』
の
場
合
は
善
導
の
、
た
と
え
ば
欣
慕
せ
し
め
る
、
「
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
」
経
だ
と
。
『
弥
陀
経
』
の
ほ
う
は
諸
仏
が
証
讃
し
た
も
う
経

宮

城

だ
。
つ
ま
り
諸
仏
の
証
讃
に
遇
う
経
で
あ
り
、
欣
慕
の
心
を
引
き
起
こ
せ
し
め
ら
れ
る
経
だ
。
そ
こ
に
欣
慕
の
方
便
に
遇
い
、
諸
仏
の
証
讃
に
遇
う
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
、
『
観
経
』
を
深
信
す
る
、
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
る
と
い
う
の
は
。
そ
の
欣
慕
せ
し
め
ら
れ
、
諸
仏
に
よ
っ
て
証
讃
し
、
証
勧
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
自

分
は
ど
こ
に
お
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
「
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
い
う
、
こ
の
言
葉
の
ね
、
実
業
の
凡
夫
に
展
開
を
思
う
の
で
す
。
そ
う
し
な
い
と
ど
う
に
も
、

そ
れ
こ
そ
第
六
と
第
三
が
同
じ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
ど
っ
ち
に
く
っ
つ
け
る
に
し
て
も
。
第
三
を
第
六
に
く
っ
つ
け
る
に
し
て
も
、
第
六
を
第
三
に
く
っ
つ
け
る

に
し
て
も
、
な
ん
か
や
っ
ぱ
り
違
う
。
違
う
一
点
は
『
愚
禿
鈔
』
の
文
に
よ
る
か
ぎ
り
は
「
依
っ
て
」
と
い
う
言
葉
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
「
依
っ
て
」
と
い
う
こ
と

は
歩
み
、
実
践
に
か
か
わ
る
言
葉
で
す
。

第
三
以
降
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
深
ま
り
を
も
つ
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
展
開
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
自
心
建
立
が
結
論
。

問

い

そ
う
そ
う
、
だ
か
ら
そ
れ
で
非
常
に
気
に
な
る
ん
や
。
後
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
と
こ
や
。
「
化
身
土
巻
」
「
信
巻
」
で
批
判
さ
れ
て
い
る
。
し
か

宮

城

も
そ
れ
を
一
方
で
は
結
論
と
し
て
と
ど
め
る
と
。
自
心
を
建
立
せ
よ
、
な
ん
ち
ゅ
う
ね
。

■ 諦語・実語・時語
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こ
れ
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
ね
。
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
一
か
ら
七
ま
で
で
し
ょ
う
。
こ
の
仏
語
と
い
う
こ
と
が
、
宗
先
生
か
ら
指

問

い

摘
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
先
の
『
大
経
』
『
観
経
』
『
弥
陀
経
』
を
お
さ
え
た
一
貫
し
た
言
葉
だ
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
仏
語
を
「
こ
の
経
に
依
っ

て
深
信
す
る
」
と
、
そ
う
い
う
展
開
で
は
な
い
の
で
す
か
。

だ
か
ら
仏
語
を
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
。

宮

城

い
わ
ゆ
る
第
三
の
『
観
経
』
と
第
六
の
「
こ
の
経
」
の
『
観
経
』
と
い
う
、
そ
う
い
う
対
比
的
な
（
対
比
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
）
こ
と
で
は

問

い

な
く
て
、
つ
ま
り
「
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
い
う
こ
と
は
、
仏
語
の
実
践
的
な
歩
み
と
し
て
『
観
経
』
に
よ
る
。
実
践
的
な
歩
み
と
い
う
の
は
『
観
経
』
に
よ
っ
て
深

信
す
る
の
だ
と
。

仏
語
の
か
。
仏
語
を
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
仏
語
を
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
『
観
経
』
に
依
っ
て
と
い
う
こ
と
は
、
実
業
の

宮

城

凡
夫
と
い
う
と
こ
ろ
に
身
を
お
く
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
と
。
そ
の
こ
と
の
お
さ
え
で
な
い
か
と
思
う
。
だ
か
ら
諸
師
の
、
だ
い
た
い
一
般
に
は
別
時
意
の
難
に
こ
た

え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
経
典
の
言
葉
に
依
れ
と
、
論
の
言
葉
に
依
っ
ち
ゃ
い
か
ん
と
。
だ
か
ら
直
接
的
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
」
と
い
う
こ
と
は
論
に
依
る

な
と
。
つ
ま
り
同
じ
下
品
下
生
の
文
を
お
さ
え
て
『
摂
大
乗
論
』
で
は
、
そ
れ
は
別
時
意
を
説
い
て
い
る
の
だ
と
お
さ
え
る
の
で
す
。
だ
か
ら
『
観
経
』
の
経
文
そ
の

も
の
は
、
そ
こ
で
そ
れ
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
と
。
そ
の
場
合
に
ど
っ
ち
を
と
る
か
と
い
う
と
、
経
文
に
依
れ
と
、
そ
れ
が
ふ
つ
う
の
見
方
で
す
ね
。

第
六
深
信
の
背
後
に
は
別
時
意
の
難
が
あ
る
の
だ
と
。

別
時
意
の
難
と
い
う
の
は
、
経
文
と
論
文
と
の
食
い
違
い
に
あ
る
。
摂
論
派
は
論
文
に
よ
っ
て
経
文
を
解
釈
し
た
。
そ
れ
を
善
導
は
経
文
に
依
れ
と
い
う
こ
と
を
い

う
て
お
る
。
こ
れ
は
だ
い
た
い
講
録
な
ん
か
に
出
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
出
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
を
も
う
少
し
押
し
て
い
く
と
い
う
か
、
あ
る
意
味
で

い
い
ま
す
と
、
宗
祖
に
あ
っ
て
、
や
は
り
そ
の
こ
と
を
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
意
味
で
別
時
意
の
難
を
克
服
さ
れ
た
宗
祖
の
時
代
に
あ

っ
て
、
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
」
と
い
う
こ
と
を
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
諸
師
の
説
明
で
は
、
た
だ
そ
の
時
代
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。

三
依
と
い
う
こ
と
を
実
践
、
歩
み
と
い
う
こ
と
で
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
し
ま
す
と
、
第
三
の
「
『
観
経
』
を
深
信
す
」
と
い
う
こ
の
『
観
経
』
を
深
信
す

問

い

る
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
実
践
と
か
歩
み
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
『
観
経
』
を
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

そ
り
ゃ
、
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
は
実
践
だ
か
ら
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
第
三
の
深
信
と
い
う
の
は
、
ど
こ
ま
で
も

宮

城

仏
願
の
欣
慕
、
欣
慕
の
心
を
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
化
身
土
巻
」
に
あ
り
ま
す
ね
。
欣
慕
の
心
、
欣
慕
の
情
で
す
か
ね
。
つ
ま
り
「
仮
令
の
誓
願
、
良

第九講 第六には「この経に依って深信す。」



- 156 -

に
由
あ
る
か
な
」
（
聖
典
三
四
三
頁
）
と
。
あ
れ
で
す
。
つ
ま
り
「
良
に
由
あ
る
か
な
」
と
深
信
す
る
の
で
す
。
『
観
経
』
が
説
か
れ
欣
慕
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
、
仏

が
欣
慕
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
い
、
そ
の
ゆ
え
ん
を
「
仮
令
の
誓
願
、
良
に
由
あ
る
か
な
」
と
深
信
す
る
、
そ
れ
が
第
三
の
深
信
で
し
ょ
う
。
『
観
経
』
を
深
信
す
る

と
い
う
の
は
、
そ
の
欣
慕
の
情
を
深
信
す
る
。
一
口
で
い
え
ば
定
散
二
善
を
説
い
て
欣
慕
せ
し
め
る
。
だ
か
ら
一
つ
気
に
か
か
る
こ
と
は
、
こ
の
『
愚
禿
鈔
』
で
は
、

『
観
経
疏
』
の
「
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
る
」
と
い
っ
て
あ
る
、
そ
の
「
行
」
と
い
う
の
は
削
っ
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

む
し
ろ
こ
の
「
行
を
」
と
い
う
こ
と
が
実
践
と
い
う
こ
と
で
は
。

問

い

僕
は
逆
に
な
い
と
こ
ろ
に
、
仏
者
の
姿
勢
そ
の
も
の
を
正
す
と
い
う
響
き
を
感
ず
る
わ
ね
。
「
こ
の
経
に
依
っ
て
行
を
深
信
す
」
と
な
れ
ば
、
『
観
経
』
の
中

宮

城

の
…
…
、
『
観
経
』
と
い
う
…
…
、
何
か
話
が
せ
ま
く
な
る
よ
う
な
感
じ
が
僕
に
は
す
る
の
で
す
ね
。
「
行
を
」
と
い
う
言
葉
を
削
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
に
、
仏
者
の
姿

勢
全
体
に
か
か
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
る
。

で
す
か
ら
、
あ
と
の
「
六
即
」
だ
っ
て
、
法
を
う
け
た
も
の
の
、
法
を
聞
い
た
も
の
の
言
葉
に
対
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
言
葉
が
「
も
し
仏
意
に
称
え
ば
即

ち
印
可
し
て
如
是
如
是
と
言
う
」
と
。
こ
れ
は
仏
言
に
生
き
る
も
の
の
言
葉
で
す
。
法
の
言
葉
、
仏
言
に
応
答
す
る
言
葉
を
、
そ
れ
が
、
「
も
し
仏
意
に
称
え
ば
即
ち

印
可
し
て
如
是
如
是
と
言
う
」
と
、
「
も
し
仏
意
に
可
わ
ざ
れ
ば
即
ち
汝
等
が
所
説
」
と
。
こ
の
よ
う
に
「
汝
等
が
所
説
」
で
し
ょ
う
。
『
観
経
』
を
深
信
す
る
ほ
う

は
『
観
経
』
の
説
法
を
し
て
、
も
ち
ろ
ん
仏
言
で
す
わ
ね
。
そ
の
仏
言
に
よ
っ
て
生
き
て
い
く
。
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
仏
言
も
表
現
し
て
い
く
。
そ
の
聞
い
た

も
の
を
表
現
し
て
い
く
言
葉
に
即
し
て
六
即
と
か
、
無
記
・
無
利
・
無
益
と
か
と
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
。
『
観
経
』
の
説
法
の
内
容
な

ら
六
即
な
ん
て
出
て
こ
な
い
の
で
し
ょ
う
。
ど
こ
ま
で
も
行
者
の
姿
勢
を
正
す
と
…
…
。

（
一
九
七
九
年
十
一
月
）

■ 諦語・実語・時語
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第
十
講

七
深
信
者

第
一
深
信
、
決
定

深

信

自
身

、
即
是
自
利
信
心
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

第
二
深
信
、
決
定

深

信

乗
彼
願
力

、
即
是
利
他
信
海
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

二

一

第
三

決
定

深

信
『
観
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

二

一

第
四

決
定

深

信
『
弥
陀
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

第
五

唯
信

仏
語

決
定

依

行

二

一

レ

ニ

ハ

ジ

ヲ

シ

テ

ル

ニ

第
六

依

此
経

深
信

二

一

ニ

ハ

テ

ノ

ヲ

ス

第
七

又
深
心
深
信
者
、
決
定

建

立

自
心

（
真
聖
全
二
・
四
六
七
頁
）

二

一

ニ

ハ

ノ

ハ

シ

テ

セ
ヨ
ト

ヲ

七
深
信
と
は
、

第
一
の
深
信
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
な
り
。

第
二
の
深
信
は
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
信
海
な
り
。

第
三
に
は
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。
」

第
四
に
は
「
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
。
」

第
五
に
は
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
。
」

第
六
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。
」

第
七
に
は
「
ま
た
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

一

先
回
、
宮
城
君
は
第
六
深
信
を
取
り
上
げ
て
講
義
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
…
…
。
七
深
信
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
七
種
の
深
信
と
い
う
意
味
で
は
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な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
一
種
、
二
種
と
い
う
、
信
心
の
種
類
を
あ
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
い
た
い
『
愚
禿
鈔
』
自
体
は
、
こ
れ
は
最
初
か
ら
申
し
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
求
道
と
い
う
も
の
の
構
図
で
あ
り
ま
す
ね
。
だ
か
ら
表
現
が
図
式
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
図
式
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
図
式
的
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
全
体
構
造
を
把
握
す
る
と
い
う
全
体
認
識
で
す
ね
。
信
仰
の
全
体
構
造
と
い
う
も
の
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
た
と
え
て
申
し
ま
す
と
、
善
導
大
師
の
二
河
譬
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
信
心
を
守
護
す
る
た
め
に
説
か
れ
た
譬
喩
で
あ
り
ま
す
が
、
信
心
を
守
護
す
る
と

い
う
こ
と
が
、
そ
こ
に
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
浄
土
願
生
の
行
者
の
信
仰
体
験
の
全
体
像
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
と
え
て
い
え
ば
、
そ
う
い
う
も
の
で
あ
り

ま
す
ね
。

■

顕

愚

禿

心

『
愚
禿
鈔
』
と
、
こ
う
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
親
鸞
聖
人
の
宗
教
体
験
を
、
文
字
ど
お
り
愚
禿
の
心
を
あ
き
ら
か
に
す
る
、
愚
禿
の
心
の
全
体
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

だ
け
ど
も
、
そ
の
愚
禿
の
心
の
全
体
を
、
親
鸞
は
勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
賢
者
の
信
を
聞
い
て
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
賢
者
の
信
を
聞

い
て
賢
者
の
信
に
し
た
が
う
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
愚
禿
が
心
を
顕
す
と
い
う
場
合
、
あ
の
顕
と
い
う
字
は
非
常
に
自
信
に
あ
ふ
れ
た
表
現
で
あ
り
ま
す
。

賢
者
の
信
を
聞
い
て
賢
者
の
信
の
ご
と
く
信
心
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
消
極
的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
賢
者
の
信
を
破
っ
て
自
ら
の
信
を
あ
き
ら
か

に
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
志
を
表
白
し
た
の
が
顕
と
い
う
言
葉
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
』
と
い
う
、
浄
土
真
実
の
教
行
証
を
あ
き
ら
か

に
す
る
と
い
う
の
で
な
し
に
、
愚
禿
の
心
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
御
本
書
の
場
合
は
、
や
っ
ぱ
り
文
類
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
七
祖
の
聖
教
に
よ
っ
て
浄
土
の
真
実
を
あ

き
ら
か
に
す
る
。
歴
史
の
伝
統
に
よ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
の
伝
統
に
よ
っ
て
文
類
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
『
愚
禿
鈔
』
の
場
合
は
、
む
し
ろ
そ
う
い
う
伝
統
を
破
っ
て
愚
禿
の
心
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

で
す
か
ら
、
そ
の
破
る
と
申
し
ま
し
て
も
、
自
分
勝
手
に
破
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
善
導
大
師
の
三
心
釈
に
よ
り
な
が
ら
、
善
導
大
師
が
言
い
表
そ
う
と

し
て
言
い
表
し
え
な
か
っ
た
も
の
、
善
導
大
師
の
言
葉
で
は
、
む
し
ろ
善
導
大
師
の
真
意
が
明
ら
か
で
な
い
。
善
導
大
師
に
よ
っ
て
善
導
大
師
の
真
意
を
、
愚
禿
の
体

験
を
と
お
し
て
あ
き
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
権
威
を
示
し
て
お
る
の
が
『
愚
禿
鈔
』
の
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
こ
に
七
深
信
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
善
導
大
師
は
い
う
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
善
導
大
師
は
深
心
釈
の
最
初
に
「
ま
た
二
種
あ
り
」
と
い

う
言
い
方
を
さ
れ
ま
し
て
、
そ
し
て
後
の
七
深
信
と
い
う
の
は
、
そ
の
二
種
の
深
信
を
敷
衍
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
展
開
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
を
、
第
一
、
第
二
、

第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
六
と
い
う
、
こ
れ
は
親
鸞
聖
人
の
表
現
の
し
か
た
か
ら
い
え
ば
非
常
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
第
と
い
う
の
は
次
第
で
す
。
七
深
信
と

い
う
の
は
七
種
で
は
な
い
、
次
第
な
の
だ
。
第
一
、
第
二
、
第
三
と
い
う
の
は
信
仰
の
弁
証
な
の
で
す
。

第十講 七深信者
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だ
か
ら
、
七
深
信
と
い
う
よ
う
な
も
の
か
ら
、
ご
承
知
の
よ
う
に
親
鸞
聖
人
の
三
願
転
入
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
信
の
展
開
と
い
う
よ
り
願
の
展
開

で
、
親
鸞
は
自
ら
の
宗
教
体
験
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
信
の
展
開
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
私
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
ね
。
信
仰
そ
の
も
の
が
展
開
す
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
信
心
と
い
う
も
の
は
生
き
物
で
す
。
信
心
と
い
う
も
の
が
生
き
物
で
あ
る
か
ぎ
り
、
生
き
る
と
い
う
こ

と
は
生
成
す
る
。
成
長
す
る
の
で
す
。
そ
れ
が
第
一
、
第
二
と
い
う
よ
う
な
、
次
第
で
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

こ
れ
は
ず
っ
と
前
か
ら
納
得
い
か
な
い
の
で
す
が
ね
、
善
導
大
師
は
非
常
に
二
種
と
い
う
の
が
好
き
な
の
で
す
。
「
二
種
あ
り
」
と
い
う
言
葉
が
で
す
ね
。
分
析
で

し
ょ
う
。
至
誠
心
も
二
種
、
「
真
実
に
二
種
あ
り
」
と
。
真
実
に
二
種
あ
り
と
、
そ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
は
な
い
、
真
実
は
一
つ
な
の
で
す
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
一
つ
の

真
実
を
な
ぜ
二
つ
に
す
る
の
か
。
深
心
も
ま
た
「
二
種
あ
り
」
と
い
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
お
か
し
い
の
で
し
ょ
う
。

ふ
つ
う
二
種
深
信
と
い
い
ま
す
が
、
僕
は
あ
の
言
葉
は
嫌
い
な
の
で
す
。
善
導
大
師
の
言
葉
か
も
し
ら
ん
け
ど
も
、
本
来
、
真
実
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
一
心
な
の

で
す
わ
ね
。
浄
土
の
一
心
で
す
。
願
生
の
一
心
で
す
。
そ
の
願
生
の
一
心
に
対
し
て
、
二
種
の
信
あ
り
と
い
う
よ
う
な
、
こ
れ
は
よ
う
わ
か
ら
ん
。
安
田
先
生
あ
た
り

は
、
二
つ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
つ
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
さ
れ
る
の
で
す
が
、
い
さ
さ
か
詭
弁
に
な
る
の
で
は
な
い
か
ね
。
と
く
に
深
心
と

い
う
よ
う
な
言
葉
で
す
ね
、
深
い
心
と
。
深
い
と
い
う
こ
と
は
二
種
あ
る
か
ら
深
い
の
で
し
ょ
う
。

一
種
な
ら
ば
深
い
も
浅
い
も
な
い
、
浅
深
を
超
え
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。
だ
け
ど
も
、
ど
う
も
納
得
い
か
な
い
の
は
「
二
種
あ
り
」
と
い
う
言
葉
を
機
法
の
二
種
に
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
機
の
深
信
と
か
、
法
の
深
信
と
か
。
曽
我
先

生
は
と
く
に
機
の
深
信
と
い
う
こ
と
を
喧
し
く
言
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
僕
は
よ
う
わ
か
ら
の
で
す
が
ね
、
本
来
は
ど
っ
ち
も
機
で
は
な
い
で
す
か
。
信
心
で
あ
る
か
ぎ

り
ど
っ
ち
も
機
で
し
ょ
う
。
ど
っ
ち
も
機
で
あ
る
の
に
違
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
言
葉
で
表
現
で
き
ん
の
で
す
が
…
…
。
だ
か
ら
清
沢
先
生
な
ん
か
は
、
機
と

か
法
と
か
と
い
う
言
い
方
を
避
け
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
何
か
言
え
ん
の
で
す
け
ど
ね
。
た
と
え
ば
、
こ
の
二
種
の
深
信
を
述
べ
ら
れ
た
す
ぐ
後
に
、

今
こ
の
深
信
は
他
力
至
極
の
金
剛
心
、
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
な
り
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
ま
す
ね
。
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
」
と
「
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
」
と
二
つ
に
分
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
文
字
ど
お
り
機
と
法
な
の
で
す
。
親
鸞

聖
人
の
お
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
機
法
二
種
深
信
と
い
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
何
と
も
思
わ
ず
に
機
法
二
種
深
信
と
平
気
で
使
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
何
で
機
法

二
種
深
信
だ
と
。
深
心
と
こ
う
い
え
ば
、
全
体
が
機
の
深
信
で
な
い
か
と
、
こ
う
言
い
た
い
わ
け
な
の
で
す
ね
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
信
心
を
信
ず
る
心
と
読
む
場
合

と
、
ま
こ
と
の
心
と
読
む
場
合
が
あ
る
。
ま
こ
と
の
心
と
読
む
と
き
に
は
如
来
の
心
な
の
で
す
。
信
ず
る
心
と
読
む
と
き
に
は
衆
生
の
心
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
な
の

で
す
。

■

信

に

お

い

て

如

来

を

受

胎

し

て

い

る

■ 信において如来を受胎している
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だ
か
ら
深
、
深
い
と
い
う
「
深
信
の
心
」
だ
と
こ
う
い
っ
て
お
る
と
こ
ろ
に
…
…
‥
。
わ
れ
わ
れ
の
念
仏
の
心
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
衆
生
の
心
と
い
う
だ
け
で
は

な
し
に
、
信
心
に
お
い
て
如
来
に
通
達
し
て
お
る
、
如
来
を
受
胎
し
て
お
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
わ
け
で
す
。
信
に
お
い
て
如
来
を
受
胎
し
て
お
る
。
心
は
衆
生
の
も

の
な
の
で
す
。
心
は
衆
生
の
も
の
だ
け
ど
も
、
そ
の
内
容
は
仏
の
も
の
で
す
。
衆
生
心
が
如
来
の
全
体
を
わ
が
も
の
と
す
る
こ
と
で
す
。

「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
」
と
い
う
の
は
、
親
鸞
一
人
に
お
い
て
万
法
を
摂
取
し
た
の
で
す
。
道
元
の

「
万
法
を
摂
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
万
法
と
い
う
の
は
七
祖
の
信
心
を
親
鸞
一
人
の
も
の
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
こ
と
は
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
機
法
二
種
の
信
心
と
い
う
の
で
は
な
い
、
機
法
一
体
の
信
心
と
。
ま
あ
こ
れ
は
西
山
の
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
ほ
う
が

は
っ
き
り
す
る
。
機
法
二
種
の
信
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
機
法
一
体
の
信
だ
と
、
こ
う
い
っ
た
ほ
う
が
は
っ
き
り
す
る
気
が
し
ま
す
ね
。
だ
か
ら
ど
う
も
「
二
種
あ

り
」
と
い
う
言
葉
に
は
僕
は
抵
抗
を
感
じ
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
七
深
信
に
入
り
ま
す
と
、
第
一
、
第
二
と
い
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
二
種
の
深
信
と
い
う
も
の

に
内
容
を
…
…
、
第
一
、
第
二
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
二
種
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
言
い
ま
す
と
、
こ
の
七
深
信
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
、
バ
ラ
バ
ラ
に
し
ち
ゃ
い
か
ん
で
す
わ
。
ほ
ん
と
う
は
宮
城
君
が
第
六
や
っ
た
か
ら
僕
は
第
七
を
や
ら
ん
な
ら
ん
と
こ
や
け
ど
、
ど
う
も
納
得
で
き
ん
わ
ね
。
あ

あ
い
う
取
り
上
げ
方
が
ね
。
せ
っ
か
く
宮
城
君
が
や
っ
て
く
れ
た
の
だ
け
ど
ね
。
自
己
関
心
か
ら
取
り
上
げ
て
は
い
か
な
い
わ
ね
。
そ
う
で
は
な
い
か
ね
。
こ
な
い
言

う
と
き
ゃ
、
ま
た
こ
の
次
に
宮
城
君
は
何
と
か
言
う
だ
ろ
う
け
ど
。
藤
元
あ
あ
言
っ
た
け
ど
も
、
あ
り
ゃ
怪
し
い
と
。
だ
か
ら
気
の
毒
な
の
は
あ
な
た
方
や
ね
、
せ
っ

か
く
こ
こ
ま
で
す
す
ん
で
い
る
の
に
ま
た
元
に
戻
る
の
か
と
。
そ
や
け
ど
永
遠
に
そ
う
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
、
元
に
戻
る
。

仏
教
で
は
問
答
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
う
で
す
ね
。
論
と
い
う
場
合
、
優
婆
提
舎
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
優
婆
提
舎
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
は

自
問
自
答
で
し
ょ
う
。
論
と
、
論
議
と
翻
訳
し
ま
す
が
、
優
婆
提
舎
と
い
う
の
は
漢
民
族
に
と
っ
て
は
問
答
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
問
答
と
い
う

こ
と
を
反
復
と
い
う
、
ヴ
ィ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ル
ン
ク
（Wi

e
d
er
h
o
lu
n
g

）
で
す
。
ヴ
ィ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ル
ン
ク
と
い
う
言
葉
を
桝
田
啓
三
郎
で
す
か
、
あ
の
人
が
反
復
と
訳

し
た
の
で
す
。

相
続
心
と
い
う
言
葉
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
相
続
す
る
。
続
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
続
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
わ
ね
。
こ
ん
な
会
で
も
、
大
地
の
会
な
ん
て
大
き

な
名
前
が
つ
い
て
い
る
け
ど
、
細
々
と
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
続
く
と
い
う
こ
と
が
大
地
の
意
義
で
す
。
大
地
だ
か
ら
広
く
大
き
く
、
多
く
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
る
と
い
う
、
そ
ん
な
意
味
を
も
つ
必
要
は
な
い
。
続
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
。
雨
が
降
ろ
う
が
風
が
吹
こ
う
が
な
く
な
ら
ん
、
続
く
の
で
す
。
続
け
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
、
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
で
す
。
だ
か
ら
相
続
と
い
う
言
葉
が
一
番
的
確
な
の
で
す
け
ど
ね
。
ヴ

ィ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ル
ン
ク
と
い
う
の
を
反
復
と
訳
し
て
い
る
…
…
。
ど
う
も
訳
す
と
具
合
が
悪
い
ね
。
反
復
と
い
う
の
で
な
し
に
、
大
谷
長
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
キ

第十講 七深信者



- 162 -

ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
学
者
で
す
が
、
あ
の
先
生
が
、
受
け
取
り
直
し
と
訳
し
て
い
る
。
い
い
訳
し
方
で
す
ね
、
受
け
取
り
直
し
と
。
つ
ま
り
伝
達
と
、
こ
う
い
う
け
ど
ね
、

伝
統
で
す
わ
ね
。

■

伝

統

と

は

自

分

の

も

の

と

し

て

受

け

取

り

直

す

伝
統
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
た
だ
師
匠
の
も
っ
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
の
で
は
な
い
。
受
け
取
り
直
す
の
だ
。
受
け
取
り
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

じ
め
て
自
分
の
も
の
に
な
る
。
親
父
の
も
の
を
貰
ろ
う
て
、
親
父
の
も
の
を
じ
っ
と
か
か
え
て
い
る
と
い
う
な
ら
、
自
分
の
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
法
と
い
う
も

の
は
、
受
け
取
っ
て
そ
の
ま
ま
お
い
て
お
っ
た
ら
そ
れ
は
法
で
は
な
い
、
習
慣
で
す
。
そ
れ
は
死
に
も
の
で
す
。
そ
れ
は
伝
統
で
は
な
い
、
そ
う
い
う
も
の
は
。
伝
統

で
は
な
く
て
骨
董
品
で
す
。
な
ん
ぼ
い
い
も
の
で
も
、
自
分
の
も
の
に
な
ら
な
い
。
自
分
の
も
の
に
す
る
と
き
に
は
受
け
取
り
直
す
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
自
分
の
も

の
と
し
て
受
け
取
り
直
す
。
つ
ま
り
主
体
化
や
、
主
体
化
さ
れ
ん
と
こ
ろ
に
伝
統
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
み
ま
す
と
、
七
深
信
と
い
う
の
は
親
鸞
が
善
導
大
師
の
信
心
を
受
け
取
り
直
し
た
の
で
す
。
た
だ
整
理
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

『
教
行
信
証
』
と
は
随
分
違
う
。
文
類
と
し
て
集
め
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
親
鸞
自
身
の
精
神
と
し
て
主
体
化
し
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
『
愚
禿
鈔
』
な
の
で

す
。親

鸞
の
信
を
あ
ら
わ
す
の
だ
。
責
任
は
我
に
あ
り
と
。
『
教
行
信
証
』
の
と
き
の
責
任
は
い
っ
た
人
に
あ
る
、
た
だ
集
め
た
だ
け
や
か
ら
。
『
愚
禿
鈔
』
は
、
『
愚

禿
鈔
』
に
語
ら
れ
る
信
の
責
任
は
我
に
あ
り
と
い
う
の
で
す
。
善
導
の
言
葉
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
は
た
ん
に
善
導
の
言
葉
で
は
な
い
。
私
の
問
題
な
の
だ
、
私
の
責
任

な
の
だ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
ね
。

で
、
そ
こ
に
信
心
を
次
第
、
第
一
、
第
二
と
い
う
よ
う
に
次
第
、
次
第
に
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
信
心
の
次
第
だ
。
最
初
に
言
い
ま
し
た
弁
証
で
す
わ
。
信

心
の
展
開
で
す
。
段
階
と
は
い
え
ん
で
す
わ
ね
。
段
階
と
い
う
の
で
は
な
い
。
や
っ
ぱ
り
ひ
と
つ
ひ
と
つ
完
結
し
て
い
く
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
完
成
し
て
い
く
。
い
ろ
ん

な
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
頭
の
中
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て
お
る
の
で
す
が
…
…
。

で
、
ま
ず
最
初
に
出
て
く
る
の
は
、
第
一
の
深
信
で
す
ね
。
第
一
だ
。

二

病
気
に
な
る
と
身
体
が
悪
う
な
る
だ
け
や
な
い
ね
、
頭
も
一
緒
に
悪
う
な
る
。
わ
か
っ
と
っ
て
動
か
ん
。
わ
か
っ
て
い
る
ん
や
け
ど
動
か
ん
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ね
。

わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
や
め
ら
れ
ん
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
や
な
い
。
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
そ
れ
が
言
葉
が
…
…
。
こ
う
い
う
こ
と
は
も
う
ろ
く
し
て

■ 伝統とは自分のものとして受け取り直す
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き
よ
る
前
兆
や
ろ
か
な
。
（
笑
）
ど
う
も
い
か
ん
ね
。
今
日
で
も
役
宅
に
歩
い
て
帰
っ
て
も
う
ろ
う
と
し
て
い
た
。
教
研
を
早
く
引
き
上
げ
て
、
早
う
今
夜
の
『
愚
禿

鈔
』
を
ね
…
…
。
松
林
君
が
言
う
て
く
れ
た
と
き
、
僕
は
や
れ
る
か
な
あ
と
思
っ
た
け
ど
。
『
愚
禿
鈔
』
だ
け
は
や
り
た
い
の
で
す
。
他
の
も
の
は
や
り
と
う
な
い
の

や
け
ど
。
他
の
も
の
は
何
も
し
と
う
な
い
が
『
愚
禿
鈔
』
だ
け
は
や
り
た
い
も
の
で
や
り
ま
す
と
い
う
て
、
寝
床
で
電
話
を
つ
か
ま
え
と
い
た
。
そ
し
た
ら
、
何
で
し

た
ら
宗
さ
ん
に
代
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
と
い
う
て
お
っ
た
の
で
、
い
や
宗
さ
ん
に
や
ら
さ
へ
ん
、
俺
が
や
る
と
い
う
て
、
そ
の
元
気
だ
け
は
あ
る
ん
や
け
ど
。
い
ざ
と

な
る
と
さ
っ
ぱ
り
あ
か
ん
。
や
っ
ぱ
り
あ
か
ん
の
や
ね
。
人
間
と
い
う
の
は
。
体
力
で
す
よ
。
思
想
と
い
う
も
の
は
非
常
に
体
力
を
要
求
す
る
ん
や
ね
。
今
に
な
っ
て

僕
は
京
都
に
出
て
き
た
の
は
間
違
い
だ
と
思
い
だ
し
た
ね
。
教
研
に
来
た
の
。
こ
こ
で
僕
は
だ
い
ぶ
い
の
ち
を
損
し
た
。
安
田
先
生
あ
た
り
に
騙
さ
れ
た
、
勉
強
し
に

行
く
の
だ
な
ん
て
い
っ
て
ね
。
安
田
先
生
な
ん
か
教
研
に
お
い
た
ら
ど
う
い
う
か
ね
。
と
っ
て
も
お
れ
ん
わ
ね
。
勉
強
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
わ
ね
。
な
ん
や
こ
き
使

わ
れ
て
雑
巾
み
た
い
に
な
っ
た
…
…
。
そ
し
て
ね
、
三
帰
君
は
「
先
生
、
十
八
日
ま
で
休
ん
で
も
ろ
う
と
っ
て
結
構
で
す
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
だ
け
ど
、
松
林
君
が

『
愚
禿
鈔
』
を
や
る
と
い
っ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
ね
…
…
。

『
愚
禿
鈔
』
ほ
ど
力
を
要
求
す
る
も
の
は
な
い
。
『
教
行
信
証
』
の
場
合
に
は
気
楽
な
の
で
す
。
『
愚
禿
鈔
』
だ
け
は
…
…
。
「
惟
み
れ
ば
」
と
い
う
場
合
に
ね
、

思
惟
の
惟
の
字
を
書
く
わ
ね
、
だ
か
ら
見
た
や
つ
を
解
釈
し
と
っ
て
も
だ
め
な
の
で
す
。
見
た
か
ぎ
り
の
も
の
を
も
う
一
つ
押
し
破
っ
て
み
ん
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
ん
ど
い
の
で
す
。

だ
か
ら
病
気
で
寝
と
っ
て
本
を
読
む
と
い
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
こ
と
で
き
ん
で
す
わ
、
こ
れ
は
。
そ
う
す
る
と
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
無
理
矢
理
に
で
も
引
っ
張
り

出
さ
れ
て
や
ら
に
ゃ
で
き
ん
も
の
で
す
わ
ね
。
僕
は
よ
う
や
く
わ
か
っ
た
の
は
、
曽
我
先
生
が
『
愚
禿
鈔
』
は
私
の
手
に
お
え
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
た
意
味
が
。
金
子
先

生
が
、
『
仏
座
』
に
『
愚
禿
鈔
』
の
講
義
を
掲
載
す
る
こ
と
を
曽
我
先
生
に
求
め
ら
れ
た
、
だ
け
ど
曽
我
先
生
は
新
潟
に
お
ら
れ
た
の
で
す
。
す
る
と
ね
、
田
舎
に
お

る
と
ね
、
イ
ヤ
な
も
の
は
や
る
気
に
な
ら
な
い
の
で
す
わ
。
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
ね
…
…
。
そ
れ
で
や
れ
な
か
っ
た
ん
や
ろ
う
と
思
う
が
ね
。
松
林
君
に
感
謝
し
て
い

る
わ
。
（
笑
）
感
謝
は
し
て
い
る
け
ど
、
今
日
出
て
く
る
と
き
寒
か
っ
た
ね
。

『
愚
禿
鈔
』
と
い
う
の
は
、
し
ん
ど
い
け
ど
読
ま
な
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
分
量
で
い
う
と
、
『
愚
禿
鈔
』
は
上
下
二
巻
に
す
る
ほ
ど
の
分
量
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ご
く
わ
ず
か
な
も
の
だ
。
し
か
し
内
容
か
ら
い
う
と
『
教
行
信
証
』
の
何
倍
も
あ
る
わ
ね
。
こ
れ
は
ね
、
だ
い
た
い
講
義
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
い
ね
。
だ
か
ら
講
義

を
聞
い
と
っ
て
は
お
も
ろ
な
い
の
で
す
。

聞
か
な
読
め
ん
け
れ
ど
も
、
聞
い
と
っ
て
は
『
愚
禿
鈔
』
の
お
も
し
ろ
さ
な
ん
て
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
ね
。
や
っ
ぱ
り
自
分
で
わ
か
ら
な
い
や
つ
を
せ
せ
り

出
す
ん
や
ね
。
魚
の
ア
ラ
と
い
う
の
が
あ
る
や
ろ
、
ア
ラ
だ
き
と
い
う
の
が
。
あ
ん
た
ら
ア
ラ
だ
き
と
い
っ
た
ら
安
も
の
や
と
思
う
て
い
る
け
ど
ね
、
ア
ラ
だ
き
が
一
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番
う
ま
い
の
で
す
。
一
番
お
い
し
い
と
こ
ろ
が
…
…
。
黒
田
君
な
ん
か
北
海
道
に
育
っ
た
か
ら
ア
ラ
だ
き
な
ん
か
わ
か
ら
な
い
わ
ね
。
（
黒
田

食
べ
て
ま
し
た

よ
。
）
食
べ
た
っ
て
わ
か
ら
ん
や
ろ
。
蒲
池
君
な
ん
か
は
川
魚
し
か
食
っ
と
ら
ん
か
ら
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
や
ろ
。
し
ゃ
ぶ
る
ん
や
ね
。
つ
ま
り
、
あ
そ
こ
は
一

番
お
い
し
い
と
こ
な
の
だ
。
「
鮃
の
縁
側
、
月
桂
冠
」
と
い
う
や
ろ
。
鮃
の
縁
側
と
い
っ
て
も
知
ら
な
い
や
ろ
、
縁
側
が
一
番
う
ま
い
ん
や
。
ヒ
レ
と
骨
と
の
間
に
あ

る
ん
や
ね
、
薄
い
身
で
す
わ
。
ほ
ら
一
番
お
い
し
い
と
こ
や
、
魚
で
。
君
ら
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
見
ん
か
ね
、
テ
レ
ビ
の
。
テ
レ
ビ
の
中
身
な
ん
か
あ
ま
り
お
も
ろ
な
い
け

ど
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
一
番
お
も
し
ろ
い
。

「
鮃
の
縁
側
、
月
桂
冠
」
と
い
い
よ
る
や
ろ
。
君
ら
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
か
ら
ね
、
魚
屋
行
っ
た
っ
て
一
番
う
ま
い
と
こ
取
ら
れ
て
ま
い
よ
る
。
魚
屋
が
一
番
う
ま

い
と
こ
喰
い
よ
る
。
そ
れ
は
ア
ラ
で
す
。
ア
ラ
と
い
う
の
は
こ
れ
（
愚
禿
鈔
）
や
。
骨
だ
け
。
骨
だ
け
や
け
ど
、
そ
の
骨
の
は
た
に
つ
い
て
い
る
身
が
一
番
う
ま
い
。

『
教
行
信
証
』
な
ん
て
い
う
の
は
サ
シ
ミ
み
た
い
な
も
の
や
な
い
か
ね
。
（
笑
）
（
蒲
池

骨
つ
き
の
サ
シ
ミ
で
は
…
…
。
（
笑
）
）
骨
つ
き
の
サ
シ
ミ
な
ん
て
の
は

な
い
。
一
番
う
ま
い
と
こ
は
骨
の
周
囲
の
と
こ
ろ
や
ね
。
ア
ラ
だ
き
の
う
ま
さ
が
わ
か
ら
な
い
か
な
い
ね
。
と
う
と
う
『
愚
禿
鈔
』
を
ア
ラ
だ
き
に
し
て
し
ま
っ
た
…

…
。

三

■

救

わ

れ

ざ

る

自

己

の

発

見

第
一
の
深
信
と
い
う
の
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
。
こ
れ
は
た
し
か
曽
我
先
生
が
高
倉
会
館
で
ご
講
義
な
さ
っ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
僕
は
あ
ん
ま
り
読
ん
で
な
い
か
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
こ
れ
は
前
回
に
言
い
ま
し
た
よ
う
に
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
の
は
、
二

種
深
信
の
上
か
ら
い
う
と
、

「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
深
信
す
べ
し
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
。
つ
ま
り
救
わ
れ
ざ
る
も
の
の
発
見
で
す
。
救
わ
れ
ざ
る
自
己
の
発
見
で
す
。
救
わ
れ
ざ
る
自
己
を
深
信
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
に
「
現
に
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
現
と
い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
語
で
い
う
と
、
存
在
論
的
に
い
う
と
、
現
と
い
う
の
は

D
a

で
す
ね
。
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
す
。

こ
う
い
う
意
味
で
す
。
存
在
論
的
に
い
う
と
。
し
か
し
、
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
現
」
と
い
う
の
は
、
後
に
「
曠
劫
已
来
」
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
曠
劫
已
来
、
常
没

常
流
転
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
。
已
来
で
す
か
ら
、
三
世
に
救
い
な
し
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
「
現
」
と
い
う
の
は
絶
対
現
在
だ
。
絶
対
現
在
と
い
う
場
合
に
、
「
現
」
と
い
う
の
は
た
ん
に
も
の
が
そ
こ
に
現
前
し
て
お
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

■ 救われざる自己の発見
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「
現
」
と
い
う
の
は
、
転
回
点
だ
。
今
と
い
う
の
は
歴
史
的
転
回
の
と
き
な
の
だ
。
今
と
い
う
の
は
た
だ
怠
け
て
い
る
今
で
は
な
い
。
今
と
い
う
の
は
方
向
転
換
だ
、

方
向
転
換
を
あ
ら
わ
す
と
き
な
の
だ
。
方
向
転
換
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
時
間
な
の
だ
。
存
在
の
転
換
で
す
。
そ
う
い
う
時
間
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
方
向
転
換
が

ね
、
救
わ
れ
ざ
る
自
己
の
発
見
と
い
う
か
た
ち
で
生
起
す
る
。
つ
ま
り
方
向
転
換
と
い
っ
た
ら
、
ぐ
る
り
と
方
向
を
変
え
る
と
い
う
の
で
な
し
に
、
存
在
が
立
ち
上
が

る
の
で
す
。
存
在
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
死
ん
だ
も
の
が
目
を
覚
ま
し
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
時
な
の
で
す
。
『
大
経
』
で
は
「
爾
時
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
。
「
そ
の
時
」
と
い
う
言
い
方
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

阿
難
が
座
よ
り
起
っ
た
と
き
…
…
。
阿
難
は
『
大
経
』
で
二
へ
ん
起
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
序
分
で
立
ち
上
が
っ
て
、
そ
れ
で
途
中
で
座
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
ね
。
そ
れ

で
流
通
分
で
ま
た
、

汝
、
起
ち
て
更
に
衣
服
を
整
え
合
掌
恭
敬
し
て
、
無
量
寿
仏
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
べ
し
。

（
聖
典
七
九
頁
）

と
、
阿
弥
陀
仏
に
合
掌
礼
拝
せ
よ
、
と
い
わ
れ
て
起
ち
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
途
中
で
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
お
も
し
ろ
い
ね
。
『
大
経
』
の
場
合

は
阿
難
に
対
し
て
、
下
巻
の
と
こ
ろ
で
は
む
し
ろ
弥
勒
が
出
て
き
ま
す
か
ら
、
弥
勒
が
対
告
に
な
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
阿
難
は
座
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
…
…
。

だ
か
ら
仏
法
で
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
何
も
恥
や
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
わ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
が
恥
ず
か
し
い
ん
や
な
い
か
ね
。

わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
と
き
に
は
や
っ
ぱ
り
成
長
し
て
い
る
の
で
す
。
自
分
で
わ
か
っ
て
い
る
と
き
に
は
あ
ん
ま
り
成
長
し
て
お
ら
な
い
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
種

を
土
の
中
に
埋
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。
暗
闇
の
中
で
人
間
の
魂
と
い
う
の
は
成
長
す
る
の
で
す
。
わ
か
っ
て
い
る
と
き
に
は
あ
ん
ま
り
成
長
し
て
お
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
ね
。
だ
か
ら
阿
難
に
ふ
た
た
び
起
て
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
釈
尊
が
弥
勒
に
対
し
て
語
ら
れ
た
こ
と
の
全
体
が
阿
難
の
も
の
に
な
る
の
で
す
。
ま
あ
そ
れ
は
余
談

で
す
け
れ
ど
も
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
阿
難
が
起
ち
上
が
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
ね
、
「
尊
者
阿
難
、
座
よ
り
起
ち
」
と
。
こ
う
い
う
よ
う
な
も
の
が
や
っ
ぱ
り
方
向
転
換
で
は
な
い

か
ね
。
魂
の
転
換
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
な
い
か
ね
。
で
す
か
ら
救
わ
れ
ざ
る
者
の
発
見
と
い
う
の
は
、
救
わ
れ
た
者
の
中
に
し
か
な
い
の
で
す
。
救
わ
れ
な

い
こ
と
の
発
見
と
い
う
こ
と
は
バ
カ
バ
カ
し
い
で
は
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
け
ど
そ
う
で
は
な
い
。
救
わ
れ
ざ
る
者
は
絶
望
だ
と
、
こ
う
い
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
ら
あ
た
り
が
キ
リ
ス
ト
教
と
違
う
の
で
す
わ
ね
。
救
わ
れ
ざ
る
者
は
救
わ
れ
た
者
の
中
に
お
い
て
発
見
さ
れ
る
の
で
す
。
救
わ
れ
た
者
に
あ
ら
ず
し
て
救
わ
れ

ざ
る
こ
と
の
発
見
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
救
わ
れ
ざ
る
こ
と
の
発
見
に
お
い
て
至
誠
心
を
自
覚
し
て
い
る
の
で
す
。
至
誠
心
を
主
体
化
し
て
い
る
の
で

す
。
救
わ
れ
ざ
る
こ
と
の
発
見
と
い
う
か
た
ち
で
救
い
を
獲
得
し
て
い
る
の
だ
。
救
わ
れ
た
と
い
う
か
た
ち
で
救
い
を
も
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
は
・
慢
で
す
。
む
し
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ろ
救
い
で
は
な
い
で
す
。
だ
か
ら
自
利
の
信
心
と
い
う
で
し
ょ
う
。
つ
い
で
に
い
っ
て
お
く
け
ど
、
自
力
と
か
他
力
と
か
と
い
わ
ん
の
で
す
。
自
力
、
他
力
と
い
う
の

は
あ
ん
ま
り
親
鸞
は
使
わ
ん
で
し
ょ
う
。
七
祖
の
伝
統
で
も
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
よ
う
に
曇
鸞
に
お
い
て
い
わ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
あ
ん
ま
り
教
学
と
し
て
い
わ
ん

で
し
ょ
う
。

む
し
ろ
教
学
と
し
て
は
、
自
利
・
利
他
と
い
う
概
念
で
す
。
救
わ
れ
ざ
る
こ
と
の
発
見
に
お
い
て
自
利
の
信
心
、
救
わ
れ
ざ
る
こ
と
の
発
見
と
い
う
、
そ
れ
は
救
い

の
内
容
な
ん
で
す
。
救
い
と
い
う
も
の
の
自
覚
内
容
で
す
。
さ
っ
き
「
現
」
と
い
う
こ
と
を
方
向
転
換
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
な
の
で
し

ょ
う
、
方
向
転
換
と
い
う
の
は
、
方
向
が
あ
っ
て
方
向
を
変
え
た
と
い
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
方
向
転
換
に
よ
っ
て
方
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
人
間
と
い
う
の

は
ど
っ
ち
を
向
い
て
生
き
て
い
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

■

指

方

立

相

そ
う
い
う
一
つ
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
善
導
大
師
の
言
葉
で
い
っ
た
ら
、
「
指
方
立
相
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
と
く
に
西
方
と
。
西
方

と
い
う
よ
う
な
言
葉
は
、
西
方
願
生
と
い
う
。
浄
土
願
生
と
い
う
よ
り
西
方
願
生
と
い
う
。
西
方
願
生
と
い
う
の
は
漢
民
族
の
独
特
の
感
覚
で
し
ょ
う
。
イ
ン
ド
に
は

西
方
と
い
う
の
は
な
い
の
で
は
な
い
か
ね
。
つ
ま
り
中
国
人
に
と
っ
て
西
方
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
西
天
竺
で
す
。
こ
ん
な
も
の
は
教
学
の
分
析
概
念
の
中
か
ら
出

て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
信
仰
の
感
覚
で
す
わ
。
釈
尊
の
お
わ
す
処
と
い
う
意
味
で
す
。

そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
わ
ね
。
親
鸞
聖
人
は
曇
鸞
和
讃
で
す
か
、

世
俗
の
君
子
幸
臨
し

勅
し
て
浄
土
の
ゆ
え
を
と
う

十
方
仏
国
浄
土
な
り

な
に
に
よ
り
て
か
西
に
あ
る

（
聖
典
四
九
一
頁
）

と
、
そ
れ
か
ら
、

鸞
師
こ
た
え
て
の
た
ま
わ
く

わ
が
身
は
智
慧
あ
さ
く
し
て

い
ま
だ
地
位
に
い
ら
ざ
れ
ば

念
力
ひ
と
し
く
お
よ
ば
れ
ず

（
同

頁
）

と
い
う
和
讃
を
お
い
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

こ
れ
は
僕
は
、
親
鸞
聖
人
と
い
う
人
は
な
か
な
か
妙
な
と
こ
ろ
に
目
を
つ
け
る
人
や
な
あ
と
思
っ
た
。
だ
け
ど
も
、
こ
れ
は
曇
鸞
の
思
想
と
い
う
も
の
は
そ
こ
で
し

ょ
う
。
七
祖
の
中
で
政
治
に
も
っ
と
も
直
結
し
た
人
と
い
う
の
は
曇
鸞
で
は
な
い
か
ね
。
直
結
し
な
が
ら
政
治
を
や
ら
な
の
だ
人
で
す
。
和
讃
を
み
ま
す
と
、
曇
鸞
大

師
と
い
う
の
は
非
常
に
蕭
王
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
人
で
は
な
い
か
ね
、
「
世
俗
の
君
子
幸
臨
し
」
と
い
う
よ
う
な
、
あ
る
い
は
「
鸞
公
巌
と
ぞ
な
づ
け
た
る
」
と
ね
。

■ 指方立相
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玄
忠
寺
の
鸞
公
巌
と
い
っ
て
、
す
で
に
菩
薩
の
礼
を
も
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
、
そ
の
和
讃
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
王
と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
、

と
く
に
「
世
俗
の
君
子
幸
臨
し
」
と
あ
る
、
中
国
と
い
う
の
は
中
華
思
想
で
し
ょ
う
。
中
国
が
浄
土
だ
と
い
い
た
い
の
で
す
。
「
世
俗
の
君
子
幸
臨
し
」
と
、
支
配
権

力
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
目
指
し
て
い
る
世
界
が
浄
土
な
の
だ
。
な
ん
で
西
方
が
浄
土
や
と
、
わ
し
の
と
こ
ろ
よ
り
え
え
の
か
、
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
ね
。

「
勅
し
て
浄
土
の
ゆ
え
を
と
う

十
方
仏
国
浄
土
な
り

な
に
に
よ
り
て
か
西
に
あ
る
」
と
、
論
理
に
間
違
い
な
い
わ
ね
。
十
方
仏
国
浄
土
な
り
で
し
ょ
う
。
イ
ン

ド
人
に
と
っ
て
は
十
方
仏
国
が
浄
土
で
し
ょ
う
。
十
方
仏
国
が
浄
土
と
い
う
の
は
イ
ン
ド
の
思
想
や
な
い
か
ね
。
な
に
も
イ
ン
ド
だ
け
が
い
い
と
い
っ
て
お
ら
な
い
、

あ
あ
い
う
意
味
が
仏
教
の
よ
さ
で
す
。
尽
十
方
無
碍
光
如
来
で
す
。
尽
十
方
な
の
で
す
。
尽
十
方
の
尽
を
西
方
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
漢
民
族
の
感
覚
が
あ
る
。
や
っ
ぱ

り
仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
通
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
大
き
い
の
で
す
わ
ね
。
と
く
に
浄
土
の
思
想
に
と
っ
て
は
。
「
仏
教
む
か
し
西
天
よ
り
興
り
て
、
経
論
い

ま
東
土
に
伝
わ
る
」
（
聖
典
七
二
五
頁
）
と
い
う
よ
う
な
、
非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
中
国
を
経
由
し
た
と
い
う
こ
と
が
ね
。
安
田
先
生
が

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
仏
教
に
と
っ
て
中
国
が
原
点
だ
と
、
こ
う
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
中
国
を
媒
介
に
し
た
と
い
う
意
味
が
大
き
い
の
で
は
な

い
で
す
か
ね
。
西
方
と
い
う
の
は
人
生
の
方
向
で
す
わ
。

尽
十
方
と
い
う
と
、
ど
っ
ち
に
も
方
向
が
あ
る
の
だ
か
ら
方
向
が
な
い
の
と
い
っ
し
ょ
だ
。
だ
か
ら
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」

と
い
う
の
は
成
り
立
た
ん
。
自
己
の
形
成
に
血
道
を
あ
げ
た
。
救
わ
れ
ざ
る
者
の
発
見
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
の
は
、
我
仏
国
に
あ
ら
ず
と
。
浄
土
は
西
方
遼
遥
の

世
界
だ
と
い
う
、
そ
の
浄
土
に
遠
き
も
の
の
自
覚
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
「
鸞
師
こ
た
え
て
の
た
ま
わ
く
」
と
ね
。
イ
ン
ド
の
仏
教
と

い
う
の
は
、
わ
が
身
が
仏
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
を
変
革
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
い
。
己
れ
自
身
を
変
革
す
れ
ば
い
た
る
と
こ
ろ
に
浄
土
あ
り
と
、
こ
う
い
う

よ
う
な
も
の
が
イ
ン
ド
仏
教
で
し
ょ
う
。
中
国
仏
教
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
中
国
の
浄
土
思
想
と
い
う
の
は
凡
夫
の
さ
と
り
で
は
な
い
。

四

■

親

鸞

聖

人

の

人

間

観

は

凡

夫

で

な

く

凡

愚

つ
い
で
に
言
っ
て
お
き
ま
す
と
、
親
鸞
聖
人
の
人
間
観
は
凡
夫
で
は
な
い
の
で
す
よ
。
親
鸞
聖
人
の
人
間
観
は
凡
愚
な
の
だ
。
凡
夫
で
は
な
い
。
た
ん
な
る
凡
夫
で

は
な
い
、
凡
愚
で
す
。
愚
禿
の
愚
で
す
。
厳
密
に
は
凡
愚
な
の
で
す
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
う
の
は
凡
夫
で
は
な
い
、
凡
愚
な
の
で
す
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と

い
う
の
は
経
済
的
な
人
間
観
な
の
で
す
。
し
か
し
全
体
的
な
人
間
観
か
ら
い
っ
た
ら
凡
愚
で
す
わ
ね
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
限
定
さ
れ
た
経

済
観
の
中
で
の
人
間
観
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
僕
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
い
う
よ
り
も
凡
愚
と
い
う
言
い
方
の
ほ
う
が
好
き
で
す
ね
。
好
き
と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
か
。

第十講 七深信者
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だ
け
ど
も
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
や
っ
ぱ
り
凡
夫
だ
と
思
う
な
。
『
観
経
』
で
す
か
ら
。

汝
は
こ
れ
凡
夫
な
り
。
心
想
羸
劣
に
し
て
未
だ
天
眼
を
得
ず
、
遠
く
観
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。

（
聖
典
九
五
頁
）

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
ね
。

浄
土
を
観
る
こ
と
が
で
き
ん
と
。
「
不
能
遠
観
」
で
す
。
ど
っ
ち
を
向
い
て
も
浄
土
を
観
る
こ
と
が
で
き
ん
。
ど
っ
ち
向
い
て
も
地
獄
し
か
観
え
ん
眼
だ
と
。
そ
ん

な
あ
さ
ま
し
い
魂
を
も
っ
た
者
の
考
え
方
で
な
い
か
ね
。
だ
か
ら
西
方
と
い
う
こ
と
は
十
方
の
中
か
ら
選
ん
だ
西
方
で
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
行
く
と
こ
ろ
は
あ
る
け
れ

ど
も
と
い
う
よ
う
な
、
西
方
も
一
つ
の
い
く
と
こ
ろ
や
と
い
う
の
で
は
な
い
、
西
方
し
か
な
い
の
だ
。

だ
か
ら
自
分
が
方
向
を
決
定
す
る
の
で
は
な
い
。
方
向
が
自
分
を
決
定
し
て
く
る
の
で
す
。
菩
提
心
の
方
向
が
わ
が
身
を
決
定
し
て
く
る
。
だ
か
ら
菩
提
心
以
外
の

も
の
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
菩
提
心
以
外
の
も
の
が
自
分
を
決
定
す
る
の
で
は
な
い
の
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
話
が
飛
躍
す
る
か
も
し
れ
ん
が
、
何
か
信
心
と

い
う
と
努
力
を
必
要
と
せ
ん
と
い
う
わ
ね
。
金
子
先
生
は
自
力
無
効
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
さ
れ
る
し
、
安
田
先
生
は
努
力
無
効
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
る
。
努
力

は
い
ら
な
い
と
、
人
間
の
努
力
に
よ
ら
な
い
と
、
そ
れ
は
た
し
か
に
そ
う
な
の
で
す
。
人
間
の
努
力
に
よ
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
た
し
か
に
そ
う
な
の
で
す
、
人
間

の
努
力
に
よ
ら
な
い
の
で
す
。
し
か
し
人
間
の
努
力
に
よ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
努
力
せ
ん
で
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
努
力
に
よ
ら
な
い
の
だ
。
努
力
の
い
か
ん

に
関
わ
ら
な
い
の
だ
。
も
は
や
そ
れ
は
努
力
や
な
い
、
自
ず
か
ら
な
る
力
な
の
だ
。
自
ず
か
ら
な
る
努
力
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ね
。
無
理
し
て
努
力
し

て
い
る
の
で
は
な
い
、
自
ず
か
ら
努
力
し
て
い
る
。
己
が
分
限
を
尽
く
し
て
い
る
。
分
限
を
尽
く
す
こ
と
も
な
い
と
い
う
の
だ
っ
た
ら
ね
、
西
方
は
あ
り
ゃ
せ
ん
わ
ね
。

努
力
せ
ん
も
の
に
限
っ
て
努
力
し
た
努
力
し
た
と
い
う
て
い
る
。
ほ
ん
と
う
の
努
力
と
い
う
の
は
、
努
力
し
た
な
ん
て
言
わ
ん
の
で
す
。
つ
ま
り
そ
れ
を
努
力
に
よ

ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。
努
力
に
よ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
努
力
せ
ん
と
い
う
こ
と
や
な
い
。
そ
れ
を
誤
解
し
ち
ゃ
い
か
ん
。
努
力
せ
ん
と
こ
ろ
に
は
何
に
も
生
ま

れ
ん
わ
ね
。

た
と
え
ば
有
名
な
詩
が
あ
る
。
誰
の
詩
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
「
バ
ラ
の
は
な
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
言
葉
は
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、
バ
ラ
は
理
由
な
し
に
咲

く
と
い
う
詩
で
す
わ
。
理
由
な
し
に
咲
く
の
で
す
。
誰
か
に
見
ら
れ
よ
う
と
し
て
咲
く
の
で
は
な
い
。
咲
か
に
ゃ
な
ら
ん
と
思
う
て
咲
く
の
で
も
な
い
。
自
ず
か
ら
咲

く
の
で
す
。
い
か
な
る
理
由
も
な
い
。
そ
う
で
し
ょ
う
。

バ
ラ
は
バ
ラ
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
バ
ラ
の
い
の
ち
な
の
だ
。
バ
ラ
の
花
は
バ
ラ
の
い
の
ち
な
の
で
し
ょ
う
。
い
の
ち
が
開
い
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
何
ら
か
の

理
由
が
あ
っ
て
開
く
の
で
は
な
い
。
バ
ラ
は
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ
の
花
を
開
く
。
そ
れ
が
存
在
の
約
束
な
の
で
す
。
存
在
そ
れ
自
身
の
も
っ
て
お
る
約
束

性
で
す
。
た
と
え
ば
仏
教
で
誓
願
と
い
う
で
し
ょ
う
。
誓
い
と
。
誓
い
と
い
う
の
は
約
束
で
す
。
存
在
そ
れ
自
身
に
約
束
、
存
在
が
存
在
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
は
存

■ 親鸞聖人の人間観は凡夫でなく凡愚
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在
の
約
束
性
に
よ
る
の
で
す
。
誓
約
で
す
。

■

自

分

の

存

在

に

対

す

る

約

束

を

信

ず

る

本
願
と
い
う
け
ど
、
願
と
い
う
よ
り
も
、
誓
願
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
願
そ
れ
自
身
に
存
在
の
約
束
性
と
い
う
意
味
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
ね
。
願
と
い

う
の
は
た
ん
な
る
希
望
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
存
在
そ
れ
自
身
の
存
在
が
存
在
自
身
に
対
す
る
約
束
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
も
の
、
そ
れ
が
本
願
で
し
ょ
う
。
「
自
身
を

深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
う
自
分
の
存
在
自
身
に
対
す
る
約
束
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
だ
。
僕
は
こ
の
言
葉
が
好
き
で
す
。
「
自
身
を
深
信
せ
よ
」
と
い

う
の
で
す
。
汝
自
身
を
信
ぜ
よ
と
。
仏
を
信
ぜ
よ
な
ん
て
い
わ
ん
わ
ね
。
汝
自
身
を
信
ぜ
よ
と
。
こ
れ
は
念
仏
の
独
自
性
で
し
ょ
う
。
自
分
が
信
じ
ら
れ
る
ほ
ど
豊
か

な
こ
と
は
な
い
。
人
を
信
じ
た
り
神
を
信
じ
た
り
す
る
の
で
な
い
、
己
れ
自
身
を
信
ぜ
よ
と
。
こ
れ
が
も
う
基
本
で
は
な
い
か
ね
。
「
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
な

り
」
と
い
う
こ
と
が
、
や
っ
と
納
得
で
き
る
や
な
い
か
ね
、
自
利
の
信
心
と
い
う
言
葉
が
。
救
わ
れ
ざ
る
こ
と
の
発
見
に
お
い
て
自
身
を
信
ぜ
よ
と
、
こ
う
く
る
の
だ
。

ふ
つ
う
は
救
わ
れ
ん
こ
と
を
発
見
し
た
ら
絶
望
す
る
と
い
う
け
ど
、
そ
れ
は
信
仰
と
い
う
も
の
を
心
理
的
に
理
解
す
る
か
ら
で
す
。
救
わ
れ
ざ
る
こ
と
の
発
見
、
救

わ
れ
ざ
る
者
の
発
見
と
い
う
こ
と
が
転
換
だ
と
、
こ
う
い
っ
た
の
は
、
バ
ル
ト
の
言
葉
で
す
が
、
バ
ル
ト
は
救
い
の
断
念
と
い
う
わ
ね
、
方
向
転
換
で
す
。
絶
望
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
の
は
心
理
的
な
内
容
の
ほ
う
が
強
い
、
そ
う
や
な
い
の
で
す
。
存
在
論
的
な
意
味
で
す
。

つ
ま
り
仏
教
の
言
葉
で
い
え
ば
落
在
と
い
う
言
葉
が
あ
る
わ
ね
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
の
言
葉
に
ゲ
ラ
ッ
セ
ン
ハ
イ
ト
（G

e
l
as
s
e
nh
e
i
t

）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

「
放
下
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ど
う
も
感
心
せ
ん
ね
。
清
沢
先
生
の
落
在
と
い
う
言
葉
の
ほ
う
が
的
確
で
す
ね
。
落
在
と
い
う
の
は
存
在
論
的
で
し
ょ
う
。
絶
望

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
認
識
論
的
な
意
味
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
信
の
構
造
な
の
で
す
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
の
は
、
何
も
の
も
自
身
の
ほ
か
に
要
求
し
な
い
ん
で
す
。
自
身
が
自
身
に
満
足
す
る
の
で
す
。
「
自
身
を
深
信

す
る
」
と
い
う
の
は
、
自
分
以
外
の
も
の
を
も
っ
て
自
分
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
人
間
は
自
分
以
外
の
も
の
を
自
分
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
り
ゃ
自
分

に
満
た
さ
れ
ん
場
合
は
、
自
分
以
外
の
も
の
で
自
分
を
満
た
し
た
ら
自
分
が
満
足
す
る
か
と
い
っ
た
ら
、
そ
う
で
は
な
い
。
自
分
が
い
よ
い
よ
自
分
以
外
の
も
の
に
占

領
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
自
分
が
ま
す
ま
す
不
満
足
に
な
る
。
だ
か
ら
、
清
沢
先
生
に
「
自
己
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
や
な
い
か
。
「
自
己
と
は
他
な
し
。

絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
託
し
て
任
運
に
法
爾
に
、
此
の
現
前
の
境
遇
に
落
在
せ
る
」
と
。
こ
れ
機
の
深
信
で
す
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
自
身
を
深
信
す
る
。

三
世
に
救
い
な
し
と
、
こ
う
言
い
切
れ
た
の
だ
。
三
世
に
救
い
な
き
自
己
を
発
見
し
た
と
き
に
、
そ
こ
に
自
己
あ
り
と
。
他
の
何
も
の
に
よ
っ
て
も
自
分
を
満
た
す

必
要
の
な
い
自
己
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
、
こ
う
い
っ
た
と
き
に
、
な
ん
か
自
分
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
信
ず
る
と
い
う
、
そ
ん
な

こ
と
や
な
い
。
自
分
を
信
ず
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
や
な
い
。
信
と
い
う
言
葉
の
内
容
で
す
ね
。
そ
れ
以
外
に
な
い
も
の
で
す
。
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信
と
い
う
の
は
自
分
で
つ
く
る
の
で
は
な
い
。
現
前
の
事
実
な
の
だ
。
信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
ず
る
こ
と
も
い
ら
な
い
事
実
な
の
で
し
ょ
う
。
信
じ
な
き
ゃ
出

て
こ
ん
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
信
ず
る
必
要
も
な
い
事
実
を
信
ず
る
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
自
分
を
仏
だ
と
信
じ
た
り
、
自
分
を
百
万
長
者
だ
と
信
じ
る
の
は
、
そ
れ

は
夢
で
す
わ
。
自
分
を
仏
だ
と
信
じ
る
こ
と
が
信
で
は
な
い
、
そ
れ
は
夢
だ
。
信
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
自
己
を
自
覚
す
る
こ
と
で
す
。
絶
対

現
実
で
す
。
三
世
に
救
い
な
き
自
己
を
発
見
し
た
ら
、
そ
れ
以
外
に
何
も
求
め
る
必
要
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

■

機

の

深

信

は

も

っ

と

も

健

康

な

精

神

僕
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
健
康
な
精
神
と
い
う
こ
と
を
思
う
の
で
す
。
何
か
ね
、
機
の
深
信
の
誤
解
が
あ
る
と
思
う
の
だ
。
救
わ
れ
ざ
る
こ
と
の
発
見
と
い
う
こ
と

を
、
な
ん
か
不
健
康
な
こ
と
の
よ
う
に
思
う
て
い
る
け
ど
そ
う
で
は
な
い
、
も
っ
と
も
健
康
な
精
神
で
す
。
自
分
を
自
分
以
外
の
も
の
で
満
た
そ
う
と
す
る
こ
と
の
ほ

う
が
は
る
か
に
不
健
康
だ
。
こ
れ
は
ま
あ
、
私
事
に
わ
た
っ
て
恐
縮
で
す
が
、
私
の
姉
が
、
私
が
病
気
し
て
い
る
間
に
死
に
ま
し
て
ね
、
姉
は
十
年
近
く
ず
っ
と
病
床

に
お
っ
た
の
で
す
。
親
父
と
同
じ
よ
う
に
、
親
父
も
八
年
間
病
気
で
寝
と
り
ま
し
た
。
そ
い
で
ね
、
亡
く
な
っ
て
み
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
身
体
は
不
健
康
だ
っ
た
け

ど
精
神
だ
け
は
健
康
だ
っ
た
と
思
う
ね
。

精
神
の
健
康
を
保
っ
た
の
は
、
父
も
姉
も
ど
っ
ち
も
俳
句
を
や
っ
て
お
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
の
だ
ね
。
姉
の
最
後
の
句
と
い
う
の
が
関
俳
連
の
賞
を
も
ら
っ
て
、
じ

つ
に
皮
肉
だ
け
れ
ど
も
亡
く
な
っ
た
日
に
賞
が
届
い
た
の
で
す
。
長
い
間
、
逢
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
ん
な
句
を
つ
く
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
け

ど
も
…
…
。
賞
を
も
ら
っ
た
句
と
い
う
の
は
「
黐
の
花
ほ
ろ
ほ
ろ

い
の
ち
の
灯
と
ろ
と
ろ
」
と
、
そ
れ
だ
け
の
言
葉
で
し
た
。
誰
も
知
ら
な
い
う
ち
に
、
夜
中
の
う

ち
に
死
ん
ど
っ
た
の
だ
け
ど
ね
、
は
た
に
家
族
の
者
が
寝
と
っ
て
気
が
つ
か
な
か
っ
た
そ
う
や
け
ど
、
肺
気
腫
み
た
い
だ
っ
た
の
で
、
恐
ら
く
死
ぬ
と
き
に
は
ず
い
ぶ

ん
苦
し
ん
だ
だ
ろ
う
と
思
う
け
れ
ど
も
、
ぜ
ん
ぜ
ん
知
ら
な
い
う
ち
に
死
ん
ど
っ
た
そ
う
や
ね
。

僕
は
こ
の
句
を
見
て
、
人
間
の
健
康
さ
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
な
ん
ぼ
身
体
が
健
康
で
も
精
神
が
病
ん
ど
っ
た
ら
、
健
康
な
身
体
が
か
え
っ
て
邪
魔
に
な
る
の
で

は
な
い
か
ね
。
生
涯
、
病
身
だ
っ
た
け
ど
、
健
康
な
精
神
を
も
ち
続
け
て
い
た
。
僕
ら
よ
り
以
上
に
健
康
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
ね
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り

俳
句
を
つ
く
っ
て
お
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
ね
。
俳
句
に
よ
っ
て
今
い
っ
た
「
黐
の
花
ほ
ろ
ほ
ろ
」
と
い
う
よ
う
な
、
も
ち
と
い
う
の
は
面
倒
な
字
で
す
け
ど
、

こ
う
い
う
字
（
板
書
）
を
書
く
の
で
す
け
ど
。
昔
、
鳥
を
ひ
っ
つ
け
て
捕
る
や
つ
や
ね
。
「
黐
の
花
ほ
ろ
ほ
ろ
」
ね
、
元
来
は
黐
で
す
か
ら
粘
い
の
で
す
。
粘
い
も
の

で
も
花
は
や
っ
ぱ
り
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
っ
て
い
く
の
で
す
。
粘
い
木
の
花
が
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
自
分
が
燃
え
上
が
っ
て
死
ん
で
い
く
、
そ
う
い
う
運

命
を
見
定
め
て
い
る
も
の
の
感
情
を
そ
う
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
「
い
の
ち
の
灯
と
ろ
と
ろ
」
と
、
こ
れ
は
ま
あ
、
い
の
ち
の
灯
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
い
の
ち
に
ど
れ
ほ
ど
執
着
し
て
い
て
も
、
や
は
り
い
の
ち

■ 機の深信はもっとも健康な精神
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は
い
の
ち
で
す
か
ら
ね
。
そ
こ
に
最
後
の
い
の
ち
に
対
す
る
執
念
み
た
い
な
も
の
が
、
対
象
的
に
詠
ま
れ
て
お
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
し
て
絶
望
し
た
り
し
な

い
。
そ
う
い
う
事
実
を
冷
厳
に
見
つ
め
な
が
ら
、
そ
の
い
の
ち
を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
精
神
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
う
ね
。
何
も
僕
は
姉
の

自
慢
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
ど
ね
、
そ
う
い
う
一
つ
の
い
の
ち
に
対
す
る
姿
勢
み
た
い
な
の
が
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
や
ね
。

■

落

在

す

る

魂

だ
か
ら
こ
こ
で
、
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
と
、
も
う
だ
め
だ
と
、
こ
う
い
う
も
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
冷
厳
な
い
の
ち
、
透
明
な
目
で
見
抜
い
て
、
し
か
も
そ
の
こ
と
を
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
、
落
在
し
て
お
る
魂
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
ね
、
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
。

五

そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
深
信
と
い
う
の
は
、

「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
信
海
な
り
。

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

と
、
こ
う
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
第
二
深
信
と
い
う
の
は
、
第
一
深
信
に
対
し
て
第
二
深
信
の
特
徴
は
「
自
身
」
に
対
し
て
、

「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
、
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
、
疑
い
な
く
慮
な
く
か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
深
信
せ
よ
と
な
り
。

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
、
あ
そ
こ
に
「
か
の
」
と
い
う
の
が
二
つ
あ
る
で
し
ょ
う
。
「
か
の
阿
弥
陀
仏
」
「
か
の
願
力
」
と
。
つ
ま
り
「
現
に
」
と
か
「
自
身
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て

「
彼
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
、
「
彼
」
と
い
う
言
葉
は
、
伝
統
の
も
と
は
や
っ
ぱ
り
『
浄
土
論
』
に
あ
る
。

「
観
彼
世
界
相
」
と
、
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず
る
と
。
彼
岸
と
か
彼
国
と
、
願
生
彼
国
と
。
安
田
先
生
は
と
く
に
、
こ
の
「
彼
」
の
一
字
に
尽
き
る
と
こ
う
い
わ
れ

る
の
で
す
が
。
そ
れ
は
、
「
か
の
阿
弥
陀
仏
」
「
か
の
願
力
」
と
、
そ
う
い
う
言
い
方
で
す
ね
。
僕
は
第
一
深
信
を
存
在
そ
れ
自
身
の
も
っ
て
い
る
約
束
性
と
、
そ
う

い
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
ま
し
た
が
、
彼
と
い
う
言
葉
の
あ
ら
わ
す
の
は
、
存
在
の
約
束
性
の
客
体
化
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
お
る
思
想
性
で
す
。
だ
か
ら
「
か
の
阿

弥
陀
仏
の
四
十
八
願
」
と
い
っ
た
場
合
に
、
ふ
つ
う
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
で
し
ょ
う
。
法
蔵
の
四
十
八
願
を
本
質
的
に
お
さ
え
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
つ
ま
り
成
就

の
本
願
で
す
。
た
と
え
ば
名
号
と
い
っ
た
場
合
に
、
聞
其
名
号
、
其
の
名
号
で
す
。
彼
の
名
号
と
は
い
わ
ん
。
そ
れ
か
ら
六
字
釈
に
な
り
ま
す
と
、
即
是
其
行
で
す
。

第十講 七深信者
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そ
の
場
合
は
彼
の
行
と
も
い
わ
ん
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の
行
な
り
と
、
こ
う
い
わ
ん
で
す
ね
。
阿
弥
陀
仏
を
あ
ら
わ
す
の
に
阿
弥
陀
仏
の
行
な
ん

て
い
わ
ん
、
「
其
の
行
」
（
聖
典
一
七
六
頁
）
だ
。
そ
れ
か
ら
聞
其
名
号
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
彼
の
阿
弥
陀
仏
の
名
号
と
い
う
言
い
方
は
せ
ん
わ
ね
。
彼
の
名
号
で

は
な
い
。
だ
か
ら
成
就
の
行
、
成
就
の
本
願
、
本
願
成
就
し
て
名
号
…
…
、
本
願
成
就
し
て
阿
弥
陀
仏
と
な
り
た
も
う
と
い
う
場
合
に
は
、
み
な
其
れ
で
す
わ
。

彼
と
い
う
言
い
方
の
場
合
に
は
、
逆
に
因
位
を
あ
ら
わ
す
。
因
位
の
願
心
を
あ
ら
わ
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
問
題
は
「
か
の
願
力
に
乗
ず

る
」
と
い
う
言
い
方
で
す
ね
。
乗
彼
願
力
で
す
。
乗
願
力
で
な
く
て
乗
彼
願
力
で
す
。
つ
ま
り
法
蔵
菩
薩
の
本
願
と
い
う
も
の
で
す
ね
、
法
蔵
菩
薩
の
本
願
に
乗
ず
る
。

だ
か
ら
聞
其
名
号
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
た
だ
名
号
を
聞
く
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
の
名
号
、
名
号
に
お
い
て
本
願
を
聞
く
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏

と
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
諸
仏
の
名
号
に
お
い
て
因
位
の
本
誓
を
聞
く
。
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
く
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
平
気
で
、

こ
れ
も
な
ん
で
す
ね
、
善
導
大
師
の
特
徴
で
す
が
、
「
乗
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
。
乗
彼
願
力
と
。
願
力
に
乗
ず
る
と
い
う
言
い
方
で
す
ね
。
乗
と
い
う
の
は
ふ
つ
う

は
運
載
の
義
で
し
ょ
う
。
乗
せ
て
運
ぶ
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
仏
教
の
伝
統
的
な
考
え
方
で
す
。

あ
る
お
同
行
が

願
力
に
乗
ず
る
と
き
と
あ
る
が
、
ご
院
さ
ん
、
こ
れ
は
ど
な
い
し
た
ら
い
い
の
だ
、
お
経
の
上
に
座
る
の
で
す
か
い

と
聞
か
れ
た
と
い
う
話
も

あ
る
。

も
っ
た
い
な
い
話
や

と
、
乗
彼
願
力
、
乗
彼
願
力
と
。

か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば

と
お
客
僧
が
い
う
と
、

も
っ
た
い
な
い
、
も
っ
た
い
な
い

と
、

な
ん
で
や

と
い
う
と
、

お
経
を
広
げ
て
座
る
の
で
す
か
い

と
、
魔
法
の
絨
毯
み
た
い
に
飛
ぶ
よ
う
に
思
う
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
言
葉
の

概
念
を
明
確
に
し
て
お
ら
な
い
で
す
よ
。
「
か
の
願
力
に
乗
ず
る
」
と
い
う
が
、
ど
う
乗
ず
る
の
だ
。
概
念
が
明
確
に
な
ら
な
い
ま
ま
で
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
っ

て
い
る
か
ら
困
る
の
で
す
。

■

如

来

が

私

を

信

じ

て

い

て

く

だ

さ

る

、

そ

の

信

に

乗

ず

る

そ
う
で
は
な
い
、
「
か
の
願
力
に
乗
ず
る
」
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
願
力
が
な
ぜ
願
力
な
の
か
、
法
蔵
の
願
力
が
何
に
よ
っ
て
成
就
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
何
に
よ
っ
て
願
力
に
な
っ
た
の
か
。
つ
ま
り
法
蔵
の
願
力
と
い
う
の
は
衆
生
の
…
…
、
衆
生
を
救
う
と
い
う
の
で
は
な
い
、
衆
生
を
信
ず
る
と
、
そ
う
で
し
ょ
う
。

衆
生
の
い
の
ち
を
信
ず
る
、
自
身
を
深
信
す
る
の
で
す
か
ら
。
衆
生
の
い
の
ち
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
如
来
の
信
に
乗
ず
る
の
で
す
。
如
来
が
私

を
信
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
信
に
乗
ず
る
、
そ
こ
に
わ
が
信
が
あ
る
。

如
来
の
信
を
利
用
す
る
の
で
す
。
そ
の
如
来
の
信
の
告
白
が
四
十
八
願
で
し
ょ
う
。
努
力
と
い
う
け
ど
、
本
願
と
い
う
け
ど
、
本
願
と
い
う
の
は
如
来
の
信
の
告
白

で
し
ょ
う
。
如
来
の
信
仰
告
白
で
す
。
如
来
の
信
仰
告
白
と
い
っ
た
ら
お
か
し
い
が
、
如
来
が
私
を
信
じ
て
い
る
こ
と
の
表
明
で
す
、
宣
言
な
の
だ
。
そ
の
如
来
が
私

を
信
じ
て
い
る
こ
と
に
乗
ず
る
の
で
す
。
で
な
き
ゃ
、
乗
ず
る
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
出
て
こ
な
い
。
私
た
ち
が
如
来
を
信
ず
る
と
い
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

■ 如来が私を信じていてくださる、その信に乗ずる
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れ
は
如
来
が
私
を
信
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
発
見
で
す
わ
。
「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
」
で
す
。
如
来

が
親
鸞
を
信
じ
た
も
う
こ
と
の
発
見
で
す
。

そ
の
如
来
が
親
鸞
を
信
じ
た
も
う
こ
と
の
宣
言
が
四
十
八
願
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
な
き
ゃ
、
願
が
信
を
…
…
、
阿
弥
陀
が
わ
れ
わ
れ
を
信
じ
た
も
う
こ
と
の
表
明
で

な
か
っ
た
ら
、
願
は
力
に
な
ら
な
い
で
す
。
願
力
に
な
ら
な
い
。
願
は
願
文
に
終
わ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
第
一
深
信
、
第
二
深
信
の
…
…
、
非
常
に
乱
雑
で
、
も

っ
と
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
け
ど
も
、
だ
い
た
い
の
意
味
は
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
第
一
、
第
二
だ
け
は
、
「
第
一
の
深
信
は
」
「
第
二
の
深
信

は
」
と
お
か
れ
る
の
で
す
。
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
六
、
第
七
は
、
「
第
三
に
は
」
「
第
四
に
は
」
「
第
五
に
は
」
「
第
六
に
は
」
「
第
七
に
は
」
と
、
こ
う
あ
る

で
し
ょ
う
。
第
一
、
第
二
に
よ
っ
て
二
種
深
信
の
真
意
を
、
言
葉
を
簡
略
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
明
確
に
す
る
。
第
一
、
第
二
と
も
に
深
信
な
の
で
す
。
深
信
の

全
体
を
表
明
し
て
い
る
。
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
六
、
第
七
と
い
う
の
は
信
仰
が
…
…
。
な
ん
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
す
か
ね
、
如
来
の
言
葉
、
如
来
の
歩
み
に
よ

っ
て
自
ら
の
信
を
展
開
し
て
お
る
。
こ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。
今
日
は
時
間
が
き
ま
し
た
か
ら
こ
れ
く
ら
い
に
し
と
き
ま
し
ょ
う
。

質

疑

と
く
に
、
こ
の
七
つ
の
信
心
の
う
ち
の
第
五
と
第
六
と
第
七
を
親
鸞
は
別
に
出
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
第
一
、
第
二
が
一
番
大
事
や
と
思
う
て
い
る
け
ど
、

藤

元

親
鸞
に
お
い
て
一
番
関
心
を
も
っ
て
は
っ
た
の
は
第
五
と
第
七
な
の
だ
。
そ
り
ゃ
も
う
非
常
に
詳
し
い
分
析
を
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
い
い
加
減
に
読
め
ん
と

い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
宮
城
君
は
第
六
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
け
れ
ど
、
そ
う
や
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
は
宮
城
君
の
自
己
関
心
で
す
。
親
鸞
は
第
五
と
第
七
を
一
番
問
題
に
し
た
の
で
す
。
こ
な
い
言
う
て
お
っ
た
ら
来
月
に
宮
城
君
が
ま
た
何
か
言
う
や
ろ
…
…
。

誰
が
考
え
た
の
か
し
ら
な
い
け
ど
、
お
も
し
ろ
い
ね
、
宮
城
君
が
や
り
、
宗
さ
ん
が
や
り
、
僕
が
や
り
、
お
互
い
に
叩
き
お
う
て
、
結
局
、
何
が
な
に
か
わ
か
ら
な
い

で
ポ
カ
ー
ン
と
し
て
い
る
の
は
君
ら
や
。
（
笑
）

僕
は
第
五
と
第
七
と
い
う
の
は
、
親
鸞
聖
人
が
、
端
的
に
い
え
ば
、
な
ぜ
吉
水
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
ね
、
親
鸞
聖
人
の
信
仰
の
問
題
関
心
、
信
心
に
対
す
る
一

番
の
難
点
は
第
五
と
第
七
で
あ
っ
た
。
重
大
な
関
心
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
ん
や
な
い
か
ね
。
今
度
は
僕
は
い
つ
に
な
る
ん
か
ね
。

―

来
月
も
続
け
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
も
…
…
。

そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
宮
城
や
宗
さ
ん
に
悪
い
わ
ね
。
し
か
し
命
の
あ
る
う
ち
に
い
う
て
く
れ
よ
。
こ
ん
な
の
は
一
週
間
に
い
っ
ぺ
ん
ず
つ
ぐ
ら
い
や
っ
た
ほ
う

藤

元
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が
い
い
ね
。

い
ず
れ
第
七
深
信
の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
ま
た
お
聞
き
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
第
一
深
信
の
と
こ
ろ
は
「
自
身
は
」
と
、
そ
の
場
合
は
「
身
」
と
な
っ
て
、

問

い

第
七
深
信
は
「
心
」
に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
言
葉
と
し
て
は
「
自
身
を
深
信
」
し
「
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
い
う
よ
う
な
、
第
一
深
信
を
第
七
深
信
で
完
結
す
る

よ
う
な
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
展
開
と
見
て
い
い
わ
け
で
す
か
。

そ
う
で
す
。

藤

元

そ
の
場
合
、
身
と
心
の
分
け
方
は
ど
う
い
う
ふ
う
な
、
そ
の
間
に
展
開
と
い
う
か
、
転
換
と
い
う
か
、
あ
る
の
で
す
か
。

問

い

そ
り
ゃ
『
観
経
』
で
す
か
ら
。
わ
れ
わ
れ
の
合
理
的
な
、
近
代
化
さ
れ
た
思
想
の
中
で
は
、
身
を
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
、
身
を
成
就
す
る
と
い
う
こ
と

藤

元

の
ほ
う
が
優
越
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
心
を
建
立
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
事
で
す
。
身
を
成
就
す
る
こ
と
よ
り
心
を
成
就
す
る
こ
と

の
ほ
う
が
大
事
だ
。
身
は
心
の
媒
介
で
す
。
だ
か
ら
身
は
健
康
で
あ
っ
て
も
心
が
不
健
康
な
ら
、
身
が
健
康
で
あ
る
こ
と
自
体
、
意
味
を
も
た
ん
。

■

身

は

魂

の

社

会

性

身
は
病
ん
で
お
っ
て
も
心
が
健
康
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
心
を
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
を
「
自
心
を
建
立
す
る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
し
か
し
人
間
の
心
は
た
だ
心
で
も
っ
て
い
る
の
で
な
い
。
身
に
よ
っ
て
い
る
の
で
す
、
心
は
。
身
を
媒
介
に
せ
ん
と
。
身
と
い
う
の
は
魂
の
社
会
性
で
し
ょ
う
。

身
を
も
た
な
ん
だ
ら
魂
は
フ
ワ
フ
ワ
、
フ
ワ
フ
ワ
し
て
い
る
だ
け
だ
。
成
就
せ
ん
わ
ね
。
身
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
が
心
が
…
…
、
心
が
身
に
よ
っ
て
成
就
す
る
。
社

会
性
で
す
わ
ね
。
し
か
し
そ
の
心
は
身
を
破
る
よ
う
な
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
ね
。
身
に
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
心
で
は
だ
め
や
。
建
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

そ
う
す
る
と
、
自
心
を
建
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
？
。

問

い

親
鸞
聖
人
は
自
性
唯
心
に
沈
む
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
さ
れ
ま
す
が
、
「
自
性
唯
心
に
沈
み
て
浄
土
の
真
証
を
貶
す
、
定
散
の
自
心
に
迷
い
て
」
と
。
あ
そ

藤

元

こ
に
自
心
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
迷
う
自
心
も
あ
る
け
れ
ど
、
迷
わ
ん
自
心
が
大
事
な
の
だ
。
そ
う
や
な
い
か
ね
。
自
性
唯
心
に
沈
む
よ
う
な
自
心

や
か
ら
あ
か
ん
の
で
す
、
金
剛
の
真
信
に
昏
い
の
だ
。
自
性
唯
心
に
沈
ま
ん
、
定
散
の
自
心
に
迷
わ
ん
と
、
そ
う
い
う
自
心
が
あ
る
ん
や
な
い
か
ね
。
現
実
に
振
り
回

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
信
仰
は
…
…
。

現
実
を
破
っ
て
、
現
実
を
変
革
す
る
よ
う
な
自
心
が
要
求
さ
れ
て
い
る
ん
や
な
い
か
ね
、
信
心
と
い
う
も
の
は
。
こ
な
い
だ
小
笠
原
亮
一
先
生
が
来
て
ね
、
あ
の
人

は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
か
ら
…
…
、
話
し
と
っ
て
、
な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
僕
ら
の
考
え
方
と
違
い
が
あ
る
ん
か
と
思
っ
た
の
だ
け
ど
ね
。

■ 身は魂の社会性
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学
校
教
育
と
い
う
問
題
で
、
現
在
の
同
和
問
題
で
の
同
和
学
習
に
つ
い
て
で
す
が
、
同
和
学
習
と
い
う
の
は
、
同
和
学
級
で
す
か
、
小
笠
原
亮
一
先
生
は
被
差
別
部

落
の
子
ど
も
た
ち
に
一
生
懸
命
に
勉
強
を
教
え
る
、
能
力
を
つ
け
る
、
あ
あ
い
う
問
題
に
私
は
疑
問
を
覚
え
る
の
だ
と
。
真
宗
の
教
え
と
い
う
の
は
落
ち
こ
ぼ
れ
て
い

く
人
た
ち
に
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
人
間
ら
し
い
教
育
、
人
間
を
形
成
し
て
い
く
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
能
力
主
義
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
被

差
別
部
落
の
学
習
自
体
も
ま
た
、
そ
う
い
う
能
力
主
義
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
に
ど
う
し
て
も
私
は
疑
問
を
呈
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
言
い
方
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
僕
は
そ
う
で
は
な
い
。

な
る
ほ
ど
そ
れ
は
気
に
入
ら
な
い
で
す
。
し
か
し
能
力
主
義
を
破
る
よ
う
な
能
力
は
必
要
や
な
い
か
ね
。
能
力
主
義
を
、
そ
ん
な
も
の
だ
め
や
言
う
て
や
め
ち
ゃ
い

か
ん
。
僕
は
、
こ
の
改
革
は
百
年
た
っ
て
も
無
理
だ
と
思
う
の
だ
が
、
僕
は
や
っ
ぱ
り
、
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
が
勉
強
し
て
さ
、
能
力
主
義
を
破
る
よ
う
な
能
力
を

身
に
つ
け
て
い
か
ん
こ
と
に
は
、
つ
ま
り
そ
こ
に
、
『
観
経
』
の
も
っ
て
い
る
非
常
に
大
事
な
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
だ
。
端
的
に
い
え
ば
「
自
心
を
建
立
す
る
」
と

い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
う
意
味
な
の
で
す
。
能
力
主
義
に
溺
れ
ち
ゃ
い
か
ん
。
し
か
し
能
力
主
義
を
破
る
よ
う
な
能
力
を
必
要
と
し
て
い
る
ん
や
な
い
か
ね
。

「
自
性
唯
心
に
沈
む
」
と
か
、
「
定
散
の
自
心
に
迷
う
」
と
い
う
の
は
、
言
い
か
え
れ
ば
能
力
主
義
で
す
。
能
力
で
事
が
解
決
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

大
き
な
間
違
い
だ
。
し
か
し
、
そ
の
能
力
主
義
を
破
ら
な
い
か
ん
わ
ね
。
能
力
主
義
は
だ
め
だ
か
ら
能
力
主
義
的
な
教
育
を
や
め
る
と
い
う
の
で
は
な
い
の
だ
。
そ
う

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
小
笠
原
先
生
は
非
常
に
人
間
的
や
ね
、
見
と
っ
て
も
。
僕
み
た
い
に
ト
ゲ
ト
ゲ
し
と
ら
ん
わ
。
あ
あ
い
う
人
が
真
宗
的
に
見
え
る

で
し
ょ
う
。

積
極
的
と
い
う
か
、
戦
闘
的
な
感
じ
で
す
ね
。

問

い

そ
う
思
う
け
ど
な
。
戦
闘
的
な
と
い
う
よ
り
現
実
的
な
の
で
す
。
真
宗
と
い
う
の
は
、
現
生
不
退
で
す
。
あ
れ
も
い
い
言
葉
で
す
ね
、
現
生
不
退
と
い
う
言
葉

藤

元

は
。
僕
の
生
き
て
い
る
間
に
な
ん
と
か
す
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
お
も
ろ
い
や
な
い
か
ね
。
中
国
人
に
は
出
て
こ
ん
わ
ね
。
中
国
人
は
今
で
だ
め
な
ら
次
の
世
界
で

や
れ
と
、
の
ん
き
な
話
や
っ
て
い
る
。
大
き
い
け
ど
ね
。
そ
う
い
う
仏
教
の
も
っ
て
い
る
方
便
と
い
う
考
え
方
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
に
は
な
い
の
で
す
。
安

田
先
生
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
お
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

方
便
と
い
う
こ
と
は
現
実
的
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

問

い

そ
う
で
す
。
龍
樹
は
現
生
不
退
と
い
う
言
葉
、
現
生
不
退
を
実
現
す
る
易
行
を
、
信
方
便
易
行
と
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
社
会
問
題
が
究
極
的
な
関

藤

元

心
で
は
な
い
の
で
す
。
仏
教
に
お
け
る
究
極
的
課
題
と
い
う
の
は
社
会
問
題
や
な
い
。
社
会
問
題
を
と
お
し
て
「
自
心
を
建
立
す
る
」
こ
と
だ
。
社
会
は
身
の
問
題
で

す
け
ど
ね
。
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そ
う
い
う
言
い
方
を
す
れ
ば
、
社
会
問
題
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
。

問

い

そ
う
で
す
よ
。
そ
う
で
す
よ
。
利
用
と
い
う
言
葉
が
い
か
な
い
の
や
ろ
。
だ
か
ら
こ
そ
社
会
問
題
が
大
事
や
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
ん
や
な
い
か
。
社
会
問
題

藤

元

を
利
用
や
な
い
、
社
会
問
題
を
縁
に
す
る
の
で
す
。
縁
で
す
。
自
分
を
生
み
出
し
て
く
る
縁
で
す
。
因
で
は
な
い
わ
ね
。
縁
だ
か
ら
こ
そ
大
事
な
の
だ
。
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
を
因
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
生
ま
れ
た
ん
や
な
い
、
そ
れ
は
縁
だ
。
父
母
を
縁
と
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
父
母
に
恩
が
あ
る
。
因
に
し
た
ら
、
そ
ん
な
ら
恩
も
感

じ
な
い
。

■

社

会

に

深

い

恩

を

感

じ

る

か

ら

社

会

を

改

革

せ

に

ゃ

ら

な

ん

社
会
問
題
と
か
、
社
会
を
改
革
す
る
と
か
と
い
う
け
ど
、
社
会
を
改
革
す
る
と
い
う
前
に
、
社
会
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
ど
れ
ほ
ど
の
恩
を
感
じ
て
い
る
か
。
恩
を

感
じ
て
社
会
問
題
を
論
じ
て
い
る
社
会
主
義
者
は
お
ら
へ
ん
だ
ろ
う
。
仏
教
は
そ
う
や
な
い
、
社
会
に
対
し
て
深
い
恩
を
感
じ
る
か
ら
社
会
を
大
事
に
す
る
、
社
会
を

改
革
せ
に
ゃ
な
ら
ん
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
や
な
い
か
。
利
用
と
い
う
よ
り
も
、
そ
り
ゃ
も
う
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
利
用
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
生
ま
れ
て
き
た
ん

や
な
い
や
ろ
、
別
に
利
用
し
よ
う
と
思
わ
ん
。
む
こ
う
の
ほ
う
が
利
用
し
た
ん
や
。
（
笑
）
そ
こ
に
恩
が
あ
る
ん
や
な
い
か
ね
。
そ
れ
を
恩
義
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
か

っ
た
ら
、
自
心
は
建
立
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
社
会
に
対
す
る
恩
義
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
実
践
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
恩

義
を
感
じ
ん
か
ら
社
会
問
題
な
ん
て
宗
教
問
題
で
は
な
い
と
い
う
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
己
れ
の
い
の
ち
が
大
事
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
社
会
を
大
事
に
せ
に
ゃ
な
ら

ん
の
や
ね
。
こ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
な
い
か
ら
部
落
問
題
を
、
み
ん
な
横
向
い
て
い
る
の
で
す
。
も
う
お
き
ま
し
ょ
う
よ
、
ね
。

こ
こ
は
七
深
信
、
六
決
定
。
七
深
信
と
い
う
こ
と
は
構
造
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
先
ほ
ど
信
心
の
展
開
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
、
ふ
つ
う
の
言

問

い

葉
で
い
う
と
、
自
心
を
建
立
す
る
方
法
論
と
い
う
よ
う
な
方
法
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
便
と
い
う
中
に
…
…
。

と
く
に
『
観
経
』
で
す
か
ら
、
僕
は
ま
だ
も
う
一
つ
明
確
に
で
き
な
い
の
で
す
け
ど
も
、
こ
の
な
か
に
隠
顕
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
方
法
と
い
う
も
の
で
は
な

藤

元

い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
信
心
が
信
心
自
ら
を
判
別
し
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
方
法
で
は
な
い
。
信
心
が
何
か
他
の
も
の
に
よ
っ
て
展
開
し

て
い
る
の
で
は
な
い
、
信
心
の
自
己
弁
証
で
す
。
も
っ
と
い
え
ば
直
観
的
展
開
で
す
わ
。
直
観
が
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
は
お
か
し
い
け
ど
、
そ
う
い
う
し
か
な
い
の

で
す
。
弁
証
法
の
弁
証
で
は
な
い
。
こ
れ
は
う
ま
く
い
え
ま
せ
ん
け
ど
も
。

も
う
一
つ
、
思
い
つ
き
み
た
い
な
も
の
で
す
け
ど
、
下
巻
の
ほ
う
で
『
浄
土
論
』
が
な
ぜ
出
て
こ
ん
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
け
ど
、
つ
ま
り
親
鸞
は
善
導
を

問

い

学
ん
で
、
『
浄
土
論
』
を
学
ん
で
、
こ
こ
で
最
後
と
い
い
ま
す
か
、
『
愚
禿
鈔
』
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
な
ぜ
な
か
っ
た
の
か
と
思
っ
て
お
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
の

で
す
ね
。

■ 社会に深い恩を感じるから社会を改革せにゃらなん
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そ
り
ゃ
あ
り
ま
す
。
言
っ
ち
ま
え
ば
、
三
心
一
心
問
答
と
い
う
、
『
浄
土
論
』
の
一
心
、
「
我
一
心
」
と
い
う
も
の
と
、
『
観
経
』
の
三
心
の
一
異
を
論
じ
た

藤

元

の
が
親
鸞
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
心
は
、
『
十
四
行
偈
』
の
一
心
と
『
浄
土
論
』
の
一
心
と
は
、
『
愚
禿
鈔
』
上
巻
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
『
十
四
行
偈
』
の
一
心
を

む
し
ろ
省
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。
一
心
で
『
浄
土
論
』
と
善
導
大
師
の
、
つ
ま
り
論
と
釈
の
…
…
、
経
論
釈
の
伝
統
で
す
か
ら
。
一
心
の
内
容
は
『
浄
土
論
』
の
一
心

も
『
十
四
行
偈
』
の
一
心
も
一
つ
な
ん
で
す
。
『
観
経
』
の
三
心
も
『
十
四
行
偈
』
の
一
心
も
一
つ
、
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。

一
心
を
、
こ
の
三
心
の
展
開
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
な
が
ら
、
そ
れ
は
同
時
に
『
浄
土
論
』
の
一
心
、
『
浄
土
論
』
に
重
ね
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
あ
え
て

『
愚
禿
鈔
』
の
下
巻
に
は
『
浄
土
論
』
は
出
さ
ん
の
で
す
。
つ
ま
り
ふ
つ
う
の
読
み
方
で
は
本
来
、
善
導
と
曇
鸞
は
一
つ
に
な
ら
な
い
の
で
す
よ
。
『
浄
土
論
』
が
菩

薩
道
で
し
ょ
う
。
曇
鸞
大
師
の
と
こ
ろ
で
は
、
た
し
か
に
下
品
の
衆
生
を
出
し
て
く
る
。
八
番
問
答
に
ね
。
出
し
て
く
る
け
れ
ど
も
、
天
親
菩
薩
の
と
こ
ろ
で
は
あ
く

ま
で
そ
れ
は
菩
薩
道
の
問
題
で
す
。

そ
れ
は
『
論
註
』
を
読
む
と
き
に
非
常
に
注
意
せ
ん
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
『
論
註
』
は
何
で
「
謹
ん
で
龍
樹
菩
薩
の
『
十
住
毘
婆
沙
』
を
案
ず
る
に
」
「
二

種
の
道
あ
り
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
の
か
。
つ
ま
り
、
曇
鸞
大
師
は
三
論
の
人
で
し
ょ
う
。
三
論
の
人
が
何
で
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
な
ん
か
を
も
っ
て
き
た
か
。
正
依

の
も
の
で
は
な
い
で
す
。
そ
れ
を
親
鸞
は
ち
ゃ
ん
と
抜
か
さ
ん
わ
。
「
四
論
の
講
説
さ
し
お
き
て
」
で
す
。
「
焚
焼
仙
経
帰
楽
邦
」
は
「
正
信
偈
」
で
す
。
仙
経
は
焼

き
す
て
た
け
ど
四
論
の
講
説
は
さ
し
お
い
た
ん
や
ね
。
四
論
の
講
説
さ
し
お
い
て
何
を
も
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
で
す
。
あ
ん
な
も
の
端
本
や

な
い
か
ね
。

一
代
の
不
思
議
論
と
い
わ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
華
厳
十
地
の
全
部
の
釈
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
現
実
は
初
歓
喜
地
と
、
第
二
離
垢
地
の
中
途
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
言
わ
ば
本
と
し
て
は
不
完
全
だ
、
端
本
で
す
わ
。
も
う
ほ
と
ん
ど
仏
教
学
者
な
ん
て
あ
ん
な
も
の
相
手
に
せ
ん
の
で
す
。
そ
れ
を

な
ぜ
曇
鸞
が
「
『
十
住
毘
婆
沙
』
を
案
ず
る
に
」
と
や
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
実
践
の
問
題
で
す
。
最
初
に
「
菩
薩
、
阿
毘
跋
致

を
求
む
る
に
」
と
あ
る
。
阿
毘
跋
致
は
不
退
で
し
ょ
う
。
不
退
が
一
番
の
関
心
事
だ
。
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
は
何
か
と
い
う
と
、
「
顕
示
難
行
陸
路
苦
」
、
菩
薩
道
の

難
行
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。
何
も
易
行
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
難
行
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
易
行
が
自
ず
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
す

る
と
問
題
は
、
菩
薩
が
二
乗
地
に
堕
す
る
こ
と
の
危
険
性
だ
。
つ
ま
り
退
転
の
危
険
で
す
。
退
転
す
る
こ
と
が
仏
道
に
お
い
て
一
番
問
題
な
の
だ
。
退
転
せ
ん
と
い
う

こ
と
が
仏
道
な
の
で
は
な
い
か
ね
。
何
か
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
真
理
を
求
め
る
魂
を
す
て
ん
と
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
真
理
を
求
め
る
魂
を
す
て
ん
。
仏
法
を

聞
い
た
っ
て
そ
う
で
す
。
た
い
が
い
の
人
は
始
め
は
お
も
し
ろ
い
か
ら
聞
く
の
で
す
。
仏
法
を
聞
き
ま
し
ょ
う
と
聞
く
の
だ
。
し
か
し
三
日
ほ
ど
聞
い
た
ら
止
め
る
ん

や
、
わ
か
ら
ん
ち
ゅ
う
て
。
わ
か
ら
ん
ち
ゅ
う
て
止
め
る
と
い
う
の
は
退
転
で
は
な
い
か
ね
。
と
く
に
真
理
に
対
し
て
は
そ
う
な
の
だ
。
そ
こ
に
易
行
道
が
展
開
さ
れ

第十講 七深信者
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て
い
く
。曇

鸞
自
身
の
。

問

い

そ
う
そ
う
。
だ
け
ど
あ
く
ま
で
基
本
は
菩
薩
道
だ
。
だ
か
ら
ひ
と
つ
に
な
ら
な
い
の
で
す
よ
、
本
来
は
、
一
心
と
こ
う
い
っ
て
も
。
な
ら
な
い
の
が
あ
た
り
ま

藤

元

え
や
。
と
こ
ろ
が
菩
薩
に
お
け
る
一
心
と
凡
夫
に
お
け
る
一
心
は
ひ
と
つ
な
の
だ
と
。
こ
れ
は
大
変
な
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
ね
。
変
わ
ら
な
い
と
。
菩
薩
で
あ
ろ
う
と

凡
夫
で
あ
ろ
う
と
、
一
心
に
変
わ
り
な
し
、
と
。
真
理
を
求
め
る
心
そ
の
も
の
は
ひ
と
つ
な
の
だ
。
そ
う
で
し
ょ
う
。

成
就
す
る
か
せ
ん
か
は
違
い
が
あ
る
け
ど
、
で
き
ん
や
つ
で
き
る
や
つ
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
問
題
関
心
は
同
じ
だ
と
。
そ
り
ゃ
菩
薩
で
あ
ろ
う
が
、
凡
夫
で
あ
ろ

う
が
、
餓
鬼
で
あ
ろ
う
が
、
畜
生
で
あ
ろ
う
が
、
真
理
を
求
め
る
心
が
一
度
起
こ
れ
ば
、
そ
れ
は
み
な
等
し
い
の
だ
と
、
菩
提
心
は
。
そ
れ
を
お
さ
え
よ
う
と
し
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
。
だ
か
ら
、
僕
は
曇
鸞
の
思
想
が
、
そ
の
ま
ま
ず
う
っ
と
展
開
し
て
お
っ
た
ら
大
し
た
も
の
や
と
思
う
ん
や
け
ど
。
善
導
で
ち
ょ
っ

と
関
心
が
変
わ
る
ん
や
な
い
か
ね
。
社
会
性
を
失
っ
て
く
る
の
だ
。
こ
れ
は
中
国
に
社
会
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
な
い
の
で
し
ょ
う
、
集
団
は
あ
っ
て
も
。
結
社
み
た

い
な
、
西
方
白
蓮
社
（
廬
山
の
慧
遠
）
み
た
い
な
結
社
は
あ
る
け
ど
…
…
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
ね
。
問
題
関
心
は
。

と
き
ど
き
回
向
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
で
す
ね
、
自
利
真
実
・
利
他
真
実
と
い
う
言
葉
を
後
の
ほ
う
で
、
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
第
六
、
第
七
と
く
る
と
こ
ろ

問

い

に
、
と
き
ど
き
言
葉
と
し
て
他
力
回
向
と
い
う
…
…
。

■

横

超

の

本

願

は

社

会

性

で

な

い

か

曇
鸞
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。
顔
を
出
し
て
く
る
の
だ
。
そ
り
ゃ
ね
え
、
曇
鸞
が
善
導
の
と
こ
ろ
へ
一
番
顔
を
出
し
て
く
る
の
は
、
な
ん
だ
ろ
う
ね
。
あ
ん

藤

元

た
の
指
摘
し
た
よ
う
な
こ
と
も
出
て
く
る
け
ど
、
僕
は
曇
鸞
で
も
な
い
、
善
導
で
も
な
い
、
ま
あ
善
導
に
よ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
善
導
と
、
む
し
ろ
親
鸞
聖
人
は
善
導

の
中
に
曇
鸞
を
見
い
だ
さ
れ
て
い
く
の
は
、
そ
う
い
う
回
向
と
い
う
言
葉
よ
り
も
、
む
し
ろ
横
超
と
い
う
概
念
だ
ろ
う
と
思
う
。
横
超
で
す
。
僕
は
こ
の
言
葉
は
、
も

う
い
っ
ぺ
ん
検
討
し
直
さ
ん
な
ら
な
い
と
思
う
て
い
る
の
だ
け
ど
、
横
超
の
本
願
と
は
な
の
だ
と
。
社
会
性
で
は
な
い
か
ね
、
横
に
超
え
る
と
い
う
の
は
。
人
間
が
人

間
に
超
え
る
と
い
う
の
は
、
横
ざ
ま
に
超
え
る
と
。
人
間
が
仏
に
超
え
る
ん
や
っ
た
ら
縦
ざ
ま
に
超
え
る
。
横
超
と
い
う
の
は
、
横
に
超
え
る
の
だ
。
民
衆
に
超
え
る

道
だ
。
そ
う
で
は
な
い
か
ね
。
そ
う
読
ま
ん
と
僕
は
我
慢
で
き
ん
の
や
。
そ
れ
は
僕
の
勝
手
な
読
み
方
か
も
わ
か
ら
な
い
け
ど
。

善
導
と
曇
鸞
の
時
代
性
の
問
題
で
す
か
ね
。

問

い

い
や
ー
、
時
代
性
の
問
題
も
あ
る
の
だ
ろ
う
け
ど
な
。
あ
る
の
だ
ろ
う
け
ど
も
、
む
し
ろ
問
題
関
心
で
は
な
い
か
ね
。
善
導
大
師
な
ん
て
暗
い
と
こ
ろ
で
さ
、

藤

元

朝
か
ら
晩
ま
で
仏
さ
ん
見
と
っ
て
、
六
時
礼
讃
な
ん
て
つ
く
っ
て
お
っ
た
ん
や
か
ら
、
娑
婆
の
こ
と
な
ん
か
関
係
あ
ら
へ
ん
わ
。
仏
さ
ん
の
顔
ば
っ
か
り
見
て
お
っ
た

■ 横超の本願は社会性でないか
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ん
や
か
ら
。
そ
な
い
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
け
ど
ね
。
だ
か
ら
む
し
ろ
問
題
関
心
と
し
て
は
『
浄
土
論
』
や
『
論
註
』
の
ほ
う
が
は
る
か
に
広
い
の
で

し
ょ
う
。
社
会
関
心
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
。

先
ほ
ど
、
善
導
の
場
合
は
社
会
性
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
中
国
に
は
社
会
が
な
い
と
。
し
か
し
曇
鸞
の
場
合
も
中
国
…
…
。

問

い

曇
鸞
も
中
国
に
は
違
い
な
い
け
ど
も
、
あ
の
人
は
ど
な
い
や
ろ
。
僕
は
そ
う
い
う
意
味
で
玄
忠
寺
と
い
う
と
こ
ろ
へ
一
度
行
っ
て
き
て
み
た
い
ん
や
け
ど
、
ど

藤

元

う
も
玄
忠
寺
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
ね
。

西
域
な
ん
か
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

問

い

え
え
、
や
っ
ぱ
り
強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
あ
思
想
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
パ
ー
ッ
と
広
ま
っ
た
り
、
き
ゅ
っ
と
縮
ま
っ
た
り
、

藤

元

つ
ね
に
振
幅
を
も
っ
て
い
る
も
の
や
な
い
で
す
か
ね
。
ま
あ
、
そ
れ
ぐ
ら
い
に
し
と
き
ま
し
ょ
う
。

（
一
九
八
〇
年
二
月
）

第十講 七深信者
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第
十
一
講

七
深
信
者

第
一
深
信
、
決
定

深

信

自
身

、
即
是
自
利
信
心
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

第
二
深
信
、
決
定

深

信

乗
彼
願
力

、
即
是
利
他
信
海
也

二

一

ノ

ハ

シ

テ

ス

ル

ヲ

チ

レ

ノ

二

一

第
三

決
定

深

信
『
観
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

二

一

第
四

決
定

深

信
『
弥
陀
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

第
五

唯
信

仏
語

決
定

依

行

二

一

レ

ニ

ハ

ジ

ヲ

シ

テ

ル

ニ

第
六

依

此
経

深
信

二

一

ニ

ハ

テ

ノ

ヲ

ス

第
七

又
深
心
深
信
者
、
決
定

建

立

自
心

（
真
聖
全
二
・
四
六
七
頁
）

二

一

ニ

ハ

ノ

ハ

シ

テ

セ
ヨ
ト

ヲ

七
深
信
と
は
、

第
一
の
深
信
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
の
信
心
な
り
。

第
二
の
深
信
は
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
」
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
信
海
な
り
。

第
三
に
は
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。
」

第
四
に
は
「
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
。
」

第
五
に
は
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
。
」

第
六
に
は
「
こ
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。
」

第
七
に
は
「
ま
た
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
」
と
。

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

一

■

七

深

信

は

展

開

す

る

信

心

七
深
信
に
つ
い
て
、
前
回
で
は
七
深
信
の
列
挙
と
い
う
…
…
、
そ
れ
は
七
種
の
深
信
と
い
う
意
味
で
な
く
て
、
深
信
と
い
わ
れ
る
も
の
の
展
開
で
あ
る
と
申
し
上
げ

■ 七深信は展開する信心
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ま
し
た
。
と
く
に
宗
祖
の
場
合
は
、
第
一
、
第
二
、
第
三
と
い
う
よ
う
な
、
こ
う
い
う
表
現
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
も
の
と
い
っ
て
い
い
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

第
と
い
う
の
は
次
第
を
あ
ら
わ
す
。
次
第
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
次
第
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
段
階
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
信
心
と
い
う
も
の

の
展
開
と
い
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
本
願
の
展
開
に
対
し
て
信
心
の
展
開
で
す
。
本
願
の
展
開
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
安
田
先
生
が
四
十
八
願
と
い
う
も
の

を
「
展
開
す
る
本
願
」
と
い
う
ふ
う
に
お
さ
え
て
講
義
を
さ
れ
、
聞
い
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
展
開
す
る
本
願
に
対
し
て
展
開
す
る
信
心
で
す
。
ま
あ
端
的

に
い
い
ま
す
と
親
鸞
聖
人
に
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
三
願
転
入
と
い
う
、
三
願
転
入
と
い
う
も
の
は
『
六
要
』
の
教
学
で
名
づ
け
た
も
の
で
す
け
ど
…
…
。
三
願
転
入

と
い
う
ふ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
す
け
ど
も
、
転
入
と
い
う
べ
き
な
の
か
ね
。
「
選
択
の
願
海
に
転
入
」
す
る
と
い
う
ふ
う
に
最
後
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
か
ら

転
入
と
い
っ
て
お
る
の
で
し
ょ
う
が
、
選
択
の
願
海
に
転
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
信
心
の
展
開
な
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
三
願
転
入
と
い
う
言
葉
に
と
ら

わ
れ
な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。

転
入
と
い
う
の
は
親
鸞
聖
人
の
信
心
と
い
う
も
の
の
、
親
鸞
の
信
仰
と
い
う
か
、
親
鸞
の
思
想
の
も
っ
て
お
る
独
自
性
を
あ
ら
わ
す
の
で
し
ょ
う
、
転
ず
る
と
い
う

の
は
。
七
祖
の
中
で
も
転
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
自
覚
の
も
つ
…
…
、
転
成
で
す
ね
。
成
は
成
る
で
す
。
法
然
上
人
か
ら
は
転
成
と
い
う
概
念
は
出
て
こ
な
い
で
す
ね
。

親
鸞
聖
人
の
場
合
は
た
と
え
ば
、
「
円
融
至
徳
の
嘉
号
は
、
悪
を
転
じ
て
徳
を
成
す
」
と
。
転
成
で
す
ね
。
悪
を
転
じ
て
徳
を
成
ず
る
と
。
悪
を
否
定
す
る
の
で
は
な

い
。
悪
を
転
ず
る
の
だ
。
転
ず
る
と
い
う
こ
と
が
親
鸞
の
、
念
仏
の
信
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
念
仏
が
行
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
悪
を
転
じ
て
徳
と
な
す
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
悪
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
、
悪
を
転
ず
る
の
だ
。
だ
け
ど
も
、
転
入
と
な
り
ま
す
と
、
な
ん
や
押
入
れ
に
入
っ
た
よ
う
な
気
に
な
り
ま
し
て
ね
、

「
選
択
の
願
海
に
転
入
」
す
る
と
い
い
ま
す
が
、
入
と
い
う
言
葉
が
…
…
、
回
入
と
い
う
言
葉
な
ら
ね
。
回
入
と
転
入
と
い
う
の
が
三
願
、
い
わ
ゆ
る
三
願
転
入
の
課

題
な
の
で
し
ょ
う
。
三
願
転
入
と
い
う
言
葉
で
本
願
の
展
開
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
展
開
す
る
本
願
と
い
う
こ
と
か
ら
い
い
ま
す
と
、
三
願
転
入
と
い
う
表
現
自
体
が
ど

う
も
関
心
し
な
い
の
で
す
け
ど
ね
。
関
心
せ
ん
か
ら
、
ほ
ん
な
ら
何
か
い
い
言
葉
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
都
合
よ
く
は
い
か
ん
の
で
す
け
ど
…
…
。

宗
祖
は
願
の
展
開
に
お
い
て
自
ら
の
信
仰
経
験
を
語
る
、
告
白
す
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
本
願
の
展
開
に
対
し
て
七
深
信
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
展
開
す
る
信
心

と
、
こ
う
い
っ
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
第
一
、
第
二
…
…
、
第
三
、
第
四
と
い
う
と
こ
ろ
に
『
観
経
』
、
『
阿
弥
陀
経
』
が
出
て
く
る
の
で
す
ね
。
第

一
、
第
二
を
あ
ら
わ
す
の
は
『
大
無
量
寿
経
』
で
し
ょ
う
。
経
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
、
第
二
の
深
信
と
い
う
も
の
が
お
さ
え
て
い
る
の
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
で

す
ね
。
『
大
経
』
『
観
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
と
三
経
で
す
ね
。
三
経
の
展
開
が
そ
こ
に
自
ず
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
言
い
ま
し
て
も
、
第

一
、
第
二
の
深
信
と
い
う
も
の
を
、
ま
あ
こ
な
い
だ
お
話
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
七
深
信
全
体
の
構
造
の
な
か
か
ら
第
一
、
第
二
深
信
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
直

し
て
み
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
ん
ま
り
い
じ
く
り
ま
わ
す
の
は
関
心
し
ま
せ
ん
し
ね
。
宗
祖
が
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
ま
ま
受
け
と
め
れ
ば
い
い
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の
で
し
ょ
う
け
ど
、
ど
う
も
あ
ん
ま
り
い
じ
く
り
ま
わ
す
と
い
う
の
は
気
に
そ
ま
な
い
の
で
す
が
。

で
す
か
ら
、
七
深
信
と
い
っ
て
も
、
第
一
、
第
二
が
ま
ず
カ
ッ
コ
で
と
じ
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
第
三
、
第
四
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
第
五
、
第
六
、
第

七
と
、
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
ね
。
言
葉
の
上
か
ら
言
い
ま
し
て
も
、
第
一
、
第
二
は
「
第
一
の
深
信
」
「
第
二
の
深
信
」
と
「
深
信
」
の
説
明
で
し
ょ
う
。
第
三
、

第
四
以
下
は
、
第
三
、
第
四
だ
け
は
「
決
定
」
と
い
う
問
題
が
中
心
に
な
る
。
決
定
は
教
の
上
か
ら
い
う
と
涅
槃
の
本
質
な
の
で
す
。
ニ
ル
バ
ー
ナ
で
す
。
「
涅
槃
を

決
定
と
名
づ
く
」
と
、
こ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
言
葉
で
す
わ
ね
。
決
定
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
邪
定
、
不
定
聚
の
問
題
で
す
。
邪
定
、
不
定
と
い
う
の

は
、
こ
れ
は
『
大
無
量
寿
経
』
の
言
葉
で
す
け
れ
ど
も
、
え
げ
つ
な
い
言
葉
で
す
ね
。
え
げ
つ
な
い
言
葉
や
け
れ
ど
も
、
邪
定
で
あ
ろ
う
が
不
定
で
あ
ろ
う
が
、
や
は

り
定
ま
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
人
生
が
定
ま
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

『
観
経
』
に
お
い
て
自
ら
の
人
生
を
定
め
る
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て
自
ら
の
人
生
を
定
め
る
。
『
阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て
定
ま
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
不
定
が
な
ぜ
行
な
の
か
、
不
定
と
い
う
の
は
定
ま
ら
ん
こ
と
で
は
な
い
の
か
と
い
う
け
ど
ね
、
定
ま
ら
ん
こ
と
に
定
ま
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
不
定
聚
の
問
題
で
面
倒
な
の
は
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
二
十
願
の
問
題
で
面
倒
き
わ
ま
る
の
は
、
た
だ
定
ま
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
、

定
ま
ら
な
い
こ
と
に
定
ま
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
不
定
聚
の
問
題
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
三
、
第
四
の
場
合
は
決
定
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
信
心
の
も
っ
て
お
る
決
定
性
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
第
五
、
第
六
、
第
七
と
、
こ
れ
は
ま
あ
、

第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
と
い
う
も
の
の
総
説
と
い
っ
て
い
い
で
す
ね
。
で
、
問
題
に
な
る
の
は
第
七
な
の
で
す
。
最
後
に
「
深
心
の
深
信
」
と
い
う
言
葉
が
出
て

く
る
で
し
ょ
う
。
「
深
心
の
深
信
」
と
い
う
の
は
、
深
心
釈
の
冒
頭
に
出
て
く
る
言
葉
で
し
ょ
う
。
「
二
に
は
深
心
、
深
心
と
言
う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な

り
」
と
、
そ
こ
へ
帰
っ
て
く
る
の
で
す
。
つ
ま
り
深
心
を
「
深
心
と
言
う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
」
と
。
経
典
に
深
い
心
と
あ
る
も
の
を
善
導
が
「
深
く
信

ず
る
心
」
だ
と
、
こ
う
い
う
註
釈
を
加
え
た
ゆ
え
ん
は
自
心
の
建
立
に
あ
り
と
。
深
心
と
い
う
も
の
が
自
心
の
建
立
に
あ
る
。
も
っ
と
い
え
ば
主
体
性
の
確
立
な
の
だ

と
。
深
い
心
と
い
う
も
の
が
主
体
性
を
あ
ら
わ
す
の
だ
。
深
い
心
に
対
し
て
浅
い
心
と
い
う
意
味
が
あ
る
け
ど
ね
。
深
い
心
を
深
く
信
ず
る
心
だ
と
、
こ
う
い
っ
た
と

き
に
、
深
く
信
ず
る
心
は
自
心
の
確
立
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
。
つ
ま
り
、
そ
の
場
合
の
「
建
立
自
心
」
で
す
ね
。
建
立
自
心
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
自
性
唯
心
と

か
、
定
散
の
自
心
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
主
体
性
の
問
題
で
す
ね
。

信
心
と
い
う
け
れ
ど
も
、
な
ん
か
信
心
と
い
う
と
主
体
性
の
確
立
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
す
が
、
も
っ
と
端
的
に
い
う
と
清
沢
満
之

の
い
う
独
立
心
で
す
ね
。
信
仰
と
い
う
と
た
よ
る
心
の
よ
う
に
思
い
ま
す
け
ど
も
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
自
心
建
立
と
い
っ
た
と
き
に
は
独
立
心
な
の
で
す
。

つ
ま
り
全
体
が
そ
う
お
さ
え
て
い
ま
す
わ
ね
。
自
利
の
信
心
。
自
利
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
建
立
自
心
と
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
自
心
の
中
身
は
自
利
信
心
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で
す
か
ら
。
自
利
信
心
な
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
第
一
の
深
信
に
帰
る
で
し
ょ
う
。
第
一
の
深
信
に
帰
っ
て
く
る
の
で
す
。
つ
ま
り
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す

る
」
と
。
こ
ん
な
信
仰
は
他
に
な
い
で
し
ょ
う
。
第
一
深
信
は
「
自
身
を
深
信
」
し
、
第
二
深
信
は
如
来
を
深
信
す
る
の
で
す
。
こ
れ
が
、
第
一
、
第
二
に
あ
え
て

「
深
信
」
と
い
う
言
葉
を
お
か
れ
る
ゆ
え
ん
な
の
で
す
。

■

七

深

信

の

構

造

は

円

環

的

だ
か
ら
言
っ
て
し
ま
う
と
七
深
信
と
い
う
の
は
、
七
深
信
自
体
が
円
環
的
な
の
で
し
ょ
う
、
構
造
が
。
円
環
的
だ
と
い
う
こ
と
は
無
限
に
展
開
す
る
意
味
を
あ
ら
わ

す
。
円
環
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
完
結
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
完
結
し
て
お
る
も
の
は
と
ど
ま
っ
て
お
る
の
で
は
な
い
。
完
結
し
て
い
る
こ
と
に
お

い
て
無
限
に
展
開
し
て
い
く
可
能
性
を
…
…
、
信
心
と
い
う
も
の
の
原
理
と
い
っ
て
い
い
。
そ
こ
で
も
う
い
っ
ぺ
ん
第
一
深
信
と
か
第
二
深
信
と
い
う
の
は
考
え
て
み

ん
な
ら
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
た
ん
に
省
略
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
二
種
深
信
と
い
う
も
の
を
省
略
し
て
第
一
、
第
二
と
し
て
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
な
い
。
こ

れ
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
二
種
深
信
と
い
う
で
し
ょ
う
、
最
初
に
「
ま
た
二
種
あ
り
」
と
い
う
ね
。
二
種
と
い
う
言
い
方
が
ど
う
も
わ
か
ら
な

い
で
す
ね
。
善
導
大
師
は
二
種
と
い
う
こ
と
を
、
「
一
に
は
決
定
し
て
」
「
二
に
は
決
定
し
て
」
と
い
う
ふ
う
に
い
う
で
し
ょ
う
。

一
に
は
決
定
し
て
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
深
信
す
べ
し
。

二
に
は
決
定
し
て
「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
、
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
、
疑
い
な
く
慮
な
く
か
の
願
力
に
乗
ず
れ
ば
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
深
信
せ
よ
と
な

り
。
」
文

（
聖
典
四
三
九
頁
）

と
、
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
一
に
は
」
「
二
に
は
」
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
で
す
ね
…
…
。
だ
か
ら
、
信
心
に
二
つ
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
信
心
に
二
つ
あ
る
わ
け
で

は
な
い
、
二
に
し
て
一
な
の
だ
と
。
つ
ま
り
二
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
を
明
ら
か
に
す
る
の
だ
と
、
そ
う
い
う
言
い
方
を
よ
く
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
二
種

と
は
言
わ
ん
の
で
は
な
い
か
ね
。
や
っ
ぱ
り
「
一
に
は
」
「
二
に
は
」
と
い
う
か
ぎ
り
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
機
の
深
信
、
法
の
深
信
と
か
と
い
う
で

し
ょ
う
。
機
の
深
信
と
か
法
の
深
信
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
ま
あ
『
六
要
』
か
ら
引
い
て
く
る
の
で
し
ょ
う
が
、
機
と
か
法
と
か
、
そ
う
い
う
教
学
的
概
念
で
は
言
い

あ
て
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
つ
ま
り
、
機
法
一
体
と
い
う
こ
と
を
い
う
と
…
…
、
機
法
二
種
深
信
と
い
う
で
し
ょ
う
。
機
法
二
種
深
信
と
。
機
法
二

種
と
い
う
と
、
二
に
し
て
一
な
り
な
ん
て
い
わ
ん
な
ら
ん
こ
と
に
な
る
。
や
っ
ぱ
り
第
一
、
第
二
と
か
ね
。
「
一
に
は
」
「
二
に
は
」
と
い
っ
て
い
る
か
ぎ
り
異
な
る

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ね
。
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
機
と
法
の
違
い
だ
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
は
、
ど
う
し
て
も
言
い
つ
く
せ
ん
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
ね
。

私
た
ち
は
、
そ
も
そ
も
機
・
法
、
機
の
深
信
と
か
法
の
深
信
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
に
慣
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
や
す
い
の
で
す
が
、
ど
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う
も
宗
祖
の
七
深
信
の
展
開
を
み
て
ま
す
と
、
機
と
か
法
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
、
か
え
っ
て
見
え
る
も
の
も
見
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
で
す

ね
。
も
っ
と
大
事
な
こ
と
は
、
た
と
え
ば
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
、
こ
れ
は
善
導
大
師
の
言
葉
、
善
導
大
師
の
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、

曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
言
葉
を
省
略
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
省
略
し
た
ら
短
こ
う
な
っ
た
と
い

う
も
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
省
略
し
た
ら
小
そ
う
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
省
略
し
た
ら
、
も
と
あ
っ
た
善
導
大
師
の
言
葉
よ
り
も
、
も
っ
と
大
事
な
も

の
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
省
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
。
神
さ
ま
を
信
ず
る
と
か
、
仏
さ

ま
を
信
ず
る
と
い
う
の
で
な
い
の
で
し
ょ
う
、
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
言
い
方
で
い
お
う
と
し
て
い
る
の
は
。

信
心
と
い
う
け
ど
、
こ
の
場
合
は
深
信
と
い
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
が
、
深
信
と
い
う
よ
う
な
の
は
、
つ
ま
り
信
心
と
い
う
よ
う
な
の
は
信
心
以
外
の
も
の
を
信

心
す
る
の
で
は
な
い
、
信
心
以
外
の
も
の
に
自
分
を
見
い
だ
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
信
心
が
信
心
自
身
の
な
か
に
自
己
を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

れ
を
深
信
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
自
分
が
自
分
以
外
の
も
の
に
自
分
を
み
る
の
で
は
な
い
の
で
す
わ
ね
。
信
心
が
信
心
自
身
に
信
心
を
み
る
の
で
す
。
だ
か
ら
深
信
な

の
で
し
ょ
う
。
深
く
信
ず
る
と
い
う
よ
う
な
。
そ
の
こ
と
は
さ
ら
に
い
う
と
、
信
心
と
い
う
の
は
、
信
心
と
い
う
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
信
心
と
い
う
言
葉
に
…
…
、
信

心
イ
コ
ー
ル
信
仰
で
は
な
い
の
で
す
。
信
仰
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
知
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
ね
、
信
心
と
い
う
と
、
や
や
こ
し
ゅ
う
な
る
の
で
す
わ
。
心
理
的
な

性
格
を
も
っ
て
信
心
と
い
う
言
葉
を
読
み
ま
す
と
、
信
心
と
い
う
も
の
が
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

信
心
と
い
う
も
の
は
、
つ
ま
り
信
心
し
て
何
か
を
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
問
題
は
信
心
が
結
論
な
の
で
す
。
信
心
し
て
何
か
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

信
心
が
結
論
な
の
で
す
。
信
心
が
信
心
以
外
に
何
か
を
見
い
だ
す
の
で
な
い
。
信
心
が
信
心
す
る
の
で
す
、
そ
れ
を
深
信
と
い
う
の
で
す
。
だ
か
ら
信
心
と
い
う
の
は
、

信
ず
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
救
い
な
の
で
し
ょ
う
。
信
じ
て
何
か
が
で
き
る
と
い
う
の
で
は
な
い
、
信
じ
え
た
と
い
う
こ
と
が
救
済
な
の
で
す
。
そ
う
い
う

場
合
の
信
心
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
い
っ
た
ら
い
い
ん
か
ね
。

二

僕
は
こ
の
ご
ろ
無
碍
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
思
う
の
で
す
が
、
「
念
仏
者
は
無
碍
の
一
道
」
と
い
わ
れ
る
の
で
す
が
ね
。
そ
れ
は
人
間
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
自
分
が
何
か
を
経
験
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
、
自
分
以
外
の
何
か
を
経
験
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
自
分
が
自
分
を
経
験
す
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
自
分
を

経
験
す
る
こ
と
の
他
に
人
生
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
自
分
が
自
分
以
外
の
も
の
を
経
験
し
よ
う
と
す
る
と
、
自
分
以
外
の
も
の
を
自
分
に
す
る
し
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か
な
い
。
自
分
は
自
分
を
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
だ
け
は
無
碍
な
の
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
状
況
に
お
か
れ
て
も
、
そ
の
お
か
れ
た
状
況
自
体
が
自
己
の
経
験

と
な
る
。

■

自

分

を

経

験

せ

し

め

る

契

機

「
魔
界
外
道
も
障
碍
す
る
こ
と
」
あ
た
わ
ず
と
い
う
の
は
、
人
間
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
経
験
す
る
、
自
分
を
経
験
す
る
こ
と
に
お
い

て
は
、
つ
ま
り
障
碍
す
る
も
の
も
自
己
経
験
だ
。
自
己
の
経
験
と
な
る
、
経
験
の
契
機
と
な
る
。
自
分
を
邪
魔
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
自
分
が
自
分
を
経
験
す
る
。
つ

ま
り
自
分
を
邪
魔
す
る
も
の
が
自
分
を
経
験
せ
し
め
る
契
機
と
な
る
、
そ
れ
が
「
魔
界
外
道
も
障
碍
す
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
言
い
方
な
の
で
し
ょ
う
。
魔
界
と
か
外

道
が
、
む
し
ろ
自
分
を
経
験
せ
し
め
る
契
機
と
な
る
。
た
だ
魔
界
と
か
外
道
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
な
い
。
魔
界
と
か
外
道
も
ま
た
自
分
が
自
分
を
経
験
し
て
い

く
重
要
な
契
機
と
な
る
。
そ
れ
が
無
碍
と
い
う
こ
と
の
積
極
的
な
意
味
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
お
釈
迦
さ
ま
が
成
道
さ
れ
る
最
後
の
一
週
間
と
い
う
の
は
、
い
ろ
ん
な

手
だ
て
を
つ
く
し
て
、
魔
王
が
矢
を
い
か
け
て
く
る
で
す
わ
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
釈
尊
の
成
道
を
邪
魔
し
た
魔
が
、
最
後
に
あ
ら
ゆ
る
手
を
失
っ
て
、
そ
の
矢
が

釈
尊
の
目
の
前
で
花
に
転
じ
た
と
、
花
び
ら
と
な
っ
て
散
っ
た
と
い
う
、
え
ら
い
劇
的
な
表
現
で
す
け
ど
ね
。
つ
ま
り
障
碍
す
る
も
の
が
逆
に
そ
の
障
碍
に
お
い
て
成

道
の
契
機
に
な
る
。
邪
魔
す
る
も
の
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
。
邪
魔
す
る
も
の
が
逆
に
自
己
自
身
を
経
験
す
る
契
機
と
な
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
一
切
の
有
碍
に
障

り
な
し
と
い
う
の
で
す
ね
。
一
切
の
有
碍
に
無
碍
だ
と
。
一
切
の
有
碍
に
、
一
切
の
有
碍
で
す
か
ら
無
碍
で
は
な
い
の
だ
。
一
切
の
有
碍
に
障
り
な
し
、
と
。
有
碍
に

無
碍
だ
と
。
有
碍
な
る
も
の
が
有
碍
な
る
ま
ま
に
無
碍
な
の
だ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
「
念
仏
者
は
無
碍
の
一
道
な
り
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

え
ら
い
た
い
そ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
自
分
の
人
生
と
い
う
け
れ
ど
も
、
自
分
の
人
生
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、

自
分
を
経
験
し
て
い
く
人
生
だ
。
自
分
を
経
験
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
お
い
て
は
、
ど
ん
な
も
の
も
邪
魔
す
る
こ
と
は
で
き
ん
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
自
己
経
験
の
場

で
あ
る
。
契
機
と
な
る
。
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
自
身
が
深
信
す
る
の
で
は
な
い
、
自
身
を
深
信
す
る
。
先
ほ
ど

か
ら
言
っ
て
い
る
機
法
、
機
の
深
信
と
い
う
と
自
分
が
何
か
を
深
信
す
る
と
、
何
か
を
信
ず
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
や
す
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
自
分
が
深

信
す
る
の
で
は
な
い
、
自
身
を
深
信
す
る
。
だ
か
ら
信
ず
る
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
「
真
な
る
も
の
」
と
か
、
あ
る
い
は
、
「
善
き
こ
と
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
美
し

い
も
の
」
を
信
ず
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
な
い
。
自
身
が
自
身
に
満
足
す
る
の
で
し
ょ
う
。
自
身
が
い
か
な
る
自
身
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
自

身
が
自
身
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
っ
て
あ
る
の
は
そ
う
い
う
信
な
の
で
す
ね
。

だ
か
ら
親
鸞
聖
人
は
、
わ
ざ
わ
ざ
機
と
か
法
と
か
と
い
う
よ
う
な
分
類
の
し
か
た
で
な
く
て
、
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
自
利
と
利
他
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
自
利
の
信
心
と
利
他
の
信
海
と
い
う
分
類
の
し
か
た
を
さ
れ
て
い
る
。
機
の
深
信
と
か
法
の
深
信
と
い
う
よ
う
な
分
け
方
で
な
い
で
す
ね
。
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三

■

深

心

は

深

い

意

識

深
心
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
心
と
い
う
よ
り
意
識
な
の
で
す
。
深
い
意
識
で
す
。
深
い
意
識
と
い
う
の
は
深
信
の
心
で
し
ょ
う
。
深
く
信
ず
る
心
と
い
う
と
、
そ
の

深
く
信
ず
る
心
は
深
い
自
覚
な
の
だ
。
だ
か
ら
深
い
自
覚
と
い
う
も
の
の
本
質
は
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
だ
。
ど
う
も
そ
こ
ら
は
う
ま
い
こ
と
い
え
ん
け
れ
ど
も
ね
。

そ
う
い
う
自
覚
は
自
分
が
自
覚
す
る
の
で
な
い
。
自
覚
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
自
身
な
の
だ
、
自
己
な
の
だ
。
自
覚
し
て
み
れ
ば
自
分
が
自
覚
し
た
の
で
は
な
い
。
自

覚
し
て
み
れ
ば
自
分
が
自
分
の
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
自
覚
し
た
ら
、
自
覚
し
た
自
分
は
自
分
の
も
の
で
な
い
と
い
う
自
覚
な
の
で
す
。
自
分
の
も
の
だ
っ
た
ら
、

「
利
他
の
信
海
」
と
は
い
え
ん
の
で
す
、
他
利
の
信
海
に
な
る
。
他
利
に
な
る
。
自
覚
し
た
ら
、
自
分
の
人
生
が
自
分
の
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
自

覚
し
て
み
れ
ば
自
分
の
人
生
は
自
分
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
自
分
が
自
分
の
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
そ
う
い
う
自
覚
構
造
な
の
で
す
。

そ
こ
で
「
か
の
願
力
に
乗
ず
」
と
い
う
「
彼
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
「
自
身
は
現
に
」
に
対
し
て
「
か
の
願
力
」
で
す
。
対
比
し
て
表
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
そ
う
す
る
と
第
二
の
深
信
は
第
二
人
称
で
す
ね
。
自
分
に
対
し
て
他
と
い
う
意
味
を
も
つ
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
彼
と
い
う
の
は
、
我
と
汝
の
関
係

で
は
な
い
、
我
と
彼
の
関
係
で
す
。
彼
此
と
い
う
場
合
は
自
他
を
超
え
て
い
る
。
我
と
君
で
は
な
い
、
我
と
汝
で
な
い
。
彼
と
い
う
の
は
第
三
人
称
で
す
。
そ
れ
は
自

も
他
も
超
え
て
い
る
。
自
他
と
い
う
関
係
で
表
さ
れ
る
の
は
人
間
関
係
だ
。
人
間
関
係
を
超
え
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
人
間
関
係
を
超
え
た
も
の
に
乗
ぜ
よ
と
、

こ
う
い
う
わ
け
だ
。

彼
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
阿
弥
陀
さ
ん
は
衆
生
に
向
か
う
と
か
、
衆
生
を
救
う
と
い
う
け
ど
も
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

阿
弥
陀
仏
は
衆
生
に
は
対
面
し
な
い
。
人
間
に
対
面
し
て
い
る
の
は
阿
弥
陀
仏
で
は
な
い
、
十
方
諸
仏
だ
。
わ
れ
わ
れ
が
対
面
で
き
る
の
は
釈
迦
仏
だ
、
十
方
諸
仏
だ
。

諸
仏
に
救
わ
れ
る
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
は
人
間
を
救
お
う
な
ん
て
思
っ
と
り
ゃ
せ
ん
。
少
な
く
と
も
人
間
を
直
接
救
お
う
と
は
せ
ん
。
ま
た
人
間
は
阿
弥
陀
仏
を
見
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
、
見
た
ら
目
が
つ
ぶ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
十
方
諸
仏
し
か
な
い
。
こ
れ
は
、
で
す
か
ら
そ
う
い
う
眼
で
見
る
と
、
第
一

深
信
と
第
二
深
信
は
呼
応
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
曽
我
先
生
の
言
葉
で
い
う
と
「
合
わ
せ
鏡
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

第
一
深
信
と
第
二
深
信
は
二
種
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
か
ら
言
っ
て
い
ま
す
「
二
種
あ
り
」
の
二
種
と
い
う
言
葉
に
ひ
っ
か
か
る
の
で
す
け
れ
ど
も
ね
、
ど
う
も
二
種
と

い
う
言
葉
は
関
心
せ
ん
が
、
そ
れ
は
二
つ
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
、
呼
応
し
て
い
る
の
だ
。
も
っ
と
簡
単
に
い
う
と
、
二
河
譬
に
「
此
遣
彼
喚
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
「
東
の
岸
に
た
ち
ま
ち
に
人
の
勧
む
る
声
を
聞
く
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
西
の
岸
の
上
に
人
あ
り
て
喚
う
て
言
わ
く
」
と
、
あ
れ
が
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
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お
釈
迦
さ
ま
の
言
葉
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
い
い
の
で
し
ょ
う
、
わ
れ
わ
れ
は
。
東
岸
の
声
を
聞
く
、
と
書
い
て
あ
る
け
ど
も
、
東
岸
の
声
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う

と
、
か
ま
わ
ん
の
で
は
な
い
か
ね
。
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
か
ま
わ
ん
い
っ
た
ら
善
導
大
師
は
怒
る
か
も
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
。
そ
う
で
し
ょ
う
。

我
今
回
ら
ば
ま
た
死
せ
ん
、
住
ま
ら
ば
ま
た
死
せ
ん
、
去
か
ば
ま
た
死
せ
ん
。
一
種
と
し
て
死
を
勉
れ
ざ
れ
ば
、
我
寧
く
こ
の
道
を
尋
ね
て
前
に
向
こ
う
て
去
か
ん
。

す
で
に
こ
の
道
あ
り
。
必
ず
度
す
べ
し
。

（
聖
典
二
一
九
・
二
二
〇
頁
）

と
、
そ
の
言
葉
で
い
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
決
意
で
い
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
決
定
で
い
い
の
で
す
。
あ
れ
が
決
定
だ
。

「
こ
の
念
を
作
す
時
、
東
の
岸
に
た
ち
ま
ち
に
人
の
勧
む
る
声
を
聞
く
」
と
、
東
岸
の
声
な
ん
て
も
の
は
ま
ぬ
け
な
話
や
。
確
認
み
た
い
な
も
の
や
。
あ
っ
て
も
な

く
て
も
い
い
の
で
す
。
あ
っ
て
も
の
う
て
も
い
い
と
い
う
と
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ん
け
ど
も
、
じ
つ
は
そ
の
問
題
は
こ
の
後
に
出
て
く
る
の
で
す
わ
。
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
経
典
と
い
う
も
の
は
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
僕
は
そ
う
思
う
。
必
要
な
の
は
「
我
今
回
ら
ば
ま
た
死
せ
ん
、

住
ま
ら
ば
ま
た
死
せ
ん
、
去
か
ば
ま
た
死
せ
ん
。
一
種
と
し
て
死
を
勉
れ
ざ
れ
ば
、
我
寧
く
こ
の
道
を
尋
ね
て
前
に
向
こ
う
て
去
か
ん
。
す
で
に
こ
の
道
あ
り
。
必
ず

度
す
べ
し
」
と
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
や
。
だ
か
ら
そ
こ
で
「
東
の
岸
に
た
ち
ま
ち
に
人
の
勧
む
る
声
を
聞
く
」
「
汝
一
心
に
正
念
に
し
て
直
ち
に
来
れ
」
と
い
う
言
葉

は
「
す
で
に
こ
の
道
あ
り
」
の
内
容
や
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
「
す
で
に
こ
の
道
あ
り
。
必
ず
度
す
べ
し
」
と
。

■

東

岸

の

声

は

「

す

で

に

こ

の

道

あ

り

」

の

内

容

東
岸
の
声
と
い
う
の
は
「
す
で
に
こ
の
道
あ
り
」
の
内
容
で
し
ょ
う
。
ど
っ
ち
に
こ
ろ
ん
で
も
死
ぬ
し
か
な
い
の
だ
と
。
だ
け
ど
こ
の
道
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、

そ
れ
だ
け
で
い
い
で
は
な
い
か
。
二
河
譬
の
「
す
で
に
こ
の
道
あ
り
」
と
い
う
言
葉
が
、
は
じ
め
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
自
分
に
死
を
も
た
ら

し
た
道
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
に
死
を
も
た
ら
し
た
、
つ
ま
り
自
分
が
歩
い
て
お
っ
た
道
が
あ
っ
た
。
自
分
が
歩
い
て
お
っ
た
道
を
、
そ
の
他
に
道

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
道
と
い
う
言
葉
が
こ
こ
で
は
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
い
る
の
で
す
け
ど
ね
。
二
河
譬
の
中
で
は
道
と
い
う
言
葉
が
「
白
道
」
と
い
う
道
と
い
う

言
葉
が
使
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
最
後
の
『
愚
禿
鈔
』
の
下
巻
の
終
わ
り
の
ほ
う
で
、
ず
っ
と
宗
祖
は
二
河
譬
の
説
明
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
。
「
二
河
の

中
に
つ
い
て
」
（
聖
典
四
五
二
頁
）
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ず
っ
と
二
河
譬
の
検
討
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
ね
。
四
五
四
頁
に
白
道
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
宗
祖
は

…
…
。

ご
承
知
の
よ
う
に
「
白
道
四
五
寸
」
と
い
う
の
は
「
能
生
清
浄
願
往
生
心
」
と
善
導
大
師
は
訳
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
宗
祖
は
白
道
と
い
う
の
は

「
六
度
万
行
、
定
散
」
だ
と
。
つ
ま
り
、
「
自
力
小
善
の
路
な
り
」
だ
と
、
こ
う
い
う
言
い
方
を
し
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
「
四
五
寸
と
は
、
四
の
言
は
四

大
毒
蛇
に
喩
う
る
な
り
。
五
の
言
は
五
陰
悪
獣
に
喩
う
る
な
り
」
と
。
つ
ま
り
仏
道
そ
の
も
の
が
絶
望
的
な
の
で
す
。
「
す
で
に
こ
の
道
あ
り
」
と
い
っ
て
い
る
「
す

第十一講 七深信者
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で
に
」
あ
る
道
と
い
う
の
は
絶
望
以
外
に
な
い
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
絶
望
を
愛
す
る
と
い
う
、
た
だ
一
つ
の
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
、
「
す
で
に
こ
の
道
あ

り
」
と
い
う
の
は
。
だ
か
ら
「
前
に
向
こ
う
て
去
か
ん
」
と
、
あ
そ
こ
に
は
じ
め
て
前
向
、
前
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
そ
れ
ま
で
は
西
が
出
て
く
る
。
西
に
向
か

う
と
い
う
の
が
。
し
か
し
、
あ
そ
こ
だ
け
が
前
に
向
か
う
と
。
つ
ま
り
絶
望
し
か
な
い
、
し
か
し
そ
の
絶
望
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
は
な
い
か
ね
。
言
っ
て

し
ま
え
ば
「
毒
蛇
」
の
道
を
歩
め
と
い
う
の
は
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
や
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
は
ま
た
、
い
ず
れ
出
て
く
る
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
で
第
一
深
信
と
第
二
深
信
と
い

う
の
は
、
お
の
ず
か
ら
呼
応
の
関
係
、
「
此
遣
彼
喚
」
と
い
う
の
は
。
つ
ま
り
教
学
的
に
い
え
ば
、
釈
迦
、
弥
陀
二
尊
に
、
つ
ま
り
釈
迦
の
教
え
に
信
順
す
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
。

最
初
に
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
第
一
、
第
二
の
深
信
と
い
う
も
の
は
『
大
無
量
寿
経
』
で
す
。
『
大
無
量
寿
経
』
と
い
う
の
は
、
た
ん
に
釈
迦
仏
の
説
と
い
う
の
で

は
な
い
。
無
量
寿
仏
の
願
、
本
願
を
釈
迦
が
説
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
無
量
寿
仏
の
本
願
を
無
量
寿
仏
が
説
い
た
の
で
は
な
い
、
無
量
寿
仏
の
本
願
を
釈

迦
が
説
い
た
。
仏
々
相
念
だ
。
仏
々
相
念
、
そ
の
相
念
の
た
だ
中
に
身
を
お
く
こ
と
を
深
信
と
い
う
の
で
す
。

第
一
、
第
二
の
深
信
と
い
う
の
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
ひ
と
く
ぎ
り
に
な
る
、
カ
ッ
コ
の
な
か
に
入
る
。
で
す
か
ら
、
第
二
の
深
信
だ
っ
て
「
決
定
し
て
か
の
願
力

に
乗
じ
て
深
信
す
る
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
「
か
の
願
力
」
に
お
い
て
何
を
深
信
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
せ
ん
で
し
ょ
う
。
「
か
の
願
力
に
乗
じ
て
」
願
力

を
深
信
す
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
「
か
の
願
力
に
乗
じ
て
」
自
身
を
深
信
す
る
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
第
一
、
第
二
の
深
信
、
二
種
深
信
と
い
う
の
は
一
、
二

と
、
第
一
、
第
二
と
い
わ
れ
な
が
ら
ど
う
も
…
…
。
本
来
は
阿
弥
陀
さ
ま
を
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
仏
さ
ま
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
で
な
い
。

「
願
力
に
乗
じ
て
」
自
身
を
深
信
す
る
。
だ
か
ら
無
量
寿
仏
も
縁
な
の
で
す
。
自
身
を
深
信
す
る
た
め
の
縁
で
す
。
無
量
寿
仏
が
私
た
ち
を
救
う
の
で
は
な
い
。
無
量

寿
仏
に
乗
じ
て
深
信
す
る
と
い
う
、
深
信
が
自
身
を
救
う
の
で
す
。
信
心
が
、
信
心
だ
け
が
信
心
す
る
も
の
を
救
う
の
で
す
。
信
心
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
さ
ん
に
自
分
が

救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
な
い
。

第
一
深
信
と
第
二
深
信
と
の
関
係
と
い
う
も
の
が
、
機
法
二
種
深
信
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
ど
う
も
宗
祖
が
七
深
信
を
第
一
、
第
二
と
い
う

次
第
で
も
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
意
味
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
ね
。
ど
っ
ち
も
、
第
一
深
信
も
第
二
深
信
も
、
よ
う
す
る
に
な
の
で
し

ょ
う
。
宗
祖
が
「
自
利
の
信
心
」
と
「
利
他
の
信
海
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
、
自
利
と
利
他
と
い
う
関
係
で
あ
ら
わ
そ
う
と
さ
れ
た
意
図
み
た
い
な
こ
と
が
、
そ
う
い

う
も
の
こ
そ
見
失
な
っ
ち
ゃ
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
は
す
じ
道
を
立
て
て
し
ゃ
べ
れ
ん
も
の
や
な
あ
…
…
。

四

■ 東岸の声は「すでにこの道あり」の内容
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■

尋

発

と

我

発

で
す
か
ら
、
こ
の
第
一
の
深
信
も
第
二
の
深
信
も
、
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
深
信
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
こ
れ
は
前
に
言
い
ま
し
た
が
、
法
蔵
と
い
う
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
法
蔵
が
本
願
選
択
す
る
と
い
う
が
、
法
蔵
の
本
願
選
択
の
前
に
、
「
無
上
正
真
の
道
意
」
を
発
し
た
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
「
嘆
仏
偈
」
を
と
お

し
て
、
「
無
上
正
覚
の
心
を
発
せ
り
」
と
、
あ
そ
こ
で
は
じ
め
て
「
我
無
上
正
覚
の
心
を
発
せ
り
」
と
、
我
と
。
「
我
発
無
上
正
覚
之
心
」
と
。
つ
ま
り
、
は
じ
め
は
、

仏
の
説
法
を
聞
い
て
心
に
よ
ろ
こ
び
を
懐
い
て
、
「
尋
発
無
上
正
真
道
意
」
と
。
そ
れ
で
「
嘆
仏
偈
」
を
と
お
し
て
「
我
発
」
で
す
わ
ね
、
無
上
正
覚
の
心
と
。
ど
っ

ち
も
無
上
で
す
け
ど
も
、
こ
っ
ち
は
正
覚
の
心
で
す
。
正
覚
と
い
う
の
は
仏
の
さ
と
り
を
あ
ら
わ
す
。

つ
ま
り
世
自
在
王
仏
の
み
も
と
に
ま
い
っ
て
、
そ
し
て
仏
を
嘆
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
仏
の
心
を
発
し
た
と
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
無
上
正
真
道
意
を
成
就
す

べ
き
道
を
見
い
だ
し
た
の
で
す
ね
。
無
上
正
真
道
意
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
成
就
す
る
道
は
正
覚
の
心
に
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
我
と
い
っ
て

い
る
、
我
発
と
。
「
尋
発
無
上
正
真
道
意
」
と
い
う
場
合
は
、
尋
ね
発
す
の
で
す
か
ら
、
ま
だ
我
と
い
う
も
の
は
確
立
し
て
い
な
い
。
は
じ
め
て
正
覚
の
心
に
求
め
る

べ
き
自
分
を
見
い
だ
す
の
で
す
。

■

法

蔵

は

本

願

と

い

う

自

分

を

選

ん

だ

だ
か
ら
法
蔵
菩
薩
が
四
十
八
願
を
選
択
し
た
。
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
国
土
を
覩
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
四
十
八
願
を
建
立
し
た
と
い
う
け
ど
、
そ
れ
は
四
十
八
願

と
い
う
こ
と
に
お
い
て
自
分
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
の
で
す
。
四
十
八
願
を
選
択
し
た
と
い
う
け
れ
ど
も
、
四
十
八
願
に
自
分
を
見
い
だ
し
た
の
だ
。
二
百
一
十
億
の

諸
仏
の
国
土
を
覩
見
し
て
、
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
国
土
を
選
択
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
な
に
も
本
願
を
選
択
し
た
の
で
は
な
い
。
本
願
と
い
う
自
分
を
選
ん
だ
の
だ
。

四
十
八
願
の
自
己
を
選
ん
だ
。
法
蔵
自
身
を
選
ん
だ
。
そ
れ
が
「
自
身
を
深
信
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
身
を
選
び
ぬ
い
た
。
本
願
を
選
ん
だ
と
い
う
よ
り

も
、
本
願
と
い
う
よ
う
な
も
の
、
何
か
本
願
と
い
う
自
分
以
外
の
も
の
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
。
本
願
を
自
分
と
す
る
。
本
願
を
自
己
と
す
る
と
こ
ろ
に
法
蔵
の
選
択

が
あ
る
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
四
十
八
願
と
い
う
け
ど
、
そ
れ
は
法
蔵
自
身
だ
。
法
蔵
自
身
を
選
ん
だ
の
で
す
。
四
十
八
願
に
お
い
て
自
身
を
選
ん
だ
。
四
十
八

願
を
選
ん
だ
法
蔵
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
四
十
八
願
を
己
れ
と
す
る
法
蔵
が
あ
る
。
四
十
八
願
の
ほ
か
に
法
蔵
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
う
い
っ
て
い
い
か
な
、
言

い
か
え
れ
ば
、
そ
の
四
十
八
願
を
も
っ
と
も
深
く
信
じ
た
も
の
は
法
蔵
な
の
で
し
ょ
う
。
四
十
八
願
の
ほ
か
に
法
蔵
は
な
い
。
四
十
八
願
を
信
ず
る
と
い
う
か
た
ち
で

法
蔵
の
歩
み
が
あ
る
。
法
蔵
と
い
う
も
の
の
存
在
が
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

こ
こ
で
は
「
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
「
自
身
」
と
い
う
の
は
法
蔵
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
第
一
深
信
と
い
う
よ
う
な

も
の
は
、
そ
の
第
一
深
信
を
な
ん
と
い
う
で
す
か
ね
。
ど
う
も
そ
の
「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
」
は
、
と
こ
う
い
っ
て
い
る
「
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
の
と
法
蔵
と
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い
う
の
を
果
位
と
因
位
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
や
す
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
あ
宗
祖
も
そ
う
言
っ
と
ら
れ
る
け
ど
、
果
位
と
因
位
と
い
う
の
は
、
因
が
あ
っ
て
、
そ

し
て
そ
の
因
が
自
ず
か
ら
果
に
な
る
と
い
う
、
ほ
っ
て
お
い
て
も
果
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
因
位
と
果
位
、
ど
う
も
そ
こ
ら
が
、
ど
な
い
し
て
も
う
ま
い

こ
と
い
え
ん
の
で
す
け
ど
ね
。
願
力
と
い
う
の
は
因
を
因
た
ら
し
め
る
果
で
は
な
し
に
縁
な
の
で
す
よ
。
阿
弥
陀
仏
と
い
う
の
は
縁
な
の
で
す
わ
。
結
果
で
は
な
い
。

で
す
か
ら
、
か
の
願
に
乗
じ
て
深
信
す
る
の
で
は
な
い
、
願
力
に
乗
ず
る
と
い
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
願
が
な
ぜ
力
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
願
と
い
う
も
の

が
何
で
わ
れ
わ
れ
の
力
と
な
る
の
か
。

弥
陀
の
誓
願
不
思
議
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
、
往
生
を
ば
と
ぐ
る
な
り
と
信
じ
て
念
仏
も
う
さ
ん
と
お
も
い
た
つ
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
と
き
、
す
な
わ
ち
摂
取
不

捨
の
利
益
に
あ
ず
け
し
め
た
ま
う
な
り
。

（
聖
典
六
二
六
頁
）

と
、
あ
そ
こ
に
や
っ
ぱ
り
願
力
で
す
わ
ね
。
弥
陀
の
本
願
が
な
ん
で
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
力
と
な
る
か
。
力
と
な
ら
な
か
っ
た
ら
乗
ず
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い

の
で
す
。
「
願
も
っ
て
力
を
成
ず
」
（
聖
典
一
九
九
頁
）
と
曇
鸞
は
い
っ
て
い
る
わ
ね
。
願
も
っ
て
力
を
成
ず
だ
。
願
が
力
に
な
る
。
な
ぜ
願
が
力
に
な
る
の
か
。

■

罪

悪

生

死

の

凡

夫

は

如

来

に

よ

っ

て

明

ら

か

に

さ

れ

た

人

間

観

そ
れ
は
法
蔵
が
た
だ
願
を
建
立
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
法
蔵
が
そ
の
願
に
誓
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
願
が
願
に
誓
っ
た
の
で
す
。
願
が
願

以
外
の
も
の
に
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
の
で
は
な
い
。
願
が
願
に
誓
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
誓
う
と
い
う
こ
と
は
誓
願
で
す
ね
。
願
の
内
容
が
「
自
身
」
で
し
ょ
う
、

私
た
ち
で
す
わ
。
本
願
と
い
う
け
れ
ど
も
、
本
願
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
に
無
関
係
に
本
願
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
本
願
と
い
う
の
は
、
最
初
に
言
い
ま

し
た
よ
う
に
、
二
種
深
信
と
い
う
け
れ
ど
も
、
第
一
深
信
と
い
う
の
は
深
い
人
間
観
だ
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
如
来
が
見
た
私
の
姿
で
す
。
私
が
見
た
私
の
姿
で
は
な
い
。

「
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い
う
の
は
、
如
来
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
人
間
観
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
に
誓
っ
た
の
で
す
。
仏
さ
ま
に

誓
っ
た
の
で
は
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
罪
悪
生
死
の
凡
夫
を
内
容
と
し
て
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
い
う
自
覚
の
な
か
か
ら
本
願
が
選
択
さ
れ
た
。
「
無
有
出
離
之
縁
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
本
願
が
選
択
さ
れ
た
の
で
す
。
深
信
と
い
う
の
は
本
願
を
選
択
す
る
原
理
で
し
ょ
う
。
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い
っ
た
の
は
私

た
ち
で
は
な
い
、
法
蔵
な
ん
だ
。
法
蔵
の
自
覚
で
す
。
そ
こ
に
立
っ
て
法
蔵
は
本
願
を
選
択
し
た
。
救
わ
れ
ざ
る
者
に
立
っ
て
救
わ
れ
ざ
る
者
を
救
う
、
救
わ
ん
と
い

う
願
い
を
建
て
た
の
で
す
。
救
わ
れ
ざ
る
者
を
救
わ
ん
と
い
う
願
い
に
自
ら
を
誓
っ
た
の
で
す
わ
ね
。
そ
こ
に
法
蔵
の
誓
い
が
あ
る
の
で
す
。
願
に
誓
っ
た
。
だ
か
ら

願
が
力
に
な
る
。
な
ん
か
法
蔵
菩
薩
と
い
う
偉
い
人
が
凡
夫
を
救
う
て
や
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
偉
い
と
こ
ろ
に
立
っ
て
お
っ
て
凡
夫
を
救
う
と
い
う
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
の
場
所
に
立
っ
て
本
願
が
選
ば
れ
た
の
だ
。

そ
の
こ
と
が
、
「
第
三
に
は
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
」
と
い
う
言
葉
で
出
て
く
る
の
で
す
。
こ
れ
は
順
番
か
ら
い
っ
た
ら
『
大
経
』
『
観
経
』
『
阿
弥
陀

■ 法蔵は本願という自分を選んだ



- 193 -

経
』
で
す
か
ら
、
願
の
順
序
か
ら
い
え
ば
、
十
八
、
十
九
、
二
十
と
三
願
の
展
開
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
三
願
転
入
と
い
わ
れ
る
、
あ
の
部
分

と
は
違
う
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
十
九
、
二
十
、
十
八
の
順
番
で
す
け
ど
ね
。
こ
れ
は
十
八
、
十
九
、
二
十
で
し
ょ
う
。
願
文
の
展
開
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
す
る
と
、
お
か
し
い
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
ね
。
し
か
し
、
お
か
し
く
な
い
の
で
す
。
三
願
転
入
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
け
で
み
ち
ゃ
い
か
の

で
す
わ
。

■

逆

悪

阿

闍

世

の

救

済

つ
ま
り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
の
救
済
を
実
現
し
て
い
る
の
が
『
観
経
』
で
す
わ
ね
。
『
観
経
』
と
い
う
の
は
韋
提
希
の
救
済
が
説
か
れ
た
と
、
こ
う
な
る
の

で
す
け
れ
ど
も
、
『
観
経
』
に
お
い
て
韋
提
希
を
救
済
し
、
『
涅
槃
経
』
の
「
梵
行
品
」
に
お
い
て
阿
闍
世
を
救
済
し
た
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
僕

は
『
観
経
』
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
韋
提
希
は
定
散
の
機
で
す
け
ど
、
も
う
一
つ
、
や
っ
ぱ
り
阿
闍
世
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
定
散
逆
悪

と
い
う
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
「
善
導
独
明
仏
正
意

矜
哀
定
散
与
逆
悪
」
と
、
逆
悪
と
い
う
も
の
ま
で
定
散
に
包
ん
で
ま
す
か
ら
。
逆
悪
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
そ
の

場
合
に
は
十
八
願
の
唯
除
の
機
な
の
で
し
ょ
う
。
あ
そ
こ
に
は
十
九
願
と
い
う
も
の
を
十
八
願
の
唯
除
の
機
と
し
て
お
さ
え
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
願

文
か
ら
も
除
く
と
。
法
蔵
の
願
い
に
お
い
て
も
な
ん
と
も
な
ら
な
い
も
の
は
ど
う
な
る
の
だ
。
信
心
で
救
わ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
信
心
で
き
ん
も
の
は
ど
う
な

る
の
だ
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ね
。

五

だ
か
ら
、
機
の
深
信
・
法
の
深
信
な
ん
て
い
っ
て
い
る
と
、
信
心
の
で
き
る
連
中
ば
っ
か
り
の
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
信
心
と

い
う
言
葉
の
概
念
が
ど
う
し
て
も
破
れ
ん
な
ぁ
、
あ
ん
ま
り
重
い
も
の
だ
か
ら
。
要
す
る
に
徹
底
的
に
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
徹
底
的
に
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
が
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
を
で
す
ね
、
徹
底
的
に
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
の
自
覚
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
法
蔵
な
の
で
す
け
ど
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か

ら
見
る
と
、
『
観
経
』
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
『
大
経
』
か
ら
流
れ
出
た
も
の
だ
と
い
え
る
わ
け
で
す
。
ふ
つ
う
三
願
転
入
と
い
う
こ
と
か
ら
言
い
ま
す
と
、
『
観

経
』
、
定
散
・
九
品
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
行
が
生
ま
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
行
を
展
開
し
て
い
る
の
が
真
宗
な
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
は
そ
の
逆
で
す
。
あ
ら

ゆ
る
行
を
修
し
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
が
二
十
願
の
念
仏
を
し
て
、
そ
し
て
十
八
願
に
転
ず
る
。
こ
れ
は
親
鸞
の
展
開
な
の
で
す
。
親
鸞
の
宗
教
経
験
が
そ
う
で

し
ょ
う
。

第十一講 七深信者
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比
叡
山
に
お
い
て
定
散
の
善
を
修
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
吉
水
に
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
吉
水
の
念
仏
は
二
十
願
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
十
八
願
に
帰
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
道
も
あ
る
け
れ
ど
も
三
願
転
入
だ
け
が
全
部
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
三
願
の
歩
み
だ
け
が
…
…
。
『
観

経
』
と
い
う
も
の
が
、
つ
ま
り
定
散
の
善
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
、
つ
ま
り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
『
観
経
』
が
読
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
ど
う
に
か
な
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
定
散
の
善
を
修
し
、
つ
ま
り
結
局
は
同
じ
こ
と
で
す
け
ど
ね
。
結

局
は
宗
祖
の
体
験
と
同
じ
こ
と
だ
け
ど
も
。
宗
祖
も
結
局
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
い
か
れ
た
の
で
す
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら

…
…
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
を
救
う
願
と
い
う
も
の
に
気
づ
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
ね
。

そ
れ
は
逆
に
い
え
ば
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
宗
教
と
い
う
の
は
ど
う
に
か
な
る
こ
と
の
経
験
で
は
な
い
。

ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
の
経
験
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
の
経
験
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

そ
う
い
う
こ
と
が
、
第
三
、
第
四
と
い
う
展
開
を
も
つ
の
で
し
ょ
う
。
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
と
い
う
展
開
を
も
っ
て
い
る
、
こ
う
い
っ
て
い
い
わ
け
で
し
ょ

う
。
み
ん
な
そ
う
で
し
ょ
う
。
ど
う
に
か
な
る
と
思
う
て
み
ん
な
や
り
始
め
る
の
で
す
け
ど
、
な
に
や
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
に
帰
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
に
帰
っ
て
み
れ
ば
、
ど
う
に
か
せ
に
ゃ
な
ら
ん
と
い
う
必
要
も
な
い
こ
と
に
気
づ
く
ん
や
な
い
か
ね
。
ど
う
す
る
必
要
も
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
に
立
っ
て
、
な
ん
と
か
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
が
ま
た
出
て
く
る
わ
ね
。
だ
か
ら
、
ど
う
に
か
し
て
み
よ
う
っ
た
っ
て
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
で
も
い
い
の
で
す
。

ど
う
に
か
な
ら
な
い
と
困
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ど
う
な
ら
な
い
で
も
い
い
、
し
か
し
ど
う
に
か
し
よ
う
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
こ
と
に
絶
望
す

る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
お
も
ろ
い
ね
、
仏
さ
ま
で
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
い
。
仏
さ
ま
で
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
や
か
ら
、
私
ら
が
逆
立

ち
し
た
っ
て
ど
う
に
も
な
り
ゃ
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
に
困
る
こ
と
は
あ
り
ゃ
せ
ん
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
け
ど
も
、
や
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
や
め
と
こ
う
で
は
な
い
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
で
も
や
る
と
い
う
こ
と
が
は
じ
め
て
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
ね
。
そ
れ
が
「
願
力
に
乗
ず

る
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
『
観
経
』
と
か
『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
よ
う
な
の
は
、
ど
う
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
、
あ
れ
は
。
『
観
経
』
な
ん
か
そ
う
で
し
ょ

う
。
た
だ
よ
く
「
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
」
（
聖
典
一
二
二
頁
）
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
仏
名
を
持
て
と
い
う
、
そ
れ
で
五
百
人
の
侍
女
が
歓
喜
し
ま
す
わ
ね
。
『
阿

弥
陀
経
』
な
ん
て
の
は
十
方
恒
沙
の
諸
仏
の
大
合
唱
で
す
わ
ね
。
『
大
無
量
寿
経
』
に
い
た
っ
て
は
経
道
滅
尽
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
象
徴
的
で
す
わ
ね
。

僕
は
こ
こ
ま
で
く
る
と
重
く
て
し
か
た
が
な
い
の
で
す
よ
。
「
『
観
経
』
を
深
信
す
」
「
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
」
、
そ
れ
で
「
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に

依
る
」
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
す
と
重
く
て
し
ゃ
あ
な
い
ね
。
『
観
経
』
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
欣
慕
の
釈
と
い
わ
れ
ま
す
で
し
ょ
。
「
か
の
仏
の
依
正

二
報
を
証
讃
し
て
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
」
（
聖
典
三
三
五
頁
）
と
い
う
。
三
福
と
か
九
品
、
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
で
す
わ
ね
。
善
で
あ
り
福
で
あ
り
、
な
ん

■ 逆悪阿闍世の救済
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か
そ
こ
に
欣
慕
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
『
阿
弥
陀
経
』
は
諸
仏
の
称
讃
で
す
か
ら
、
大
コ
ー
ラ
ス
や
。
ど
っ
ち
も
ね
。

だ
け
ど
も
、
「
第
五
に
は
、
た
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
」
と
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
福
と
か
、
善
と
か
、
称
讃
の
声
と
か
と
い
う
も
の
で
な
い
で
す
ね
。

こ
の
第
五
の
深
信
に
つ
い
て
は
宮
城
君
が
や
っ
た
ん
か
い
な
…
…
。

―

宗
先
生
で
す
。

宗
さ
ん
が
や
っ
た
ん
か
い
な
。
第
五
の
唯
信
仏
語
と
い
う
の
は
、
ま
だ
わ
か
る
け
ど
も
、
第
六
に
な
る
と
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
ね
、
こ
り
ゃ
あ
。
今
日
は
こ

藤

元

れ
く
ら
い
に
し
と
き
ま
し
ょ
う
か
。
あ
ん
ま
り
ス
ジ
の
通
っ
た
話
が
で
き
ん
で
申
し
訳
な
か
っ
た
け
ど
も
…
…
。

質

疑

こ
の
第
一
深
信
の
「
自
利
の
信
心
」
と
い
う
、
「
自
利
」
は
ど
う
読
む
の
で
す
か
。
「
自
ら
利
す
る
」
で
す
か
、
「
自
ら
を
利
す
る
」
で
す
か
。
自
利
と
い
う

問

い

の
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
ね
。

自
利
と
い
う
の
は
自
利
で
す
。
自
分
が
得
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
利
益
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
利
・
利
他
と
い
う
言
葉
は
曇
鸞
に
出
て
く
る
言
葉
で

藤

元

す
が
、
曇
鸞
の
場
合
は
自
利
利
他
と
い
う
言
葉
と
自
力
他
力
と
い
う
も
う
一
つ
の
言
葉
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
に
親
鸞
は
、
自
利
利
他
と
い
う
の
は
自
力
他
力

と
同
じ
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
自
利
の
信
心
と
い
っ
た
と
き
に
、
自
力
の
信
心
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
す
。
だ
け
ど
自
力
の
信
心
と
い
っ
た
ら
、
ち
ょ

っ
と
都
合
が
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
、
こ
の
場
合
は
。
僕
は
自
力
の
信
心
と
い
う
て
も
い
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
自
力
他
力
と
い
う
概
念
で
、
聖
道
浄
土
と
い
う
も
の
を

分
か
と
う
と
す
る
と
き
に
、
聖
道
浄
土
を
分
か
つ
の
は
自
力
他
力
な
の
で
、
そ
の
と
き
に
は
自
利
利
他
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
具
合
が
悪
い
で
す
わ
。

■

曇

鸞

の

浄

土

は

穢

土

に

対

す

る

浄

土

だ
か
ら
む
し
ろ
伝
統
に
従
っ
て
い
う
な
ら
聖
道
浄
土
、
曇
鸞
大
師
の
場
合
は
、
浄
土
と
こ
う
い
っ
た
と
き
に
は
聖
道
に
対
す
る
浄
土
で
は
な
い
、
穢
土
に
対
す
る
浄

土
で
す
。
曇
鸞
の
場
合
は
。
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
の
「
自
利
の
信
心
」
と
い
う
の
は
穢
土
の
信
心
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
「
利
他
の
信
海
」
と
い

う
の
は
浄
土
の
信
心
で
し
ょ
う
。
「
信
海
」
と
い
う
言
葉
は
、
法
界
と
い
う
意
味
な
の
で
す
け
ど
ね
。

自
利
と
か
利
他
と
い
う
と
き
に
曇
鸞
は
、
利
他
と
い
っ
て
他
利
と
は
い
わ
ん
。
親
鸞
聖
人
は
「
他
利
利
他
の
深
義
」
と
い
う
で
す
ね
。
曇
鸞
は
他
利
と
は
い
わ
ん
、

利
他
だ
と
。
こ
れ
は
注
意
し
と
か
ん
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
他
利
と
い
う
と
、
自
分
が
他
人
に
対
し
て
他
を
利
す
る
と
、
他
人
を
利
す
る
と
い
う
言
い
方
に
な
る

第十一講 七深信者
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の
で
す
。
自
分
が
他
人
を
利
す
る
と
。

利
他
と
い
う
の
は
、
自
分
が
他
人
を
利
し
て
も
、
そ
れ
は
自
分
が
利
し
た
の
で
は
な
い
。
本
願
の
利
な
の
だ
と
。
自
分
が
他
を
利
す
れ
ば
、
必
ず
他
を
利
し
た
と
い

う
思
い
が
残
る
。
傲
慢
だ
、
そ
り
ゃ
あ
。
そ
れ
な
ら
ほ
ん
と
う
に
他
は
利
せ
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
恩
を
着
せ
ら
れ
た
だ
け
の
話
で
す
。
恩
を
着
せ
る
と
い
う
こ
と
に
し

か
な
ら
な
い
で
す
わ
ね
。
つ
ま
り
、
他
を
利
す
る
こ
と
が
自
分
の
救
い
と
な
る
と
い
う
と
き
に
、
は
じ
め
て
そ
れ
は
他
利
で
は
な
し
に
利
他
で
し
ょ
う
。

他
人
を
利
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
が
得
し
て
自
分
が
損
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
自
分
が
損
し
た
と
い
う
思
い
は
、
他
人
に
恩
を
着
せ
た
と
い
う
こ
と
で
し

か
な
い
。
そ
う
や
な
い
、
他
人
を
利
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
け
り
ゃ
あ
、
そ
う
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
他
利
で
は
な
し
に
利
他
と
い

う
。
他
人
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
成
り
立
た
な
い
と
…
…
。
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は
信
に
な
ら
な
い
で
す
わ
ね
、
深
心
と
い
う
信

心
に
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
自
利
他
利
円
満
と
は
い
わ
な
い
。
自
利
利
他
円
満
だ
。

『
観
経
』
と
か
『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
も
の
を
、
信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
よ
う
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
ね
。
あ
な
た
方
は
わ
か
っ
て
ま
す
か
、
ど
う
で
す
か
、
『
観

経
』
を
信
ず
る
と
か
『
阿
弥
陀
経
』
を
信
ず
る
と
か
、
僕
は
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
ね
。
『
大
経
』
は
わ
か
る
け
ど
ね
。
『
大
経
』
の
場
合
は
深
信
と
い
う
こ
と
は

い
え
る
で
し
ょ
う
。
『
観
経
』
や
『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
の
は
信
じ
ら
れ
ん
が
ね
。
説
か
れ
て
い
る
も
の
が
定
善
と
散
善
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
三
福
九
品
で
す
わ
ね
。

あ
あ
い
う
も
の
を
信
心
と
い
え
る
ん
か
ね
。
信
じ
ら
れ
ん
か
ら
顕
彰
隠
密
な
ん
て
い
う
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
「
『
観
経
』
を
深
信
す
」
る
と
い
う
の
は
矛
盾
し

た
話
だ
、
変
な
話
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
あ
え
て
「
『
観
経
』
を
深
信
す
」
、
「
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
」
と
、
こ
う
い
っ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
ね
。

そ
う
で
し
ょ
う
。
『
観
経
』
な
ん
て
行
ず
る
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
定
散
二
善
の
行
で
し
ょ
う
。
定
散
二
善
の
行
は
、
行
ず
る
べ
き
も
の
で
す
。
そ
ん
な
も
の
を
信
じ

た
ら
意
味
あ
り
ゃ
せ
ん
。
そ
れ
を
あ
え
て
な
ぜ
『
観
経
』
を
信
ず
る
と
い
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
化
身
土
の
「
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
が
ゆ
え
に
」
（
聖
典
三
四
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
な
問
題
な
の
で
す
か
。

問

い

え
え
、
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
だ
け
ど
も
満
足
で
き
ん
の
だ
け
ど
な
。

藤

元

二
種
深
信
の
、
「
二
に
は
決
定
し
て
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
…
…
」
と
あ
り
ま
す
、
そ
の
彼
と
い
う
の
は
「
一
に
は
決
定
し
て
…
…
」
と
合
わ
せ
て
考
え

問

い

た
場
合
に
、
彼
に
関
係
し
て
い
る
の
は
「
自
身
」
で
す
か
。

「
彼
」
と
い
う
の
は
「
か
の
願
力
」
で
あ
り
、
「
か
の
阿
弥
陀
仏
」
で
し
ょ
う
。

藤

元

だ
か
ら
、
そ
れ
が
我
と
汝
と
い
う
関
係
で
な
く
て
、
我
と
彼
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
彼
と
い
う
こ
と
で
。
そ
れ
は
第
一
深
信
の
「
自
身

問

い

は
」
と
い
う
、
こ
れ
で
す
か
。

■ 曇鸞の浄土は穢土に対する浄土
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そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
二
河
譬
の
「
此
遣
彼
喚
」
の
此
と
彼
で
す
わ
。
西
岸
と
東
岸
で
す
。
東
岸
と
西
岸
で
し
ょ
う
。

藤

元

た
し
か
前
々
回
で
し
た
か
、
先
生
の
話
の
と
き
に
は
、
第
一
深
信
と
第
二
深
信
の
、
い
わ
ゆ
る
第
二
深
信
の
「
彼
」
と
い
う
言
い
方
に
対
し
て
、
第
一
深
信
の

問

い

「
現
に
」
と
い
う
、
そ
こ
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
。

そ
の
場
合
に
は
「
現
に
」
と
い
う
の
が
「
救
わ
れ
ざ
る
自
己
の
発
見
」
、
絶
対
現
在
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
こ
と
の
思
想
化
、
客
体
化
と
い
う
こ
と
が
「
彼
」
と
い

う
言
葉
で
表
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
。
そ
の
こ
と
と
今
言
わ
れ
た
こ
と
と
は
…
…
。

同
じ
こ
と
や
。
つ
ま
り
「
彼
」
が
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
は
証
大
涅
槃
で
し
ょ
う
。
四
十
八
願
と
い
う
の
は
、
法
蔵
が
そ
の
願
を
見
い
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
し

藤

元

か
も
そ
の
願
に
自
ら
を
決
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
見
い
だ
し
た
安
心
で
し
ょ
う
。
安
心
の
世
界
で
し
ょ
う
。

願
に
お
い
て
法
蔵
は
自
ら
を
決
定
し
た
の
で
す
か
ら
大
涅
槃
、
あ
れ
が
涅
槃
で
す
。
法
蔵
の
さ
と
り
で
す
。
同
時
に
涅
槃
が
な
け
れ
ば
、
大
涅
槃
と
い
う
も
の
が
な

か
っ
た
ら
、
あ
な
た
、
深
心
な
ん
て
成
り
立
ち
は
せ
ん
わ
ね
。
「
罪
悪
深
重
の
自
覚
」
な
ん
て
成
り
立
ち
は
せ
ん
わ
。
だ
か
ら
涅
槃
が
な
か
っ
た
ら
本
願
も
成
り
立
た

ん
。
曽
我
先
生
な
ん
か
は
、
名
号
が
な
か
っ
た
ら
本
願
は
成
り
立
た
ん
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
る
わ
ね
。
法
蔵
は
、
特
別
の
こ
と
を
い
っ
た
ん
と
違
う
で
し
ょ
う
。
大

涅
槃
が
大
涅
槃
を
証
し
た
の
で
す
。
大
涅
槃
が
大
涅
槃
を
証
し
た
の
が
本
願
で
す
。
法
蔵
に
お
い
て
。
そ
し
て
、
そ
の
本
願
が
再
び
大
涅
槃
を
証
明
し
て
く
る
。
大
涅

槃
を
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
願
が
見
い
だ
さ
れ
、
本
願
に
よ
っ
て
大
涅
槃
が
証
せ
ら
れ
る
。
成
就
せ
ら
れ
て
い
く
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

つ
ま
り
、
「
自
身
は
現
に
」
と
い
う
、
そ
の
「
現
に
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
前
に
言
っ
た
で
し
ょ
う
。
回
心
の
体
験
だ
。
回
心
の
体
験
と
い
う
の
は
、
ひ
っ
く
り
返

る
と
い
う
こ
と
や
け
れ
ど
も
、
ひ
っ
く
り
返
っ
て
立
派
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ほ
ん
と
う
の
自
分
が
は
っ
き
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
ち
ょ
っ
と
ま
し
な
も
の
や
と
思
う
て
お
っ
た
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
で
も
そ
う
で
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
ま
し
な
も
の
や
と
思
っ
て
い
る
わ
ね
。
し
か
し
、
あ
に
は
か

ら
ん
や
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

■

此

岸

の

声

の

中

に

彼

岸

の

声

を

聞

く

そ
れ
で
、
「
彼
」
と
い
う
こ
と
は
他
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
自
に
対
す
る
他
と
い
う
こ
と
で
な
い
。
他
と
い
う
の
は
、
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
、

自
分
に
対
す
る
の
は
十
方
諸
仏
な
の
で
す
、
自
に
対
す
る
他
は
。
阿
弥
陀
仏
は
自
分
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
二
河
譬
で
、
此
遣
彼
喚
と
い
う
け
れ
ど
も
ね
、

な
ん
で
し
ょ
う
。
言
い
か
え
れ
ば
、
「
東
の
岸
に
た
ち
ま
ち
に
人
の
勧
む
る
声
を
聞
く
」
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
仏
教
だ
。
釈
尊
の
経
典
、
釈
尊
の
教
理
や
。
こ

れ
は
、
こ
の
次
に
、
仏
教
随
順
・
仏
意
随
順
・
仏
願
随
順
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
三
随
順
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
岸
か
ら
阿
弥
陀
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
る
と
い
う

が
、
阿
弥
陀
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
経
典
の
中
に
、
我
を
喚
ぶ
弥
陀
の
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
や
。
つ
ま
り
、
此
岸
の
声
の
中
に
彼
岸
の
声
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を
聞
く
の
で
し
ょ
う
。

な
ん
や
ど
こ
や
ら
か
ら
、
向
こ
う
岸
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
、
飛
ん
で
い
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
物
理
的
に
、
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
の
で
な
し
に
、

経
典
の
な
か
に
彼
岸
の
声
を
聞
く
の
で
す
。
何
て
い
う
か
、
彼
岸
と
い
う
が
、
そ
れ
は
も
っ
と
深
い
自
分
の
、
言
葉
が
立
体
化
す
る
の
で
す
わ
。
い
っ
ち
ま
え
ば
ね
。

文
字
が
、
経
典
が
。
釈
尊
の
声
で
は
な
い
、
弥
陀
の
声
を
釈
尊
の
経
典
に
聞
く
の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
経
典
の
中
に
仏
願
を
聞
く
と
い
っ
て
い
い
の
だ
わ
ね
。
あ
る

の
は
経
典
だ
け
で
す
。
経
典
の
ほ
か
に
妙
な
声
が
、
天
の
声
を
聞
い
た
と
い
う
よ
う
な
、
怪
し
げ
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。

親
鸞
聖
人
は
『
大
乗
起
信
論
』
に
よ
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
『
大
乗
起
信
論
』
の
中
に
、
「
離
言
真
如
」
と
か
「
依
言
真
如
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
り
ま
す
が
、

「
依
言
真
如
」
だ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
言
葉
は
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
仮
な
る
も
の
で
す
。
仮
な
る
も
の
だ
け
ど
も
、
仮
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、
む

し
ろ
真
如
が
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
わ
ね
。
『
大
乗
起
信
論
』
の
は
じ
め
の
ほ
う
で
す
わ
。
『
大
乗
起
信
論
』
は
読
ま
な
い
か
ん
で
す
ね
。
言
葉
に
よ
っ

て
、
言
葉
は
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
立
て
ら
れ
た
何
か
を
、
言
葉
に
よ
っ
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
ね
。

こ
の
彼
と
い
う
言
い
方
は
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て
お
っ
た
の
で
す
け
ど
も
、
彼
と
い
う
の
は
第
三
人
称
だ
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
た
の
で
す
け
ど
も
、
こ
れ

問

い

は
や
っ
ぱ
り
衆
生
性
と
い
う
の
か
、
衆
生
と
は
、
と
い
う
問
題
で
す
か
ね
。

そ
こ
ま
で
言
い
た
い
ね
。
言
い
た
い
け
ど
、
つ
ま
り
第
三
人
称
の
問
題
は
社
会
性
の
問
題
で
す
か
ら
、
ま
あ
、
あ
わ
て
ん
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
な
、
そ

藤

元

う
い
う
こ
と
は
。

思
い
つ
き
な
の
で
す
け
ど
、
「
第
三
に
は
、
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
」
、
「
第
四
に
は
、
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
」
と
。
こ
れ
が
第
一
深
信
、

問

い

第
二
深
信
の
後
に
出
て
く
る
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
テ
キ
ス
ト
の
『
宗
祖
親
鸞
聖
人
』
に
あ
り
ま
す
、
三
部
経
読
誦
と
い
う
よ
う
な
こ
と
…
…
。
逆
に
、
第
一
深
信
、

第
二
深
信
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
『
観
経
』
、
『
弥
陀
経
』
と
い
う
の
が
見
い
だ
さ
れ
て
く
る
と
。

見
い
だ
さ
れ
て
く
る
と
い
う
よ
り
、
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

藤

元

意
味
を
も
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
自
分
の
生
き
方
、
あ
り
方
と
い
う
、
そ
の
こ
と
を
『
観
経
』
『
弥
陀
経
』
の
中
に
語
っ
て
あ
る
と
い
う
…
…
。

問

い

そ
う
な
る
と
法
然
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
廃
の
た
め
に
説
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
定
散
二
善
は
、
廃
の
た
め
に
説
い
た
。
そ
れ
を
捨
て
る
た
め
に
説
い
た
と

藤

元

い
う
こ
と
が
あ
る
わ
ね
。

教
え
の
ほ
う
か
ら
い
く
と
そ
う
な
の
で
す
け
ど
も
、
現
実
に
で
す
ね
、
親
鸞
聖
人
の
歩
み
に
お
い
て
は
…
…
。

問

い

三
部
経
読
誦
を
で
す
か
、
ど
う
な
ん
や
ろ
。

藤

元

■ 此岸の声の中に彼岸の声を聞く
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だ
か
ら
た
ん
な
る
廃
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
た
し
か
に
教
え
の
側
か
ら
い
え
ば
、
法
然
上
人
の
言
い
方
か
ら
す
れ
ば
廃
、
廃
立
と
い
う
言
い

問

い

方
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際
に
親
鸞
聖
人
の
歩
み
と
い
う
か
…
…
。

そ
り
ゃ
、
ひ
ょ
こ
っ
と
出
て
き
た
ん
や
、
比
叡
山
が
。

藤

元

そ
う
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
読
め
ん
の
で
す
か
。
先
生
が
、
第
一
深
信
よ
り
第
七
深
信
、
そ
れ
か
ら
ま
た
第
一
深
信
に
戻
る
と
い
う
言
い
方

問

い

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
ま
り
、
そ
の
循
環
で
あ
る
と
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
信
心
の
循
環
と
し
て
お
さ
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
最
初
に
言
い
ま
し

た
よ
う
に
親
鸞
聖
人
の
…
…
。

け
ど
、
こ
れ
は
信
の
問
題
な
の
で
す
か
ら
ね
。

藤

元

そ
れ
が
ひ
っ
か
か
っ
て
お
っ
た
の
で
す
。
行
な
ら
わ
か
る
け
ど
…
…
。

問

い

三
部
経
読
誦
と
い
う
の
は
非
常
に
お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
ね
。
お
も
し
ろ
い
も
の
や
け
ど
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
親
鸞
聖
人
が
と
り
あ
げ
に
ゃ
な
ら
な
ん
だ
ん
か
ね
。

藤

元

一
つ
の
衆
生
利
益
で
す
か
。

問

い

つ
ま
り
ね
。
現
実
に
信
仰
が
負
け
た
の
で
し
ょ
う
。
信
仰
だ
っ
て
負
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

藤

元

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
越
後
に
行
か
れ
て
現
実
の
厳
し
さ
に
あ
わ
れ
て
と
い
う
、
そ
の
こ
と
か
ら
あ
と
全
部
そ
う
や
と
思
う
の
で
す
。

問

い

そ
ん
な
の
は
現
実
や
な
い
。
自
分
が
困
っ
た
だ
け
の
話
だ
。
メ
シ
が
喰
え
ん
と
。
自
分
だ
け
が
メ
シ
が
喰
わ
れ
ん
で
困
っ
た
っ
て
、
人
間
と
い
う
の
は_

な
に

藤

元

く
そ_

と
い
う
の
だ
。
つ
ま
り
我
慢
で
き
る
の
だ
。
や
せ
我
慢
だ
。
や
せ
我
慢
は
非
常
に
信
仰
に
似
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
人
が
死
ん
で
い
く
の
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

の
で
す
。
な
ん
ぼ
阿
弥
陀
さ
ん
が
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
い
っ
た
っ
て
、
死
ん
で
い
く
人
々
を
見
と
っ
て
や
ね
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
ど
う
な
る
の
か
。

信
仰
が
破
れ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
や
な
い
か
ね
。
破
れ
た
か
ら
、
ま
た
立
ち
上
が
れ
た
の
だ
。
そ
れ
を
す
て
る
こ
と
が
で
き
た
ん
や
な
い
か
ね
。

そ
う
す
る
と
、
そ
れ
以
外
に
越
後
に
行
っ
て
メ
シ
を
喰
え
ん
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
人
の
も
の
を
盗
っ
た
り
し
な
が
ら
で
も
、
生
き
る
た
め
に
そ
の

問

い

こ
と
を
せ
ざ
る
を
え
ん
よ
う
な
…
…
、
だ
か
ら
利
他
と
い
う
課
題
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
と
。
そ
う
い
う
か
た
ち
で
心
得
た
は
ず
の
信
心
が
…
…
。

利
他
で
は
な
い
、
他
利
す
る
こ
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
他
利
す
る
こ
こ
ろ
に
破
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
い
え
ば
信
仰
が
破
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
破
れ
る
よ
う

藤

元

な
信
仰
や
っ
た
と
い
う
こ
と
や
。
な
ん
と
か
な
る
と
思
う
て
お
っ
た
と
い
う
こ
と
や
。

そ
れ
は
個
人
的
な
問
題
だ
っ
た
と
。

問

い

個
人
的
な
場
合
は
割
合
、
割
合
と
い
っ
た
ら
悪
い
け
ど
、
個
人
的
な
場
合
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
ね
。
僕
は
そ
う
思
う
ね
。
殺
さ
に
ゃ
殺
さ
れ

藤

元

第十一講 七深信者
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る
と
い
う
と
き
に
は
殺
す
よ
。
そ
れ
で
も
理
屈
を
つ
け
る
わ
、
理
屈
つ
け
た
ら
す
む
わ
。
し
か
し
理
屈
も
つ
け
ら
れ
ん
と
き
が
あ
る
。

こ
こ
で
テ
キ
ス
ト
の
話
を
す
る
の
は
な
の
で
す
け
ど
、
「
大
悲
に
生
き
る
」
の
と
こ
ろ
で
「
愚
者
と
な
り
て
」
で
し
ょ
う
、
あ
れ
は
…
…
。

問

い

知
ら
ん
よ
。
僕
が
つ
く
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
な
い
か
ら
知
ら
な
い
。
僕
の
責
任
に
さ
れ
た
ら
困
る
よ
。

藤

元

僕
は
そ
ん
な
ふ
う
に
読
ん
だ
も
の
で
す
か
ら
。
第
二
節
の
三
部
経
読
誦
と
い
う
も
の
に
お
い
て
、
つ
ま
り
、
現
実
は
現
実
な
の
だ
け
ど
も
、
三
部
経
読
誦
と
あ

問

い

そ
こ
で
表
現
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
他
者
の
問
題
だ
と
。
他
者
の
現
実
に
自
分
の
信
が
ま
っ
た
く
無
力
だ
っ
た
と
、
そ
こ
で
親
鸞
は
倒
れ
た
と
。

そ
う
で
す
。
も
っ
と
い
っ
ち
ま
え
ば
法
然
の
信
仰
が
倒
れ
た
の
で
す
。
そ
う
で
は
な
い
か
ね
。
こ
う
い
う
言
い
方
す
る
で
し
ょ
う
。
「
本
願
の
嘉
号
を
も
っ
て

藤

元

己
が
善
根
と
す
る
」
と
。
名
号
を
も
っ
て
己
が
善
根
と
な
す
と
、
名
号
の
功
徳
を
も
っ
て
己
が
善
根
と
な
す
と
。
つ
ま
り
、
仏
の
善
根
を
己
が
善
根
と
し
て
い
る
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
こ
れ
は
、
双
樹
林
下
往
生
は
親
鸞
が
比
叡
山
を
下
り
て
き
た
と
き
だ
と
、
こ
れ
は
時
期
的
に
い
わ
れ
る
わ
ね
。
証
明
さ
れ
る
。
だ
け
ど
も
二
十
願
の
転

回
は
い
つ
だ
と
、
こ
う
い
っ
た
と
き
に
、
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
る
わ
ね
。
僕
は
三
部
経
読
誦
と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
。

第
一
の
深
信
で
で
す
ね
、
「
自
身
」
と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
善
導
の
二
種
深
信
の
と
こ
ろ
に
も
出
て
く
る
の
で
す
け
ど
も
、
第
一
の
深
信
が
七

問

い

深
信
の
と
こ
ろ
で
は
「
自
心
」
と
。
第
七
の
「
自
心
を
建
立
」
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
建
立
自
心
と
い
う
展
開
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
ま
た
第
一
の
深
信
へ
と
展
開
す
る
と

い
う
言
い
方
を
さ
れ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
最
初
に
「
自
身
」
の
「
身
」
と
い
う
概
念
と
「
心
」
と
い
う
概
念
、
前
回
に
先
生
は
「
心
」
と
い
う
も
の
を
成
就
す
る
こ

と
が
大
事
な
の
だ
と
。
身
よ
り
心
だ
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
ま
し
た
わ
ね
。
そ
の
こ
と
が
も
う
一
つ
わ
か
ら
な
い
の
で
す
け
ど
。
安
田
先
生
は
「
身
」
と
い
う
言
葉
を

非
常
に
重
要
視
さ
れ
ま
す
が
。

身
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
は
、
心
を
成
就
す
る
た
め
に
大
事
な
の
だ
。
仏
身
を
み
る
も
の
は
仏
心
を
み
る
と
、
こ
う
い
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
言
っ
た

藤

元

こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
ん
な
に
身
体
が
弱
く
て
も
、
心
は
健
康
だ
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
ね
。
ど
ん
な
に
身
体
が
元
気
で
も
心
が
病
ん
ど
っ
て
は
…
…
。

人
間
が
身
と
い
う
も
の
を
ど
う
し
て
も
必
要
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
身
の
問
題
で
す
わ
、
大
事
な
ね
、
身
は
心
が
必
要
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
大
事
な
の
で
す
。
心
と
い
っ
た
ら
み
ん
な
バ
カ
に
す
る
の
で
す
わ
ね
。
だ
か
ら
、
な
ん
ぼ
身
が
健
康
で
あ
っ
て
も
…
…
。

つ
ま
り
精
神
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
清
沢
満
之
の
い
う
「
精
神
主
義
」
と
い
う
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
こ
と
で
す
か
。

問

い

僕
は
「
精
神
主
義
」
と
い
う
の
は
…
…
、
君
の
い
う
こ
と
に
ち
が
い
な
い
け
ど
、
清
沢
先
生
の
精
神
主
義
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
誤
解
し
て
い
る
と
思
う
ん
や

藤

元

け
ど
も
ね
、
精
神
主
義
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
観
念
主
義
み
た
い
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
よ
。
清
沢
先
生
の
精
神
主
義
は
浩
々
洞
で

し
ょ
う
。
も
っ
と
い
っ
ち
ま
え
ば
、
清
沢
先
生
が
白
川
党
の
宗
門
改
革
運
動
に
破
れ
て
さ
、
そ
の
な
か
か
ら
出
て
き
た
の
で
し
ょ
う
、
精
神
主
義
と
い
う
の
は
。
な
ん
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か
精
神
主
義
が
あ
っ
て
改
革
運
動
を
や
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
、
逆
な
の
で
す
。
改
革
運
動
に
破
れ
た
、
そ
し
て
西
方
寺
に
帰
っ
た
と
。
あ
の
西
方
寺
に
帰
っ
た
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
ね
。
み
ん
な
帰
ら
ん
が
ね
、
曽
我
量
深
に
し
た
っ
て
金
子
大
榮
に
し
た
っ
て
、
寺
す
て
ち
ゃ
っ
た
や
な
い
か
ね
。
橘
了
法
に
し
て
し
か

り
、
岸
融
証
に
し
て
し
か
り
。
藤
元
正
樹
は
帰
っ
た
。
（
笑
）

そ
れ
が
言
い
た
か
っ
た
ん
や
ね
。

問

い

そ
り
ゃ
そ
う
や
。(

笑)

宗
門
改
革
を
叫
ん
で
寺
へ
帰
っ
た
の
は
二
人
あ
る
、
清
沢
満
之
と
武
内
了
温
や
、
そ
う
や
ろ
。

藤

元

も
う
一
人
お
ら
ん
で
す
か
。

問

い

そ
り
ゃ
、
も
う
い
わ
ん
で
も
わ
か
っ
て
い
る
わ
ね
。
（
笑
）

藤

元

そ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
第
一
の
「
自
身
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

問

い

そ
り
ゃ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

藤

元

こ
の
二
種
深
信
の
場
合
の
「
自
身
は
現
に
」
と
い
う
と
き
の
「
自
身
」
と
、
七
深
信
の
第
一
の
「
決
定
し
て
自
身
」
と
い
う
場
合
の
「
自
身
」
と
字
は
同
じ
で

問

い

す
け
ど
も
、
意
味
が
ち
が
っ
て
く
る
の
で
す
か
。

字
は
一
緒
や
け
ど
、
ご
っ
つ
う
意
味
が
ち
が
う
。

藤

元

だ
か
ら
こ
こ
お
か
し
い
な
と
思
っ
て
お
っ
た
。
法
蔵
と
い
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
こ
は
七
深
信
の
第
一
の
深
信
の
「
自
身
」
が
法
蔵
だ
と
。

問

い

お
か
し
い
な
で
は
な
い
わ
ね
。
省
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
と
に
あ
っ
た
も
の
よ
り
も
大
き
な
意
味
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
字
を
消
し
た
ら
何
も

藤

元

な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
字
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
常
に
大
き
な
意
味
が
出
て
き
た
の
で
す
。
お
ど
ろ
く
べ
き
意
味
が
。
二
種
深
信
の
場
合
の
、
本

文
の
「
自
身
は
現
に
こ
れ
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
個
人
で
す
わ
ね
。
し
か
し
、
七
深
信
の
「
自
身
を
深
信
す
る
」
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
そ
ん
な
も
の
は
個
人
的
な

も
の
で
は
あ
り
ゃ
せ
ん
。

法
蔵
で
す
ね
。

問

い

え
え
。
十
時
ま
で
や
ろ
、
こ
こ
は
。
も
う
い
の
う
。

藤

元

（
一
九
八
〇
年
四
月
）
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第
十
二
講

二

一

第
三

決
定

深

信
『
観
経
』

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

第
四

決
定

深

信
『
弥
陀
経
』

（
真
聖
全
二
・
四
六
七
頁
）

二

一

ニ

ハ

シ

テ

ス

ヲ

第
三
に
は
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。
」

第
四
に
は
「
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
。
」

（
聖
典
四
四
〇
頁
）

一

前
回
ま
で
に
、
第
一
深
信
、
第
二
深
信
と
い
う
も
の
を
考
え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
か
ら
は
第
三
、
第
四
に
入
る
わ
け
で
す
。
第
一
、
第
二
、
そ
れ
か
ら
第
三
、

第
四
で
す
が
、
第
三
と
い
う
の
は
『
観
経
』
、
第
四
は
『
阿
弥
陀
経
』
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
第
一
、
第
二
の
深
信
と
い
う
も
の
の
、
第
一
、
第
二
の
深
信

に
お
い
て
語
ら
れ
て
お
る
も
の
が
『
大
無
量
寿
経
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
三
経
と
い
う
も
の
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

第
一
、
第
二
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
別
に
一
、
二
と
分
け
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
一
、
二
と
分
け
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
は
「
自
身
を
深
信
す

る
」
と
い
う
こ
と
、
深
信
…
…
。
こ
う
い
う
言
葉
は
あ
ん
ま
り
好
か
ん
で
す
が
、
信
の
対
象
で
す
ね
。
何
を
信
ず
る
か
と
い
う
、
何
を
信
ず
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

な
の
で
し
ょ
う
。
何
に
も
信
じ
ら
れ
ん
、
何
も
の
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
け
れ
ど
も
、
何
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
い
る
、
そ
の
自
分
自
身
は
い
っ
た
い
何
だ
と
。

何
も
の
も
信
じ
ら
れ
な
い
自
分
自
身
は
信
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
要
す
る
に
信
心
と
こ
う
い
う
け
れ
ど
も
、
問
題
は
自
分
自
身
が
信
じ
ら
れ
ん
と
い
う
こ

と
に
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
信
じ
ら
れ
ん
と
い
う
こ
と
は
、
究
極
的
に
は
自
身
が
信
じ
ら
れ
ん
、
自
分
自
身
が
信
じ
ら
れ
な
い
。
自
分
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

他
の
何
も
の
が
信
じ
ら
れ
ん
で
も
い
い
の
だ
と
。
何
か
を
信
じ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
何
が
信
じ
ら
れ
ん
で
も
、
自
分
自
身
が
信
じ
ら
れ
れ
ば
、
何
も
の
も
信
じ
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
苦
し
む
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
問
題
は
自
分
自
身
が
信
じ
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
人
間
は
自
分
自
身
を
信
ず
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

生
涯
か
か
っ
て
人
間
は
自
己
自
身
を
求
め
る
と
い
っ
て
い
い
。
自
己
自
身
を
信
ず
る
道
を
求
め
て
い
る
。
自
分
自
身
を
信
じ
る
と
い
う
け
ど
、
自
分
自
身
を
け
っ
こ

う
な
も
の
と
し
て
信
じ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
こ
が
真
宗
の
信
仰
の
独
自
な
性
格
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
何
か
自
分
が
け
っ
こ
う
な
も
の
だ
と
信
ず

る
の
で
は
な
い
。
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
」
自
身
を
深
信
す
る
。
救
わ
る
る
こ
と
な
き
自
身
を
深
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信
せ
よ
と
。
だ
か
ら
、
救
わ
る
る
こ
と
な
き
自
己
を
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
身
で
は
で
き
ん
の
だ
。
自
分
で
で
き
っ
こ
な
い
話
で
し
ょ
う
。
我
は
仏
で
あ
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
な
ら
信
じ
ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
我
は
救
い
が
た
き
も
の
だ
と
い
う
、
救
い
が
た
き
自
己
を
深
信
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
人
間
に
は

不
可
能
だ
。
つ
ま
り
、
人
間
は
自
己
自
身
を
み
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
自
己
自
身
を
み
れ
ん
の
で
す
。
自
覚
す
る
と
か
何
と
か
気
安
く
い
う
け

れ
ど
も
、
自
分
を
み
る
こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
か
、
「
無
有
出
離
之
縁
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
「
無
有
出
離
之
縁
」

の
自
己
な
ん
て
も
の
は
恐
ろ
し
く
て
み
え
ん
。
な
る
べ
く
自
分
に
み
え
ん
よ
う
に
眼
を
ふ
さ
い
で
お
く
。
自
分
に
眼
を
ふ
さ
ぐ
と
い
う
の
は
科
学
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

つ
ま
り
自
分
以
外
の
も
の
に
自
分
を
み
よ
う
と
す
る
。
自
分
以
外
の
も
の
を
真
理
と
し
よ
う
と
す
る
。

そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
外
道
と
い
う
表
現
が
あ
る
の
で
す
が
、
自
分
以
外
に
真
理
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
自
分
以
外
に
道
を
み
い
だ
そ
う
と
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
あ
え
て
自
身
を
み
よ
と
。
そ
れ
が
ま
ぁ
、
仏
教
が
内
観
の
道
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。
だ
け
ど
も
内

観
し
て
み
れ
ば
、
け
っ
こ
う
な
自
分
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
を
よ
く
み
れ
ば
ね
。
「
無
有
出
離
之
縁
」
の
自
分
し
か
な
い
。
そ
ん
な
自
分
を
信
ず

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
と
て
も
で
は
な
い
が
で
き
ん
。
し
か
も
あ
え
て
自
己
を
信
ず
る
。
自
己
自
身
を
救
い
が
た
き
自
己
だ
と
信
ず
る
。
救
い
な
き
自
己
を
信
ず

る
。
救
い
な
き
も
の
と
し
て
覚
悟
せ
し
め
る
も
の
は
何
か
。
救
い
な
き
自
己
を
覚
悟
せ
し
め
る
も
の
、
そ
れ
が
「
乗
彼
願
力
」
だ
。
彼
の
願
力
に
乗
じ
て
自
身
を
深
信

せ
よ
と
。

■

願

力

に

乗

じ

て

救

い

が

た

き

自

身

に

安

ん

ず

る

こ
こ
で
は
「
決
定
し
て
か
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
」
と
書
い
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
を
深
信
す
る
の
か
と
い
う
と
自
身
を
深
信
す
る
。
「
か
の
願
力
に
乗
じ

て
」
自
身
を
深
信
せ
よ
。
「
か
の
願
力
に
乗
じ
て
」
自
己
の
救
い
が
た
き
こ
と
を
覚
悟
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
願
力
に
乗
ず
る
が
故
に
救
い
が
た
き
自
身
を
覚
悟
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
で
す
か
。
願
力
に
乗
じ
て
救
い
が
た
き
自
身
に
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
救
わ
れ
ざ
る

自
己
に
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
願
力
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
願
力
に
乗
ず
る
と
こ
う
い
っ
て
あ
る
。

願
力
に
乗
ず
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
…
…
。
こ
れ
は
善
導
大
師
の
言
葉
で
す
が
、
善
導
大
師
は
乗
ず
る
と
い
う
言
葉
が
非
常
に
好
き
な
人
で
し
て
ね
。
う
ま
い
こ

と
い
え
ま
せ
ん
が
蓮
如
な
ん
か
、
『
御
文
』
の
中
に
こ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
で
し
ょ
う
。
「
我
が
身
の
罪
の
ふ
か
き
事
を
ば
、
う
ち
す
て
、
仏
に
ま
か
せ
ま
い
ら
せ

て
」
（
聖
典
八
三
四
頁
）
と
。
罪
の
深
き
も
の
と
思
い
し
れ
と
い
う
言
い
方
と
罪
の
深
き
こ
と
を
ば
う
ち
す
て
て
、
仏
に
ま
か
せ
ま
い
ら
せ
て
と
。
こ
う
い
う
言
い
方

を
し
て
い
る
。
「
我
が
身
の
罪
の
ふ
か
き
事
を
ば
、
う
ち
す
て
」
と
。
罪
の
深
き
身
と
思
い
し
れ
と
い
い
な
が
ら
、
こ
こ
で
「
罪
の
ふ
か
き
事
を
ば
、
う
ち
す
て
、
仏

に
ま
か
せ
ま
い
ら
せ
て
」
と
。

第十二講 第三には「決定して『観経』を深信す。」
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こ
れ
が
「
乗
彼
願
力
」
だ
。
一
番
う
ま
い
こ
と
表
現
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
罪
を
自
覚
せ
よ
と
い
う
の
で
な
い
。
罪
を
う
ち
す
て
て
仏
に
ま
か
せ
る
と
い
う

こ
と
は
自
覚
せ
ん
こ
と
に
は
で
き
ん
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
。
罪
の
深
き
こ
と
を
ば
う
ち
す
て
、
仏
に
ま
か
せ
ま
い
ら
せ
て
後
生
た
す
け
た
ま
え
と
、
こ
う

い
う
言
葉
で
…
…
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
自
己
自
身
を
深
信
す
る
。
自
身
を
深
信
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
が
乗
彼
願
力
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
の
願
力
に
乗
じ
て
は

じ
め
て
可
能
に
な
る
。
願
力
に
乗
ず
る
が
故
に
救
わ
れ
ん
こ
と
に
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
自
分
で
は
救
わ
れ
ん
、
自
分
で
や
ろ
う
と
す
れ
ば
安
ん
ず
る
わ
け

に
は
い
か
ん
。
う
か
う
か
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
う
で
は
な
い
、
願
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
ざ
る
自
己
に
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
第
一
、
第
二

深
信
が
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
救
わ
れ
ざ
る
こ
と
に
安
ん
ず
る
道
が
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
ま
ず
最
初
の
問
題
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

つ
ま
り
深
信
と
は
、
第
一
の
深
信
は
、
第
二
の
深
信
は
と
。
と
く
に
深
信
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
第
一
、
第
二
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
深
信
は

何
か
と
い
う
と
、
『
大
無
量
寿
経
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
『
大
無
量
寿
経
』
に
展
開
さ
れ
て
い
る
深
信
で
す
ね
。
『
大
無
量
寿
経
』
は
信
と
い
え
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
あ
れ
は
ま
あ
本
願
で
す
か
ら
。

『
大
無
量
寿
経
』
に
本
願
が
説
か
れ
た
の
で
は
な
い
。
本
願
が
『
大
無
量
寿
経
』
を
説
い
た
の
で
す
。
本
願
が
『
大
無
量
寿
経
』
を
説
い
て
き
た
の
で
す
。
で
す
か

ら
『
大
無
量
寿
経
』
と
い
う
の
は
、
あ
れ
は
お
経
か
ね
。
そ
う
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
が
…
…
。

問
題
は
願
力
に
乗
ず
る
と
い
う
こ
と
だ
。
願
力
に
乗
ず
る
。
だ
か
ら
最
初
に
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
自
身
を
深
信
す
る
と
い
う
自
身
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の

こ
と
が
願
力
に
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
た
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
け
ど
、
な
か
な
か
願
力
に
乗
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
願
力
に
乗
ず
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
容
易
な
ら
ん
こ
と
で
す
わ
ね
。
人
間
の
固
執
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
こ
と
を
許
さ
ん
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
や
な
い
か

ね
。

二

僕
は
、
こ
れ
は
よ
く
わ
か
ら
な
ん
だ
ん
で
す
け
ど
、
曇
鸞
大
師
が
浄
土
の
こ
と
を
無
上
の
方
便
と
い
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
「
畢
竟
成
仏
の
道
路
」
（
聖
典
二
九
三

・
四
九
三
頁
）
だ
と
、
こ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
で
し
ょ
う
。
浄
土
を
道
路
と
い
っ
て
い
る
。
浄
土
が
道
路
な
の
だ
。
浄
土
が
道
路
と
い
う
こ
と
は
、
道
路
が
浄
土
で

は
な
い
、
国
が
道
だ
。
た
だ
し
道
が
国
で
は
な
い
。
道
が
国
を
開
く
の
で
は
な
い
。
国
が
道
を
開
く
。
道
が
国
を
開
く
の
で
は
な
い
。
道
は
な
ん
ぼ
で
も
あ
る
け
ど
も
、

そ
の
道
が
安
住
の
国
を
開
く
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
道
が
あ
る
こ
と
が
か
え
っ
て
迷
い
に
な
る
。
浄
土
と
い
う
国
が
開
い
た
道
な
ら
道
そ
の
も
の
が
国
に

■ 願力に乗じて救いがたき自身に安んずる
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な
る
。

無
上
の
方
便
と
い
う
、
あ
の
無
上
と
い
う
言
い
方
ね
。
よ
く
わ
か
ら
な
ん
だ
で
す
が
ね
。
国
が
道
を
私
に
開
い
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
を
無
上
の
方
便
と
い
う
の
で

す
。
浄
土
が
道
に
な
る
。
道
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
私
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
開
け
て
く
る
、
浄
土
が
。
私
が
道
を
開
い
て
浄
土
へ
い
く
の
で
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
迷
う

し
か
な
い
。
善
導
大
師
の
二
河
譬
の
と
こ
ろ
に
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、

「
我
今
回
ら
ば
ま
た
死
せ
ん
、
住
ま
ら
ば
ま
た
死
せ
ん
、
去
か
ば
ま
た
死
せ
ん
。
一
種
と
し
て
死
を
勉
れ
ざ
れ
ば
、
我
寧
く
こ
の
道
を
尋
ね
て
前
に
向
こ
う
て
去
か

ん
。
す
で
に
こ
の
道
あ
り
。
必
ず
度
す
べ
し
」
と
。

（
聖
典
二
一
九
～
二
二
〇
頁
）

と
、
「
す
で
に
こ
の
道
あ
り
」
と
い
う
で
し
ょ
う
。
「
す
で
に
こ
の
道
あ
り
。
必
ず
度
す
べ
し
」
と
。
「
す
で
に
」
と
い
う
言
葉
で
す
ね
。
そ
れ
は
三
定
死
と
い
う
こ

と
は
道
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
道
が
な
く
な
っ
た
。
道
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
が
歩
く
よ
り
先

に
あ
っ
た
道
な
の
だ
。

■

彼

岸

か

ら

道

が

開

か

れ

る

つ
ま
り
彼
岸
か
ら
開
か
れ
て
い
る
の
だ
。
此
岸
か
ら
開
か
れ
て
い
る
の
で
な
い
。
彼
岸
が
開
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
彼
岸
が
開
い
て
い
る
道
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
う
い
う
こ
と
を
無
上
の
方
便
と
い
う
言
い
方
で
あ
ら
わ
す
、
「
畢
竟
成
仏
の
道
路
」
だ
と
。
た
ん
に
浄
土
を
信
じ
た
と
い
う
こ
と
な
ら
、
無
上
と
い
う
言
葉
が
あ
ん

ま
り
、
な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
無
上
と
い
う
言
葉
を
つ
け
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
ん
だ
で
す
が
ね
。
つ
ま
り
浄
土
が
開
い
て
い
る
道
な
ら
、
浄
土
へ
い
く
必
要
も
な
い
。
浄

土
へ
到
達
せ
ん
で
も
、
浄
土
が
到
達
し
て
い
る
の
だ
、
道
に
立
て
ば
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
「
畢
竟
成
仏
の
道
路
」
と
い
う
言
い
方
の
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
ね
。

そ
れ
が
「
願
力
に
乗
ず
る
」
と
い
う
こ
と
の
内
容
で
し
ょ
う
。

願
力
に
乗
ず
る
。
何
か
本
願
が
浄
土
と
し
て
成
就
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
あ
浄
土
と
い
う
け
れ
ど
も
、
願
い
が
国
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
願
い
が
国
と
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
本
願
を
も
っ
た
の
で
す
。
本
願
が
力
と
な
っ
た
。
願
い
が
力
と
な
る
。
力
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
生
き
る
力
を
与
え
る
も
の
と
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
法
蔵
の
本
願
が
わ
れ
わ
れ
に
生
き
る
力
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
生
き
る
力
と
し
て
本
願
は
浄
土
に
な
っ
た
。
生
き
る
力
と
し
て
浄
土
に

な
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。
願
力
と
い
う
こ
と
が
ね
。
本
願
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
罪
悪
深
重
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
「
無
有
出
離
之
縁
」
と
い
う
こ
と
は
も
う
生

き
ら
れ
ん
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
生
き
て
も
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
き
て
も
意
味
が
な
い
。
し
か
し
生
き
て
も
意
味
が
な
い
こ
と
に
負
け
ん
の
だ
。
あ

え
て
生
き
て
も
意
味
の
な
い
こ
と
に
立
ち
上
が
ら
せ
る
。
生
き
て
も
意
味
の
な
い
こ
と
に
立
ち
上
が
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ね
。

金
子
先
生
の
言
葉
に
「
無
効
に
笑
え
む
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。
「
無
効
に
笑
え
む
」
と
。
か
い
な
き
こ
と
に
ほ
ほ
笑
む
、
そ
れ
が
念
仏
の
道
だ
と
い
う
表
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現
が
あ
る
の
で
す
が
ね
。
人
生
は
む
だ
で
あ
っ
た
と
、
し
か
し
む
だ
で
あ
っ
た
こ
と
に
悔
い
は
な
い
の
だ
と
。
金
子
先
生
の
文
学
的
表
現
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。
皆
さ
ん

で
も
京
都
な
ん
か
に
お
り
ま
す
か
ら
、
何
か
仏
法
を
学
ん
で
い
る
よ
う
な
気
に
な
る
わ
。
田
舎
へ
帰
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
も
誰
も
聞
か
ん
か

ら
。
う
ち
の
坊
さ
ん
妙
な
こ
と
い
っ
て
い
る
わ
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。
大
学
へ
行
っ
て
一
生
懸
命
勉
強
し
て
、
そ
れ
で
大
地
の
会
へ
い
っ
て
、
わ
け
の
わ
か
ら
な

い
わ
し
の
話
を
聞
い
て
や
ね
、
何
か
一
つ
覚
え
て
帰
っ
て
い
っ
て
話
し
て
ご
ら
ん
、
た
め
し
に
。
何
い
っ
て
い
る
の
や
ら
…
…
。
こ
れ
が
大
事
な
の
で
す
わ
。
何
で
も

も
の
い
っ
た
ら
通
用
す
る
と
こ
ろ
で
仏
法
を
語
っ
て
お
っ
た
ら
あ
か
ん
の
や
。
通
用
せ
ん
と
こ
ろ
で
語
っ
て
み
た
ら
い
い
の
だ
。
そ
う
し
た
ら
全
然
通
用
せ
ん
の
だ
。

そ
う
す
る
と
、
ど
う
や
っ
て
通
用
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
思
想
的
課
題
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
思
想
と
い
う
も
の
は
の
び
る
の
だ
、
苦
労
す
る
か
ら
。

つ
ま
り
、
彼
の
願
力
に
乗
ず
る
と
、
こ
う
い
う
け
ど
、
乗
ず
る
と
い
っ
た
ら
わ
か
る
よ
う
に
思
う
け
ど
も
、
乗
ず
る
と
い
っ
て
も
、
馬
に
乗
ず
る
わ
け
で
は
あ
り
ゃ

せ
ん
し
ね
。
お
経
の
本
、
尻
の
下
に
し
い
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
乗
じ
た
こ
と
に
な
り
ゃ
せ
ん
。
彼
の
願
力
に
乗
ず
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
課
題

が
『
観
経
』
を
要
求
し
て
く
る
の
だ
。
『
観
経
』
と
か
『
阿
弥
陀
経
』
を
。
『
観
経
』
と
か
『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
の
は
真
実
の
教
で
な
い
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
は
は

じ
め
か
ら
い
ら
ん
の
や
と
、
こ
う
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
。
『
観
経
』
と
か
『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
も
の
を
『
大
無
量
寿
経
』
が
要
求
し
て
き
た
。
つ
ま
り
本
願
が
要

求
し
た
の
だ
。
『
観
経
』
は
韋
提
希
で
し
ょ
う
。
『
阿
弥
陀
経
』
は
お
釈
迦
さ
ん
で
し
ょ
う
。
『
大
無
量
寿
経
』
は
法
蔵
で
す
わ
ね
。
法
蔵
が
要
求
し
て
い
る
で
し
ょ

う
、
韋
提
希
と
か
釈
尊
と
い
う
の
は
。
た
ま
た
ま
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
と
く
に
こ
こ
で
展
開
す
る
の
は
三
経
で
す
わ
ね
。
『
大
経
』
『
観
経
』
『
阿
弥
陀

経
』
で
す
。
三
経
と
い
う
の
は
浄
土
三
部
経
と
い
う
け
れ
ど
も
、
浄
土
三
部
経
と
い
う
か
ぎ
り
は
法
華
の
三
部
と
か
、
法
華
の
三
部
と
い
う
も
の
は
解
釈
の
必
要
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
『
法
華
経
』
自
身
は
要
求
せ
ん
わ
ね
、
あ
ん
な
も
の
。
真
言
の
三
部
と
い
う
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
弘
法
大
師
の
…
…
。
浄
土

三
部
経
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

『
大
無
量
寿
経
』
自
身
が
、
つ
ま
り
『
大
無
量
寿
経
』
と
い
う
の
は
本
願
自
身
が
要
求
し
て
き
た
、
そ
う
い
う
構
造
を
要
求
し
て
き
た
の
で
す
。
本
願
自
身
が
本
願

自
身
を
成
就
す
る
要
求
な
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
同
じ
よ
う
に
、
『
大
無
量
寿
経
』
と
あ
る
し
『
観
無
量
寿
経
』
と
あ
る
し
『
阿
弥
陀
経
』
と
あ
る
し
ね
。
た
ま
た
ま
名

前
が
一
緒
だ
か
ら
く
っ
つ
け
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
お
布
施
の
都
合
で
ち
と
長
う
し
た
ほ
う
が
よ
け
い
あ
が
る
か
も
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
そ

う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
本
願
自
身
が
本
願
自
身
を
表
現
す
る
構
造
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
三
経
と
い
う
内
容
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
一
服
し
よ
う
。

三
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浄
土
の
三
部
経
と
い
う
の
が
、
は
じ
め
て
明
確
に
い
え
る
の
は
善
導
大
師
の
深
心
釈
が
基
本
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
た
と
え
ば
曇
鸞
大
師
に
し
て
も
、

「
王
舎
城
所
説
の
無
量
寿
経
」
（
真
聖
全
一
・
二
九
六
頁
）
と
い
う
言
い
方
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
説
く
場
所
が
ち
ご
う
た
が
、
説
い
て
い
る
の
は
同
じ
だ
と
、
こ

う
な
る
。
説
い
て
い
る
こ
と
の
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
明
確
に
も
っ
て
く
る
の
は
、
や
は
り
深
心
釈
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

ほ
ん
と
う
は
三
部
経
で
な
く
て
も
浄
土
経
で
い
い
の
で
す
。
し
か
し
浄
土
経
と
い
う
だ
け
で
は
経
典
の
意
義
が
明
ら
か
で
な
い
で
し
ょ
う
。
経
典
の
意
義
が
明
ら
か

に
な
る
の
は
三
部
経
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
だ
か
ら
三
部
経
の
全
体
が
深
心
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
自
己
を
深
信
す
る
、
自
身
を
深
信
す

る
と
い
う
、
そ
の
一
点
に
立
っ
て
経
典
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
も
っ
て
く
る
。
独
自
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
経
典
を
研
究
し
て
出
て
き
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。

だ
か
ら
翻
訳
者
は
、
ば
ら
ば
ら
で
す
わ
ね
。
『
大
無
量
寿
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
、
み
ん
な
ば
ら
ば
ら
だ
。
『
観
経
』
は
異
訳
が
な
い
で
す
か
ら
ね
。

ば
ら
ば
ら
に
し
て
み
よ
う
が
な
い
。
善
導
大
師
の
も
ち
い
た
「
大
無
量
寿
経
」
と
い
う
の
は
な
ん
で
す
か
ね
。
善
導
大
師
の
も
ち
い
た
「
大
無
量
寿
経
」
は
魏
訳
だ
ろ

う
か
。
『
如
来
会
』
か
…
…
。
『
如
来
会
』
と
い
う
こ
と
も
思
え
ん
し
な
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ん
と
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
。

だ
け
ど
も
善
導
大
師
の
場
合
は
「
仏
説
無
量
寿
観
経
」
と
い
う
で
し
ょ
う
。
「
観
無
量
寿
経
」
と
は
い
わ
ん
わ
ね
。
親
鸞
聖
人
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
『
観
経
』
は

『
観
経
』
と
い
う
け
ど
『
大
無
量
寿
経
』
は
大
本
と
い
う
や
ろ
。
で
、
『
小
経
』
の
こ
と
を
小
本
と
い
っ
た
り
す
る
ね
。
同
じ
無
量
寿
経
と
み
る
、
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
る
わ
け
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
が
、
だ
か
ら
三
願
、
三
機
、
三
往
生
、
三
経
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
き
に
は
、
や
は
り
三
経
と
い
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
の
独
自
性
み
た
い
な
も
の
が
は
じ
め
て
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
『
大
経
』
は
『
大
経
』
に
お
い
て
必
要
で

あ
り
、
『
観
経
』
は
『
観
経
』
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
。
『
小
経
』
は
『
小
経
』
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
。
「
化
身
土
巻
」
で
そ
の
必
要
な
こ
と
を
親
鸞
聖
人
は
検
討

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
「
化
身
土
巻
」
は
『
観
経
』
と
『
小
経
』
で
す
か
ら
。

だ
か
ら
三
部
経
と
い
う
の
は
、
た
ま
た
ま
三
つ
く
っ
つ
け
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
の
意
味
が
あ
る
。
明
確
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
そ
の

も
と
は
、
や
っ
ぱ
り
善
導
大
師
の
深
心
釈
に
あ
る
わ
け
で
す
。
で
、
『
観
経
』
、
「
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
」
と
、
『
大
無
量
寿
経
』
を
深
信
す
る
と
は
い
っ

て
な
い
。
こ
れ
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
『
大
無
量
寿
経
』
は
自
身
だ
。
『
大
無
量
寿
経
』
は
経
典
と
は
い
え
な
い
。
い
わ
ば
私
の
人
生
そ
の
も
の
な
の
だ
。

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
『
観
経
』
で
あ
り
『
阿
弥
陀
経
』
だ
。

で
、
『
観
経
』
を
深
信
す
る
と
い
っ
た
ら
、
『
観
経
』
の
何
を
深
信
す
る
か
と
い
う
と
善
導
は
何
を
い
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

ま
た
決
定
し
て
深
く
、
「
釈
迦
仏
、
こ
の
『
観
経
』
に
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
き
て
、
か
の
仏
の
依
正
二
報
を
証
讃
し
て
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
」
と
信
ず
。

（
聖
典
二
一
六
頁
）
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と
、
こ
う
あ
る
で
し
ょ
う
。
『
観
経
』
と
い
う
も
の
の
性
格
を
あ
ら
わ
す
の
は
三
福
と
い
う
概
念
で
す
わ
。
世
福
・
戒
福
・
行
福
と
い
う
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
三
福
と

い
う
も
の
が
、
「
三
世
の
諸
仏
の
浄
業
の
正
因
」
（
聖
典
九
四
頁
）
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
「
一
者
孝
養
父
母
、
奉
事
師
長
、
慈
心
不
殺
」
と

あ
る
で
し
ょ
う
。
一
者
が
世
福
、
二
者
が
戒
福
、
三
者
が
行
福
で
す
ね
。
こ
れ
が
大
事
で
す
わ
。
世
福
、
幸
せ
で
す
。
仏
法
と
い
う
の
を
幸
せ
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
。

王
舎
城
の
悲
劇
が
課
題
な
の
で
し
ょ
う
。
王
舎
城
の
悲
劇
と
い
う
の
は
親
子
げ
ん
か
で
す
。
親
子
げ
ん
か
が
き
っ
か
け
な
の
で
す
。
親
子
げ
ん
か
を
そ
ん
な
も
の
は

値
打
ち
が
な
い
と
は
い
わ
ん
の
で
す
わ
。
そ
ん
な
も
の
は
仏
法
の
問
題
で
は
な
い
と
は
い
わ
ん
。
同
和
問
題
な
ん
て
仏
法
の
問
題
で
は
な
い
と
よ
く
い
う
わ
ね
。
ま
る

で
安
っ
ぽ
い
も
の
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
も
う
そ
こ
か
ら
ま
ち
ご
う
と
る
。
そ
ん
な
ら
『
観
経
』
は
い
ら
な
い
の
で
す
。
『
観
経
』
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
世
福
、

戒
福
、
行
福
、
つ
ま
り
福
で
す
。
幸
せ
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
み
た
か
ら
善
導
の
『
観
経
疏
』
が
成
り
立
っ
た
の
だ
。
善
導
は
韋
提
希
を
実
業
の
凡
夫
と
み
た
の
で
し

ょ
う
。
実
業
で
す
。
実
業
と
い
う
こ
と
は
娑
婆
の
生
活
と
い
う
こ
と
で
す
。
娑
婆
の
問
題
に
憂
き
身
を
や
つ
し
て
い
る
こ
と
を
実
業
の
凡
夫
と
い
う
の
だ
。

■

『

観

経

』

は

一

経

両

会

の

経

典

だ
か
ら
、
王
舎
城
と
い
う
の
は
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
の
で
す
け
れ
ど
、
『
観
経
』
自
体
が
一
経
二
会
と
い
わ
れ
る
わ
ね
。
一
経
二
会
と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
、

王
舎
城
で
説
か
れ
た
経
典
と
、
そ
れ
か
ら
そ
の
と
き
に
開
設
さ
れ
た
霊
鷲
山
に
お
け
る
、
お
坊
さ
ん
を
相
手
に
さ
れ
た
学
場
と
、
そ
の
両
方
で
説
か
れ
た
と
い
う
の
だ

ろ
う
。
考
え
て
み
れ
ば
こ
う
い
う
こ
と
が
大
事
で
し
ょ
う
。
世
間
の
課
題
と
、
そ
の
同
じ
娑
婆
の
課
題
に
対
し
て
釈
尊
が
説
い
た
教
え
が
そ
の
ま
ま
出
世
間
の
場
に
お

い
て
説
か
れ
た
の
だ
と
、
こ
う
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
一
経
二
会
と
い
う
の
で
す
。
娑
婆
の
問
題
だ
か
ら
娑
婆
で
片
づ
い
た
の
で
な
い
。
そ
の
娑
婆
の
問
題
に
対
し

て
説
か
れ
た
経
典
が
宗
教
的
求
道
者
の
な
か
で
再
び
説
か
れ
た
。

だ
か
ら
実
業
の
凡
夫
と
い
う
け
れ
ど
、
現
実
的
な
課
題
を
負
う
た
も
の
、
現
実
的
な
救
済
を
求
め
た
者
で
す
。
現
実
の
悲
劇
を
ど
う
耐
え
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
現

実
の
悲
劇
に
対
し
て
釈
尊
が
ど
う
応
え
た
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
え
ら
い
け
っ
こ
う
な
さ
と
り
を
説
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
三
福
、
そ
の
三
福
を

も
っ
て
「
諸
仏
浄
業
の
正
因
な
り
」
と
、
浄
業
の
正
因
と
、
こ
う
い
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
言
っ
て
し
ま
え
ば
娑
婆
の
問
題
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
が

諸
仏
浄
業
の
因
だ
。
そ
れ
が
仏
法
な
の
だ
。
娑
婆
の
問
題
に
応
え
き
る
こ
と
こ
そ
浄
業
の
正
因
だ
。
仏
に
な
る
た
め
の
因
な
の
だ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。

四

■ 『観経』は一経両会の経典
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だ
か
ら
僕
は
『
観
経
』
み
た
い
な
経
典
は
八
万
四
千
と
い
わ
れ
る
仏
典
の
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
け
ど
ね
、
そ
う
い
う
性
格
を
も
っ

た
経
典
と
い
う
の
は
。
そ
の
『
観
経
』
を
善
導
大
師
は
、
「
こ
の
『
観
経
』
に
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
き
て
、
か
の
仏
の
依
正
二
報
を
証
讃
し
て
」
（
聖
典
二

一
六
頁
）
と
。
「
依
正
二
報
」
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
依
報
と
正
報
で
す
わ
。
依
報
と
い
う
の
は
環
境
で
す
。
環
境
整
備
で
す
。
そ
れ
か
ら
正
報
と
い
う
の
は
人
間
で

す
わ
ね
、
人
荘
厳
と
。
そ
の
「
依
正
二
報
を
証
讃
し
て
」
と
。
証
讃
と
い
う
言
葉
も
二
重
の
意
味
を
も
っ
て
お
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
そ
の
次
に
、
「
『
弥
陀
経
』

の
中
に
、
十
方
恒
沙
の
諸
仏
、
一
切
凡
夫
を
証
勧
し
て
」
（
同
頁
）
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
証
讃
に
対
し
て
証
勧
と
、
こ
う
い
っ
て
い
る
で
す
わ
。

ま
あ
、
い
ろ
い
ろ
面
倒
な
の
で
す
わ
。
そ
う
い
う
言
葉
は
一
応
注
意
し
と
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
「
依
正
二
報
を
証
讃
し
て
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
」
と
。

こ
れ
が
、
ま
あ
、
宗
祖
の
欣
慕
の
釈
と
い
う
の
は
、
こ
こ
か
ら
出
て
き
て
い
る
の
で
す
。
『
観
経
疏
』
と
い
う
も
の
が
欣
慕
の
釈
だ
と
。
あ
れ
は
化
身
土
で
す
。
「
仮

令
の
誓
願
、
良
に
由
あ
る
か
な
。
仮
門
の
教
、
欣
慕
の
釈
」
（
聖
典
三
四
三
頁
）
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
欣
慕
の
釈
と
。
仮
門
の
教
と
い
う
の
は
『
観
経
』
。
「
仮
令
の

誓
願
」
と
い
う
の
は
十
九
願
で
し
ょ
う
。
十
九
願
は
臨
終
現
前
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
も
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
言
葉
で
す
ね
。
臨
命
終
時
、
い
の
ち
終
わ
ら
ん
と
す

る
と
き
に
、
大
衆
に
囲
繞
せ
ら
れ
て
仏
が
現
前
す
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
ま
た
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
韋
提
希
の
前
に
現
前
し
た
の
で
す
。
王
舎
城
で
生
き

る
望
み
を
失
っ
た
韋
提
希
の
前
に
、
い
の
ち
終
わ
ら
ん
と
す
る
韋
提
希
の
前
に
現
前
し
た
ん
や
な
い
か
ね
。
言
い
か
え
れ
ば
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け
る
人
を
も
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け
る
人
を
も
た
ん
の
が
孤
独
の
苦
し
み
で
す
。
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け
る
人
を
も
っ
た
と
き
に
人
は
死
な
な
い
の
で
す
。

■

悩

み

を

も

と

に

語

る

人

を

も

つ

こ

と

が

救

い

つ
ま
り
大
衆
現
前
で
す
。
悩
み
を
と
も
に
語
る
人
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
は
救
い
で
す
。
そ
れ
は
救
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
十
九
願
の
も
つ
意
味
で
す
わ
。
そ
の
と

き
に
は
釈
尊
だ
け
で
は
あ
か
ん
の
で
す
。
お
釈
迦
さ
ん
だ
け
で
は
。
大
衆
と
と
も
に
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
。
『
観
経
』
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
「
世
尊
は
威
重
に
し

て
、
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
得
る
に
由
な
し
」
（
聖
典
九
一
頁
）
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
お
釈
迦
さ
ま
に
お
会
い
し
た
い
が
、
お
釈
迦
さ
ま
は
…
…
。
ほ
ん

ま
は
来
て
ほ
し
ゅ
う
な
い
ん
で
す
。
お
釈
迦
さ
ん
だ
か
ら
き
て
ほ
し
い
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

そ
う
い
う
の
が
何
で
し
ょ
う
。
「
仮
令
の
誓
願
」
を
か
か
げ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
「
仮
門
の
教
」
と
い
っ
て
あ
る
。
仮
門
と
い
う
こ
と
は
仮
と
い
う
こ
と
は
権
で

は
な
い
。
権
仮
と
一
口
に
い
い
ま
す
け
ど
、
仮
と
い
う
の
は
権
と
は
い
え
ん
の
で
は
な
い
か
ね
。
権
は
実
に
対
し
仮
は
真
に
対
す
。
仮
と
い
う
と
き
に
は
真
が
予
想
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
仮
と
い
う
こ
と
が
、
先
ほ
ど
か
ら
い
っ
て
い
る
二
重
構
造
で
す
。
仮
門
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
す
。
人
生
が
二
重
に
な
る
の
で
す
。
『
観
経
』
自

体
が
二
重
構
造
を
も
っ
て
お
る
け
れ
ど
も
、
仮
門
と
い
う
こ
と
、
「
仮
門
の
教
」
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
人
生
が
二
重
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
娑
婆
で
生
き
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
娑
婆
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
生
き
る
い
の
ち
が
あ
る
の
だ
、
そ
う
で
し
ょ
う
。
娑
婆
に
死
ん
で
も
娑
婆
を
超
え
た
い
の

第十二講 第三には「決定して『観経』を深信す。」
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ち
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
う
い
う
意
味
だ
。

そ
う
い
う
人
生
の
二
重
構
造
を
自
覚
す
る
こ
と
を
仮
門
と
い
う
。
食
べ
て
寝
て
起
き
て
働
い
て
、
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
の
で
は
な
い
。
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
わ

ね
。

食
べ
て
寝
て
起
き
て
働
い
て
、
は
て
そ
の
後
は
死
ぬ
る
ば
か
り
ぞ

と
、
説
教
師
が
よ
う
い
っ
た
言
葉
だ
。
聞
い
た
こ
と
あ
る
だ
ろ
う
。
人
生
の
二
重
構
造
と

い
う
こ
と
が
あ
る
意
味
で
人
生
の
自
覚
で
は
な
い
か
ね
。
そ
う
い
う
、
つ
ま
り
そ
れ
が
教
か
ら
い
え
ば
仮
門
だ
。
願
か
ら
い
え
ば
仮
令
で
す
。
釈
で
い
え
ば
欣
慕
だ
。

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
の
意
義
は
欣
慕
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
欣
慕
の
釈
、
こ
れ
い
よ
い
よ
明
ら
か
な
り
」
と
。
欣
慕
と
い
う
と
何
て
い
う
か
ね
。
こ
れ
は
内
容
は

何
か
と
い
う
と
、
『
観
経
疏
』
の
内
容
は
何
か
と
い
う
と
指
方
立
相
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
「
化
身
土
巻
」
の
「
定
善
義
」
の
文
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
『
観

経
』
と
い
う
も
の
が
説
か
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
わ
ね
。

し
か
る
に
常
没
の
凡
愚
、
定
心
修
し
が
た
し
、
息
慮
凝
心
の
ゆ
え
に
。
散
心
行
じ
が
た
し
、
廃
悪
修
善
の
ゆ
え
に
。
こ
こ
を
も
っ
て
立
相
住
心
な
お
成
じ
が
た
き
が

ゆ
え
に
、
「
た
と
い
千
年
の
寿
を
尽
く
す
と
も
法
眼
未
だ
か
つ
て
開
け
ず
」
（
定
善
義
）
と
言
え
り
。

（
聖
典
三
四
〇
頁
）

と
、
こ
れ
は
、
ま
あ
親
鸞
聖
人
の
言
葉
で
す
が
ね
。
善
導
大
師
の
解
釈
と
い
う
も
の
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
に
続
い
て
、

い
か
に
況
や
無
相
離
念
誠
に
獲
が
た
し
。
か
る
が
ゆ
え
に
「
如
来
懸
に
末
代
罪
濁
の
凡
夫
を
知
ろ
し
め
す
。
立
相
住
心
な
お
得
る
こ
と
あ
た
わ
じ
と
。
い
か
に
況
や

相
を
離
れ
て
事
を
求
む
る
は
、
術
通
な
き
人
の
、
空
に
居
て
舎
を
立
て
ん
が
ご
と
き
な
り
」
（
定
善
義
）
と
言
え
り
。

（
同

頁
）

と
。
立
相
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
す
。
『
観
経
』
と
い
う
も
の
に
依
正
二
報
の
荘
厳
を
説
か
れ
た
と
。
つ
ま
り
浄
土
の
荘
厳
を
説
か
れ
た
こ
と
の
意
義
だ
。
浄
土
、
つ

ま
り
極
楽
だ
。
も
っ
と
い
え
ば
、
な
ぜ
浄
土
が
説
か
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
な
ぜ
極
楽
荘
厳
が
説
か
れ
た
の
か
だ
。
こ
れ
は
「
玄
義
分
」
で
は
、
指
方
立
相
な
ん

て
、
指
方
立
相
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
教
学
上
の
言
葉
で
す
か
ら
。
つ
ま
り
西
方
に
道
を
定
め
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ん
で
浄
土
は
西
方
に
あ
る
の
か
。
曇
鸞

大
師
の
和
讃
に
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

世
俗
の
君
子
幸
臨
し

勅
し
て
浄
土
の
ゆ
え
を
と
う

十
方
仏
国
浄
土
な
り

な
に
に
よ
り
て
か
西
に
あ
る

（
聖
典
四
九
一
頁
）

と
。

■

欣

慕

は

人

生

の

問

題

を

明

ら

か

に

す

る

つ
ま
り
、
欣
慕
と
い
う
の
は
、
欣
慕
す
る
こ
と
は
何
を
願
う
べ
き
か
。
人
間
は
何
を
願
う
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
ね
。
何
を
求
む
べ
き
か
、
何
を
目
的

と
す
る
か
、
人
生
の
目
的
が
明
確
で
な
い
。
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
や
ね
。
人
生
の
全
体
を
問
い
返
す
よ
う
な
方
向
、
目
的
と
い
う
も
の
を
も
た
ん
の
で
は
な
い
か
ね
。

■ 欣慕は人生の問題を明らかにする
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何
が
目
的
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
一
つ
達
成
す
れ
ば
も
う
終
わ
り
で
す
。
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
人
生
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
「
欣
慕
の
釈
」
の

意
味
で
す
。
『
観
経
』
は
何
を
説
い
た
の
か
、
人
生
の
目
的
を
説
い
た
の
だ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
「
相
を
離
れ
て
事
を
求
む
る
は
、
術
通
な
き
人
の
、
空
に
居
て

舎
を
立
て
ん
が
ご
と
き
な
り
」
と
。
浄
土
と
い
う
こ
と
を
も
た
ず
に
、
如
来
の
さ
と
り
を
得
よ
う
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
空
中
に
家
を
た
て
る
よ
う
な
も
の
だ
と
、
こ

う
い
う
言
い
方
な
の
で
す
。
も
っ
と
い
え
ば
目
標
が
は
っ
き
り
せ
ん
の
に
、
人
生
の
目
標
が
明
確
に
定
ま
ら
ん
の
に
あ
わ
て
て
走
り
ま
わ
っ
て
い
る
の
と
い
っ
し
ょ
や

と
。韋

提
希
が
『
観
経
』
に
お
い
て
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
は
、
王
舎
城
の
悲
劇
の
ど
真
ん
中
で
、
人
生
の
真
の
目
的
だ
、
そ
う
で
は
な
い
か
ね
。
王
舎
城
の
悲
劇
も
、
つ

ま
り
王
舎
城
の
悲
劇
と
い
う
け
ど
、
王
舎
城
の
悲
劇
は
い
わ
ば
親
子
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
そ
の
親
子
バ
ラ
バ
ラ
の
も
の
を
み
な
仲
よ
う
し
た
い
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ゃ
せ
ん
。
仲
よ
う
せ
ん
で
も
い
い
の
で
す
。
悲
劇
を
耐
え
る
の
で
す
。
悲
劇
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
目
標
が
は

っ
き
り
し
た
か
ら
で
す
。
悲
劇
を
怖
れ
ん
の
で
す
。
悲
劇
に
迷
わ
ん
。
現
実
に
迷
わ
ん
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
み
な
現
実
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
現
実
に
迷
っ

て
い
る
の
だ
。
現
象
に
迷
う
。
目
標
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
現
象
に
迷
う
こ
と
は
な
い
。
現
象
は
全
部
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
縁
に
な
る
の
だ
。
悲
劇
も
ま
た
捨
て

難
い
の
だ
。
目
前
の
現
象
に
動
か
さ
れ
ん
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
道
を
明
ら
か
に
し
た
、
そ
れ
が
欣
慕
の
意
味
で
す
。

五

欣
慕
と
、
え
ら
い
や
さ
し
い
言
葉
が
使
う
て
あ
り
ま
す
け
ど
、
た
と
え
ば
シ
ェ
リ
ン
グ
に
は
「
根
源
的
憧
憬
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
わ
ね
。
根
源
的
憧
憬
で
す
。
テ

ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
究
極
的
関
心
」
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う
。
根
源
的
憧
憬
と
い
う
の
で
す
。
憧
憬
と
い
う
言
葉
は
金
子
先
生
が
非
常
に
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
言
葉
で
す
。
そ
う
い
う
根
源
的
憧
憬
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
欣
慕
の
釈
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
欣
慕
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
た
だ
恋
慕
し
て
い
る
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
真
に
願
う
べ
き
も
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
目
前
の
こ
と
に
お
ど
ろ
か
ん
。
だ
か
ら
実
業
そ
の
も
の
だ
ね
。
実
業
の
凡
夫
と
い
う
の
は

実
業
を
離
れ
た
の
で
は
な
い
、
悲
劇
の
場
を
離
れ
た
ん
や
な
い
。
七
重
の
室
内
か
ら
一
歩
も
出
ん
の
で
す
。
七
重
の
室
内
か
ら
お
釈
迦
さ
ま
が
引
き
出
し
た
の
で
は
な

い
。
七
重
の
室
内
に
お
い
て
説
か
れ
た
の
だ
。

■

「

標

境

以

住

心

」

だ
か
ら
『
涅
槃
経
』
な
ん
か
を
み
ま
す
と
、
韋
提
希
夫
人
が
阿
闍
世
を
な
ぐ
さ
め
る
で
す
ね
。
「
わ
が
母
、
こ
れ
賊
な
り
」
と
い
っ
た
子
供
に
対
し
て
、
『
涅
槃
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- 214 -

経
』
を
み
る
と
、
ふ
た
た
び
阿
闍
世
を
韋
提
希
は
な
ぐ
さ
め
て
い
る
。
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
悲
劇
の
中
に
い
て
悲
劇
を
超
え
る
道
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
が
欣
慕

な
の
で
す
。
だ
か
ら
「
欣
慕
の
釈
」
と
、
こ
う
い
っ
て
あ
る
け
ど
、
欣
慕
の
釈
は
経
典
ほ
ど
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
ん
な
る
釈
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
は
、
「
序
分
義
」
で
は
「
標
境
以
住
心
」
（
真
聖
全
一
・
四
八
九
頁
）
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
境
を
標
し
て
心
を
住
む
る
こ
と
。
ど
こ
に
腹
を
す
え
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
目
標
が
は
っ
き
り
せ
ん
と
腹
の
す
え
場
が
わ
か
ら
な
い
。
目
標
が
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
腹
の
す
え
場
が
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

次
に
『
小
経
』
の
深
信
と
い
う
の
は
法
の
深
信
に
あ
た
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
韋
提
希
が
救
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
「
与
韋
提
等
獲
三
忍
」
で
す
か
ら
、
韋
提
希

と
い
う
実
業
の
凡
夫
が
救
わ
れ
た
と
い
う
。
救
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
の
は
『
観
経
』
で
し
ょ
う
。
『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
、
十
方
恒
沙
の
諸

仏
の
証
勧
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
釈
尊
が
救
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
の
は
十
方
恒
沙
の
諸
仏
の
…
…
。
つ
ま
り
『
観

経
』
の
場
合
は
韋
提
希
の
問
題
を
お
釈
迦
さ
ま
に
ぶ
つ
け
た
。
と
こ
ろ
が
『
阿
弥
陀
経
』
の
場
合
は
誰
も
問
わ
ん
。
無
問
自
説
の
経
で
す
か
ら
、
お
釈
迦
さ
ま
が
勝
手

に
説
い
た
の
で
す
。
そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
ね
。
自
問
自
答
で
す
。
だ
か
ら
真
門
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
十
方
恒
沙
の
諸
仏
が
…
…
。

六
方
段
と
い
う
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
六
方
で
す
か
。
六
方
段
と
い
う
の
は
、
言
い
ま
ち
が
い
で
は
な
い
か
ね
。
七
方
段
や
。
第
一
あ
れ
は
一
番
最
初
を
見
る
と
東
方

世
界
と
は
い
っ
て
お
ら
な
い
。
「
東
方
亦
有
」
と
書
い
て
あ
る
ね
。
東
方
に
亦
有
り
と
。
な
ん
で
「
亦
」
か
。
何
で
東
方
だ
け
「
亦
有
」
か
ね
。
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
説

い
て
い
る
の
は
お
釈
迦
さ
ん
で
す
。
六
方
段
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
を
抜
い
て
い
る
さ
か
い
六
方
段
だ
。
そ
う
で
は
な
い
、
七
方
段
で
す
。
今
日
か
ら
改
め
る
。

科
文
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
で
す
。

■

中

方

世

界

が

抜

け

て

い

る

そ
う
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
六
方
段
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
中
国
で
挿
入
さ
れ
た
部
分
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
け
ど
も
ね
。
仏
名
経
か
、
何
と
か
か
ら
引
っ
張
り
込

ん
で
き
た
と
…
…
。
「
東
方
亦
有
」
と
あ
る
。
そ
の
前
に
あ
る
の
は
ど
こ
か
と
い
っ
た
ら
、
こ
こ
が
あ
る
ん
や
。
お
釈
迦
さ
ま
の
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
こ

こ
が
あ
る
。
お
釈
迦
さ
ま
が
説
い
て
い
る
場
所
、
今
現
に
こ
こ
が
あ
る
。
こ
こ
を
抜
い
て
い
る
の
で
す
。
中
方
世
界
が
抜
け
て
い
る
の
で
す
。
中
方
世
界
、
こ
こ
を
抜

い
て
お
っ
た
ら
東
も
西
も
成
り
立
た
へ
ん
の
で
す
。
東
も
西
も
成
り
立
た
ん
と
い
て
六
方
段
な
ん
て
い
う
と
っ
て
も
、
そ
ん
な
も
の
は
空
み
た
い
な
も
の
だ
。
今
、
こ

こ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
。
だ
か
ら
七
方
段
だ
。
つ
ま
り
釈
尊
が
自
問
自
答
し
た
こ
と
を
六
方
の
諸
仏
が
や
っ
て
お
る
。
釈
尊
の
信
仰
告
白
を
六
方
の
諸
仏
が

証
明
し
た
の
で
は
な
い
か
ね
。
証
誠
し
た
の
だ
。
釈
尊
の
言
葉
に
間
違
い
な
し
と
。
『
阿
弥
陀
経
』
は
釈
尊
の
心
境
告
白
で
す
。
だ
か
ら
仏
を
仏
が
証
明
し
た
の
で
す
、

そ
う
で
し
ょ
う
。

■ 中方世界が抜けている
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こ
れ
が
何
で
果
遂
の
誓
い
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
や
ね
。
こ
れ
は
「
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
あ
る
か
な
」
と
、
「
誓
い
」
だ
け
で
す
。
い
わ
ゆ
る
教
も
な
い
。
釈
も

な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
仏
意
な
の
だ
。
仏
の
教
え
で
な
い
、
仏
の
心
だ
。
だ
か
ら
仮
門
の
教
え
と
か
欣
慕
の
釈
と
い
う
こ
と
を
許
さ
ん
。
讃
嘆
し
か
な
い
。
こ
れ
は
釈

で
は
な
い
で
し
ょ
。
讃
で
す
。
問
題
は
讃
嘆
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

六

で
、
そ
の
『
阿
弥
陀
経
』
を
深
信
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
は
大
事
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
恒
沙
の
信
と
い
う
こ
と
で

す
。
「
良
に
勧
め
す
で
に
恒
沙
の
勧
め
な
れ
ば
、
信
も
ま
た
恒
沙
の
信
な
り
」
（
聖
典
三
四
五
頁
）
と
。
そ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
信
仰
と
い
う
の
は
個
人
的
信
仰
で
は

な
い
。
韋
提
希
の
信
仰
の
よ
う
な
個
人
的
な
信
仰
で
は
な
い
。
韋
提
希
に
と
っ
て
は
個
人
的
だ
け
ど
、
韋
提
希
に
与
え
ら
れ
た
信
仰
と
い
う
こ
と
は
、
韋
提
希
は
知
ら

な
い
に
し
て
も
、
そ
の
内
容
た
る
や
、
恒
沙
の
信
だ
と
。
恒
沙
の
諸
仏
が
証
明
し
て
い
る
。

僕
は
今
日
ま
で
同
和
共
学
研
修
会
に
行
っ
と
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
僕
は
…
…
。
ま
あ
皮
肉
な
も
の
で
ね
。
講
義
が
す
ん
で
し
ま
う
と
思
い
出
す
の
だ
。
講
義
し

よ
る
と
き
に
は
忘
れ
と
っ
て
、
す
ん
で
し
ま
う
と
思
い
出
す
。
ア
イ
ヌ
の
人
が
二
人
来
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
と
い
う
の
は
、
ア
イ
ヌ
に
は
ア
イ
ヌ
の

神
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
、
仏
教
と
い
う
も
の
に
対
し
て
拒
否
反
応
を
起
こ
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
し
た
ら
合
掌
し
て
「
正
信
偈
」
の
本
を
開
け
て
読
ん

で
お
ら
れ
る
の
で
す
。
僕
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
身
体
が
動
か
ん
。
と
こ
ろ
が
何
の
ぎ
こ
ち
な
さ
も
な
い
の
で
す
。
あ
れ
は
い
っ
た
い
何
か
い
な
。

そ
れ
で
思
い
出
し
た
こ
と
は
親
鸞
聖
人
が
「
釈
迦
・
諸
仏
の
弟
子
」
だ
と
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
親
鸞
聖
人
は
承
元
の
法
難
に
お
う
て
釈
の
字
を
と
ら
れ
た
の
で

す
か
ら
釈
尊
の
弟
子
で
は
な
い
。
し
か
し
諸
仏
の
弟
子
だ
と
。
諸
仏
の
弟
子
だ
け
は
譲
ら
な
い
と
。
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
で
は
な
い
で
す
か
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
恒
沙

の
信
と
い
う
こ
と
の
確
信
が
あ
る
の
で
す
。
釈
尊
の
弟
子
で
は
な
い
け
れ
ど
、
龍
樹
の
弟
子
で
あ
り
天
親
の
弟
子
で
あ
り
曇
鸞
の
弟
子
で
あ
り
善
導
の
弟
子
で
あ
り
ね
。

諸
仏
の
弟
子
だ
と
。
恒
沙
の
信
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
仏
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
仏
で
あ
り
な
が
ら
統
理
さ
れ
て
お
る
世
界
、
と
も
に
讃
嘆
し
た
ま
う
と
い
う
。

こ
っ
ち
だ
け
が
向
こ
う
を
ほ
め
る
の
で
な
い
、
向
こ
う
も
こ
っ
ち
を
ほ
め
て
い
る
。
と
も
に
讃
嘆
す
る
世
界
で
す
。
そ
の
讃
嘆
と
い
う
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
と
も
に
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
世
界
や
ね
。
妥
協
で
は
な
い
。
説
か
れ
て
お
る
か
た
ち
な
り
、
説
か
れ
て
お
る
理
念
は
ど
ん
な
に
違
っ
て
も
説
か
ん
と
し
て
お
る
こ
と
は
一
つ
な

の
だ
と
。
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
の
神
々
か
ら
、
仏
法
に
お
け
る
諸
仏
が
説
い
て
お
る
こ
と
も
、
説
か
れ
て
お
る
言
葉
な
り
、
説
か
れ
て
お
る
か
た
ち
は
違
う
け
れ
ど
も
、

ほ
ん
と
う
に
説
か
ん
と
し
て
お
る
こ
と
は
一
つ
な
ん
だ
と
い
い
う
る
世
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ね
。

第十二講 第三には「決定して『観経』を深信す。」
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そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
「
十
方
恒
沙
の
諸
仏
」
と
い
う
こ
と
の
、
「
十
方
恒
沙
の
諸
仏
」
の
信
だ
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思

う
の
だ
。
「
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
」
と
い
う
こ
と
の
…
…
。
僕
は
そ
う
い
う
こ
と
を
思
う
ね
。
六
方
段
の
中
に
、
最
後
の
と
こ
ろ
に
「
上
方
世
界
」
と
い

う
の
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
前
に
「
下
方
世
界
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
上
下
東
西
南
北
で
す
わ
ね
。
お
釈
迦
さ
ま
が
お
る
の
は
真
中
だ
。
セ
ン
タ
ー
で
す
。
と

こ
ろ
が
「
上
方
世
界
」
と
い
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
す
ぐ
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
「
下
方
世
界
」
に
仏
ま
し
ま
す
、
な
ん
て
い
う
と
、
考
え
て
み
る
と
こ
れ
は
わ
か
ら
な
い

ね
。
足
の
裏
に
踏
み
つ
け
て
い
る
の
だ
。
そ
の
踏
み
つ
け
た
も
の
を
拝
む
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
が
恒
沙
の
信
と
い
う
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
唯
一
の
方
向

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
僕
は
思
う
が
ね
。
ど
う
か
ね
。
わ
れ
わ
れ
が
踏
み
つ
け
て
お
る
も
の
を
拝
む
こ
と
が
で
き
る
か
。
む
し
ろ
西
方
と
い
う
け
ど
、
西
方
よ
り

も
下
方
で
は
な
い
か
な
。

下
方
と
い
う
と
ど
う
な
る
か
ね
。
そ
こ
ん
と
こ
は
、
な
ん
で
善
導
大
師
は
西
方
と
い
う
て
、
下
方
と
い
わ
な
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
や
ね
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

僕
な
ら
下
方
世
界
と
い
う
わ
ね
。
下
方
世
界
に
浄
土
あ
り
と
。
六
方
段
か
ら
い
う
と
下
方
世
界
に
浄
土
あ
り
と
。
下
方
世
界
に
諸
仏
ま
し
ま
す
と
。
こ
う
い
う
こ
と
の

ほ
う
が
は
る
か
に
僕
ら
の
感
覚
に
あ
う
の
で
す
わ
。
ま
あ
中
国
人
に
と
っ
て
の
西
方
と
い
う
の
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
し
ょ
う
が
ね
。
あ
の
道
の
は
る
か
彼
方
に
釈
尊
の

お
わ
す
国
あ
り
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
け
ど
、
ど
う
な
ん
か
な
…
…
。
む
し
ろ
自
分
の
踏
み
つ
け
て
お
る
も
の
の
世
界
に
浄
土
を
見
い
だ
す

と
い
う
こ
と
が
今
日
の
指
方
立
相
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
余
談
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
一
九
八
〇
年
五
月
）

■ 中方世界が抜けている






